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卷 首に 

昭和 五 年 以降 執筆した ものの 中から、 我が 日本 演劇 關 係の もの を 抄出して、 統同 配列 をした のが 此 

書で ある 3  r 國劇史 槪觀」 とい ふ 名 は、 目次 だけで 見たら、 或は 當ら ない とも 思 はれよう が、 必す しも 

さう でない。 最初の 最長 篇 日本 演劇 史槪說 がそれ で、 以下の 五篇 はこれ が補說 であり、 細 註で あり、 

布衍で ある。 

又通觀 して 中古 近古に 密に、 近世に 入って は 江戸の 前半期 は詳 に、 後半期 は 練に 失して ゐ ると いふ 

評言が 屮 r るか も 知れない。 眞に其 通りで ある。 私 は 上古 以来の 演劇 史を 東大で 講述 する こと 八 丸 年に 

及ぶ が、 まだ 江戶 中期の 歌舞伎 劇 及び 木 偶 劇の 第一 次煥發 期まで を說き 了へ たに 過ぎない。 それで そ 

れ 以後の は 他に 詳述 せられた 刊行 書が あるので、 一 先づ それに 讓る ことにして、 多少 自信の ある 

處 までに 止めた ので ある。 といって、 これで 打 切る ので はない。 勉 强を續 けて 江戸の 後半期 どころ 

か、 明治 大正に も 及びたい と 思って ゐる. - 

旣 に講述 した 全部 を 刊行したら、 幾 百 頁 犬の 書 四五册 にもなら う。 そんな： 大な もの は 後年 を S す 
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卷 首に 

る ことにして、 其 骨子に も當 りさうな 此小册 子 を 出す。 此册 子に は文學 講座に 摘げ たもの も あり、 1:!: 

人間の 研究 報吿雜 誌に 載せた もの も あり、 講演の 草稿 や 新聞に 出した 小品 も ある。 同好の 士で、 精し 

い^ 究を なさらう とい ふ 方に は、 身勝手ながら 拙著の 「日本 演劇の 研究」 ニ册と 「歌舞： 奴 劇 講話」 の 

领をも 披閱ぁ らんこ と を 希望す る。 

昭和 八 年 十 一 一月 十日 

高 野 ^之 
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卷 頭の 此の 一 長 篇は咋 昭和 七 年 夏の 起稿で、 岩波 講座の 日本 文學に 「口 本 演劇の 展開」 と 題し 

て執錄 L たもので ある。 國 劇の 搖籃 期から！ き 起して、 ^舞 伎 劇の 發生 焕發に 至る まで を敘 する 

のが 目的であって、 元 祿 期の 歌舞伎 劇まで をと 志して 案 を 立てた ので ある。 而 して 操 芝 や江 戶 

巾 期 以降の 歌舞伎 劇 等 は、 ほんの 添へ 物と いふ 積り で 甚 しい 略述 をして ある。 今 此の 築に 收 める 

に 際して、 大捕足 を 加へ ようかと も考 へたが、 それ は 後年 公に する 「日本 演劇 史」 に讓る ことに 

して、 言の あた リに^ 補 を 加へ、 他 は 多少の 加筆と いふ 程度に 止めて ある。 叙述の 上に 繁簡の 

均 齊を缺 く の は 上述の 如き 理. S に 某： く。 


第一章 序 說 

深く 根源に 遡って、 人類が 劇 を 求む る 心、 又は 劇の 本質 等に 就いて 說く は、 劇論の 範 園に 屬 する 

ことで ある。 演劇 史 にあって は、 遠き 昔の 原始 劇より 近く 現代に 至る 迄の 問に 於て、 時と 共に 如何に 

展開し 消長し たかを 系統 立てて 說 けばよ い。 すな はち 日本 演劇 論に あって は、 おしく n 本 劇の h に 十 

分な 批判 を 加へ て、 北 ハの 特質 を 明かに すべく、 日本 演劇 史 にあって は、 日本 劇の 起" g と 變遞と を 的 

觀 察の 下に 說明 する を 以て 滿 足すべき である。 けれども S 劇論 は 常 に 史的 研究者 に對 して 省 慮と 考察 

との 基礎 を 示す もので あれば、 論 を 離れて 史 はなく、 史を 離れて 論 は 成立 しないと なすべき である。 

然るに、 論 も史も 共に 研究の 遂げられて ゐ ない 我が 國の 今日に あって は、 先哲の 業毅 をた どって、 わ 

が 日本 劇の 本質 を觀 破し、 且つ 史的 變遷の 如何 を說 明す る こと は、 案內者 無くして 深山 を 分け 行く 時 

の 如く、 極めて 不安で も あり 大難 事で も ある。 

演劇 は ある 事件に 對 する 復現 動作、 卽 ち物眞 似で あるに は 相 遠ない が、 物眞 似の 總 てが 劇 だと はい 

へない。 サ モア島の 西の Fidi 島 (南緯 一九 度、 東經 一八 〇 度) にメケ とい ふ 舞踏が ある。 メケは 3 典 似 

1 n 本 演劇 史槪； 說 
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とい ふ 意の 語 だが、 その 一 種に 波の 舞踏と いふが あって、 フ イジ ー の 娘た ち は 列 を 作って 立ち、 船に 

向って 突進す る 波の 運動 を模 ねる とい ふ。 最初 彼等 は 屈伏して 風に 吹かれる 小波 を まねて、 指 を^ か 

しつつ 手で 徐々 と 地上 を拂 ふ。 次で 熱帶 下の 長大な 波 を 示さう として、 體を 前後に 搖 つて 波の 如くに 

上下動 を もす る。 次で 動作 はます く 狂暴に なって、 浪が 暗礁 を擊 つに 模し、 終に 娘た ち は 前方に 飛 

んで、 手を拍 つて 音樂 的の 叫 聲を發 して 地 卜： に 伏す るが、 これ は 波が 一  1= 碟を 越えて 平 II の 水に 沒し入 

るに まねる の だとい ふ。 (Ethel JL.  Urlin  ；  :Dancing,  Ancient  and  Modern:) 立派な 校^ 動 乍 だ 

が、 これ は 舞踏 または 舞踊の 語で 現すべき 動作で、 劇 だと はいへ ない。 わが 口木に 例 を とれば、 神代 

ほの すせ りの みこと さち 

の昔#^^火出兑尊が兄の火鬧降命と幸を易へ て 兄の 釣針 を 海で 失 ひ、 辛うじて それ を；^ {：^：： の 赤 女の 咽 

より 搜し 得て 返し、 海 祌の敎 によって、 嘯く ことによって 散々 に 兄を溺 らしめ た。 此の 時 兄の.^ il 降 

命が 救 を 求めて、  ， 

.  やつ がれ  つづき  みかき の もと  わざ をぎ 

もし 我 を 活けた ま はば、 吾生み の兒の 八十 連屬、 汝の垣 邊を 離れす して、 まさに 俳優の 民たら 

こ、  ま. I！ ふきと この かみ  いき ほひ  しにが ひ 

む。 是に 弟の みこ-と 嘯く こと 巳に 停んで 風 亦 還 息 りぬ。 かれ 兄 n 小の 德 を知りて^：伏^^なん 

とす。 しかるに 弟の みこと |M 色 有て あ ひい はす。 こ- -に兄 犢 鼻して、 赌を 以て 掌 に^り、 -,^ 

に 塗りて、 其 弟の みことに 吿 して、 あれ 身 を 汚す ことかく の 如し。 永 にがの 俳；^ とならむ 3 す 


な はち 足 を 擧げて 踏みて 共溺 苦の 狀 をなら ふ J 初め 潮足に 淸く時 は 則ち 足お をな し、 膝に 至る 時 

に は 则ち足 を 擧ぐ" 股に 至る 時には 則ち. ii^ り 廻る。 II に- る 時には 則ち 腰を椚 る。 腋に 至る 時に 

たびろ い 

は 則ち 乎 を 胸に 置く. - 頸に 至る 時には 則ち 手を擧 げて瓢 掌す。 それより 今に 至って 曾て やむ こと 

なし。 (日本書紀 卷 一 一、 一 書 nn 

旣に 俳優の 文字 を 使用して あり、 且つ 顏に 粉飾まで したの だが、 右の 記載で はこれ も 舞踊で ある こと 

はフ イジ— 島のと 同一 である。 劇と 稱す るに は、 或 事件の 起因と 展開と 結末と が 人の 目前に 示さる ベ 

きで、 ァ リスト テレスの 所謂 まとまった 事 仲 を 仕方に よって 表す もので なければ ならぬ。 而 して 之 を 

示す に は、 事件の 內容 如何によ つて、 演出 者 を 多から しめ、 動作 卽ち 科の 外に、 獨白 と對 話すな はち 

•HI によって 事の 進行 を 示す のが 最も 整った ものであって- 之 を 科. {n 劇 または 純 • 止： 劇と 呼ぶ ことにな つ 

てゐ るつ 

凡そ： が 劇に あって は 動作が、 王體 で、 白の 有無が、 劇で あるか 否か を 決する 某-準で ない。 これが 13 劇 

の 成立す る 所以で ある。 其の 最も 低級な もの は 身 振と 顔面 表情と に 止まる。 それに 假面ゃ 隈取が 用 ひ 

られ、 又 服飾 や 演戯 場 装置の 上に 如何 やうに 技巧が 用 ひられても、 其の 雜的蓮 動すな はち 踊る 所に、 

一 口 本 演劇お 槪^ 
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如何 やうに 樂 器の 吹奏が 伴 はう とも、 演出 者 自身が 諮 ふか、 話す かしない 限り は 默 劇で、 彼の 壬 生 狂 

言 や、 二 卜 五， M の 御祌樂 (里 祌樂) はこれ である" 近年に 及んで 里 祌樂の 演出^が 仮面 をつ けた ま k 

で、 簡單な 白 をい ふやう になった が、 一 ニニ 十 年 前に は 決して 許されな いこ とであった。 彼の 木 偶 劇 

は、 語り手と 木 偶と が 合して 演出 者と なる 所の 一種の 變體 劇で、 決して 默 劇の 中に 屬せ しむべき もの 

でない。  / 

最も 簡軍 な默 劇と 科. R 劇との 中間に、 歌と 詞と 舞踊と が 混在す る 劇が、 何れの！： にも 行 はれた" ^ 

劇の 主 體は板 だが、 それに は 多少な りと も 踊の. P つて ゐ たこと を 思 はなければ ならぬ。 踊 は iiE の 品 ま 

り を體现 する もので、 此の 踊が 一 曆藝術 化されて、 四肢 五體の 曲線 的に 美しい 運動 を 起した もの は 舞 

である。 ものい はぬ 物眞 似に 此の 舞踊 味が 增大 し、 それに 音 樂が參 加して ゐ たら 舞樂剡 であらね ばな 

らぬ。 舞樂 劇に 歌が 加ったら 樂劇 であらねば ならぬ。 樂 劇に 詞卽 ち. m が 多く 加ったら、 我が 歌 It^ 劇 

に 近接す る こと を考 へなければ ならぬ。 常 It 津節 ゃ淸元 節、 長 啦の類 を 地に m ひた 娘 事 劇 (所作 

はま さに これで ある。 

此等 諸種の 劇 は、 何れの 地方に 於ても 發 達の 經路は 同一 であった と考 へる に 及ばす、 又 前者が： T び 

て 後者が 出た と考 へる にも 及ばす、 人 を 感動せ しめる 力の 上に こそ 差異 は あれ、 併行して 行 はれた こ 


と を 認めなければ ならぬ。 現に 我國の 今が それで、 舞樂 中の 劇と 認定す ベ き！  ニニの もの や 壬 生 狂言の 

如き 默剌、 能樂 とい ふ樂 劇、 樂 劇の 變體と 見るべき 木 偶 劇 (操 芝居) と チヨ ボ 入りの 歌舞伎 劇と、 淨 

瑶璃ゃ m を 地に する 披事 劇と、 純正 科白 劇で ある 所の 能の 狂言 や 歌舞伎 劇の 生 世話物と が 相 並んで 行 

はれて ゐる， - 

:g 劇 は 四 つの 要素から 成る" 一は 脚本、 二 は 俳優、 三 は 劇場、 叫は觀 衆で ある。 從來 此の 觀衆を や 

や も すれば 考慮の 中に 入れなかった が、 劇の 經濟 方面の 負擔は j 切 此の 觀 衆が 引 請けて くれる ので あ 

れば、 他の 三 要素と 同等の 地位に 立てて 考察すべき である。 演劇 史の资 料 は當然 のこと 此の 四耍 素に 

關 する すべてで、 先づ 脚本で あり、 その 作者の 傳記 であり、 俳優の 演出 振 を 記し 止めた もの や、 其の 

人 C 傳記 であり、 特技の *：.55 であり、 鳴 物 や 道具 や、 舞臺 の裝， 遗 すな はち 剌 場に 關 する 書. 5 出で あり、 

觀 衆の 感銘 を記錄 した もの、 卽ち 役者 評判記 及び 曠肇、 日 記 新聞 雜誌 等に 載せた 劇評で あらねば なら 

ぬ， - 而 して 劇の 原始 情 態 を も 探らう として は、 一般の 史書 ゃ樂 家の 記 錄類を も涉獵 すべく、 山 問 僻地 

の 祭， 祀ゃ 習俗に も 考察の 眸を送 り、 繪畫ゃ 彫刻 等に 就いても あさり 求むべき である。 

いよく 1； 釗 展開の 說述に 入る が、 凡その 時代 區分 をして 說く のが 便利ら しい。 よって！： 劇の 搖籃 

期、 國 劇の 形成期、 歌舞伎 劇の 發生、 阈 劇煥發 期、 糠 承 期の 五 時代 を 立てて 進む であらう" 國 劇が 形 

一 R 本？ £^ 史 説 
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態 を 具備した の は 鎌倉時代に 入 つてからで あって、 上古 から 中古 平安朝 時代 の 終 頃 迄 は 全 く 搖籃期 と 

もい ふべ き 創始 時代に 屬，， - て、 世に いふ 錄倉 窒町兩 幕府 時代の 近古 時代に は樂劇 風の ものが 成立 完 S< 

し、 江戶 幕府 時代に 人って、 始 かて 民衆 本位の 歌舞伎 劇が 發 生し 生育して 本； 前の 光輝 を 放つ ので あ 

る。 江戸の 中期 以降 は 前代の 繼 承が 能事と せられた。 多少の 起伏 はあって も、 技 や 作の 上に 限られて 

新生面 を 開く とい ふが 如き 革新が 起ら すして 明治の 御代に 入った ので ある。 こ&に は搖籃 時代から 始 

めて、 歌舞伎 劇の 發生、 焕發、 繼承 あたり 迄 を 概説して 見ようと 思 ふ。 


第二 章國劇 搖籃期  - 

我が 天孫 民族が 九州 地方から 畿內 地方へ 遷移す る 以前の 住民、 卽ち 先住民族の 遣 物に は， 土器 や 石 

器の 他に 銅擇ゃ 銅劍銅 鉢の 如き 技巧の 優れた 物が あれば、 低級な 原始 劇 位 は 行 はれた に 遠 ひない が、 

此等 遺物の 上に は 之を證 する 程の 文獻 がま だ發 見され てゐ ない。 アイヌ も 先住民族 だが、 それに も 十 〕 

く 演劇の 行 はれた 證跡は 無 ささう である。 かの 熊 祭の 如き は 祭祀 上の 舞踊であって、 何の まとまった 
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事件 を復 現す る もので もな く、 あれ を 劇 だと は 認め かねる。 さう して 何の 珍ら しい ことはなくて も、 

阔 劇の 起原 は、 天の 3 石 P の 前の 歌舞で あつたので はない かと 考 へて 見ざる を 得ない。 天鈿女 命が 手に 

ち き  わ-さ をぎ  れ？？でぎ  を 

茅 纏の 矛 を 持って 巧に 俳優す と 日本書紀に あるが、 ヮザテ ギは伎 招で、 伎 を 演じて 神 を 招ぐ の 意で あ 

る" 失せた 神、 天に ます 祌を 招致す るの 義で、 後^ 神樂 歌に 「われ 韓 神のから をぎ せんや」 と あるの 

は、 木綿 を 肩に 取り かけ、 八 平 葉 盤 を 手に 取り持って、 韓 風の 仕方で、 韓人の 神 を 招致し ようとい ふ 

ので ある。 天鈿女 命の 俳優が 模倣 行動で ある こと は、 日本 害：^ に 

.f- ぐ やま さ. f- ぎ  ^1づら  ひ V ゆ  たす き  ほご ころ や  -.' け ふせ 

1K の 香 山の 眞坂樹 を 2^ て鬉 となし、 蘿を 以て 手娥 となし、 而 して 火處燒 き、 覆槽て とどろかし、 

ま 明 之憑談 す。 

と あるので 知られる。 天 錮女命 は 疑 も 無く 巫女 だが、 常時と 異り、 飽く迄も 滑 に 出た 其の 動作が、 

顚 倒に 因って 生す る 笑 を 呼び 起して、 こ k に 諸 祌は曠 笑した ので ある。 たと ひそれ が顚 倒して Si5 つて 

も 祌明之 憑談は 平時の 模倣で あり 物 露 似で ある こと は 疑 ひ 得ない。 た^ 其の 眞 似が 一 つの まとまった 

泰件卽 ち 物語で あつたか 否かに よって 劇の 起原と 認 むべき か 否かが 定まる ので ある。 恐らく 祌が 人に 

憑って 託 直 をな さる 所の 前後 を も 演じた もので、 卽ち 神德讚 歎と 祈願と があって、 祌が 下りさせられ 

て、 ^々の 仰が あり、 人々 が 仰 を 請けて 何等かの 動作 を爲 すと いふが 日常の 順序で あり、 それ を 滑稽 

1 日本^^劇史槪^ 
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1 日本： お 劇史槪 r 説 

味豐 富に 扮 装して 出て 平時 託宣の 模倣 をした ので あると 補足して 考 へれば、 低級ながら も 劇と して 考 

さ，^-めのきみ とほつ おや 

へて よい。 天 鈿女命 は 記紀 共に 猿 女 君の 遠祖 だとして ある。 猿 女 は 神祇官の 雜 事に 奉仕して、 祭^に 

は 舞 を 演じた ものである。 されば、 わが 岡 も 亦 歌舞 は 巫に 起った こと 支那に じく、 劇 は祌前 祭. S の 

儀より 起った こと は 希臘と 同一 であり、 また 支那と も 同 轍であった とい ふこと になる. - 又 補足 を爲さ 

や 火阅降 命の 溺水 動作と 同一 程度の 物眞 似に 過ぎない としても、 神代に 於て 古說 s^i を 動作の 上に _仅 現 

するとい ふ 程度の 劇 は 行 はれた ことが 想像せられ、 わがお 史 以前より それが 行 はれた こと を 想像した 

い。 現に 未開 民族 間で 演出す る 劇的 動作に よって、 かう 想像す る こと は當に 許さるべき であらう.' 

總 じて わが 古記 錄は 自阈 の舊慣 古俗よりも 外來 事物に 關 して 多く を 載せて ゐる。 昔 樂舞 伎に 於て 殊 

に それが 著しい。 元來 わが 上代の 音 藝の發 達 は、 到底 大陸の それに 及ぶべく もな く、 彼 の に大ぃ 

なる 驟隔 があった.^ こ- - にわが 國 劇の 發達 にも、 外 來舞樂 が誘掖 した 跡 だけが 窥ひ 知られる。 而 して 

其の 外 來藝の 初頭に 立つ もの は 

一 伎 樂 

で、 椎古 天皇の 二十 年に、 百濟 から tl 化した 味 摩 之の 傳へ たもので ある。 彼 は 南 支那の „ケ、 の！： に ゆん 
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で伎樂 舞に 長 じて ゐ たので、 時の 執政 聖德 太子 は、 之 を 大和の 櫻 井の 里に 置いて 年少の 者に 傅；^:: せし 

めら れた。 而 して 專ら怫 の莊嚴 または 餘 興の 用に 佻せられ、 後に は杜 岸： の 通に I 水戶を 澄いて 其の 退 

轉を 防がれた けれども、 これに 後れて 鑌々 將來 された 舞 樂に展 せられて、 n 十く も 衰：^ 狀 態に 陷 つた。 

隨て 共の 詳細 は 知り ない が、 支那の 西域 地方から 出た もの だとい ふこと だけ は 認定され る. - 我が 國 

最古の 舞樂故 書た る 敎訓抄 (天福 元年 成、 奈 良の 樂人、 ^近眞 著) にも、 伎樂は 印度の 舍衞國 で、 

怫の 御前で 突した もの だとい ふが 如くに 記して あって、 印度 系 を 含む こと は樂 人の にもい ひ 傅 へら 

れてゐ た。 今遣存 する もの は、 これに 用 ひた 所の 一 千年 以上 を 經た假 面の 二百 近い 多數の ものと 服飾 

の 一 部と だが、 その 價値は 後に 說 くこと にして 伎の 方面 を 先にす る。 

敎訓抄 によれば、 伎樂は 最初 行列 を 立てて 演藝 場に 入った もので、 治 道と いふ ものが 先行して 道 を 

とび や. ひし 

開き、 次に 獅子 踊 物. 笛吹. 大太鼓 二 ニノ 鼓. 銅敛 子と いふ 順で、 先づ 獅子が 舞 ふ. - 獅子の 兒が これ 

にから まる。 今 諸 地方の 祭 禮に猿 K 裔 命と 稱 する ものが 先行す るが、 あれ は 伎 樂の治 道であって、 治 

逬の而 は 支那 人の 所謂 胡 人 型、 暴が 高く、 地の 色が 赫赤 色であった。 獅子舞 も 此の 伎樂 から 出た の だ 

が、 獅子. 如 は 現に 正 倉 院に藏 せられて ゐる ものに 就いて 見る と 現行の ものと 大差がない。 獅子 兒は愛 

すべき 人 問 幼 直の 面貌の 如き 假面， V 着けた もので、 八 r も 所に よって は 之 を 山の 祌 などと 稱 して 獅子の 

一 日本 演劇 史槪說 
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一 n 本： 佩 劇 史槪^ 

舞にから ませて ゐる。 川 越 市 其 他) 獅子の 次に は吳 公。 金剛. 加樓羅 等の 所作が あって、 波羅 門 とな 

る. - 波 維 門 は 之 を 樺 洗と いった。 どんな 動作 をして 見せた のか 傅 はらない が、 淨行高 $3;. ぬ-法 を^て 

ると いふ 波羅門 を、 かやうな 痴き 扱に する 所に 伎樂の 性質 は說 明せられ てゐ る。 次 は 

直 5t  先、、 ッ五女 燈臚ノ 前 二 立ッ。 二人 ハ打^ ヲ 持チ、 二人 ハ袋ヲ 頂ク。 其 ノ後舞 人 二人 出テ 

舞、 終 一一 ハ 扇ヲ ッ カヒ、 マ カケヲ 指テ、 五 女 之 內！. 一人 ヲ、 懸想 ス ルョ シス。 

と ある。 五 女は吳 女で、 それに S ひた 面に 吳乎止 女と 記して ある。 燈臚は 今 も _5 ^大 寺の 金堂の "正. 脚に 

一基 ある もの、 目 蔭 は 手 を 額に して 遠望す る こと. で、 源氏物語の 東屋 や 手 習の 卷 にもいた ちの EI すお と 

出て ゐる。 次に 

力士 手タ、 キテ出 金剛 開門  . 

謂 二 之 テマ ラフ リ舞ト 7 彼ノ 五女ヲ 懸想 スル 所、 外道 i 显崙ノ 降伏 スル マネ 也。 マラ カタ ニ繩 ヲ付テ 

引テ件 ノラ ヲ打ヲ リ，^ ャゥ/ \ 二 スル體 二 テ舞フ 也。 

或 人 云、 釋 迦佛ノ 御^ 也" ョパヒ 二 舞 ハス ル トイ フ ハ是 也。 

力士と 金剛と は 同じ もので、 今 寺の 門に 立つ 仁王の こと。 木來は 烦惱を 打破る の 謂で、 一人の 稱呼 

であった ので ある。 南方の 異人 種 直 5i£ 族 を 降伏 させて、 北ハの 男宽を 弄んだ とい ふこと らしい が、 何と 
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なく 希騰の ディ ォ 二 ソ ス祌 祭の 様が 思 ひ 出されて、 あれが 西域 を經て 支那に 入った もので はない かと 

思 はれる。 之 を驟迦 に附會 したの は 三 卜 二相 中の 隱藏 自在と あるに m め ひついた ので あらう が、 これが 

,  佛會 の莊嚴 になり はたで あらう かと 

怪しまれる。 但 マラ は 障碍の 意で、 

之 を 金剛 力士が 打 折る の は、 滑稽に 

似て 實は 甚だ 有意義であった ともい 

へよう。 しかしながら 散樂 中の 卑穢 

な もので、 して；.^ 樂 だと は 思 はれ 

ない。 序 を 以てい ふ 西 大寺资 財 帳に 

金剛 力士 梓 持 四 人と あり、 萬 葉集卷 

十六に 「池 上の 力士 舞 かも 白 驚の 梓 

IHI^P  ^^^^^^^^^^^^8  J  ■  くひ もちて 飛び 渡 るら む」 と あるの 

は 此の 力士の 舞の ことで ある。 池 上 は 法 貴 寺の あった 所、 又 金剛^ 門と あるので、 多少の 舞臺 装置が 

施された こと を 知るべき である。 次 は 

1 日本： 版 劇 史淑說  , 
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大孤 又 名 ニ繼子 1 …… 老女姿也、 子各ニ人ヲ^：^ン、 

腰ヲォ サシ、 膝 ヲ打タ セテ、 怫 前へ 參詣 シテ、 左右 

脇 二子 ヲォキ テ佛 ヲ禮シ タ テツ マル。 

と ある。 大 孤は大 胡と も 書き、 大胡父 ともあれば、 胡 

人 老夫婦で 演じた 時 もあった ので あらう" 古く は繼子 

關 係の、 何等かの 事件 を >M じて 兑せ たので あらう。 け 

れ ども 前記 だけで は 老女の 老鼋 姿が 可笑しくて 人 を 笑 

はせ た 位に しか 考 へられない。 次 は 

醉胡 又 醉胡王 トイ フ、 刀綱ト 云ヒ、 人 丸 トー： ムヒ、 

ハ ラメ キト ィフ。 云々 

胡 王の 醉態を 見せる もので、 これに は 醉胡從 とい ふ ほ 

下 八 人が 出た。 刀 ：1 は官 人の 意ら しいが、 人 丸と いふ 

名の 由來は 不明、 ハラ メキは 鳴動で ある。 古く 支那に 

行 はれた 北齊^ 搖娘 (文 獻：^ 考 一 叫 七卷) とい ふ醉熊 
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刺の 變形 であるべく、 後に 說く 舞樂 の胡飮 酒と 源 を 同じう する もの かと 思 はれる。 支那に あって は、 

宋 代の 隊舞屮 に波羅 門 が あり、 醉胡騰 が あり、 菩薩 獻,^ 隊と いふが あれば、 彼 土に も？. 犬 伎樂の 形骸 だ 

け は、 宋 時代 迄 保存され たこと であらう。 耍 する に默 劇であって、 顏廢の 結^、 劇の 筋が 半ば 以上 不 

明に 屬し たもので ある。 

敎訓杪 に は聖德 太子が 年少者に 傅お せして、 大和の 橋 寺、 山城の 太秦 寺、 攝津の 四天王 寺に 一 具づ 

つ 匿 かれ、 百年 程 後に は七大 寺に も 置かれた が、 $1 絶えて is- 大興 福の 二 寺と 一大 王 寺と 住吉の 社に かた 

ばかり 殘 つて ゐ ると ある。 平安朝 時代 はこれ よりも 舞樂の 華麗な の を 喜んだ ので、 Q ら仪樂 は 滅亡し 

なければ ならなかった。 そこで、 其の 伎 は 絶えた が、 貴 雷： な 其の 假面は 遣った。 以上 諸種の 演 伎に 用 

ひた もののう ち、 哝摩之 將來の 原物 十 幾 面 は 永く 法隆 寺で 寳藏 し、 今 は 帝 博物館で、 重 品と して 

ゐる。 東大寺で 用 ひた もの は、 同 寺に も 多少 あるが- 大部分 倉 院に藏 せられて、 百.： ハ十餘 面が 现^ 

する。 何れも 大形で、 醉胡 王の 如き は 長さ 一尺 五 寸に逹 して、 齊 通人の 顔而の 犬の 廣 がり を 有 

し、 翻樓羅 • 孤兒. 獅子 兒の 如き は 最も 小さい の だが， それでも 八九寸 あって、 能面より 遙に 大きく、 

希臘 面の 如く 頭蓋の 全部 を複 ふやう に 作った もの も ある。 木材 彫刻と 乾 漆 製と 二種あって、 作 の 名 

を 記せる もの も ある。 而 して 彝の髙 くして 下せる は、 牙の 上下に ある ものの； る は、 虎の 皮 を 貼 

1 nl 本 演劇 史槪說 
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つた 冠の ある は、 通じて 鬚髯の 多 いのは、 すべて 皆 支那に 於て 胡 人 型と 稱 する もので、 恐らく は印歐 

アリア ン 種族 を 現 はした もので あらう。 假 面に 遣 存 する 着色 は 概ね 赭 赤色で、 木地 または L 犬 粉 を 施し 

たもの の尠 いこと も 之を證 する かと 思 ふ。 我等 は 之 を 如何に 判すべき であらう、 シ ルバ ン • レビ ィ老 

博士の 談 によれば、 印度の 古語に は假 面と いふに 當る 語が 無い とい ふ。 佛典 にもな く、 印 皮 さ 說 J^i に 

も假 面の こと は 出ない とい ふ。 さらば 之 を希臘 からと 判じたい。 希臘の 古代 面で 遣存 する もの は I も 

なく、 ゎづ かに 瓶の 腹に 描いた ものに よって 想像し なければ ならぬ ので あるが、 均齊を 尊んだ X 布廳人 

は 面と 人體 との 割合 を 勝手に 描いた と は 思 はれない。 而して希臘に存する石像は何れも等^^大でぁっ 

たとい ふ。 此の 二つの 上に 立って 希 職 面の 大きさ を 測定した 處、 其の 大小 共に 我が 伎樂 面と 同一で あ 

る ことが 證 せられた。 (寧樂 第十卷 天平 文化史 論 小 寺 三 郎君 所說) すな はち 希 職 系統の ものが ：€1 域 地 

方に 於て 一 たび 支那 化せられ、 更に 各地で 土俗 味 を 添加され たもの が 東漸して、 味 摩 之に よって 我が 

國に傳 へられた ものと して 考 へたい。 前掲の 如く、 演出す る もの は 印度 佛敎 思想が、 であるが、 假面 

だけ は希臘 系統に 立つ ものと 見る が當 るで あらう 3 支那に も假面 はあった らしい が、 詳記した 文獻が 

ない ので、 かう 立論す る C 其の 注意すべき 古而が 我が 國に數 多く 遣存 する こと は、 我等に 特殊の 研究 

を 促し て 止まぬ ことで は あるまい か。 
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二 舞 樂 

遣德 太子の 時代から 奈良朝 を經て 平安朝の 初頭に 至る 迄の 一 1 百年 問 は、 我が 國が亞 細亞 大陸の 文化 

に心醉 した 時代であった。 歌舞 昔樂の 方面 は、 殊に 謳歌と 模倣と を續 けた もので、 これに 三 ft から 入 

り來 つた ものと、 直接に 隋廣 から 請 入れた ものと、 隋唐 を經て 入れた 印度 系の ものと、 此の 三つの 流 

があった. - 伎樂も 多少 此の 三流に 關 係の ある もの だが、 これから 說く 舞樂は 明かに 此の 三流 を區 分し 

て 古くから 取扱った. - 

舞樂 は伎樂 より や， - 後れて 渡來 した. - これ も聖德 太子の 保護 獎勵の 下に 起り、 隋唐 文化に 成 を 仰い 

だ奈良 朝に 勃興し、 最澄空 海が 顯密ニ 宗を弘 めて、 徒に 盲 從と渴 仰との み を 事と せす、 取 長 補 短の 途 

に 出た 頃から、 此 等外 來 歌舞の 上に 删訂と 模倣 的 新作と が 試みられた。 それ は 詩 書に 堪能で あらせら 

れ た魄峨 天皇と、 殊に 昔樂を 好ませられて 親 製 も 遊ばされた 仁 明 天皇との 御代であって、 前代 無比の 

名手 も 此の 時に 輩出し、 廣樂の 改正と 新作と、 こ &にー 時の 盛 を 極めた。 而 して 平安朝の 前半 は實に 

舞樂の 最盛期であった。 年中 忸 例の 外、 慶賀 • 花 宴 • 鬪雞 • 前栽 合 • 詩 合 • 歌合 • 童 相撲 等に は必す 

之 を 奏して、 公卿 侍臣 衞府 の官 人が 其の 事に 奉仕して、 兵權が 漸く 王窒を 去って 武人の 手に 歸 する こ 

1 日本 演劇 史槪說 
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と は 忘れて ゐた。 しかしながら 華麗 高雅の 舞、 洋々 泰 和な 樂 はこれ が 爲に保 布され て、 ^漢の 造 制、 

隋 唐の 古 韻 は 本土の 彼に； せす して、 ひとり 我が 圃に のみ 跡を絕 たなかった ので ある。 一 千ハ牛 以前 0 

舞踊に して、 其の 曲と 振と 樂 器と 面と 服飾と にわた つて、 其の 古制 を 保お する こと は 球 卜： 全く 他 

に 比類がない。 幾度 かの 改正 はあり、 一時 中絶した もの はあった が、 遠から す W 興せられ て、 無 

1 一 の 此の 十：：： 樂 古舞 は 其の 面影 を 知る に 十分な 程度 に 於て、 現に 保存され て ゐ る。 

舞樂は 分けて 左 舞 右 舞と する。 左 舞 は 樂の 意で、 林 邑樂卽 ち 印度 樂を これに 含ませ、 お 舞 は 三韓 

樂の 意で、 通常 之 を 高麗 樂と稱 へ、 これに 妹 if すな はち 微海國 (今の 沿海州 邊) の樂を 含ませて ある。 

或は 武器 を携 ふるや 否やに よつ に武の 舞と 文の 舞と に 分つ が、 此 處に說 くべき は 共の 細述で なく、 此 

の舞樂 巾に 劇と 見る ベ き 構造 の もの あり や 無し や である。 

舞樂は 概して ある 物語 中の 輿 味 ある 一 斷面 だけ を 抽象的に 表現した ものである。 本 來は物 K 似に 立 

脚す るが、 あまりに 技巧 化されて、 一見して は 何 を 意味す るか 1： じ 難く、 說明 を- いて 後 や、 了^す 

ると いふ 程度の ものである。 而 して 此の 說 明の 存 する もののう ち、 故事 を演. ^る もの だけが 釗 として 

取扱 はるべく、 舞 人に も樂 手に も詞 とい ふ もの は 無く、 伎樂 と：！： じく 默劇 として：：： すべき もので あ 

る。 囀 及び 詠と て、 當初は 少しば かり 識 ひものが あつたが、 夙く 絕 えて ゐ た。 
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◊ 林 邑八樂 天平 八 年に 林 邑の僧 佛哲と 天竺の 僧 波羅門 菩提と 兩 人して 傅へ たもの" 菩薩 舞 *拔 頭 

舞 • 迦樓頻 舞 • 倍臚 破陣樂 • 案 摩 • 萬秋樂 • 蘭 陵 王 • 胡 飲酒の 八 曲で、 拔 頭の 如き は 古來^ 樂と 解せ 

ら れてゐ た" 然るに 是は 其の 樂の 組合 用に 供す る もの 卽ち答 舞の 還城樂 (一名 は. 蛇樂) に 相 接する も 

ので、 印度 古代の 殺 蛇 白馬の 傳說に 基く もので、 馬の 名の Paidu が 曲名に なった こと， 臚は波 門 

祌 話で、 阿修羅の 名 Vairo6ana から 出た 名、 案 摩 は 母の^で、 古くから 之 を 灭竺 舞と して あるが、 

印度 說話 によく 出る 醉夫 $1 談、 此の 他舞樂 にい ふ 太 食 調 は， 亞刺 比、 51 族 Tajik の 調 曲、 林 S 樂の 盤涉調 

は 印度 河の 上流； 4i 河卽ち Panjab 地方の 樂調、 沙陀調 は 印度 音階の 稱呼 だとい ふ 新 說が高 楠 博士に よ 

つて 提出 せられて (明治 四十 年， 史學雜 誌 第 十八 編.： ハ. 七號) 古舞 研究の 迷路に 一 大 炬火が 投 ぜられ た。 

林 邑八樂 が 支那 西南 部の 土俗 藝の 影響 をう けて ゐる こと は 恐らく 伎樂と 同一 であらう" 服 彼 ヒの特 

ま， うし  り や、 フケ- 、フ 

徵は 多く 假 面と 牟子 (帽子) と を 着け、 楠襠 及び 袴. 腰帶を 着ける 處 にある。 卽ち 支那で いふ 胡 人 装 

であって、 多分 西域 地方の 服装 を 示す もので あらう。 案 摩 だけ は 普通の 鸛 装束で^ を 持って 舞、 弋 

y_r- めん 

藏面 とて 長方形の 厚紙の 上に 白 ii を 貼り、 墨で 耳目 口 鼻 を 描き、 顿に 巴の 形を畫 いて ある もの を 着用 

する が、 舞樂 家の に は古傳 として、 昔龍宫 にあった 寶 ff; を盜 取る 爲に 案出した 面で、 龍王が^ を 愛 

する から、 .ZLT の 毛 を 集めて^ 頭 を 作り、 囀り 聲を a- んで、 龍官の 中に 入って 奪った 時の 象に 校して 作 

1 日本 演劇 史慨^ 
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つたの だとい ふこと になって ゐた。 しかしながら 希躐 にあっても、 はじめ 假面は 布 製であった といへ 

ば、 藏而は その 名殘を 止めて ゐる もので は あるまい か、 巴の 紋も 古く 西域 地方に あった もので あり、 

巴と 鼻 を 除いた 外 は、 I 切 直線で 描いて あるな ど、 甚だ 我等に 研究 を そ、 る ものが ある。 しかして 此 

ゑみお も 

の 舞に は 二の舞なる ものが あって、 は暌 面と て、 S;J 鼻 細目、 口 を 開 いてから/ \. と 笑 ひさうな 假面、 

女 は 腫 面と て 高預仰 鼻、 口 を 開き 舌 を 反して、 眠った やうな 細い 目の 假面 を： けて 出て、 案 摩に 校し 

て桴を 取り、 手 を 取組んで、 一人 立てば 一人が 坐る とい ふやうな 事 を 三度 繰返し、 少し 舞って 後、 よ 

ろぼ ひながら 樂の屋 に 入る。 舊說 では、 地祇 土神が 舞 ひ 奏でる. 姿 だとい ふこと になって ゐた。 とも か 

くも、 人の 眞似 をして 至らざる を 二の舞と 稱 する ことになる 程に 注目され たもので、 此 等に 關 して は 

なほ 深甚の 研究 を爲 すべき 餘 地が 存 する ので ある。 今 も 地方に よって は 獅子舞に 潮 吹の をつ けた 者 

の 一 一の 舞 を 出し、 太鼓の 撥 を 持って 舞の 眞似 をさせる 所 も ある。 

林 邑樂の 蘭 陵 王 は、 支那 北齊の 時代に 代 面と 稱 して 行 はれた もので、 我が 國 では 略して 陵： +: と 呼ん 

だ。 男 ましい 舞曲で、 傅へ ていふ、 北 齊の蘭 陵 王 長 恭は武 に 長 じて ゐ たが、 面貌が 突し きに 過ぎた の 

で、 常に 假面を 着けて 敵に 對 つた。 嘗て 金牖 城下で、 周の 師を擊 つて s:^ 名 を g: したので、 齊 人が. ルの 

指揮 擊 刺の 狀 をう つして 此の 曲 を 作った とい ふこと になって ゐた (舊 書昔樂 むち 近く； 土！： 維 はこれ 
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と踏搖 娘と を外來 舞曲と し、 魏齊 周の 三 朝 は 比お 外 族で， 西域 諸國と 頻繁に 交通して、 鼴效 • 天竺 • 厳 

國* 安國 等の 樂が 此の 時代に 入り 来った。 其の 內に屬 する もので あらう とい ひ、 拔； 如に ついては 鉢 頭 

とも 書けば 疑 も 無く 外國 語で、 國名か 地名 か 人名 かで あらう と說 いた。 (宋元 戯曲 史) 說 いて 委しく は 

ない が 見 常 は 間遠 はぬ といって よい。 胡 飲酒 は の散樂 だら うとい ふ說も ある。 それに S ひる 面が 赤 

鼻黃 目被髮 額面 を掩ふ もので あれば、 高 楠 博士の 說の 如く 印度 物で、 伎 樂の醉 胡： 十； と 生れ を 同じう す 

る もので あらう。 此の 曲 は 殊に 軍： ん ぜられ て、 朝 鋭 行幸に 演ぜられ、 陵 王と 案 摩 は 諸 社の 祌 察に 用 ひ 

られ、 北 ハの使 W 面 は 今に 遗存 して 國費 となって ゐる もの も 妙くない。 

此の 他 高麗 樂 では 納蘇 利. 息 5f£ 八 仙 も 明かに 故事 を 演じ、 蘇 志 摩 利 は 旱魃の 時、 雨 乞に 舞へば 必す 

驗の ある ものと して、 费笠 をつ けて 舞 ふが、 素戔鳴 尊が 諸 神に 追 はれた 時、 t 林^に 逢 はれた 姿で、 出 

雲に 行く に 先立って 新羅の 尸 茂 梨の 處に 居られた (書紀 の 一 書 曰) 故事に 象った もの だら うとい ふ。 

又^^？樂では三臺攫が 一例で あらう、 敎訓抄 に醉鄕 日月の 記す 處 として、 唐の 则天武 后が 張 文 成に 媾っ 

て 後、 夢寐に も 忘れない が、 再 # は 望み 難いので、 心の 慰に 作った 舞曲 だとい ひ， 採 藥老は 人 精氣 

の盛襄 を 叙した 詠の 詞 があって、 舞 人の 着ける 面 は 鬚髯 雪の 如くで 笑 を 含み、 调 額^ 屑で、 能の 翁の 

面 はこれ から 出た とい ふ說も ある。 

一 口 本： 保 劇 史概； 跶 
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以上 說く處 に 劇に 近い もの は 十に 六 七を悉 した。 これに 添 ふるに 河南 浦と 胡 德樂と を 以てすれば 略 

漏れない であらう。 河南 浦 は 仁 明の 朝に 尾張濱 主が 作った とい ふ。 まづ舞 人が 假面を 着けて 出て、 魚 

さう とん 

の 形 をして ゐる物 を 取って 袖に 裹み、 太鼓の 拍子に 合せて 舞 ふ。 次いで 草 塾と いふ 座 具に 腰 を 摘け て 

魚の 料理 を 始める と、 樂の屋 から 二の舞の 晚面を 着けた 者が 舞 ひながら 出て くる。 之を藝 招と いふ。 

これが 頭に 雞婁 (樂 器い を 載せ、 太鼓のお で 蓼 を 指る まね をして 舞 ふ。 此の間に 料 輝， が出來 て、 蓼-招 

はぬ-の 尾と 脊 骨と を 貰って、 蓼に ひたして  一 口にする が、 骨 を 咽に ひっかけて、 胸 を 打って 苦しみな 

がら 引 込む のであって、 此の間に 絶えす 樂が 奏される。 すな はち 後の 能の 狂言に 見る が 如き？ 戯が 

けん はい 

夙く こ k に 演ぜられて ゐた。 胡德樂 はまた 舞 人 四 人が 假 面と 帽子 を 着けて 出る と、 勸 1^ とて 藏面 をつ 

けて 简を 持った 者が 出て 來る。 次に 瓶 子 取が 瓶 子と を 持って 出る。 勸 は }^ を 舞 人に 動め、 瓶 子 取 

は 酌 をす る。 間もなく 舞 人が 醉 つて 舞 を 始める と、 瓶 子 取は獨 酌で しきりに 大盃 を倾 ける。 必 すゃ諷 

刺 劇で あらう が、 大いに 笑 はせ る もので、 これ も 狂言の 酒に 關 する ものの 先蹤 とい ふべき である。 

此等は 如何なる 舞臺で 演ぜられ たので あらう。 勿論 大陸のに 模 したに 相違ない が、 彼 土に 於て 幾^ 

の 人に 見せる 爲の ものと は 規模の 大小 を 異にした。 江戸時代に 入って からの 記錄 だが、 伎 樂は樱 井に 

土 舞 臺の遣 跡が あると 記して あるので、 數年前 自ら 踏 に 赴いた が 一 向 それらし いものがなかった。 
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野天 舞臺 であった ので あれば、 今春 日若宫 祭の 御旅 所の 前に 設けて ある 高さ 三尺 方 五 間の 土舞臺 か、 

四天王 寺の 六 時 堂 前の、 髙 さは 三尺、 縱橫は 七 間に 五 間と いふ 石 舞臺の 如き ものであった らう。 舞樂 

も问 様で、 此の 二つの 舞 臺は古 型 を 遣して ゐ ると 思 ふ。 伹大佛 開眼と いふが 如き 時の 臨時 舞 臺には 方 

八 丈 または 廣さー 一 丈長 さ 1; 丈と いふ 大きな 物 を 設けて 様々 の 伎 を 此の上で 演じ、 (東大寺 要錄) 朝廷で 

も踐祥 大嘗會 等に は 高さ 三尺、 方 六 丈と いふ 大きな ものが 臨時に 作り？！ 舔 けられた、 (内襄 式) しかし 

ながら 社寺 宮廷 用と して は 前記の 五 間に 七 間 位が 適當な ものであった であらう。 畫圖の 上で は 聖德太 

子繪傳 屏風の は 方 四 間ら しく、 又實 在で は、 嚴 島の 社 前の は 三 間に 四 問で、 樂を葵 する 幄の屋 は 別に 

二 筒 所に 設けて ある。 共に 平安朝の ものであるが、 いつしか 舞 人の 舞 ふ 所 は 方 三 間、 又は 方 四 間の 正 

方形 を常規 とし、 樂人は 後方 別に 席 を 取る とい ふの が 定まりと なって、 今 は それが 行 はれて ゐる、 勿 

論裝束 をつ けたり、 樂 器の 準備 をしたり する 樂の屋 は廣く 別の 所に 取る ことにして。 

こ， -に 次の 猿樂 劇に 移らう として、 上述 伎 樂舞樂 を 劇の sr 耍 素の 上から 考 へて 見る。 脚本と いふ も 

の は 別にな く、 舞の 譜 及び 樂の譜 が 演出^の 明細書であった。 俳優 は 専門家で、 朝廷の 保護の 下に 立 

つ 舞 人ゃ樂 人、 舞 臺は今 述べた が 如く 臨時 ffl と 例 用のと あって、 戶 外に 設ける のが 原則、 觀衆は 至 

尊 以下 貴族 連が、 王で、 庶民 は祭紀 又は 開眼 會の 如き 公開され た 場合に のみ 望見す る を 得た ので あつ 

1 日本： が 劇 史槪. お _ 
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た。 すな はち^に 經濟 問題 は 生ぜす、 これが 保守 沈滞に 陷る 所の 一 大 原因であった。 

三 ■ 猿  樂 . 

猿樂は 唐土の 散樂を 其の ま 輸入した のに 起って、 .始 は 彼 土の 如く 奇伎 曲藝 及び！ e 稽な 所作 をへ S じ 

て 人の 頷 を 解く を 5n とした。 散樂は 野人 樂を爲 すの 善なる 者と もい ひ、 部 伍の 聲 にあら す 俳優 欲舞雜 

奏等 ともあって、 官 人の なす 正樂 とは異 る俗樂 であった。 倉院 藏の彈 弓に 描いて ある もの は 彼 土の 

散樂 であらう か、 輕 業と でもい ひたい 曲技に 舞 を 配し、 諸種の 樂 器で はやし 立てて ゐる。 

散樂は 散： 史 とも 書く。 叉駿を 駿河國 とい ふ 場合に、 ス ルと發 音す るが 如く、 さるが うと 發晋 して 遂 

に 猿樂と 書く ことにな つた。 我が 史上で は 三代 實錄の 相撲 や 競馬の 條に 散樂の 語が 兒ぇ、 右近 衞. S 藏 

富繼、 長 尾 米 繼が伎 を 善くして 大いに 人を唉 はせ たと ある。 而 して 最も 注目すべき は 本朝 文粹所 戦の 

村 上 天皇の 散 樂に對 する 策 問で あらう。 此の 中に 當 今の もの は 唐土の ものと も 合しない つ 舟 太の 新 鉢 

や 魚 丸の 世 羅 國、 鞭 を 揚げて 半 都に 騎り、 柱に 傍 ひて 胡籙を 負ふ奇 技、 安勑 氏の 老相 挨、 吏 部 王の 

傀儡な ど は 誰から 傳へ たもので あらう 云々 と 見えて ゐる。 之に 答へ た 者 は散樂 業 生の 粲氏安 だが、 

てんでな つて ゐ ない。 公卿 は 茂眞を 規模と し、 大舉 生なん か は 吉兑に まねる が、 御？ 1： の 事 は 年少者の 


よい 加滅な 一一 n に 過ぎますまい などと ごまかして ゐる。 しかしながら、 もう 尊 門 家の あった こと は 知ら 

れ るので あって、 舟 太 は、 ニ中歷 にさ 來散樂 の 名人と して 擧 げた 中の 白太と 同一人で あるべく、 吉見 

は 同じく 坂 二 吉實と 同一 で、 何れも 實在の 人であった らうと 思 ふ。 此の 氏 安の 對答 にも 注意すべき 一 

節 一 句が あった。 すな はち 

祌樂の 雪の 夜、 短 男の 身を輕 くす るを怪 むと 雖も、 踏 歌の 卷の 天、 偸に 高 冠の 舌 を 呑む を 恨む。 

である。 神樂の 夜と は 朝廷の 內侍所 伎 例 祌樂の 時に、 ネの Ef- を 召して 餘 興の 意味で 藝を させる こと 

で、 彼の 字 治 拾 遣 物. g や 十訓抄 に、 陪從家 綱が 弟の 行 綱に たばかられて 庭 の 周り を.^ げ なる して， 

「より^,, ^に 夜の 15- けて、 さり さりに 装き に、 ふりち ふ ふぐり を、 ありち ふ あぶらん」 とい はう とい 

ふ 珍 趣向 を はれた の も 此の 祌樂の 夜の ことで ある。 これに は 身を輕 くす ると あるから 輕 業 風の 事 を 

指した ので あらう。 また 髙冠は 高 巾 子の ことで、 綿 を 面に つけて、 踏 歌の 夜に 家々 を 訪ねる とい ふこ 

とが 兒 えて ゐ るが、 それが 何 か 伎 を やって 見せた こと を 知るべき である。 一 句と は 

一 日 猿樂に 鼻を缺 く。 

のこと で- 氏 安 はま だ これに 解釋が 下せす に 居る といって ゐ るが、 「三日 猿樂に 彝を缺 く」 ともい つ て、 

最も 大切な 假 面の を缺 いて しまったの 意で ある。 まさに 猿 樂に面 を 用 ひた 一 證 となすべき もの。 

1 口 本 演劇 史槪 
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村 上 天皇の 策 問に 次いで、 當代 猿樂の 內容を 告げる もの は、 一 條三條 後 一 條 後朱^ 後 冷， 3^ の 五 朝に 

歷 仕した 藤 原 明衡の 新猿樂 記で ある。 其の 中に 猿樂の 種目 を列擧 して、 

咒師 侏儒 舞 m 樂 傀儡 子 廣術 品 玉 輪 鼓 八ッ玉 獨 相撲 獨雙六 まに 骨 有レ骨 

コシ ハセ  ヱ ビス イト ネリ ァシヅ 力 匕  / ズ セン タウト リバ 力 マ  ヤマン 口 ォホゴ  サシ ァフギ 

延動大 領之腰 支 蝦 漉 舍人之 足 仕 氷 上專當 之取拷 山背 大御之 指 扇 琵琶 法師 之 物語 

千秋 萬歲 之酒禱 飽 腹鼓 之 胸骨 蠛 螂舞之 頭 筋 福 廣聖之 装 装 求 妙 高 尼 之 襁褓 乞 形 勾 

ヒタ ォモテ  力 ハブェ サ クワン マヒ ノォキ 4^ スガタ ガン ナキ ケ サゥ ガホ  ゾラ ザ レ ァヅ マビト ノウ 匕 キヤ ウノ ボリ 

當之面 現 早 職 事 之 皮 笛 目 舞 之翁體 巫 遊 之 氣裝貌 京 意之 虚左禮 東 人 之 初 京 上 

はやす をと こ  わざ 

と 揭げ、 況んゃ 拍子 男 どもの 氣 色事ながら、 大德 のけ は ひ、 すべて 猿樂の 態、 嗚滸 の詞、 腸 を 斷ち願 

を 解かす とい ふ 者な しと 附記して ある。 右のう ち 特に 說明を 要する もの は先づ 

<> 咒 師  ， 

である。 シュシ 又は ズシと 呼ぶ。 く はしく は 咒禁師 で、 口に 咒文 を唱 へて 醫療の 捕 助 をした もの、 い 

はばま じな ひ師 で、 同時に 奇術師で、 滑稽な 技 をも演 する に 至った の だと 說く者 も あるが (吉 ffl 來伍 

氏 所說) それではなくて、 古 密敎卽 ち 役 行者 等が 修行した 作法の 遣 風で あらう と m 心 ふ。 今奈^2{の藥師 

寺 あたりの 修正 會に 咒師の 作法と いふ ものが あって、 g 几師は 頭に 日月 を 現した 兜 を 戴き、 兩刀を 持し 

て須彌 壇の 周 圍を三 匝し、 刀 もて 種々 の 作法 をな す。 次いで 毘沙門天が 鋅を 持って、 松明 を 持つ 赤 鬼 


靑鬼黑 鬼と 戰 つて 之 を 追 ひ 退ける 勇ましい 行事で ある。 これが 古く 平安朝に は 種々 の 所作 を 交へ て、 

法 成 寺 • 法 勝 寺. 蓮華 王院 あたりの 修正 會に、 猿樂 業と して 參詣人 を 慰まし めた もので， 之 を 咒師猿 

樂と いひ、 略して は咒師 ともい ひ、 關白 以下 公卿 速 も 見物に 行った。 

記錄 類に は 龍天毘 沙門 鬼 事と あるが、 此の 他に 劎手， 走 手. 武者 手 *大 唐 文殊 手 等、 十手 位が あつ 

た。 修正 會の 夜の 事に 定まって ゐ たが、 後に は 平時の 娛樂 用に も 供して、 建 久ニ年 二月 二日に は內裡 

で晝行 はれた。 If; 葉に 詳しく 記して あるが、 装束 をつ ける 樂屋、 長 筵 を 敷いた 咒師の 走り 場、 疊 三枚 

敷いた 唱 人の 座の 設けが あって、 未 刻から 亥 刻 迄に 十手 演じた と ある。 新 猿樂記 時代に も 此の程 度の 

發達は 遂げて ゐ たこと であらう。 此 等の 十手の 中には 舞踊 程度の もの もあった か 知れぬ が、 毘沙 e: の 

鬼 やら ひ は 低級ながら 劇と 見て よい。 かの 十手に しても、 唱 人と いふ 地 謠が あり 樂 人と いふ 蝶 子方が 

あっての 上の 所作で あれば、 低級ながら も樂 劇であった かも 知れぬ。 梁 库- 祕杪に 

上馬の 多 かる 御館 かな。 武者の 館と ぞ覺 えたる。 咒師の 小 咒師の 肩 踊. 顧せ は 傅 多の 男み こ。 

と あれば、 早くから 專門 家が あって、 他の 演藝 者と 一座 をして ゐ たものと いふべ く、 名人に は 愛 王 丸 

とい ふが あった。 次の 侏儒 舞 は 小人の 舞で あり、 田樂は 次の 章に 詳說 するとして、 

◊ 傀儡 子 

1 日本演劇史慨：^^ 
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について いふ。 傀儡 は 支那に 於て は漢末 以來行 はれて、 宋に 入って 大いに 發 達した。 我が 國 では 三韓 

から 入り 來 つたので ないかと 思 ふ。 典 絡 上で は大江 匡衡の 傀儡 子 記が、 古く も あり 委しく も ある。 そ 

れに 「定 居な く當 家な し、 &r 廬氈 帳、 水草 を遂 うて 以て 移徙 す、 颇る 北狄の 俗に 類す」 とあって 、我 

が 國には 類のない 遊牧の 民で ある。 さう して 「男 はが！： 弓馬 を 使 ひて 狩獵を 以て と爲 し、 或は 雙劍を 

跳ら せ 匕 丸 を 弄し、 木 人 を 舞 はせ、 桃梗 (木 偶) を鬪 はしめ て、 生 人の 態 をよ くす、 殆ど 魚 龍お 蜒の 

戯に 近し。 沙 石を變 じて 金錢 となし、 草木 を 化して 為獸 となし、 能く 人 IIE を 眩ます」 と ある。 へ；； 心す 

ベ き は その 木 人 を 舞 はせ 木 偶を鬪 はしめ ると いふ 記 isii- で、 後の-^ 形 芝 ほの 起原 はこ. -に 求めなければ 

ならぬ。 其の 愧 儡が どんな 構造の もの か、 又 どんな 態 を 演じた かに 就いては 何の 記 戦 もない。 恐らく 

乎 遺の 極めて 幼稚な ものであった らう。 もっとも手足が動くとぃふ^度の人形は古く埃及に^^し、 印 

度 や 支那で は 粗末ながら も 操り 仕掛の 物の 使用され たの は 西紀 前 幾 百ハキ からの ことで あれば、 我が 國 

の も 手 遺で は あ ひても、 多少の あやつり 絲 が附屬 して ゐた かも 知れない。 かう 述べる の は 次の やうな 

奔放な 想像 を 加 へての ことで ある。 

我が 愧 儡 子 は ジブ シ— 卽 ちチゴ イナ！ と 同 一 種族な ので は あるまい か、 愧儡は 印度から 出た ものと 

して 西洋の 學者も 立論して ゐ るが、 (Die  Pieimat  des  RlpDenspiels-  von  Richard  Pischel.  1900) チ 
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-n イナ ー は黑髮 唔膚で 身の 丈 は 低く、 どうやら 印度の 北西 部から 出たら しいと いふ。 これが 西域 地方 

を經 て、 支那 北 四 部の ウラル アルタイ 語族の 地帶に 入り、 同 語 系の 住民 地 を is- へ へと 逃んで 來て、 

南に 轉 じて 朝 ii に 人り、 に 同 語 系の 我が 國へ入 込んだ ものと して考 へたい つ 勿論 長^ n::^ に 於ての 

事と してい ふの だが、 遊牧民 式の 異風な 生 は、 かう 考 へて 始めて 會 得され さう に 思 ふ。 此の 記に よ 

く 人目 を，：^、 すと あり、 支那に も漢末 以來行 はれて、 銜 人なる ものが あり、 支那の 木 儡 は 西域から 人 込 

んだ やうに 傳 へて ゐる爲 にか やうな 意見 も 出す ので ある。 風俗の 異るは 子 のみでな く、 女子にも^^ 

操觀 がな く、 路傍に 立って 行人に K 付の 佳 會を與 ふる を 嫌 はぬ こと、 Ef^M共に國絡に 登錄されてな 

く、 王侯の 尊賣を 知らす、 課役の 無い の を 一生の 樂 しみと なすと いふ 厄介な ものた る を 記し、 r 夜 は 

則ち 百祌を 祭り、 鼓舞 iH 嘩 以て 福助 を 祈る」 と ある" 今昔 物語の 二十 八卷 にも 傀儡 子が 歌 を 詠 ひ. 笛 

を 吹き、 おもしろく 遊ぶ こと を 記して あるが、 劇的 動作 を 演じた かどう か は 叙して ない。 次の^^：：：術は 

唐手の こと、 以下 別に 說明を 要する もの は少 いが、 延動大 は 郡の 大領 であった 者が、 ゐ ざり となつ 

て 歩く 腰つ き、 蝦 漉 は 今の 餱す くひの 古 態で、 梁 塵祕抄 にも 海老す き舍 人に 關 する 歌が あり、 近世で 

は士氣 鼓舞の 爲に 酒井忠 次が 之 を 踊って ゐる。 但し その 眞似 だけで は釗 でない、 そこへ 誰 やらの 悪戯 

者が 出て 爭の 末に やるまい ぞくと なれば、 まづ 劇と 兑て よいと いふ もの。 山 Sz 大 御は老 人の 色ぶ 

1 日本 演劇 史槪說 
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かい 樣、 飽腹は 鳩胸、 檔螂舞 は 福助の 踊で、 何れも 劇で はない。 此 等の 次の 

◊ 福廣聖 以下 は 劇的 構造 

に 成って ゐ たこと は 想像し 得る。 福廣と 名に 負 ふ 蓄財 僧が 袈裟の 寄進に 廻って iE 徒 を ロ說く 可笑し さ 

妙 高 尼の 名に も 似ぬ 堕落の 栗の 襁褓 乞、 形勾當 とて 右 女方 や 若衆 方に 扮裝 する 名人が 假面を 外して 兑 

せた 所、 早 職 事の 皮 笛 は 急 を 要する 仕事で 關係 者が 目 を 廻す 中に、 ロ钪を 吹いて ゆっくり やる とい ふ 

暢氣 者、 此等も 確に 觀衆 をして 哄笑せ しめたで あらう。 今の 里神樂 位に は發 達して ゐ たこと を m わ ふ。 

<> 目 舞の 翁 體 

さくわん  さくわん 

は 能の 翁の 由って 出づる 所の もので も あらう か。 樂 人が 衞 府の官 を かけて、 尉 または 志の 格で 取拔 

はれる こと は 蝶 峨の朝 以來行 はれて、 老樂師 が これに 任ぜられる ことにな つて ゐた。 其の 老翁の 舞の 

意で、 これ だけ は眞 面目な もので あらう が、 これ 以下の 三 はかの 笑劇であった ことが m 心 はれる。 殊に 

東 人の 初 京 上り は 見る 物 毎に 驚いて、 後の 狂言の 都 見物 左衞 門の 先 縱を爲 す もの だと 思 ふ。 

新 猿 樂記は 前 引の 文に 繽 けて、 百 丈 • 仁 南 • 定緣 • 形 能 • 縣.' 井戸 先生 • 世 尊 寺 堂 達 • 坂 上 菊 正 ， 

還 橋 德 高 • 大 原菊武 • 小 野 福 丸 等 十 人の 特技 を 評して ゐる。 全部 は實 在の 人で 無かった かも 知れな 

いが 仁 南 • 定緣 • 福 丸 等 は 本朝 世紀 や 一 一中 歷 等の 中に 見えて 疑 も 無く 當 代の 人であった つ 而 して 其の 
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許 語 を！ 13? るに、 輕 業よりも むしろ 物眞 似が 重んぜられ、 其の物 眞 似に は對話 ゃ獨 白の あった ことが 知 

られ て、 漸々 科白 劇に 近接して 來る ことが 知得 せられる。 殊に 德高を 評して 秀句な しとい ふに 至って 

は、 後の 狂言 または 茶番め いた ことの 行 はれた ことが 想 察出來 る。 かの 平家物語の 鹿 谷 山莊の 密議の 

際、 大納言 成 親が 瓶 子 を 狩 衣の 袖で 引 倒した 時の 猿樂、 1^ 氏 を 瓶 子に とりなし 頸 を 取る に はしか じと 

いふので、 瓶 子の 頸 を 持って 立った とい ふ 洒落 や 茶番が、 秀句と して 一 座の 人に 感歎 せられた。 此の 

秀句 は德 高た ちの 藝 にまで 遡らせ 得る と 思 ふ。 當 代の 猿樂 はかくの 如く 低級な もので あつたが、 旣に 

默凯 ではなく 樂 劇に 近接した もの も あり、 科白 劇ら しくな つた もの も出來 たとい ふ 程度であった。 そ 

れ でも 時人が 熱狂 的に 歡迎 した こと は * 此の 新猿樂 記に 詳記して ある。 

以 上述ぶ るが 如くで、 平安朝 はま だ 歌舞の 時代で、 劇から いへば 幼稚、 徭 藍の 中に ある 時代で あつ 

た 0 劇の 形成 は 次の 封建時代に 人って からで ある. - 新猿樂 記の 著者 明衡の 歿した の は 後冷泉 天皇の 治 

曆 ニ^で、 支那の 宋末 英宗の 朝で、 王 安 石が 新法 を 行 ふ 三年 前、 西紀で は 一 〇 六 六 年で、 へ I ス チン 

ダスの 戰 のあった 時で ある。 しかして 同じく 劇の 國 でない 支那 は、 此の 當時旣 に 滑稽 戯 はあり、 各種 

の 傀儡 はあり、 影 綺ゃ隊 舞な どの 他に、 雜 劇が 生れて、 俳優の 上に 旣に 分業が 行 はれて ゐ たが、 まだ 
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曲と 科と 白と から 成立す る 迄に は 完成せ す、 彼我の 問に さした る 逕庭 は 無かった。 歐洲 諸！： にしても 

遠い昔の X 布臘羅 馬に 於け る 劇の 煥發的 大降昌 は 敢 なき 夢と 消え去つ て、 中 世紀の 基督 受難劇 はま だ 

作り出されす、 爾後の 二百 年 問 も 此の 情勢 を 持 緩して 第.. H 二 世紀 あたり 迄 は 世界 を 擧げて 劇の 搖 S 風 時 

代であった ので ある。 只 一 つ 此の 問に、 我が 國に 於て 諷刺 劇が 舞樂師 たちの 手で 行 はれた こと は報吿 

して 置かなければ ならぬ。 それ は 玉 葉の 治 承 二 年 十一月 二日の 條 にある ことで、 卷 曰 祭の 使が 歸洛す 

る 途中、 慰めの 爲に 行った 

◊ 盜人 a 問 劇 

である。 先 づ奈良 坂で、 舞 人の 武宗 が大夫 判官に 扮 して、 赤 衣 を 着け、 騎馬で 祭 使の 馬 前へ 出る。 と 

舞 人の 兼 茂が 看督 長と なって、 白羽の 矢を帶 び、 弓 を 持って 出て 來、 下部 二人が 犯人 を れて來 て、 

其の 左右の 手 を 引 張る。 看督 長が 勘 問す るが、 どうしても 罪 は 犯して ゐな いとい ふので 引 入れ、 犯人 

の 妻 を 連れて来る。 勘 問す ると、 夫に 聞いて 下されと いふ。 よって 又 呼出して 訊 11： する が 承伏し な 

い。 そこで 拷問に かける。 此處が 見せ場で あらう。 とう/ \ 白狀 する が、 贓 物の 在所 は 和，：： 水 前 司が 知 

つて ゐられ ます、 また 大夫尉 も 知って ゐられ ますと 底 を 割った ので、 述れて 引 込ませる とい ふ 筋で あ 

つた。 大夫尉 はいふ 迄 もな く 祭 使の 前に ゐる 判官な の だから 面白い。 祭 使が 宇治へ 着いて から、 が 


祝言 を 述べる とい ふ 劇的 動作が 同じく 此の 舞 人た ちに よって 演出され た。 最早 舞 人た ち も 古雅で 華麗 

で 悠揚 極まる 舞樂 だけで は滿 足出來 す、 時々 はこん な卽興 的な 劇 も 行って ゐ たこと が、 此の 記蔡で 知 

られ る。 治 承と いへば 平家 專權 の最頂 時、 諷刺に 値する こんな 出來 事は官 人の 間にい くら もあった 事 

であらう。 祭 使 は 高位の 人、 知っても 知らぬ 振 をして ゐた であらう に、 さても 舞 人た ち は、 かなり 痛 

快に やっての けた もので は あるまい か。 こんな 記事 はま だく 他に 見出される ことで あらう。 而 して 

後の 狂言の 盜 人物 は、 はやく 此の 時代から 行 はれて ゐる ことが 知り 得たら、 わが 劇が 如何に 徐々 に發 

達した かが 知られて、 他國 からさう 導かれ はせ す、 自國で 進んだ こと は、 他の 宗敎ゃ 音 藝と同 一 であ 

る ことが 知られて、 《3 田 代 文化の 說明. .M に 重要な 資料 を 提供す る ことになる であらう。 

第三 章 國劇 形成期 

歐羅 巴に 於て 中世 宗敎 劇が 出来た の は 十四 世紀に なつてから のこと で、 其の 顷には 支那で も、 彼の 

複雜な 構成と 音調と になる 雜 劇が 大いに 行 はれ、 我が 國 でも、 其の 雜 劇と は 何の 關係 もな く、 能樂が 

立派に 完成した。 伹國 劇の 形成 は 能樂に 至って 始めて 見られた のでな く、 それに 先立つ ものと して、 
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前記の 盗人 5i 問 劇の 如き 現代 物 もあった が、 他に 詳述すべき は 古典的な  一 

一延 年 舞曲 

である。 延年 は 藤原定 家の 日記、 明月 記寬喜 元年 七月 十七 日の 條に 「山門 衆徒 遊 宴 I 延」 と あるが 如 

く、 僧家で 大會の 後に 行った 遊 宴と 其の 際に 於け る 種々 の 演技との 總稱 で、 退 齢延ハ 牛の 語から 出た 名 

である。 奈 良の 東大 艇 (福 法隆藥 師妙樂 の諸大 寺、 京都 附近で は比歙 の延曆 寺、 三 井の 園 城寺邊 では、 

平安朝の 末葉から 行 はれ、 鎌倉時代から 窒町 時代の 初めに かけて 大いに 盛んで、 古来の 舞樂ゃ 白拍子 

ゃ相亂 拍子 等 も 此の 中で 行 はれた。 さすがに 猿樂 だと 目すべき 技 は 無かった やう だが、 開 n とい ふ 地 

口 交りの 滑稽 問答が 行 はれ、 連 事 や 風流と いふ ものに は、 低級ながら も 劇の 構造に 成る ものが 欲ぜら 

れた。 風流 はもと 風雅な 作り物の 意で、 笠 風流 • 櫛 風流 等の 名目 もあった が、 これに 音樂を 添へ、 そ 

れに關 する 問答 をな し、 後に は 問答 を 主にして、 音樂ゃ 作り物 は、 ほんの 添 物の 如くに 變 じて、 劇的 

動作 を演 する ことにな つたので ある。 世に 

<> 興 福 寺 延年 舞 式 

と 題した 記 錄が弘 まって ゐ るが、 あれ は 近く， 江戸時代に 入つ て 元 文 四 年に 演じた 時の 次第き である C 


それに は！ ti: . 舞 催 • 贪議 • 披露 詞 • 開口  •  & 綸 * 相亂 拍子 • 白拍子 等 通計 十八の 名目 を 擧げて ある 

が、 そのうち 劇に 關 する もの は 連 事と 風流と である。 鎌倉時代に 行 はれた もの も、 古記 錄 によれば 此 

の 二つに のみ 劇が 見られた と 思 ふので、 專ら これに 就いて 說く。 

◊ 舞 臺 

此の 延年 劇の 脚本 は、 幸に して 天文 年中の 古寫本 「延年 叫 種」 の 5： に收 めて ある。 俳優 は 遊 憎と 呼 

ぶ 僧侶 中の 専門家と 樂人、 舞臺は 敷舞臺 で、 臨時 芝生の 上に 板 を 敷いた もの， 其の 廣 さは 三 問に 三 

义は三 問に 四 間と いふの が 慣例であった らしく、 左右に 山 を 設け、 後に 樂屋を 設け、 橋が かり は舞臺 

の 後方に あって、 能の 舞 臺とは 大分 異る ものであった。 惜しい ことに 鎌 倉ゃ窒 町の 世の 鬪 は^って ゐ 

ない が、 江戶 の正德 年中 輿 福 寺で 行った 時の ものが 傅って ゐ るので 之 を 示す。 能樂 成立 後の もので あ 

れば、 それから 影響 を 受けて ゐる かも 知れぬ が、 山ゃ嚷 子方 や 橋が かり 等の 位 m おは 古風 をお する もの 

として 考 へる， -  , 

北 向拜は 能の 見所に 當る 所で、 貴賓の 覩覽 所、 仕 丁 や 大衆 ゃ兒は 舞臺の 左右に 設けて ある" ポルに 腰 

を かけて ゐ、 一般 觀衆は 竹矢来の 外から 見た ので あるつ 山 は 大嘗會 の 時の 標の 山から m たもので、 こ 

れには 種々 の 作り物 を 飾った。 窒町 時代に は 能の 狂言に 關 する もの を 飾り もした が、 正 德の畤 は鶴输 
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正 德四年 九 ガー 一 十九 日 興 福 寺 延年 舞 場 
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であった。 時には 兒の席 を 此の上に 設けて 觀 衆の 心 を そ-^ り もした" 後世 歌舞伎 芝居に 於て、 淨 

の 常 磐潘ゃ 淸ー兀 が、 所作事の 地 を 語る 時に 坐る 所 を 一段 高く 張 出して あって、 あれ を 山 臺と稱 する 

が、 此の 山から 出た ものである。 舞 他 は 後見 だと 思へば よい。 鼓 だけで はやす の も 古風で ある。 又 舞 

臺 前の 釣 かがりと 花火 は、 もと 松 を 立てた 所で、 古 圆 に は 松と しるして ある。 II 衆 は贫客 以下 身分 あ 

る 僧侶 大衆 等が 主で、 一般，：^ 民 は演藝 場の 周圍に 立って 見た もので、 固より 觀鹽料 は 取らなかった。 

應の 記事 

延年 記事 は 興 福 寺の 三會定 一 記の 他に は ぼ (に 少ぃ。 注目すべき もの は曆應 三年 八月 十二 日に 雨悅の 

延年 を法隆 寺の 聖靈院 で 行った 時の 記に、 

開口 覺寂 1^ 木ノ 延年 秀句 也 龍 E 川ノ 水上 ヲ導ネ タル 連詞若 音ハ 金剛 殿 風流 ハ aE?5^ ヲ尋ネ テ八仙 

ユア ウタル 事、 龍王 八 大河 ノ事、 マ へく タカ ッブリ ト云フ コト、 

兒< 人 W 讀" |:^。ヒ< 人 皆管絃 者 也、 殊勝々々 

と ある もの 位。 若 音 は 若少の 音の 意で、 後に 說く翁 聲に對 する 甲の 音、 延年 舞曲で は 趣 ある 詩歌の 呤 

誦 又は 舞 樂を爲 す 場合に 之 を 引出すべき 問答 をした。 而 して それに は 序が あり 名齿が あり 問答が あり 

道行 も 歌 も 同音 もあって、 ほぼ 後の 謠 曲に 近い 物であった、 唯 簡繁の 相違が ある だけで。 此の 詩歌 吟 一 
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唱の引 をな す は 連 事、 舞 樂の引 は 風流で ある。 

々連  事 

言葉で 何事 かの 山來を 連ねる の 意で、 後の 歌舞伎 芝居で いふ 「暫の つらね」 など は 此の 系統に 立つ。 

幸に， て 此の 連 事 を、 天文 十三 年に 大和の 多武峰 念誦 简の 住僧 實禪 が、 古今の 作 卜 三篇を iHi- した も 

のが 傳 つて ゐる。 これによ つて 當代^ 侶の 常識 を も 併せ 知り 得る もので あれば、 先づ 北ハの 目次 を^げ 

る 0 


f. 不死 藥 1 速 事 

尋 n 傳陽 江， 連 事 

尋こ下 若 酒 一連 事 


呤，！ 納凉 詩歌 1 連 事 

成， 一曲 水 宴 1 連 事 

尋 n 飮中八 仙 一連 事 

尋， 1 月桂 一連 事 


尊， ん 見 s{m 山 珠玉 1 述事 

讃ニ 歎管絃 1 連 事 

尋三 Is 蓮華 1 連 事 

尋ニ商 山 §1 皓 1 連 事 


尋 二 淸凉山 1 連 事 

尋ニ 補陀落 1 連 事 

卽ち 支那 說 話が 主にな つて ゐ るが、 當時 和漢 朗詠 集が 讀本 であり、 習字の 手本で ありした が爲 に， ^ 

侶 間 では それによ つて 支那の 故事に 通じて ゐた結 架ら しい。 一 例 を 示す。 

尋， I 傳陽 江！ 連 事 
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夫レ. IT ルー 一、 瑜伽三 { ぉノ 鏡ヲ瑩 ィテ、 頻リ 二 行德ノ 儀ヲー a- ヒ、 遊 宴 數曲ノ 鼓ヲ鳴 ラシ テ、 偏-一 

舞 伎 ノ戯ヲ ナス。 凡ソ 3 呉 俗 一 一 諫ノ善 巧 ハ當會 ノ規则 一一 如 カズ トコ ソ覺ェ 候へ。 

1 人 云仰ノ 如ク、 祌感ノ 興、 嚴重ノ 態、 心膨ー 一 銘ジテ 難 有^ 候。 

1 人 云 某 今夜^ 終 聽 聞 二 ツイ テ、 琵^行 トャ ラン 巾ス文 二、 嘈々 切々 トシ テ<1^ 雨ノ 如ク、 私語 二 

以 タリ ト候。 是ハ 如何 ナル泰 一一 テ候 哉、 其 ノ謂レ 聞 力 マ ホシク 候へ。， 

カナ ゾレ やロコ シ 

1 人；； ム 4- ハ思ヒ 寄 ラザル 事 ヲ仰セ 候 モノ^、 北ハハ^^太原ノ白居=^、 元 和 十五 年 ノ秋カ トヨ、 簿陽 

江 ノ頭ニ シテ、 琵琶 ヲ彈 ズルヲ 聞キ、 長句ノ 歌テ爲 リシ 其ノ 名句 二 テ候 ゾャ。 

一人 云 ゲニく面门キ御^！哉、 ァ ハレ 彼 ノ潯陽 一一 到リ、 寧 口 北ハノ 舊跡ヲ 一見 仕 リ候ハ バヤ。 

1 人！： ム ィャ /\ 異域遙 二 シテ、 輙 ク到リ 難シ。 唯 其ノ長 句ノ歌 ヲ謠ヒ 給ヒ候 ハバ、 彼ノ地 ノ景モ 

、：： ： 中 一一 浮ビ 出ヅ ベ クコソ 存候 へ 。 

1 人-: ム御懷 尤然ル ベタ 候。 サ ラバ 面々 拍子 ヲ打 ッテ、 同音 ニ呤行 シ坐シ 候へ。 

白拍子 

1 Ig 楓葉 索々 タリ 薄 陽 ノ屮、 客 テ送ル 二日 ハ暮 レヌ。 江水范々タリ^^浦ノロ、 別 レント 欲スル 

ュ、 落 チテ往 往 ^：^ノ聲。 
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& 同音 酒ヲ飮 ムト^ 居 シテ、 管 終ナキ ハ 如何 ナ ラム。 

&同音 船 ヲ移シ 相 レバ、 琵琶.、 ヲ彈 ジテ言 ハズ。 乙轉軸 ニ抹ク ャ撥ノ 音、 大珠小 珠ノ玉 盤 一一 落 

ッ ル 一一 似 タリ。 面白 ャ哀レ 世 二 古 リセ ヌハ 攀 ノス サビ 哉。 ャレ。 

1 人 云 ァラ 不思議 ャ候。 深更 月 白 ク澄ミ 渡 リタ ル空 一一、 琵琶 ノ 撥音 鮮 力-一 聞 H 候。 調 全ク お 

ナラズ トコ ソ覺ェ 候へ。 

1 人 云是ハ 正シク 只今 ノ歌 ノ聲ニ 隨テ、 自然 二 傳陽ノ 頭 二 到リヌ ルカ ト^ジ 候。 猶々 歌ヲ 謠ヒ、 

絲竹ヲ 鳴 シ給ヒ K へ 。 

1 人 云 尤然ル ベタ 候。 

一頭 越 殿 樂ノ附 物 四ッノ 緖ノシ ラベ ハ 同音 京都 ノ聲 ァリ (口 切) ソレヲ 誰、 ゾト尋 ヌ レバ、 長 安 

倡家ノ 女ナリ (巾 切) ャラ， （- ャサシ ノ人ノ 心ャナ (奥 切) 

翁 驛疎韻 一一 落 ツル 秋ノ 風籠ノ 中二 鳴ク夜 ノ鹤、 主人 ハ馬 ヨリ 下 リテ立 テバ、 賓客 ハ船ニ 在ッテ i^-i 

ル" 

早 歌 同音 彼ノ 貞敏ガ 傳へケ ル其ノ 三曲 ハ何々 ダ。 流 泉、 啄木、 陽眞、 力 シコキ ガ代ノ タメ 

シ引ク コソ 琵琶 ノ祕曲 ナレ。  - 
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ゲ 二 サリ くく。 

誰も 知る. ni 樂 天 の 琵琶行に よる もの だが、 シテ. ヮキ. ッレの IHll^ が 明瞭に なって ゐ ない。 一 頭と あ 

るが シテ らしい。 別に 地謠 はなく、 出演者 自身が 語り 且つ 吟 じたので ある。 科に ついては 何の 小 書き 

もない が、 多少 道行ぶ り はした こと、 白拍子の 後の、 初の 同と 二の 同と の^に は 出演-おの 位置が か は 

つて ゐ たこと は 文の 表で 知られる。 鎌倉時代に 喜ばれて、 後世 箏の組 歌の 原據， をな す 越 殿樂の 歌の あ 

るの も 面白い。 終の 翁聲は 概ね 祌 仙の 出に 用 ひて あれば、 これ も白樂 天の 出た こと を 示した もの だ 

と 思 ふ。 fs{ に而白 いのは 精靈の 出る ものの ある ことで、 尋 商 山 四皓連 事に は 四 皓が裹 頭 姿で 烏帽子 も 

つけない 者た ちが 誘 に應 じて 出て 來る ことが 仕組んで あり、 譜歎 管絃連 事に は、 法 華 大會の 後に 音 

樂の效 をた.^ へて 琵琶 を彈 すると、 妙 音大 士が影 向になる こと を？ おじて ゐる。 又 淸 凉山述 事に は、 

淸凉 山の 4- 三歷 塔に 模 した 塔が 落慶に 至った ので、 霞 場參拜 の爲渡 して、 文殊の 霞 場 を 見る こと を 

綴って ある。 多武 峰の 十三 歷塔は 治 承 元年 十二月 二日に K: 興の 斧始 があった が、 共の 時の 延年の 連 事 

なら 大いに 古い。 但 もう 此の程 度の もの は 出て ゐても 差 支ない。 前揭の 諷刺 劇から 考 へて さう 思 ふ。 

◊ 風 流 

風流 は 連 事よりも 一段と 劇の 構造に なって ゐる もので、 これに 大風 流と 小 風流との 二種 ある。 大は 

1 日本 演劇 史槪 5^ 
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一 ^本：候劇史槪：^^ 

すな はち 舞樂の 如き 大が かりの 物 を 出す 爲の 引で、 禽獸祌 仙の 如き 定 り^と 稱 する ものが 出る" 小 は 

白拍子の 舞と いった やうな 物 を 出す 爲の 引で ある。 先づ 大風 流から 說く。 前にい ふ 天文の 古寫 本に 古 

來の もの 一 一 卜 叫 曲を收 めて ある.. - 


西 王 母 事  周武王 船 入 白魚 事 王子 喬謁， lis, R 仙人】 事 

蚩尤事  大怫殿 事  摩 騰法蘭 事 

祌泉苑 事  称攛崛 王事  淨藏贵 所 事 

王 仁 和歌 事  殷高宗 召 1 ；傅說 - 事 Is -禹王 f チ-カ 于溝她 1 事 

太公望 事  廉承武 琵琶 曲^  漢 高祖. $3： 防 劍與事 

ハラ カノ クゴ 

鰭 供御 事  蘇 武事  干 找滿珠 事 


素鑒 嗚尊隨 M 大蛇 1 事 阿育 王 雞雀寺 建立 事 上 太子 勝 髮經御 講談 車 

左宗 皇帝 幸 11 月 isl 專 秦穆公 召， I 百里奚 1 事 王母捧 二 明 珠穆王 1 事 

右の 出典 は 史記漢 害が 最も 多く、 これに 次いで は 記紀 • 古今 • 今昔 物.^ i  • 朗詠 • 平家 • 古事 談 • 十 

訓抄 等に！ 3- える 說話 である。 これ も 一例 を 示す。 

◊ 西 王 母 事  . 


是^<;ぁ武帝御座。 此君萬 機 政 正 篤惠 滿，， 四海； - 八荒 無， 不， 仰， I 恩澤？ 返々 難 有^ 候へ。 

J 人 云 如 レ仰當 今 之理世 超，； 三皇 f 撫 民 勝， I 五 帝 1 多覺 候へ。 

二  シ  二  ク  二  モ ヨリ デ  モ ス スガ タラ 二 サイ ッコ a  ン， フ レリ 二 

1 人 云 誠 萬邦歸 U 朝廷 f 靑： 藤 n 德風 r 聖賢 山 出、 仙人 現 A 質。 特近 曾靑鳥 飛 入，！ 王せ 2? 如何様 西 

王 母 來现端 カト^ 候。 

1 人云ゲ 二王 母 出現 處预 靑鳥來 承及ビ ソロ。 然 者節會 ヲ執リ 行ヒ、 彼仙ヲ マチ 給ヒ 候へ カシ。 

1 人云尤 可. 然候。 節 會ヲナ シ玉ヒ 候へ。 

コ コ 一 1 テ音 取。 燒香ァ ルペン。 

1 人 云 不思議 ャソ f -。  13 中音 樂聞 異香爐 空滿。 是 仙人 來出覺 □ 

コ 、一二 ァ兩 仙人 可レ 出。 走リ 物可レ 出。 

走リ 物、 孔雀 * 風 • 伽 陵頻等 鳥 ナルべ シ。 

方朔-ぉ ：！！^ハ^^方朔壽域無疆之仙也。 仰 M 此君德 化 f 爲レ 奉. 伊寳算 延長 之 術 1 只今 爱ニ來 タリ。 

王 ^二み 我 ハ叉西 王 母 トテ、 三千 年 二 一度 花サキ 實ナル 桃花 ァリ。 今此 御代 當、 花實 一枝 備リ 給へ 

リ。 君ササ ゲ奉ラ ンガ爲 自携マ ミ ェ タリ。 

ジュ ゲン  二 

一人 云：：；^ ハ 希有 ナル御 事 哉。 此桃 實ヲ服 スル人 ハ壽限 ハカ リナ シト 承リ及 ベリ。 イソ ギ我 君獻ジ 一 

i  口 本 劇 史槪^  お 
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奉リ 候へ カシ。 

1 人-一. み 力 カル 目出度 事 コソ候 ハネ。 壽算ハ 人世 第一 ノ爲, 寳ト云 フ事ノ ソロ。 舞樂 ヲナシ テ方朔 

テナ 

王 母 ヲ翫シ 被レ申 候へ。 

1 人 ー1<  尤 可レ然 候。 . 

1 人 云 サ ラバ 舞樂ヲ 可：. 被レ奏 候。 

<> 神 泉 苑 

是 *? 桓武 天皇 一一 テ 御座 ス。 皇化滿 ，1 四海 r 恩惠 普， 八荒？ 然而 今年 天下 旱^ シテ黎 民 抱レ愁 事， 

君 特歎思 食。 諸 卿 如何 候べ キ。 

1 人 云 誠 十日 雨 五日 風時ヲ 失ヒ、 五穀 豐ナ ラズ。 召 二 貴僧 1 天下 御 祈ヲナ シ玉ヒ 候へ。  ， 

1 人 云 此比贵 僧多キ 中二、 柬寺ノ 空 海コソ 效驗ノ 貴僧 ナレ。 急ギ請 雨 義被ニ 仰 出 1 候へ。 

1 人 云 尤可， 然候。 空海ヲ 招請 被レ申 候へ。 

I 人 云 イカ 二 空 海ャ 御座 ス。 

I 人 云 愚僧 ヲ ハ爲 A 何 被レ召 候ゾ。 

一人 云 只今 召 事 非 二 別儀？ 天下 旱， 3 シテ 草木 旣 一一 枯 槁ス。 請雨ノ 法ヲ修 シテ、 國土安 Si ナ ラシ メ 
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玉ヒ 候へ。 

ニハ  シュ ビン 

1 人 r み 愚 僭 ガ不レ 及 二 法力， 聖主ノ 御 信 カ佛神 モ爭カ 加護 セラ レザラ ン。 乍レ 去守敏 天子 ヲゥ ラミ， 

ビ. T ゥ 

諸 龍祌ヲ 水瓶-一封 ジ人 レヌ。 今 ハ無執 一 池 ノ善如 龍王 ノミ ノコ レリ。 彼ヲ 祌莱苑 一一 勸講 シ、 祈 

^¥ ス ベ シ 0 

1 人 云 尤 可レ然 候" 

コ 、 -1 テ^1ぶ海祈念ァ ルべ シ。 

ハ シリ 物、 龍神 イデ テ雨 ヲフ ラスべ シ。 

1 人 云 力 力 ル 奇特 ナ ル事コ ソ候 ハネ。 ハレ タル 穴 r- 力 キク モ リ、 雷電 オビ タダシ ク シ、 洪水 川河ュ 

滿 テリ。 是 龍王 ノ所 爲ト覺 K タリ。 络海ノ 加持 力 難 有コソ 候へ。 

1 人 云 誠 二 草木 旣 -1 綠ノ 色ヲソ へ、 民 堯舜無 爲ノ化 二 誇リ、 天子 二 ハ悅ノ 思ヲナ シ玉フ 事、 空 海 

ノ法 カナリ。 舞樂ヲ 奏シ、 |g シ被レ 中 候へ。 

I 人 云 サ ラバ 舞樂テ 可レ 被， 奏候。 

右の 如くで、 凡そ はシテ • ヮキの 展刖 もつ いて 來た。 試に ET 王 母 を 能の 如くに 分けて 見れば、 

シテ西 王 母 シテッレ^^方朔 ヮキ 一 人 ヮ キッレ 一 人 子方 漢武帝  一 

1 n 本 演劇 史槪？ ^ 
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である。 又 祌泉苑 について いへば  一 

シテ空 海 ヮキ 一人 ヮキッ レー 人 子方 桓武 天皇 

である。 龍神が 出て 雨 を 降らせる とい ふので あれば、 舞 臺裝： まも あり、 作り物 もあった ことが 知ら 

れ、 種々 の 走り 物に は假裝 技術の 進んで ゐ たこと を 思 ふ。 作り物に は淸凉 殿が あつたので、 後の 能樂 

程度に は 工夫され てゐ たと しなければ ならぬ。 西 王 母に 於て、 シテの 玉 母 を もてなす 爲に舞 樂を麥 す 

るので なく、 シテが 舞って 見せる ことにし、 共の 後に 切の 詞を添 へれば、 全く 能樂と 问 一 形式になる。 

最も 多人數 登場す るの は 神 功 皇后の 征韓の 時の 事 を 仕組んだ 干 珠滿珠 事で あらう。 次の 八 人が る。 

シテ磯 良明祌 シ テツ レニ 龍 ヮキ 左大臣 ヮ キッレ 右大臣 子方 祌功 皇后 トモ 二人 

上述 二十 i: 曲 中には 永 正 頃の 永 胤の 作 ー篇、 尊 英の作 ニ篇が あるが、 他 は 作者 も 作の 時代 も 明かで な 

い。 鎌倉時代の 作 も、 吉野朝 時代の 作 も 混在し ようが、 其の 構造 上より 考 へて、 能樂の 大成 以>1 の も 

のた る こと は爭 へまい と 思 ふ。 

◊ 小 風流 天文の 寫 本に、 古曲 十 篇と窒 町中 世の もの 五篇と ある，」 すな はち 

遊客 儒者 到 11 銀河 1 事 七賢 事  富士事 

莊子事  竹 生 島 事  天 4= 山 事 


北！： 花洛 武士 到- 機 r 事 驗 龍 叙下珠 聲明師 詣-ー 淸凉山 1 事 

佐 保 姬之事 


夭 台淨 土ニ宗 天上 事 永 胤 作 H< 人 下 事 同上 歌人 詣 ニ住吉 一事 1： 上 

詩人 飮仙家 酒 一事 ぉ英作 仙人 园藩 事、 同上 

此等は 概ね 次の 如き 形式に 成る。  - 

1 、 行脚 I？ と 儒^ または 騷客 等との 邂返. - 

二、 問答の 末、 靈地叉 は祌仙 往訪に 對 して 合意。 

三、 道行 

四、 到着 誘り -祌 仙な ど を 勸請 する こと) 

五、 祌仙 化^ 等の 出. 说. - 

六、 祌仙化 現 等の 舞。 

結語 を缺 くこと は 大風 流と 同じ だが、 先方で 舞って 見せる ことにして ある 點は 能樂 の先縱 である こと 

を 看過して はならぬ. -  一^ を 示す。 

1 n 本：：^ 劇 史慨說 
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0 遊客 儒者 到 一 1 銀河 一事 

アン リ  セ  二  n  n カジ n 

力せ K 愚 身 者 一 所不住 一一 シテ、 行 履 ヲ任ニ 浮 雲 流水 r 此彼 一一 徘徊 スル 浮遊 之客ナ ルガ、 三 伏ノ此 

比ハ 如何 ナル 山林 山 莊-ー モ立 人リ、 避， 一 暑 塵 1 バヤ ト存ズ ル計リ 二 テ候. - 

ンメ  K  ヲ トシ； K  ク ギン ケゥヲ 

懦 云 茶ハ 好-詩 賦 1 業 二 著述 『名 處舊蹟 -ー敲 ニ吟筇 1 儒生  一！ テ候。 夏 モ漸ク 鬧ケ、 初秋 ノ天モ 近 

ク候。 七夕 之 佳節 ヲ迎 テハ、 野 詩 ヲモ綴 リ手向 トモ ナシ 候べ シ。 

爱 一一 テ兩 人相 對ス。 

客 云 仰-一 付キ 候テ、 牽牛 織女 之. H 來委シ ク承度 候。 

儒 云 奈 牛 織女 ト巾ス ハ、 唐 二 遊子 伯 陽 トイ ヘル 夫妻 ノ候ヒ シガ、 相 共 一一 明月 ヲ愛 シ、 遂 ニ仙ト 

成テ 天上 シ、 釵 河ヲ隔 テテ 候ガ、 一年 一度 合 歡ノ約 ァリト 申 候。  ， 

客 云 此謂レ 始テ承 候。 哀 レ彼ノ 銀河 一一 到リ、 烏鹋 紅葉 ノ橋 トャ ラン ヲモ 一：：： ル仕 リ候ハ バヤ。 

儒 云 是ハ思 モ寄ラ ヌ事ヲ 承リ候 モノ 哉。 漢 ノ張騫 黃河ト 云へ ル流 一一、 槎ニ乘 ジテ、 自然 二 銀河 

一一 到リヌ ト云フ 事、 アル 文 二見 H テ候 ダャ。 

客 云 其 コ ソ 奇特 ナル事 ナレ。 サラ パ彼ノ 黄河 トャ ラン 一一 到リ、 水上- プ尋ネ 候べ シっ 御 $3 モ御： 11： 

ふ 候 へ 力 シ。 


一 50 


51  ― 


云 御 懇望 止 事 ナシ。 拙子モ 同道 申シ 候べ シ C 

爱 II テ行 ク體ヲ ス ベ シ。 

$ 夜ヲ m 一一  繼デ急 ギ候程 二、 黄河 ノ頭 リト覺 H 候。 折節 一 ノ槎 ナガ レ來 レリ。 誠 一一 天 ノ與フ 

ル處 也。 彼- 1 栂 サシテ 天河 ヲ尋ネ 候べ シ。 

n 云 是ハ 正シク 銀河 一一 到リ ヌト覺 H 候。 御覽 候へ。 烏鵠 紅葉 ノ橋見 H 渡リ タリ。 "1^ 一  1 テオ コヅ 

リ給ヒ 候 へ。 

兩人ォ コグリ 淺瀨 白波 タド リッツ、 天ノ 河原 二 我ハキ ヌ。 七夕 ッメ  二 宿 カラン。 

双 CH- 出 會-' 一人 ハ絲 繰リ、 一人 ハ 牛牽ク ベン。 

ォ コヅリ 

双虽云 一 歳 二 一  タビ來 マ ス君ナ ラデ、 誰 ニ宿リ ヲ貸シ ヌべ キ。 

コトバ 是ハ牽 牛 織女 也。 面々 ハ何ク ヨリ 來レル 人、 ゾ。 

容云 我等 ハ是塵 土  ノ客ナ ルガ、 天上 ノ 有様 見 マ ク ホシク テ參リ タリ。 一 1 星 適. -逢 ヒ奉ル 事、 歡 

喜 身ニ餘 リヌ。 從レ元 織女 二 テ坐 サバ、 紡績 絲竹ヲ 調べ、 逸曲ヲ カナ デテ 見セ 給へ。 

辙女云 尤安キ 事 也。 絲ヲ 繰リ、 衣ヲ 織リ、 舞樂 ヲ奏シ 候べ シ。 

I 日本 演劇 史槪說 


】 日本 演劇 史槪， 説 

儒 云 尤難， 有 候。 

, $ 打 候へ。 

概ね 此の 類で、 「七賢 事」 は洛 陽で 琴 酒 詩 を^んで ゐる騷 客が、 九州から 上った 同好の 友と 共に 支那に 

渡って、 竹林 七賢の 精靈 にあ ひ、 酒 狂の 舞 を 見せて 貰 ふ 事、 「聲 明師詣 淸凉山 事」 は、. 奥州の 聲明 好の 

僧と 叙 山の 儈 とが 海 を 越えて 淸凉 山に 參 つて 誘り を 巾す と、 山で 樂の がする。 電 ねて 誘る と、 文姊 

は 獅子に 乘り、 脇士 二人 を從 へて 出現 あり、 需に應 じて 極樂 歌舞の 曲 を 奏でて 見せられる もの、 他 も 

すべ て 此の 行き方。 

我等 はこ. -に連 事 や 風流の 詩材を 吟味す る 必要 も あり、 時代 推定 も忽 諸に 附 しがたい。 詩材が 大部 

分 漢土の 故事で、 怫敎關 係よりも 歌舞 や 風雅の 事が 多くて、 坐 禪觀法 や 看 經誦咒 のかた 苦， しい ことの 

無い 所に、 他く まで も. 娯樂を 目的と した こと を 知るべく、 材は. s^- 記. 漢書： H 氏 文 i^. 祌仙 傅の 類 

で、 原書よ.^ は 朗詠に よって 導かれた 知識が 基礎で ある こと は 前に も 述べた 如くで ある" 時代 は、 建 

長 一 一年 鶴 岡の 刖當 隆辨法 印が 西 上した 時、 三 井寺で は 之 を歡迎 して 龍 華會の 後に 盛 火な 風流 を 行った 

が、 それに は 叙 山の 小 五月 會を まねて、 巫女 どもに 巡の 舞 を させて、 大きに 風俗 读亂 式にまで 及んだ 

が、 劇的 構造の もの は 演ぜられなかった。 都 近き あたり はかう であった であらう が、 奈良 平^は. 來 
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音 樂に關 係の 深い 地で、 卷日 神社 や 興 福 寺の 例の 事に 奉仕す る 奈良樂 人の 居住す る 所， 數の發 達に 

は、 古 傳說に 宵み 由緒に 富む 大和の 方が 京都 附近より 醞ー 脇ぐ 浙 分が 濃厚であった 爲に、 三 井寺 あたりよ 

り は 先んじて 樂 劇の 成形に 向った ので あると m 心 ふ" 前褐 の詩材 を通覽 する に、 源平の*.^富もなく* 酋 

我 兄^の 事蹐 もな く、  の敎に 絡まる 作 もない。 之 を應永 二十 三年の 桂 川地藏 記の 風流の 材に 比し 

て、 古しと こそ はい ひ 得れ、 新しい と は 認められな いので ある。 

二 田  樂 

田家の 樂の 意で、 田 梳の時 農夫の 勞苦を 慰める 爲に 鼓笛 を 鳴らして 舞 ひ 踊つ た の が 起り だとい ふ 

が、 恐らく は m の 神の 祭祀に 始まった ものであって、 起原 は^. H« ^以前と もい ひたい 程の 上代に 遡る で 

あらう。 中古の m 樂に關 する 最貴审 ：文獻 たる 大江 tHl 房の 洛陽 田樂 記に も、 「不レ 知 11 其 所 1 レ起、 初レ自 M 閬 

里， 及， 一 於 公卿,」 とあって、 何時 何處に 起った か 明かで ない。 榮花 物語の 治安 三年の 條ゃ 今昔 物語の 記 

載で は、 樂器は W 鼓 二 山 がで、 歌が あり 躍が あった。 堀 河 朝の 永 長 元年に は洛 陽に 人 田 樂が行 は 

れて、 諸坊諸 司諸衞 各一部 をな し、 朝廷で 張 行され たも 同様であった。 禁中 や 仙 洞に も 進み 入って、 

折娃射 tl の iiT  ち 高位 高官の 者 ま e が y に 餘る假 被 行列 や 舞踊に 加り、 禁衣を *5 けても 檢非 遠使自 

一 n 本 演劇 槪お 
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身が W 樂に 加って ゐ るので 咎める 者が なく、 綱紀 弛 廢の甚 しさ を まのあたりに 示す ものであった、 (洛 

陽 H 樂記) 更に 委しく 知らう とする 者 は 殿上人 三十 餘 人が 如何に 狂 跳し たかを 古事 談 について るが 

よい。 樂 器に は懸鼓 • 振 鼓. 銅敛 子. 住 々良 • 小 鼓 の 六つ、 曲技 は廣土 傳來の 一 足 • 高足 だけが 

見えて、 歌唱 舞容に 就いては 一 Iw 半句 も 記して ない。 しかしながら 劇ら しい ものが 演ぜられなかった 

こと だけ は 明かで ある。 

平安朝 末に は、 もう 法師 姿 をした ffl 樂の專 門 家が 出來 て、 本 座. 新 座の 二つに 分れ、 祌察 又は 臨時 

の娱樂 用と して、 芝 0樂.祌 子 ^樂* 徒 田 樂* 大田樂 • 小 田樂等 の^も 生じた が、 技の ^ 容は よく 傅 

つて ゐ ない。 かの 源平 盛衰 記の 額 打 論に、 

京 i ガ云 ケル ハ 山 僧 S 樂法師 II 似 タリ。 打ッ敵 ヲバ打 チカ へ サデ、 傍 ナル者 ヲ打樣 一一、 與福土 t- ソ衆從 -1 額ヲ 

切 ラレ、 水 法師 ガー m ヲ ハ リタ リトゾ 笑ヒ ケル。 

と あるので、 茶^ 式の 笑劇が K 樂 としても 行 はれて ゐ たこと は 知られる。 

0 貞 和の 能 

田樂 法師 は 當時は 社寺に 隸屬 して ゐ たが、 鎌倉時代 末に 北條高 時の 殊寵 をう けてから、 地位 も el 

し 、技 藝も發 達して、 劇と して 見るべき もの を演 する に 至った。 事 は 太平 記に 委しい。 約め ていへ 
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ば、 高 時が いつもの 如く 本^ 新 座の 田 樂 法師 どもに 藝を させ、 自分 も その 仲 に 加 はると、 田樂 法師 

どもの 姿 は 消え 天狗ら しい 者が 現れて 「天 王 寺の ようれ ぼし を 見す や」 と謠ふ 中に、 高 時が 失神して 

家來 どもに 引 起される とい ふので ある。 ようれ ぼし は 妖靈星 だら うとい ふこと になって ゐ たが、 故吉 

田 is- 伍 氏 は 弱 法師で 能と 同一 材料で あらう とい ひ 出した。 面白い 考で、 此の 時に もう 俊德 丸の 事蹟が 

田樂の 能に 仕飢 まれて ゐた とすれば、 田 樂の能 はこれ より 幾年 か 昔に 於て、 旣に簡 = ^な ものが 形成 さ 

れてゐ たといへ さう である。 しかしながら天王寺に集ぅてゐる異例^^不具^どもが， <UH 時世に 喜ばれ 

た 物 狂の 態 を じて、 參詣 者に 惠を 乞うて ゐた それ だと すれば、 俊德 丸の ことで なく， 高 時の 舞 ひざ 

ま を 罵って、 かう いった ものと 爲 すべきで あらう。 それ だと すれば、 劇の 構 透に 成る 能が 演ぜられた 

證と はなしかね るが、 もう 道 蓮 • 香 蓮な ど 名人が 出て ゐ たので、 旣に能 は 行 はれて ゐ たこと と m 心 ふ。 

之を證 する もの は^ 和 五 年 六月 四條 河原で 與 行され た勸 進田樂 である" 有名な 枝 敷 •： 朋れ があった 時お 

が、 舞 臺裝置 や 服飾の 華麗 さ 新 座 本 座の 競技 情 態まで 太平 記に 詳述して ある." 能 比べ 猿樂 とあって、 

中 門口の すんだ 後に、 阿古 .彥 夜叉 等 名人 統率の 下に 「戀の 立 合」 が 演ぜられ、 次いで 山 王 利 生 劇に 

入って、 山 王が 鬼 返 治の 時に 枝 敷が 倒れて、 關白 以下 多數の 負傷者 を 出した のであった。 此の 立 合 は 

四 人 づっ八 人で 演じた の だが、 本 座の 名人 一 忠が 「恨 は 末 もと ほらねば」 と 上げて、 いひ 納める 聲が 

1 日本 演劇 史槪說 
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つまった ので、 咳き をして 扇の 耍を取 直し、 汗 を 拭 ふと， それに 引 入れられて 新 座の 花 夜叉 も 「末 も 

とほらねば」 とい ひ 納めて、 觀 衆の 笑 を 招き、 一忠が 花 夜叉に 恥を與 へたと 當座評 をした とい ふ。 凡 

そ 田 樂演藝 の 次第 は、 

一、 中 門口  二、 刀 玉 三、 立 合 四、 能藝 

とい ふ 順で ある。 屮 門口 は 今那智 の田樂 では 之 を鋸齒 といって ゐる。 鼓笛 ビン ザサ ラが樂 器。 刀 玉 は 

匕首と 玉と を 弄ぶ もの、 立 合 は 舞 だが 歌の ついて ゐる もの、 能藝は 劇の 構造になる ものであった。 そ 

の テキストの 古い もの は 遂に 一 篇も 傳ら す、 曲名 も 文 和 年間に 至って 始めて rs: 匹の 鬼」 とい ふ もの 

の あるの が 知られる。 それ は 京都の 祇園で 催された 勸進 田樂に 於け る 出し物で、 髙師 id が 打 たれた 後 

二三 年の ことで ある。 師 直の 家 來藥師 寺 次 郞左衞 門の 作った 歌が 作り 込めて ある。 此の 常時 幽 露の 事 

を も 鬼と いったので、 師 直と 同時に 殺された 弟の 師泰. 師 世に 子の師 夏、 此等四 人の 亡 が 出て 徹悔 

するとい ふ 仕組で はない かと 思 ふ。 それなら かなり 複雜な 結構に 成る ものと 想定して よい。 

0 名手の 藝 風 

正 平の 末年から は 田樂の 能と、 猿 樂の能 (能 樂) と は 併行して 世に 行 はれた が、 田樂の 方に 一忠の 

如き 名手が あり、 龜阿 (喜 阿) • 道 阿 • しづ やの 如き 優秀 者が 出て、 能樂 より 先に 能藝を 完成 させて 
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ゐた。 能 樂は觀 阿 彌と其 の 子 世阿彌 とに よって 完 美の 域に 進んだ の だが、 其の 觀阿彌 は 常に 一忠 はわ 

が 風 體の師 也と いって ゐた。 世 阿彌も 「近代に この 道の 聖 ときこえ し 本 座の 一忠、 ことにく 物數を 

つくしけ る 中に も、 鬼神の 物 まね、 いかれる よそ ほひ、 もれた る風體 なかり ける とこ そ 承し 也」 とい 

つた。 (花傳 書) 四 匹の 鬼の 演ぜられた 常時 は 一忠の 全盛期で、 觀阿彌 はま だ 二十 三 歳、 世阿彌 はこれ 

しゃ 5*  く. U はり 

より 十 年 程 後に 生れた ので ある。 喜 阿の 藝は、 世 阿彌が トニ 歳の 時に、 南 邵の裝 束 賜 の 能 を 兄て 感 

心して ゐる。 装束 賜と いふの は 春 日 神社に 奉仕す る S 樂 法師が、 田樂 頭から 新しい 装束 を 貰 ひ、 其の 

頭屋に 於て 演 する ものの ことで ある コ なほ 炭燒の 能に 於ても 讃 歎して 世阿彌 はかう いって ゐる。 

世子 十二の 年、 南都 法 園 院の裝 束 賜の 能 ぁリと 聞きて 罷リ て、 いかなる こと を閗 かんず らんと 思 ひしに、 喜 

ゾ 二め，.^  やう 

阿、 尉に 成て、 苧の 附髮に 直面に て 「昔 は 京洛の 花やかな りし 身 なれ ども」 の 一 うた ひ、 樣もなく3典^^にか 

くくとう た ひし。 よくく 案じ ほどけば、 後 もな ほ 面白 かりし 也。 炭燒の 能に 苧の 附髮 を" m きに 折返して 

さいしき 

結 ひて、 今^ 阿 《. ^る 尉の 面 を 一 色に 彩色、 練 首に 水玉 玉櫸 あげ、 薪^ ひ 杖つ いて、 橋な かにて 咳 一 つし 「あ 

れ なる 山人 は荷輕 きか、 家路に 急ぐ か、 同じ 山に 住まば、 同じ かざしの 木 を 伐れ とこ そい ふに、 疾く 行く 

か。 かさなる 山の 稍よ リ」 と  一 I 弊に うつ リし 曲者 也。 古刀の 物 をき る やうな リし 也。 (申樂 談義) 

田樂 の風體 は、 働き は 働き、 昔 曲 は 昔 曲と、 別々 にす る もので、 並んで ゐて とつと と謠 ひ、 入り 代つ 
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て 鼓 をもャ • ティく と 打って、 崎蛉 がへ りなん か をして、 さっさと 樂屋へ 入った もの だとい ふが、 

喜 阿 は 此の 音曲 卽ち識 ふこと が 巧であった。 日 吉の牛 熊の 藝を 似せた の だとい ふ。 增阿は 能と 音曲と 

兩方 秀でて ゐ たらしく、 世 阿 は 此の 人の 「尺八の 能」 を 評して、 「尺八 を 一 手 吹鳴ら いて、 かくく と 

うた ひ、 様 もな く、 さと 入る。 冷えに 冷えたり」 と 其の 淡々 如た るを稱 へて ゐる。 逬阿も 亦 上手で、 

「獎の 上の 能」 の 出から ー聲ゃ 次第への 移り 方 や、 中 入 後の 靈 になって、 山伏に 祈られる 所の 小袖 扱 

ひな ど實に 巧な もので あつたと いふ。 1K 女に なって は 飛鳥の 風に 隨ふ 如くで、 舞が 殊に 巧で あったら 

しく、 念佛 の猿樂 • もりた かの 猿樂 • こ は 子に てな きとい ふ 猿樂は 此の 人に よって 演ぜられた。 (巾樂 

談義) 

當時 ffl 樂に近 江ぶ りと 大和ぶ りと あって、 上に 述べた の は 皆 近 江 H 樂の 人た ちの 藝 である" 世 阿 は 

總評を 下して、 . 

近 江田樂 のか. -リは 立 どまり て、 あっとい はする 所 をば、 つゆ 程 も 心に かけず、 たぶ くと 風情 をのみ 本に 

せし 也。 後の 入 端な どに は * みなく 立てうた ひて さと 入 也。 ひ？ 一 阿 こそ 上 花に て 風 一:!^-::: ら而 .a きを、 今の 近 

江 は 至らず して 其の 體を する 間、 音曲の 延び 腐リ たる 也。 

といって ゐる。 約言 す^ば 品位 を 本に して、 寫 ：0 的の 動作で 人の 喝采 を 呼ばう とせす、 一 IjHr^ もき びき 
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びと して ゐ たとい ふので ある。 奈 C^E 樂は 全く これに 反して ゐて、 而 して 其の 全部が 能樂 に吸牧 され 

てし まった 0 

0 文 安 の 能 

K 樂は 脚本が 傳 つて ゐ ない ので、 其の 構造 は 知られない。 けれども 世 阿の 評に よって 想 察すれば、 

能 樂と異 る 所がな く、 たぐ 北ハの 演出 上に 兩者各 多少の 特徵 があった 迄ら しい。 文 安三 年 三月 良 親王 

が 住心院 で御覽 になった 其の^ 組の 中から 能藝 だけ を 示せば、 

一^ 熱 m の春敲 門の 能 ニ桥 女 沙汰の 能 三番 北 野の 物 狂の 能 

四番 尺八の 能  五番 なるこの 能  六番 書寫の 能 

七番 法然 上人の 能  八番 小 野 小町の 能 九番 薛 風の 能 

十番 實 方の 能 

中 門口 • 立 合 • 刀 玉の 外に 右 十番を 演じて 日が 暮れた とい ふので あれば、 一 曲 は 凡そ 今の 能樂  一 # の 

半分の 時 問で 演ぜられ たと 見るべき である。 一座 十八 人 ^座の ものであった。 此の 翌 n:: 將 li^tg 尙の 

翁視が 見物に 赴いて、  • 

一^ 水 汲の 能 二番 敦 盛の 能 三番 女の 敵う ちた る 能 

1 日本 演劇 史槪？ 
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四番 關原與 市 五番 夜 念 怫の能 六 番鱔の 能 

七桥 源氏の 能 八番 若水の 能 

を 見た。 此の 時嚇 子方 は ササラ • 小 鼓 • 太鼓 各 一人、 笛 は 三人、 能役者 は 六 人、 狂言 方 は 三人で あつ 

た。 女 沙汰 • 北 野 物 狂 • 書寫 • 實方 • 敦盛 • 關原與 市 等 は 能樂と 共通の もの、 叉 熱 H の 泰敲門 は极貴 

妃、 尺八 は 籠 尺八、 水 汲は检 垣、 法然 上人 は 上人 流 だと 思 ふ。 なるこ は 鳥 追 舟で も あらう か。 は大 

風流の 中に 見えた もの、 景行 天皇 筑紫御 親征の 時に、 長 濱の漁 翁が 腹 赤の 魚 を 捧げた 故^で、 平家 物 

語に も 見えて ゐる こと、 他 は 不明で ある。 文 安 はもう 能の 大成 後で あれば、 田樂 は能樂 より 借りて 演 

じた こと も 多から う。 

◊ 春 日 祭の 能  . 

窒町 中世 以後 は 能樂の 世で、 ffl 樂は 神事 招に 跡を絕 たないだ けにな つたり それ も 中 門口 や、 刀 玉 

や、 せい. <\- が 立 合までで、 能藝を 演じた の は 大和の 舂日 神社のお 祭の 時 だけであった。 裝^ 賜の 時 

に は 能六番 狂言 三番と いふ 定めであって、 一 年が 菊 水. 松 巴 .經 政 • 古 郡 • 信 夫 • 合 浦なら- 翌年 は 

何とい ふが 如き 慣例に はなって ゐ たが、 實演 はせ す、 太夫 急病の 爲 にと 斷 つて、 ほんの 半 能  一^ 位で 

すました ので 遂に 廢滅 した。 今 も 行列の 中には 加 はるが、 能藝は 演じない。 
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<> 舞 臺 

舞臺は 能樂と 同一 の もので 差 支 は 無かった やうで ある。 但^ 和 五 年の 勸逃田 樂のは 後々 の規 校に な 

つた もので あれば 之 を圖で 示す。 
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I 日本 演劇 史槪^ 

三 *  樂 

わが 國 劇中、 樂劇 として 最も 大成され たもの は能樂 であって、 人 を 以てい へば 觀 阿彌. 徙 阿彌、 時 

を 以てい へば 平の 末年より 應 永の 末年まで、 處を 以てい へば 京都 及び 奈 良に 於て 作り上げられ たも 

のであった。 

能樂は 今古の 昔藝舞 技の 一大 集成であった。 直接に は S 樂から 取 入れた ものが 多かった が、 要な 

基礎と なった 先行 藝 として は、 平 曲 • 白拍子 • 曲舞の 三つ を擧 ぐべき である、 曲 は 詩材の 供に 於 

て、 白拍子と 曲舞と は 舞 技と 曲節と に 於て。 

◊ 白拍子  • 

白拍子 は 雅樂で いふ 所の 只 拍子で あると 思 ふが， こ.^ に は 其の 曲の 構造よりも 舞 振に ついて 述べる 

ことが 肝要で あらう。 多久 助の 說 によれば、 信 西 入道が 舞樂の 手の 中から、 面白い もの だけ を 取って 

靜の 母の 碟禪 師に敎 へて 舞 はせ たのが 起り で、 之 を 舞 ふ 女が、 水 干に 鞘卷を さし、 ^！！^子を引人れて 

男 姿に いでたつ たので 舞と 呼んだ が、 後に は 鞘卷を やめた。 

靜が鹤 ^で 舞った 時の 記事 以下、 白拍子に 關 する 文獻類 を通觀 したので は • 白拍子 は 鼓が、 H. 一 耍樂器 
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であり、 拍子 を 大切に する もので. その 爲に謠 ふとい はす、 數 へる といった。 服 裝は水 干に 袴で、 扇 

を 持って 談 ひながら 舞った。 舞 は 二 段に 分れて、 後段 はセメ によって 急迫 味、 いは ゆる 序破急の 急 を 

現 はし、 踏み ま はりながら 問 を 寄せて 舞った。 それが 入 舞で、 祝言の 歌で 閉ぢ た。 舞の 手 は ひらりと 

擧げる 腕に 優婉と 暢達と を 見せ、 俯く 姿態に、 哀憐と^ 情と を 催さし めた。 靜の 場合 は 特^で あつ 

て、 i_ ば 通 は 祝言の 歌に 起り 祝言の 歌で 閉ぢ た。 但 此の の 祝言 歌の 中間に、 種々 の 歌を揷 入した も 

わかれの ものの きょく き せん すきもの しゃ、 つじ や 

ので、 それに 新 無常 *別 物 曲丄 ：$ 撰 • 好 者の 聖者 等が あった。 

0 曲 舞  ， 

曲舞 は 白拍子の 舞の 系統で、 クセは 正しから す 偏って ゐ るの 意で あれば 白拍子 舞の 典 味 を 去って 

時勢 被に 合致せ しめた ものと 認める。 能樂の 用語 を かりてい へば、 次第に 起って 次第に 終る もので、 

とれ も 前後 一 一段から 成り、 後段 を 寄せて 舞 ふ 事 も 白拍子 舞に 合し、 かの 七十 一 番 職人 盡 歌合の 曲舞 ま 

ひの 紛 を 見れば、 水干に立^！帽子を着けた女が、 左 乎の 脇に 鼓 をお き、 右手に 扇を携 へて、 Ef- の 如く 

胡座をかいて ゐて、 白拍子 其の ま.^ の 姿で ある。 これが、 よく 母胎 を 示して ゐる。 永 仁 年中の 書 普通 

唱導 鎖に、 白拍子 • 鼓 打 • 田樂 • 猿樂 • 品 玉 • 琵琶 法師 を 擧げ、 音藝關 係で は 遊女 • 巫女 • 鈴 巫. 口 

寄 巫女まで 擧げて あるが、 曲舞 は祸げ てない。 ひょっとすると、 正 平 を 遡る こと 遠から ざる 時代に、 

一 口 本 演劇 史槪^ 
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一 口 本 演劇 史槪說 

一時 盛 を 極めた までで、 其の 長所 は 悉く 能樂 に吸牧 せられて、 爾後 は 却って 能樂 と有緣 のために 町 

末期まで 傅った もので は あるまい か。 其の 如何に 額廢 的で あつたか は、 後小松 院が與 八と 呼ぶ 曲舞 ま 

ひ を f^z して 三 四 度お 聽 きになつ たが、 亂 世の 音が あると て、 それから はお 近づけに ならなかった (束 

野 州 聞 書) ので も 知られる。 此の 舞で 曲名の 傳 つて ゐる もの は、 百 萬. 山姥 ^良 湊*淸 水 寺 • 弱 法 

師* 束國 下り • 西國 下り 等 七 八に 過ぎない が、 もっと/ \- 多くあった こと を 暗示す る 文獻も ある。 

曲舞 を 能 樂に取 入れた もの は 觀阿彌 である。 これが 能樂 大成の 上に 少 からぬ 貢献 をした もので、 世 

阿彌は 花傳の 書に かう いって ゐる。 

昔 は 各、 別の 事に て、 曲舞 は 曲舞の 當道 にて、 普く 諷ふ事 はな かりし を、 近^^-曲舞を和らげて、 小 敬 節 を 交 

へて 諷 へば、 殊にく 而白 きなり。 面白く 聞 ゆる 故に、 當時は 殊更 W 舞の 體様、 第 一 の玩 びと なれり。 ^は 

亡父 申樂の 能に e 舞 を諷ひ 出したり しに 因って" 此の m 齊く玩 びし なり。 さる 程に 曲舞が かりの 曲 をば 大和 

音曲と s- しっけたり。 

曲舞の 文句 は 原形の ま.. -で傳 つて ゐる ものの 有無 は 判じ 難い。 玉 林と いふ 人の 作の 國 下り •  HI 國下 

り 位 は それ かと 思 はれる だけで ある。 今 曲舞 集と いった 名の 下に 刊行され てゐる もの は、 謠 曲の サシ 

以下 クセの あたり を抄錄 した もので、 少 からぬ 刪訂を 加へ たもの か、 全く 模倣して 作って あるかの ど 
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ちらかに 屬す る ものである。 

0 翁 

能樂に 於て は 翁 を 根元 だと 稱 して ゐる。 翁 は 舞で、 他の 能の やうに 劇の 構造に 成って ゐな いが、 最 

古の ものである こと は 信ぜられる。 能樂 家の 傳で はかう いって ゐる。 秦の川 勝が 聖德 太子の 保護の 下 

に斯藝 六十 六番を 起した。 けれども 全部 は 一 日中に 演 する こ とが 出來 ない ので、 稻 13 の 翁 • 代繼の 

ちちの i〉 よ、 rs 

翁、 父 尉 の 三番 だけ を 選んで 演 する ことにした。 それが 今の 代の 式 三 * であると かう 說く. - 问 より 

假 構の 說 である。 能の 翁の 舞 は 萬 歳樂で 終る が、 老翁が 萬 歲樂を 舞 ふとい ふこと だけ は、 他に 典據が 

ある。 すな はち 

天 ム 口座 キ； 敎圓每 曰 唯識諭 一 部ヲ 暗！ i シテ、 必ズ春 曰大明 神-一回 向シ奉 ラレ ケリ。 而 シテ戎 夕-一 乂 回向 シ^ラ 

レケル トキ * 住 ノ 松樹ノ 下、 老翁 一人 現ジテ 萬歳樂 ヲ舞ヒ 給フ。 卽チ泰 日大叨 祌ノ舞 ハセ タマ ヒケ ルナ 

リ。 (續敎 訓抄、 文 永 七 年 成、 拍朝^ 著) 

これで ある。 敎 圓が奈 良で 性 相の 研究 をした の は 一條 天 皇の寬 仁 治安 中で、 今から 九 百年 前の ことで 

ある。 其の 時の 話 を、 六 百 七 八十 年 も 前に 出来た 鑌敎訓 抄が傳 へる ので あれば、 注目 もし 記憶 もす ベ 

きで あらう. - いづれ 能の 翁に も 沿革が あって、 いつも 同じい 歌 同じい 舞 を 繰返して 來 たので は ある ま 

1 日本 演劇 史槪！ 3^ 
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一 日本 演劇 5.- 槪： 說 

いが、 能の 大成され る 頃の 式三桥 とい ふ は、 千歳 • 翁， 三番 叟の 三が 連 綾 的に 舞 はれて、 中心に 立つ 

もの は 翁であった。 これを，；！^：破与^にぁてれば、 千歳 は 序、 翁 は 破、 三番 は 急で ある。 いま 翁の 識 を 見 

るに、 ^と 蓽篥の 音 取の 樂 譜 らしい ものの 口誦に 起り、 次々 に は 今様が あり、 雜藝の 「鳴る は聽の 水」 

が あり、 催 馬 樂の總 角の 歌の ひどく 訛った のが あり、 次に 祝の 句が あって、 萬 歲樂の 舞の 娘で 終って 

ゐる. - 確に 古い もの だが、 帝都の 有識者 又は 伶人 等の 間に 生じた もので ない こと は詞 意の 減 裂、 語句 

の 訛 謹に よって 判 ぜられ る。 

鎌な 時代に は 千秋 萬 歳の 猿樂 とい ふ ものが あって、 法師 體の ものが 院の 御所で 幾桥か 御覧に 入れた 

記錄が ある。 鎌 介 時代 は音藝 がすべ て 劇へ 劇へ と 向った 世で、 これ も 新猿樂 記に 千秋 萬 歳の 酒 © と あ 

る、 あの _ 中 歳の 進んだ ものに 相 遠ない。 かう いふ 昆ガ よりして、 春 日 明 神の 化 現 だとい ふ 翁が、 松樹 

の 下で 舞った の を 能の 翁の 先縱と 見、 目 舞 之 翁體を 能の 翁の 先行 藝 だと 見る こと は必 すし も 勝手な 想 

像で はない と 思 ふ。 少く とも 能 舞臺の 鏡板の 松 は、 敎圓が 見た とい ふ 舞の 背景であった 松の 記念で あ 

らう 。-鎌 倉の 末期まで は 猿樂と 呼んだ ものに 劇的 構造の ものの 無かった こと は、 永 仁 年中の #： 通唱 

集に、 猿樂と 題して、 
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t キナ ォモテ ノシフ わ？/ ハ  ハネハ  ウタ ク 

老翁 面 之白髮 羽 十六 之 歌 無 A 滯 

ク ヮジャ キミ フ トマ ュハ  ョハ匕  カン セ 

冠者 公之 麁眉 齢 廿許之 貌 有レ被 

と ある だけで、 翁と 冠者 公すな はち 千歳の こと だけな ので も 知られる。 こ- -に 注意すべき は 「十六 之 

歌」 だが、 猿樂俾 記の 類に、 村 上 天皇の 御代に 佐 渡へ 配流され た儈 三人が、 赦免 歸洛の 後， 叙 覽に供 

した 歌舞の 文句が 卜六窜 あり、 嵯峨院 の 御宇に それ を 大和の 園滿井 (金 春) の 家の 者に 賜った。 それ 

が 今の 曲舞で、 -t 巴 蕉* 東北. 源氏 供養 • 錦 木 等で ある。 此 等の 前に サシ • 次第の 文 段 を 添へ、 後に 論 

義* 切謠 迄の 文句 を 足して 今の 一 番譜 としたの だと ある 說に 合せて 考 ふべき である。 これによ つて 曲 

舞が 能の 肝要 部に 立つ 所以 も 理解 出來 さう だが、 十六 之 歌 を單に 十六の 歌と 見る と、 十六の 誰 曲の 意 

に 解 するとで は 大差 を 生やる。 恐らく 此の 十六 章 は 曲舞 か 何か斷 じがたい が、 翁が 謡った 十六 首の 歌 

であって、 劇の 結構にまで は 進んで ゐ なかった ので は あるまい か。 能樂關 係の 書 を 通覧した 所では さ 

う 思 はれる。 

0 流 派 

大和 舂 0 神社 奉仕  . 

ト ヒ  丄 フサ キ  サカト  ヱ ンマ并 

. 外 山 (齊 生) 結 f  (觀 世) 坂戶 (金剛) 圓滿井 (金 卷)  . 

1 日本 劇 史槪^ 
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一 n 本： 奴^お^ 說 

. 近 江 日 古祌？ Mf- 仕 

ヤマン 4/  シモサ 力  匕 ェ 

山 階 下坂 比獻  . 

$ ^勢. 

主 司 (咒師 ) 二 座 

法滕寺 *贺 茂 社 • 住吉 神社 奉仕 

新 (稷 並) 本 座 (矢 田) 法 成 寺 (宿) 

とり かひ 

これが 觀世 父子に よって 能の 大成され た 頃の 分野で あった。 當時 此の 外に 攝津に 住む 鳥 養-猿 樂もぁ 

り、 丹 波に 梅 若が あり、 山城の 宇治に もあった が、 結局 金 春 金剛 觀世寶 生の 大和 叫 座に 統一 せられた 

のであった。 能の 五 流と いって 此の 他に 喜 多 流 を 入れる が、 あれ は江戶 時代に 入って 出來 たので ある。 

右 大和 座 は當初 淀川 沿岸の 遊君 白拍子が 脂粉の 香 を 漂した 地方、 殊に 攝津に 於て、 諸大 寺に 保 謹 

を 受けて、 發展 して ゐ たらしい が、 吉野朝 前後の 騷亂 に堪へ かねて、 大和の 興 福 寺の 支配 地た る 安全 

地帶へ 移った ものら しい。 しかし、 今 演劇の 展開 を說 くに 當 つて は、 此の 如き こと 又は 久 流派の 條統 

等に 足を駐 めす、 藝の 集大成 を 遂げた 功績 者に 就いて 述べる ことが 肝心で あらう。 近 江. 一二 座 以下に つ 

いて は^に 說く 必要 はなさ さう である。 伊勢 猿樂 など は 咒師の 系統で、 比 絞 的に 新しい やうで ある。 
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o 觀世 父子の 偉功 

元 中元 年 月 十九 日に 五十二 歳で 歿した 觀阿 彌淸次 は、 大和 四 座中の 傑物であった。 此の 人が 曲舞 

を 取 入れた こと は 前述の 如く だが、 統合の ネ のみでな く、 演出が 巧で、 中年 後に なっても 若々 しい 所 

作で は、 餘 人の 及ばない 處 があった。 文中 三年 京の 新 熊 野の 社で 催 能の 時、 將軍義 滿が觀 ると いふの 

で從 前の 例 を 破って、 《€曰 集った 能樂 師の最 古老に 翁 を 演ぜし めす、 特に 技術の 優秀なる 者に 當 らし 

める ことにな つて、. 觀阿彌 が 選ばれた のであった。 子の 世 阿彌： 兀淸 は當年 僅に 十二 歳で あつたが、 If 

滿は はやく も 其の 天分 を觀 破して、 彼等 父子 を 召して 同朋の 列に 加へ て 卜 分な 保護 を 加へ た" これが 

實に觀 世、 いや 能 樂全體 が 他の 音 藝諸流 を 凌いで、 大勃 M ハを 致し、 斯 藝を完 美の 域に 達せし めた 所以 

であった。 父 も 文 箪の才 があって、 彼の 卒都婆 小町 や 自然 居士 • 通 小町 等 を 作り、 子 は 更に 幾 段 かす 

ぐれて、 當代 稀に 見る ところの 一 大劇 詩劇 曲の 作家であった- 從來謠 曲 は、 演出 者の 作で なく、 公卿 

僧侶 乃至 は 連歌師 等の 載に 成った ものの 如くに 考 へて ゐた。 然るに 二十 年 前、 世 阿 彌の遣 著 卜 六部が 

本願 寺の 藏 から 出て 来て、 意外に も謠 曲の 作者 は、 實 演者の 觀世 父子 其の 他で、 大 永年 巾に 出た 能 木 

作者 注文と いふ 書の 說く處 が、 さう 的 を 外して ゐ ない ことが 明かに なった。 さう して 世 阿彌の 作が 最 

も 多く、 高 砂 • 老松 • 養老 • 融 • 蟥通 • 松風 村雨 • 百 萬 • 检垣 • 薩摩守 • 實盛 • 顿政 •  if? 經. • 敦盛 . 

1 日本 演劇 史槪： お 
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戀の 窜： 荷 等を始 とし、， f にい ふ內外 一 一 百番の 大半が 此の 人の 作で も あらう かと 信ぜられ るに 至った。 

どの 談 曲 一番 を 見ても、 ，训 詠 集 や 勅撰 和歌 集、 歌 物語 • 諸 社の 緣起 類を始 として 和漢の 故事 等に 通曉 

して ゐる 上に、 佛敎 にも 相 常な 知識 を 有し、 その上 當 代に 稀な 文才の ある 人の 作た る こと を 認知せ ざ 

る を ない。 その 作者が 曲節 も 自身で 附し、 演出 は 固より 其の 自身が 當 つたと 聞かば、 何人 か . あの 

文述 低落の 世に 於て」 といって、 驚異と 讚 歎との 聲を 放た すに 居られよう。 西洋 樂 劇の 作 〔猿に 比して 

考 ふるに、 確かに グ ルック 以上で、 ヮグナ I の 優 を 摩する ものと 讃稱 してよ い。 此の 人が 晩年 の 

意に 合 はす、 佐 渡に 流された が、 そこで 注目に 値する 書 を 著し、 永 享八九 年頃 赦 されて 都に 歸り問 も 

なく 七 卜 幾 歳 かで 歿した。 遣 著の 十六 部 は實に 能樂の 諸方 面に 於け る故實 沿革の 書と して 空前の もの 

に屬 する。 西曆 十五 世紀の 中葉に 於て、 何れの 國か、 劇の 脚本 以外に、 か& る故實 沿革， 窨をか せ 

る。 左に 北ハ の. r 六部の 名 を 列記して 故人の 偉功の 記念と する。 

花傳書 ^紙 ロ傳 五 音曲 條々 習 覺條々 九 位次 第 遊 樂習道 見 風 書 至 道 花 書 二 曲 三體圖 

能 作 書 曲附書 風 曲 集 習 道 書 世子 六十 以後 巾樂 談義 夢 練 一 紙 七十 以後 ロ傳 (却 來華ー 金 

島 集 

附け ていふ、 世 阿彌に 代って 將 軍の 寵を 得た 音阿彌 は實演 家で、 創始 や 集成の 人でなかった" 
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<> 三 成 分 

能樂 は當然 のこと 劇の 四 要素 Q 上に 立つ の だが、 脚本 • 俳 俊* 舞 臺*觀 衆の 外に、 樂劇 だけに 音樂 

を缺 くこと が出來 す、 普通うた ひ (謠曲 = 脚 木) はやし (伴奏 = 昔樂) まひ (演技 = 俳優) の 三つが 

成分で あるが 如くに 思 はれて ゐる。 謠 曲に 關 して は 作者と 詩 村と 構造に 就いて 述ぶ ベく、 併せて 作者 

の藝 術-観 を說 くこと が 劇の 展 問の 跡 を 明かに する..^, に 最も 適して ゐる。 叉嚇 子に ついては、 樂 器の 種 

類と 用途と 價 値と 流派と を述 ぶべ く、 演出に 關 して は、 登場 俳優の 等差 別、 扮 装すな はち 面 .鬉. 衣 

服 等より 獨吟 又は 對話 • 地讅 等の as 調 曲節、 次いで は 動作、 殊に 北 ハの 舞と 稱 する ものに 就いて 說明を 

下して 始めて 充實 した ものと いふべ く、 勿論の こと、 <r: 體 及び 部分の 突 的 評 價をも 忘れて はならぬ の 

である。 但 これ は 能 樂に關 する 諸般の 研究が 略 完成され た 後に 望むべき ことで、 今日に 於て は 共の 半 

を もよ くし 得る 者の 求め 難 かるべき を憾 とする。 止む を 得す、 能の 作者、 共の 藝術觀 • 詩材 論、 能の 

類別 • 番組、 謠 曲の 構造 *敍 述、 演出 等に ついて 述べ、 あまりに 技術的の 事 は 街 略す る。 

<> 作  者  、 

演技 者 以外に 作お が絕 無ではなかった。 大永四 年に 吉 ffl 兼 持が 安 典 厩の 囑を うけて 觀世彌 次郞と 

協議の 上、 三百 五十^に 對 して 作者 を 記しつ けたの が、 それが 能 本 作お 注文で ある。 八十 八^ は 不明 

1 日本^ 劇 史槪說  . 
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だとして 他 は 次の 如くに 記して ある。 必す しも 信 を 措き 難から うが、 さりと て 他に 代る ものがない。 

世阿彌 一 五 五 曲。 觀世 小次郞 (音 阿彌の 子、 永 正 十三 年歿、 年 八十 餘) 三 一 曲。 同 彌次郞 (小 次郎の 

子 * 天文 十た 牛歿、 享ハ牛 五十 三) 二 五 曲。 

金 春禪竹 (世 阿彌の 女壻、 應仁ニ 年歿、 年 六十 四) 1 八 曲。 同禪鳳 (禪 竹の 孫、 永 正 二 年 狡、 享年 未詳) 

五 曲。 

宫增 (近 江 能、 傳 未詳) 一 〇 曲。 近 江 能 四 曲。 

三條 西實隆 (天文 六 年薨、 年 八十 一) 二 曲。 

竹 m 法 印宗盛 • 細 川 持 之 • 音阿彌 • 小 田 垣 能 登 守 • 善德 各 一 曲。 

内 藤 左衞鬥 三曲。 河 上 神主 四 曲。  . 

觀阿彌 の 作を數 へて ない 處に 不正確 さは 十分に 現れて ゐ、 前 褐の世 阿彌の 遺著に 合して ゐ ない 點のぁ 

る こと は 特に 附記して おく。 能は窒 町の 初 世から 江戸の 中世に かけて 六 百娇も 作られて ゐ ようが、 よ 

く 世に 行 はれた もの は內百 番外 百番 であった。 それに 對 して 明 和 年中 觀世元 章が 作者 を 示した もの は 

次の 如くで ある。 

觀阿彌 一 六。 世阿彌 1。 金 春禪竹 二 一 。 同禪鳳 四。 結 崎元雅 四。 觀世小 次 
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0 一一。 同 彌次郞 三。 金剛 彌五郞 一 一。 宫增 五。 曰吉四 郞次郎 安廣 六。 井阿彌 

一 一。 外 山 又 五 郞吉廣 • 龜阿彌 • 與 江元久 • 江 波 五郎 • 內 藤左衞 e:  • 竹 田 法 印 • 福來 • 小 田 垣 能 

登 • 觀世元 章 各 一 。 作者未詳 二 五。 計 ニー  〇。 

これ も 俄に 信じ 難く も あらう が、 大 永のと、 これと によって 作者の 顏披の 大凡 は 推定 出來 るで あらう。 

❖ 世 阿 彌の藝 術 觀* 詩材論 

能の 大成 者 世阿彌 は申樂 談義の 起 首に 「中樂 は神樂 なれば、 舞 ，馱 の 一 一曲 を 以て 本 風と 申しぬべし」 

と說 破し、 花傳 書で は 

抑藝 能と は r お 人の 心 を 和らげて、 上下の 感を なさん 事、 萬 福^ 長の 墓、 追 齡延ギ の 法なる べし。  衆 

人の 愛敬 を 以て、 一 斑 建立の 壽 福と せリ。 

と說 き、 遊樂の 道に あっても、 必 すし も物眞 似に 終始すべき でない、 よろしく 藝術 化すべき を 述べ、 

能 作 書に 於て は、 能 一番 を 作成す る 時の 心得 を說 明して、 かう いって ゐる。 先づ第 一 に 能の 種 を 知る 

事で ある。 第二に は 能に 仕組む 工夫 をし、 第三に は 能 を 書く の だが、 本 說の種 をよ く- (\ 案 得して、 

序破急の 三體を 五段に 作り 分け、 さて 然るべき 詞を 集めて、 曲 を 付けて 喾き 速ね るので あると。 こ、 

にい ふ 五段 は、 序破急の 破 を 更に また 序破急の 三 段に 分けて、 合せて H=3 段に する ので ある。 次に また 

一 日本 演劇 史槪^ 


1 = 本 劇 史槪^ 

詩材 に^して、 種と いふの は藝 能の 本說 (典 據) について、 其の 態 をな す 人 體卽ち 主人公が、 舞に も 

耿 にも 適する もので なければ ならぬ と說 き、 どんな 偉人 傑士で も 舞 歌に 不 向な もの は 採用 出來 ぬと 述 

ベて、 1:3： 例 を 次の 如くに 示して ゐる 

； 1女= 天女 *祌 女 • 乙女 

^;^體= ^紫 平 *IllHli* 源氏 等の 遊士 

女體 =5&- • 小町 • 祇 女 • 靜 • 百 萬 等の 遊女 

放 下 = 自然 居士  • 花 月 • 束」： g; 居士  • 西岸 居士 等の 遊 狂 

右の 5： 勢 は仆勢 物語に 出る 女の 意、 放 下 は 曲藝叉 は辻藝 等の 意で ある。 此 等の 他に 全くの 假作 をして 

もよ いが、 それ は 達人で なければ 望まれな いと 戒め、 當 世の 材も亦 拾 ふべき を說 いて、 共の 主張の 包 

容の 腐き こと、 趣 致の 高く 且つ 深き ことに 於て、 他人に 追及 を 許さなかった。 

0 類 別 • 番組 

一 日に 數 I 續 けて 演 する 場合に は、 劇の 中に 出る 人體 と舞容 との 上に 變化 があって、 成るべく 觀衆 

の 倦怠 を 輕 減せ しめる のが 肝要 事で ある。 こ- -に 自ら 最初に 出す ものと、 最終に 出す ものと、 其の 中 

問に 出す ものと が 定まって、 此の 次序 を 追って、 鹽梅 よく 並べた もの を^ 組と 稱 へた。 後 ^其の 顺 を 
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祌 女 狂 鬼と 呼ぶ に 至った. - しかしながら 世阿彌 時代に あって は、 

一 神事 祝霄 能。 二 男 能。 三 女 能。 四 遊 狂 • 鬼 能 

位に-おへて ゐ たらしい。 これに 第一 類 • 第二 類 • 第三 類 • 第 四 類の 名を附 して、 以下 其の 詩材 を略說 

お 一類 これに ついては 世 阿 彌の習 道 書 *習 覺の條 々等に 詳說 して ある。 世 阿彌の 立てた 老體 • 

女 體 • 軍體の 三^に していへば、 これに は 老體に 篤す る ものが 多く、 相 生 (高 砂) 放 生 川 (八幡) 老 

松 • 養老 等が 北： の 代表作、 世に 脇能と いふ もの は 凡そ これ。 

◊ 第 1 1 類は修 ri 物卽 ち戰爭 物で ある。 「よく 演じても 割合に 面白くな いもの だ、 典 據に隨 つて 强く演 

する か、 しとやかに する かで ある。 當然軍 體に屬 する もので、 源平 時代の 名將 ならば 殊に 平家 物： 諧の 

ま \ に 書け」 と 世阿彌 はいって ゐる。 實盛 • 通 盛 *敦 盛 *忠 度. 淸經. 頓政 等が 代表作。 世に 田 村 • 

八，： i3  二 服の 三 を 勝 修羅と 稱 へて、 祝言の 席に も 忌まぬ ことにし たの は、 後世に なっての 事で ある。 こ 

れは 幽靈が 出て 昔 語 をす るの を 忌んだ のであって、 戰亂の 多かった 窒町 時代に は 一 族故葡 の 中に 屍 を 

戰 場に 止めた 者が 多く、 修羅 能 は 此の 人た ちに 暗 淚を他 さしめ る媒 であった。 けれども 配列に 變化ぁ 

らしめ る 必要が あって、 除く こと は出來 す、 窮餘 にこん な 名 をつ けて 出した ことで あらう。 

1 日本 演劇 史慨^ 
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I  r 木き 摩え き. Jjs^ 

❖ 第三 類の 女體 は， にい ふ髮 物で ある。 幽玄な 舞 は 多く これに 於て 見られる。 世 阿彌は 「風 體を飾 

つて g: け、 女御 更衣の 高 上より 源氏物語に 出る 貴女な どの 世の常 ならぬ 被 を 心得よ。 六 條御息 所の 葵 

の 上に ついて 祟ったり、 夕顔が 物の 化に とられる こと、 浮 舟に 憑物の した ことな ど は 最もよ い 材料 

だ」 といって ゐる。 他に 井筒. 杜 松風. 釆 女. 求 塚 • 姨捨 • 檜 垣 等、 ^勢 や 大和の 歌 物語から 出 

たもの が 多くあって、 和歌 や 連歌の 盛んであった 當 代に は 歡迎 せられた ものであった。 稍 下って は 平 

曲 や： ffl 舞から 出た もの、 祇 王ゃ靜 または 山姥の 如き 白拍子 や 遊女 も 好材料で、 これ は 書 易い といって 

ゐる。 「熊 野 松風に 米の 飯」 此の 三つ はいつ どこで 出逢っても 飽きない とい ふ 諺の 出た の は、 世 阿彌の 

時より はすつ と 後の ことら しい。 

◊li^w 類 此の 一類 中 最も 多 いのは 再 會譚を 仕組んだ ものである。 あの 亂 離の 世で あれば、 主從親 

子の 問に 思 はぬ^れ も 生じ、 加 ふるに 人 買と いふ 惡漢が 横行して 誘拐 を 事と したので、 到る 處に 悲痛 

な 叫が 絶えなかった らしい。 こ \ に 親子 間の 再會 物に は 三 井寺 • 樓川 • 隱岐物 狂 • 百 萬 • 北 is 物 狂 • 

耿卜 ：！  •  土 車 • 木賊. 花 月 . 丹 後 物 狂、 夫妻 間の は 水無月 稼に 末の 松 山、 相思の 間 は 花 筐と班 女、 主從 

の 間で は 高 野 物 狂. 望月と いった、 此 等の 類 はま だ- f\- ある。 つぶさに 世相 を 語る もので、 村 は 其 

の 世に 取って ある。 
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又 此の 第 四 類に は^ 物語 も少 くない. - 雲林院 • 蟒 通. 船橋. 阿漕 • 通 小町 • 常陸帶 . 野 守 • 錦 木 • 

融* 女郎花 等が それ" 戀愛 物に は 地位 懸隔 者 問のに、 戀の 重荷 • 緩 鼓の 二つ あるの が 注 E すべく、 類 

を 別にして は 現在 物に 春榮. 鉢の 木 • 弱 法師が あり、 身替 物に は 仲 光 • 長柄. 生 費. 天 鼓 等、 宗敎譚 

に は 自然 居士  •  s^n 龍神 • 鵜 飼 • 車 儈 • 舍 利 • 融通 鞍馬の 類 まだく ある。 なほ 天狗の 出る 物、 太刀 

打の ある もの 早 舞の ある もの 等 もあって、 人情 を、 王に し戀慕 哀傷に よって、 人に 感動 を與 へる もの、 

賑 かで 人 氣を ひく もの 等 は 此の r め 四 類に 多く、 しかも 多種多様で、 世相が 最もよ く 此の 中に 反映して 

ゐる。 

<> 謠 曲の 構造と 叙述 

構造 は聲調 曲節と 合せて 說く のが 最もよ いが、 それで は 斯道の 專門 家の みが 理會し 得る とい ふ虑が 

ある。 よって 著名な 作 三篇を 選び， それに 順 を 追うて フシの 名目 を附 し、 之 を 世 阿 彌の說 く H:- 段に 割 

當 てて 見る。 

弓 ri- 幡  高 砂  實盛 
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段 


凡そ はこん な iilir であらう。 而 して 敍述 法に 就いては 人體 (、王 人 公) に 合致すべき 言 句 を？ t:- 搾す る こと 

が tj^ 一  で、 祝言 • 幽字戀 • 述懷 • 望 憶 等に 緣の ある 詩歌の 句 を 取り 來 つて、 能の 風體 に應ぜ しめて 叙述 

せよ。 平 {, ^の 人物なら、 含蓄の ある 平家物語の 句 を 用 ひよ、 名所 や 舊蹟に 因み を 持たせて ある ものな 

ら、 其 處の 名歌 名句 を 破の 三 段の 末に 近く 使用 するがよい。 すぐれた 文句 は シテに 言 はせ よな どと 行 

渡った 用意の 程 を 示して ある。 後世 淨 瑠璃の 時代物が 五段に 仕組まれ、 三の 切 • 四の 口に 作 の 中の 

老練な 者が 構想と 敍述に 力 を 用 ひたの は 一 に 此の世 阿 彌の佘 言 を 奉じた ので ある。 

<> 演出 者 

能 一番の 主人公が シテ、 其の 對手 となって 筋 を 運んで 行く ものが ヮキ、 シテヮキを助ける^<;がッ レ 

で、 之をシ テツ レ、 ヮキ ッレと 呼ぶ。 又 別に 子役に 扮 する 者 を 子方と いひ、 供奉の 官人ゃ 太刀 持をト 

モと いひ、 船頭 *從 者. 里人の 如き 役を演 する もの をァヒ とい ふ。 ァヒは 問 狂言に 出る 者の 意ら しい。 

世 阿彌は 此の 登場 俳優の 數に關 し て 倾聽す ベ き 言 を 遣し て ゐる。 曰く、 

能に 立つ 人數の 事、 四 五 人に は 過ぐべからず。 然れば 昔 はシテ (上手) 數 多かリ しか ども、 二人に てよ かる 

べき 能 をば 一 二人して せし なり。 人数 あまた あれば とて、 大勢 述 座して 烏 精子 素 換の？ 姿に て 同 昔 を 諷ふ事 

更にく 逍 にて あるべ からず。 先づ 大きに 聊爾 なる 事な リ。 この 風體 近年 見えた る 作法な り。 

1 日本 演劇 史槪 1^ 
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1 日本 演劇 史概 

と 戒めて ゐる。 三 s^g; 方の 舞 臺の狹 いが 爲に いふので なく、 場面の 散漫に 流れる の を 虞れ たので あ 

る。 羅馬 のネラ ー ッ Koraz は 一 つの 劇 は 五 幕から 成立す べしと 唱 へた 人で あるが、 登場人物に 關し 

て は、 會話は 三人の. に 限る のが 最も 效 5^ が ある。 第 四の 人物に は 科と 白と を少 からしめ るが よいと 

唱 へた。 いつの 世 も ほ ビ之を 行って 來た。 わが 能 も 事實に 於て 之 を 行った。 東西 千里 を 隔て、 今古 一 

千 九 百年の 差が あっても、 行く 道の 一 つであった こと は經 驗が敎 へた 法則であった からで ある。 

以下 演出 法 及び 面 *鬉. 服飾 • 作り物 .鳓 子等に 就いて 說 くべき だが、 餘 りに 專門 的であって、 國 

劇 展^の 跡 を 示さう とい ふに は、 それまでの 必要 を 感じない ので 省略す る。 

舞 臺は又 普く 人の 知る 處 であれば、 これ も 省略す るが、 勸進能 は 特に 舞臺を 設けた もので、 觀覽者 

の 席は貞 和の 時の 由樂の 如く、 環 狀棚階 式であった 事 を 附言す る。 慶長 頃は少 くと もさう であった。 

能 樂が足 利將軍 保護の 下に 大成され てから 星霜 こ \ に 五 百 餘年、 洗練 を 經た斯 藝が衰 返せ やして 今 

に持統 したの は、 江戶 幕府が 保護した 餘 勢の 糧續も あらう が、 其の 主因 は完 美せ る藝の 力であった。 

但 明治の 初年に 危機の あった こと、 達識の 人に よって、 それ を脫 した こと、 昭和の 今 も 成り ゆき 任せ 

に すれば、 前途 が^だ 危 いこと を附說 しなければ ならぬ。 
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能樂の 能に 組合せて 演 する 笑劇 を 狂言と いふ。 叉 能 一港 を演 する に 生す る 空虚、 例へば 屮 入の 時 

に、 空虚 を 埋めに 爲に其 能に 關係 ある 名所 舊 跡の 由來 など 語る を もい ひ、 特に これ は 間狂言と 呼ぶ。 

起り からい へば、 どちらが 古い か 分らない が、 首尾の 全い もの をと り、 また 滑稽 味の 上に 立つ 猿樂系 

統の 物と して 考 へれば、 重き は 前者に おくべく、  f ヌ通 狂言と いへば やはり 前者 を 指す。 よって こ. -に 

も 其の 意味で 說明 する。 

❖ 名義 • 性質 

狂言 は 支那に 於て は 狂 夫の 言 又は 理に 房る 言と いふが 第 一 義で、 誇張. 曲解. 諧謔 等の 意に 成る 言語 

表現 を も かう 呼んだ。 我が 画に 於て は專ら 後の 意に 取った。 恐らく は白樂 天の 

願 以，， 今生 世俗 文字 之 業， 狂言 綺語之 誤 1 飜爲 n 當來ー 一世 譜怫 乘之緣 I 

あたりから E£ たので あらう。 朗詠に も 用 ひられて、 中古 以降の 文擧 中に よく 引用され た 文句で ある。 

但之を 笑劇の 意に 用 ひたの は 鎌 倉 中期 以後の ことで ある。 能狂言. 芝居 狂言 • 茶番狂言 • 照葉狂言の 類 

此の 用法に 屬 する もの はま だ/ \- ある。 
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能 は 幽玄 をね らふ もので、 鬼. W: 人に 哀愁の 念 を 抱かせる。 それ を 失笑に よって 轉換 せしめ、 心に 次 

の 能 を觀る 準備 を爲 さしめ るの が 此の 狂言で ある。 一 面から いへば 能 樂師に 休息 を與へ 且つ あの 複雜 

な 扮裝に 要する 時間 を 作る もので、 能と 能との 間に 之 を 挿んで、 能 五番に は 狂言 四番 とい ふの が 原則 

である。 

狂言 は 一切 對話 又は 獨 白から 成って、 此の 點 からい へば、 能よりも はるかに 劇の K 態 を 具 して ゐ 

る ものである。 た^ 北ハの 仕組 ゃ內 容が餘 りに 低級な ものが 多い ので、 笑劇と 記した が、 中には 釗と 

い ふ 文字 を 川 ひても よさ さうな 作品 も ある。 

<> 作  者 

狂言の テキストの 今 傅って ゐる もの は 三百 五十 稀 も あらう か。 然るに 作者 は 誰 曲の そ.^ の 如く 明か 

でない。 之を傳 へる もの は 「緩 視聽 草」 四 集 三の 散樂 人. a 緒 書の みで ある。 必す しも 信すべき もので 

はない が、 狂言の 曲名 を 示す 上に も 利便で あれば 繁を厭 はす 列擧 する。 

末^が リ 宗 寶の槌 腹不立 福の 祌 佛 師 

ふ せ ない.？ やう  なべ やつ a ち 

窓比须 沙 E: 布施無！^ 松 脂 名 取 川 鍋 八 撥 花 折 

煎じ 物 应丁  It 惡 坊 引敷每 素換落 岡 太夫 
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リ i で 地藏舞 

座頭 
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乳 切 木 

供 文字 

土 维 

二人 大名 


4 

8 


0 

つと-つ 


近 


隱ば 》 

舍 弟 


鞍 1^ 參 

狐つ り 

口 眞 似 

す はじかみ 

酢 薑 

御茶の 水 

力く お 笠 

显布寶 


鈍太郞 

不間 座頭 

こもり 

鏡 男 

子盜人 

やせ 松 

ぶ  あく 

武 惡. 


右 七 十八番 金 四郎 次郎. 宇治 彌太郎 二 代 之 內作候 由 


大黑述 歌 
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柹 
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どぶ かち リ 

伯母が 洒 

宗 八 

2： 幡 堂 

瓜 盗人 

雁 つ ぶ て 一 


鼻 取相摇 

惡太郞 

の 子， 


右二 十 三番 作者 不 n 相 知 1 

時 if は 凡そ これでよ ささう だが、 SI 曲の 如く 信用すべき 史料に よっての 說 とも 認められない。 まづは 


窒 町の 初 世から 文綠慶 長に かけて 徐々 に 作り出され たもので、 作者 はや はり寶 技に たづ さはった 入た 

ちで あつたと 思 はれる" 

<> 流 派 

狂言に も 流派が 生じた。 大藏 和 泉の 三流で、 作者に 擬 せられた 金存四 郞次郞 が大藏 流の 始祖 

で、 口 吉 彌右衞 門から 相傳 したと いへば、 近 江の 猿榮を 受けつ いだ ものと いふべ. きで ある。 流は大 

藏 流から 出て、 文祿 頃に 一 流を樹 てた もの、 和 泉 流 もまた 近 江 猿 樂の餘 流で、 慶"4^の末年に尾張侯に 

仕へ て I 家 をな した もの、 大藏 の 二流 は 幕椅に 仕へ て 前者 は 金 春 座の 附馬、 後者 は觀世 座の 附屬で 

あった。 (現今 大藏和 泉 二流 遣存) 

❖ 番 組 • 鼠 別 

能と 能との 問に 挾む もので あれば、 能の 數に隨 つて 減し、 通計に 於て 能より 一 ^ だけ 少 いのが 原 

則であった。 能が 六番と 定まった 江戸時代に は、 これ は 番で、 大藏 流に あって は 最初に 出す 祝言 物 

を 脇 狂言と 稱へ、 次に 出す を 二番目 狂言、 次 を 三番 目 狂言、 三番 目より 末の 狂言 等に 分ち (舊 F: 錄) 

此等は 四季に 應 じて それ/^ 選擇 して 出す ことにな つて ゐた。 又 それ 等の 上に 位の 高下 を 考慮せられ 

て、 

1 日本 演劇 史槪^ 
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脇 狂 言 ニ潘： u 狂 言 (脇に も 用 ふ) 雜狂 言 

の 三に 分ち、 ！ にお 物と して 傅授 上から も 類別した。 鷺和 泉の 二流 もこれ に 倣った。 けれども 之 を 細 

述 する こと は 此の 場合の 口 的で ない。 それよりも 主人公の 人體 による 類別の 上に 注目すべき である。 

大藏流 は 其 百 七十 餘曲を 脇 狂言 二十 二番、 大名 狂言 二十 恭、 小名 狂言 二十 六番、 顰女 狂言 二十 九番、 

鬼 山伏 狂言 十七 gs、 出家 座頭 狂言 三十 三番、 雜 狂言 二十 九悉と 類別して ゐる。 大小 名 以下 山伏 座頭 出 

家 等を材 として ゐる虚 に、 其の 世 を 反映して ゐる ことが 領 得せられる であらう。 能が 専ら 十 ：！ 人 を 取扱 

ふに 反し、 これ は その 世の 人 を 扱った。 

❖ 詩 材 

◊ 脇 狂言 當然 のこと おめでた 物が 多くて * 是に竇 の 槌. 蛭 子大黑 • 福の 祌* 大黑 連歌. 末廣 がり 等が 

.* つ to- づりは 

ある。 世相 反映 は 年貢 上納の 滯な きを 喜ぶ ものに、 雁 かりがね • 佐 渡 狐 • 松 揲*筑 紫 奥の 類が あり、 

成 上り 者に 對 する 誇で も あらう か、 系圖の 高下 を爭 ふこと を 仕組んだ 牛馬 • 鍋 八 撥が ある。 义述 歌の 

流行 は 大黑運 歌 .B や 沙門 速 歌に よって 知るべく、 稚氣滿 々の寶 比べが 大名 に 行 はれた こと は、 寶の 

槌ゃ IS で 知られる。 而 して 家柄の み 高くて 生活の みじめであった 大名、 實は公卿たちの生ー^^の 一 面 は 

麻 生 0:1 帽子 折) の 上に 遣憾 なく 現れて ゐる。 
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<> 大名 狂言 武力に よって 切取りの 許された 足利將 軍の 世に は、 名 だけ 大名で、 領地 は 大半 奪 ひ 去 

られ たとい ふ實 力の ない 者 も 所在に あった。 此 等の 人が 空 威張の 滑稽 さ を 遠慮なくす つばぬ いた もの 

が これで あり、 無智 無舉 で太郞 冠者に してやられる 處を兑 せた ものが 是 である。 二 千 石. 鼻 取 相撲. 烏 

帽子 折. 雁 大名. 获 大名 等 何れも 此の 類で ある。 一 一人 大名 • 昆布 寶.禁 野の 如き は 町人に 飜界 しっくされ 

る處を 示した もので、 下 S3 上は當 時の 世態であった。 但數 多き 大名 はすべ て sag? 愚な ので はない。 入 

間 川の 逆さ 詞で 裸になつ たが 逆さ 詞で 取り かへ す 大名 や、 冠 の 臆病 を 兄ぬ いて 之れ を嚇す 大名の 如 

き は 決して 劣敗 者で ない。 此 等の 他に も 著名な もの は 多い が、 就中 面白 いのは 靱猿 • 武惡 • 墨 塗 等で 

ある。 

◊ 小名 狂 一 In 小名 は 領地の 小なる 者の 意で、 名のりに も隱れ もない 大名な どと はい はす 「これ は此 

の あたりで、 人の 御存じの 者」 とい はせ て、 大名より は 位 を 下して ある。 殿が 無邪氣 で無擧 で、 冠者 

の 狡黠で 世故に 熟して ゐる こと は 大名 狂言と 異る 所がない。 附子 • 鞍馬 參 • 繩なひ • 止動^=-角* 棒し 

ばり • 素 襖 落. 寢 音曲 等歡迎 される 作が 多い。 

◊I 耳 • 女 狂言 多く 聱入 時に 式 例に 通じて ゐ ない 爲の 失敗 を 綴り、 或は 離別の 時、 夫妻の の 賢愚 

ひゆ やぐら % こ ゥ こ 

強弱の 顚倒、 乃至 は 醜婦に 係る もので、 二人 挎. 水 掛顰. 船頭 i+ • 石の 祌* 暇の 袋*髯 櫓 • 右近 左 近 • 

1 日本 演劇 史槪. 說 
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釣 女 • 業 平 餅な ど 面白い ものが 多い。 塗 師ゃ鎌 腹 もす てがたい 作で ある。 

<> 鬼 • 山伏 狂言 二つに 分けて 見て よい。 鬼 は 閻魔 王の 獄卒で ある ものに 限る。 その 强 かるべき 鬼 

が、 力 弱く 且つ 鈍で、 性質 も蕃 良で、 全く 顚倒 による 笑 を 酸し 出さう とする もの、 首 引 • 政 賴* 朝 比 

奈 • 鬼繼子 • 八 尾 • 博 突 十 王 等が ある。 山伏 狂言 もや はり 無學無 驗を嗤 笑した もので、 柿 山伏 * 蟹 山 

伏 • 梟 山伏 等す ベて 皆 それ。 唯 腰 祈と _ ^山伏 を 除外例と する。 

<> 出家. 座頭 狂言 やはり 二つに 分つ がよ い。 當 代に 於け る 生の 不安 は 托鉢僧 ゃ諸國 行脚の Is を 多 

からしめ た。 經義に 通じて 化導の 爲に 一 席の 法談 をな し 得る もの は 百に 一 もなかった。 當然 のこと 狂 

言 は その 弱點を 暴露して 痛罵 を 極めた 0 それが 路蓮 坊主で あり、 宗論 であり、 小 傘で ある。 俄 道心 も 

名の 如く それで ある。 固より 修業 得道に 心 を 用 ひす、 戒行などはてんで考へ ても見なぃ無慚の^^が多 

かった。 それ を材 にした のが 寢 代り • 雪 打 合 • 公事 新發意 • 水 汲 新發意 等で ある。 貪愁は 彼等の 通お 

性で、 どち はぐれ • 泣 尼 • 布施ない 等 は それ を 笑った ものである。 健忘 も 褒めた もので ない が、 上述 

に比べれば まだよ く、 舟 を只乘 にす る 薩摩守 や 己れ の 名 を 忘れた 名 取 川の きたい 坊や 不祥 坊の 方が 罪 

はない。 

現在 も 不具者と して は 盲人が 最も 多い とい ふ 統計 だが、 古昔で もさう であった らしい。 殊に 常 代 は 
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平 曲が 流行で、 怪しげな 勾 當ゃ座 • 如が彷 掠して ゐ た結见 でも あらう か、 此の 類 を 多く 扱って ゐる， - 何 

れも 他に ぶら れハ  1 ことにして ある。 代表作 は どぶ かっちり • 鞠 蹴 座 娘 . 猿 替勾當 • 月見 座頭. 茶 か 

ぎ- M 頒 など。 

<> 雜 狂言 以上の 類^に 漏れた もの を 皆 此の 中に 收容 して ある. - 分けて 盜 人物 *廢 人物 • 精 霞 化 性 

物. 系！； 物 *顚 倒 物 • 舞謠物 位に する ことが 出來 る。 面白い ものが 少 からす 此の 中に あって、 茶 壶* 

さつく わ  このみ. C らそひ こんくつ い 

長 光 • 瓜 盗人. 擦 過， 磁石 はすり 盜 人物と して、 三人 片輪と 芥 川は廢 人物、 木 |3! 評. 釣 狐 の 腹鼓 

び く さ だ 

は 精 靈化性 物、 膏藥煉 • 酢薑 は系圖 物、 老 武者 • 伊呂波 • 胸 突 は顚倒 物、 砲の 梅 • 比丘 t〈  • 花 子 は 舞 

謠 物の 代表作と 見て よい。 

以上の 外、 唐人 物まで あって、 それに 唐人 相撲 *麼 人 子 寶* 茶 1^ 我等が ありながら、 公卿 物の 一 つ 

も 無い のに は 何人も 首 を 傾ける であらう。 無い ので はない、 あつたの だ。 大小 名 狂言 中の 貧困 者 は、 

實は 大小 名に あらす して、 公家の 人た ち を 指す のであった。 伏 見の 御 香 宫の祌 事に 奉仕した 矢 田猿樂 

は、 公家 窮迫の 様 を 演じ 出して 嚴 罰に 慮せられ た、 京洛に 近い 地で は、 到底 公家 を 出す こと は 許され 

ぬと 見て、 之 を 大小 名の 事と し、 大小 名た ち は、 あれ は 我等の 謂に あらす として 笑って：：^ 物して ゐた 

ので ある。 然ら ざれば 將軍 以下 諸 大名た ちの 見る 前で 演 する 狂言が、 何とて あの 痛 篤 を 大小 名の 上に 

1 日本^ 劇 史槪說 
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加へ る ことが 出來 よう ぞ。 

◊ 構 造 

構造 上に 三種 刖が ある。 第 一 は 語り物と 稱 して 獨白 だけから なる。 七騎落 • 生 捕 鈴 木 • 那須與 一 が 

代表作。 賀 茂の 競馬 を 見に 出た K 舍 者が 九 條の古 御所 や 御 馬屋、 子供 相撲な ど 見て 喧嘩 をし だし、 祭 

見物 を ふいにす る 見物 左衞門 や、 出家 物の どち はぐれ も 此の 獨演 物で ある。 第二 は 語りに 首尾 を附し 

たもの 例へば、 健忘 質の 冠者に 思 出させる 爲に 平家の 處々 を 殿が 長々 と 語って、 忠度 最期の 條に 至つ 

ひめの. リ  ぶん. 35 

て やっと 思 ひ 出す とい ふ 棟 糊、 和 田の 軍 を 物語って 鬼 を 道具 持に する 朝 比奈の 如きで、 他に 文 藏* 二 

千 石 • 鱸」 泡 丁 等が ある。 第三 は 狂言の 一般 構造で ある。 能と 同一 の 舞 臺で演 やる ので あれば、 {儿 めつ 

能と 11: 一 に 五段から 成る もの だと 思ったら 遠 ふ。 成程 同一 な ものに 通圓. 祐 善. 樂 阿彌. 蛸. 榮蝶等 

がないで もない が、 むしろ それ は 除外例 扱に すべき もので、 大多數 は 初頭に 名 ノリ 道行の 發端 (序) 

が あり、 終に 叱り 又は 追 入 等で 結ぶ 結末 (急) が あり、 此の 二つの 中間に 展開 (破) が ある" 此の 展 

開 部に 意志と 意志との 爭、 すな はち 葛藤の 增大と 昂進と 局面の 轉換と を 明示して、 終結への 導き をな 

して あれば、 それ は レ乘の 作で ある。 能よりも 與 へられる 時間の 少ぃ 狂言 は、 どこ 迄 も 簡約 を 3:= とす 

べきで、 此の 展開 明示 を 十分に する ことが 許されなかった。 それでも 武惡 • 花 子. 靱猿等 は 相 當に之 
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をな し 遂げて ゐる。 試に 武惡を 例に 取って 略述しょう，」 

大名が 冠 * に 命じて、 無.！！^ ト公 者の 武惡の 首 を 打って 來 いとい ふ (ii) 武惡が 十分 身 構へ てゐ るので、 冠者 は 

「殿の 御 機 娘が K つた。 今 口 は 川 狩 だ、 お前 も雜魚 をす くうて 持參 せよ」 と 欺いて 川へ 入らせ、 いきな リ首 

を 打た うとす る。 武惡の 悲歎が ほ も あてられな いので、 冠者 は 同 情して 都 落 をす、 める。 武惡は 都の 名残に 

滞 水 寺の 觀 音へ 参る (破  一 S  (巾 入) 冠者が 仰通リ にした とい ふ 復命 をす る。 殿 は 先刻 來 後悔 をして ゐ るの 

で、 さらば 物忘れに 水詣 をしょう と 冠者 を つれて 行く。 と、 向 ふから 武惡が や つて 來る。 殿が つけて 訝 

り 出す。 冠者 は 「此處 は 六道の， 辻 (今 も かう 呼ぶ) なれば 迷って ゐ るので あらう て參 る。」 といって 近づき 

「樣を か へ て 幽霊に なって 出よ」 と敎へ る。 (破 二 段) (中 入) 冠者が 見失った と 復命して ゐ ると、 武惡は 白 

小袖に さばき 髮、 額に 三角の 紙 を あて、 杖 をつ いて 出る。 冠者 は r 武惡の 亡靈が 出た、 何 かもの いふ 樣ゅゑ 

聞いて 參る」 とて 行き. 「冥土の 祖父 御 様から 使に 參 つたとの ことで、 朝夕 閥 魔樣へ 出仕の 川に^ する、 太刀 

と 素換と 袴と 扇 をよ こせとの 事」 と 復命して、 殿に 脸 がせて 武惡 にやり、 武惡は 「ぢ きく 御 ほ にか、 つて 

いひたい。 祖父 御 採 は 殿に 狭い 娑婆 をす てて、 早く 冥途へ 來ぃ。 武惡 お前が お 手 を 引いて 來ぃ」 と 仰せられ 

たとい ふと 欺いて 殿を遁 がす (破 三 段) 武惡は後の事を冠^{?に賴んでさらば/,\。 (急) 

狂言の 終結 はかくの 如く 和解に 終る ものと、 又 破綻に 終る ものと 二種 あり、 それに また ISil 分が ある。 

簡明 を 3 曰と して 表で 示して 見る。 

】 日本 演劇 史槪說 
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二人 大名 金！： 泣 尼 釣 女 


さ 
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：藥煉 どぶ かつち リ 

1^ かくす ゐ 釣 狐 猿 替使頭 

I あかがり 月見 座 ® 

f ひめ 糊 薩摩守 腹 立てず 

【文藏 柳 子 

酌薑 二 千 石 


I 筑紫奧 

岡 太夫 福 渡 臀女 座頭 

I 煎 物賣 惠比須 沙 1：  , 

帽子 折 末 魔が リ 二人 終 

の 下 三本 柱 

最も 多 いのは 追 人 だが、 これ は 舞臺に 幕の 無い 爲 である。 

◊ 役者の 稱呼。 服飾 

能の シテ に當る もの を 同じく シテ叉 はォモ とい ひ、 ヮキは 能に 似た 構造の ものに 限って いひ、 異る 


めでたし 


舞 離 子 止 
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書  - 

構造の ものに あって は アドと いふ。 能の 如く 一 人と 限らないで、 大勢 出る 時には ォモ アド • ツギ アド 

とい ひ、 叉  一 ノア ドニ 一  ノア ドニ ニノ アドと いふ。 而 して ォモ アド (一 ノ アド) 以外の 端役 を 勤める 

者 を 立 衆と いひ、 これに また 立 ノー  •> -ノ 二な どと 名 づけた。 能の ごとく ッレ とい ふ 名： n: もな く、 ト 

モ • ァヒ 等と もい はす、 女 • 奏者 • 目 代 • すり • 尼 等と 標 する こと、 後の 歌舞伎 劇と 同一 であった。 

さて 服飾で あるが、 假面 をつ ける こと は 能に 比して は 甚だ 稀で、 着物 も 當代を 其の ま， -で、 大名 は 

立 烏帽子 • 素 襖 .挎* 小さ 刀。 殿 は 長 袴 • 小さ 刀。 口 代 も 同上。 冠者 は 半 袴。 上菔は 小袖に 桂 帽子。 舅 

は 長 袴 • 小さ 刀。 培 は 烏帽子 • 素 襖 • 小さ 刀、 または 長 袴に 小さ 刀。 すり • 船頭 . 田 舍者等 は 半 袴。 

山伏 は § ^巾 • 篠懸 • 數珠。 出家 は 笠 (頭巾) 衣 • 數珠 とい ふの が 定まりであった。 

能樂は 我が 獨自 の藝 

能と 狂言と から 成る 能樂は 文運 低落 時代に 大成され たものと して は實に 驚くべき ものである。 新 井 

白 石 や 荻 生 祖徠が 諸 文擧の 模範が 一 切 支那に あつたと 考 へた 時代に 於て、 能 は 元 劇に 投ね たもので あ 

らうと 說 いて 以來、 今 も 稀に はさう 思って ゐる人 も あるら しいが、 さう でない。 元 劇の 組織 は 能より 

もす つと 複雜な もので、 兩 者の 構造 上に 類似 點 がない、 第一 元 劇を飜 案した もの は 能の 巾に 一 つもな 

く、 樂器も 違へば、 假面も 遠 ふ。 いや 彼に 於て は 全く 假面を 使用 しないの である。 私 は 偏狭な 愛國心 

一 日本 演劇 史槪， 就 
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に囚 はれて かう いふので 無い。 彼我の 間に 關係 を兒 出し 得ない ので、 能 も 狂言 も 我が 國獨自 の もの だ 

とい ふ。 心徐 かに 彼我の 劇の 展開 を 調べて 見よ。 伎 樂舞樂 は 別と して、 鎌 倉 以降の 劇に 於て は 兩者は 

各、 別な 道 をた どって、 徐々 に發 達した こと は 知られても、 兩者 間に 交渉 を 見出す こと は 殆どない。 

輸入した とすれば、 禪儈 たちの 乎で 行 はれた と 見なければ ならぬ。 が、 此の 人た ちの 詩文 集 を 見る に、 

元 劇の 曲名 もなければ、 之 を 詠 じた 詩文 もない。 どこから か 的確 疑 ふべ からざる 史料の 出る 迄 は、 兩 

者 間に は關 係の ない ものと いふべき である。 

第 四 章 歌舞伎 劇の 發生 

貴族が 實權を 掌に して ゐた 平安朝に は、 貴族 文 擧が榮 え、 貴族 舞踊の 舞樂が 旺盛であった。 武家の 

專權 時代に は 武人 趣味の K 樂ゃ能 樂が盛 行した。 江戸時代 は 政 權が將 軍の 手に あつたと はいへ、 単 

の氣は 夙に 萌して、 それが 繽く と共に 實カは 町人の 占有す る 所と なった。 さう して 平； }^ 的の 歌舞 劇 

類 は 武士の 式樂 たる 能 樂とは 別の 途を 通って 駸々 として 進んだ、 大成した。 その 平民 劇が 欲 舞 伎 劇で 

ある 0 
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<> 阿 H 歌舞伎 

鎌 A お 時代に 一遍 上人に よって 創められた 念 佛躍は 中絶す る ことなく 後世まで 行 はれた。 窒 町の 中世 

永 享 • 文明 • 明 應の 頃に は、 念 佛躍も 行 はれた が • 外に 5： 勢 踊が 行 はれ、 元龜 頃に は 兵 靡 踊 も 行 は 

れ、 天 正から 慶長寬 永に かけて は 所々 に 新しい 躍が 幾 種 ともなく 生じた が、 其の 古 樣を脫 して 潑剌の 

勢 ある もの は、 何れも 庶民の 間に 成立した ものであった。 

歌舞伎 劇 も 當初は 念怫躍 や、 やや 子 躍の 類 を 演じ、 それに 狂言 師の墮 落した 者が 加 はって、. 物眞似 

を演 する に 至って、 古格 を脫 した 新 狂言、 すな はち 歌舞伎 劇が 成立した のであった J 

歌舞伎 釗の 創始者 は 出 雲の 大社の 巫女 阿國 で、 大社 修 覆の 財 募集に 出た ので あつたが、 時勢 被に 

合しない もので は 諸人に 勸進 しがたい こと を 悟つ て、 目につく 異様な 姿 を な し て念佛 躍の 類 を 演じ 

た" 彼が 京都へ 出た の は 慶長八 年であった。 傳 ふる 所に よれば、 京都へ 出る前に 佐 渡へ 行った とい 

ふ。 C お 時 新 金 鑛が發 見され て、 佐 渡 は 大景氣 であった。 その 金が 理由あって 京 や 伏 見へ 少 からす 维っ 

た。 彼女 は それ を 手繰って 京都へ 来たらし い。 當代 記に よれば * 好い 女ではなかった が、 異風な 男の 

まね をして、 刀 脇 指ば かり か 服装まで が 華美で 奇拔 で、 茶屋 女と戯れる 體、 後^の 所謂 倾城賈 の 所作 

を 面白く 演じて 見せた。 これが 大請 にうけて、 伏 見 城へ 召されて 家康の 前で も 演じた。 禁裡へ も 召さ 

1 口 本 演劇 史槪 fj^i 


95 一 


1 日本 演劇 史槪說 

れた。 最初 は 五條の 束 橋 詰で やや 子 躍 をし、 後に は 北 野の 社の 東に 舞臺を こしら へて 念佛 躍に 歌 を 

交へ、 塗 笠に 紅の 腰 S 《を まと ひ^ 錡を 宵に かけて、 笛 鼓に 拍子 を 合せて 躍った もので、 三味線 はま だ 

用 ひなかった。 やがて 三十 郞と いふ 狂言 師を 夫に 持ち、 傳 介と いふ もの を 語らって、 三條繩 手の 束、 

いとよ リ 

祇 31 の 後に 舞臺を 立てて さま，^ に 演じた。 三十 郞の 狂言、 傳 介が 絲綸 とて 大 評判であった。 (東海道 

名所 記、 萬 治 元年 成) 前述の 倾城買 は、 阿國が 買手、 傳介 がお 伴、 三十 郞は 茶屋のお かかに 扮 したの 

であって、 これ は 能の 狂言に は 見られない 新しい もので あつたので ある。 伏 見へ 召された の は 此の 新 

しい 狂 一一 一一：： が出來 てからで あらう。 

舞 臺は勸 進 能の を 共の ま- -で、 竹矢来 を 周圍に 立て、 正面に は 鼠 木戸 を 設け、 櫓の 上に は 八本の 槍 

と 二 本の 袖 がらみ を 飾り、 人 寄の 太鼓 はこ- -で擊 つた。 能 舞臺の 如く 技を演 する 所 は 三 間 四方で あつ 

たが、 後 座は廣 く、 橋が かり もあって、 服飾の 絢爛 は 優に 粗 造な 舞 臺の缺 を 補うて 餘 ある もので あつ 

た。 

<> 女歌舞伎 阿國の 劇に 校 倣す る 遊女た ちが 出て、 之 を 女歌舞伎と 呼んだ。 阿國は校倣^^が出たの 

で 元祖と いふ 誇 を 持して 伊勢から 江戸へ 下った。 どこでも 好評で はあった が、 狂言が いつも 同一な の 

で 厭かれ た。 倾城 の 所作の 場へ、 阿國と 契った 名 古屋山 三郞の 亡靈が 見物 席から 現れ、 問答の 末に 
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阿！： 等と 共に 總踊を するとい ふ 能の 仕組に まねた もの も 演じた が、 それだけ では 見物が 一 一度 三度と は 

見ようと しなかった。 江戶で 演じた の は慶長 十二 年の 二月で、 それが 西の 丸 ふ-本丸との 問に 於て 勸進 

能の あった 跡で 興行した のであった。 觀覽料 はよ く 知れぬ が、 當時 やや 子 躍 は 永 樂錢十 文で あれば、 

阿國 のは少 くと もこれ と 同額、 或は 十二 文 位であった であらう。 此の 年 阿國は 駿府で 歿した。 (慶長 時 

記) 享年 は 明かで ない。  • 

阿國 の^ 後 も 女歌舞伎 は 行 はれた。 都 あたりに は 早く も 弊害が 甚- しく 生じて、 中の 女房た ちに 此 

の 所業 を まねる 者が 出た。 溺れた の は 低級の 武士 や 町人で はない、 失費が 多大な ので、 まづは 大身の 

する ことであった。 三 州 _ 刈屋の 城主 水 野 日向 守が 出 來島华 人 を 愛して、 行 挑に 華麗 を 極めた の は 人目 

を 驚かした。 駿」 肘で も 歌舞伎 役者の 爲に IE 嘩が 起きる ので、 家 廢 が 追放 令 を 下した。 それでも 一世 を 

擧げて 好む もの は禁 4- し 難く、 幕府 も 見て 見ない 振 をして ゐ たが、 寛 永 六 年に 至り 弊害の 甚 しきに 堪 

へ かねて、 斷然 禁止 令 を 下した。 

❖ 若衆 歌舞伎 

戰！： 時代に 行 はれた 同性愛 は、 元 和 偃 武後も 行 はれ、 女歌舞伎の 行 はれる につれ て、 若衆 歌舞伎 も 

行 はれる に 至った。 それが 寬 永に 女歌舞伎が 禁止され てから は、 こればかりが 行 はれ、 惯侶 どもに こ 
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れに 熱中して、 同じく 弊害が 現れた。 僭 は 寺 を 追 はれ、 俗 は家產 を蕩盡 した。 それ は 其の 技藝に 感激 

して 後援に 资財を 投じた のでな く、 髮 美しく 結 ひ 薄化粧して、 小袖の 衣紋 尋常に 着な し、 細ら かなる 

聲 にて、 小歌うた ひ、 橋懸 りに 練 出で たる 有様に よの るであった。 (江戶 名所 記) 

サ右衆 歌舞伎で 用 ひた 躍 や 小歌に 關 する 記 錄は 極めて 尠ぃ。 劇と して 認 むべき ものの 有無 さへ 明かで 

ない。 唯 僅かに 業 平 躍 歌 十八 首が 遣存 する だけで ある。 業 平 躍と は 大小 狂言の ことで、 此の 中には 注 

目すべき 小歌が ある。 四 條の坊 門、 油の 小路の 茶屋のお かかの 腰 は 岩が ねか、 それとも 力 持 かとい つ 

た 皮肉な 歌 も あり、 泊瀬觀 昔の 萬 部經の 供養に 參詣 して、 御門で 大した 脚 布 を 落した、 いかなる 諸 侍 

でも 拾ったら 届けて くれと、 染色 や 模様に ついて 誇った 末に 「思へば だてな、 き やしな 脚 布 を 落いた 

というて、 お まへ を ほと とたたい た」 と SI ふ も あり、 滑稽な ものに は、  . 

餘ぽの 出 居から 餘 間の 角まで、 さんさぐ り ま はれ ど、 思 ふ 人に はさん さぐり 當ら で、 ^皮紋 の、 とん 宪 J 

たに、 さんさ、 ぐり？ おった。 あっち や 毛む く， 

とい ふの が ある。 いふ 迄 もな く 御 通夜の 夜の 闇の 中の 失敗 だが、 美少年が 聲 美しく 謠ひ舞 ふ に、 狂 

曾 師 から 落ちて 來 たば さら どもが こんな 歌を謠 ひっつ 振 をして 見せた ので あらう。 取締め もない 狂言 

より は 却って 面白かった であらう。 此の 他に 山 崎 通 ひも あり、 高 安通 ひもあった。  . 
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若衆 歌舞伎 役者 を 寵愛す る^ は 庶民 だけでなく、 官の 要務に 當る 有司に もあって、 呼び 梁め て 酒席 

の 斡旋に 《〕£ らしめ た。 觀 客も棧 敷に 呼んで 酒の 相手をさせた。 醉 つて は 口論 や 爭の種 をまい て、 これ 

も 弊害の 恐る. べき ものが あつたので、 承應 元年 六月 幕府 は 法度の 令 を 下して、 舞臺に 出る 少年 は 一 切 

前 髮を剃 落して、 成人の 頭の 如くに せいと 嚴 命した。 此の 人た ちの 游 じたの が 野郎 歌舞伎で ある" 

◊ 野郎 歌舞伎 

前髮を 剃りお としたが 爲に、 耳 を 切られた 猫の やう だと 奇異に 感ぜ しめたの もほんの 一 時で、 彼等 

くくり-つ き AW 

は 額の 上に 結 頭巾すな はち 野郞 帽子 をつ ける に 至って、 却って 新 機の 姿と なり、 妖冶は 前髮の ある 時 

と異ら ないやう になった。 けれども 官が 下した 此の 制裁 は、 彼等 をして 藝に身 を 人れ しめる 獎勵 とな 

つて、 向上の 一路 をた どらし めた。 もっとも これ は 少年と いふより は 年長の 靑年 たちに 取っての 事で 

あった。 明曆萬 治から 寬 文の 始まで は、 此の 歌舞伎の 盛時であって、 萬 治 年中 京の 四條 河原に 出演す 

る 美少年た ち 四十 一 1 人 を 評した 野 郞蟲と 題す る 評判記 も 出た。 固より 藝の 巧拙より は 容姿の 良 を 品 

評した もので、 挑發的 文字に 富む ものである。 次いで 寬文ニ 年 江戸の 野郎 を 評した！： 野良が 出た. - 此 

の 1 1 書に よって、 寺子屋 • 楊貴妃 • 横笛 • 河內通 • 梅が 妻 及び 茶の湯の 場面 等の 演ぜられた ことが 知 

られ る。 何れも 觀客 をして 姿 色 を 見分けて 思 を 寄せる に 便せ しめて ある。 女方 は 前髮の あとへ 染 の 

1 日本 演劇 史槪說 
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^を まく か、 ^の 左右へ 鍾 をつ ける かして ゐる。 髮を もっけて ゐ たが、 これ は 明曆の 頃から 行 はれて 

ゐ たので ある。 

◊ 當 代の 劇場 

江戸の 初 世、 有 爲の才 を 抱く 者 は、 勃興の 機運に 富む 江戸へ 江戸へ と 下った。 經營 上の 费用を 一切 

觀 衆に 负檐 して 貰 ふ 演劇に 取って は、 最も 望みの ある 土地であった。 先 づ寬永 元年に 猿 若 座 (中 村 座) 

间十 年に 都 座、 翌十 一年に 村 山 座 (市 村 座) 十二 年に は 薩摩小 平 太の 操 芝居 座、 十九 年に は、 山村 

座、 萬 治 三年に は 河原 崎 座と 森 ffl 座が 設立され た。 他に 小 芝. 居も數 多あった が、 以上が 大 芝居で、 殊 

に 中 村 • 市 村 • 山 村 • 都の g 座が 第 一 流. として 目せられ た。 

大阪 はや k 後れても、 慶安 元年に 角の 芝居、 承應ニ 年に 至って 鹽 屋九郞 右衛門 • 同 丸， 左衞 ！：• 大和 

屋甚 兵衞の 座が 立ち、 次いで 松 本名 左衞 門の 座、 程經 て大阪 太左衞 門の 座が 立った。 京都 はさす がに 

發祥地 だけあって、 歌舞伎の 禁止 令が 下っても、 物眞似 狂言 盡と いふ 名の 下に 許されて、 承 應には 村 

山」 m、 明 磨に は 坂 田 座、 萬 治に は 夷屋座 * 中 村 勘太郞 座、 大和 屋六 兵衞 等の 座が あった。 さう して 何 

等 かの 出来事に よって 禁止の 令が 下る か、 座の 結束が 緩む かすれば、 俳優 は 江戸へ 下って 技 if を ふる 

ひ、 機 を 見て 歸 ると いふ 賢い 進退 をした。 少し 後れて 寬文六 年に は 都 座 • 早 雲 座 • 龜屋座 • 布袋屋 座 
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の 四つが. 永 統の氣 勢 を 見せて、 四條 河原の is- に相對 して 立った。 

當 時の 劇場 構造 は、 江戸の 分の みがよ く 知られて ゐる。 寬永 十六 年禰 〈儿 町に 芝居の あった 時の 古 n 

によれば. 舞臺の M 根に だけ 板を葺 いて、 四方 は 竹矢来 を 引 廻し、 內 側に 筵 を 下げ、 兄 物 所 は 上 

で、 筵 だけ は 敷いて あるが、 棧敷 はま だない。 見物 所の 上 はよ し 贅に筵 を 載せて あって、 小雨 位 は 防 

げた。 舞 臺は板 を 横に 並べ、 正面 を 小高く してあって、 こ.. -に^ ひ 方 や 鳴 物師が Gi5 並び、 役者 は 此の 

ひ とき り  - I  » .  , 

前で 所作 をす る。 一切で 打 出す の だが、 此の 時 小 太鼓 を 左に 持ち、 右の 手に 撥 を 持って、 舞 臺の彝 に 

出て 入替 りの 皆 を 述べ、 あと は 何の 所作 を 致し 候と 披露す る。 又 表の 正面に 栴を 構へ、 中に 太鼓 打が 

ゐて、 一 切り 一 切りの 間に は、 見物 を 招く 爲に 打嗚 らした。 人口 は 一 一つ、 右の 入口に は 木戶希 一 一入が 

左右に 立ち、 左の 出口に は 番人が 棒 を 持って ゐる. - 見物 料 は 卜 ニ文づ つで、 紙 札 を 渡す やうに なって 

ゐた. - 次いで 正 保 三年の 圖には 竹矢来 を やめて 板圍 とし、 舞 臺に四 本の 柱 を 立て、 左の 方に 橋掛 りが 

あり、 舞臺の 後ろに は 幕 を 張って ある。 劇場 用地 は慶 安四 年中 村 座が 堺 町へ、 ^^村座が_^^屋町へ移っ 

た 時には、 家作が 間口 八 間、 奥行 十三 間で、 棧敷 一間 は 尺 四方であった。 それが 明 暦 三年の 類燒後 

に は 中 村 座 は 間口 十 間 奥行 わ 七 問に 擴 張した。 (戯場 年表) 他 も 凡そ 此の程 度であった ので あらう。 

0 離 狂 言 
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一 口 本： 瓶劇史 槪？^ 

當代は 後に 大展 il をす る 歌舞伎 劇に 取って は、 まさに 黎明期に 屬 する。 其の 劇 も 一 切物 卽ち 一 幕 物 

であって、 之 を 離 狂 II 一一 口 と 呼んだ。 劇場の. H 緖ま曰 はと かくに 時代 を 古から しめよう として 假 構の 記事 を 

挾む ので、 離 狂言の 作成 年代 を考定 する こと は 容易で ない。 而 して 明曆 以前に 遡らし むべき 確 證のぁ 

る もの は 勘く、 明曆萬 治寬文 あたりに 作成され たのが 多い。 先 づ中村 座の 猿 若 • 新發意 太鼓、 市 村 座 

の 高 安：^  . 海道 下り • 今 川 忍び 車、 森 田 座の 舍利 等は當 代の 江戸 劇と し て 疑 ひ 無き ものの 如く で あ 

る。 又 前述の 横： ^  .贵 船 • 梅が 妻 も 明かに 當 代の 離 狂言で ある。 寺子屋と 楊 貴妃は 前にい ふ 如く 治 

年中の もの だが、 类し いこと は 知られす 野郞蟲 の揷畫 によって 舞臺面 を刺斷 する より 他に 途 がない。 

江戶四 座の 前述 狂言 は 手近の 書、 例へば 燕 石 十 種の 內 にも 收 めて あるが、 其の 筋 は 省略に 附し、 上方 

劇に ついて 少しく 述べる。 

元祿 時代の 狂言 作者 富 永 平 兵衞が 此の 時代の 離 狂言の 內容を 記した ものに 藝鑑ー 卷 があって、 これ 

に 浪人 盃 • 氏神 詣の ニ篇が ある。 後者 は 殊に 面白く、 昭和の 今日に 於て 演じても、 觀 衆に 興味と 翁 慮 

とを與 へる であらう。 よって 共の 極槪を 紹介す る。 

申  旨 

>VB  さほ 

殿樣 * 氏祌詣 遊ばされ、 六方の 出 所作 あり 跡に 引 馬 行列 踊。 其の 時分の 欲、 二 上り 「殿の 御 は^ 月 \!p、 連 
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た； 鹿 毛 かすげ。 しとく 打てば K 上り、 御江戶 育ちの ひげ 1SK 男 C 御 Hi^ の 口 を 確かり と、 つり りんく， Is^ 

男、 っリ りん つり りん^, \。 つり りん^ \ りん^ りんと はねた る 勇み 馬、 繋ぎ とめた よ 戀の關 

札。」 「昔々 大儀 ぢゃ。 休めく。」 家来が 手 をつ き。 「先 づ殿樣 に は 神主 方に て 御 休息」 と 歌に て ゆ 3 々は ひる。 

奴 共 は 量 色 を 眺め、 小姓の 器景を 評判。 「艷 之丞 がよ い。」 「ィ ャ、 おら は友彌 殿に 惚れた。」 と、 いろく 噂 

をす る を 侍 出で て、 「何 をた はこと、 御 小姓の 噂 今 一 言いうて 見よ。」 と^められて、 「そ リゃこ そ。」 と、 後 を 

も ずに 逃げ は ひれば、 かんなぎ、 「お 祌樂 く。」 と 呼ば はりて。 侍 は ひる 所へ、 艷之丞 出で、 神前に 向 ひ 

拍手 打ち、 主君 國家 太平。 御 武運 長久と 祈念す る 所から、 茶道 珍齋 後ろに 立ち、 艷之丞 が 袖 を 引き、 小踩に 

なって、 「其 許の 御爲を 申さん。 殿 樣の御 寵愛 は 其 許 御 一人と 思 ひしに、 此の間 は專 ら友彌 殿に 御 鼻毛 を延 

ばし 給 ふ。 拙者 は 御 使に 參る、 此方 は 神主へ 參れ と、 仰 付けられ たは、 後に て友彌 と殿樣 契らせ 耠ふ謀 ご 

と。 御油 斷 あるな。」 と、 焚 付けて 御 使に 走 入る。 艷之丞 は 腹 を 立て、 「さてく 友彌 め。 惯ゃ、 腹立ち や。」 

と、 妬みの せりふ ある 所へ、 「殿樣 御 立ち。」 とい ふうちに、 家 來數多 出で、 奧ょリ 殿 は 出で させ 給 ひ、 友彌 

に 仰せて 艷之丞 を 呼び 給へ ども 返事せ ず、 殿 見 給 ひ 「こり や、 艷之丞 最早 歸 らう これへ 參れ。 ハウ 此虔 へ來 

い。」 と 手 を 執リ引 寄せ 給 へ ば、 艷之丞 物 を も 言 はず、 殿の 效 を：： て、 ふ いと 振 切り、 橋懸 りへ は ひる。 「是 

は サテ、 彼奴 も フィと 行き 居った。」 と 草履 取 を 呼び 給 ひ、 一 n リャ艷 之丞が 仕方 は 何 うぢ や あろと 思 ふ ぞ。」 一 

一 日本 演劇 史槪說  § 


1 日. K 演劇お！！ 說 

と 尋ね：^ へば *  ^履 取 また 殿の 顦を て、 ふいと 振 切り、 ツイと は ひる。 斯 くの 如く 家 來共を 一人々々 呼ん 

で 問 ひ^ふに、 ^々同じく 报切リ は ひる。 「さても 面妖な 事。 今 はは や 引おば かりにな つた。」 と 馬 を 引 寄せ 

「n リャ Hl^ よ。 何と 艷之丞 がふい といた 心 はどうで あろと 思 ふ。」 と 問 ひ 給へば、 馬 も 殿の 颜を 見て ツイと は 

ひるが^な り。 (藝鑑 ) 

第五 章 國劇 焕發期 

I 準備 時代  - 

慶 長の 中年から 寬 文の 初年に 至る 歌舞伎 劇の 黎明期 は、 やがて 旭日の 登 天と なり、 次いで 光輝が 遍 

く 六合 を 照す 煥發 期と なった。 而 して 其の 煥發 は、 江戸に 巿川團 十 郞ゃ中 村 七三 郞が 出、 上方に 坂 田 

藤十郞 • 嵐 三 右衛門 • 水木 辰 之 助 • 芳澤 あやめ 等が 出て、 一 世の 賞讃を 博した 貞享 元祿の 時代に 於て 

見 得られた ので ある。  - 

0 續 狂 言 の發生 
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寬 文の 初年から }K 和 迄の 一 一十 年間 は 曙光が^ を 紅に 染めた 時代であった。 さう して 劇の 中心に 立つ 

もの を 脚本と して 考 へれば、 其の 旭に 當る もの は、 まさに 繽 狂言であった。 これ 迄の 一場 限の 劇 はこ 

こに 至って、 二 幕 物 三幕物と して、 時と 處 との 上に 於け る 展開 を 容易く 示し 得る ことと なった。 それ 

と共に 劇の 構造 は 次第に 複雜 にな つ て 、 舞踊と は徐 々 に 分離した" 

世の 要求 は 江戸と 上方と に 同時に 績 狂言 を 案出せ しめた。 それ は 寬文四 年であった。 西に あって は 

福井彌 五左衛門が 大阪に 於て 二番 績 三番 繽の 狂言 を 始め (綾南 水 漫遊) 東に あって は巿村 座に 於て、 

市 村 竹 之 丞が玉 川 主 膳と 相 座 本に なって 三番 績四 番繽の 狂言 を 作った。 こ k に 始めて 一 日兒の 狂 一一 一一 口が 

出來 て、 大道具 建 も 工夫せられ、 飾付 や 釣 花や 引 幕 等 も 案出 せられた。 (江戸 芝居 年代記 • 戯 場 年表) 

但當時 木 偶 劇で は 五段 鑌六段 綾の 物 を 演じて ゐ たので あれば、 歌舞伎 劇が 他の 音藝 ゃ文學 類に 魁け て 

進んだ のでな く、 漸く 姿 色に よる 誘惑 をす てて、 實技 によって 觀衆を ひきつけ ようとす るに 至った ま 

でで ある。 しかしながら それ は 確かに 一 大 長足の進歩であった。 

◊ 古 今 役者 物 語 

上に して は寬 永、 中頃に して は寬文 延寳が 典籍 刊行の 盛時であった。 劇 方面に 於ても、 役者 評判記 

の 先驅と 見るべき ものが わ 部も發 行され た。 いづれ も 姿 色の 批評に 終始した が、 唯一 つ 古今 役者 物語 

1 日本 演劇お 槪 5^, 
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だけ は： g 劇騫 報で、 續 狂言 發生 時代の 江戶 演劇 を審 かに 物語る ものである。 刊 記に は 延寳六 年と ある 一 

が、 其の 描く 處は寬 文延寳 年中に わたる もので、 今 は 野郎 歌舞伎の 全盛期 だとい ひ、 玉 川 千 之 丞と玉 

川、 王 膳 を 野郎 若衆の 水上 だと 讃め、 變 易の 絶えない 此の 藝界 でも、 中 村 勘 三 郞と市 村 竹 之 丞は幾 代め 

でた く榮 えるな どと 序文に ある。 菱川師 宣の畫 を 見せる のが 目的の 一 半で、 他 は 江戸 四 座の 俳優と 狂 

言 盡 をしょう とい ふので あった。 此の 役者 付の 中の 子どもの 初頭に 中 村 七三 郞が 居り、 總役 付に 小 

舞 住 左衞門 鈴 木 平 左衞門 . 富士川 武左衞 門 • 花井ネ 三郞 • 竹 島 幸 左衞門 • 猿 若 山三郞 • 村 山 平十郞 

等の 名が は， え、 道化役者の 中に 坊主 小兵 衞も 出て ゐる。 

狂言 盡 では どの 座で も 開場の 日に 行 ふ 式 三番 を 揭げ、 次に 

高 安通 勘 三 郞猿若 多 門 庄左衞 門 谷 中 六方 梅が 妻 今 川 忍び 車 今 川 二度の 高名 踊く ど 

き 貴 船 道行 平 惟茂 千 種の 花見 藤戶 瀧 ロ撗笛 相撲の いひ 立 大 橋中將 ぬ戀の 招り 

八幡 太 郞尾ヒ 忍の-! 25 本ぶ し 安 壽の姬 附對王 丸の 所 知 入 

の 十五 場面 を 描き、 これに 一 々地に 用 ひた 歌 を 載せて ある。 此の 內 明かに 繽 狂言で ある もの は 今 川と 

安壽姬 だけで、 他 はさう とも 定め かねる。 元來續 狂言が 案出 されても 離 狂言 は存鑌 して ゐ たので あ 

る。 記憶すべき は 


であらう か。 六方 はもと 東西南北 上下 を かう いふの 

だが、 手 を 振り 足 を あげて、 あたり を狹 しと 歩む 男 

達に 對 して かう 呼んだ のであって、 治寬 文の 頃、 

江戸の 鶄^ 組 • よしや 組 • 白抦組 • 鐵棒組 .一 ^"犬 組 • 

ざる 組 • 大小 神祇 組の 人た ち を 六方 男 達と 呼んだ。 

小袖の ゆき は 短く、 刀 は無ぞ りで 極めて 長い。 之 を 

六方 姿と い ひ 其の 言葉 を 六方 詞 ま た は 奴詞と 呼ん 

だ。 これに 武士と 町 奴と あつたの だが、 ハ 介 中.： ハ方は 

共の 武士の 分で、 

なさけな や 若衆め にな やまれ まらって、 たよ リゃ御 

わり やまら せ ぬ。 今 口 は ハ介 巾 rn 蓮 坊へ參 S,i を 致して、 

お 高僧のお 目に か X つて、 我 御 無心 を 申す 氣だ。 か 

るく き X めさって 若衆め が氣 相、 l^- ゆう 致いたら、 
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醆 ぶんに は 代々 つまぐ つたる わが 数珠 をお つ 切って、 妙法の きづな にと、 つ、 つかんだ。  

まだく 底に 殺伐の 氣の 遣って ゐた 時代に は、 之 を歡迎 したので あった。 他 は謠曲 出が 多い。 淨瑞璃 

出 は 八幡 太郞 だが、 貞 任の 乙の 姬尾 上が 敵の 義 家の 都 姿を戀 うて、 若衆と なって 忍んで 行く、 とい ふ 筋 

で、 十二 段 草子 を 逆に 行って ゐる もの、 安 壽姬も 說經淨 瑠璃の 三庄 太夫に よった もので、 安 壽火責 の 

場、 母の 鳥 追の 場と 對王 丸復 報の 場と を 演じて、 これ は 明かに 三番 續で あったら しい。 

◊ 四天王 稚立 • 遊女 論 

前述の 外、 市 村 座の 鎧替 三番 續ゃ 山村 座の 勝 鬨譽曾 我な ど は、 いは^ 此の 漸 盛期に 於て 注： ni すべき 

演劇 だが、 逸すべからざる もの は延寳 元年の 中 村 座の 四天王 稚立 である。 元祖 巿川段 十 郞が七 四 歳で 

初 舞臺、 坂 田 公 時に 扮 して 紅と 墨と で顏を 隈取り、 童子 格子の 着附に 丸ぐ けの 帶、 大 江山の 場で 斧 を 

提げて 獵師を 相手の 立 廻りに 大 好評 を 博した。 公平の 人形から 會 得した の だとい ふが、 これが 荒 の 

始 である。 

延寶八 年 三 月 市 村 座で 演じた 遊女 論 は、 歌舞伎 劇の 名物 鞘當， すな はち 不破名 古 屋狂ー 百 の 最初で あ 

つた。 不破伴 左 衞門は 段 十郞、 名 古 屋山三 郞は村 山四郞 次、 傾城 葛 城 は 伊藤 小 太夫であった。 これ も 

蹄 土 依 橡の淨 瑠璃 名 古屋山 三郞の 第五 段 を 借りて 仕組んだ らしい。 人々 に迎 へられて 貞享 1 1 年 師{且 は 
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きゃ.，-，，^とこ 

娥 なさけの 遊女 ニ册を 描いた。 (後出の 「鞘當 狂言」 にく はしい) 

◊ 瀧 口 狂言 • 夕霧 名殘の 正月. 吉野身 請 

當 時の 上方 を も 見なければ ならぬ。 延寳 元年に は 藤 田 $1 之丞 が道頓 堀で 「女 三の 宫」 を 演じ、 四 年 

に は 京都の 繩手 芝居で、 山 本 角 太夫の 淨瑶璃 を 取って 「瀧 口 狂言」 を 出して 好評であった。 此の 時灘 

口 は 坂 田 藤 十郞、 越 中の 次 郞丘ハ 衞は山 下半 左衞 門であった。 问五 年に は 嵐 三 右衛門が 京都の 北側 芝居 

で 丹 波 與作を 演じた と傳 へる。 近 松 門左衞 門の 作、 「藤 壺の 怨靈」 を 都 萬 太 失 座で 出して 評判の よか 

つたの も 此の頃ら しい。 

名妓 夕霧が 大阪の 新 町に 於て 殁 したの は 延寳六 年 正月 六日の 事であった。 第 I 一流の 俳優た ちが 之 を 

芝居に 仕組んで 演 すると 好評であった。 藤十郞 はこれ に 與味を もち、 二月 三日 を 初日と し、 「夕霧 名 

殘の 正月」 と 題して 大阪の 荒木 與次 兵衞 座で 演じて 大 好評、 爾来 幾度と なく 繰返して、 遂に 彼が 一 代 

の當 狂言と なった。 三 右衛門 は 京の 北側 芝居で r 吉野身 請」 を 演じて 半 歳餘大 入が 緩いた。 身 請 人 

小 倉 屋源兵 衞は嵐 三 右衛門、 吉野 太夫 は 伊藤 小 太夫、 柴屋町 傾城 は 吉川多 門であった。 同 八 年に は 富 

永 平 兵衞が 役者 付に 狂言 作者と して 其の 名 を 揭げて 一 部の 人に にくまれた。 

これが 眞 の煥發 期に 先立つ 準備 時代であった。 江戶と h 方との 芝居 は旣に 截然たる 區 別が 生じて、 一 
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一 =" 本 演劇 史槪說 

江戶 は武！ 上方 は濡 事と 互に 所長 を 異にした. -  . 

二 第一 次煥發  、 

1 俳優の 分業 

國 劇の 第一 次 煥發は 天 和貞享 より 次第に 頃 點に向 ひ、 元祿の 中年より 末年に かけて 頂點に 達した。 

S の 構造 も 四番續 五番 繽 となり、 諸種の 人物 を 出場せ しめる ことと なって、 人の 人體 によって 何 役と 

命名す る ことにな つた。 女方と 若衆 方と は 早くから 呼び 分けられ たが、 整然たる 區別は 貞享元 祿に至 

つて 附 せられた。 全く 分業に なって、 後世の 如く 二役 を 兼ねる/ J と は 殆ど 許されす、 

立 役 敞役 逍化方 親 仁 方 若 女方 若衆 方 花审 方 

の 七つに 分れる が 普通で、 後に は 立 役と 敵役の 中間に 貲惡 とい ふが 出來、 道化に 近い ものに 半道と い 

ふ も 出来た。 ^に 子役と いふ もあった。 立 役 は元來 ハヤシ 方に 對 する 名で、 立って科をする者の^；ぃ心だ 

が、 劇で は惡 人なら ぬ 男の 役 をす る ものの 稱 呼で、 他 は その 名の 示す が 如く、 敵役 は惡人 方の こと、 

道化方 は 阿呆の 役、 花 車 方は國 主の 後室. 繼母. 局 等 女の ふけ 役 をい ふ。 此の 內 最も 重んぜられ たの 

は 立 役と 敵役で、 最も 輕く 見られた の は 花 車 方と 親 仁 方であった。 若 女 • 若衆. 道：^ の 三 は 前兩^ の 
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中間に 置かれ、 若 女方 は 其の 數も 多く、 且つ 位置 も 前 二者に ついで 高い ものと して 扱 はれた。 此の 取 

扱 上から 見ても 元 fi 劇に 御 〔豕騷 動物が 多く、 また 廓 場ゃ濡 場が 多くて、 それの 歡迎 された ことが 想像 

される であらう。 

2 俳優の 位附 

當時 また 藝の 巧拙から 見て、 役者に 位附 をす る ことが 行 はれた。 元祿五 年の 役者 評判記に 起った と 

いふが、 中年より 末年に かけて は 最上級 を 上上 吉 とし、 最下 級 を 中と して。 

上上 吉 上上 上 中ノ 上上 中ノ上 中 

の 六 階と した。 上上 吉は 極めて 少く、 上方で は 坂 出 藤 十郞. 山 下半 左衞 門、 江戶 では 市 川 圑十郞 と 中 

村 七三 郞 といった 有 數の人 だけであった。 中 ノ上ゃ 中 は 辛うじて 役 *? として 認められ ると いふ 程度。 

此の 位 附は後 大いに 安價 になる が、 元 fi ゃ寶 永の 時代 は、 評價を さう 輕率 にした もので ない。 とはい 

へ 一般投票 によった もので もな く、 役 評判記の 著者が 世評 を 考量して 定めた もので、 勿論 絶對 的の 

ものでなかった。  ， 

3 江戶の 劇壇 

元綠十1^^年板の役者一 一 梃 三味線 は藝 評の 微細に わたる ことと 收容 して 漏す ことの 勘い とに よって 推 
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一 日本： 何 劇史槪 ，說  < 

重す ベ き 役者 評 1: 記 である。 これに よれ ば當年 の 江戶 俳優 にして 上の 位附以 上 は 、 

〔立 役〕 上上 吉 巿川團 十 郞， 屮 村 七三 郞. 宫崎 傳吉」 上上 中村傳 九郞. 坂東乂 太郞」 上 生^ 新 五郎 • 

村 山 平 右衞門 • 多 門」 ii 左衞 1: • 西 村 彌平次 . 村 山 四郞次 . 膨山又 五郎 • 巾 村 ^；；^五 郞 ， 光^：？七郞左衞！：  • 猿 

若 今 山 左衞門 • 市 川^ 11 郞 • 坂 東 乂九郞 

〔實 惡〕 上上 吉 山 巾 平 九郞」 上上 富澤半 三郞」 

〔敵役〕 上上 吉 大ハ < "廣 右衛門」 上上 中島 勘 左衞門 .橫 山六郞 次」 上 E 村 平 八 • 巾岛三 郎四郞 

〔道化」 上上 吉 西 國兵五 郞 • 秋田彥 四郎」 上上 西國兵 助」 上 三 國彥作 

〔親方〕 上上 吉 四 野 {pC 源 八」 上上 松 本四郞 三郞」 上 田 村 小三郞 

〔若 女方〕 上上 吉 岩 井 左 源 太」 上上 澤村小 傳次. 袖 崎 いろは • 上村吉  一二郎」 上 早 川 初 濑* 幾 島 大吉 ノ 

松 本 勘太郞 • 哥村 十次郞 • 岩 井 辰三郞 

〔若衆 方〕 上上 吉 四 野 平 八」 上 橋 本 金 作 • 巾 川 半 三郞. 勝 村 門 之 丞. 鈴 木平吉 

〔子 役〕 上上 吉 市 川九藏 

〔花 車 方〕 上上 吉 上 村 六 三郞」 上 左 近 供 兵 衞* 山 本 勘 兵 衞* 高山 吉三郞 

だけで、 外に 卷軸 は森闳 勘彌、 評判記 所載の 一 百 十三 人中、 上上 吉は 通計 十二 人に 止まる が、 上方 も 
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凡そ 此の程 度であった。 左に 代表的 俳優の 四 五を說 いて 全豹 推察の 便に 供す る。 

◊ 市 川 圑十郞 • 

江 戶立役 荒事の 開山 市 川 圑十郞 は遊俠 者が 鼓 伏した 時に なって 生れた が、 遊俠 者と 交って の^ 蔵 

と 呼ばれた 者 を 父と し、 遲蒔 重お 衞と 呼ばれた 遊俠^ の 娘 を 母と して 萬 治 三年に 江 戶で呱 々の 聲をぁ 

げた。 又 彼が 幼名の 海老 藏は、 席 犬 權兵衞 のつ けた 名 だと 聞かば、 俳優に 身を投じて、 荒事 を 始める 

位 は 蓋し 當然 だと 領得 出来る であらう.^ 曾 我 狂言の 五郎、 不破 名. K: 屋の 狂言で は不 破、 鳴 神 狂言で は 

上人、 いづれ 江戸で は 比ぶ 者の ない 第一人者であった。 貞享五 年の 役者 評判記が 濡も 丹前 も 天下 道具 

と 評し、 實事惡 人 何でも 出来る 上に、 擧 問に 長 じて 芝居の 仕組に たけて ゐる こと は 知らぬ 者 は ある ま 

いといって ゐ るが、 決して 誇張 過褒の 言で ない。 

元 fi 六 年 三ト四 歳の 時、 招かれて 京都の 村 山 平 右衛門 座に 行き (此の 時 段 十郞を 改めて 團十郞 とし 

た) 次いで 大阪 にも 出た が、 、江戶 一 流の 丹前 姿の 廓 場 だけで は 京阪 人に 滿足を 與へ得 す、 共の 荒事 も 

急 促な 關東辯 は 上方の 人、 殊に 京都 人に 喜ばれす して 八 年の 夂 A 歸東 した。 十 ハキ刊 の 評判記、 芝居 訓蒙 

圖彙は 彼 を 上の 位附に 止めて、 同じ 江戶 役者の 中 村 七三 郞ゃ 上方 役者の 三人ば かりに 上上 吉を附 けた 

の は、 此の間の 消息 を 告げる ものである. - 

1 日本 演劇 史槪 
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當 時の 京阪 劇壇 はま さに 絶頂 時であった。 こ.^ に 二 年 を 送った 圑十郞 は、 坂 田 藤 十 郎等 名優の 技 を 

まのあたりに 視て、 大いに 啓發 せられた。 歸來彼 は 芝居の 作の 上に 飛躍的な 進歩 を 見せた。 ト： 方で は 

旣に綺 人 狂言 本が 刊行され て、 梗槪 と揷鎗 とで 場面 や 仕組の 筋が よく 知られて ゐ た。 彼 はこれ に 驚か 

された ものの 如く、 又 如何にして 上方 劇の 如き 複雜な 仕組 や、 細緻な 演出 法 を 取 入れるべき かに 苦心 

した。 而 して 十 年の 正月、 中 村 座に 自作の 

◊ 參 會 名古屋 四番續 

世に いふ 巿川家 十八番の 一、 大福帳 を 興行せ しめて、 彼み づ から 不 破に 扮 した。 而 して 翌 二月 之 を 出 

板 させた が、 これが 江戶 狂言 本の 最初の 刊行であった。 いは ピ 遊女 論の 改作 だが、 當 代の 江戶 劇の 代 

表 作と 見て よいので、 其の 荒 筋 を 紹介す る。 

1 番目 正月 芝居 だけに 卷駒踊 や 獅子舞の ある 賑 はしい 所へ、 怪しい 僞盲 ゃ曰储 取が 出て、 足 利 家 を 横領 

しょうと する 正 親 町 太宰之 1^ 一外 一 味の 奸計が 暴露し 始める。 

二番目 足利家の嫡子卷王丸が北野社へ^^納した大福帳の額を叔父太宰之丞が取りぉろさせょぅとする。 

そこ へ 大紋 をた めつ けて、 「 暫々」 と 叫んで 不破 伴左衞 門が 出、 大福帳の めでた いいはれ をお る。 これが 

赞の 起り で、 暫のッ ラネと はこれ のこと。 そこ へ 春 王 丸の 參詣が あり、 惡人 どもの 盛る ー洒露 願の 5r か 
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あって、 不 破と 梅津掃 部が 春 王 丸 を 護って 歸る。 こ  に 奴 踊が ある。 場面 變 つて 梅津閑 の 所へ 傾城 总 

城が 訪ねて 來て、 名 護屋山 三郞を 伴って 廓へ 来る こと を 親む。 

三番 目 遊女 論の せ 場の 節赏が あり、 总 城が 伴左衞 門へ の 髮梳が あり、 帶曳が ぁリ、 山 三 郞が不 破に 對 

しての 草履 打が ある。 憤激した 不 破の 妻の 女腹 切が あり、 不破も 切 股して 果てる。 最 第一 の 見せ場。 

四 番：： ：： 山 三 郞と葛 域が 七 本 松へ の 道 1订、 そこへ 太宰ー 味が 現れる が、 梅 a: 援助の 下に 之 を 討 取る。 山 111 

が む處 へ太宰 一味の 幽靈が 出て 苦しめる を， 不 破鏡 慰と なって 現れ、 一味の 靈を追 ひかへ す。 

すな はち 遊女 論 を 御家騷 動物に 作り 改めた もので、 見せ場の 多い ことと 後世への 型 を 遣す ことに 於て 

つ はもの  なる ゲみ でんき 

空前の 作であった。 此の 他 兵 根元 曾 我. 源平 雷 傳記も 注目すべき 作で、 前者に 五郎の 對面 • 竹拔. 五 

輪碎が あり、 朝比奈 との 馬曳 もあって、 不動の 出現に よって 和睦す る。 これが 十八番の 一 の 不動の 起 

りで、 これに も 髮梳が あり、 虎 にらみ や 草摺 曳が ある。 後者 は賴光 四天王の 世界へ 鳴 神 (貞享 元年 自 

作) を 作り 込んで あって、 二番目に 圑十郞 の 鳴 神 上人が 荻 野 澤之丞 の 雲の 絕 問の 容色に 迷って 墮 落す 

る 所が 全篇の 山であった。 

◊ 圑十郞 の 作 

團十 郞は實 に江戶 劇壇の 誘導 者で あり、 劇作 者で あり 且つ 實演 者であった。 彼 一代の 作 は 幾 篇に上 
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1 n 本： が、 劇 史槪^ 

るか 不明 だが、 前記 以外の 作 を列擧 しても、 


m 祌 退治 一 も五界 3  (^) 

當世 小國歌 舞妓 

い V づち 

景政 雷 問答 

和！： 御翠殿 

傾城 王 昭！； (象 引) 

出世 隅^ 川 

星 合 十 1 1 段 

新 板 高 館 辨慶狀 (勸進 帳) 

成 田 山 分身 不動 ， 

小 栗 十二 段 


元祿 十二 年 

同 上 

同 十三 年 

同 十四 年 

元 祿 十四 年 

同  上 

同 十五 年 

同  上 

同 • 十六 年 

同  上 


1 

！ 


巾 村 座 

森田寐 


中 村 座 

同 


かく 多數に 上り、 市 川 家 十八番と 稱 する もののう ち、 不破. 鳴 神 • 暫 • 1 • 象 引. 勸進 帳の 六 番は斯 

の 人の 淡 出に 起り、 少く とも 其の 五番 は 此の 人の 自作であった。 此の 偉人 は 漸く 圓 熟に 入るべき 四 七 

五 歳の 時、 生 島 半 六と いふ 役者に 刺されて 市 村 座の 舞 臺で撗 死した。 半 六に 不倫の 行爲 があった の を 


叱責した 爲 だとい ふ。 惜しい。 

◊ 中 村 七 三 郞 

七三 郞は團 十郞と 相反す る藝 風であった。 生 立ち はわから ない が、 今 業 平と 呼ばれた 好 子で あつ 

た。 武道 事 はなまぬ るい けれど、 丹前の た^ 中、 濡 事の 名人と 評せられて、 元來 上方 向の 役者で あつ 

た。 元祿十 年の 冬、 京の 山 下半 左衞門 座に 迎 へられて 上った。 當時江 戶歸の 若 女方 水木 辰 之 助が 隣の 

都 萬 太夫 座で、 人 氣者坂 田 藤 十郞と 一座 をして 居り、 名作 者 近 松 門 左衞 門が 藤 十 郞の爲 に 雄 を 執って 

上方 人の 血 を 沸かせて ゐた。 七三 郞と座 本の 半左衞 門と は 苦心の 末、 藤 十郞の 特技であった 傾城 買 狂 

言の 向 ふ を 張って 見事に 成功し、 百 二十日 間も大 入を績 けて 見せた。 その 作が 

◊ けいせい 淺間嶽 上中下 三番 續 

である。 當時 上方で 行 はれて ゐた 御家騒動 物で、 廓 場の ある もの、 略と てよ い 身分の 者の 落魄して ゐ 

る 所 も ある もの、 正義 派と 奸惡 派と 戰 つて、 結局 は 正義 派の 勝つ もの、 それに は 祌佛の 靈驗が 加る と 

いふ 常 型 を 行った もの だが、 關東 流の あっさりした 濡事 や、 いひ ほどきの 短い のが 却って 請けたら し 

い。 世に 淺間 物、 淺間 模様な どい ふの はこれ から 出た もので あり、 藤 十郞の 夕霧 狂言に も 匹敵す る 程 

の 名 劇で あれば、 其の 結構 を 左に 略述す る。 

1 日本 演劇 史槪： お 
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1 日本： 你劇 史槪. お 

諷訪 家のお 殿 利根 五郎 は 家老 花 岡 和 田右衞 門の 馴染の 遊女 三 浦 を 身 請しょう として、 實を 知り、 和 H 右衞 1： 

を： 屮； I 放し、 和 田 右 衞門は 利根 五郎が 後室の 連子で、 總領音 羽の 前 を 殺して その 家橫領 のた くらみ をして ゐる 

こと を訏 いて 三 館 を つれて 立 返く。 

此の 場に 於て、 三 浦 は 遊女の 戀に、 まことの うそ、 うその まことの ある こと を說 く。 近 松の 作に も此 

の 事が あるので、 近 松の 作 かと 考 へる 人 も あるが、 當時近 松が 敵 味方 兩 者の 爲に 執筆し たと は 思 はれ 

ない ので、 傳 るが 如く 七三 郞 自身の 作と 見て ゆく G 

和 田 右衛門 は 落ちぶれて、 駕籠 舁の 作兵衞 となり、 相棒の 七 兵 衞と乳 守の 秀 文字 野を乘 せて 行く と、 三 浦が 

迎 へに 來て作 兵衞は 去る。 七 兵衞が 文字 野 を 背負って 行く、 路 次で 江 戶弄齋 を謠ふ ものが あって 文字 野も謠 

ふと、 nr が 出て 來 てお 姬檬に きかせて くれと いふ。 姬と いふ は 音 羽の 前で、 淺間櫂 現の 出 開帳に 參 つて、 こ 

こに 招って ゐ たので ある。 歌の 後で 所望され て、 七兵衞 が倾械 買の 所作 をす る。 文字 野 は 「振 はよ いが 姿が 

似ない、 小袖 を 貸さう」 といって、 持って 來た 包から 小袖 を 出す。 それ は 七 兵 衞が囊 に 馴染の 遊女 奥州に 形 

見に 见ょ とて 送った もの、 驚いて 宪の名 問 ひ、 自分 は小笹 だとい ふ。 さて は巴樣 か、 こな 樣 にあ ひたさに 

小袖 を淺 間に 上げさし やる とい ふ。 音 羽の 前が、 お前 は 小 整 巴 之 丞樣か 私 はい ひな づけの 云々 と 名のる。 巴 

は姬の 心に 感じて こ、 に 足 を 止める といへば、 \ ^は あ、 あっとい つ て氣絕 する。 呼び 生かして 襟に かけた 守 
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を 見れば、 巾に は 巴から 奥州へ 送った 起請文が あった。 もうこれ も 入らぬ とて 火鉢に 投 ずれば、 Hi の 巾に 奧 

州の 立 姿が 現れ、 恨の 文句よ ろしく あって 消え失せる。 秀は 送り かへ し、 奥州 は 身 請され て 後室に 而<$： する 

利根 五 郞は姬 と 巴 を 殺さう とし • 巴と 姬は 1 時 邸 を 立 退く。 

これが 上卷 の極概 である。 世に いふ 淺 模様と は 煙の 屮で恨 を 述べる 所 *  二人で 駕籠 を界 いて 來て、 

七 兵衞が 所作 をす るの は、 常 磐津の 名曲 戾駕 のよ つて 出づる 所。 七兵衞に扮した^<?はぃふ迄もなく七 

三郞、 作 兵 衞は山 下、 音 羽の 前 は 山 本 かもん， 奥州 は 岩 井 左 源 太であった。 

中の 卷は廓 場、 和 田右衞 門と 三 浦 の^に 出來 たおさん はもう. f 三。 巴と 姬とは 和 m の ネ覺で n: を 送 

るが、 巴 は 叉 遊^の 金に 苦しみ、 和 田が 折角 工面した 金 は、 ホ 人が 來て おさん を 殺して 奪 ひ 去る。 止 

む を 得す 三 浦が W び 乳 守に 身 を 沈める。 巴 は 實情を 知り、 後悔して ホ人 をね らふ。 さて 乳 守に 三沛を 

訪 へば、 病んで ゐる 奥州が 勘 遠 をして 茶碗 を 投げつ けて 微塵に 碎く。 巴 は 共の 破片 を 拾って 錄盤 ：！ の 

羽織 を 盤に 見立て、 ^^^にょせてぃひほどきをする。 これが 最も 請けた 處。 とビ 仲直りが 出來 るの だ 

が、 揚 厘の 亭主が 奥州 をく どく 可 笑 味が あり、 巴が 三 浦 をく どき、 和 H に 草履で 打 たれて、 三 浦が 身 

請され るの を 止めよう ためだと 本心 を 打明け、 和 ffl が而 EI なしと て 腹 を 切らう とする。 處へ牢 人が 

來、 めでたく それ を 討 取る。 此の 中の 卷は 廓の ロ說ゃ 手管 を 演出して 見物の 經 驗に訴 へたの だが、 江 
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一 n 本 ill 劇 史槪說 

P 一  流の あっさりした あてこすりに 上方 人が 與；^ を もった ので ある。 下の 卷は因 梁 律 を 劇の 上に 耍求 

する！；：^ 性に 順應 して、 利 极五郞 は 科に あ ひ、 巴 音 羽 は 夫婦に なって、 淺 間の 開帳に 參詣 すると、 お 

さんが 出て 来る。 觀 ffi:: が身替 りに 立 たれた の だとい ふので、 せ い 芝居の 如く だが、 實 は然ら す、 戀の 

執念 • 口 說の詰 開 • 犧牲の 身 齊*慘 殺. 草履 打. 復響 等が 極めて 自然に 運ばれて ゐて、 理窟 をい ふ 上 

方 人に 巧拙 を 論す る餘 地を與 へなかった ので ある。 眞に 七三 郞の 作であるなら、 彼 は 此の 一 作 を 以て 

永 f;^ 一に 忘れられて はならぬ。 元祿 劇の 代表作と して、 これ 以上の もの はない。 

◊^is- 後の 七三 郞 二 年 問 を 好評 裡に 送って 歸 つた 七三 郞は淺 間狂言 を 土産と して 喝 ぶされ、 爾後 

山村 座 を根據 として 元 rl 年中 を 送り、 寶 永に 入って は 中 村 座に 轉 じて 同 五 年 一 一月 一 一日に 四十 七 歳で^ 

した" 七三 郞は立 役と はいへ 和事師 で、 11 に 於て は 比肩す る-おがなかった。 彼の 扮 した 藺部衞 ！：• 源 

頼 政 •  士 n 田 少將. 四 位 少將. 曾 我 十 郞等は いづれ も 武道 事と は 相反す る ものであった。 彼と 團十郞 と 

は 相反す る藝 であって、 兩 人の 上に は 小 乙 を 定め 難く、 評判記に よって は 彼 を 上位に 据 ゑて ゐる。 ^ 

西 を 通じて 迎 へられた 點 からい へば 此の 人の 方が 上であった。  . 

◊ 中 村 傳九郞 •  {n:: 崎傳吉 

傅 九 郞は中 村 座の 座 本の 四 代 n 勘三郞 で、 隱 居して 俾九郞 と 呼び、 身 を 落して 役者と なった ので あ 
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る。 元祿 元，^ 中： aii に 於て ほ I 脑 I 大礎通 を 出した 時、 段 十郞の 五郞， 傳吉の 十 郞に對 して 朝 比 A 小 を 

演じて 大 好評であった. - 糸 鬚に、 鎌頻の 髭、 猿 隙、 スサ ユラ ミと いふ 新 工夫が 終に 朝 比奈を 家の 藝と 

した。 彼の 其 角が  > 朝 比 奈が樂 座へ 入りし 暑さ かな」 と 詠 じたの は 此の 時の ことで ある。 藝 風が 圃十 

郞に 近かった 爲か、 多く 七三 郞と 一 座した. - 荒事 以外の 實事 も出來 たが、 賛明 にも 「おれ はせい は 低 

いし、 聲は 立た す、 上方へ は ゆかれまい」 といって、 一度 も 行かなかった。 不 破の 狂言に は 梅 itii 描 部， 

賴政 狂言に は 猪 早 太と いふ 役 ま はり、 江戶根 生の 役者と 尊ばれて、 正德 三年に 四十 六 歳で 殴す る。 

傳 吉は寬 文の 末年から 評判記に 名の 兑 える SR で 早く 上方に も 上り、 r 洛 陽に 藤 十、 武藏に 傅、 口上 

花 を 散らして 辯舌鮮 かなり。」 と 雨 夜 三 1^ 機嫌に 賞め られ た。 實事も 武道 事 も 出来た 所が 長所、 それで 

作者 を も 兼ねた 人、 傳九郞 程に 輪廓 は 大きくな く、 よく 間に合つ たとい ふ もの。 歿時は 未詳、 喪 永 じ 

年歿 享年 £ 十九 (名人 忌 辰錄) とい ふ は 誤、 正德ニ 年に は 生きて ゐた。 

◊ 山中 平九郞 

大福帳の 太宰 之丞、 兵 根元 曾 我の ェ藤、 雷傳 記の 公 時、 いづれ 團十郞 と 丁 座して 惡方を 引 請け、 荒 

事の 效菜 を大 ならしめ、 また 劇の 展開に 緊要な 役 を 勤め 果 した 人で ある。 恐らく 中年からの 藝 であら 

う、 大福帳の 時から 知られた j 太刀 打 もよ く、 顔に にく 相が あり 目が すごく、 しかも 冠 裝束を 着けて 
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1 日本： が劇史 柳^ 

も 位が あつたので、 ム 家の^ 山と 稱 せられた。 元祿 十四 年 市 村 座の 顏見 世に 關寺 小町の 老女 姿に 扮 

して、 阁十郞 まさりの 名 を 博し、 十五 年の 五 H に は景淸 となって 阿古 屋の腹 を 裁って 胎內の 子 を 出 

し、 次いで 道 成. S 寸の 能の 時、 大佛 殿の 鐘樓の 屋根から 首 を 出して 見 ま はした 服つ きが 大 喝采で あつ 

た。 寶永 1 1 年 市 村 座に 於て、 姬路 城の あやしき 姬 となって、 士  I 一  重に 緋の 袴、 鬼女の 額で、 捲の 窓 

からに らんだ 有様 は 人 業と は 見えなかった とい ふ。 近世 奇跡 考に 妻女が 鬼面の 下 ごしら へ を 見て 氣 

絕 したと 傅へ るの は 此の 時の 事ら しい。 彼 は 江戸 劇壇に 於け る 最長 命 者で、 初代 團十 郞投 後に 盛名 を 

博し、 二 代 目 劇 十郞、 二 代 目 七三 郞 等に 皮肉 極まる 相手をして 享保九 年 八十 三 歳で 歿した。 

◊ 大谷廣 右衛門  - 

役者 大鑑に 此の 人 を 評して 「眼 玉に 光あって 閻摩 大王 阿呆 羅 刹よりも 凄じ。 二 間 ある 刀で もよ くさ 

しこなし、 口上 大昔に て、 さても にくさうな つき」 といって ゐる跳 向の 敵役、 江戶根 生の 人で あつ 

た。 團卜郞 や 七三 郞と 一座して、 にくまれ 役に 缺く ベから ざる 者、 享保 元年 二 代 目 團十郞 の 助 六 狂言 

の の 意 休に 扮 して 好評 を 取り、 同 六苹に 五十六 歳 で^した。 

◊ 荻 野 澤之丞 

常 代 は 江戸に 女方の すぐれた 者が なく、 一切 を 上方に 仰いだ が、 永く 足 をと めた もの は 此の 人で あ 


つた。 元祿五 年に 旣に 上々 の 位を附 けられ、 嫁 鏡の 狂言の 乎 負 ゃ濡の 仕出 もよ く、 面 體は必 すし も 優 

れてゐ ない が、 ぉ姬樣 にも 適した とい ふ。 又 や. - 猫背であった けれど 雞刀を 持って 敵役との 詰 il も 巧 

で、 元來 江戸に 適する 若 女方であった" 元祿九 年中 村 座の 女 鳴 神に 名 をと り、 大福帳に は f お 城、 傳 

記に は 雪の 絕問を 勤めて 江 戶に缺 くべ からざる 人であった。 元 fS の 末年 一 たび 都に 歸 つて 出世 藝の新 

嫁 鏡 を 演じ、 江戸に 歸 つて 寳永 元年に 歿する。 享年 四十 九。 

水木 辰 之 助 も 亦 上方から 下って 東 要な 役に 當 つたが、 其の 行動 はむしろ 上方 役者と して 扱 ふべき で 

ある。 

元 fi の 中年 以降 は 若衆 方の 歡迎 される 世でなかった。 道化方と して は 西國兵 五郎が 三郤 t^l とい ふ 

名が あつたが、 劇の 全部 を 背負って 立つ ことの 無い 輕ぃ 役に 常る 者で あれば 細說は 略し、 圑 十郞. 七 

三郞殁 後の 人氣者  . 

◊ 生 島 新五郞 

に 就いて いふ。 大 阪の產 で、 元祿の 初年に 江戸へ 下り、 上方と 往返して 圑十郞 や 七三 郞と 一座して 專 

ら濡 事に 《3 つた。 天成の 美貌 者が 寫赏 的挑發 的に 演じた ので、 婦女 逹が 何とて 熱中せ やに 居られよ I 
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1 口 本 演劇 史槪. 說  ^ 

1 

う、 就屮約熱した？^は千代^城の大奥に大年寄として^3?:き役を帶びてゐた綺島でぁった。 |ii 德四年 一止 

月 十二  n、 總島は 年寄の {nc 路 と共に 觀覽 して 醜態 を 演じた 事が 暴露して、 綺島は 信 州の 高遠へ、 永の 

预 となり、 官路も 亦 他へ 預けられた。 連累 者 は 死罪 遠島 改易 追放 等の 刑に 處 せられ、 新 五 郞は三 宅 島 

へ、 座 本の 山村 長 太夫 は大 島へ 流された 上に 座 は 取りつ ぶしと なった。 繪島 事件 はま だ これに 終らす 

して、 他の 劇場 築 #3 の 上にまで 大鐵槌 が 下されて、 其の 復舊は 容易なら ぬ ことであった。 新 五郞， おに 

ある こと 二十 年、 享保 十八 年、 六 卜 三 歳で 歿した。 

◊  二 代 目 圑十郞 

赘 永年 屮 初代 團十郞 以下 名優が^ 次いで 此の世 を辭 し、 江戶 劇壇 は頓に 寂寞と なり、 隨 つて 下向 情 

態に 陷 つた。 ゎづ かに 生 島 新 五郎が 人氣 をつな いで ゐ たが、 それ も繪島 事件に 配流の 身と なり、 當年 

1  一 4- 七 歳の 一 一代 目 圑个郞 が 代つ て 立たなければ ならなかった。 彼を飜 弄しよう とする 者 は 山中 平九郞 

たけで は 無かった つ けれども 初代の 血 を 承け て 決して 凡庸の 器で ない 事 は、 早く 識者の 認める 所と な 

つた。 寶永六 年の 艾寶 のせり ふ、 一.^ 德三ハ 牛の 助 六 は 特に 好評、 遂に は 親 まさりと 賞せられ て、 

花舘 愛護 樱 (助 六)  正德 三年 山村 m 

若綠勢 $3 我 (外郎；  享保 三年 森 田 座  • 


屮村座 

同 

河原^. Mi 

擊 

大阪佐 渡 島 座 

以上 八^ を 市 川 家 十八番の 中と ならしめ、 天壽を 以て 寶暦八 年 七十 一歳で^ する。 時 はもう 操 芝 35 が 

歌舞伎 劇を壓 して、 勃興した 國 劇の 第二次 焕發 期で あり、 歌舞伎 劇は轆 承に 終始して 創始に 缺 けた 時 

代であった。 

◊ 當 代の 作者 

貞莩の 頃 は 玉 井權八 • 南瓜 與 § 心 兵衞兩 人に 作が あつたと いふが 詳 かに 知り 難い。 初代 圆十郞 には少 

くと も 4- 幾 l^s の 作の ある は 前述の 如くで、 これと 前後して 宫 崎傳吉 に、 

三世 道 成 寺 元 祿 十 a 年 森 田 座 

照手姬 永代 藏 齊、 水 三年 同 
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國性爺 竹 拔五郞 (矢 根) 同 十二 年 

すろ！ ひろ ゑ はう 

扇 惠方曾 我 (押！：^)  同 十四 年 

さかえ 

大 銀吝繁 榮景淸 同 十七 年 

月 仁景淸 (關 羽)  元 文 二 年 

すがたみ 

姿 觀角田 川 (七つ W)  同 五 年 

鳴 神 不動 北山 樱 (毛 拔) 寬保ニ 年 
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1 H 本：^ 史概, I 

の 二 作が あった。 まだ 他に ある ことで あらう。 彼の 聲曲ま 11 には寶 永正德 頃の 作者と して、 光，： i§ 七郞 

in  • 極 n 半.；^ 衞門 • 屮村淸 五郎 • 律 打 治 兵 衞の四 人 を 擧げ、 享 保の 頃より として 律 打 九 平 次 • 藤 

木 斗 文 • 巾村少 長 等 トー 人の 名 を 列ね て あるが、 當 代の 鎗入 狂：  一一 n 本の 遣存 する ものが 少 くして、 的確 

な ことの 述べられぬ を？ a 憾 とする。 但し 寓目した ものに、 作お 藤本 平左衞 門 に 小 栗 鹿 n 石. 凱陣 十二 

段の 一 一作、 難 打 九 平 次に n 十 吹 隅 m 川， • 大屋 形 世 繼曾我 • 淸原ー 一見 樱 • 愛 兄 隅 K 川. 傾城 伊豆 口 記の 五 

作， 打 治 兵衞に 倾械吉 長染 • 三國 傳來怫 • 頼 政 五葉 松 • 倾城顧 本尊 • けいせい 5f 會我 • 一  心 一 一河 白 

近の-: ハ作、 中村淸 五郎に 女帝 #, 護 若 • 屮將姬 京 雛 • 改春曾 我 . 數人 隅^ 川 • けいせい 逆澤 ，3 の 五作が 

あるつ 等は槪 ね寶. 水 ハ牛屮 の刊、 稍 後れて 正德に 入って 津打 半右衞 門に 花舘 愛護 櫻の 作が あった。 

以上 列擧 する 所 は、 常 代に 演じた ものの 十分の 一 にも 達すまい。 作 は 二百 以上に も 及んだ であらう 

が、 それが 終 入 狂言 本と なって 出た か 否か も 不明で、 我等 は 江戸 芝居 年代記の 類に よって 外题と 出勤 

俳優の 主要な ものと を 知る を 以て 滿 足しなければ ならぬ。 た^ 作ぎ の 半 は 俳優であった こと は ひ 添 

へて t 

4 上方の 劇壇 
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oft 場 槪 觀 

當 代の 劇場 を 見る に、 其の地積は.^^-西共に大差がなく、 京都が や、 廣 かった やうで ある。 舞 棗 枝 敷 

等の 築造に 於ても、 觀客牧 容の數 に 於ても、 三 都 略 相 同じき ものであった。 能 舞臺の 形式に 校した 三 

問 四方の もの は蔡 のま k 維持して 本 舞 臺と稱 へた。 それに 附舞臺 とて 前方に 一：^ 張 七 八 問、 奥行 三 四 間 

sp!^ の もの を、 少しく 床 を 下げて 附設した。 花道なる ものが 特設され て、 、王要な役を勤める^<;は必す 

これより 出入した。 これ は觀 衆に 親しみ を 感ぜし める 點に 於て 大效 があった。 舞臺裝 m はや $g 具 類も大 

いに 進歩した。 見物 席 も 收容數 を 多から しめる 爲に棧 敷 を 二階 立に した。 其の： 二 千 人に 近い 觀客 

を 鎖め 得た。 ^し 與行屮 各 座 日々 の收入 は、 江 戶は金 四卜兩 前後で、 決して 收 益の 多い もので なかつ 

た。 上方 も 凡そ 此の 計 鉢に 近い ものであった であらう。 

當 代に 於け る 上方 歌舞伎の 座 は 京大 阪 共に 四 座で あつたが、 與行權 を 有する 座主 (名代) と、 それ 

を惜 りて 與 行に 當る座 本と は 概ね 別人であって、 これが 江戸と 異る 所であった。 而 して 今の 如く 座附 

俳優と いふ は 無く、 すべて 座 本に 展 はれた もので、 期 は滿ー ケ年、 今年の 十一月 初から 翌年 十月の 

終 迄と いふが 惯 例で、 少く とも 年々 四 五回づ っは與 行が あって、 二 座 かけ 持と いふが 如き こ と は 許さ 

れ なかった。 隨 つて 年々 俳優の 移動 は 劇しく、 これが 劇に 新作 を 促し、 技の上にも競(？^をなさしめて 
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偸安 生活 は 許さなかった。 一 座の 人 en は 役者 評判記に 登載され る もの 卽ち與 行 毎に 役を與 へられる も 

のの みに 就いて 見る に、 貞享 より 元祿の 末に かけて 四十 餘 人より 五十 餘 人の 間 を 上下し、 正德享 保に 

及んで は 北 ハの數 を 減少して、 此の 三分の 二に 下った。 今 試に 貞享 元年 大阪 大和 屋甚 兵衞 座額兒 世 役者 

附 によって 示せば、 

若 女方 九 人。 若衆 方 七 人。 立 役 十八 人。 敵役 一 人。 邀化 二人。 半^ 二人。 親方 三人。 か&方 三人。 子役 一 人 

計 ii 十六 人 

の 外に、 狂言つ くり 富 永 平 兵衞と あり、 小うた， はやし 方 等 二十 人 を も擧げ て總計 六十 七 人の 名を錄 

して ある C 他の 所要 人 員 を 合算したら 恐らく 百 五六 十 人が 樂屋へ 詰めて ゐた であらう。 又元祿 十五 年 

京都 都 萬 太夫 座 顏見世 役者 附を 見る に 、  - 

サぉ 女方 十六 人。 若衆 方 十 人。 立 役 十七 人。 敵役 二人。 親方 一 人。 半 造 一 人。 花^^！-ニ人。 口上 一 人。 計 五十二 人 

外に 狂言 作者 福岡彌 五四郎と ある だけで、 離 子方 や 道具方 や 床山 等の 數は 擧げ てない が、 何れ 此等も 

三 四十 名に は 達した であらう。 また 幹部 俳優に は 附屬の 弟子が 附隨 して 來てゐ るので、 樂：^ 內の總 人 

员は少 くと も 二百 人に は 達して ゐた であらう。 此の 割合に 於て 江 戶の樂 屋內に は 通計 八. 百 人、 京都 

は 七 八 百 人、 大阪は 六 七 百 人、 三 都 を 通じて 二 千 幾 百の 人 は 曰々 樂屋に 詰めて ゐ たので ある。 而 して 
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各 座 凡そ 一 一 百 人の 者が 一 日の 收入 四十 兩の內 の 配分、 恐らく は 1 一十 兩程 度の 下に 生きて ゐ たので あれ 

ば、 決して 裕 幅な もので 無かった こと は 想像に 難くない。 元祿は 奢侈 生活の 世ながら、 裘 面に は 窮迫 

の 波が 劇裡の 人の 心 を も 打って ゐ たので ある。 

◊ 元祿 十五 年の 位附 

江戸の 如く 位 附の上 以上の もの を 役者 一 ； 挺 三味線に よって 示す。 

〔京〕 立 役 上上 吉 坂 田 藤 十 郞* 山 下 牛左衛 門」 上上 巾 村四郞 五郎. 音 羽次郞 三郎。 

敵役 上 藤 川 武左衞 門 ニニ 笠 械右衞 門。 

道化 上上 吉 金子 吉左衞 門 • 金：.^ 五平 次」 上上 山 田 © 八。  ， 

若 女方 上上 吉 芳澤 あやめ」 上上 霧 波 千 壽*淺 尾 十 次郎」 上 山 本 かもん • 鈴 木 辰 三郎丄 ：2^:2：！^ 上 *瀨 

川 竹之丞 • 嵐 喜 世 三郞。 

若衆 方 上上 吉 小 野 川 宇 源 次。 

花 斑 方 上上 吉 小 勘太郞 次」 上 玉 川 千 之 丞. 橋 本 平 介。 

卷軸 大和 屋藤 吉。 

〔大 阪〕 立 役 上上 吉 竹 島 幸左衛 I：  • 大和 屋 1:^ 兵衛」 上上 柴崎 林左衛 村 山 平 十 郎*樱 山」 ii 左衛門 • 瀧 一 
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1 B 本 劇 史槪^  . 

岡彥 右衛門 . 小 川 十お 衛 門」 上 山 下 义四郞 • 染川十 郞兵衛 • 竹 巾 藤 三郞。 

赏惡 上上 吉 片！； 仁左衛 E:」 上上 村. W 十 平 次。 

敵役 上上 一一 一原 十 太夫」 上 松 永 六 郎ぉ衛 門。 

親方 上上 加吉太 郞右衛 門」 上 永 島 機 右衛門。 

若 女方 上上 吉 荻 野 澤之丞 • 水木 辰 之 助. 袖蛴哥 流」 上上 西 川！： 之 助 • 加 茂 川の しほ」 上 竹 島 瀧 三 郞， 

袖； t 源氏。 

若衆 方 上上 吉 下才 三郞」 上上 出 來鳥小 三郎。 

花 車 方 上 松 本六郞 右衛門。  ， 

卷軸 お 井 半 四郞。 

京都 は 九 七 二人 中より 抽き、 大阪は 百 人中から 柚いた ので ある。 此の 兩都は 俳優が 年々 頻繁に 交替 

したので あって、 年に よって は 名優が 片寄って ゐた。 

◊ 棠 大門 屋敷の 藝評 

寶永ー 一年 錦 文 流 は 淀 屋辰五 郞缺處 事件 を 小說に 綴り-、 其の 中に 當^ の 俳優に 對 して 寸評 を 下して ゐ 


る。 役者 評判記の 作者で ないだ けに 公平 を 保って ゐさ うに 田 化 ふ。 曰く 

嵐 (三 右銜 n) が 略せば、 半 W 郞が货 を こなす。 荒木 (與次 兵衛) が 所作 をつ くせば 村 山が 項 羽 勢 をな す。 

一 I 曰 羽が 時代 事 をして 泣か すれば、 片 岡が 世話 事 をして 見物の 心 をと る。 藤 十郞が 傾城-? 只 は そな はっての 

朝夕の 飯米 を えらす も、 もし 钣に石 ゃぁリ なんとの 川 心. 尤 身動き もせずに 六 百 兩の給 銀、 齒 一枚が 何程に 

當 らう も 知れず。 山 下が 奧 家老 茶瓶の やうな 頭な れど靑 餞-; に 胡 粉 を まぜて 每 n 彩色 • 一 1? かづら 掛けて 出づれ 

ば 四十に 足らぬ 男、 素換事 させて 一 疋 古今の 上手、 過ぎつ る 物 詰に 见物 泣かす^ 妙な リ。 パ佐" はさながら 

の 武士、 彥 右衛門 もさら なリ、 又 四郞が 手代 事、 悉く 書き つづ くれば、 役^ 評判記 に似てう たて。 いづれ 此 

の 地の 舞臺を li んで 一 枚 看板に のる に、 一人 も あだなる はなし。 あやめ は盛リ 少し 過ぎ たれ ど、 愛らし ぃ藝 

の 仕 やう さりと は 上手 也。 辰 之 助 はなめ 過ぎる というて 叱る 人 あれ ど、 舞臺の 手に入った 故な リ。 吉三郞 (大 

和 川) は 末 たのもし。 千彌が 巧者 さ、 野し ほ はさながら のい たづら 女、 よき 人の 敎 へた ゆ ゑ か、 一 さし 舞 ふ 

所に よいと ころお リ。 瀧 三 は 人の ほれる 藝の しゃう。 千代 之 助 は 京の 掃 部に よく 似たり。 藝に心 をつ けたら 

ば * きつい ものに なるべし。 

簡約な 記述ながら、 著名な 俳優なら びに 前途有望な 靑年 俳優 を 語って、 よく 肯繁に 中って ゐ るので あ 

る。 更に 代表的 俳優 五六に 就いて 說 くこと 江戸の 如くに する。 

一 日本 演劇 史槪^ 
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三 右銜門 大阪に 於て 太夫 元 卽ち座 本と して 成功した もので、 前の 準備 時代から 非凡の 技倾を 

示して ゐた。 得意 は 六法 振出しで、 棠 大門 屋敷に 詳述して ある。 元來 役者 風で なく、 すなほで 大盡の 

人相で あつたが 爲に、 c: ら 耽溺の 途に 歩み を 寄せて、 西 鶴の 好色 二 代 男に 三樂と あるの は 此の 人の こ 

とで ある。 實事ゃ 武道 打 物 は 不得手で あっても、 上方 人に 喜ばれて、 元祿 三年 五十六 歳で 歿した。 子 

が 跡を嗣 いで 二 代 目と なった が、 これ も元祿 十四 年に 四十 一 歳で 歿し、 後 は 其の 子が 三代 目と なって 

同じく 座 本 を 勤めた。 

<> 荒木 與次 兵衞 道化方 荒木 與 五郎の 子に 生れた が、 武道の 達者、 手 負の 元祖と して 仰がれた。 そ 

れで 拍子 事に 長 じて ゐた。 出演した もの は 中將姬 • 愛護 若 • 夕霧 一 周忌 • 非人 敵 討 • 御 党 前 敵 討 位が 

知られて ゐる。 晩年に は藝が 古風に 過ぎた とい ふが、 嵐に 次ぐ 成功者と 目され て、 元祿 十， 三年に 六十 

四 歳で 歿した。 

◊ 非 人 敵 W 

與次兵 衞が手 負に 扮 して 大成功 をした 此の 狂言 は 福井彌 五左衛門の 作で、 後の 元 文 元年に 出た 敵 討 

襤樓 錦の 原作で あり、 繽 狂言の 最初の 作 だと 誤認され たが 爲に 著名で ある。 二 #繽 が IS 形で、 色大 

鑑に 非人 物語 三番 續と あるの は 西 鶴の 記憶 違で はない かと 思 ふ。 但 原作の 筋も俾 はらす、 ゎづ かに享 


保 八 年 姉 川 新 四郎が 演じた 時の 緒 入 狂言 本 を兑る だけで ある。 これ もま だ 世に 知られて ゐな いので 荒 

筋 を 記す。 恐らく 原形に さう 逮 はないで あらう。 二 ^緩と あっても、 报 落しの 幕 は 度々 落された と： ：3^ 

えて、 場面 は 幾度 も變 つて ゐる。 

〔上 卷〕 第一 場 作 州 山 藩士 须藤 六郞 右衛門 は 耝下彥 坂せ し 六の 妹お ろく を 妻に 貧 はう とする。 おろく の姊 

は 同 藩 春 藤次郞 右衛門に 嫁ぎ、 おろく は 其の 弟の 次 兵衛へ 話が 始 つて ゐる。 须藤は ® 六 を 伴って 次郞右 

衛 門 を 尋ね、 緣談を 斷られ る。 そこへ 次郞 右衛門の 家 來が駔 けて 來て、 おろく が 物詣の で須 藤の 家來 に 

襲 はれた。 辛うじて 伴れ 歸 つたが、 傍輩が 殺された とい ふ。 次 郞右衛 i: は 押 取 刀で そこ へ 急ぐ。 

第二 場 須藤 は拔六 と共にお ろく を^ ひに 入 込み、 见っ けられて 次郞 右衛門の 父 介 太夫に 深手 をね はせ て 

逃 去る。 介 太夫 は 次兵衛 おろく に 堅めの を させて 落 入り、 次郞 右衛門 は 次 兵衛新 七の 兩弟 と共に 其の 場 

から 敵 討の 途に 上る。 

〔ド 卷〕 第三 場 和 州 郡 山 次郞 右衛門と 乳兄弟の 折 井茂 右衞 門が 郡 山に ゐた。 次 兵衞は 訪ねて 來て、 その 家 

に 川 入し、 日夜 敵の ありか を搜 して ゐる。 敵 須藤は それと 知らず して 來り、 折 井の 組頭 加 村 某に かくま は 

れ たいが 話 をして くれと 賴む。 折 井 は 加 村から 歸 ると、 次兵衞 にす r に 立 返け とい ふ。 折 井へ 出入の 味 |« 

屋 八兵衞 夫婦 は卷藤 家に ゆかりの ある 者で あつたが、 怨んで 拾 を 折 井に つける、 折 井が 傘 を 開く、 傘に は 

須藤六 郞右衞 門と ある。 

1 日本 演劇 史槪； 說 
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1 B 本 演劇 史概說  . 

笫四場 大正 寺 墓 原 次 郞右衞 門 は 新 七と 共に 非人に 身 を やつして、 大正 寺の 墓 原に 小屋 住居 をして ゐる。 

1 日 新 七が 兄の 藥 買に 出た 後へ、 加 村 は 同 藩士 高巿武 左衞門 父子 を案內 して 来て * 賣附 ける 刀の 試 切 を さ 

せようと し、 次 郞右衞 h: を んで命 所望の 山 をい ふ。 本望 成就まで^ 豫を とい へ ど、 加 村 は 疑って、 さら 

ば 刀 を 見せよ とい ふ。 「御覽 じつ けらる >t 通、 人口 をし のぶ 身 なれば I 竹 杖に 仕込 罷 4^ る。 うさん に S 召 

さば、 これ ごら うじ ませ」 とす 


4 

3 


るりと 拔き 「靑江 助お ようきれ 

まする」 と 突き かける。 高巿等 

は諾 して 歸る。 加 村 は 其の 夜須 

藤 と ^ 六 を； if いて 次 郞 右衞 W: を 

襲 ひ、 散々 に 切 散して 逃げる。 

これが 譜を 傅した 手 負の 場で 

ある。 次 郞右衞 門が 苦む 虚へ新 

七が 歸リ、 高巿 親子 は 次 郞右衞 

門に 食 槊を與 へようと して 來て 

加 村の 不^ を 愤リ、 附人を 自分 


、头 


き 拳ぎ 丄き L ぽ 1 


f  舞き 1- 

蚤, ，ま 禱 零.. 

一？ kt 一  B) リさー も 爹ヤ  1 

p^yif^r  .  n  . -.  .  f  ,,  3 ソ . き f 

グ 


i^  s. きい 」 


京 

ニー 

の 
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の liei 敷に 伴 ふ。 

第五 場 平癒した 次 郞右衞 門 は 

新 七と 共に、 高 市の 手引に よつ 

て须 藤と せし 六の 竹 を 打取 リ、 め 

でた く 本 地に 立ち か へ る。 

荒木 與次丘 ハ衞が 常 初の 扮裝 は、 病髮 

で、 隨分黑 々と 油 をつ け、 額に も 白 


一/ ひま f  -、 人 

一 や もき 篁め 

.講奏奏， ..；ゾ- 


、ま 


グ . 

> ター 


上 


粉 を 濃く 塗り、 衣裳 は 小袖の 無地  一；^ 


入.^ M../;f っ- 


，- ?5 


，や 


」^ 


の大鹿 袖に 紅 絹裘、 花色の 丸ぐ け帶 

を 前に 結び、 乎 足 も隨分 白く して ゐ 

たとい ふ。 (佐 渡 島 日記) 大きに 派手 

な ものであった。 手 負 場の 懐 慘な場 を觀赏 したの は、 怖い もの 見た さの 人の 情で、 殺伐な； S 風が 遣存 

した 結 ra^ では あるまい。 

◊ 坂 田 藤十郞 

1 n: 本 一 ^劇お 槪； お  • 
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1 日本： 奴 劇 史槪^ 

元 綠 時代 上ガ 第一 の 名優と して は 何人も 異論な く 指 を 此の 人に 屈する。 少年 時代の 修養に 關 しても 

詳 かに は 傅ら す、 四 卜 歳 以前 は 多く 大阪の 劇場に 出勤して、 夕霧 狂言 • 瀧 口 狂言に は 好評であって 

も、 叫 トー 歳の 時に 位附 はま だ 中であった。 それが 元祿に 入って 京都に 出る に 及んで 次第に 名 聲をぁ 

げ、 同 十 年に 上上、 十二 年に 上上 吉に 上った。 他の 俳優に 比して は遙 かに 後れて 五十 三 歳に して 始め 

て 立 役の 上位に 立った ので ある。 元祿に 入っての 好評 は當 代の 名作 家 近 松 門左衞 門と 提携して、 此 

の 人に よって 己れ の 所長 を發 域すべき 仕組 を 得てから のこと であった。 藝風は 寫實に 立脚して、 誇張 

ヒ よる 虚名 を 喜ばす、 確に 時流に は 卓越して ゐた。 濡事師 の 開山、 傾城 買の 元祖、 至り 大盡 と稱 へら 

れて、 餘 人の 及ばない 技 を もって ゐた。 略が 殊に 至妙で あつたが、 短所 は 前置 やせり ふが 長くて、 彌 

生の 鯽の 如くに しっこい と. S ふ 評が あり、 少し は學 問が あって 作 も出來 たので、 相手の^らない 故事 

を 引き出して 迷惑 を. かける とい ふ 非難 もあった。 けれども、 これが 京都 人に 迎 へられた 處で、 坂 m と 

-S へば 絡對 無上の 役者と して 稱譽 した。 天性 大様で 五分 もす かぬ いでたち をして 出る のが 觀衆を ひき 

つけた。 兩 刀を帶 した 姿 は 到底 評價に 値すべ くもなく- 厭 ふべき 癖 も 見えた とい ふ。 さも あれ 一世の 

名人 は 彼であった。  ， 

當り藝 は 夕霧 劇の 伊左衛門 を 第一 とし、 次いで は 五十 三 歳の 時の 傾城 怫の 原の 梅 永 文藏、 五十.： ハ歳 


一 136 


の 時の 倾城壬 生 大念怫 の 高遠 民彌 であって、 どれ も濡と 略と ロ說 とに よる 成功であった。 寶永 元年 五 

十七 歳の 時に 伊左衛門 を 勤めた が、 伊勢海老で 散々 夕霧に あてこすり、 わが 女房の 怨靈が 出て 恨 をい 

ふ處は 他人に 捌かせて、 自分 は あちこち 逃 廻って、 手 を 合せて 念怫 をい ふだけ です ませ、 其の後 揚！ Hil 

へ來 て、 親の 伊兵衛 だと 氣づ かす、 これ は 取 上 婆 か、 腹の 子 は 左衞 门 が 跡取ぢ や、 せい 出して 生ま 

せて たもと 挨拶す る 可 笑 味が あり、 傾城の 萩 野と さまぐ の ロ說の 所があって、 起請 を 破った 腹 立 

に、 阿波 屋淸 左衞 門と 談合す る 手く だ を 見せた。 これが 夕霧 釗の原 筋 だら うとい ふ。 

◊ 傾城 佛の原 

中 村 七三 郞の倾 城 淺間嶽 が、 滿 都の 人 氣をぁ つ めた 當 時の 藤 十郞の 苦心 は 容易なら ぬ もので あつ 

た。 ，：：： 分 は 都 座の 座 本で も あり、 一身の 休减は ともかくも 都の 名に も 係る ことと 大いに あせった。 近 

松の 「上京の 謠初」 を 出しても 請けす、 次いで 「倾 城江戶 櫻」 を 出して、 三 都 三 様の 廓 を 兄せ、 江戸 

歸の 水木 辰 之 助に 高 尾 を 演ぜし め、 藤 十郞が 買手と なって 張 合って 見た が、 評 1： が 思 はしくない。 盆 

狂言に 「一 心 二 河 白 道」 これ は 淸玄櫻 娘で、 時代と 世話との 中間 をい つた 戀愛 物、 御家騒動 物ば かり 

が 行 はれる 此の 時には 珍しい 趣向で あつたが、 さう 人々 に 喜ばれない。 近 松 も 持て 餘 したが、 翌 十二 

年の 初 狂言に 「倾 城佛の 原」 を 出す と、 二 年 以來の 不入を 取 返して 好評 嘖々 であった" 廓 場の ある 御 

1 日本 演劇 史槪^ 
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1 n 本 侦劇史 概^ 

家騷 動物 の標 木と も兑 る べき 作で あれば、 北ハ の 梗概 を 紹介す る。 

〔4 ルー〕 越 前 國守梅 永 家の 總领 文藏は 三國の t 一女 奥州に 耽リ、 次いで 撞木 町の 今 川に 馴染んで 一子 を舉 けて 

引取って ゐる。 浪人；； 介 太夫 は文藏 の弟帶 刀に 一 味し、 文 藏 の 遊蕩 を あばいて 大 殿に ヤ； 一 放させる。 _5 ^魄し 

て 紙 衣 一 ^ にせ； 1 笠 姿と なった 文藏 は、 月： S をして ゐる展 敷に 入 込み、 手水 鉢と 違 へられて 樣々 の： 笑 

味が ぁリ、 ^-..^^げ，£-に落した文束のほしさに身の上話をして奥州とそこで^<^"する。 許嫁の 竹 姬が來 て 嫉妬 

の？ r か ぁリ、 帶刀 一味が 追って 來 るが、 正義派の家老-5*^月に斬立てられて逃げる。 

〔^二〕 介 太夫が 大殿を 殺し、 帶 刀が 領主と なる。 文藏は 親の 敵 討 をな す爲、 一子 を 今 川に^ けようと 虚無 

^となって 三國に 行き、 今 川と 散々 に 口 ^をす る。 今 川 は 抱 主の 新兵 衞に ほれられて 年季 證文 を赏 つて ゐ 

たので、 ££して示した^|から、 介 太 失 は 今 川の 父と 知れて 悲しい 別れと なる。 こ  > "が 泣かされる。 今 川が 

子ども を つれて 父を訪 へば、 敵と 違へ て 子ども を 斬る。 そこ へ 文藏と 望月が 忍 入って 介 太夫と 戰ふ。 今 

川が かけ 寄って 止める 虚へ、 帶 刀が 入リ來 る。 介 太夫 は 之 を 刺殺し、 文藏の 手に かからう とする。 文藏は 

むね 打の 腐 似 をして 許す。 

東 山に 杏 はき 阿 彌陀の il 帳が あり、 竹姬 奥州 今 川が 音樂の 役人と なって 供養 をす る。 

極めて 兑せ 場の 多い 狂言で、 文 藏は藤 十郞、 奥州 はお 井 左 源 太、 今 川 は 霧 波 千壽、 竹 姬は上 村 吉三郞 

介 太夫 は 藤 川 武左衞 門、 帶刀は 三 笠 城右衞 門、 望 は柴崎 林左衞 門 で、 大きに 乎 揃であった。 道化に 
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は 金子 吉左衞 門 も 出た.' 後日と 稱 する 続篇 物の 二つの 作 も 好評で、 藤 十郞は 此の 收益 によって、 獻場 

附近に 口 九 問 半、 奥行 三十 問と いふ 大 邸宅 を 賈 入れた。 近 松 も 得意であった らしい、 ^is? の天妓 

の 巾へ 此の； 部分 を^ 人れ た。 

ハ ヰの 藤ト郞 佛の 原の 時の 藤 十 郞は藝 の最！ 5 時であった。 元祿十 年の 倾城壬 生 大念怫 は 御 家 

P 動物の あらゆる 趣向の 成と も： in すべき 狂言であって、 藤 七郞は 相變ら すの 技 を 見せた だけで あつ 

た。 寶永 三ハ 牛に 人って は见 病みが ちで、 翌四 年から 舞臺に 出た が、 もう 還暦に 達した 彼 は、 rt: ら覺 

つて、 伊 左 衞門扮 装用の 紙 衣 を 大和 山 左衞 門に 讓り、 五ハ 巾に は 狂言の 中に 「おれ も 前方 は Hssi で 女 

郎狂 ひもし、 勘 常の 身と なって は古粕 買と なったり、 紙 衣を费 て夜釆 ことなったり、 第 をす り 相の 山 を 

諮って 人の 門に も 立った」 と问 顧した。 古賴 は 壬 生 大念怫 の 高遠 2^ 部、 紙 衣 は佛の 原の 梅 永 文藏、 

n の 山 は^ 左銜 門の ことで、 自身で も 此の 三役が 得意で あ つ た。 此の 十月 彼 は 夕霧の 一 世 一 代 を？ 如 

じ、 翌六ハ 半.：'  一 n  一  口 今日から 顔 兄 骨 狂言が 始まる とい ふ 日に 殁 したつ 享年 は六ト 三。 

>  17 1、— ド 三 i 盯 HJ 

く  t 1 ノ 1 rz  ^  P 

脇 十 郞を向 ふに ま はして 座 本と なり、 堅 K た藝風 を 以て 終始し、 御家騒動 物の 正義 派の 袖 を 勤め 

て 成功した 人で ある。 板 しも g; 意で なく、 大 をしても 藤 卜 郞には 劣った が、 武道 事で は 勝れて、 

1 ロ本：：^劇史槪！^;^ 
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1 n: 本：.^ ま 史槪說 

濡も相 常に やれた。 寶永 元年 京 右 衞！： と 改名して 京都に 极 據を据 ゑ、 近 松 も 此の 人の 爲に^ を 執つ 

た 0 藤 十郞の g« 後は雙 びな き 老熟 者であった。 作 も 京 雛 形 (元祿 十二^) など  一 二あった。 

山 下の 他に- M の藝風 をつ いだ 大和 屋甚 兵衞が あり、 實 方に は 柴崎林 左衞門 . 中 村 四 郞五郞 •  S 林 叫 

郞右銜 門 等 もあった が、 ^略して 悪の 

<> 片^ 仁 左衞門 を 紹介す る。 始は藤 川 伊三郎と て 三味線 彈 であった が、 中年から 役者に なって、 

まづ 敵役に なり 元祿 十三 年から 大阪 の鹽屋 座の 座 本と なつてから 立 役と なり、 元祿 十四^ 十 一 パ から 

實 惡に轉 じた。 聲 はさう 立たなかった が、 大男で 面體が 凄じかった とい ふ。 敵役と して は 石 川 五 右衞 

門 や 滔^ 意 子、 實惡 として は 宿 無 團七ゃ 平 親王 將 門が 迎 へられた。 惜しい ことに 享保 元年 W 卜 §： 歲で 

歿した。  . 

◊ 藤 川 武左衛 門 

延寳六 年の 十： ： 今 役者 物語に 富士川 武左衞 e: と ある 人で、 元 祿 俳優 中 第一 の 長 壽^、 負 享の顷 に はも 

う 一 かどの 武道 方であった。 大昔で 面體 にく/ \ しきに 顧みた ので あらう、 元 祿 の 中年から 敵役に 轉 

じ、 十二 年の 怫の 15§ の 浪人 介 太夫 は 好評であった。 十五 年刊の 役者 二 挺 三味線 は 評して 「略 を かねて 

の惡、 惡を こめての gr 目づ かひ 思 入れ 身 板 立 振舞が 功 者」 といった。 寳 永に 入って は .：|2!|^^ の 問 山と 
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稱 へられて 上上 吉に 進み、 享保四 年に は 八十 八 歳 Q 高齢で あつたが 10 明らかに 耳 さとく、  -M は 3 お を 

かみくだき、 力 入に 越え、 足 達者に 食 滞らす、 音 聲强く 遠 昔 さし、 たて 人り 丈夫に して 舞臺に 一 ばい 

ある やうに、 藝大 ばに して …； 」 と 評判記に 記した。 同 六 年の 評判記に は 位附を 極上 上吉 とした J 但 

飾り物 极ひ にされ たこと は 持 役 だけに 出勤した と あるので 知られる。 同 七叫 年に 至って 歿した。 勿 驚 

年九ト 八。 

此の 他 近 松の 作に あまた 度 出勤した 敵役に は 澤井藺 右衛門 • 三 笠 城 右 衞門等 もあった が贫 略して 若 

女方に 移る。 

《：£ 時 最も 多 人數を 要する もの は 若 女方であった。 それ は 御家騒動 物が 喜ばれて、 中の 卷に廓 場の あ 

るの が惯 例であった からで ある。 若殿に 許嫁の 姬が あり、 實 妹が ある ことに 仕組んだ のが 多く、 廓 場 

では 當の 遊女の 外に 一 一三の 朋軍も 出す 必要が あり、 正義 派の 人達の 女房 や 娘 も 出す とい ふ 仕組の 多 か 

つた 爲 であった。 

◊ 水木 辰 之 助 

大阪の 座、 王 大和 屋 兵衞の 甥で、 傾城に 扮 する ことが 得手。 元祿四年十^^歲の時、 有 馬の 藤 を 勤め 

て 好評で あり、 翌年 江戸で 此の 狂言と 槍 踊と が 請けて、 其 角 をして 「煤 はき や 諸人が まねる 槍 踊」 と 

1 日本へ W 劇 史槪？ 3^ 


江戸に 


1. 


方 

屏 


詠ぜ しめた。 同 八 年 京の 早 4^;! 座に 於 

て 藤 十郞と 一 座し、 近 松の 作 「今： ま 

氏 六十 帖」 の 殿の 妹姬 となり、 猫の 

所作に 評判 をと つた。 舞 も 扪子事 

も、 身 を こなして W 心 人 をす る こと も 

巧な 爲に、 餘 りに Ki がう つり 過ぎる 

とい ふ 難 もあった。 の 卜 近 松 

の 「水木 辰 之 助錢报 舞」 これに もお 

馬の 藤が 仕 机んで ある- « ^の を 勒 めて 


M なお- け 


年 五 百兩 とい ふ 高給で、 人の 耳を欹 たしめ た。 同 十 年の 「七變 化」 以後上方に，1^まって 

鬼に 下らす、 女方の 開山と いふ 名 をよ そに、 寳永 元年 廢 業して、 大和 屋宇 左衞 e: と 改名し、 延，： ：：-ニ たや 

に 七 七三 歳で 歿した。 

辰 之 助の 外に 遊女に 扮 して 勝れた 者に 霧 波 千壽が あり、 袖 崎 いろはが あり、 3S 井 左 源 太 も あり、 淺 

尾 ト次郞 • 袖 崎哥流 • 荻 野 八重 桐が あって、 天性の美貌と藝の習熟とにょって遊女にも姬^：；にも^女 
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房に も 技 俩を發 したが、 一 ^ を 代表す る もので ない。 而 して 特に 說き？ i すべから ざる は 

◊ 芳 澤 あやめ 

である。 彼 は 近 松の 作に 出勤した こと は： 兀祿六 ハ牛坂 出 山 下が 萬 太夫- M で顏を 合せた 時 だけで、 北 ハの後 

は 山 下座の 立 物と して、 最も 修養が あり 含 紫が ある &藝 者と して、 當代若 女方 中の 15^ 一人^で あつ 

た。 幼時 具 さに 艱_ せして、 若衆 ガ から 立 役に、 更に 若 女方に 轉 じたの だが、 1 兀來 篤！： ^ で、 m わ 慮に 富ん 

でゐ たので、 藝に 品位が あって、 愁歎 も 巧、 元 fi の 末年に は 澤之丞 辰 之 助と 合せて 三 幅 對と稱 へられ 

た。 然るに 寶永 元年に 澤之丞 は 四十 九 歳 で^し、 此の 年 辰 之 助 は 三 4- 二 歲で轉 業し、 自ら あやめが 若 

女方の 初頭に 立つ ことにな つた。 正 德三ハ やの 役者 評 刺 記は與 ふるに 極上 上吉の 位附を 以てした。 ハ牛功 

によらす 技； f の眞惯 であった の だが、 正德 五六 年の 交、 w び 立 役に 轉 すると、 鰻屋が 位牌屋 になった 

と 評せられた。 悔いて 八 年から 元の 若 女方に かへ つて、 極 無類と いふ 位を附 せられ、 晚华は 大阪に 居 

つて 享保 十四 华に 五十 七 歳で 歿した。 此の 人の 藝 道に 關 する 談話 を窗 留めた ものに 「あや 革」 I 卷が 

ある。  - 

◊ 金子 吉左衛 門 

^化 方の 代表者と して 此の 人を說 く。 元 綠 六 年 萬 太夫 座の 佛母 摩耶山 開帳に 阿呆 役 を 勤め、 その後 

1 n 本 演劇 史槪； 耽 


一 ロ本演劇史槪！^^  ^ 

お， f  くづ 

殆ど 共の 座附の 如くで、 近 松の 作に 毎度 出勤した。 元祿 4 '二 年の 評判記 鋸 末に 「よりくて に は f;^ の I 

片言 交 くら をい ひ 散し、 あどない ロ釋 おもしろし 面黑し …… 柏 子 惠 踊 もよ し」 といった。 1!1： ^の：： 三 

^線に は 道化の 開 山と た、 へ、 近年 狂言 を 作られる が、 自分の 役 を 第一 に 立てる ので 云々 と 記した。 

元 來座本 を も 勤めた 金子 六 右衛門の 弟子で， 劇道の 內外雨 面に 通じ、 作の 方面に も. 長け てゐて 「坂 田 

殿の 付 もの 狂言 作りの 骨頂」 と 記した 評判記 も ある。 佛の 原の 「後日 龍 女が 淵」 の 如き は 明かに 此の 

人と 近 松との 合作であった" - おろかで • どんで • すねうて、 のこる 方な き 名物 揃、 たわけ • うつけ • 

ふぬけ • 鼻毛 を 一 つに 合せた 萬 能 道化 丸、 き.^ がよう て、 あたって」 ともあって、 ；： 几 fi ト 六 年の <3 三 

味 線に は 「無類 極上 三 ケの津 の 上 もり 御 阿呆 樣」 と 最大 級の 評語 を與 へた。 近 松と 合作した こと は 評 

刺 記に 遷出 るが、 どれが それ か 明記して あるの は少 い。 正德に 入って 立 役に 轉じ、 享 保に 入って は大 

阪に 勤めて、 其の 十三 年に 歿した。 晩年 は 振はなかった が、 此の 人が 藤 十郞を 主にして 《=E 代 名 俊の 逸 

話 又は 藝談 を記錄 した 耳 塵 集 は 極めて 尊重すべき 書で ある。 

若衆 方 はま だ 人氣を ひくべき もので あつたが、 親 仁 方 は 寺の 和尙、 物の 師匠、 遊女： の •：：：， 主、 n 赌 

取、 花 車 方 は繼母 • 後窒 *局* 遣 手 .5^ 母 等 いづれ 甚 ばれない 役 を 引 fi けた もので、 これと いふ 名人 


もなかった。 いや 觀 客が 計算に 人れ て くれなかった、」 それでも 花 車 方に 小 勘太郞 次と いふ 上手が あつ 

たこと だけ はい ひ 添へ てお くつ 轉 じて 當代 上方 劇の 作者に ついて 說く。 

◊ 當代 世相と 劇作家 

元祿 時代の 觀 客が 如何に 歌舞伎 劇 を 喜び、 叉 如何に 俳優の 技倆 品隨に 與^ を^し たかは、 ハ牛々 役者 

評判記の 刊行され たこと でも 知られる。 か k る 時代の 劇作家の 勞苦は 現今に 幾 倍す るで あらう. - 何と 

なれば 今の 如く 興行すべき 座の 豫定 なしに 執峯 して、 豫め 良否 を 世 問に^ ふとい ふこと は 出来な かつ 

た。 すな はち 此の 時代に はレ I ゼ ドラマ は 作り出す ことが 許されなかった。 而 して 折 €： 番き 上げた 物 

も 時に よって 俳優に 加箪删 訂を强 ひられた。 此の 事 は 今 も 行 はれる が、 元祿の 昔に あって は、 今の 如 

くに 直ちに 取って 劇化し 得べき 小說も 無く、 講談 もな く、 隨 つて 芝居の：： お 構 は 一 に 作者の 案出に まつ 

のであった。 加 ふるに 觀 客の 敎養 程度 は 極めて 低かった ので、 過去の 英雄の 事蹟 も 之 を元祿 化して 始 

めて 迎 へられた。 深遠な 想 を 含む ものの 如き は 到底 理解 せらるべく もない。 經營 も 俳優 も 觀容も 相 

共に、 劇を娱 樂機關 だと 思 ひ、 これによ つて 心を淨 化せし める とい ふが 如き 嚴肅な 態度 をと る こと は 

知らなかった。 か k る 時代の 作に 崇高 味 や 雄大 味の 索め 得られる 箸がない。 人格 描 寫ゃ觀 察^の 精趟 

や、 劇化 手段の 巧妙 を 示す 位の こと は出來 たで あらう が、 一世 を 擧げて 肉 體の歡 樂を追 ふに 急で あつ 

一 本 演劇 史槪^ 
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I  口 本 演劇 史槪說  , 

た翻廢 時に、 どうして 興！： 的氣 分の 充ち滿 ちた 劇が 喜ばれよう。 遊里が 兑せ 場、 乎の 落魄した^、 

すな はち 略が 見せ場、 どの 作 もく 御家騷 動で なければ、 心中 物 か簽； ^物、 稀に 喜劇 風な もの も 出た 

が、 それ は歡迎 された と は 認められ すして、 飽くまで も糜觸 式の ものが 迎 へられた のであった。 どの 

作者 も 此の 風潮に 隨從 しなければ 立てない 時代であった。 

かの 赤 稼 義士の i$ 蹟 はいれに！ 瑠璃に 作られた が、 政府の 干涉を 恐れて ありの ま. - ではなかった； 歌 

舞 伎 は  一二の 作に ほんの 句 を帶び させた だけであった。 もしも 彼の 勇ましい 事件が 續 出したなら、 {：! 

も 之 を仕飢 むこと を 禁止し 得なかった であらう が、 天下の 耳目 を聲 動せ しめる 程の 快擧は W び 無 かつ 

た。 而 して 貨幣の 改禱は 次 1$ に惡質 に墮 して 行く 時代で、 人々 は 耽溺に 興味 を 感じて、 资 蔬の倾 くこ 

と を 意と しなかった 時代であった。 廓 場が 劇に 作り 込まれる の も 蓋し 當然 であらう。 

其の 代の 出 來事を 仕^んだ 物卽ち 世話物 は、 淨 瑠璃に あって は 元祿の Ij^ 末^に 起った が、 歌舞 仪に 

あって は慶 長よりの ことで、 當代 にあって は 別に 珍しい ことで 無かった。 伹 しそれ は 市井の iEiji- 件 だけ 

で、 權 門高» や 時の 政治に 觸れた • は 一 切 仕^む ことが 許されなかった。 隨 つて 大 がかり な 化， まに は 

世界 (時代) を 過去に 取る 必要が あった。 近 松 を 始め 當 代の 作者 は 世人の 熟知す る義經 や^ 我 兄^ 以 

外に、 上古 以來の 偉人 傑士 を 主人公と して 仕飢 むこと は淨 瑶璃 の 如くに した。 けれども 常時の 觀衆は 
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それが. s&s: に 八：： する や 否や を ii: ふ もので なく、 風俗 習 用語 等の 上に 錯誤が あっても、 之 を 非難する 

はなく、 劇に 向って 故實 詮議 を爲す ものの 如き は $i 無であった。 ょって曾我兄^^-を描き出すにも、 

義經辨 慶を寫 すに も、 遡って は 鎌足 や 人 鹿、 降って は 今 川 了 俊 や.^. 杉 謙 信 を も 常 盤 を も 16 を も 一切 元 

^！人の心情を有するぉとして扱った。 隨 つて 類型の 人物 は 各の 作に 頻出した。 換言すれば、 名 は 2_ ；ハ る 

が、 同一人物が 各の 作に 出た。 比較的 肉 出な 救述を 許されて ゐる S: 瑠璃に 於ても それであった。 況ん 

や 俳優に 分業の 行 はれて ゐた 歌舞伎に 於て を や、 これに 類型の 作、 類型の 人の 多く 出る の は 避け 得 ざ 

る こ とであって、 我等 は 今の^の レ ー ゼ ドラマ を兑る やうな， ゆ 一度 を 以て、 近 松 以下 常 代作.： 鬼の 作品に 

臨んで はならぬ ので ある。 

◊ 富 永 平 兵 衞 

近 松と 雁行した 作者 だが、 作 を 標榜す る こと は 此の 人に 起った。 それ は延寶 八ハゃ だが、 綺人 狂言 

本の 刊行 は 元 祿の屮 年から 漸く 盛んになった ので、 此人 にどれ だけの 作が あつたか 詳には 知り 難い。 

娘 孝行 記  元祿 i! 年 都 一お 太夫 座 

鹿 島の 1§ 女 石  Ei; 上 1:^ 

武道の 達者  六た や M  C 平 山 IK 後と 合作〕 

1 n 本 演劇 史概說 
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日本 演劇 史槪^ 


五 道冥官 

日本 月 蓋 長者 

丹 波與作 手綱 帶 

業 平 河内 通 


同 七 年 

同 上 

同 上 

同 上 

同 九 年 


同 


村 山 平 右 衞門座 

都 萬 太夫 座 

嵐 三 右衛門 座 

此の 八 作 だけ は 知られて ゐる。 娘 孝行 記. 武道. 丹波與 作の 三 は 御家騒動 物で、 それに 敵 討 を ffi した 

のが 五 道冥官 ぶー 熊 野 山、 河 內通は 大時代 物、 月 蓋 長者 は說經 系統の 靈驗 物で、 廓 場 は 熊 野 山^ 帳に 见 

える だけで ある。 隨 つて 傾城 買 を 特技と する 坂 田 藤十郞 はかって 一度 も 此の 人の 作 を 演じて ゐ ない。 

此の 人の 出身地 や 職業 や 日常生活 等に 就いては 何の 傳 ふる 所 もない。 座が かりの 踊が 上手 だとい ふ 記 

事が あれば、 多少 帮 間に 近い 所行 もあった ので あるまい か。 作に や \ 人情味が 乏しい。 五^ 冥 官の如 

き は 御 家 物 敵 討 物で、 武士の 義理 立 を も 取合せ て 三番 綾 九 場に 作って あるが、 やはり 此の 憾 がっき ま 

とふ。 た^ 日本 月 蓋 長者 だけ は 此の 弊より 脫 した 佳作で ある。 

◊ 近 松 門 左衞門 

天分の 高い が 上に、 擧 識が豐 富で あり、 當 代に 稀な. IviHki であり、 加 ふるに 人^のに 酸に 通じて、 


何人に 對 しても 同情の 眼 を 向け 得た 此の 人 は、 天が 當 代に 與 へた 一大 劇作家であった。 此の 人が 幾 歳 

の 時から 演劇に 關 係した か 明かで ない。 恐らく は 二十 四 五 歳 頃からで も あらう か。 都 萬 太夫 座の 爲に 

藤壺の 怨霊が 藤の 花から 大蛇に 化する 趣向 を 立てて 喝采 を 博し た こ と は 古今 役者 大全に 兒 えて ゐる 

が、 彼が 何歳の 時の Isil- か傳 つて ゐ ない。 夕霧 名 殘の正 n も 彼の 作、 だら うとい ふ 人 も あるが、 何の 設據 

もない。 凡そ 綺入 狂言 本に 署名の ある もの か、 動かし難い 旁證の ある もの か をと つて 其の 作と 定 むべ 

きで ある。 先づ 明かな もの だけ を列擧 する J 外題の 上から 判 すれば 夕霧 七年忌が 最古で， 貞享 ニ年此 

の 人 三十 三 歳の 時と 認定し 得る。 但 今遣存 する 狂言 本 は、 其の 役者 附 より 判 すれば、 元 祿4. 年に 興行 

した 時の ものと しなければ ならぬ。 よって 之 を 一 一つに 分けて 揭載 する。 


夕霧 七年忌  貞享ニ 年 

佛母 摩耶山 帳  元 祿六年 

今 源氏 六十 帖  同. -年： 也 月 

倾城 阿波 鳴門  同上 二の 替 

曾 我 太夫 染  E 上 盆 狂言 

水木-:^ 之 助^ 扱 舞  同上 十月 

1 口 本 演劇 史概 f?^ 


雍 不明 

都 萬 太夫 座 

同 上 

同 上 

同 上 
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一 日本 演劇 史概說 

姬藏 大黑柱  元； i 八 年 十 一 月 都 萬 太夫 座 

西 夜 小町  同 十 年 三の 替  同 上 

切 夕霧 七年忌  . 

大名 なぐさみ 曾 我  同上 盆 狂言  同 上 

上京の 謠初  同 十 K ヰ 初 £ 一一" 同 上 

傾城 江戶櫻  同上 二の 替  都 萬 太夫 座 

1 心 一 一河 白 道  同上 盆 狂言  同 上 

傾城 佛の原  同 十二 年 二の 替 同 上 

同、 後日 龍 女ケ淵  同上 三の 替  同 上 

同、 三の 後日 三階 藏  同上 盆 狂言  同 上 

阿 彌陀池 新 寺 町  同上 十月  同上 

御曹司 初寅詣  同 十四 年 正月  同 上 

ふ じ みる さと 

倾城富 士見里  同上 二の 替  上 

から- V- こ へんじゃ、 r 'なん レ 

同 後日、 唐 猫變成 男子 同上 三月 三の 替 同 上 
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倾城壬 生大念 怫  同 十五 年 二の 替 同 上 

M_ 後 曰  同上  同上 

同 三ノ 後日 壬 生 秋念怫 同上  同上 

みつ  . 

倾城 三の 車  同 十六 年 二の 替 早 is 

唐 崎 八景：^ 風  同上 秋  間 上 

こやす の；. N* 

吉祥天 女 安產玉  寶永 元年 十 一 月 都 萬 太夫 座 

まくら どけい 

春 日佛師 枕時雞  同 二 年  同上 

倾城金 龍 橋  同 二 年  同上 

傾城？ 右 紫  词 三年  同上 


寓目した もの はこれ だけで ある。 他に も 必す四 五の 作 は あるべく、 通計 は 三 卜 幾 作に 上る であらう。 

百夜 小町. 上京の 謡 初 (百合 若 物) 春 日 佛師は 大時代 物、 せ 我の 二 作と 初寅詣 はいふ 迄 もな く 時代物 

姬藏と 吉祥天 女の 一 一 つ はま：： 釗物 であつ て 他 は 皆 御 物に 屬 する。 

御 〔お 物と は 大名 または 高.：！； A に 生じた 事件 を 仕組んだ ものの 意で ある。 而 して 江戶^ 代に 於け る 御 家 

の出來 事と して は、 領内 統治の {に しくない が爲に 起る： t 動 一 授か、 または 繼嗣 問題に 關 しての ハサ かで 

, 1 n 本 演劇 史： 說 
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一 日本 演劇 史槪. 認 

あって、 元祿 劇に は 此の 後者の みが 仕組まれた。 それに は當主 また 嫡子の 遊蕩、 繼母 または { 猿 老の異 

圖 等が もとで、 一家 中の 分立、 弑 逆，. 毒殺. 調伏， 出奔 • 落魄 等の 1^ ふべき と共に、 良 操. 節義 .忠 死.， 甘 

眷 等の 感激すべき is! も 伴 ひ、 斬 合の 結果、 時に 奸 悪 派の 成功す る こと も あるが、 必 すそれ は 一はの 事 

であって、 正義の 光 は 一切 を 照 破して. 惡の 一味 は 減び ると いふ 勸懲 主義の ものである。 前に も 述べ 

た 如く、 人世の 不可解、 人力の 微弱 または 蓮 命の 到底 免 かるべからざる ものなる を 示して、 觀 客に^ 

想せ しめる やうな 作 は 一 つと して 現れて ゐ ない。 しかの みならす 熱烈な 信仰 を 仕組んだ もの もな く、 

某，同人の性^^が世と相容れすして煩悶苦鬪 


2 

3 


の 末に 憤死 するとい ふが 如き 作 もな く、 主 

義主 張の 爲に 一 家 一 族が 殉死 するとい ふ 作 

もない。 近 松が 旣 にこれ である。 況んゃ 他 

の 凡 購 作家 を や. - 知己 を 後世に まつと いふ 

態度の 者 はなく、 只管 觀 客の 歡迎 すべき 仕 

組に 向って 動いた ので ある。 蓋し これより 

他に 良法の ない 世で、 倾城 買の 名人 藤十郞 


 4  . . 


と I した 近 松の 作の 御 i に 廓場 の t  In  山 

の は、 ^に 怪しむ に ：3i- ら ぬので ある。 さう 

して それ は 元祿六 年に 怫母 摩耶山 開帳に は 

じ まった。 喜劇 物 は 彼の 得意と する 所でな 

く、 大時代 物 も 同様で あるが、 曾 我物 や 判 

官物は 御 家 物と 差異の ない 物と して、 仕組 

み 且つ 綴って あれば 同類と 見て よい。 總じ 

て 濡氣に 富む ことが 人の 目 を ひく、 道化 役 

のよ く 活躍す る ことが 目 を ひく、 遊女の ロ說 手管の 表裏 兩面を 見せて あるの が 目 を ひく、 各 俳優の 所 

長を觀 客に 示す 利便 も圖 つてあって、 大苦勞 人 近 松が 娱樂の 中に 敎訓 を與 へようと して ゐる こと も 目 

につく。 旣に近 松 歌舞伎 狂言 集 ニ卷が 刊行して あって、 秀作 は 湿れて ゐな いので あれば、 極概 等は述 

ベない。 

◊ 富 永 • 近 松 以外の 作者 

比較的 古い 作者 は 小島 彥十郞 • 白 石 彥兵衞 . §1： 打 治兵衞 等で ある、 要約の 主旨の 下に 左に 表に して 

1 日本：ぽ劇史槪5^^ 
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4 

5 


示す ( 


好色 傳授 

大 雜 書 

萬 歳 丸 

面向不背 玉 

日本 阿 iE 世 太子 

けいせい 蓮 川 

女人 結 緣灌頂 

石山 寺 誓 湖 

正月 吉書始 


小島 彥十郞 

同 上 

,111 石 彥兵衞 

同 上 

打 治兵衞 

水 島 四 郞兵衞 

lew  網 Irl*  S ほ- 

安達 三 郞左衞 門 

同 


元！ i 六 年 

同 九 年 

同 八 年 

同 十た や 

同 七た や 

同 十二 年 

寶永 四 年 

同 上 


早 雲 鹿 

卜 I! 今 ii 

I. さ f  -, 二 

山 1- 井 座 

同 上 

萬 太夫 座 

早 雲 座 

同 上 


此の 他 吾妻 三" パ 


同 五 年 

小車忠 右衛門 • 福 岡 五郎四郎 等に も 作が あつたの だが 明かで ない。 此の！；^ 一  次 焕發時 

代に 於て 上方 劇 は 三百 番 以上が 作られ 且つ ヒ演 された と 思 ふ。 然るに 絡 人狂霄 木の 造^す る ものが 

く 私の 寓目した もの は此 等の 他に は 十番を 超えて ゐ ない。 


三 第二次 煥發 

◊ 木 偶 劇の 展開 

新 猿樂記 その他に 見える 上代の 傀儡 子 は 細々 ながら も 傳統を 絶た す、 鎌念窒 町の 代を經 て、 江戶時 

代に 近接す るに 及んで、 劇に 參加 する ことにな つた。 すな はち これに 能 を 演ぜし めたり、 説經に 合せ 

て 動作 を 示す 具に 供したり した。 淨 瑠璃 も發 生の 當初は 琵琶に 合せたら しいが、 三味線が 渡來 すると 

これと 夫お +關 係に なり、 更に 木 偶 を 招致して、 劇の 內容を 演出させる ことにして、 俄に 大發展 を 嫁げ 

た 0 

傳 へる 處 によると、 g; 瑞璃を 三味線に 握手 させた のは澤 住と いふ 盲人、 淨瑙璃 の 曲 を 磨いて 典雅な 

平： m 風 の^をつけた 者 は 瀧 野と いふ 勾 常で、 これ は文祿 三ハキ のこと であった。 瀧 野の 門人に 次郞丘 ハ衞 

とい ふ 者が あって、 監物サ と共に 攝^ EH 呂の 傀儡 帥 引 K 某に 相談して、 淨 瑠^で 語る こと を 木 偶に 舞 

はせ る ことにした。 これが 操 芝居の 起原で ある. - 文 祿征韓 役 後 大いに 行 はれて、 淨 瑠璃と いふ 名の 山 

つて 起った 淨 瑶璃姬 物語 卽ち 十二 段 草子の 外に 阿 彌陀胸 割 (說經 ) や 牛王姬 など も 演じ 出した.' 新興 

の江戶 にも 京大 阪 にも {儿 小屋が 出来て、 歌舞伎 劇よりも 優勢であった。 

1 目 本 演劇 史槪： 說 
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一 ^！本演劇史槪；^^ 

當 時の 舞 臺は林 ri 山の 記 によると、 高さ 二 丈 廣さ數 丈と あるから、 慕 張 は 五-; ハ であらう。 縦- m 

式の 棚が 正而 にあって、 太夫 は 棚の 下に 隱れて 語った。 木 偶 も 土偶 も あり、 5?！ 女 惯俗天 仙祌女 武夫 さ 

まざ まな ものが あって 舞路も すれば 馬に も騎 り、 扇 を 擧げて 鼓 も 打ち， 矢 も 射れば 棒 も披り • 旅ゃ伞 

を さしかけ もした と ある。 叉 舟 も 動かした とい ひ、 戰 死した 者の 首と 胴と は 離れ、 狐な ど は 《^ から 火 

を 出して 見せた。 雞子は 鼓， 班 三味線で、 人形の 遣 手 は、 時々 床板 を 踏んで 褂聲 をした。 とかう ある。 

薩摩小 平 太 座が 江戸で 演じた のを敍 したの だが、 大いに 進んで ゐ たもので、 他國 から 傳習 したので な 

く、 徐々 に發 達して 來た 我が 國獨自 の ものであった。 勿論 手 遣で、 手の 五指 を 動かして 人形 を 働かせ 

たのであって、 人形に は 手 も 足 も 無かった。 今 も 所に よって は 此の 遣 風が 行 はれて ゐる。 - 

有司 は 人形の 衣裳の. 華美に 流れる の を 禁じても、 淨瑶 璃に對 して は 比較的に 寬大 であって、 歌舞 仪 

の鑌 狂言の 出た 宽文 延寳の 頃に は、 神 怫の靈 驗を說 いた 本 地 物 や、 武 男物 *戀 愛 物、 稀に は 御 (秋 物 も 

語られて、 三 都 共に 歌舞伎 以上に 榮 えた。 しかしながら 舞臺ゃ 人形の 上に 進歩 を兑 たの は；； 几 祿 に 入つ 

てからであった。 此の 時には 歌舞伎の 方に 名優が 輩出した ので、 兩 *f は 對當の ものと なった が、 人の 

肉感 を そ、 る こと は 歌舞伎の 方が カ强 くて、 記録の 上から 判 すれば、 操 芝 ほよりも はるかに^ 好に 投 

じた。 然るに 元 綠 の 末年から 享 保の 中ハ やに かけて、 名作 近 松が 歌舞伎 を 去って、 竹 木 義太夫が 近顿 
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堀に 設立した 操 芝， 居の 淨瑠稱 作者と なる に 至って、 彼我の 形勢 はー變 した" 歌舞伎 は 名優が 相次いで 

此の世 を 去り、 操 は 近 松の 手に 名作が 相次いで 出た。 近 松の 後 は 竹 m 出 雲と いふ 經營 の大ネ 者が 出 

て、 舞臺ゃ 人形の. 1.： に 新 工夫 を 立てし めて 觀客 を吸收 した。 名作 は 元文宽 保、 延享寬 延卽ち 歌舞伎 刺 

が 第 一 次煥 發の繼 に餘 力の 無かった 時代に 繽 出して、 操釗は 穴.^ 前の 盛況 を呈 した。 第一 一次 焕發と は 

此の 時 を 指す ので ある， - 

◊ 近 松の 偉功 

もし 叙述の 上に 長短の 制限が 無いなら、 元 綠 前後の 淨 瑠璃の 諸 流派 や 共の 樂風を もこ-に 說 くべき 

であらう。 しかしながら、 それ は どの 淨 瑠璃 史 にも あるので 略す る。 略しても 近 松の 提携 者 竹 本義 太 

夫に 就いては 詳述すべき であらう。 けれども 全篇 を 通じて 敍述 上の 均齊を 保た うとして は、 それ も 許 

されない。 た 三 音量が 豐 富で、 名 調子で、 人 問が 篤實 で、 一向 宗の 信者で、 生 泥 夭 王 寺 村の 百姓 五郎 

兵衞 たる を 失はなかった こと を、 貞享ニ 年に 事業家に 勸 めら れ て道頓 堀に 旅 あげ をして、 近 松の 作 を 

大昔で 語って、 筑後掾 と 受領して、 正 德四年 江戸に 綺島 事件の あった 年に 六十 四 歳で した こと だけ 

を 記して 置く つ 

近 松の 傳 記に 關 しても、 考證の 上に 立つ 博識ぶ り は 示したくない。 それ は どの 淨 瑠 3? 史 にも ある。 一 

7 
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一 n 本 演劇 史槪； 就  5 

叉 作品の 數の 多い こと を 述べて 徒に 之 を列擧 して 紙面 を 塞がう とも m 心 はない。 何と なれば、 一 册の邦 一 

樂 年表に すべてが 收 めて ある。 た ^京都の産で、 文藝に ゆかり ある 家庭で 生長し、 公 {豕 にも；^ へ、 ^ 

く 多方面の 喾も 見れば、 遊蕩 も 人並 以上に やったら しく、  二十 幾 歳の 時から 芝居に i して、 三 卜^ 

前後から 淨瑠 や 脚本 を 作った こと、 五 七 歳 頃 迄 主力 を 脚本に、 それから 以後 は 淨塯璃 の 作に 全力 を 

用 ひて、 晚年 になれば なる 程 名作 を 出して、 享保九 年に 七 卜 二 歳で 歿した、 こと だけ を説述 する。 而し 

て國 劇の 第二次 煥發を 見る 上に、 如何なる 貢献、 いな 甚礎を 完成し たかを 說くを 此の際に 於け る 必要 

事と 信す る。 

寳 永に 入って * 坂 W 藤 十郞が 老衰して 藥糾に 親んだ のが、 多年の 提携^ 近 松 を： W 花の 竹 木，： £ に 取り 

去られる 所以であった。 これより 先元祿 十-: ハ年、 近松は曾根崎新地天滿屋の抱ぉ初と平^^屋の乎代徳 

兵衞 との 心中 を淨 瑠璃に 作って 大 好評 を 博した。 從來 歌舞伎で は 幾度と なく 心 巾 物 を^ じて ゐて、 ^ 

に 珍しく はない が、 操に 取って はこれ が 最初の 世話物であった。 請けた。 作者の 風^が 想 せられた 

竹 本 座員の 尊敬 は 歌舞伎 座員のと は 比ぶべく もない 3 加 ふるに 太夫 も 人形 遣 も 作者に 向って、 加^ 删 

訂を 求めす、 如何にして 作の 內容を 十分に 發 揮すべき かにの み 努力す る。 京都の 歌舞 はもう 下り 向 

きで ある。 そ； d も 下り坂の 半に 迄 降りて ゐる。 と考 へて は 近 松 も向货 を 定めなければ ならなかった。 


赛は彼 をして 大阪に 向 はしめ た。 歌舞伎 劇は强 祭-の 末の 頼み 少泠」 が爲 であった とはいへ、 これが 歌舞 

伎と 操と が 降替 地 を 代 ふる 上に 至大の 關係を 有する ことであった。 

竹 本 座の 寫屬 作お となった 近 松 は 年々 三 の 新作 を 出した。 多ハ やの^ _i ^は倾 けられて、 時代物と 世 

話 物との 上に； I 爛な 文字が 輝いた。 構想の 妙 は 說く迄 もない。 義理と 人情との i. 突 を 描いて、 人^ 胸 

底の 琴線に 觸れ なければ 止むまい とした。 觸れ た。 一作より 一作 は 優れたと もい ひたかった。 何な 

る 天. h. も 努力に よって 一段の 光 を 加へ る。 近 松 は 努力す る 口才であった。 刺お 物. せ 我物 •  物 .ii^ 

若 舞曲 物 • 說經物 等に 新 様 新味 を 加へ て、 美しく 面白 く^り 出した。 それと 北 (に、 その^の 出來 を 

仕組んで、 世話物と 呼ばせた。 彼が 七十 篇に も途 すべき 時代物、 二十 四篇 を數 へる 世話物 は、 槪ぬ竹 

本 座の 爲に思 を 凝した ものであった。 事新しく こ. -に當 り 作 を列擧 したら、 恐らく 烦に堪 へぬ であら 

う。 中 村 七三 郞ゃ藤 十郞の 死ぬ 頃 は 近 松の 来に 油の のった 時で、 義太夫との抗ハ？！^^<-字治加贺投の^-す 

もみ ぢが りつる ぎの rt ん. ち  こもち ？  i,r ほ 

る顷も M 様であった。 柁 狩 劍本地 や 冥途の 飛脚. 嫗 山姥 等 は 此の 《nm 時に 作られた。 

筑後 嫁の 死 は 竹 本 座に 取っての 一大事であった。 座の 存 Jg 如何が 問題に なった。 筑後 嫁が 後繼 に 

と 指名した 政 太夫 は、 當年 僅かに 二十 四 五 歳で、 しかも 小 音であった。 殊に 竹 本！ 一 と對 立す る i? 竹 座 

の 頭領 璺 竹 上野 少掾は 語り 盛であった。 竹 本 座の 十 M 老中に は 政 太夫 を輕視 する ものが あった。 此の 內 

1 日本 演劇 史槪 13^ 
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1 日本 劇史 槪？^  g 

1 

外の 不安 を 一 描して、 永續の 基礎 を てて やる のが 近 松の 任であった。  一 

◊ 國 性 爺合戰 

熟達 六十 三 歳の 近 松 は、 觀客 を吸收 して 好景氣 によって 座员 並に 世人の m 心 はく を 一 轉す るに 如く は 

なく、 それに は 分り 易く、 耳新しく して、 變 化に 富む 時代物が よかるべき を感 して、 國忡爺 合 ti? を 

綴った。 日 支交涉 事件と もい ふべき もので、 父 は 土、 母 は R 本と いふ 鄭 成功 を 中心に した 此の 作 は 

舞 臺面を 支那に 取って、 我が 雰士和 藤內が 彼の 土に 武男を 示し、 マお 士の 母が 潔き 死 を 彼の 土に. おげ る 

處にカ を 用 ひた。 卽ち義 に 勇む 我が 國 民に 訴へ、 他面に は當時 伊勢 詣の 人た ちの 大阪を 過ぎる ¥^ の 多 

きに 考 へて、 太 神官の 靈驗 はよ く 猛虎 を惜 伏せし める とい ふ 趣向 を 立てた のが、 まさに  一^の 火歡迎 

を かち 得て、 十七 ヶ月の 間 輿 行を績 けた。 我が 國に 取って は、 昭和の 今日より してい ふ も .w; に 穴. - 前の 

事に 屬 する。 世界に も 類例 は 絶無 か 僅 有 かで あらう。 常時 操 芝居 は 一 n 如何にしても w 百 人の 觀容を 

要した。 これ は、 劇場 經濟 上より 見ての 最小限度で あるが、 これ を 丼-礎と しても 十七 ケぉ の觀 力.^ の 

延人員 は 二十 萬 四千 人に 達する。 當 時の 大阪の 人口 は 三 T '萬 以下で あつたが、 北 (の 三分の 二が 兑 物し 

たとい ふこと になって、 請 入れられない 話 だが、 諸 闕 より 入 込む お、 殊に 勢 詣の人 々が-ま^の 大部 

を 占めた こと を 想像 すれば、 別に 不思議で ない" 何れに もせよ 大成功であって、 竹 木 の 不安 は 一掃 


された。 座、 竹 出の 收益は 多大であった。 近 松 は 更に 乘砥を 新に してと いふ 勇氣が 倍加した。 

◊ 晩年の 近 松 

國性爺 合 戰は近 松の 作の 中期と 後期と を 劃して、 中期の 2;^ 後に 立つ ものであった. - 巾 期が 淨瑶璃 に 

力 を W ひた 期 たる こと は 前述の 如くで、 此の 期に は、 時代物が 目立って、 蘇 盤 太平 記. 天 祌記. 倾城 

反 魂 香の 如き 忘るべからざる 作が あると 共に、 丹 波與作 • 夕霧 阿波 鳴 渡の 如き 優越せ る 世話物の 作 も 

あった. - 

後期 は 想 も 老熟 渾融の 域に 達した 時で ある。 凡そ 藝術家 は 五 卜 歳 前後の 作に^ 松秀 潤の 作が 多い。 

畫 家に 兒る も、 彫刻家に 兒る も、 陶工に 見る も、 文舉^ に 見る も、 皆 同一 軌に 出で てゐ る。 而 して老 

齢に 至る もま を 絶たなかった 文擧 は、 後に して 馬 琴 *默 阿彌、 此の 二人で あるが、 二人共に 老後の 

作 は 精 彰を缺 いて、 枯淡で なければ 冗漫に 失して ゐる。 然るに 近 松の 作 は老來 ます- (-^ ふべき こと 

書 { 欲の 書の 如くであった。 さう して 享保 年代に 至って ti の權三 帷子 • 山 崎 與次兵 衞壽の 門 松 • 博 多 

小女郞 波枕 *心 中天の 網 島 • 女 殺 油 地獄 . 心中 街 庚 巾の 如き 世話物の 良 作 を 出し、 時代物に は 曾 我會稽 

山 • 井 简 業 平 河內通 • 雙生隅 田 川の 如き 忘る ベ からざる もの 幾 篇かを 出し、 作 *； 生活 四十 餘^ il の旣 

往を 追懐して、 満足の 笑 を^へ て、 其の 九^に 七十 二 歳で 殁 した。 世 は 作者の 氏神と たたへ て 今更に 

1 日本 演劇 史槪^ 


一 日本 劇 史称說  ^ 

1 

斯 人の 死 を 35 んだ。  -  I 

◊ 人形 遣の 名手 

近 松の 殁後は 座主 竹 K 出. 雲が 經 上の 大手 腕 を 1. 横に 揮って、 舞臺 上の 改善 を圖 ると 共に、 作の：： お 

構 や 執乘の 主位に 立って、 興行 上より 見て は、 長大 足の 進歩 を 見せた。 近 松 程の 天 分 はなく、 ， 班 も 無 

かった 結^ は、 數人 合作の 弊風 を隨し mz して、 遂に 屋上 屋を 架し、 人の 意表に 出づる をのみ 能 i^^ とす 

るに 至った が、 歌舞伎 劇 をして 成 を 操に 仰がし める に 至った こと は、 主として EE 雪の 力の 致した こと 

であった。 こ，^ に 人形 使用 上に 於け る 進歩の 經路を 回顧す るで あらう。 これが？ 他 劇の 展 11 を說く 上に 

取っての 緊要 事で ある、」 

竹 本 載 太夫の 門人 髻； 竹 若 太夫、 受領して 豐竹 上野 少掾、 後 越 前少掾 が當初 分離して 一 旅 を てた の 

は 元 の 末年であった。 其の！ &、 は 舞臺奥 を黑幕 か山纖 かです まして ゐた。 其の 近 具 は、 次 11^ に 金 襖 

に 化し、 數寄屋 がかり に變 つた。 女人 形の 着附 は、 紅 鍋の 表に 淺黄 裹、 せい/^ で鍮 泥の^ 込 校^で 

あった ものが、 金襴 や 緞子 や！ 1 子 や 縮緬で 造り 立てる ことにな つた。 とはいへ、 竹 木 筑後橡 が CI^ 時 

代の 竹 本 座 は、 近 松の あの 複雜な 時代物 を演 する にも、 舞臺裝 置の 上に 何の 新 ェ火も 試みす、 gi めて 

簡素な ものであった. - 幸に 三味線 方に 竹澤權 右衛門が あり、 お 山人 形の 遣 乎に 辰 松 八， ほ  1 丘 〈衞が あり、 
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立 役人 形に は吉 m 三 郞兵衞 があって 觀客 をうなら せた。 かの 曾 根 崎 心中の 如き も 辰 松が お 初 を、 吉田 

が 德兵衞 を 遣って 作 を 生かした ので ある。 それ も 突 込 手と て、 下から BE 手 を 差込み、 人形 一つ を 一 

てすり 

人で 遺 ひ、 攔の 上へ^ を 出さす、 カーば い 差 上げて、 丸一 段 を 後の 出 遣の やうに して 兌せ たので あつ 

た 0 

出 語 出 遣が 起り、 人形の 衣裳 や 道具 遮の 立派に なった の は、 資 永に 入り、 出 雪が 座 本と なって 經營 

を 一手に 引 けてから の 事 だが、 1: 性 爺の 時には， まだ 差込 乎 だけで、 お 山の 辰 松と、 立 役の^ 山 助 

十 郞同金 七の 三人で 技巧 を 兄せ たのであった。 次いで 國性爺 後日 合戰 には吉 W 三 郞兵衞 の 子 文 三郎が 

弱年ながら 錦 沙の出 遣 をして、 片手での 妙技に 人 を 驚かした。 此の 文三郞 こそ は 操 界のネ 越 で、 殊 

勳 者で、 此の 人の 成人 後 は 人形が 操 劇の 中心に 立った。 それ は享 保の 末年から 寳曆 にかけ ての 三十 年 

問で、 人形 遣の 技巧 は 此の^に 曲盡 せられた のであった。 

◊ 人形 構造の 進步 

人形に 足を附 ける こと は、 山 本 角 太夫が 近 松の 作 源氏 烏帽子 折 興行の 時、 藤 九郞盛 長と 潞 谷の 金 王 

丸に 朝の 墓前で 卒塔婆 鬼 をさせる 爲 につけた のが 最初であった。 宇治 加 贺掾も 同じく 近 松の 作、 世 

繼贫 我を演 する 時、 朝 比奈の 人形に つけた。 これから は 諸流擧 つて 立 の 人形に はっけた、 凡そ 天 和 

I 日本 劇史槪 


一 日本：：^ 刺 史微說 

貞享 頃で も あらう か。 享保 十五 年に豐 竹 座で、 楠 正 成 軍法 實錄 興行の 時、 近 元 火 八の 考案で 和^ 七の 

人形に 服 玉の 動く 工夫 をし、 同 十八 年 竹 本 座の 車 還 合 戰樓の 時、 大森奄 七の 人形に 指先 を 動かす こと 

が 案出され た。 翌年 同座の 魔 屋道滿 大內鑑 に、 與勘 平の 腹の 膨れる 工夫が 成就し、 左の 足は训 人に 遣 

はせ、 三人 懸 りで 遣 ふこと が 起った。 江戶 では 必す しも かう で 無かった かも 知れない が、 k 方で は 三 

人 遣 は 此の 時が 最初であった。 次いで 同 二十 一年 赤松 圓心綠 陣幕に、 本 入 迸の 眉毛の 動く こと を 架 

出した が、 それ は吉 K 文 三 郞の考 へた もので、 造った の も 此の 人であった。 稍 後の 延享に 人って、 立 

役の 人形に 屛風 手と て、 五本の 指 を 並べて 折り 屈みの 出來る 工夫 は出來 たが、 凡そ は 一！ J 保の 末 五六 

間に 人形の 構造 上に 於け る 新 工夫が 成った のであった。 さて 人形に 於て 最も 人の 目 を ひく もの は、 

<> 頭で ある。 頭 は 近 松が 存生 中に、 德尾 八兵衞 とい ふ 頭 打の 名人が あって、 後々 迄 來の _i は 八 

兵衞と 呼ぶ のが 樂屋 の慣 はしであった。 名作 は國性 爺. 安體神 • 日 木 振袖 始の^ 議鳴 尊の 三つで、 此等 

は少 からす 流用され たもので あった。 例へば 延享 三年 竹 本 座で 演じた の を 初 興行と する 介お 花鑑の 

圑 七の 頭 は、 國性 爺の を 糸 S 頭に して、 一 t 肉色に 塗った もの、 德兵衞 の は # 、盞 鳴.？：！：  く  立てて 際 a- 

頭に した もの。 釣 舟 さぶ の は、 安體祌 を白髮 にして、 赤 小豆お に 塗って 川 ひたので ある。 叉 彼の 雁金 

文 七 や 義經千 本 櫻の 忠信の 頭な ど は、 皆 此の 素 盞嗚を W ひた もので、 能の 假 面と 同じく 流 川が 出來た 
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ので ある。 此の 點 では 俳優が 剛柔强 弱 老幼 男女 いづれ にも 粉飾し 得る と 相 近いので ある。 

竹 本 豐竹兩 座の 對抗は 技巧 I 般の 競爭を 促して、 人形の 如き は 遣 手と 細工 人との 苦心の 下に、 ます 

ます 精巧 を 極め、 遂に 次の 如き 種類 を 作り出す に 至った。 

〔男〕 檢 非違 使. 素議嗚 • 文 七 ..H 良 之 助 .極 口. 天 祌.實 盛. 鬼 一 .陀？1 助. 團 七. 與勘平 • 一  寸 • 六部 .釣 

舟. 白太 夫 .1^宗. 源 太. 役 行者 • 日蓮 上人 

〔女〕 娘. 女房 .倾 城. 累. 御臺. 老女. お 幅 

此 等の 遣 手 も それ，^、 分業に なって ゐて、 樂屋に はいつ も數十 人が 詰めて ゐた。 

頭に 比して は、 胴 や 手 は輕く 見られて、 胴に は 肩 をぬ ぐ 時に 用 ひる 丸 胴 も あり、 肩の あたり は 板、 

腰 は 竹で、 腹 は 木綿の きれで 磐いだ 帮調 もあった。 叉 前 は 張 物、 後 は^の 片 羽が ひと 呼ぶ ものと、 も 

う 一 っ掛 羽が ひと 稱 する ものとの §1 種が ある だけであった。 

◊ 吉 田 文三郞 

人形の 着附を 如何にすべき か は 遣 手が 最も 頭 腦を惱 ました もので、 遣 手 は實に 其の 役に 對 して、 俳 

優と 同様の 緊張 を 持して ゐ たので ある。 自然 俳優が 衣裳 や 持物に 對 して 註文 を 出す が 如くに、 彼等 も 

亦 註文 を 出した。 さう して それ は 吉田文 三郞の 註文に よる ものが 最もよ く 觀客を 喜ばせた。 

1 en 本 演劇 史槪^ 
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1 n 本 劇 史概說 

<>:n& 祭 浪花 鑑には 人形に 帷子 を 翁せ た。 叉 本 泥の 水 仕 合 もさせた が、 皆 文 三郞の 新案で 此の 時が 始 

であった" 文 三 郎は圑 七 九 郞兵衞 と 一寸 德兵衞 の 女房お たっと を 遣った が、 枯極 色の 帷子に 黑 Ir^ の 

前帶、 淺 黄の 綿 幅 子と いふいで たちで、 これでなければ、 歌舞伎 芝居で 演じても おた つに は兑 えな か 

つたと いふ 程の 深い 印象 を與 へた。 圑七ゃ 德兵衞 にしても， 前者に は 茶の 甚股 tl" 後者に は 紺の^ 盤 

if でなければ、 歌舞伎で 演じても 津々 浦々 迄が 承知し なかった とい ふ 迄に 成功した。 

<> 营原傳 投手 習鑑 (延享 三年 竹 本， M) は 竹 田 出 雲. 並木 千 柳. 三 好松洛 * 竹 W 小 出 人の 八：： 作で あ 

つた。 古今の 大人で、 文 三郞は _ せ 相 丞* 白太 夫 • 千代の 三役 を 勤めた" 相丞の I ぶ 来に は 梅 鉢に お 松の 

縫、 梅 王 松王樱 丸の 三つ子 は $Ii 心髮で 黄色の 郡內縞 八掛 紅と いふいで たちで あつたが、 これ も 後代 ま 

で 製 川され た。 此の 時 五段 目に、 道具 を 左右へ 引 明ければ、 天滿宫 を 正面に 飾り. - 十： IS" 石 s^ti 細 

ェに 美を盡 し、 社の 內には 菅相丞 の 人形 を かざり、 太夫 連 は 神官 姿で 拜 をした もので、 觀 は兢 つて 

賽錢を 上げた" 當 時文 三郞は 人氣を 一身に 負うて、 毎朝 別 火の 食 をな し、 水 を 浴びて 相丞 のん 形 を^ 

ひ、 樂屋に 於ても 此の 人形 は 荒 筵 を 敷いて 飾り、 御酒 を 佻へ てあつた。 大序を 勤める 下端の 太 失 迄が 

文 三郞と 同じく 敬虔な 態度 を 執った ので、 誰 一人 役 を 投げる 者 はなく、 舞臺が 大いに 引 蹄って ゐた。 

◊ 魏經千 本 樱は营 原の 翌年に 演ぜられて、 これ も 出 雲 千 柳松洛 三人の 八：： 作で、 大常 りで あったり 文 
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三郞は 渡海 屋銀 平に 錯屋の 彌左衞 門に 佐 藤 忠信の 三役であった。 源九郎 狐の 人形が 廣 袖で、 源氏 車の 

模様、 だんだら の 丸ぐ け、 人形 は 素 議嗚 で， 耳の 動く こと は 此の 時の 發 明であった。 源氏 車 は 狐 場 を 

勤める 政 太夫の 紋を 取った の だが、 歌舞伎で 演じても、 此の 姿で ない と 源 九， 郞狐 として 兌 物 は 請 入れ 

なかった。 

0^ 名手 本 忠臣蔵 は 千 本 櫻の 翌年に 同じく 仕 本 座で 始めて 演じた ものである。 作者 はや はり 出 雪. 

千 柳. 松洛三 人であった。 良 之 助 はもと より 文 三郞が 遺った のであった。 

かくの 如く 列記し 来らば、 何人 か 出 雪が 經營 した 當時、 文 三郞が 技倆の 全部 を 捧げた 此の 當 時の 木 

偶 劇界が、 燦然た る 光輝 を 四方に 放った こと を 認めない 者が あらう。 見物 は に 小屋に 滿 ちた。 歌舞 

伎 劇 は それが 大阪 であると 京都 または 江戶 であると に 係らす、 操 芝居すな はち 木 偶 劇より 狂言 を 借り 

來 つて 演 する のでなければ、 立ち ゆかなかった。 國 劇の 第二次 煥發と は 此の 時を稱 する のであって、 

木 偶 劇 の 全盛期 に さう 命名した ので ある。 

第 六章繼 承 期 

1 日本 演劇 史概^  -、 
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I  B 本 演劇 史槪^ 

I 木 偶 劇の 下向 

煥發の 光輝 は永續 する もので ない。 起伏 消長 は 何に 於ても 免るべからざる ものである。 "r^ 德享 保の 

歌舞伎 役者 音 羽 次 郞三郞 をして 「操 は 元来 歌舞伎 を まねて 起り、 人形 も 歌舞伎 を まねた ので ある。 然 

るに 歌舞伎の 者が 操を舉 ぶと は 恥辱の 至りで、 歌舞伎 衰微の 基で ある」 と 憤慨 させた 程の 操 芝， おも、 

一人の 不所存者 よりして 衰運への 邪道に 踏 入った。 一人と は 別人で はない、 人形 遣と して は 穴.^ 前の 名 

乎であった 吉田 文三郞 である。 此の 人が 假名 手本 忠臣 藏に 31 勤した 頃 迄 は、 木 偶 劇の 前途 は洋々 とし 

て 春光^々 たる 有様で あつたが、 此の 人が 淨瑞璃 の 作に 手 を 染め、 次いで 一 門 を 率ゐて 新に 一 ,M を 構 

へようと する に 至って、 竹 本 座の 座長 は淚を ふるって 彼等の 首を切った。 それ は 寶暦丸 年で、 竹 m 出 

雪の 歿した 翌年の ことで ある。 木 偶 劇 衰微の 兆 はこ. -に 萌した。 雨後 多少の 曲折が あって 明 和 三年に 

^^！尾の作者近松半ニの作本朝ニ十四孝に引割御殿のセリァゲをェ夫したが、 回生の 效が なく、  たや 

に 竹 本 座 は 一時 退轉 する に 至った。 翌 i 年、 故人 近 松 門左衞 門の 名代で 再興し、 .y 戶に 下って ゐた 古 

田 文 三 郞を呼 戻し、 近 松 半 一 1 等の 傑作 妹脊山 婦女 庭訓に  一 C 丫リ いたが、 持ち切れ すして 天明 三年 半 一 一 

の 死す ると 共に 竹 本 座 は亡滅 した、 - 豐竹 座の 衰退 は 更に 早くて、 明 和 元年に 唯 一 の 太夫 越 前少橡 が^ 

した 翌ニ 年に 櫓 幕 を取拂 つたので あった。 江戶 にも 豐竹肥 前掾の 立てた 一座が あって、 平贺^ 溪の： t 
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靈矢ロ 渡の 如き 一時 好評 を 取った もの もあった が、 世 は 木 偶 劇を棄 てた" 爾來 明治に 至る まで 八拾餘 

年、 幸に 大阪に 木 偶 釗は絕 えなかった が、 辛うじて 繼 承して ゐ ろと いふ 情 態で、 新作の 如き は 一 一 一 を 

數 へる だけで ある. - 木 偶 劇の 展開 は 近 松の 晩年と 出 雲の 晩年との 一 一隆 起 時代が 頂上であった。 

二 歌舞伎 劇の 沈滯 

我が 歌舞伎 劇 は 元 rt 寶 永の 焕發 後、 これと 比肩すべき 程の 隆昌 期 を 見る ことが 出來 なかった。 但其 

の 後 三度 程 は 輿 隆の氣 勢 は 見せた が、 名優の 輩出に 基く もので、 第 一 次煥發 期の 如く、 名作 者 名 俳優 

があって、 歌舞伎 劇の 型が 此の 時代に 完成した とい ふが 如き 創始 的の 意 氣の存 する もので 無かった。 

それでも 

<> 寬延 寶曆 時代 は 操 芝居の 模倣 をした 時代ながら、 江戸に 二世 圑 十郞. 澤村宗 十郞. 市 川 團藏、 上方 

に 姊川新 四郞. 中 山 新 九郞. 嵐 三 五郎の 如き 立 役が あり、 女形に は 東西 を 往返した 瀬 川 菊之丞 • 佐 野 川 

萬 菊 .ニ 世 あやめ • 中 村 富 十郞の 如き 名人 上手が 居った。 作者 も 上方に 並木 正 三 • 奈河龜 助が 居り、 江 

戸に、 難 打 治 兵 衞. 藤本 斗 文 .壕 越 二三 次が 居った。 約言 すれば、 演出に 巧な 役者の 多かった が爲 に、 さ 

びれ なかった 時代で ある。 次の 盛時 は 

◊ 天明 寬 政の 交であった。 これ は 木 偶 劇と 離れた 淨 if 璃の 諸派が 歌舞伎 劇に 加って、 所作事の 地 を 一 

9 
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語り、 太夫と 俳優と 相 まって 舞踊の 上に 空前の 盛 觀を呈 した 時で ある。 淨 瑠璃 は 常 磐 律 富 本の 二流 だ 

けで あつたが、 俳優に 踊の 巧な 者が 多かった。 すな はち. 江戸に 中 村 仲藏. 松 本 幸 四郞. 五代 目團 十郞. 

三世 大谷 廣次丄 二世 澤村宗 十郞、 上方には中村歌右衞門.淺尾爲+.郞.中山文七等の立役が1;^3った。 乂 

女方と して は、 江戸に 岩 井 半 四郞. 三世 瀨川 菊之丞 丄1| 小 佐 川 常世が 居り、 上方に 二世 山 下金 作 • 四 

世 あやめ- 澤村國 太 郎等が 居った。 作者に は 我等の 耳に 親しい 楼田治 助 • 瀬 川如阜 が 江戸に あり、 並木 

五瓶が 上方に ゐた。 强 ひて 國 劇に 第三 次 焕發期 を 立てようと するなら、 當に 此の 時代 を 取るべき であ 

る。 次に また 盛時と して 推すべき は 

o 文政 天 保の 頃で ある。 これ は！ 一 百年 來の 歌舞伎 劇が 其の 形式 上に 於け る 突の 完成 を 一； 小し 5^ た 時代 

である。 役者 も 作者 も 多かった 世で、 江戸に 七 代目圑 十郞. 坂 東 三！ Si: 五 郞丄ニ  i 坂 柬彥三 郞. 五 佌松本 

幸 四郞. 三世 尾 上 菊 五郎. 八 代 目 圑十郞 の 如き 立 役が あり、 上方に は 片岡仁 左衞門 .1 吉三郞 •： 二世 

中 村 歌 右衛門 等が 居った。 女方に は 江戸に 五世 岩 井 半四郞 •  §： 世 瀬 川 菊之丞 及び 澤村 E 之 助が おり、 

上方に は 一 一世 中 村 富 十郞. 中 村 歌 六 .一 1 世 澤村國 太 郎等 演出に かけて は、 決して 前代に 劣らない 人に 窗 

んだ。 江戸の 所作事に は淸元 節が 文化から 此の 時代に かけて 加って 世に 喜ばれた。 作-者 は 江戶に 二世 

三世 櫻 3 治 助 • 一 1 世鶴屋 南北が 傑出し、 上方で は 奈河晴 肋西澤 一 鼠が 光って ゐた。 


天 保 以降 元 治 慶應に 至る までの 百 三十 年間 は 多く 繼 承と 模倣と に 終始した 時代であった。 しかしな 

がら 並木 正 三が 將來の 勢を豫 知して 操 をす てて 歌舞伎に 走り、 其の 門下から 

►  -  ■ -  こ ひの ふ 、つじめ す だの J< る： b いしゃ かたぎ とみ V- を かこ ひの や. * いり 

<> 並木 五瓶が 出て、 金 門 五山 桐 • 五大 カ戀 絨 • 隅 K 赛妓 者容性 • 富 岡戀山 開 等 を 出す に 及んで、 

歌舞伎 界に 始めて、 脚色の 整 ひ n: つ 統一 せられた 時代物 や 世話物の 現れた こと は 言 ひ？ i しかねる。 江 

戶も 此の 人に よって 始めて 上方 風の、 複雜 にして 理の つんだ 芝居 を 見せて 貰った のであった。 一 ^ロ 

が 時代物、 二^目が 世話物と いふ こと も 凡そ 此の 人に 起った といって よい。 鶴屋 南北に は 特色の ある 

脚本が 作り出された。 怪奇と いふ 程で もない が、 ゃ幽 鍵の 出る 芝居が 多かった こと をい ひ 添へ る。 

終に 天 保 以後に 關 して は 作者に 

o 河 竹 默阿彌 (明治 二十-; ハ 年歿、 年 七十 八) のあった こと は 聲を大 にして いはなければ ならぬ。 此 

の 人の 乎に 歌舞伎 劇が 多種多様に 立案 せられて、 古來の 趣向 は 此の 人の 作に 於て 集成せられ、 且つ 時 

代 色 も 適 {HI に附 せられた。 

第 七 章 結 語 
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明治維新 前までの 圃 劇の 推移 沿革 は ざっと 上述の 如くで ある。 明治 以後 こ- -に 六十 年、 此の 問に 於 一 

ける 國情 世相 は 武家 專權 時代と 相反す る ものが 多く、 隨 つて 脚本の 內 容は從 前と 面目 を 異にする もの 

が 演ぜられ るに 至った。 但し それ は 新派と 稱 して、 明治の 中年に 成立した ものである。 當初は 書生 芝 

居 又は 壯士 芝居な どと 呼ばれて 政治 思想の 濃厚な ものであった。 それが 次第に 技巧的に なり、 一 稀の 

新派 式と 呼ぶ 形式 を 作って、 新作の 小說を 取って 之 を 演じた.^、 叉 現代人の 思想に 訴 へようと して 新 

作した もの も尠 くなかった。 然るに 其の 技巧 化した もの は、 彼等が 舊 派と 呼ぶ 歌舞伎に だ 近接し 

た。 叉 歌舞伎 は 新派の 起る 前後に 活 歷と稱 して、 史實を 重んじ 用語 服飾 等 それ-^ の 時代に 合せし め 

ようとし たが、 それ も 一時の 事で、 現 時に あって は 故實に 合する の を迎へ もせす、 遠っても 咎め はし 

ない とい ふが 實情 である。 而 して 歌舞伎 劇 は當然 亡ぶべき もので、 時代に 合した 新劇が 行 はるべき だ 

と 立論す る 者が ある。 能樂が 中流 以上に， 從 前の 舞踊が 中流 以下に 歡 ばれ、 三味線 一 t 樂が まだ 上下 を 

通じて 行 はれて ゐる 今日に 於て、 歌舞伎 劇 だけが 滅亡し なければ ならぬ とは考 へられな いつ 1::^ が兑 

て 面白い と感 する 間 は 減び ない 道理で ある。 歌舞伎 役者が 歌舞伎 式と 稱 する 型を脫 出して、 新しき 時 

代 色 を 現 はさう とすれば、 技巧 味の 多い 新派の 演出と 何の 異る所 もな く、 今 n: にあって は gi: 派 新派な 

どの 別 を 立てる 必要がない。 歌舞伎 劇 はさう 急に 滅びない であらう、 いや 滅 さすして 時代 心に 合致す 


る やう 改めて 行くべき ものである。 木 偶 劇 は 大阪を 中心として なほ 行 はれて ゐる。 これ は 我が 國の特 

技と も稱 すべき ものであるのに、 時運 は 之 を棄て 去るべき 虞が ある。 能樂も 同一 情勢に ある。 けれど 

も 此の 二つが あるが 爲 に！： 力 を 減殺し、 民心 を 損 ふ もので なく、 利 は 寄に 幾 する もので あれば、 之 

を 保護して 行く がよ いと 論す る ものと、 自然の 成 行に 任せる がよ いとい ふ 論者と ある。 徂成行 まかせ 

の 前途に は亡滅 と名づ くる 黑ぃ 淵の 橫 たはる こと は 古今の 事例が 之を設 する。 今 我等 は 功利の 念 や 新 

思想の みに 支配せられ す、 將來の 音樂ゃ 演劇に 對 して、 深く 思 を 致すべき 時機に 際會 して ゐ るので あ 

る。 最近 十 幾年 間に 生じた 劍劇. 映 畫劇. ラ、 ヂォ ドラマ、 此等は 人々 の 熟知す る もので あれば、 一切 省 

略に 附 して 言及し ないで あらう。 洋 劇と いふ 語が 許されるなら、 其の 語に 合する 劇と 樂 劇との 行 はれ 

る こと も歡迎 すべく、 決して 偏狭な 考を 持つ に は 及ばない。 よろしく それが 從 前の ものと 如何に 歩み 

寄る か を 熟視し、 指導し、 更に 醞隨の 必要が あるなら、 促成の 道 を II じて やる のが 識者の 任務で あら 

ぅコ 兑 すして 論じ、 食 はすして 嫌 ふ は 我等の 與 する 所でない。. 演劇 はもと 人生の 縮圆、 風敎の 上に 及 

ぼす 影響の 至大な こと は 改めて 說 くまで もない。 然るに何々思想調_4^  • 何 々事業 改善と いふが 如き 機 

關が、 動もすれば 劇に 手 を觸れ ようと もしない。 そ も/. \ 劇 を 知らざる が爲 か、 知って 而 して 困難な 

るが 爲に 避ける か。 もし 後者なら ば 耳 をお ほうて 鈴を盜 むの 愚擧 をな す 者で ある。 今日 愚 擧を爲 す も 

1 日本 演劇 史概 53^ 
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一 H 本： が 摩 史^; お 

の は 政治 擧術 諸般の 上に 尠 くないの であるが、 此の 國劇 小史と も 呼ぶべき 此の 一 篇の 終に も 此の 結語 

を附 けなければ ならぬ こと を 私 は 悲しむ。 . 


二 幸 若 舞曲 研究 

1 序 說 

我が 國の 音樂 又は 音樂に 濃厚な 關係を 有する 藝術卽 ち音藝 が、 、亜 細 151 大陸 文化の 支配 を脫 して、 國 

民 的 自覺の 上に 作り 成された の は 鎌 倉 幕府 以後の 武家時代に 入って からであった、 先 づ平： S がそれ で 

あった。 能 や 狂言 も それであった。 さう して 標題の 幸 若 舞 も それであった。 後の 淨瑞璃 や 歌舞伎 劇に 

しても 歐羅巴 諸！： や 印度 や 支那 や 朝鮮 等から 直接に は 何等の 影響 も 被った もので 無かった。 

けれども 當初 我が 贵族 社會 に歡迎 せられ 謳歌 せられた 音藝ー 切 は、 悉く 皆 大陸 藝の校 倣に 終る もの 

であって、 それが 遣廢使 ゃ留擧 生の 派遣 中止 頃から わが 岡有藝 との 問に 融 4c される ことにな つた。 す 

な はち 國俗 化される ことと なった。 舞樂の 改作 新 製が 其の 好適 例で あり、 平安朝の 中世 以後 盛んに 行 

はれた 和譜ゃ 今様 も歌謠 上に 於け る 其 Q 最適 例で ある.' 今様に 4 口せ た 白拍子の 舞、 これ も 舞樂の 手の 

面白さうな もの を 取 めて 新に 組立て たもので、 模倣 や 追 隨の域 はとうに 脫 して ゐるも のであった。 

二 幸 苦 舞 叫 研 究 
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二 幸 若 舞 m 研 究 

但し 漢字 渡來 後の 我が 古代 文化 は佛敎 文化に 負 ふ 所が 多く、 殆ど 其の 色彩 を帶 びて ゐな いもの は 無 

いといっても 恐らく 過當 であるまい。 殊に 外來 式の 音樂は 貴族の 娱樂两 であった 以上に、 佛菩 If への 

供養に 用 ひる ものと して 考 へられて ゐた。 自然 怫敎味 梅せられ たのであった。 特に gp^ 樂の 方面 は 

佛敎 用の 啦ゃ譜 頌ゃ敎 化 や 諷誦 文 等 所謂 聲 明が 輸 人され てから このかた 勃興した ので、 上 行 歌 諮の 曲 

調 は 多く これ を佛 家の 聲 明に 仰いだ ものであった。 和漢 朗詠 集の 編者の 公任 は聲 明の 相 者で あり、 

少納言 入道 信 西 や 櫻 町 屮納言 も 和讃の 作者のう ちであった とい へば、 平安朝 時代に 於け るせ ：！ 廷昔 I 水と 

寺院 音樂 と の 近接 狀態 が 想像せられ るで あらう。 

聲明は 主として 天台 眞言の 一 一宗に 用 ひられ、 天台の 聲明は 古く 慈覺に 起って、 京洛に 近い 比 叙 山が 

當 時の 擧問道 場で あつたが 爲 めに、 一 般音藝 に 及ぼした 感化 も 天台の 方が 眞 一一 H よりも 遙に顯 _ 者 であつ 

た。 今様歌 も 法 華中 心の 想に 成る ものが 多く、 延年 舞に しても 歆 山に 榮ぇ、 平 曲に しても 此 山から 産 

れ たのであった。 さう して わが 國 民が 大陸 藝 への 追隨 から 脫 して 自國味 を顯揚 した 昔藝 は、 不可 m ゎ議 

にも 彼の 手に おへない 山 法師 三千 人が 屯して ゐた比 lg 山から 多く 起った のであった。 幸 S 舞 も に そ 

の 一 つで ある。 


室町 文學 として は從來 誰も 先づ 指を謠 曲と 狂言と 連歌と に 屈した。 次いで 曾 我物 語義 經 記の 二 書と 

御伽草子 類と を擧げ るの がなら はしであった。 淨 瑠璃の 萌芽 は 此の 中期に 於て かなり 成長して ゐた. - 

說經ゃ 歌な ども 明かに 擴 がって ゐた。 けれども 此等は 明治の 中年 迄 低級な ものと して 誤認され てゐ 

たことは(？5^はれなぃ、 恰も 彼の 浮世 綺を 研究 材料と して-取扱 ふこと は舉 者の 恥と いふが 如き 謬 兑の下 

に。 今 私が かう いはに、 昭和 現 時の 同好者 諸君 は 誇張の 言辭 として 請 入れられる かも 知れぬ が、 明治 

の 一 一 十六 七 年 日淸戰 ゆの 頃から こんな 方面に 心がけて 來た 私自身 は、 眞實 にさう 思 ふので ある。 

それでも 淨 瑠璃 は 其 起原 を說 かんが 爲に、 十 二 段 草子 を 除外す る こと は出來 なかった が、 幸 若 舞曲 

に 至って は、 それが 古 淨溜璃 に その ま- ゐら れてゐ るに も拘 はらす、 永い 問 全く 忘れられて ゐた。 

世に 流布した： ..5^ 崎 雅嘉の 群 書 一 覽には 舞の 本と 祸げて 三十.： ハ番の 曲目 を 列ね た" 蜀 山人の 半 ==閣 話 や 

馬 琴の 書留な どに も 一 寸 とした こと はあり、 嬉遊笑 覽には 相 當に 委しく 載せて あっても、 それ 等 は 略 

系譜 乂は 槪說に 止まって、 舞の 詞章 卽ち 舞曲に ついては、 其の 一 槳をも 示した もので 無かった。 まし 

て 北 ハの舞 板の 如き は 如何なる 音曲 書に も 風俗 畫 にも 描き出されて なかった。 明治 一 一 十八 ハ 牛に 入って 藤 

岡 平出兩 氏の 日 木 風俗 史に 始めて 幸 若 舞曲の 和 田 酒 盛の 一 節 草 招 曳の處 が 紹介され た" 明治 三十  一 I 一 

年頃、 私 は S: 瑠璃の 詞源 として 之 を 究明す る 必要が 生じ、 帝國 Si 書 館 を あさって 丹綠 木の 高 館 を通讀 
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した ことであった。 それが 版 式より 見て 寬 永の 刊 本で ある を 知り、 古霄肆 の 四 五に 搜 を して 兑た 

がつ ひに 入手す る を 得す、 空しく 二三 年を經 過した。 同 三十 匹 年に 入って 故获野 博士の 校訂され た 新 

編 御伽草子の 屮に 築， が收 めら れ、 更に 二 年を經 て、 同 三十 六 年に 及んで、 內閣 文^に. ：！： お 本と 刊 本と 

各 一一 一 十 幾 部が 牧藏せ られ てゐる こと を 知った。 爱に 改めて 武鑑に よって 幸 若 〔\A の 江戸^ 府 から 受けた 

待遇 を 探る と共に、 定：^ 地であった 越 前の 村 や 町の 役場に 向けて 照會を 試み、 心徐 かに 內閣 の^ 木 を 

謄寫 したので あった。 嚴寒 にも 花時に も 日々 三 四 卜 枚づっ を筆冩 した こと は 忘れよう としても 今に 忘 

れられ ない。 當時幸 W 露 伴さん が 舞の 古刊 本に ついて 研究して ゐられ ると 聞き、 n 十 速 往訪したら、 そ 

れは寬 永 板の 二十 幾册 かであった。 互に 材料の 交換 も すれば 多少 は 意見 を 上下しても 见た。 さう して 

越 前の 消息の 外に、 筑 後の 大 江に 幸 若の 一 派が 餘喘を 保って ゐる こと を 其 所で 問 知す る こと を た。 

同 三十 七 年の 秋、 上 H 萬 年 先生の 校訂の 名の 下に 舞の 本と 題して、 ト五番 だけが 现 行の^ 版と なつ 

た。 內閣所 藏の寫 本に よった もので、 私 は それに 多少の 力 を 致した。 次いで 幸^さん の は！： 三十 九华 

の 末に 國書 刊行 會の新 群 書類 從の 第八册 として 刊行され た。 これ は 四十 一 岙中、 三. Ml 桥迄 は？ 永 板 

により、 他は內 閣の藏 其の 他の 寫本 類に よった もので、 「和 泉が 城」 を 除く の 外 は 此の  一 f!: に 網羅され 

た。 詞章の 紹介 はこ， - にー應 完成され たといっても よい。 さう して 上田 先生の は 近く 大正 十五 年の 七 


― 178 


月に 名著 文 の 一 册 として W 刊 された。 

曲調 や 舞 技の 紹介 はや. - これに 後れた。 明治 二十 二 年に 大 江の 連中が 上京して、 < ^我祐 準 子の 邸で 

资じ、 川 澄御循 氏な どこれ に 傾倒した こと はあった が、 公開され なかった ので 世の 注 s:^ を惹 かな かつ 

た。 同 四十 年の 夏に、 私 は 福 ^ 市へ 講演に 行った ので、 此の 機會を 利用して、 是非 大 江の 現狀を 知り 

たいと 思 ひ、 そのこと を 有志の 者に 圖 つたが、 その消息に通じてゐる^<?が無かった。 其の 夜の ことで 

ある、 隣窒に 宿って ゐられ た成淸 博愛 氏、 これ は大 江の 隣村の 素封家で、 當時 縣會議 おであり、 後 貴 

族院 tins: にも なられた 入で あるが、 此の 人が 進んで 私の 爲に現 狀を說 き 且つ 先方へ その 旨 を 通じてく 

れられ た。 そこで 私 は 山門 郡の 瀬 高 町の 一部 落た る大 江に 行って、 特に 其の 舞 を 演じて 贳ひ、 素誧を 

も 幾^か 閒 かせて 貰って、 それ を  一二の 雜 誌の 上に 紹介した ことであった。 次いで 大正の 年と 記惊 

する が、 東京 昔 樂舉 校の 邦樂 調^ 掛から 人 を 遣って、 その 謠の幾 節 か を 蓄音機の 孅 管に 收 めた。 

越 前の 方 はは やく 德 川の 初 世に 舞 を 棄て丄 H 曰 曲 だけにした。 さう して 明ユ& 維新と 共に 分散して、 藝 

の 傳銃は 全く 絶えて しまったので 、遺憾ながら 舞 技 や 曲調に 就いて 紹介す る 方法がない。 

大 江のに 關 して は、 其の後 いくらか 同地 方の 篤志 者に よって 調査され たと 聞いた が、 帝都の 刊行物 

の 上に は その 記事 を兒 出さなかった。 或は 私が 寡聞の 爲 であった かも 知れぬ が、 何分に も 現代と 離れ 

二 幸 t;;: 舞： ra 研究 


179 一 


二 幸^ 舞曲 研究 

てゐる 舞曲で あるが 爲に、 大江 でも 爾後 二三 回 危殆 情 態に 陷 つて、 其の 都度 私 も 多少の 力 を 致した こ 

とであった。 さう して、 大正 十四 年 十月、 東京 放送局の 囑を 受けて、 私が 日 木 音樂， a< 講座の 一部 を講 

する 時、 大 江から 舞 人 四 人 を 呼んで 放送 させ、 其の 夜、 國擧 院大擧 の文擧 部に 交涉 して 同大 の SI 堂 

で 舞 はせ たこと、 及び 其の  一 二日の 後 舊柳川 藩 出身の 方々 がそれ を靖國 神社の 能樂 堂で 舞 はせられ た 

ことが、 起死回生と いふ 程ではなくて も、 此の 藝の 保存に 取って は 緊要な 出來 事であった。 

以上 述べた 所 は 少しく 餘事 にわたり 且つ 自己の 功績 を吹聽 したが 如くに 感ぜられ さうな 虞が 無いで 

もない。 しかし 私 は 決して そんな さもしい 卑 むべき 心情 を 有して ゐ るので ない。 た^ 現代の 趨勢， V 政 

椅の此 等舊音 藝に對 する 方針と は、 遠から す 六 百年 來の 断藝を 根絶せ しめる であらう こと を 恐れて、 

後 來の士 に 徒に 我等 を怨 ましめ まいと 思って 述べる ので ある。 幸 若 舞 研究 の 歴史と いふに は餘 りに 乏 

少 であると いふ Jii は 免れ 難く も あらう が、 それ も事實 であって 見れば 致し方がない。 

「幸 若の 舞 技と = ^調と は 絶えても 詞章 卽ち 舞曲 は 遣る。 それが ある 限り、 文 a- として 研究す 乙 こと は 

出 來る」 とさう 考 へたら、 それ は淨 瑠璃 や 脚本 を 單に讀 み 物と して 取扱 ふと 同一 の 弊に 陷る であら 

う。 能樂 なる もの は謠 曲と 舞と 嚷 子との 此の 三 要素が 相俟って 始めて 味 は、 るべき ものた る を 知る 者 

は、 此の 幸 若 舞に あっても 同 I である こと を考 へなければ ならぬ. - よって これより 以下の 說明 にあつ 
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て も 舞曲の 詞材 とか 價値 とか を 重要視 すると 共に、 それに 附隨 する 舞 技と 曲調と は 絡え す 念頭に m5I い 

て 行く とい ふこと にしたい。 說 明の 分 段 は、 幸 若 舞の 創始者、 先行 藝 との 關係、 幸 若 舞曲、 幸 若 舞の 

隆替と いふ 此の 四つに しょう。 しかして 能 ふべ くんば、 後^ 文藝 への 影響に も 觸れて 行きたい と m 心 ふ 

が、 與 へられた 紙丽は 多分 それ を 許して くれない ことで あらう。 

2 創始者 

當 さに 信すべく して 信じ 難い もの は 家々 の 系譜で あり、 就中 音藝 家の 許に 藏 せられる もの を 共の 尤 

なる ものと する。 遣 憾 ながら 源義 家より 七 代 目の 後胤 桃 井 播磨守 直 常、 此の 人の 孫 直 の 創めた 幸サ右 

舞に 對 しても；： 1： 様に 考へ なければ ならぬ。 但し 他に 頼るべき 文献の ない 場合に は、 其の .冢 の 系譜に 基 

づく ベく、 幸 若 舞 も 其の 場合に 屬す るので あるつ 周知の 記錄 中に 求めて は、 嘉吉 記の 終に 近く、 

此^山名金l^^l:本意ナキ事 II 思ハ レ， 石 見 太 郎左衞 門 尉ガ所 爲也ト ！ 1 クミ、 或 時 三條殿 -1 テ幸若 舞/ ァ リシ-一、 

貴賤 群^ シ、 ソノ 歸ルサ -1、 山 名郞徒 ヲ遣シ 辻切ノ 様-一切 ラセ ケル。 

と あリ、 應仁記 ゃ應仁 別記に も 同様の 記事の あるの を 第一 に擧 ぐべき である。 さう して 右に 此 事と あ 

るの は實に 容易なら ぬ 事であった。 彼の 將 軍足 利義敎 を弑 した 赤松 滿祐 の家來 であった 石兑太 郞左衞 
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門 尉 は、 滿祐が 山 名に 討滅 された 後、 三 條殿卽 ち 前 内大臣 藤 原資 雅の 許に 仕へ た。 雅は將 ^義 政の 一 

弟義 視に對 して は 外戚 關 係であった。 石 見 は 其の 手から 將軍を 動かし、 特殊の 勳功 によって 赤松 K 象 

の 罪の 赦免され る こと を 願 出た。 せ バの勳 功と いふ は 南朝 方に 保持され てゐる 三種の 祌 器の 一 なる 神璽 

を盜 出して 北朝 方へ 差 上げる ことであった。 長祿ニ 年に 惡運强 い 彼 は それに 成功して、 翌三ハ 牛 赦免の 

絵 US と將 軍の 御敎 書を赐 はり、 赤松の 遣 族 政 则は加 賀半國 の 領主と なった 其の 事 をい ふので ある" 石 

見が 山 名に 討 たれた つ は、 恐らく 此の 長 祿 三年の 事で あらう。 又 確實な 史料で は、 似 軒 n 錄の 竹， 

六 年 八月の 條に 

七日 幸 若 丸 御免。 可 レ參ニ 今 出 川 殿 一之 由、 被レ仰 II 于^ 勢 守 一也。 

八 曰 幸若丸^^-,|于今出川殿1而可レ爲ニ上首1之事。 先 職可レ 有レ扶 11 持 之？ 此兩 條竊與 11$： 勢 守 1 談レ 之。 

九日 幸若丸如レ元^：！ニ細川右京太夫ー被^-加ーー扶持ー而被レ進ーー于今出川殿？ 可 レ^ー  I 彼 御 小者 之屮上 竹 一之 出。 

$^勢 守奉レ 之。 …… 幸 若 參ニ侍 于今出 川 殿 一而 懸 11 于御目 一也。 譽阿彌 引レ之 C  守 命レ 之。 

と あるの を 最古と する。 今 出 川 殿 は 足 利義視 で、 義視は 此の 前年に 義 政の 嗣子と なった ので ある。 細 

川 右京 太夫 は 勝 元で、 幸 若 丸 は 今年 まさに 七十 三 歳であった。 さきの 長 綠三ハ 牛に は 六 T- 七 歳で あつ 

た。 御免と あれば、 猿樂 能の 大成 者た る 世 阿彌と 同じく、 晩年に 於て、 將 軍の 匕：：： にかな はなかった^ 


でもあった らしい。 さう して 幸 若 丸 は 其の 榮 達が 將 軍の 嗣子の 小者 頭で 終り、 雨後 は 朝 倉 家の 保護 を 

受けて 越 前國を 定住地と したので あった。 

幸 若 舞の 創始 事情に 就いては、 幸 若系圖 以外に 何の 記載 をも兑 出さない。 而 して 總系 圖 として は 越 

前人 物 志の 上 卷に幸 若 音曲 家歷 代と 題して 牧 めた ものが 簡約の 耍を 得て ゐ るが、 藝に關 して は 一 語 を 

も 添へ てな く、 我等の 求む る もの は、 幸 若 丸の 長男 直 繼を祖 とする 八 郎九郞 家の 系圖に 於て 見出され 

る。 これに よれば、 義 家から 四 代 目の 後裔 義 胤が 上 州 桃 井に 居住した ので 姓 を かう 呼び、 此の 人 を 桃 

井家の 祖と 立てる ことにな つて ゐる。 義 胤の 曾孫が 直 常で、 足 利 氏に 屬 して、 從五位 上 右馬權 H 播磨 

守と なって 同家の 屮與と 仰がれて ゐる。 此の 直 常が 將軍尊 氏に 附 いて かなり 戰功 はあった が 認められ 

なかった ので、 憤って 南朝 方に 附き、 直 義に隨 つて 見た が、 尊 氏の 軍と 戰 つて 敗れた 時に、 見切り を 

つけて、 領地 越 中の 松 倉 城に 退いて 間もなく 病死した のであった。 此の 人の子 は id 知で、 此のい 阯 知が 

十八 歳の 時に、 松 倉 城 は 北朝 方の 軍に 攻め 落され、 次いで 兩 朝が 合 一 したので、 直 知 は 志 を 遂げす 應 

永 九 壬 午の 年に 越 前の 丹 生の 附近で 歿した。 此の 人の子 直 詮が卽 ち 幸 若 舞の 創始者で、 明德四 年に 生 

れて 幼名 を 幸 若 丸と 呼び、 文明 二 年廣刁 五月 二日に 七十 八 歳で 歿した。 法號は 安直 院殿祥 翁 全 吉大居 
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士、 母 は 朝 倉 敏景の 女であった。 名 族であった だけに、 逼塞 情 態に あっても 落魄の どん底へ は 陷らな 

かったら しい， 序に 述べて 置きたい こと は、 此の 庚 刁が麼 子に 間遠 へられた ことで ある。 越 前人 物 志 

の 系譜に も 庚 子に して あり、 後裔 も 十一 一年 庚 子と して 傳へ てゐ るので、 私 も 其の 說に隨 つ て考 へて 來 

た。 伍し 不安に 感じた こと は 大日 本 史料が 文明 一 一年の 部に 幸 若 丸の 殁時 を收 めて ゐる ことであった。 

でも、 當 分の 間 は 十二 年 說に從 つて 来たが、 其 後藤田 德仄郞 君が 度々 これが^ 遠 だ、 ニハ ヰが！^ しい。 

刁を 子に 見誤った の だとい つて 攻撃され、 いつも 私が 間違の 開祖の やうに 書かれた。 實 はさう で 無い 

の だが、 つて ゐる のなら 正したい と 思って、 今回 新潮 社の 曰 本文 舉 講座に 載せた 幸 若 舞 ^研究に 

載 を 加へ てこれ に 人れ るに ついて、 幸 若 家の 後裔の 許に 傳 へて ゐる系 闘の 再調 木：^ を 行って、 始めて^ 

遠の 因って 來る處 が 判明した。 それ は 幸 若 八 郞九郞 家の 系譜に、 幸 若 丸の 父 直 知の 歿 時.^ 應永卜 九 壬 

午年と して あり. - 幸 若 丸 は 明德四 誕生 …… 文明 一 一 庚 子 五一 一 卒法號 安直 院殿祥 翁 <-告 大 居士 七 卜 八 歳と 

ある、〕 さう して 幸 若 丸 は 直 知の 歿 時には 卜 歳で あつたと 明記して ある。 これが そ もく il 逸の^で あ 

る。 應永 十九 壬 午年の、 十九が 正しいなら 壬 辰と あるべく、 壬 午が；.^ しいなら 九と あるべき で、 ここ 

にす でに 十 年の 差が 生じて ゐ る。 叉 次の 文明 二が 正しいなら 庚刁 であるべく、 十二が 正しいなら 子 

で、 兩說 ともに 立つべき で、 古來 問題に なって ゐ たらしい。 後に 引 W する 寬文 十二 年の^ 倂大 { 一れ が 記 
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した 幸 若 出 緒 寄に も 幸 若 丸の^ 時 を 文明 年中 五月 二日 臨終 正 念と いふ 翁き 方 をして ゐる。 五月 一 一日と 

曰 を 示して 年 を 示さなかった の は 家に よって 所傳を 異にして ゐた爲 に相逮 ない。 しかしながら 明德四 

年に 生れた ものが 七十 八 歳で 歿するなら、 それ は 文明 二 年で あらねば ならぬ。 水 掛論を すれば 出來る 

の だが 大日 本. a< 料 は、 必す； 止 確な 系譜に よられた ものと して、 今回 は それに 隨 つても よいと 思 ひ赶し 

た。 どの 文默 にある 十二 年說 もみん な 私が いひ 出して、 他 はこれ に眞 似た の だとい はれる の は 光榮だ 

かも 知れない が、 事實 はさう でない。 

さて 幸 若 丸が 舞曲 を 創めた 事情 は 次の 如く 八 郞九郞 家の 系圖に 見えて ゐる。 此の 一 條 は忠實 に 原文 

を 載せ、 理解に 便 せん 爲に訓 點を附 する ことにする。 

父 直 知 老死 之 時、 直 詮僅十 歳 孤 成 送， 一年 月？ 其 比 越 前者 父 狐 敵國ナ 

J  t.  ニヒ  ..  リル-一  タ ヨリ- プヲ 

レ バ 依 叶 二 居 住 I 江 州 山 之 光林 坊詮 信者、 所緣 之 依- 爲ぃ 4-、 頓レ之 

江 州 下、 登， ー叙 山, 學 問。 祖 父 直 常 足 利 家 被 二 討 亡 1 流 浪之 身成シ ョ リ， 

平 世 志， I 和漢 之 道 1 或 時 詠 二 歌曲 1 翫ニ四 明月" 叉 或 時 調 ニ音聲 1 臨 二 東 湖 

流 1 翫 X  軍 云 草 紙 1 附ニ節 句 一而 旦夕 是閑 呤。 其 曲 後小松 帝 之 達  >:叙 問- 
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シ ン トス  ドモ  タリ ト リ  /タルー I  ハ  二ビ  リ シ  二 

數召 見、 直 詮 雖，, 幼 年 一 依， 1 勇 士 孫， 不：， 隨 二 勑 命？ 再勑下 難，， 默 止； 遂 參 

內 奏 1 一 一曲？ 歆感 不， 斜 而則 チ數帖 類ニ此 曲 1 可&  § 宣 下。 其， 時 幸 若 丸勑答 

曰ク、 祖 父 直常武 德 搌ニ 天 下 1 氣ー軋 守 護 タリ、 嫡孫 トシ テ 諷/; i" 曲， 

タリ ト プル ニニ, S ヒテ  ズハ  二  ニル マデノ  ニルサ ノト  キフ  ベ 力！ K 

事 似 A 與， 1 父 祖恥 1 謂而 不 A 隨ニ勅 命？ 故 到 II 末 世 1 不レ爲 ，1 藝 家 1 綸 旨 可レ賜 不レ 可， I 

か 置 1 トノ 依 勑 命 I 生 國越前 下 白山 登山 不思議 有ニ靈 現？ 音 曲 一 部 

ス  シテ  スヲ  リシ テ  プ  ヲヅテ  -f  / 

成就。 又 參内右 之 奏， 曲。 叙 感之餘 勅 桐 菊 之 賜 二 御 紋？ 到， 1 子 孫 1 家 紋 トス。 

i 從五 位下 被& 宫 內大輔 被， 補。 

不文 稚拙の 極みで あっても、 意 は 通す る。 光林 房 詮信は 直 常の 弟 直 信の 子で 幼名 は 小 三郞、 長 じて は 

出 羽 守と 呼んだ が、 松 倉城陷 るの 後 叙 山へ 登って 剃髮染 衣の 身と なった もの、 幸 若 丸から い へば 肌 父 

の 弟の 子と いふ 關 係になる ので ある。 幸 若 丸 は ともかくも 南朝に 屬 した 武臣の 子孫で あれば、 後小松 

院が 特に 哀憐 を 垂れ 給うた こと は考 へられる。 此の 院が 崩御の 永享五 年に、 幸 若 丸 は 四十 一歳で あれ 

ば、 それ迄に 再度 御召しに なること も當 さに あり 得べき ことであった。 又 白山 上に 於け る 曲調の 案出 

に關 して は、 累世 かう 傳へ來 つたので あらう、 幸 若由緖 書に もさう 見えて ゐる。 .E 緒 寄 は江戶 時代に 

人って 寬文 十二 年の 夏 大宣の 記した もので、 疑 はしい こと も あるが、 幸 若 史料 は 甚だ 少 いので、 繁を 
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厭 はす、 其の 前半 肝要の 文字に 富む 處を 抄出す る。 曰く、 

ニシテ  ノ  ニシー 7  キ  ノ  リ  * テテ 

越 中 國桃井 氏 末裔 幸 若 丸、 幼 天 禀性 篤實而 聞ァ觀 音 妙 行 自 11 1 心 1 出 而 

* シテ ク ル カラ ク ジテ  ヲ ウテ 二  へテ  二  たルヲ ンャ  ノ  テ  ヲ クニ  ヲ カラン ャ 

應 無， 不レ遍 能 觀， I 音 聲 1 隨レ響 而 答  >,大 千， 圓 應.， 況 世界 敎主 以， 1 音 聲， 導， 1 人 天 1 誰 不>  一 

稽 首， 哉。 因 1 玆 幸 若 丸 倾ニ心 于 音 聲 三 昧示. 得， 一共 妙 7 不レ蒙 11 佛 天 之 加 被 力 1 

爭 到 i.-  M 奥？ 身心 淸 猙 跣 足 三 十 三 回 拜 II 詣 干 白山 大權現 i 々 々 感 n 通 

其 丹 誠 1 而 重 々 彰二奇 瑞？  是 乃 知.， 此 身卽 大極而 具 二 五 臓 1 々 々 有， I 五 音 1 六 

ナルヲ  リテ  ヒヲシ  ゾ ヲ  シテ  ノニ 

臟卽六 呂ょ 也、 天 一水 生 則 借，， 其 潤 一而 發， 1 聲 語 業？ 鼓， 1 激 臍 鳊氣海 中， 牙 齒 

敲 n 發ニ妙 音 1 齊 1-天 t 運行 無 極 之 德； - 初 擊ニ節 干 松 枝 雛 鶴 音曲 f 後條目 

分， 1 長 中 短 三 段 1 象 ニ天 人 地 三 才 r 三十 六悉 準， 二 年 十二月 廿四 氣 1 也、 右 

條目 事跡 略 記， 1 帝 都 武門 榮衰、 君臣 父子 忠孝 之實 事；' 勸善 懲惡之 一 

テ  ノ  ィテノ  ハウ ゥヲ  ス  ノノノ ホロ  ロノフ シヲ  ズバ 

助 也、 有. 時 於 二 白 山 幽 谷 細 11 維  一 0 搏 1 發 11 明 八 島 曲中發 露々 節 r 不 n 是 神 

助ー爭 得，： 如レ此 秘 藏 1 乎.^ 抑 擧ニ唱 一 曲 1 時 節、 飮食 心身 堅固 胸中 無 A 物、 大 

シヲク  ク クルル 二  ト  ズズ カラ ゲ テ ル 

虔廓然 發， 1 妙 音 一 聞 者 無 fe 足， 1 爲， 1 與 樂拔苦 之 良 因 T 音聲 益 不レ可 二 勝 計？ 

其 譽 0k 洛 1 後 花 i 朝 有 A 詔 召- 1 幸 若 丸 1 辱 任.^ 1 諸 太夫 T 仍 號-幸 若大夫 安眞 f 
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0h. 紫 寢 11 前-新 ^ 瑶 台 1 唱. 起 我 家 音 曲ハ 終 二 干 曰 本 記 曲？ 叙感 有レ餘 至- 

二  ゾ、 べシ トフ  ヲネ テン  ヲニク  ヲ  テ  ニ 

末 代, 幸 若 il^ 可， 具 二 諸 大夫之 威 俵 1 重 降，. - 口 宣 1 特 領 n 御 鼓大么 至 n 今 曰- 

ス  トン  リ  グト リ  ノ  二  ビテ  二  -  , 

祕 在 爲，； 家 珍？ 號 n 安 眞功成 名 遂 1 還 二 生 緣 故 鄕 1 年 及 二 耳 順ハ 而 文明 年 巾 五 

月 二日 臨終 正 念 示， 寂 矣。 誰 弗， ー哀 惜 1 哉。 越 前 一 乘谷 古道 場 葬レ 之、 號>1 

祥 翁 全 吉 居 孝子 彌ニ郞 安 義 圖 n 畫 亡 父 之 像  > 造 顚 思 T 燒- 1^= 念- 誦 于 

ュ l.lii 京 ：i;H ま 土 佐 將監光 Hi  {^-1對 談 畢 求レき 亡 父 遺 像？ 光信 拍レ手 n 先，， 

於 "~RS ぎ そ 幸 若 音 曲 達 二 天 &光 信 亦 詣ニ 闕 下 1 見 二 聞 之： „s 之 形 

カス  ノ  ヲ  ノニセ リノ  ヲ  ヨリ ルニ  へ 二 トプフ  ： 

相 威儀 嚴 然 驚 二 天 下耳風 斯故 寫 n 其 形模？ 汝 於 fe^  二 孝 子 『者 與っ N  一 

義 搏 IT 領ケ. 之ヲ、 i7 而 レぉ き t 片 再 き 安， き 于 影 堂ハ 拜 如. 在 ，終 追， 遠 

之 志 夫 # 百行 之始也 J 有き 心 一 不レ墮 二 父 業 1 全 部 三 ト.： ハ潘之 

外、 擊， '干 新曲 之卷！ 流 U 布 天下一 人僉讃 嘆。 安義 有 ニニ 子？ 長 曰 U 彌ニ郞 

義 1^1 弟 曰， 1 八 郞 九 郞 1 別 分 二 一 家 1 一 華 却 き兩 華 影ハ (下略) 

禪 僧の 筆で、 彌次郞 家 だけの 所傳を 材料に なし、 强 ひて 深奥の 趣 を 現 はさう として、 努めて 附\ぽ を 事 

とした 成 は あるが、 八 島の 曲の 肝要 處を 白山の 幽谷 中に 得た こと は 他に も 記載が あれば よろしく それ 


を 信すべく、  H< 地^ 闢と 我が！： が宇內 無二の 良！： たる を謠 つた 日本 記が 特に 甫_ん ぜられ る 所以 は、 此 

由緒 m3 で 知 了し 得られる であらう。 但し これに は 召された の を 後小松 院 とせす、 後花園 帝と する が、 

帝 は 文明 二： 卟に 崩御 造ば したので あれば、 勿論^ 代の h より は 許さる べきで、 所 傅に ニ說 あった もの 

として 取扱 ふべき であらう。 土 佐 光信に 初 祖直詮 の 像を畫 かしめ たもの は、 八 郞九郞 家 所 傅の 系 ii に 

は 直詮の 子直繼 であって、 直繼 から 五代 目の 義 重の 時 兵火に 逢った が、 幸に して 此の 像^ は 無事で あ 

つたと 記して ある。 もとく 丄旺繼 は直詮 の 長男であった。 ，E 緒 書に いふ 彌次郞 安義 は 木 姓 松 田 氏で、 

直 訟の. お 女の 壻 となり、 舞 を 演じて 諸國 を遍應 した-おであった。 光信の 描いた 像 は 今帝窒 博物館に 藏 

せられて ゐ るが、 八 郞九郞 家のお より 納めた の だとい へば、 それ を 靈 かせた もの もい 吐繼 であるべく、 

彌次 郞說は 信じ 難い。 此の 像に は 朝 倉 家の 菩提 所 心 月 土寸の 第二 世 海閻禪 師の黉 があって、 些の 損傷 も 

なく 保^されて ゐる。 次 は 新曲 一恭の 製作で あるが、 これ も 直繼の 手に 成る と 越 前人 物 志の 直 繼傳に 

は 記して あれ ど、 八 郞九郞 家の 系譜に は 載せて ない。 これ だけ は 彌次郞 の 功であった と爲 すべきで あ 

らう か。 (幸 若 丸の 肖像 は 拙著 「日本 演劇の 研究」 に 掲載) 

凡そ 音藝 なる もの は 其の 創始者の 生存 時代に は輕視 して 記 傅の 後世に 垂 るべき もの を 遣 さす、 後世 

其の 藝の 流布の 廣 きに 到って、 附會を 事と した 傳記を 編み出す のが 常習で ある。 能 樂の四 座に して 
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も、 幸 若の 三 家に しても、 皆 其 例に 漏れない ので ある。 轉 じて 幸 若 舞と 先行 藝 との 關係 を略說 して、 

幸 若 舞 及び 舞曲 の 自體を 知る の 便 に 供す るで あら う。 

3 先行 藝 との 關係 

如何に 新しい 藝 術と 稱 せられる もの も、 其の 一 半 は 過去 藝 術の 延長に 他なら す、 他の 一 牛に 现 はれ 

た新樑 式新內 包の 多き ものに 對 して、 普通 新藝 術の 名 は 許される ので ある。 幸 若 舞曲 は 確 •！：：： に 新藝術 

で、 少 からぬ 獨創味 を 有して ゐる ものであるが、 其の 基礎と なった もの はいふ 迄 もな く 先行 藝の 某々 

幾 種の ものであった。 今 私 は 分けて 舞曲 • 曲調 *舞 技の 三と なして 考察の 手 を 着けようと m 心 ふが、 こ 

れが實 に 能 樂ゃ幸 若 舞 を 構成す る 所の 三 要素な ので ある。 けれども 舞曲に 關 して は 特に t パの條 下に 詳 

說 すべく、 こ、 に は 専ら 曲調と 舞 技と について、 先行 藝 との 關係を 述べる であらう。 仉し =E 調 も 舞 技 

も テキス ト があって 後に 案出され たもので あれば、 私 は 先 づ當初 それに 就いて 多少の 說明を 下さな け 

れ ばなら ぬ。 

越 前 幸 若 は 固より 斯藝の 本 系で あるが、 早く 江戸の 中世、 貞享の 少し 以前から 古 來の舞 を 菜て &音 

曲 だけに 改めた。 その 經過 について は 後の 隆替の 條 下に 述べる であらう が、 鬼 も 角 も 家の 藝を 少し 
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て、 其の 名の 由って 起った 舞を棄 てた ので ある。 系譜 はこれ に 合せて、 音曲の 構成に 關 しての み 記し 

て、 舞 技に は 更に 涉 つて ゐ ない。 隨 つて 此の 標題の 下に 於け る 史料と しての 做 は 大いに 減少し、 こ 

れに 代って 役立 つもの は大 江の 系譜で ある。 

大 江のに は 大頭舞 之 系譜と 題して ある。 これ は 元祿元 古 傅に 基いて 作成した もので、 雨後 次序 を 

追うて 記入した もの だが、 これに よれば 大頭 は、 幸 若 舞の 一 分派で、 幸 若 彌次郞 の 門人の 山 本 四郞左 

衞 門が 大 頭大聲 であった が爲に 得た 名で ある" 大 江の は 此の 山 本の 流で あるが、 f.^ 椅 から 領地 を與へ 

られて ゐる名 族の 家 藝に對 しての 遠慮で でも あらう。 義 家の 曾孫 義 兼より 起して 直 常に 至る 迄の 績き 

は 同一 にして、 幸 若 丸 を 直 常の 子に して ゐる。 これ だけ は 間違で あるが、 此の 條 下の 言 事に は 大いに 

參考 に 資すべき 文字が ある。 

直 名 幸 若 丸、 登， 一 比 0 山 1 爲， 兒 時、 ？ i, 一 習 草 子, 勤， I 舉 術？ 其比內 裏 有， 1 雪 

上雙紙 一 部 三 卜 六 恭 1 卽 今 所謂 舞 本 也。 此 雲 上 雙 1 着 二 節 拍 子 1 號ニ雙 紙 

舞 1 也 玩者 4； き 於 A 此 幸 若 丸 任 二 口 拍子 額 達 1 彼雙紙 改， 1 替 節 拍子？ 吟 

詠 驚， 耳 音 聲 叶 • 人 皆 解 fe" 未 A 名：， 之 只 稱 而已" 父 底 常 赴 二 越 前-時、 

隨， ハ t 共 F^、 父 死去 之 後、 入レ洛 而 在 A 京 者 曰 尙矣。 於， 此 崇 光院御 宇貞 
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和 二 年 丙 戌 逹二天 聽； 聞， 1 召 幸 若 舞 r 叙 感 不 レ淺、 於 二 父 居 越 前 1 給 知 1 

者 幾 及 二百 町？ 從レ是 世上 舞 繁昌 者 也。 

越 前のに 比して 文 も稍體 をな して ゐる。 ffll し是れ によれば 幸 若 丸の 始める 前に 舞の 木の 三十-: ハ^が あ 

り、 之 を 吟詠して 舞 ふこと も 行 はれて ゐ たこと になる。 さぅして幸若丸はこれに改^：^を加 へ て成功し 

たこと になる ので ある。 三十 六番の 旣存は 信ぜられぬ にしても 他 は 恐らく これが 爲相 であらう 3 雙紙 

は論& ^物 及び それ を册 子に した もの， -稱 呼で あるが、 論 I 卷物 は、 平安朝の 末期 以降 鎌八尸" 幕府 時代 及び 

窒町 時代 を 通じて 絕 えす 歡 ばれた。 さう して 材料 を 各種の 方面に 求めて、 作家と 喪家と 及び 寄の 上手 

と此等 の 共同 製作 の 下に 彼の 尊むべき 美しい 藝術 品と な つて 現れた ので ある。 武家 全盛 の 時代で あれ 

ば、 同より 其の 趣味に 合する 戰爭ゃ 勇士の 譚に屬 する もの、 例へば 後三年 綺卷 ゃ平ュ ^ 紛卷の 如き _ 有名 

な 物の 外に、 

1 谷 合戰擦 義經群 高 松 高 館 合戰圖 九郞 1: 官義經 奥州 泰衡等 被 討伐 1? 和 田左衞 門 

尉平 義盛總 (朝 比奈門 破) 平家 繪 土 蜘蛛 雙紙 大 江山 綺詞 H< 狗雙紙 

の 類が 行 はれて ゐた。 此等武 男 iS の 他に 宗敎譚 や 戀愛譚 を こめて 此等 一 切 を 合した 寺社の 緣 起なる 

もの も 頻繁に 繪卷 物と なって 現れた。 すな はち 赛日驗 記 や 宇佐 八幡 緣起ゃ 北 野 天 祌緣 起の 類が 隨分 
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多く 出、 他に 弘法 大師 や 一 遍 上人と いった やうな 高 情の 行 狀鎗も 出れば、 淸水寺 や 乙 寺 や 道 成 寺な ど 

の 緣起も 出た のであった。 义 何とい ふことの ない 興味本位の 古物 語 や 歌 物語、 土の 故事 迄 も 終" 卷物 

に 作り出された。 かう した 時代で あれば、 比 叙の 山に も、 is 裡 にも、 武將の 許に も、 それの， 三部 五部 

は 愛玩され てゐる こと はま さに 許さるべき 想 察で ある。 さう して 詞 書と 綾と を 併せ 味 ふ は敎養 を經た 

者の 爲 すべき 業であって、 目に 文字の ない 者の 爲に、 綺 だけ を 示して、 それ を 說く输 解と いふ 審業者 

も 出た 時代で ある。 それが 詞に 曲節 を附 して 聽 者の 感動 を强 からしめ るの は 當然の 進み 方で ある。 況 

してや、 目に 文字 ある を 誇りと する 比 叙の 山、 聲 明の 大道 場 を 有する 比 叙の 山、 平 曲 を 産み出した 比 

歡の 山に 於て、 爲す 事な さの 排？ I 動作と して 雙 紙を讀 み、 それに 自家 自慢の 曲調 を附 して 吟誦した こ 

と は： Jj^ も 滑 かな 行き方であった とい はなければ ならぬ。 平 曲が 流行して、 保 元 や 平 治の 物語 迄が 節 面 

白く 語られた 世 は、 他の 雙紙 類に も それに 近い 諷謠を 試みさせ たこと は眞に 以て あり 得べき 事で は あ 

るまい か。 吟誦に 次いで は それ を 多少な りと も 仕方に して 示さう とする が 自然の 路で、 それが 物語 か 

ら 劇への 進み 方で あり、 能樂は その 劇に 入った もので あり、 舞曲 は 其の 屮 に 位する もので あつたの 

である。 幸 若 丸 は 應永九 年に 比 叙に 登った ので あれば、 それ 以前に 雙紙 耽讀、 雙紙 吟誦、 雙， ま 仕方 舞 

の 起って ゐ たこと は、 他の 一般 音藝の 進度に 徴 しても 認め 得られる。 しかして 音藝に 於て は； 人 分の 豐 
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かであった 幸 若 丸が、 それの 面 y を 一 新す る 程の 改良 を 施して 一 家の藝を樹立したとするのが^^も0 

健な 見解で， 此の 點に 於て は 越 前 所 傳の系 li よりも 大江 のが 肯綮に 中って ゐる。 けれども 直詮 をい d《s 

の 子と なし、 貞和 年中 崇光院 の御聽 きに 達した と あるの は 明かに 誤りであって、 炎和にはまだ幸^^右丸 

は 生れて ゐ ないし、 崇光院 の-: 朋 御の 時に まだ.： ハ歲 にし かなって ゐな い。 

上 來說く 處は幸 若 舞の テキ スト は雙 紙に 起る とい ふ 古 傳に對 して、 それに 信用 をお くべき 所以 を說 

いたので あるが、 これより 轉 じて 吟誦の 曲調 や 舞 技に 關 して 其の 基礎と なった もの を 考察す るで あら 

先づ 曲調に ついてい ふ。 f ギ 若の：.^. 系に あって は 音曲が 全く 絶滅して しまったので、 曲の 性！：！； 調 X 比 は 

最早 徹底的に は爲し 難く、 自然 母胎 藝 との 關係を 明かに し 難い こと を 初に 斷 つてお かなけれ ばなら 

ぬ Q 但し まだ 誰 やら は 知って ゐ ると いふが 如き を 耳に して、 だん/,、 つきとめた 末に、 それ は 桃 井 

義久 とて、 もと 帝窒 博物館に 雇 はれた ことの ある 人 だとい ふこと を 知った。 そこ e 明治 四十 三年に： ：！： 

氏 を 京 昔樂舉 校の 邦樂調 へ 聘 して 奏曲 を 求めた ことがある。 然るに 同氏 は 一： 儿來昔 =M が 嫌 ひで、 ：史 

に 傳習も 稽古 もしなかった が、 幼時の 問覺 えが あるから やって 见 ようと、 ほんの. r^.-: ハ行 謠 つて；！！ かさ 
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れた。 それ は 三度 謠 へば 三度と も 違 ふとい ふ、 定形の 存 しない、 便りない ものであった。 其の 時 同氏 

ももう 幸 若 音曲 は 絶えた の だとい はれた が、 悲しい かな 其の 言が 謬って ゐな いのであった。 止む を 得 

す 我等 は大 江に 遣存 する もの を 取って 比較 考亮を 遂げなければ ならぬ ので ある。 

大 江の を聽 いた 者 は、 その 曲が 安宅で あらう が、 夜 討 曾 我で あらう が、 乃至 は 那須與 布で あらう が 

皆 正月 來る萬 歳の 節に 近似して ゐる 所の くない こと を感 する であらう。 殊に 掛合ゃ 同 昔の 所に はさ 

う 感じて、 それと 共に 萬 歳と 姉妹 藝 なので はない と考 へる 人 も あるで あらう が、 さう でない。 山 科 言 

繼 卿の 日記 を兑 ると、 寓歲 連が、 幸 若 舞曲 を 借用して、 濱出ゃ 夢 合 や 和 田 酒 盛 や 那須與 市な どの 曲 か 

らおめ でたい 句の ある 一 段 I 節 を 借りて、 舞に 合せて 禁裡 や 幕營ゃ 其の 他で 演じて ゐた。 すな はち 萬 

歳が 幸 若に 模 したので ある。 

幸 若 舞曲の Si ひ 方 は 七 分 八 分 迄 語る のであって、 他は讅 ふので あるが、 その 何れも は： 歳の 如くで 

なく、 曲の 名目と して は、 越 前のに、 

コトバ イロ イロ 詞 フシ 力、 ル フシ 同音 同 昔 ッメ サシ サシ色 ィル 

フル フル フシ クドキ サシ クドキ ロンギ シ ホル ァ タル クル ッメ 上 

中 下 ョミ モノ 
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等の 二十 幾 種が あり、 大 江の は 此の 他に まだ 

ヒロ フ  ユリ  モッ  ハル  キザミ  ゥケ  カケ  クセ  イロ ガ カリ 

等 十 種 程 も ある。 之 を 舞曲と 併行 藝 たる 能 樂 のに 合 はせ て は コ トバ. フシ • 力 カル .同 音. サシ. ク ドキ. 

G ギン • クル • ョミモ ノ 及び ク セの十 を 共通 名目と し、 先行の 平 曲に 比して、 コトバ .ク ドキ. ヒロ ヒ， 

ユリ. サシ. ョミ モノの 六 を 共通 名目と する。 而 して 根本 母胎の 聲 明に 對 比して はわ づ かに、 フシ. 同 

音. サシ. 口 ンギ. ユリの 五 を 共通の 名と する だけで ある。 此の上より 判じても 幸 若 丸 は； ：！：^!:^ にす る 

唄 讃谒頌 の 曲調から 離れて、 其の 時代 人の 愛好す る 平 曲 類 や 宴 曲 類 特に 曲舞の 曲調に 近接せ しめて 改 

良 を 成就した こと を考 へたい ので ある。 恐らく 當 代の 民謠の 曲節 を も 加味した であらう が，、 今 口より 

して は それ を 判別し 得られ さう もない。 但し 曲舞の 調が 採用され てゐ たと すれば それ は 極めて 俗調に 

成る もので あつたので ある。 前代ょりの朗詠ゃ今様もまだ京洛の地ゃ比^^の山には行はれてゐたので 

あれば、 それの 取 込まれた こと は 何人に も 許さるべき 想定で あるが、 それ は 平 曲 を 通して であるか、 

直接に であるか、 是等は 永遠に 究明し 能 はぬ 問題と して 遣る であらう。 耍す るに 平 曲 や； 説 曲と は 遠つ 

て、 單調 であり、 高低 や 緩急に は 乏しい もので ありながら も、 どこか 北嶺の 聲明 道場 を 有する 地に 生 

れた 音曲と して 請け 入れられ さうな 調で あると いふ を槪 評と すべきで あらう。 私は大 江の を 問いて さ 
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う 感じた ので ある。 

舞を棄 て、 音曲の みに した 越 前 幸 若 は 曲節の 整理に は 特に 力 を 用 ひたので あった。 . ^緖 書に 「後 條 

目 分 二 長 短 屮 三 段 1 象 二 H< 人 地 三 ネ】」 と あるが 如く、 共の 曲節の 長き もの を 二十 八桥 中より 

選びて 「曲節 集」 と 名 づけ、 短き もの 及び 長短の 中 に 位する もの を 二 卜ー桥 巾より 選んで 「短 巾 之 

部」 と 名 づけて 抄出した ものが、 小八郞 家より 分れた 家の 者の 手に 保^されて ゐる. - 此の 家に 幸 若 丸 

の 一 一首 懐紙 又は 後段に 說明 する 古文書の 幾 通 か を 所蔵して ゐ るが、 右の 一 一書 は 紙質 書體 等より 判じて 

江戸 初 世の ものと 兑 受けられる。 併し 此の 書 はあって も 最早 諮 ひ 得る もの は 無く、 愛兒の 一 子 を やつ 

て 火 江の 述 中に ついて 學 ばし め、 よい 意味の 逆輸入 をしょう とい ふ 篤志 者が ある だけにな つて ゐる。 

S 幸 若 丸 筆蹟の 寫眞は 拙著 「日本 演劇の 研究」 に. 曲節 築 は 拙^ 「日本 歌 Ifie:- 成」 (近お 篇) に 招 載。 

舞拔並 に 伴奏 器 や 服裝等 に 就いても 大 江のに 基いて 考察す るより 他に 方法がない。 元來幸 tl; 舞 の 服 

裝に關 して は 何の 傅へ もない.^ 能樂の 世子 十六 部 菜に 於け るが 如き 根本 史料 は 舞曲の 上に は 全く 無い 

ので ある。 けれども 初 祖幸若 丸の 肖像に よって 判 すれば、 折 烏帽子 底垂に 小さ 刀と いふ 《ie 裝の 儘で 演 

じた ものら しく、 それが 七十 一番 職人 盡の 総に よく 合する。 越 前の は 三人で 掛 合に 讅ひ义 は 舞った。 

その 例證は 詞章の 上に よく 現 はれて ゐ るが、 大 江の も それ を繼 承して ゐる。 能の 如く 太夫 • ヮキ： ソレ 
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(太夫： ンテ • サシ とも) と 呼び、 太夫 は 立.；：：！ 帽子に 素 襖長拷 小さ 刀、 手に は 扇。 ヮキッ レ兩人 は，： IT^ 

子 だけが 遠って、 横 さびの 折 烏帽子と いふが 舊慣 で、 素 襖 着用の. H 來に關 して は 山本大 の 門人 否 足 

屋善 兵衞が 後柏原 院の a 覽に 供す る 時、 山 本の 例 を 襲いだ のに 基く として ある。 樂器は 古來鼓 ー诞で 

あった。 勿論の こと、 越 前のに よった ものら しい。 之 を豫備 知識と して 舞 技の 傳統を 討究して 兑る。 

追記 大 江の 幸 若 舞の 服装 は 本書の 二 六 九 頁參 照の こと。 

大 江の 舞に つきて、 古傳を 聞く に、 品位 を 維持して 體に隙 を 見せない こと を 第 一 義 とし、 敬 禮に古 

型 を 崩す こと を 許さない ことにして ある。 卽ち體 を 稍 前方に 屈めて、 左足より すり 足で 出で、 E を 物 

に ふらせす 後ろ を 見せぬ ことが 肝要 事と されて ゐる。 姿勢に ついては かう 規定され てゐ るが、 舞 技 は 

甚だ 簡易な ものである。 舞曲の 內容と はさう 關 係が あると も 思 はれない 所に、 兩手を 左右に 開いて な 

が，/ \- と 述べ、 又は 扇 を 開いて 諸手 を兩 脇に 着ける。 勢を附 けようと して は 時に 足拍子 を 踏む。 特に 

太夫が 情の 曰 S まりを 現 はさう として は シテヮ キの前 を 往返 するとい ふだけ のこと である。 時々 は 三人 

が 揃って 舞臺を 一周す る やうな ことがあっても、 能の 如く 叉 は 踊の 如く、 さす 乎、 引く手に 變化 を：：： 儿 

へん ほい 

せる とい ふやうな こと は 無い。 足拍子の 踏み 方 は 返閉に 合する と 聞く が、 何れにしても 舞， A- いふに は 

餘 りに 技巧 昧に 乏しい ものである。 假 面は附 ける でな し、 役の受 持が. y まって ゐる でもな く 服装 を變 
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へる でもない. - 詞の 受渡し だけ はあって も、 詞章 は元來 叙事 式の 物語 體に出 來てゐ るので、 到底 劇に 

は 片足 を も 掛けて ゐる ものと はなし 難い。 全く 物語の 內 容を聽 かせる のが 主 目的で、 些 末な 舞 技 は そ 

の 補助 乎 段で あるに 止まって ゐる。 決して 物眞 似と か復 現と かで は 無い。 此の 意味に 於て 舞 技の 傳統 

たづ 

を 討ね て よう。 

先づ これに 先立って ゐた 曲舞 を考 へなければ ならぬ。 それに は それに 先立って ゐた 白拍子の 舞を考 

へなければ ならす、 叉 それに 先立つ 舞樂を もとい ふこと になる ので ある。 しかしながら 舞樂に は管鉉 

樂の 伴奏 はあって も テキスト はなく、 たと ひ 或出來 事の 眞似 であっても 其の 或 一 斷而を 示す とい ふだ 

けの ものであって、 決して 過去の 事蹐を 目の あたりに 示さう とする もので ない。 叉 白拍子の 舞 は 今様 

歌に 合せた 舞で、 少納言 入道 信 西が 舞樂の 手の 中から 面白さう なの を 選んで、 其の 道の 女 どもに 敎へ 

たのが 木であった。 其の 先頭に 立った 磯禪師 の藝に 就いては、 さした る記錄 はない けれど、 娘の 靜の 

舞に は 相 常に 記載され たもの が あり、 物語 類の 中に も 白拍子の 舞 技 や 歌唱 は 描き出され てあつて、 約 

言 すれば、 

白拍子 舞に あって は、 鼓が 主要 樂器 であり、 拍子 を 大切に したが 爲に、 謠 ふとい はす、 數へ ると 

いった。 服装 は 水 干に 挎で、 持物 は 扇 だけ。 謠ひ 乍ら 舞った もので、 舞 は 二 段に 分れて ゐた。 さ 

二 幸 若 舞曲 研究 


199  ― 


― 200 


二 幸 若 舞曲 研究 

うして 後段 はセメ によって 急迫 味 を 表 はして、 踏み 廻り 乍ら 間 を 寄せて 舞 ひ、 それが 入 舞で あつ 

た。 通常 は 祝 ひの 歌に 起して 祝の 歌で 閉ぢ、 其の 中間に 種々 の 歌 を 挿んだ。 

とい ふこと になる。 幸 若 讚美の 語に 「面白の セメゃ クドキ や」 といった 例が あるが、 セメは 舞の 娘に 

對し、 クドキ は謠ひ 方に 對 して 褒めた のであって、 セメ は聲明 3:3 の セメゴ H から 起った もので、 初 

は謠ひ 方の 名で あり、 それが 白拍子 舞の 時から 舞の 一 つの 型の 名と なり、 幸 若で も 北 ハの名 を路, ^した 

ので ある。 

曲舞の クセは 正調で なく、 變格 又は 偏 傾の 意で、 曲舞 は ある 舞に 對 して、 それの 如く 正 型の もので 

ない こと を 意味す る。 而 して 其の ある 舞なる もの は 白拍子 舞で あらう と 私 は 思 ふ。 曲舞 は 二 段より 成 

つて、 其の後 段 を 寄せて 舞 ふこと は 白拍子 舞の 如くで あり、 樂器も 同じく 鼓 だけで ある。 持物 はや は 

り 扇、 服装 は 水 干に 立 烏帽子で、 白拍子 其の ま K の 姿であった こと は 七十 一 職人 盡の输 でも 知られ 

る。 詰り曲舞は^：拍子舞を思ひ切って時勢粧にしたもので、 クセ とい ふ 名 は それから 出た ので ある。 

曲舞の 成立 は 鎌 倉の 中期 頃で あるべく、 その 歌に は 百 萬 • 山姥な どの 外に、 古説 話 も 武士 I； れも 絞り出 

された のであった。 當時行 はれた 宴 曲なる もの は 長篇の 歌の 曲節 を 聞かせる のが 主で あり、 ：^舞は；：；^^ 

筒の 歌の 內容 を聽 かせたり 見せたり する のが 主 目的で、 此の兩^<;は對立してゐたのでぁる.- 一 兀來鎌 <：^ 


幕府 時代 は 文 ゆ 又は 音樂 共の 他の 藝術 方丽 にあって は崇古 主義と 革新主義との 鬪諍 時代で、 平 曲と 宴 

曲と は 侶 又は 僧侶の 保護の 下に 作り出され、 m 樂ゃ 曲舞 や 能 樂等は 半ば 以上 民衆の 歡迎 裡に榮 えた 

もので、 いは ピー 種の 革新 氣 分の 下に、 卽ち大陸藝へ の追隨から全く脫して^！！！覺時に人っての鹿物 

で、 何れも 從來の 族 を 離れて、 武士 又は 庶民と いふ 中流より 下流の 者の 抱擁 裡に 大成せられ たので 

あった。 幸 若 舞曲の 發祥地 は 比 叙の 山であった にもせ よ、 ，11: 拍子の 舞から 出た 曲舞 系統に 屬 する もの 

と 思 はれ、 はつ 專ら 武士の 問に 歡 ばれた とすれば、 いふ 迄 もな く 革新的の 產物 となすべき である。 之 

が 曲舞 系統であった こと は 上述の 理由に よっても 略 了 得せられる であらう が、 山 科 一一 H 繼 卿が 幸 若 門 下 

の 山 本 四 郞左衞 門 一 派の 演藝 に對 して、 常に 曲舞と して 其の 日記に 錄 して あるので も 知られる であら 

う。 曲舞 は 世 阿 彌が應 永の 昔に 能 を 大成す る 時、 其の 長所 は餘す 所な く 取 入れて しまったの である。 

さう して それ 以前の 曲舞 は 如何なる もので あつたか、 今より して は 窺 ひ 知られな いので あるが、 今 曲 

舞 集と 稱 する 書が、 能の サシ 以下 クセの あたり を 集めた ものである 所から 推しても、 能の 戯曲 的なる 

に反して 叙事 式の^ 文で あるが 如く、 舞の 技 も 近代の 舞踊の 如き 技巧の 末に 走った もので は 無かった 

であらう と 思 ふ。 幸 若 舞の 舞曲 は雙 紙に 起った だけに 甚だ 長篇 で、 普通 識 曲の. 4^ さに 數 倍し、 曲舞の 

文に 對 して は 十 幾 倍 かする。 さう して 人 問の 音藝 鑑賞の 耐久力に は 時 問の 上に も 制^の ある もので あ 
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れば、 今の 大江 程度の 曲調 舞 技で、 さっさと 運んで 行く 必要が あつたの であらう。 

舞曲 卽ち 詞章 を 中心として 見るべき 場合の 導きと して は 上の 程度で 滿 足して 貰 ひ * 轉 じて これより 

舞 四十 番の 詞章 考察に 向 ふ。 


2 


4 舞曲の 番數 


幸 若 舞に ついては 普通 「舞 三十 六番」 とい ふが、 諸 書の 記載に 多少の 出入が ある。 先づ擧 くべき は 

貞享の 書籍 目錄に 揭げて ある もので、 元 祿五年 板の も これと同じい。 すな はち 「舞 本 並 草紙 類」 の 部に 


たい しょ くわん 

大職冠 二， 

i うち そ が 

夜 討 曾 我 a 


たか 

高 

つ き 

築 


だち 

し 44 

島 二 


鳥 二 


げん ぶく そ ,^ 

元服 曾 我 

ほり ゥ は よ うち 

堀川 夜 討， 


滿 仲 二 

じふ はん ぎり 

十 番切ニ 

あつ  もり 

敦 盛 二 

ふしみ とき ぼ 

伏 常 盤 二 


しん 


曲 


こ そで そが 

小袖 曾 我 二 

* でん  まき  j 

笛の 卷 一 


言 

かゆ 

景 

もん 

文 


だ 

田 二 

がし 

徑 一 

さよ 

淸 二 

がく 

覺 二 


わ だの さか もり 

和 田 酒 盛 二 


四國落 

伊 


ぶき 

吹 


^  9 ゎケ ii いじん 

百合 若 大臣 二 


おひ 

笈 


さ .々 , 

搜 


烏帽子 折 二 

V ま  だ 

鎌  田 二 

いづみ じ ゃラ 

和 泉が 城 二 

とき は もんだ ふ 

常 盤 問答 I 

lO わ 、つ  じ ♦* 

硫黄が 島 一 


m'i 馬 i 

出 揃す: 

へ 

AV 未み 


らい ？  き そ 、わんし よ  なすの よ いち 

來記ー  木 曾 願書 一  那須與 一 1 

r  *- よ  しゅ  -I レ  ごえ 

鹿 一  淸重 一  展越 一 

合 卅六番 舞 本 也 

と 掲げて ある. - 1 叉 は 二と ある は册數 で、 これに 鑌 けて 

つ. oy さん だん  S りかね そ が  しづか  ^  .©^ ぜ 

效讃歎 一  切 兼 曾 我 二  靜  二  夢 < "二 

を 擧げ、 以下に は 世に 所謂 草紙 を 列ね て あるが、 此の g: つ は 明らかに 幸 若 舞曲の 巾で、 三十 六桥 以外 

に 立った ものである。 群 書 一 覽に は前揭 三十 六桥 より 鎌 田と 和 泉が 城 を 除いて、 之に 代 ふるに、 劎讃 

歎と 夢 合と を 以てして ある。 

以 h 四十^の 他に まだ 長短 を 別にして い へば 次の 一 ニ桥が ある。 

に ほん ぎ  ちゃ ラ  り や 5  くら f いで 

口 本 記  張  良  鞍馬 出 (束 下り) 

大頭 では これと 題名 を 異にして、 和 泉が 城 を 勝負 分と いひ、 景淸の 下の 卷を籠 破と いひ、 常 盤 問答に 

鞍馬 常 盤の 名を附 し、 伏 見 常 盤 を 山中 常 盤と 呼んで ゐる。 又 どれ かの 異名ら しい ものに 禪賀の 一番が 

あって、 斯流 では 通計 四十 二番と 稱 へて ゐ るが、 以上の 他に 出て ゐる もの は 無い 又 越 前の 音曲 = 錄 

に は 上記の 他に  一 
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勸進帳  蓬萊山  九 穴 貝 

の 三 を あげて ゐる。 勸進帳 は 富 樫の 內、 他は濱 出に 屬 する ものである。 又 小ぶ しものと て 祝 &!： に m ひ 

た 小 31 に は 

1 天平 か 松の 枝 長生 殿 山 科 老人 四季 都 あたり 

と 名 づけた ものが ある。 何れも 賀意 を 含む I 節 を 柚き 出した ものである こと は 能の 小畔 i と！：^ じい。 一 

例 を 示せば、 

松の 枝 

常 葉なる。 松の 枝に は 舞 鶴の。 $5^ 立つ を见れ ば 翻き なき。 厳の かたに ゐる龜 の。 千代 jS? 代も^ りなき。 齡は 

君が 爲 なれ や。 心 も き。 池 水の ひろき 惠ぞ ありがたき。 

老 ， 人 

老人 は。 若くな リ若 きはい つも 老 もせず。 富貴の 家と なると かや。 長^ 殿のう ちに は 秋 をと むるな る も か 

くやと 思 ひ 知られた リ。 

の 類で ある。 舞を棄 てなかった 頃 は江戶 時代で も 此等を 小 舞と 呼び、 此の 類 を^め た 寄に は 小 舞 木と 

名づけて/^たが、 音曲 だけと する に 及んで は、 小節 物と 呼ぶ ことにな つた。 
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以上 四十 三番の 曲名に よっても 詞材 の典據 又は 說 話の 大要 は 想 察し 得られる であらう。 則ち 入を以 

ていへば 物に 曾 我物、 繼承 的の 作品と して は 平 治 物に 平 曲 物、 並行 藝 より 探った ものと して は 太 

平 記 物、 此の 他に 斯藝の 特有 物と して 認 むべき もの、 以上の 五 別が 存 する こと は 直に 看破せられ るで 

あらう。 而 して 幸 若 丸 は 創始 時代に 旣存の 草子に 新な 曲と 舞 技と を 加 へ て 山 僧た ちの 耳 E を ひきつけ 

たとい ふので あれば、 先づ其 の 舞曲に は 平家物語 平 治 物語の 類より 始めて 種々 の綺卷 物の 全部 义は 一 

部の 使用 を 想像すべく、 斯の 舞と 相距る ことの 遠から ぬ 時代に 作成 せられた 太平 記 や 義經記 や 曾 我物 

語な どの それ 等に 併せ 考 へて、 其の 原據 によって 類別す る Q が 最も 妥當 であらう。 しかしながら 義經 

記 • 曾 我物 語の I 1 書と 舞曲との 間に は 本末 關 係の 存否 を 俄に 定め 難く 感す るので、 全く 便 {儿 の 上より 

して、 

平 治 物 平 曲 物 判官 物 曾 我物 太平 記 物 特有 物 

の 六 に 分け て 說明を 試みる ことい する。 
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ィ平治 物 

平 治 物語と 平家物語と は 其の 作成 年次より い へば、 平 曲流 布 後に 至って 平 治が 綴り 出された かの 如 

くに 感ぜられ るが、 早く 鎌 倉の 中世に 於て、 保 元と 平 治と は 平家の 如く 琵琶 法師に よって 語られた も 

のであった。 平 治の こと は 花園 院窟 記の 元應 三年 四月 十六 n の條に His された ことが 記されて ゐ るの 

で、 後醍醐 天皇の 朝に は 明かに 行 はれて ゐ たものと して、 從來 さう 說明 する ことにな つて ゐた。 しか 

しこれ はもつ とく 古 い 時からの 事で あ る。 東大寺 蔵の 普通 唱導 集 を兑る に、 

琵琶 法師  伏 惟々々々々 勾當 

平 治 保 元 平家 之 物語 何 皆 暗而無 

音聲氣 色，：^ = 儀 之體骨 共 是麗而 有レ興 

と ある。 此の 書 は 僧 良 季が三 寶の譜 歎に 资 すべき 肝略最 要の ffi- として 編成した もので、 永 仁 五 年の 序 

が ある。 北ハの 「世間 出世間 藝能 二種」 と 立てた 部の 世間 部に 右の 一 项が兑 えて、 夙く 伏见： 人， M の 御代 

に は 此の 三 物語が 琵琶 法師に よって 語られて ゐ たこと が證 せられる。 ほ然此の三物.^1はゃ^„^舞=^ょり 

い へ ば 共に 先行 藝 たるの 故 を 以て、 先 づ平治 物語 關 係の ものから して 說く。 

保 元 物語に は爲 朝の 奮戰と 爲義の 最期と に 於て、 剪武と 悲傷との 雨 極端が 描出され てゐ るに も 係ら 


す、 それ は 舞曲に 採用され てゐ ない。 又 待 賢 門の 合戰 ほど 主從關 係の 濃厚と 相 倚と を 語る もの は 他に 

多くの 類を兑 出し 難い。 それが 實に平 治 物語 中の 强調 刺戟 部と して 立つ にも 係らす、 舞曲 は それ を も 

採って ゐ ない。 さう して 義 朝の 最期 を 說くを 一 曲と して 鎌 田と 名 づけ、 頼 朝の 捕 はれ を 一 曲と なして 

伊吹と いひ、 常 盤に ついては 伏 見 常 盤 • 常 盤 問答の 二 曲 を 作り 設けて ゐる。 殊に、 頼 朝 を 直ん じて 他 

に 夢 合 • 馬 揃 • 濱 出の 三曲 を 立て.^ 祝言の m に 供して ゐる。 常 盤 は 便宜上 後の 物の 中に 入れて 說 

くこと とな さう が、 此の 常 盤 二 曲 を 除けば、 他 は 比 C 右大將 物と でも 名づ くべき である、 鎌 出に しても 

當然 此の 集圑に 從羼せ しむべく、 もし 全く 典據を 忘れて いはう に は、 平 治 物と 名 づけす して 右 大將物 

の 項 を 設ける のが 當を 得て ゐる であらう。 

枇に義 朝の 敗北 程 いもの はない。 平氏に 圖られ て 父 を 討ち、 信賴 とい ふ不覺 者に 語ら はれて 並び 

立った 平氏に 打 負け、 あたら 家の 子 郞黨を 散々 に 打た せた 上、 わが 子に は 恥を兒 せまいと して 朝 長よ 

り 始めて 女の 童に 迄 死 を 早めし めた。 さう して 自身 は 野 間の 內 海で、 返り忠の 長 田に 打取られ たので 

ある。 それ は 乳母 子の 鎌 田 政 家の 舅の 爲に 打取られた のであって、 政 家 も 共に 殺され.^ ば、 政 家の 妻 

も それに 殉 するとい ふ慘絕 事であった。 窒町 時代の 武士 は 決して 義朝を 叛臣と して 考 へて ゐ ない。 さ 

うして それよりも 共の 後に 榮 えて 空前の 暴威 を 娘った 淸盛を 憎む の 情に 燃えて ゐた。 其の 支 證には 平 
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家を讃 仰した 作品 は 一 つと して 現れて ゐ ない。 殊に 御所 様と して 仰ぐ 足 利 將軍家 は、 全く 赖 朝の 跡 を 

追 ふ 源氏の 大互 頭であって、 頼 朝 を n 歌す る こと はやが て 足 利 家 を 祝福す る 所以であった。 隨 つて 顿 

朝の 父義 朝の 最期 を 語り 且つ 舞 ふこと は 源氏の 末裔た る 足 利 家に 對 して 好意 を^す る ものから ほ^ を 

呼び出す 所以の ものであった。 加 ふるに 太平 記 時代 以降 應仁 文明 年中に かけて 此の 種の 悲慘事 は 大小 

の 差 こそ あれ、 當代 武士の 一族 緣 者の 間に も續 出した ことで あらう から、 實に 人事なら すと して 一 "fi" を 

潜めて 兒 聞した ことで あらう。 

賴朝は 同胞に 對 して は 殘忍 酷薄で あつたが、 天下の 寶權を 掌握した 最初の 大將 軍であった。 二十 一 

年間 も 蛭が 小 ，15 の 流人であった こと を 思へば、 後半生に は 至大な 幸福に 浴した 者であった。 { せ 町 時代 

にあって 當 面の 嘉儀ゃ 前 程の 遠大 を賀 すべき 場合に 取って は、 賴朝 のこと は最 好適の 話柄で あり、 之 

を 謠ひ之 を 舞 ふこと は 更に 一 曆の感 輿 を 高めた ことで あらう。 これが 右大將 物の *  { せ 町 武士の 保護と 

愛顧との 下に 行 はれた 幸 若 舞に 詞曲 として 選ばれた 所以で あらねば ならぬ。 

伊吹 は 頼 朝が 彌平兵 衞宗淸 に 捕 はれる 前後から 伊豆へ 落着く 迄の 曲折 を 叙した もので、 S 終に カタ 

ッメの 曲節で 天下 一統の 條を 語り、 「八幡 大 菩薩の 御 誓と ぞ 聞え ける」 で 結ぶ もので、 平 治よりも 詳細 

にわた つて 全く 新 の 祝 ひ 物と 兑 るべき である。 夢 合 も 亦 同じく 祝 ひ 物で あるが、 "： 儿に關 して は 特に 
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少し 許りの 說明を 添へ なければ ならぬ。 

夢 合の こと は、 元來 流布本 平 治 物語の 「顿朝 遠 流 盛 安 夢 合の 事」 にあって、 源氏 方の 侍 ども は、 賴 

朝が^ 豆へ 送られる 時 皆 出家 を勸 めた が、 顯纈源 五 盛 安 だけが 之 を 止めた。 さう，， -て勢 多の 彼方 迄 見 

送って 武部明 神の 社で 通夜した 時、 其の 夜の 夢 語 をして 賴 朝が 將來 日本 六十 六 筒！： を 支配すべき 吉兆 

だと 說ぃ たこと にして ある。 然るに 源平 盛 一；； I- 記に は 5- 豆 山に 於て、 藤 九郞盛 長が 吉夢を 兄て 賴 朝に 語 

り、 大場景 義が之 を 合せて、 一大 瑞夢 となして 顿 朝の 前途 を 祝 ふこと に 改めた" 舞 = ^は略 これに：！^ じ 

く、 曾 我物 語 は稍異 つて、 合せる もの を景義 とせす 景延 とし、 箱 根參詣 をした ことにして、 标ー めて 地 

方 色. V 濃厚に して ゐる。 此の 點 からい へば 舞曲 は 盛衰 記に 近くて， 曾 我物 語に 關係 をお すると は W 心 は 

れ ない。 又 舞曲で は 盛 長が 夢の 威 德を說 き、 せ 我物 語で は 酒の 利益 を說 くこと になって ゐる。 せ 我物 

語と 舞曲との 關係を 考察す る 者 は 宜しく 此處に 留意すべく、 此の 一 曲より 見て いへば、 ^！：：：我物語は舞 

曲よりも 後の もので あらう と 思 はれる。 

馬 揃 は 盛 長が 廻文 を 持って 勢 を 他す の 段と、 石橋 山發 向に 先立って、 頼 朝が 「是は 佐が 祝言の 始な 

れば、 面々 の 馬 ども を 一目 見む」 とて 佐々 木 土 肥北條 以下の 名馬 を點檢 する 段と にして ある。 さて ef^ 

んで陣 を 構へ、 思 ふ 所があって 七騎で 安房へ 落ち、 忽ち 勢 を 得て 平家 を滅す こと を 叙して 「天下 を 治 
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め 給 ふこと 八幡 大 菩薩の 御 誓と こそ 聞え けれ」 と 伊吹と 同 I の 句 を 以て 結んで ゐる。 

濱出は 頼 朝が 上洛して 自ら は 右大將 となり、 功臣 も それ-^ 兵 衞の官 を 賜 はる、 梶 源 太が 其の 悅 

の 式 を 擧げ、 第三 曰に 江 島詣に 事寄せて 濱出 をな し、 海上に 舞臺を 立て i 舞樂を 右大將 への 嚮應 にす 

る を 前段と し、 賴 朝の 望に よって 諸士が 海中に 入って 11  有 を 求め、 秧 父の 六 郞が大 貝 を 三十 取って 御感 

にあ づ かる を 後段と する。 此の 後段 を 一 に 丸 穴 貝と 稱 する は、 蓋し 大鮑 貝の 意で あらう、 此等は 便宜 

上此 處に說 くので あって、 總 ベて 皆 平 治 物語に 據 つて 敷衍した もので はない。 恐らく は 祝言 m の爲に 

特に 作成した もので、 彼のお 伽草子の 中に 同じく 濱 出と 題して 此の 前段 を收 め、 それに は^に 起 竹の 

I 段の ^ずるが 如き は、 此の 兩 者の 母胎と なる 物語が あつたか、 然ら ざれば、 お伽草子が 舞曲の よつ 

て 生れる 原據 であった こと を 示す ものと いふべき である。 又 平 治より 出た もの も 潤色と 添加と に殆ん 

ど 舊態は 見られす、 全く 一 切が 窒町 中世 化せられて、 源平 武士の 眞 目と は 大いに かけ 離れて ゐる。 

彼の 近 松の 淨 瑠璃に 於て、 上古 や 中古の 武人 を 描く にも、 ひどく 近世の 武士に 似せ しめたと： i: 様の 關 

係に 於て、 すべて を 室町 武士に 近くして 叙して ゐる。 其の 理由 は、 事を過去の武士に假りて作^^：と同 

時代の 人に 强く 感受せ しめよう としたが 爲に 他なら す、 此の 事 は 後の 刺官 物ゃ贫 我物の 上に、 更に 著 

しく 現 はれる ので ある。  - 
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a 早 曲 物 

明かに 平 曲から 出た 物と して は 硫黄が 島 • 文覺 • 木 曾 願書 • 敦盛 • 那須與 一 の 五 曲を擧 ぐべ く、 築 

島と 景淸の 1 1 曲 も 亦 これに 從屬 せし むべき である。 

前 頃に も 述べた が 如く、 幸 若 を 保護す る 者 は 源 家の 裔 であり、 之 を 謠ひ之 を 舞 ふ 者 も 亦 源氏の 末葉 

であった。 兹に 自ら 平 曲 中の 某々 の 齣 を 探る にも、 平家 滅亡の 因、 源氏 再興の 瑞祥と いふが 如き を 選 

ぶこと になる ベ きであった。 

硫黄が 島 は、 赦 文と 康頼 祝詞の 二 齣 を 前後して 綴った もので、 俊寬が 一 人殘 されて 喚き 叫ぶ 足摺の 

齣に は 及んで ゐ ない。 すな はち 平 曲に 於て、 ョミ モノと して 扱 はれる 所の 祝詞 を聽 かせんが 爲 であつ 

て、 恐らく は 物 哀れな 曲調 を 改めて 多少 雄勁 味に 富む ものと なして、 それに 新 様 を 示した ので あらう 

が、 文 も 平家 其の儘で ない。 天性 不信 第一 の 人と して 叙して ある 俊 寬を禪 道より して 身 を 誤る ものと 

改めて、 

其 時^ 都禪に 古き 詩 を 思 ひ 出.、 つる クル 同音 風佛 前に 花 を 散す。 岸 崩れて 魚 害す。 其 岸 心無く して 罪 を 得ず。 

n トバ されば 五體は 五つの かり 物。 ヮキ地 水火 風 かたどり。 心 は 虚空の 如くに て。 形 無ければ 色な し。 諸 法 は 

有無の ニ^に て。 有と も 見え。 又はな し。 フシ 立っても ゐて も座禪 なりと。 破戒 無慚の 高枕し 起きぬ 臥しぬ ぞ 
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した まひけ る。 

と 叙して • 俊 i 見が 成 經康賴 一 一人の 熊 野 參詣の 所爲に 同意し なかった こと を禪に 誤られた ことにして あ 

る。 此處に { せ-町中 I に 於け る 禪の墮 落 情 態 を 察すべく、 平 曲に 時代色 を 添加した 例と して、 決して 此 

の 曲 は 之 を 閑却すべき でない。 但し 當時將 軍の 記窒 として 帷幄に 參する もの は 多く 禪 1^ で、 _ ^凉軒 =： 

錄の 著者 季 俊の 如き は 幸 若 丸の 赦免に ついて 執 成し をした 者であった らしい。 其の 季瓊 等の 前で 禪の 

誹謗に 涉る 此の 詞章 を 太夫と 脇と が掛 合で 高唱 した ことに 對 して は、 多少 奇異の 感に打 たれざる を 

ない。 蓋し 禪が 邪路に 彷徨した の も事實 であり、 季虚はまた江戶幕府の天海僧正とぃふょりは林^3赛 

の 如き 地位と 心情との 下に 輕く 笑って 濟 して ゐ たこと であらう， - 

木 曾 願書 も 其の 題名の 如く、 義 仲が 平家の 勢と 加 賀の礪 並 山に 近く 對 陣中、 峯の 木の ^ に兑 出で た 

る 八幡 {a へ戰 勝の 願書 を こめる こと を 叙した もので、 これ もョ ミモ ノの願 が 飽く迄も 主位に 立つ の 

である" 執 S 者 はもと 儒家の 人であった 藏 人道 廣、 出家して 最乘坊 信 救、 奈良 居住の 時 一：；！ 介 { い！ 1 方への 

返牒 に、 抑淸盛 入道 は 平氏の 糟糠 武家の 塵芥と 書いた が爲 に、 淨 海の 怒 を 買 ひ、 危<^.んを脫して雜仲の 

右筆と なり、 太夫 坊覺 明と 名吿 つた 人であった。 勸舉院 出身で、 朗詠 私 註 を 著す 程の！： f 力 者で あつ 

た。 其の 覺 明が 目前に 野 山を埋 むる 敵の 大軍を 見て、 所の 八幡へ こめる 願書に ま を 執った ので ある。 


眞に 極度の 熱が こもる べきで、 何で ふ 害き 損すべき であった。 舞曲に 於ても 「彼覺 明が^ 勢 ほめぬ 人 

こそ 無 かり けれ」 と 結ぶ が、 誠 は 源氏 戰 勝の 願書で あつたが 爲に、 足 利 家に 喜ばれた ものと して 解す 

べきで ある. - 彼の 平 曲 語りの 檢校ゃ 勾當が 御當家 奉祝の 意で 用 ひた 齣が 幸 若 丸に も 選ばれた ものと し 

て 見る べきで あらう。 

文 覺も亦 法皇 御所の 法 住 寺 殿へ 入り込んで、 管 絃の爲 最中に 高唱 する 勸進帳 を 主位に if はく もので あ 

るが、 機略に 長す る 彼の 大； 心 儈に對 して は、 ョミ モノ だけで は 舞 ふ 者 も聽く 者も滿 足せす、 遂に 

へ 護送 中の 遠 州灘に 於け る 龍神 叱責 や、 賴 朝に 謀叛 を勸 あて 院宣 を 申し 下す 虑迄を 添加した ものと 兑 

るべき である。 平 曲に 於て 時の 人が 熟知して ゐる 物語で あれば、 舞曲に は 敷衍と 誇張と、 此の 二つの 

手段の 上に 近代 味 を IF 大 せしめて ゐる こと は說 くを须 たぬ であらう。 

那須與 一 に 至って は 曲調 上の 聽 かせ 場と すべき ョミ モノが 無く、 敷衍の 必要 は 以上 三曲に まさる。 

玆に 扁舟に 立って 射よ と 挑む 所の 美人 玉蟲 の經歷 と、 射 技に 於け る與 市の 自信と、 いよく 立 向って 

からの 與 市の 心細 さと、 此の 三 條を平 曲 以上 盛衰 記 以上に 詳說 したの が 此の 曲で ある。 さう して 鎌 倉 

に歸 着して 名 譽の所 知 入を爲 すと いふ 結末 を附 加して、 獨立 曲の 體を 具備せ しめて あると いへば、 最 

早 說き餘 す 所がない。 
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說 くべき は欽 盛で ある。 二百 齣に も 分 たれる 平 曲 一部 トニ 卷、 哀話 悲譚は 隨處に 見出されても、 都 

落 以上に 立つ もの はなく、 場面が 小さく して 聽 者に 刺戟 を與 へる ことの 强 きょりい へば、 ，ま 王 ゃ小督 

や 小 宰相な どが あっても、 それ は武を 趣意に する 幸 若に ふさ はしい もので ない。 而 して 主上 御 入お の 

齣 は 恐れ多く、 詰る 處 武人 最期の 悲絕を 描いた もの を 選ぶ こと- - なる。 當然 のこと、 それ は 源 { 豕に對 

して 特に 同情すべき 義經の 周圍の 人に 就いて 選ばれた ので あるが、 唯一 の 特例と して 此の 敦 盛が 三十 

六 曲の 中に 加った。 淨海 入道の 橫 暴が 買った 恨 も 甥の 無官の 太夫に 迄 は 累を及 さす、 須 磨の？^ に 散つ 

た 若木の 樱は、 東！： 武士 を も 泣かしめ た爲 である。 殊に 太平 記 以降の 接戰は 源平 時代 以上に 烈しく、 

それ は 弓 を棄て 太刀と 難 刀と を 主要 武器と した 結 栗で あつたと 思 ふが、 組 打と いふ 悲壯な 格闘 はます 

ます 行 はれて、 其の 一 人 は必す 敵の 首 を 奪 はねば 止まぬ とい ふ慘絕 事であった。 さう して 敦盛を 討 取 

つた 熊 谷の 苦悶と 哀愁と は、 當 代の 武士 も 幾人と なく 之 を 味って ゐ たので ある。 乞 ふ明德 記の 山 名 陸 

奥 守氏淸 討死の 條を 見よ。 

早 奥州 ハ討タ レ 給テ、 頸ヲ取 テ指揚 タリ。 サテ ハ 是迄ト 思ヒケ レバ、 太刀 ヲバ！ 11^ ノ上 ヨリ 拋テ、 刀ヲ 拔ィテ 

奧州ノ 死骸 ノ上 -1 飛 下 リテ、 小次郞 モ參リ タリ トテ、 奧州ノ 鎧ノ袖 一一 取 付ィテ 腹ヲ切 ラム トシ^ ヒケ ルヲ、 

左 京 太夫 ノ兵 II 河；^ ノ帶刀 ト云ヒ ケル モノ、 小 次 郞ノ上 I 一  落 鬼テ、 甲 ヲ取ッ テナ ゲノ ケテ、 烦常ノ ハグ レ ヲ 


二 刀 サイ テ、 髮ヲ 取ッテ 引仰ノ ケテ见 タリ ケ レバ、 十五 六 許 リナ ル 武者 ノ ョ II 美 シ ク花ャ カナ レバ、 刀ノ立 

所モ覺 ェズシ テ 左右 ナ ク頸！ 7 モ取 ラザリ ケリ。 サ モアレ 何ナル 人ニテ 坐スゾ 名乘リ 給へ。 何 卜 モンテ 抉ケ. 鷀 

ラ セント. E- シケ レバ、 小 次 郞； 旦 ヒケ ルハ、 名. 乘リ タリ 卜 モ不竹 ノ身ヲ 知ルべ キ人モ アルべ カラ ズ、 只 頸 ーブ取 

テ 大將ノ 御供 シテ 討死 シ タル 頸ョ トテ、 委シク 人 II 相 尋ネバ * モシ ハ知ル 人 モア ルペン トテ、 息ノ下 II テ 念 

佛ヲ幽  一 I 聲許 リ -1 テ 、 ^4、  ノ 後 ハ 物 モ 宜 ハ ズ 。 ァ ハレ 此 ノ人ヲ 何 II モシ テ生取 ラバ ャト思 ヒケレ ドモ、 二 刀 マ 

デサシ タル 上、 我コ ソ扶ケ タリ トモ、 始終 ハ イカ ガト 思ヒケ レバ、 嵐 待ッ間 ノ花ノ 枝、 手 折 ラバ 散 リ行ク 心 

地 シテ、 小 次 郞ノ頸 ヲカキ 落シ、 委シク 人 II 尋ヌ レバ 、奥州 ノ爲- 一 ハ甥 ナガ ラ 猶子  一 I シ 給テ、 此ノ： if 月 鈍 愛 

スルト 閉ェシ 辰 11^ 殿ョ ト申ス 一一 ゾ、 イト ド哀 ハ；^ リ ケレ。 

餘 りに 敦 盛の 期に 類す るので、 平 曲に 模 して 綴り 出した ものと して考 へる 人 も あるで あらう、 もし 

それで あらば、 平 曲の 敦 盛が 如何に 當 代人に 哀を 催さし めて ゐ たかを 知るべき である。 恐らく は假構 

でもな なく、 粉飾で もな く、 かう した 出來事 は隨分 多かった こと \ 想 ふ。 さう して それが 敦 盛の 討死 

と 熊 谷の 發 心と を 叙した 此の 曲が 歡迎 された 所以で ある こと を 信す る。 織 田 信 長 は 平氏の 苗裔で ある 

爲 でも あらう が、 殊に 此の 曲 を 好んで、 終に 近き 一 句 「人間 五十 年下 天のう ち を くらぶれば 夢幻の 如 

くな り。 一 度 生 を 受け 滅 せぬ 者の あるべき か」 の處は 自ら 歌 ひも すれば 舞 もした。 今 川義元 を迎へ 一 
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て、 驚^ 丸极を 攻めに 向 ふ 時 も 之 を謠ひ 終へ て、 螺を 吹け 其 足せよ と 八-いしたと いふが、 氏素姓 は 源平 

藤 SI の 何れた る を はす、 すべての 武士が 我が身 を 夢幻の 境涯と 觀 じて ゐた ことで あるべく、 さて こ 

そ 断 曲が 武士 の 問に 歡 ばれた ので あらう。 

築 島 は 疑 も 無き 平 曲 物ながら、 叙述の 體様は 類似して ゐ ない。 「中 41= のこと かとよ 北 ハの顷 平 〔狄 の大 

將 をば 安藝 守淸 盛と 巾し 奉る」 と當代 流行の 淺俗 物語の 如く、 全く 獨立 物語の 様式で 齊 起され、 容 

も 亦 平 曲に は 逆行して ゐる" 平家 は經 島の 築港が 風浪の 爲に 成功せ す、 公卿の 侖設  1 によって 人 iti を 立 

てること になった が、 それ は屮々 罪業 たるべし とて 淸 盛が 反 對 して、 石の 面に 一切 經を 害いて 築かせ 

たこと にして ある。 然るに 此の 舞曲に あって は淸 盛に 專横 以上の 暴 11^ を敢 てせ しめて ゐる。 すな はち 

天文 博士が いひ 出で 兼ねた.^ 1 の 面を斷 行して 三十 人の 人柱 を 立てよう とする ので ある。 ； a 後の 一 人と 

して 拙 はれた の は、 愛 女の 行方 を 求めて 高 野の 山で 入道して 來 た左衞 門國卷 であった。 身代りの 願 は 

こんでい 

其の 愛 女より 出で，" 阿 鼻の 叫喚に も 勝って 聞え た 他の 一 一十 九 人の 禅 族 どもの 怨 as は淸 盛の 他：： 儿松 を 

動かして， 此の 者が 三十 人に 代って^ 底に 沈む ので ある。 かう して 淸盛を 全く 木石 無 IE の 我利 一 1^- ば 

として 描出して ゐる。 結末に 緩和 を圖 つて、 淸 盛の 爲 にも 一二 行の 文 半 は 列ね て あるが、 耍す るに 全 

くの 創作であって、 源氏 系の 將軍 時代の 彩り は 此の ー篇の 上に も 認められる。 
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築岛 と共に 創作 品 を 以て 取扱 ふべき は景淸 である。 平家の 侍大將 たる Hii^ 七 兵 衞は屋 おの 戰に突 „ ^屋 

が E- の 鐵を引 切って 坂 東 武士 を 驚かした ので， あるが、 一 門 と共に の：^ の 海に 入らす、 越 中の 次郞兵 

衞ゃ 上總の 五郎兵衛 と共に 姿 をく らませ た。 必すゃ 平. 冢の 再興 を 企てた ので あるべく、 察の 叶 はぬ 時 

に は、 怨の 一 刀 を 氏の 總大將 にと 念が けた ことで あらう。 創作 も 此の 意味に 成る が、 が だ 多 

い。 顿 朝を祸 都の 大佛 供養の 場に 窺 ひ 寄った 景淸は 先 づ重忠 に 看破せられ、 . ^いで 淸水參 りに 观ひ寄 

つても 奏效 せす、 果て は 馴染の 女の 阿古 王に 密告され て、 虎口 を脫 して 尾 張の 大 司の 許に， せ を かく 

す。 阿古 王が 再度の 訴に大 (い ：！ 司は梶 原に 捕 へられ、 景淸は CI ら訴へ 出で て ホ獄に 入る。 ホの體 たらく 

は 他に 比類の 無い 嚴道 さで あつたが、 一度 《牛 を 破って 淸水詣 をな す。 其の 間に 梶 原が 顿 朝の 命 を 受け 

て 引出して 河原で 首 を 打つ が、 それ は 千 手 観世音の 頭であって、 顿朝も 稀代の 靈 異に 怖れて 景 淸を赦 

免す る ことにな り、 日向に 所領 を與 へる のに 終る が、 此所 にも 重 忠の智 男と 仁慈と を 叙して、 景淸は 

兩眼を ^り 取つ て賴 朝に 献げて 行く ことにして ある。 義經に 同情して 梶原 父子 を "zi んだ 時代精神 は、 

此の 作の 上に も 現 はれて ゐる。 すな はち 源平の 一 一 勇士より 一 一 相 を る 者と して 重忠 と景淸 とを對 立せ 

しめた 一 つの 假作 物語であって、 當 代の 異色 物で あつたが 爲 めに、 舞曲の 一 に 加 へられた もの だと 忍 

ふ. - 信す らく は 総卷の 類と なって 旣に 世に 行 はれて ゐ たもので あるべく、 耍は觀 世 音の 利 (钕 に^ iS かせ 
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しめて あっても、 { 牛の 構造 や 縛め の 背 酷に 對 して は、 かの 鍋 かぶりの 上人 日 親が、 將 軍義敎 より 受け 

た 極度の 苛責 拷問 を 想起せ すに は ゐられ ない。 叉觀 音の 冥 力で 大 江山の 酒顚意 子の 四 胶頭髮 を 四方へ 

緊縛され たとい ふ 彼の 物語 を も 思 ひ 浮べざる を 得ない。 大 江山 綺卷の 作成 時代 は 知り 難いが、 口 親拷 

問 は永享 十一 一 年の 事であった。 幸 若 は 此の 時代に 大成せられ たもの 、如くで あれば、 景淸の 曲と 此の 

事件と の^に 何等かの 交 涉が存 する かに も考 へられる。 ， 

八 判官 物 

平家 を 狡 兎に 譬へ、 義經を 走狗と 說か うに は、 餘 りに 平家 は 强大な 鬼 群で あつたが、 功 あれ ど ら 

れ すして 打ち 滅 された 義經は 釜 中の 羹 とせられた 狗と 同一 である。 建武の 屮與當 時に あっても 现^ 安 

國の道 は 行 はれす- 內奏 によって 訴人が 勑許を 得れば、 決 斷所は 論 人に 理を 認め、 決斷 所に て 木キ： に 

領土 安堵 狀を與 ふれば、 內奏 によって 其の 地が 別人の 恩賞と なって 錯亂 動搖は 休む 時が 無かった。 ま 

して 足 利 將軍義 敎義政 時代の 事 はいふに 忍びない ので ある。 人は大 に、 小 は 小に、 各 功あって は せら 

れ ざる を 怨み、 之 を 往昔に 顧みて は九郞 判官 義經の 短 生涯に 深く 同情す るに 至って、 遂に IHnr^rs の 

語 を 生ま しめたの であった。 元來 弱者に 同情し、 薄命 者に 憐 察の 想 ひを馳 する こと は 人の 德、 これ 

あるが 爲に眞 の集圑 生活が 成立す るので ある。 而 して 平時よりも 戰 時に 人の 此の 心 は 燃え立つ ので あ 


つて、 判 {in 缝 經に對 する 同 IE は 全く かう した 事情の 下に 熾烈に なった ことと 思 ふ、」 必す しも 此の 现. H 

のみに よるので はない が， ^くと も 自己に 對 する 生の 安定 不安定の 化^ 慮より して！ 出で た 同情た る こ 

と は 否み 得ないで あらう。 

l:{Hl<g::^ の 語 は 疑 ふ 迄 もな く 町の 中世に 出た であらう が、 江戶 幕府 以前の 典籍に はま だ發 見せら 

れ ないやう である。 但し 此の 意が 上下に 充溢した 結 舞曲の 1： 官物 や、 義經 記が 作り出され たので 

あって、 我等 は 舞曲の 上に 左の 十六 曲 を 判官 物と して 數へ 得る。 

^n^^sn^^^w 常^ 問答 (山 巾 常 盤) 笛の 卷 未來記 鞍！ ij^ 出 (束 下リ) 烏帽子 折 腰 越 

m 河お 討 s: 阈^  0  樫 (安宅) 笈 捜し 八 鳥 i^slsl 和 泉が 城  一 S 館 

此 等の 通計 は 舞曲の 總數の 半ばに も 近いので ある。 さう して それ は義經 一 代の 第蹟に 赐れ盡 して 餘す 

ものが 無い が 如くで あるが、 其の 綴り 出された る 事の 總 てが 眞事實 であった か 否かに 關 して は 容易に 

截斷の 刀 を 下し 難い。 元來藝 術と 萬 事蹟との 間に合 致せり や 否や を 論す る は 無用の 業に 屬 すべく、 其 

の 合一 しない 處に藝 術 化を兒 るべ く、 併せて 時代精神 によって 潤色 せられた 時代 化 を：： るべき である 

ので ある。 けれども 判官 ま M とい ふ 衆意に 迎合して 作りな した 判官 物 はや k 其の 度 を 過して、 荒 以 

上、 無 lis 以上の 怪奇の 域に も 侵入せ しめて ある。 後の 養ながら 重 編應仁 記の 著？ <； がいった やうに、 太 
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平 記 以下 明德紀 *應 永 記 • 嘉吉 記. 應仁記 等 はま だ附 會も少 かった であらう。 併しながら、 それと 同 

時 叉 は それに や、 後れて、 事實を 離れて、 創作 氣 分の 下に 乘を 執る もの、 卽ち當 代の 文士なる おが 出 

てゐ たので ある。 此の 文士た ちが 僧侶であった か、 公卿で あつたか、 武士で あつたか 明かで ない が、 

惠 まれて ゐた ォ氣と 奔放な 想像と によって、 敷衍と 添加と 誇張と 附會と を 能事と して、 それ を古說 話 

や 史譯の 上に 試みた ので あつたつ それが 大いに 當 代の 人に 迎 へられた ので ある。 その 迎 へられた のが 

卽ち 舞曲で あり 謠曲 で あ り、 義經 記で あり 曾 我物 語 や 他のお 伽 草紙 類 であった とかう 考 へる のが 恐ら 

く は妥當 であらう。 其の 結^ は虛寶 雜亂、 異同 量り 難き の 歎 を 史家に 發せ しむる に 至って、 

. 幸 i ぉノ 舞、 猿 樂ノ請 相雜リ 世-一行 ハ レ、 人 其 离言ヲ 信 ズル故 一一、 虛談逐レ日世ヲ迷ハ シ、^::^^:^錄無キガ如 

シ。 世ノ諺 一一 ィ ヘルガ 如ク、 判 厘 I！ 成リ來 ッテ， 譬へ バ義經 一人 ノ上 一一 テモ、 士；： 次ガ作 * 熊 坂 ガ贼、 八 

ノ  5^、  ^川 夜 討、. 四！： 落、 高飽ノ 合戰ナ ンド 云へ ル、 未 ダ少シ ハ跡 アル 蓽 -1附< ^セリ トモ- ムフべ シ、 山 巾 

常 盤、 ^瑠璃 御前、 鞍！；^天狗、 吉野 忠信、 富 樫 ガ館ニ テ 辨慶ガ 杖-一打 タ レ、 ^51江ノ^|| ラ笈ヲ サ レ、 fis^ 

義盛ガ 廻文 ノ使ノ 類、 此 ノ他尙 數多ノ 事ドモ 何-! 據ッテ 力 云 ヒ出セ ル。 了 M,i  二 跡形- 虛：； ：：： ナ レ ドモ、 ^ノ人 

赞ク傳 フル 故-一、 後世 是ヲ 便 リ トシ テ、 所々 -I 其 ノ跡ト 名 付ケ、 ：N フ時ノ 器物 ト稱 シ、 或ハ^$1-跡ト成リ或ハ 

^物 卜 成ル窜 寡キ ュ ァ ラズ。 
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と 小 林 翁なる 人が 軍 編應仁 前記の 發题 にいった 如くであった。 けれども これが 常 代人 心の 顯れ であれ 

ば、 文舉ヒ より は：^ して 輕視 する こと は 許されぬ。 よって 以下、 王耍 なる もの 六 七 曲に 就いて 說明を 試 

みるで あらう。 

今の 我等が 心より して は C せ： ^孤が 淸 盛に 身 を 任せた 意中 程 忖度し 難い もの はない。 生きん が 爲には 何 

事 を も せぬ とい ふ 現代の 新しい 女の 如き 態度 を、 常 盤 は 七 百 1  バ十餘 年の 昔に 取って ゐ たので ある。 

类貌の 所有者に 貞操 を 求める は、 求める 者に 無理が 存 するとい ふ 論に 與 しない 者 は、 敵に 全身の 肉 を 

提^した 此の 女に 對 して、 決して 好感 を 有しない であらう。 けれども ii 敎 によって 贞 の^を やかまし 

く敎 へられた の は 江戸時代から であって、 それ 以前にあって は、 必す しも 常 盤を按 斥し なかった もの 

と兑 なければ ならぬ。 例の 少 いこと であれば、 淸 盛が 常 盤に 對 しての 要望 を 奪掠 結婚の 造 風と も 定め 

難く 思 ふ。 それならば 武家時代の 前半期 は 生きん が爲に は、 我が 子の 爲に は、 我が 母の 爲に はと、 挑 

まれる が 俊に K いた 彼の 女の 態度 を 是認した ので あつたと 解くべき であらう か。 さう 兄ても 何となく 

物 足らぬ 感じが する。 薄命の 美人に は、 口で は 如何様に もい へ、 心の底で は 同情 するとい ふ の浮氣 

心が、 天下 三 美人の 一人と 稱 へられた 常 盤に 對 して 現 はれた のであった であらう か。 さう 解いても 同 

じく 物 足らぬ 心地が する. - 蓋し 淸 盛から いへば、 敵の 妻妾 を も わが 意の ま、 に するとい ふ處に 絶大な 
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誇 を 感じ、 常 盤から いへば、 わが 美貌 は 敵の 心 を も 奪 ふとい ふ 處に誇 を 感じた のであって、 ；吶 人と も 

に {in 己 優越感に かられた ので ある。 而 して、 もしも 常 盤が 思ひ餘 して 身 を 任せた のが 淸盛 にだけ であ 

るなら ば、 或は 辯 護の 辭も 立て 得る であらう が、 一子 を 生んで 其の 籠が 衰 へて 後、 大藏卿 藤 原 長 成に 

嫁した 心 車に 至って は、 生きん が爲に は、 何物 を も 顧みなかった 勇婦と してより 他に は？^? i き 得られ さ 

う もない。 剃髮 庵住が 流行の 世に、 さりと は餘 りに 勇者であった とい ふべき である。 けれども 彼の 三 

人の子に 對 する 仕送りに は、 さう もしなければ ならぬ のであった であらう か。 兎 も も 此の 解し にく 

い 常 盤 は 所 生の 子牛 若が 平家 討滅の 大功 を 成就した ので、 晩節の 糜爛 は 洗 ひ 清められた のであった。 

それ を 思へば 常 盤は必 すし も 不幸の 人で は 無かった とい ふべき である。  . 

しかしながら 舞曲 三十 六 g£ の 中に、 常 盤 物が 二 曲も存 する こと は 奇異と なすべく、  時に 奇異と す 

る は 却って 奇異 だとな すべきで あるら しい。 何と なれば 當代は 判官 最貭の 世であった。 n ルょ、 伏：： ル 

は雪屮 行の 苦艱を 叙す ると 共に 常 盤 母子 を 宿らせた 老夫婦が、 所の 女に めでたい 田 歌 を 諮 はせ て 「若 

君の 御 報 末 繁昌」 と 結んで ゐる。 又 菖蒲の 前の 事蹟 を 常 盤の 上に 移して、 强 ひて 作り 設けた".^ (跡 は 

覆 ひ 難く、 判官 物の 歡迎 につれ て、 共の 母の 詮議 說 明に 入って 此の 作が 出來 たこと は 明歷々 たりで あ 

る。 とはいへ^ 盤 をして 自ら 僞ら しめて、 


一 222 


いかに や 女お たち、 わら は 慰めん 1^ に來" 給へ る うれし さに、 面目なく 候へ ども、 rtl らが 故鄕を 語 りて 閗か 

せ 巾さん。 本國は 大和の 國、 古里 は 宇陀の 郡の. 2 里の 者な リ。 わら は 十七の 卷 の顷、 親に 叱られ 參ら せて、 

心ならずに 都に 上リ、 條 あたりに 小 Si! をと リ、 叨し暮 すと せし に、 心に 任せぬ 女の 習 ひ、 三條 室町より 

やがて 殿御 を 設け、 これこれ， 5 覽假 へ、 三人の 若 を 儲けて 候。 

とい はせ、 更に に粲 てられた こと を說 かしめ て、 業 平 河. S: 通 ひの 故事 を 語らし むる こと は 決して 偶 

然で なく、 作者が 常 盤 を 遊女と 同一視して ゐ たこと が 窺 ひ 知られる ので ある。 けれども 《：2 代 武士 は此 

の 隱微な 寓意 を 解せ す、 たにく 1： 官の母 なれば として 請 入れた ものの 如くで ある。 さう して 此の 情 

勢 は 更に 彼の 女 を 以て 聖敎 精通の 大. IV 女たら しめる に 至った。 すな はち 牛 若 をして 鞍馬 寺に 舉ば しめ 

ん. 心 ひついた 彼の 女 をして 牛 若の 入 寺に 先立って 鞍馬 寺に 詣 でしめ、 人 も 許さぬ 內陣の 高座に 登つ 

て、 训 (：s の 束 光と 冒瀆 罪の^ 否 を 論ぜし めて、 常 盤 を 勝た しむる に 至った。 それが すな はち 常 盤 問答 

である。 よき 子 は 持つべき もの、 常 盤 は 飽く迄も 幸運の 人であった。 

共の 子の 義經 は眞に 不幸な 人であった。 隨 つて 後代 人の 浙 人に 寄せる 同情 も 叉 至大で、 それが 發し 

て は總卷 となり、 風流の 作り物と なり、 能樂 劇と なり、 舞曲と なり、 義經 記と なり、 淨瑶璃 や 歌舞伎 

の 劇と なり、 種々 の 雙紙 ともなり、 五：^ の 人形に 迄 作り出され たので あるが、 殊に 强調的 態度に 出 
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てゐる もの は 舞曲で ある。 試に 一代の 事蹟に 則って 次序 を 立 つれば、 最初 に^の 卷. 未來記 .鞍 馬 出 • 

烏帽子 折の W 曲 を擧ぐ べきで ある。  . 

^の卷 は 盤 問答に 接縯 する もので、 光に 牛 若 を 寄託す るに 起り、 勉舉 上達の 傅へ を 問いて 盤 

は 名 I 出を購 つて 贈る。 牛 若 はもとの 所藏者 淀の 津の彌 陀次郞 を 呼出して、 ^の 出來を 尋ね、 記して 雙 

紙と なして 寺に- める とい ふに 終る。 鮮は 弘法 渡 天の 時、 葱嶺の 瀧の 邊り にて 切りし 竹の、 奇しくも 

海 波に 漂 ひ 乍ら 曰 本に 慕いて 弘法の 手に 作り出された 管 だとい ふので ある。 寧ろ 名^ 物. とも 题 すべ 

きで、 後の 烏帽子 折に 吹奏の 條が あるので、 それに かれて 作り出し たものと 斷 すべきで あらう。 

未 來記は 鞍馬 天狗 どもが 牛 若の 兵法 修鍊に 熱心な のを赏 でて、 源平 一 一氏の 成り 行く末 を 仕方， 話に し 

て 見せる とい ふ譚 で、 平 曲の 靑 侍の 夢に 着想 を 得た ものと 認める。  . 

鞍馬 出は吉 次に 誘 はれて 寺 を 出で、 關原與 市に 逢 ひて 蹴 上の 水 を 咎め、 ？：^ 々にたし なめる 處を細 叙 

し 「それよりも 牛 若殿 奥へ 下らせ 給 ひて 天下 を 治め 給 ひけり」 と 結ぶ ものである。 而 して 以.^ の 三 作 

は 行文 體 様より 兑ては 同一人の 筆と 爲 すべく、  ^！帽子折の前に置かぅとして、 新に 構へ 出した ものと 

定めて- IS り は 無いで あらう。 總 じて はお 伽草子に 入れても 兒 たい if 致ながら、 さすがに 舞に 合せた も 

のとて 序破急の 三部 形式 は 具備して ゐる。 例 を 鞍馬 に 取って いへば、 *： 次との. 八：： は.：：^、 與^との 
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打 合 は 破、 前揭の 結語 は. と 見 立つべく、 比較的に は 後出の 短 曲で おった だけに、 上の 三曲に は 三部 

形式の限界が明かに兌出される" 

^！：！帽子折は大職冠 丄2问館などと共に舞曲中の最大曲、 は 曲の 烏帽子 折の 如く、 自ら 元服す る處 のみ 

を 叙した のでない。 先づ 野路の 宿に て亩 次に 合し、 鏡の 宿に て 左折の. 馬 帽子 を 命じて 舊 ぼに 出逢 ふ。 

これが 題名の 由って 起る 處、 簡朴 の^は 却って 惻々 人 を 動かして 淚 なしに は讀 過に 堪へ ざら しむる。 

次いで 靑 墓の 長の 許に て 吹钪に 諸人 を 驚かして、 それによ つて 父兄の 御影 を拜 し、 夢想に よって 熊 坂 

の 夜盗に 來るを 知り、 迎へ 打って 熊 坂の 眞甲を 二つに 割り、 「それよりも 源、 奥へ 下らせ 給 ひて、 天 

下 を 治め 給 ひけり」 とい ふ を 立 筋と して ある。 併しながら、 長く してし かして 優に 一 曲と して 立ち 得 

べき 挿話が 包含せられ、 時に 此の 路傍の 奇景に 日の 暮れる の を 忘れ しめられよう とする。 すな はち 吹 

笛の 條には 他に 比類のない 山路が 草刈挤 の. H 來 語りが あり、 夜盜 退治の 條には 高^が 原に 於け る强賊 

どもの 長々 しい 乎 柄 話が あって、 當然. GI 帽子 • 山路. 熊 坂の 三つの 物語に 分つべき 構 透に 成る。 文體 

結構 等より して 兄れば、 論な く義經 記より は 古き 時代の 作と 斷 すべきで ある。 義經 記に は 奥州に 下 辛 M 

する 迄を說 いて、 熊 坂 返 治 後に 陵が 館 を 燒拂ふ ことがあり、 伊勢の 三郞を 臣下と なす 事が ある。 さう 

して 始めて 秀衡對 面の 條に 入る ので ある。 _.lfl し 牛 若の 下り を 叙して は、 まさに 此の 到 清 を 了へ て 後 
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に^ を撋 くべき である。 按す るに 舞曲の 烏帽子 折 はもと 三卷 ありし 檎卷 物の 上 中 一 ー卷 の！！ 書の み を 採 

つたので あらう か。 揷 話に いたく 手間取って、 熊 坂 退治 を 叙し 了る と共に 倉： として 箪を收 めた 形跡 

が ある。 結語の 簡約 は 舞曲の 體 裁 上當然 さう あるべき ものであるが、 結構より 考 へて は三卷 中の 下卷 

を 省略した もの として 認む ベ き 作品 である。 

彼の 十一 一段 草子 は 恐らく 此の 曲より は 稍 後れての 世に 假作 せられた もの だと 思 ふ。 靑 墓の 條を 矢^ 

の 宿に 移し、 作者の 理想に 近き 美姬を 設けて、 初戀 同 志の 情事 を 描いた ものに 外なら す、 牛^ を 叙し 

て 服飾 紋 機の 詳細 を 極める 處が ひどく 讀 者の 注意 を 喚ぶ ので ある。 然るに それ は旣に 此の =m に 於て、 

やげ 下の 小 六が 吉 次の 宿の 警 同情 態 を 偵察して 熊 坂に 報吿 する 中に 見る ことで ある。 詰まる鹿緊縮^^ 

齊 等より 見て は 極めて 體を なさぬ だけに， 興味 は饒 かで、 後世の 文 擧に對 して、 詩 村 佻 給の 一 介」 と 

なった 曲で ある。 山路 說話 はいふ 迄 もな く 近 松の m 明 天皇 職人 鑑の 原據、 熊 坂は謠 曲の それに 對 する 

先行 作であって、 靑 墓の 條は 前述の 如く 十 1 一段 草子の 原詩 材 中の M 木で あつたと W 心 ふ。 

刺 宵 物の 大曲は 他に なほ 八 島 高 館の 一 一 曲を擧 ぐべ く、 叙述の 巧なる よりして は 堀 河 夜 討と 富 榄とを 

讃ふ ベく、 從來 かって 翻刻せられ ざり しが 爲には 和，：^ が 城の 梗槪を 說く必 "fs^ が あらう" 

時 M を 追へば 先 づ堀河 夜 討に 入るべき であるが、 それに 先立つ 腰 越に 就いて 一 言せ ねばならぬ。 先 
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哲乂は 現代 諸家の 言の 如く 判官が 平家 追討の 偉勳は 一 切 平家の 記事に 讓 つて、 ー官の 一 代 を 叙す る義 

經記 にも それ は 翁 かれた。 舞曲に あっても 同じく 其の 重複 は 避けた が、 腰 越の 陳情に 至って は大 功樹 

立 後の 眞に 同情すべき 場合に 屬 して、 (せ 略に 附す るに 忍びなかった が爲 か、 平 曲 • 舞曲 • 義經 記の 此 

の 三つが 共に かの 腰 越^ を牧 めて ゐる。 平 曲に あって は康 粗の 祝詞、 木 曾 願書 並に 文 覺勸進 帳の 類と 

共に 讀み 物の 一 となす ものであるが、 平 曲流 布 後の 判官 最属 時代 は、 判官 を 憐れむ と 同時に 梶原を 憎 

んで、 遂に 腰 越狀の 中に 他に はない 

事の 心 を 按ずる に、 爱 に^の 國渡邊 にて 逆 櫓 立の 遣 恨に 依て、 義鏈景 時が 巾よ からず、 や、 も すれば 隙 を". 

ひ 折 を 得て 義 I- を 討た むと 欲す。 猶 以て 叶 は ざれば、 範 頼の 御手に ついて 先立て 關來に 下着し、 頼 朝に 近づ 

き泰 り、 ょリく 讒訴 を 致す 處北ハ の 謂な きものな り。 本々 の 罪の 疑 をば 輕く すると も、 無 f:- の 罪の 疑 をば^ 

くせよ。 理は萬 民の 喜、 非 は 又 r 就 人の 慨 きたり。 贤王は 一 臣の 爲に现 を枉げ ず、 前車の 覆す を 见て後 ¥ 恐 を 

なせり。 上すな ほ なれば 下 安し、 水上 澄ま ざれば * 河流に よって 月 宿らず、 なん ぞ梶原 一 人に 一 ^固の 諸 侍 を 

思 ひか へられん より、 急ぎ 遠島に 配流せられ、 諸家の 歎き を やめ、 忠勤の 勇み をな し 給へ。 

の 一節 を 末尾に 近く 揷入 せしめて ゐる" 高 師直を はじめて、 足 利將軍 家に は 累代 梶 原が 侍 側して ゐた 

ので ある。 すな はち 事 を 往昔に 假 りて 時の 鑒誡に 供した ものと 見るべく、 此の 時代色 添加 は義經 記に 
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も^ 曲に もな く、 ひとり 舞曲の 上に のみ 存す るので ある。 

不意 打の 夜 鑒 は 奇功を 奏する のが 習 はしで ある。 然るに 堀 河 夜 討 は 全く 此 例に 背く ものであった。 

智謀と 剛；^ とに 名人と いはれ た 土 佐坊が 河原で 打 首に 逢 ふと は、 起請に 背いた 天罰 か.' そ もく 又 判 

宫 方の 備 へが 厳重であった 爲か" 否々 堀 河の 館で は 宵の 管紘に 疲れ 臥して 殿 居の 者 もなかつ たので あ 

る。 誰 一 人 靜が土 佐坊の 態度 を， 訝って 眠りに 落ちす にゐ たので ある。 然 製來、 すでに 敵 は 門 を 破つ 

て亂 入した。 判官 は 熟睡して ゐて 起しても 起きぬ。 此の 時の 靜の處 澄 程 歎賞に 似す る もの はない。 そ 

れを 舞曲に かう 叙して ある。 

タメ 靜見參 ら-せ ナウ。 旣に腐 近く 參る なり。 起 合 ひ， 給へ と S. す 時。 義經 かっぱと 起き。 さらばお ぉ參ら せよ。 

承る と 申して。 御着 長 を 奉る。 弓手の 小手 を さし 給へ ぱ。 手 を 靜參ら する。 HJ^ 手の^ 常し^へば。 「り を 

靜參ら する。 脇裙 取って 押赏 つれば、 物の 具の 綿嚼 つかんで 引立て。 7 ヰ 招畏に ざつく と^し。 上^し むる 共 

ぎに。 甲 を le^ つて 參ら する。 忍びの 緒 をし むる 隙に 刀 を 取って 參ら する。 靴から みし 耠ふ に. K 刀 を-取って 

參ら する。 帶 とりし むる 其の 隙に 旅 を取リ て參ら する。 懸緒を と^むる 其の に 「り をば^ 押 張って 素む き^ 

音ち やうと して 義經 に是 を參ら せけ り。 義經は 此の. S 御覽 じて。 あっぱれ 靜は弓 取の 思 ひ 者 やと， K ひて 旣に 

, 進んで 出 でられけ リ。 靜も續 いて 出で たりけ り" 
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當 年の 靜は寳 に 十七 歳であった。 して 濃 龍 一方の 白拍子で なく、 源 判 {n の 思 ひ 者と して 恥 力し くな 

い 美しい 傑 女であった" 町 武士 は 互に 奇襲 對抗の 經驗を 有する ので、 此の 急迫な 叙述と、 力 强く且 

つ 速く 語り、 時に 足 を 擧げて 床 を 踏む 舞 人の 様に 力 拳 を 握った ことで あらう。 さて 眞事寶 にあって は 

辨 ffi 等の 來援に 寄 手 は 敗北して、 土 佐坊は 鞍馬に 遁れて 捕 へられる ので あるが、 舞曲で は 河原に 於て 

虎に せられ、 判官の 前に 引出されて 聊も惡 びれ す、 求めて 首 を 刎ねられる。 蜜 闘の 場 を 破と なして 1  お 

し 出し、 序と 急と は 極めて 簡潔に 叙して、 均齊と 緊密と に 於て は遙 かに 義經 記の 上に 立つ。 義經 記の 

此の 條は 恐らく 平 曲と 舞曲と に 基いて 敷衍した ものである ベく、 辨慶が 土 佐坊强 引の 處の 如き も^し 

く 冗漫に 失し、 來援 W 會の 條も餘 りに 滑稽 味 を 加 添して、 此の 早急 事に 對 する 叙述と して 請 人れ 難き 

を 感ぜし むる。 今 はた 舞 =S の 典 據は揣 知 せらるべく もない が、 看 開 御 記の 永享六 年の 條に 武藏 3^ 辨鹿 

物語 二 卷を兌 給へ る ことが 錄 せられて あれば、 此の 類 を 以て、 此の 曲の 母胎と なすべく、 併せて それ 

が義經 記の 資料であった ものと 爲 すべきで あらう か。 

四 國落は 能樂の 舟辨慶 である。 彼も是 も辨慶 をシテ となす こと は 同一 であっても、 舞曲に あって は 

風浪の 難 を 詳述して、 平家の 怨 靈に關 して は 「か. -る 刻みに 平家の 悪 靈 たち、 共の 数 知れす 浦 出せら 

れ けれども、 辨慶に 加持せられ 皆 海底に 入り 給 ふ」 と輕く 叙し 去って ゐる。 すな はち 劇的 SE 景を 取ら 

二 幸 若 舞 m 硏究 


229  ― 


二 幸 若 舞 g 研究 

すして、 通篇 叙事の 體を 取る ものであって、 之 も辨慶 物語と いふ 類の 一節で あつたか を 思 はしめ る。 

管絃の 道に も 通じて 京 交りの 出 來た梶 原で ある。 彼の 言動に も 三分の 理は 存在した ので あらう が、 

舞曲 は 徹頭徹尾 彼 を奸惡 無類の 醜 物と なし、 義經の 生涯に 美と 潤 ひと を與 へる 靜を も、 舞曲に 於て は 

彼が 捕へ て 鎌 倉へ 護送す る ことにして ある。 さて 若宮 八幡の 神樂 殿に 於て 右 幕下 諸 大名 を 服 巾に m にか 

す、 義經戀 しと 高唱 した、 愛する より は崇 むべき 靜を 叙し、 廷尉 もし 坐 さば 御邊達 はわが 而も 兌ら る 

まじと 鎌 倉の 靑年 武士 を 叱し 去る 彼の 女 を 描いた のが 舞曲の 「靜」 である。 

吉 野の 峰に 靜 と^れた 判官 一 行の 艱苦 は， 乘 舌の よくす る ことでなかった。 資しく も 山伏 姿で 北陸 道 

よりして 睦 奥 さして 潜行した ので あ つたが、 鎌 倉 表よりの 嚴令は 到る 處で 一 行の 肌に 粟 を 生ぜし め 

た。 それが 安宅の 關に 於け る 勸進帳 卽ち富 樫の 曲と なり、 直 江の 津に 於け る笈搜 しとな つたので あ 

る。 能樂に 於て 歌舞伎 劇に 於て 极ふ勸 進 帳と 大差な き 舞曲の 富 植に對 して、 事新しく 爱に說 き 明かさ 

うと は 思 はぬ. - けれども 富 樫の 關ゃ直 江の 律に 虎口 を脫 して 佐 藤， ぱ 司の 未亡人の 許に おった 夜の 光景 

を 叙した 八 島の 曲に 至って は、 到底 之 を 省略に 附 する こと は 許されない。 

屋 島の 戰に義 經の馬 前に 立って 能 登 殿の 矢に 斃れ義 經の膝 を 枕に 息 を 引取った 嗣^、 吉 野の 山に 判 

官と 名乗って 義經 主從を 落し、 都に 潜み 入って 恨みの 一 太刀 を 敵に 加 へんと して 成らす、 恨 を^んで 
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自 裁した 忠信、 彼等兄^^-は陸奥ょり義經に隨行して、 契緣の 深き ことに 、て は 判. tB の 配下 中 これに 及 

ぶ もの は 無かった ので ある。 母の 尼 公 は 藤原秀 衡の實 妹で あるが、 一行 を 出 居に 請 じ、 都の 方と あれ 

ば 兄お の 行方 を 問き たしと いふ。 父の 注 司が 今 はの 際 迄の 愛憐、 留守 もる 二人の 妻が 新調の 錯を つけ 

てと、 恰絕に 語り 出されて はもう 包み 兼、 ねて、 判お は 辨慶に E  くばせ して、 兄弟の £1^ 期 を 物 らしめ 

た。 殊に 嗣： ii^ のに は 詳細 を してあって、 之 を 讀んで 泣かざる 者 はと 思 は しめられる。 

八 島 は 幸 若 丸が 第一 に謠ひ 出した もので、 曲調 上の 苦心 は 最も 此の 曲の 上に 存 する らしい。 -lii 司 館 

の 四季の 景を 叙した 邊り は當代 文舉の 常習 文字ながら、 尼 公と 辨慶 との 物語に は、 洪繊 鈹ね備 つて、 

後の 璃 にも 絕 好の 詩 村と して si 取扱 はれた ものである。 彼の 白山に 於て 雉子の ー聲羽 t:: っを聽 

いて 其の フシ を發 明した とい ふ 「けいく ほろ、 の 雉子の 聲」 の 句 は、 館の 東面の 景を 叙す る 處に包 

まれて ゐる。 更に 此の 曲に 對 して は 一 言 を 添へ たい。 

八 島 は 元^ 繼信 忠信 記と 題せ る繪卷 物の 詞 である。 原本の 所在 は 不明で あるが、 其の 卷 端に 詞窖ニ 

條爲贡卿筆とぁる影寫本を見た^-とがぁる。 それが 此の 八 島と 大同小異で、 書 起し も 全く 同文で あつ 

た。 爲重は 新 後 拾 遣 集の 撰者で、 至德ニ 年に 五十二 歳で 歿した 人、 書畫に 秀でて ゐ たと 畫人傳 に 見え 

てゐ る。 至 德ニハ 牛 は 幸 若 丸の 生れた 明 德四年 を 遡る こと 八 年、 幸 若 系譜の 類に 最初 旣存の _i::f 子 類に 曲 

二 幸 若 舞 m 研究 


城 が 泉 和本 繪良 奈 


節を附 けて と あるの は、 此 等の 類 を 指す もので も あらう。 

看 聞 御 記に 平家 八島繪 一 ニ卷と あれば、 八，：^ 合 戰綺卷 の 行 は 

れ たこと も 久しく、 繼信 忠信 記 も 其の 中に 嵐す る もので あ 

つたで あらう か。 

平 泉なる 秀衡の 許に 着 いた 義經 は、 新 t3 の 高 前に T 港 瘠 

き、 駿 河， の 次郞淸 重、 伊勢の 三郞義 盛に、 廻文 を 持たせて 

諸國の 大名 高 家に 一 味 加擔を 求めた のであった。 一 一人 は 山 

伏 姿に 扮 して 經 廻した が、 片瀨 川で 淸重は 柅原源 太に 兑 出. 

されて 切 死 を 最期、 義盛も 都 近くに 於て； E-m されて、 これ 

も 切 死、 義經の 運命 は 最早 如何と もす る こと は出來 なかつ 

た、 此の 兩 人の 行動 を 叙した のが 「淸 重」 である.' 

舞曲に 於て は、 判官が 高 館に 心安く 月日 を §! るに 對し 

て、 身の上に 不安 を感 する を梶原 父子と なし、 彼等 をし 

て 若宮の^ 當に判 (に 調伏 を依顿 せしめ、 それが 成就して 判 


官が 非運に 沈 倫す る ことにして ある。 さう して 調伏の 効站 

は 秀衡の 壽命を 短縮せ しむる ことに 於て 顯れ、 ^衔は 所領 

を 所 生の 五子に 配分し、 判 {n にも 出 羽 十二 郡 を 御 SiT の^ 刈 

處 として 分け 參ら せて 此の世 を^した のであった。 然るに 

頼 朝が 誘惑の 爲に 示した 大きなる 餌 は 秀衡の 遣 子 四 人 を 動 

同 かして、 判官 襲擊を 決心せ しめたの である。 唯 一 人 和 泉の 

三郞 だけ は 父の 遣 言 を 奉じて、 此の 議に 同ぜす、 退ぃて：^^ 

城に 據 つた。 總領 以下 は 直に 之 を 攻めさせた。 三 郞は所 生 

上 の 一 一子 を 害し、 繼信の 姉なる わが 妻と 共に 寄 手を迎 靡して 

壯烈 無比の 死 を 遂げる。 これが 卽ち 「和 泉が 城」 である。 

秀衡 が^し、 和， 3^ 三 郞が義 に. t じてから 後の 判れに は、 

實に 形容し がたい 悲痛が 刻々 に 迫った のであった" 秀衡の 

四 子 は 鎌 倉 表よりの 使に 促されて、 大軍を 以て 判官の 館に 

押 寄せた" 悲しい かな 高 館に は紀仆 から 下った 鈴 木 を 合せ 
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て大將 共に 十 人であった。 鈴 木龜井 兄弟の 勇戰 も、 武藏坊 辨慶の 奮闘 も 最早 如何と も爲し 難く、 刺官 

は 無限の 恨 を 抱いて 泉下に 赴いた ので ある。 鈴 木 三郞の 物語、 名 殘惜の 酒宴、 辨慶が 痛手 を 忍んでの 

若君への 暇 乞な ど は、 到底 悲絕慘 絶な どの 常套語 を 以て は 現 はし 得られない 叙述に 成る。 =m 調 も 亦 こ 

れに合 ふ ものであった。 

後年 德川家 康が高 天神の 城 を 攻めた 時、 城 將栗田 刑 部が 幸 若の 一曲 を 死後の 思 出に、 腹切って 城 を 

渡したい とい ひ、 家 康は八 郞九郞 を 遺って 此の 高 館 を 舞 はしめ た。 わが 國文學 中絶 代 無比の 悲壯文 宇 

として 擧 ぐべき 此の 曲 は、 ひとり 窒町 時代の 武士の みならす 後代に 迄 も 請け人れ られ て、 S: 瑞璃 にも 

殆ど 其の ま > 語られた ものであった。 而 して 其の 喜ばれた の は 勇士 奮 戰の條 であった に 相 遠ない が、 

少しく 思慮 ある 者 は、 節に 殉 する 死、 正しき 者の 亡滅、 功あって 罪な き 者の 落魄と 憤死、 此 等に 對し 

て 一 暦の 悲淚 を濺 ぐべ く、 高 館の 歡迎 せられた の は 此の 意味に 於て^ あつたと 想 ふ。 而 して にと. II 

房の 最後に 至って は 到底 武人 は 之を聽 くに 堪へ なかった ので あらう、 辨慶の 立往生 を 以て 斯曲は 終つ 

てゐ る。 太刀と 太刀で 撃ち合った 窒町 時代、 「弓矢取ハ千度ノ高名ヲ シタリトモ、 ^^後ノ死^惡シケ 

レバ 名ヲ 失フ」 (明德 記) と覺 悟して ゐた 時代に は、 立往生 は 隨分兑 られ たこと であり、 はつ 舞曲に 

いふ 突 擊接戰 の 情景 は、 源平 時代の 様で なく、 窒町 時代の 實^ であった こと は 武器 武装の 上より して 
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も！： ぜられ る。 これ も 亦 喜ばれた 一 因で あらう。 立往生の 例 は 近く 寬正 一 一年 六月！ 一十 一 日の^«山政長 

と義 就の 戰 にも 見られた ことであった、 新撰 長 祿 寬正 記に 

寄 手ノ兵 百餘人 討死 ス。 其ノ 巾- 1 須屋孫 次郞ハ 長刀 ヲ以テ 數多敵 ヲナギ 伏セ、 其ノ 上-一 立 テ矢七 ッ八ッ 射 立 

テ ラレ、 立 死： i 死 ゲル。 死後 モ猶兩 眼 出シ I" ク人 モ不レ 得-一 近付？ 其 ノ後鍺 I- テ銜 キ倒シ や：！ ヲ取ッ テサシ 上 

ゲ タリ 0 

とかう ある。 衣川に 立往生しても 暫く は 敵 を 近寄せす、 恐る く 弓の 弭で 突く に 至って 始めて 倒れた 

とい ふ 辨慶の 最期と これ は 同一 であった" か」 る 情景 を 見聞した 武士で あれば、 悲 露の 極致 を 现す高 

館の 曲に は 哀愁の 淚に袖 を 潤しながら も 息 筋張って SI 人った ことで あらう。 

以上 說く 所に 判官 物の 概略 は 終った ので ある。 此 等は綺 卷の詞 書で あつたか、 何物 ぱ i と稱 する 草子 

の それで あつたか、 それとも 特に 新作され たもの か、 恐らく 此の 三者の 總てを 含む であらう が、 前述 

の 如く 舞曲の 母胎と 作者と は 何の 所傳 もなくて 明め 難いので ある。 併し乍ら 古色 を 帶ぴて 緊縮の 上に 

缺點を 有する， 馬 帽子 折と 八 島と 高 館と は 相 共に 一 頭 地 を拔く 所の 雄篇で ある。 他の 諸篇は 此の 极粋を 

なす 三 作に 從屬 する 横 枝 か傍蘖 とも 見るべく、 ただ 堀 河 夜 討と 富 樫と だけが 含蓄に 富む を 感ぜし むる 

ので ある。 我等が 相 共に 明めた き義經 記と 此の 判 物との 作成の 前後に 就いても 俄に 定め 難く して、 
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徐ろに 傍證 の出づ るを俟 つて 斷 すべきで あらう。 とはい へ 此の 古色に 富む もの は義經 記に 先立って 出 

でた こと は 當に認 むべ く、 他の 諸篇に 至って は 後人の 研究と 杏定 とに 任すべき こと を 思 ふ。 现時^3^ 

する 舞曲の テキスト は刊本 以前の 寫本 巾に も 元龜天 正の 識語 を 有する もの は 極めて 尠く、 龜經記 成立 

後に 改删の 手 を 加へ られ たか も 測り 知られな いので ある。 綺卷 物の 研究 は必す 此の 迷 霧の 上に 大きな 

光 を-投げ る ことで あらう。 轉 じて 曾 我物 に 就いて 述べ る。 

二 曾 我物 

事蹟 景觀に 大小の 差 こそ あれ、 判官と 曾 我 兄お と は 微からぬ 類似 を 有する。 共に 復， して 共に^ 敢 

なき 最期 を 遂げる が 上に、 生前の 困 迫 流離 も 略 相 5^ じく、 劇 や 物語に 取 入れら るべき.？ 素 を 有すろ こ 

とも 酷似して ゐる。 凡そ 剛柔勇 懦の對 比 は 意志の ハヤ ひ を 描く 上に 輿 味を饒 多に し、 チ、 人の 介お は それ 

に 青 味 を 添加して 潤 ひ を 出す ものである。 舞曲 は 劇の 構造 を とらす、 全く 叙事詩の 體に 成る ものな が 

ら、 此の 劇的 要素 を 具備す る こと は 同じく 聽者觀 者に 悅を與 ふる 所以の もので あつたので ある。 刺官 

に 侍立す る辨慶 に當る ものに は贫 我に 郞時 致が あった。 梶 に當る ものに はェ 藤が あり、 靜には 虎 

があった。 弱者 同情の 意より し、 正義^の 逼塞 を 憤る の 情より して、 判官に 思 を 寄す るお は、 常然曾 
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我 兄お をも最 負すべく、 舞曲に 曾 我物の ー團が 成立す るのに は 何の 不可解 も 無い のであった。 さう し 

て 判官 物が 義經の 一 代に 涉 るが 如く、 これ も 亦 それに 近くして、  • 

切 兼ね" 我 元服^:^ 和 田洒盛 ， 小袖 曾 我 效讚歎 夜 討せ 找 十番切 

の 七 曲が 選ばれ， たので ある。 

判せ 物 はすべ て 哀愁の 方面の みが 舞曲に 選ばれた。 之に 反して 曾 我物 は 多く の 場が 出された。 

切； _ お^ 我 だけ はェ 藤の 讒訴に よって、 出 比が 濱 にて 首の 座に 直される が、 それ も，； 25 山 芾.忠 がー 命を棄 

てて かかった 訴訟に よって 助けられる。 必す しも 輝きの 場で はない が、 結末が 淚ゃ慨 きに 終って ゐる 

のでない。 元服 我に しても 箱 根 を 遁げ出した 王が 北條時 政に 賴 つて めでたく 成人式 を擧げ るので 

あって、 鏡の 宿に 自ら 烏帽子 を 戴いて、 假名 寶名を も 自ら 附 けたと いふ 源 丸 郞魏經 の 淋しく いもの 

と は 比較に ならない 明るさ を 有する ので ある。 殊に 其の 前段に はェ 藤との 對面を 叙して 彼等 兄弟の 前 

程に 光 を 示して ゐ るので ある。 

舞曲の 奮 我物と 曾 我物 語との 作成 上の 前後 は、 判官 物と 義經 記と に 於て 定めが たいと 同一 である。 

早く 南北 兩 朝の 分立 前に 成れる 明證を ふくむ 「劍 の卷」 の I 本に も、 彼等の isi^ 蹟 を突譚 とせる ことが 
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記されて ゐる。 元來、 東鑑の 記載に よると、 頼 朝は必 すし も 彼等 を憎惡 せす、 諸 大名 も 哀憐の 眸を向 

けて ゐ たのであった。 殊に 富 士の卷 狩と いふ 暗の 場所に 於て， 窮迫 生活の 巾に あった 兄弟 二人が、 更 

に 他の 手 を 借らす して、 將 軍の 特寵 傘下に 立つ ェ藤 を、 些かの 遣憾 なく 討って 退け、 出で 逢 ふ 

かな ぁぢ 

に、 太刀の 鐵味を 示して、 めでたく 裾野の 露と 消えた ので ある。 當然 琵琶 法師の 物語の 種と もなる ベ 

く、 繪卷物 ゃ讀み 物の 草子と もなる ベく、 其の 草子が 卽ち曾 我物 語と 呼ばれた ので ある。 4： 我物.： の 

こと は、 古く 保曆間 記に 

建 久四年 五月 二十 八 3 彼ノ狩 野ノ居 出ノ屋 形-一 テ祐經 打 タレ ヌ、 是モ分  一 lis ハデ慌 リシ 故 也 …； 助成 ハ新 E 

ノ 四郞ガ 手 一 1 懸ッテ 打 レヌ、 時宗 ハ 被 レ捕テ 被 レ誅了 ヌ 。 是ヲ曾 我物 語 ト中ス 。 

と あるが、 此の 曾 我物 語と * すと ある は 世に 語り 傳 ふる 說話を 指した か、 綺卷物 又は 萆子 となって ゐ 

たもの を 指す か 明かで ない。 現今 遣存 する 諸 本 は 何れも 皆 此の 時代より 後に 體を盤 へられた もので あ 

らう か、 まだ 天文 以ヒに 遡る 識語 を 有する もの は、 一本 も 見出されて ゐ ない。 殊に 流布 木に あって 

は、 後醍醐の 朝 迄 生存した 爲世 卿の 歌 を も 古歌と 稱 して あるので、 一た び 伊勢^ 丈に よって それが； 史 

に 降っての 世の 室町 時代に 作成され た支證 として 說 かれて より、 此の 說が 一 般に i::r せられて ゐ るので 

ある. - けれども それが 幸 若 舞曲の 大成され る 正 長 や 永享迄 降る ものと は 思 はれぬ。 應永 二十 三^ 七 H 
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四 EH 桂 川の 地藏 祭に くり 出した 風流に 旣に 「或 舉，. 新 田 四郞之 乘 上， 猪 或 舉 V 曾 我 兄 * 共 討 一一 

ラ キテ  二  ュルヲ  二 

ェ 藤 一行 二 富 士 野 1 而 名 聞 中 於 十 方. d (娃 川地藏 記) と あれば、 流布 木 か 共の 母胎た る もの かが こ 

れに 先立って 出來 たこと を 推定す る。 朿鑑の 記載に は 仁田乘 猪の 率がない ので あれば、 此の 寄 以後に 

生じた 俗說 となすべく、 それが 流布した 結 風流の 作り物と なった ので あらう し、 それに は 草子と な 

つて 諸人の：：： に 觸れ、 隨時 話柄と もな つて ゐ たこ とを考 へたい ので ある。 

先年 江 波 ii 君 は 箱 根の 寺で も 比 叙 を 「吾が 山」 と 呼んだ 例證が あるので、 節极寺 の 住 侶が 東 1： の 事 

件 を 東 II 風の 潤色の 下に 綴り 出した もので あらう とい ふ 意見 を 提出した。 私 は それ を 肯定して 更に 討 

^を獎 めなければ ならぬ 關 係に 立った ので あつたが、 今 も 同じく 此の 說は倾 聽に侦 すると m わ ふ。 しか 

しながら 故事の 引用が 煩琪に 失し、 不思議に も東國 一流の 激越 味に 接し 難くて、 叙述の 緊縮に 於て、 

刺戟 力の 保有に 於て、 義經 記よりも 遙に 下位に 立つ を 思 ひ、 箱 根 は箱极 だけで ある こと を 痛感す るの 

である. - もし 今の 流布本が 私の 推定の 如く 應 永の 中年 以前に 弘 まり、 舞曲 は それに 基いて、 かの 七： m 

を 作成した もので あらば、 舞曲 作者の 方が 幾 段か卑 越す る 才能 者であった としなければ ならぬ。 特に 

名曲 和 田 酒 盛に 於て それ を 感ぜ しめられる。 曾 我物 語の 卷六は 十郞大 機へ 行き 立 聞の 事、 和田義 盛が 

酒宴の 事、 ふん 女が 事、 辨財 天の 事、 朝比奈 虎が 局へ 迎に 行きし 事、 虎が！^ 十郞 にさし ぬる 事、 五郞 
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大 礎へ 行きし 事、 朝 比奈と 五郎 力競べの 事の 八條に 於て 樓述 する 一事 を、 舞曲 は 緊縮 方針の 下に 故事 一 

のす ベて を玄宗 と貴妃 との 雙六爭 の 一 つに 移して、 省 维の妙 を 示し、 他 一 切 も亦簡 勁の 巾に 含蓄 を藏 

し、 急迫の 形勢 描寫に 最も 力量 を 現して ゐる。 舞曲に あって は虎祐 成の 二人 は 同より、 和 m も 朝比奈 

も 面 R を 保持せ しめられて、 物語の 如く 破綻に 近い 終結 を 見せて ない。 啻に 筆致 のみでな く、 構想に 

於ても 巧妙であった。 物語の 如く 胸 騒に 不安 を 感じて 五郎が 大 磯に 来る と はせ す、 十：： 井に 矢の 根を硏 

ぐ 中 眠に 入り、 兄が 夢枕に 立つ を 見て、 家の 讓の大 具足 手早に 身に 着け、 大 太刀 負 ひて 馬に 鞍 も 1^ か 

卡驅 けつけ る ことにして ある。 さて 金物の 音に 耳 を 立てた 朝 比奈と 五郎との 間に かの A い 招. 5? が 行 はれ 

るので あるが、 快き 誇張の 下に 描き出されて ゐ る。 曰く 

コトバ 舞 も 過ぎ 時分に 見えし 時。 障子の 內に 金物の 音から リと 鳴った。 されば こそと 思 ひ。 此虚 をち つと 御免 

あれ やとい ふま、 に。 間の 障子 を さっと 明け。 內を見 いれて 見て あれば。 何 は 知らね ども。 七 尺 ゆたかなる 

大男。 胸板 见 ければ 眞 白なる が。 五尺餘 りの 大 太刀 を。 七八寸 くつろげ。 か、 らば 斬よ げに见 えければ。 鬼 

の やうなる 朝 比 奈も膝 ふる つ てぞ立 つた リ ける。 何 や 御身 は 五郎 殿に て はまし まさぬ か。 小！； 兄； i 成も^ 敷に 

まします に。 など 出で て 酒 盛 を。 した ま はぬ ぞと ありし 時 C 時 致 聞いて。 御覽ぜ られ攸 如く，：： 衣に て 候。 朝 

じャ 

比奈 心に 思 ふやう。 げ にやらん 五郎 は 蛇に 綱 をつ けたり とも。 馬なら ば乘 らんと。 言す ると 問き つる もの 


を。 ，ぽ 興 乍ら げに。 力の をた めさば やと 思 ひ。 げ に御邊 は出づ まじい かとい ふま まに。 走 リカ かって。 腹 

卷の^ 摺 二三 枚。 胴の 板に 引きし め。 前へ ゑい やと 引きけ るに。 ちっとも；. に はたらかず。 げ にこれ は强か 

りけ る や。 三 浦 一門 は 九十 三騎。 連判 は。 四 八十 餘 人が 巾に、 小 林の 朝比奈 とて。 名に し； « うたる 某が。 

五郞を 唯今 座敷へ。 力 カル 引き出さぬ ものな、 しば。 同音 ッメ 生涯な リと思 ひて。 朝 比 奈のコ ；郞が 力の 出で 來 るし 

るし に。 左右の 腕と かひな に。 力 筋と いふ ものが。 十四 五 二三 十 ふつく と 出で にけ リ。 胸 をお ほる 力 毛 

は。 甚^の 表に。 銅の 針 をす リ ならべた る。 ごとくな リ。 胴の 筋が 額へ 卜- リ。 額の 筋が 胴へ ドが リ。 物に よ 

くく 譬 ふれば。 九 丈の 藤が。 松 を からんで。 麒麟が 伴を戀 うたる に ちっとも 違 はざリ けり。 あら。 仰々 し 

の 有様 や 宇佐見く す见河 三箇の 庄の內 にして 荒；；；^ に騎 つて 大力の。 五郎と 呼ばれて。 朝比.！^小ほどの小 

男に。 閱々 と 引かれて 座敷へ は出づ まじい もの。 げに强 う 引くならば。 三枚の 牮摺が 切る るか。 膝の 節が 違 

tr- しん 

ふか。 踏まへ た 板が。 大地へ 落ち く か。 三つに 一 つ は。 定の ものと 思 ひて。 ふんち がって 立った。 髮身を 

いらら げ。 前へ ゑいと 引いた 後へ ゑいとの いた。 草 招 切れての き けれど。 立 所 を 去らず して。 ふんち がって 

立った。 いや 曾 我の 五郎 時欽 を。 大力と 申して 怖 ぢぬ者 こそな かりけ り。 

{If.: 町 武士の 集りに は 喜ばるべき かう した 叙述に 成る ものであった。 次いで それが^ 興と なって 1^ 論 

も 和解と なって M に 式禮を 守つ て^れる ので ある。 此の 曲 は江戶 時代に 入っても 喜ばれて 淨瑞璃 にも 
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その 儘 用 ひられた。 彼の 市 川 家の 十八番の 一 に數 へられる 「矢の 根 五郎」 はこれ より 出で、 江 戶長叭 

を 地に して 演 する 草 指.^ 物 も 亦 これから 出た ので ある。 ひとり 此の 演藝の 上に 於ての みならす 输馬ゃ 

燈籠 にも 描かれて、 牛 若と 天狗との 仕 合 ひ、 乃至 は八艘 飛な どと 共に 最も！； 民に 親 まれた ので ある。 

小袖 曾 我 は、 孔郞が 母の 意に 背いて 男と なった 爲の 勘當が 許され、 兄^；-各小袖を貰ひ受けて、 ！£士 

野に 向 ふ を 叙し、 -H4 郞が 母の 意を飜 へさし めんと して、 生滅 婆羅門 や 班 足 王の 故事 を 引 川す る こと 

も、 物語と 同 じいが、 舞曲 だけに 要約され てゐ る。 

劍讚歎 は 箱 根の 別 當が祐 成に 黑鞘卷 を 贈り、 時 致に 兵 靡 鎖の 太刀 を與 へて 宿志の 成就 を 祈り 鬚 切 膝 

丸 ニ劍の 由來を 物語って、 時 致の が 膝 丸で あると 說 くもので ある。 古來平 曲の 一部の 如く 考 へられた 

「劎 の卷」 が 縮約 せられて 此の 曲と なった と 思へば よい。 た^ 從來雞 刀で あつたの を ニ披ひ 太刀に 改 

造され たこと を說 くが、. 此の 一事 は 大いに 注意すべく して、 今 所々 に 見る 難 刀い 肚 しの 刀 は、 此の 時代 

に 於て 旣に 盛んに 行 はれて ゐ たこと を 悟るべく、 同時に 接戰 格闘の 主要 武器が 太刀と： e とに 移って ゐ 

たこと を 知るべき では あるまい か。 

次 は卽ち フシの 種類が 最も 多く 含まれて ゐ ると 稱 する 夜 討 曾 我で ある。 雜 兵に 交って、 機 を 窺 ひ、 

いよく 打取 は 今宵と 定めて、 所謂 形 貝 送 を 了へ、 折からの 雨に 紛れ 入って、 审 一忠の 家來本 m に敎へ 
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られて 敵の 在 を.^ り、 めでたく 本望 を 達する 迄が 寫 されて ゐる 

續 いての ト^ 切 は 凡そ 曾 我物 語の 行く 立てで ある。 十郞の 討死、 時 致の 捕 はれ、 頼 朝の 訊問、 宵の 

座と 運んで、 これに は 物； 諮の 如く ェ 藤の 子犬 坊丸を 出さす、 太刀 取の 後に 廻る に 先立って 時 致が 三部 

經を說 き、 和 田秩父 北條の 訴訟に 赦免 狀が 下った が、 時 致 は 自ら 請うて 斬られる ことにして ん であ 

るつ 

舞曲の 作者 は それ 歡 山の 僧 か、 武士の 文筆に 長 じたる 者 か、 到底 公卿 又は 連歌師 等の 手に 成った も 

のと は 思 はれない、」 古 様に Si はれす、 俗 味に 墮 せす、 よく 中 を驄 走す るの 趣 は^ 侶 又は 武士、 恐ら 

く は 幸 若 丸に 舊緣 ある 比 叙の 山の 侶の 擎作 であらう。 判官 物と 曾 我物と 相 並べて は 前お に 傑出した 

作が 多く、 曾 我 は 幾 段 を か 降る ものの 如くで ある。 當 代の 武士 を 動かす 事 も必す 判官 物が 勝れて ゐた 

に 相 遠ない。 但、 後代 文擧に 及した 影響に 到って は、 俄に 其の 弟 兄 を 論定し 得られな いので ある。 

ォ太 平 iiiiij  *^ 

太平 記の 愛讀 せられた 世で ある。 當然 詞材を これに 求めた 舞曲が 出づ べきで ある。 けれども 此の 書 

に は 時の 公方に 對し横 贵に對 して 悼るべき ことが 包含 せられて ゐ るので、 僅に 卷 十八から 一 せ 2 御，：：^ 所 
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事の 一條 を拔 つて これに 新曲と 名 づけて 演じた のみであった。 それ も 一宮と 御 息 所の 情事と 右 衞門府 

生秦武 文の 忠 死と を 中心に して 何等 足 利 氏が 壓迫を 加 へた こと を 叙して ゐ ない 此の 作に も、 

つらく 惟る に. Ki ょリ 今に 至る 迄 朝敵 を 一時に 滅し 太平 を 四海に 致す 事、 武略の 功に 如く はなし。 されば 近 

代 はお^ 製來の 虞れ もな く、 帝位 を帶ふ 方- -ま しまさず。 是 併ら 武運の 灭八 i にかな はせ 給 ふに よりて なり。 

を 枕に m ひいて、 町 幕府の 意を迎 へなければ ならなかった ので ある。 謠 曲に あっても 內外 二百 桥を^ 

じて 政權 ®^ 奪に 關 係の あるら しいの は 正 儀 世 守の 一 曲 あるの みで、 詩材を 太平 記より 拔 かしなかった 

の は、 其の 世の 事蹟 を も 鎌 倉 期 又は それ 以前の 人物. ec^, 蹟に假 りる と 同 一 の掛 酌に 出で たので ある。 首 

ふ 勿れ、 藝 道に 立つ 人の 心の あさまし さよと つ 窒町將 軍 家の 保護の 下に 立つ 能 や^ 若と して は 避く ベ 

きを 避けた 迄で、 彼の 俊 成が 忠 度の 秀吟 を讀人 不知と して 勅撰 和歌 集に 採り 人れ たのと は H を 同じう 

して 語るべき でない ので あ る 。 

へ 特有 物 

幸 若 舞曲に 於て 嚴肅 緊張 又は 義憤 悲壯等 を 味 はう とする 者 は {n- しく 其の 判官 物に よるべく、  十 口 や 

^奇， 流離 孤 忠陰瘦 等に 關 して 觸れ たくば、 {且 しく 此處 に特窗 物と 稱 する ものに 接すべき であるつ 特 


有 物に 入 鹿 • 大職冠 • 百合 若 大臣 • 信 田 ，滿 仲の 五大 曲と 日本 記 及び 張 良の 1 1 小曲と ある。 

入 鹿 は 鎌足の 生 ひ 立ちより 入 鹿 誅伐に 至る 迄 を 揷話澤 山に 叙した もの、 これに 大職冠 物語と 题 した 

もの もあって、 鎌足 傳の 一部 を爲す ものと 見るべき である。 仝く 正史 を 離れて 何の. S 緣も なき 說話を 

援く など は 烏^子 折に 近くて 甚だ 古 型を存 する ものである。 恐らく 綺卷 の詞を 採用した ので あらう。 

價使は 舞樂の 還城樂 に附會 した 假作譚 が、 鎌 倉 以降の 時代色 を 示す 所に ある。 全篇 を 通じて 御伽 f!I 十 子 

に 近く、 これ も 亦窒町 時代の 屮流 以下に 迎 へられるべき 構想に 成る と 思 ふので、 其の 極概を 叙す るで 

あらう。 天^^；：儿屋根命三十六代の後裔御食子卿が君寵ぁって諸臣に羨まれ、 遂に 讒言に 逢って 《お 陸に 

流され、 出 園 生活の 中に 一 子 を擧げ る。 一 日 それ を^の くろに 置いて 草 取 を爲す 時、 狐が 來て 鎌を稚 

子の 枕 上に 置いて 消え失せた， - それ は 鎌足 を 一 に 鎌 子と もい ひ、 大鏡 によれば 鎌 子 は 常 睦 で 生れた が 

爲に 構へ た 話で あるが * 此の 鎌足が 十六 歳の 時 庭の 夫に 差されて h 洛し、 大臣の 相を備 へた 者と 認め 

られて 文章 生に 擧 げられ 右京 太夫に 任ぜられた。 次いで 帝位 をね らふ 大逆 ほの 入 鹿を誅 せよ とい ふ 勃 

命 を 受け、 美貌の 女を搜 ねて 養女と し、 それ を 入 鹿に 娶 はせ た，。 結婚 政略た る を見拔 いた 入 鹿 は 鎌足 

危篤の 報に 接しても 妻ば かり を やって 自身 は 行かう ともしない。 計略に 窮 した 鎌足 は 赛曰明 神に 祈つ 
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て 夢想に よって 杖 を 賜り、 盲目の 體を裝 つて、 わが 子 を 火中に 落命せ しむる 迄の 悲痛に 堆 へて、 與國 

よりの 表 文 を讀む 日に 狐からの 鎌で 入 鹿の 頸 を かき 落す とい ふので ある。 還 城 樂に關 する 挿話 は 鎌足 

fl.ru 危篤の 報に 接した 時、 入鹿の物^^：叫 


2 

4 

6 


1 z い 1 ^うん l^l.A ふん t 丄 T  一 i 

iQ やく-に， ゆ- Jf  . な ぶ、、 ■  ...OJXK^f ク 

yy .) び i  、- .  s さ l;/ - , う f や w れ、 、 力 ，，ノ ぶな V 

やば r  4U  "つ ひ 广 f  f  \AV\1)0  ^  V . 


0 

永 

大 

冠 


る ものに 屬す るので ある。 臼く 昔 

異國に 還 城 陵 金の 二！： があって 

相 (中った。 還 城國王 は拔顕 女と 呼 

ぶ 美姬を 陵金國 の 勇士 金蹂 に娶せ 

弟の 金 落と 共に 主 S 陵 干： を弑 すべ 

きこと を 要め る。 陵 王 は 察して、 

兄弟の 積ハ 牛の 功 動に 我が 一 命を投 

くべ しと、 胸ょりi^E:蛇を出して與 

へて 絡 命す る。 還 王 は 丘； をな，" して 


合鍵 兄弟 を 討伐し、 兄弟 は 逃げて 陵 王の 塚に 跪けば、 塚 中に 聲 あって、 掘り起して 匹の 獅子に 乗せ 

よと いふ。 掘 起して 見る と 頸の 骨が 足らない。 そこで 左の 膝蓋骨 を 以て 補った が、 陵 王 は 迅終 n、 


入 n を 招 返して 敵 兵 を 破って 追 ひ 返け る。 後代への 記念に とて それ を 舞樂に 作った のが 還城樂 で、 入 

口 を. 返す 舞の 乎と いふの は 此の 時に 始 つた。 余 蹲 金 落 は 落 縳と納 曾 利に 作られた。 之 を m 心 ふと、 結婚 

政策に は 油斷が 出来ぬ から 行かぬ 

と 入 鹿が いふので ある。 舞 樂の陵 

王 還城樂 及び 納蘇 利の 三曲に^ ひ 

る假面 は、 釣 額と て 下颚を 別に 絲 

もて 釣り下げる よりしての 假構談 

であり、 陵 王 はもと 北 齊の蘭 陵 王 

長恭が 假丽を 着けて 敵 を 難破した 

故事に 基く ものであって、 一 に沒 

日 還 午樂と いふので 入口 を 返す と 

作り立て たので ある。 拔頭は 林 邑八樂 の 一 で、 林邑 僧の 佛哲 の將來 した もの、 北 ハの答 舞 は 遼城樂 で、 

此の 二者 は 印度の 殺 蛇 白馬 傳說に 基く ものである。 陵 王が 胸から 靑蛇を 出す こと は、 還 城樂が 木製の 

三 蛇 を 前に 置いて 舞 ふより 出で、 拔頭 を美姬 に附會 したの は、 被髮素 衣で 舞 ふが 爲 である。 又 金 
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縳金落 は舞樂 曲名の 落 蹲より 案出した ものた るに 他なら ぬので ある。 此の 說 話の 萌芽 は旣に 天福 ハ牛中 

に 成れる 敎訓抄 の 中に 見え、 又獨 立せ しめて は 還城樂 物語と 题 して ー卷 の綾卷 物に 作って 世に 弘 めら 

れ たので ある。 

大職冠 は 人 鹿の 繽篇 とも 見るべき 作、 鎌足の 事蹟 を 子の 不比 等に 混同せ しめた 記述 もあって、 ^よ 

り 假設の 創作 說 話に 近い、 鎌足の 次女こう がく 女に 大 1^ の太宗 皇帝が 戀 着して 請迎 へて 妃 としたと い 

ふ 書 起しの 一條が 旣に異 閒不稽 扱 ひに すべきで ある。 此の 妃が 父が 與福寺 を 建立す ると 間いて、 ，1^ き 

釋迦の 像に 寶珠を こめた 物 を 曰 本に 渡した。 龍王が それ を 熱望して、 修羅に 囑 して 奪 ひ 取らせようと 

したが、 護衞 軍の 爲 めに 擊 破され た。 そこで 美しい 龍 女 を 以て、 誑かして H.; を 海底 深く 取り去った。 

鎌足 は 之 を 無上の 憾 として 譜岐の 房 前に 行き 海士 少女と 契って 三年 を 過して 一 子 を 舉げ， る。 此虚が 其 

の 奪 はれた 所な ので ある。 遂に 此の 妻 を 動かして 龍宫 に-玉の ありか を 探らせ、 海上で 張 行した 舞樂に 

よって 龍王の 眷族 をお びきょせ、 其の 隙に 玉 を 取 還 さしめ たが、 惡 龍に 追 はれて、 妻 は 胸 を 切って 收 

藏の上 辛くも 波 上に 引上げられた。 勿論 妻 は 此の世の 人でなかった。 鎌足 は 子 を 伴って 奈良 に^り、 

其の 玉 を 釋迦の 眉間に 牧 めた。 其の 子が 卽ち房 前の 大臣 だとい ふので ある。 

木 偶 劇 や 歌舞伎 劇に 於て、 玉 取と 稱 する ものの 极據 は： で、 遡れば 雙龍^ 玉の 支那 m わ 想 や 雙龍佥 鼓 


を 负ふ興 幅 寺の 至寳華 原磬が 舞曲 作者の 創作 愁を 刺戟し、 允恭 紀の 海士の 男狹磯 や、 新羅の 義 湘が大 

唐よりの 途、 龍 女の 化身 善 妙に 龍宫へ 伴 ひ 去られて 寳經を 止めて 歸り、 勑 使が 行 向って 脛 を 割って 

經文を 北ハの 中に 收 めて 歸 つたと いふ 華 嚴說話 等が 參 加して 此の 大職 冠が 構成され たと 思 ふ。 卽ち前 を 

承け て 後 を 開いた 作と して 注意すべき ものの 一 つに 屬す るので ある。 

百合 若 大臣 は 舞曲 特有 物 中 最も 攻究に 俄す る もので、 西 歐古說 話の 變 形と 兒る人 も ある もの、 隨っ 

て 其の 梗槪を 叙す る 必要が ある。 曰く 弘仁七 年 蒙古 襲來 して 毒 箭鐵砲 を 放つ に當 り、 右大臣 百合 若が 

內侍 所の 祌勑を 受けて 總大將 として これに 向 ひ、 住吉 以下 諸 武神 擁護の 下に 蒙古の 勢 を 載 減して 偉勳 

を 立てた が、 玄界 が，； に 上って 午睡の 問に 乳母 子の 刖府に 置 去りに されて しま ふ、 刖」 肘 は 百合^の 功 

勳を 奪って 復命し、 百合 若に 代って 豐 後の 國 府に榮 華の 限り を盡 し、 百合 若の 御臺 所まで を 領有し よ 

うと 企てた。 それ を 担んだ 御 臺所は 沈淪の 栗て に 水中に 投 入れら るべき 危殆に 陷 つたが、 門 脇の 翁が 

苦肉の 計で 救 はれる。 島に 遗 された 大臣 は御臺 所の 解放した 綠 丸と いふ il の 往訪に よって 一時の 慰 を 

得た。 而 して それの 往返が 絶えた 時、 孤獨 生活の 三年 を 了へ て 漁夫に 救 はれて 豐 後の 國府 に歸 つた。 

一時 門 脇の 翁の 許に 形の 醜ければ とて 苔 丸と 呼ばれて 寄寓し、 正月の 弓の 蹯に、 鐡の弓 を ひいて 名吿 
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り を 上げて 別 府を誅 し、 隱匿 中の 御 臺所を 呼び 迎 へて 再び 日本 國の將 軍に 任ぜられ、 天 下 泰平に 國土 

安 穩壽命 長久であった とい ふので ある。 

坪. S: 逍遙 翁 は 明治 三十 九 年 一 月の 早稻田 文舉に 百合 若 傳說の 本源と 題して、 舞曲の 百合 S が オメ  — 

ルの 名作 オデッツ シィの 粗筋と もい ふべ く、 オデッツ シィ の羅甸 名が ユリ シスで あれば、 疑 も 無く 外 

來種 だと 提言せられ た。 確に 攻究に 値する 提言で あるつ 翁 は イサカ 國 王の ユリ シスが 膂カ 絶倫で あつ 

たこと、 ト n ャ 征伐 後 妖婦に 魅せられて 部下と 共に 孤島に 抑留せられ たこと、 守護神の ミネルバに 救 

はれて 出た が、 妖魔の 爲に 九死一生の 窮 厄に 逢 ふこと 數回、 二十 年を經 て歸國 した こと、 ユリ シスの 

王宮に は賊 ほと 結託して 妃の後 配と ならう として ゐる 賓客が あり、 妃は 担む べき^に して、 もし 夫 

ユリ シスが 手馴 しの 强弓を ひいて 十一 一箇の 環 を 射通す 者が あらば とい ひ、 賓客が 一 人 も それ を爲し $ 

なかった こと、 ュ リシ スは 乞食 姿に 身 を やつして 舊臣に 會し、 次いで 王宮に 人 込んで ゐ たので ある 

が、 十二 環 を 射通して 本名 を 明かし、 返す 一 箭に 元兇 を斃 して、 舊臣 と共に 賓容 賊徒 を澳 にして、 妃 

と再會 する こと 等 を 叙して、 兩 者の 相似 點を 示された。 さう して イサカ は豐 後、 妖魔 は 妖術 を 使 ふ 蒙 

古 軍、 守護神の ミネルバ は綠丸 だとい ふので あって、 ミネルバ は 海 鷲と なって 飛び去る ことが^ 話の 

中に あ. d ば、 それによ つても 領 得される であらう j といって ゐられ る。 又 ユリ シスの 乞食 姿 は 苔 丸に 


當り、 十二 環 を 射た 强弓は 百合 若の 鐵の 弓で、 彼の薛 臣は 此の 門 脇の 翁 だふ說 き 明かされた。 Si くと 

も 一 一千 八 九 百年 前に 成った X 布^ 太古の 名篇が 傅って ゐ ると は 意 料の 外であった。 我が 文藝 復興の フ 口 

レンス、 ネ I プルスと もい ふべき 驟市 あたりから 生 ひ 立った ので も あらう か、 我が 足 利 以降の 文舉と 

西洋 文學 との 交涉 は從來 の者證 の 外に 出で て 更に 尊ぬべき 點が 多から うと^ 示された のであった。 

以上 列舉 された 點は 何れも 類似して ゐ るが、 まだく 原 話と は餘 程の 距離が あるかと m 心 はれる。 又 

此の 說 話の 生 ひ 立ち は 泉 州の とい ふより は 九州 北部 殊に 爱岐 地方で あるかに 考 へて、 翌 明治 四十 年 

二 の n 十 稻田文 學 に 私 は 壹岐の 百合 若 傳說と 題して、 ^見 を 述べた のであった。 お： 岐には 鬼 返 治の 昔 

話と して 百合 若の 話が 古くから 語り 傳 へられて ゐ るので ある。 希職話の^^漸だとすれば3妈に面白ぃ話 

で、 新 村 出 博士 や： 芳賀 博士 も それに 賛意 を 表せられ たが、 もう 當然 西洋の 傳說も 入り 來 つて ゐ るべ 

きで あると いふ 以上に、 此の 東漸 經路を 探り 得られたら、 東西 交 通史の 上に 重大なる 數貝 が增加 せら 

れ るで あらう。 希 職 劇の 假 面と 我が 伎樂 面との 上に 本末 關 係の あるべき を考 へる 私 は、 ホメ— ルの作 

が is^ 西大 睦 を經て か、 或は 海の 波に 運ばれて か、 何れにしても 移し 植 ゑら れ たとい ふ 所見に 反對 しょ 

うと は E 心 はない。 島 津久基 君 はォデ ッシィ が本據 である ことが 事實 であった としたら、 餘程 日本化し 

てゐ ると いふべ く、 それが 却って 面白い とい はれた のに 贊意を 表したい ので ある。 それと 共に 私 は 何 
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が 故に これが 武を 以て 立つ 幸 若 舞曲の 一 に 作り 設けられ たかの 直接 原因の 有無と、 それが 弘仁 年中の 

事蹬 とせられた 所以と を考 木！：：： する ことが 緊要 事に 屬 すると 思 ふので ある。 

弘仁ニ 年の 十二 バに 新羅が 我が 對馬を 侵し、 爾後 引績 いて 我が 西邊 に簡來 した こと は、 此ハゃ 代の 正 

史 たる 口木 後紀に 見えて ゐ るが、 舞曲の 百合 若に 於て、 此の 大臣が 外敵 迎擊 の爲に 鹿， お 立 をした とい 

ふ 弘仁七 年から 以下 は 一 切缺 けて ゐ るので 推測の 下し やう もない。 按す るに、 舞曲 作： の 製作 愁を刺 

戟 した、 直接 原因と 目すべき もの は 他に あつたの であるが、 それ を 文永弘 安の 蒙古 來 態に 附 〈I： しょう 

には餘 りに 奇蹟に 富み 過ぎて 居り、 且つ 事件 も 小に 失して ゐ たが 爲に、 幾百年かを遡らせて^^峨天皇 

の 御代と いふ ことにし たので あらう. - 臆面もなく いはば、 此の 舞曲 作成の 當 時には R 本 後紀の 後半 部 

がま だ遣存 して ゐて、 それに 直接 原因の 事蹟 を附會 せし むべき 何等かの 記戰 があった 爲だ とかう 解す 

る こと も 一 つの 思考 法で あらう と 思 ふ。 しかし、 餘 りに 假定の 上に 立つ ので あれば 轉 じて、 ^接 g 因 

と 思 ふ ものに 就いて 叙す る。 

應永 一 I 十六 年の 五月 下句に 驚くべき 警報が 都に 達した。 それ は 大麼と 南蠻と 高麗と が 合 一 して：：： 本 

へ 押 寄せる とい ふこと で、 高麗から 知らせて 來た。 後 崇光院 の 聞 御 記 同 二十 三日の 條に抑 只今 M く 

として 窒町 殿御 仰天、 但祌國 有 何事 乎と お記しに なって ゐ るが、 風聞 は 風聞 を 生んで 都に はかなり な 
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動搖が 起った。 それが や. -鎭 まった かと 思 ふと、 出雲大社に 血 なまぐさい 怪 事が 起った と 知らせて き 

(滿济 准 后 B 記) 西の 宫 では 荒夷の 宫が 震動した。 廣 田の 社から は、 軍勢が 東の 方へ 繰 出した。 中に 女 

騎馬 武者が 一入 ほった。 二 七 iln の 夕に は 石淸水 八幡の 鳥居が 風 も 吹かない のに 倒れた。 それ は將軍 

義 持の 參籠 中の 出来事であった。 諸の 社寺に 御 祈禱が 命ぜられた。 ニト 九， 日に は 北 野の 御 霞が 西 を 指 

して 飛ばれた とい ふこと で、 御殿の 戸が 開かれて ゐた。 以上の 外に 武の 神の 一 柱に 數 へられる 美 濃の 

南 宫の社 壇 も 此の 日に 於て 鳴動した。 そこへ 來襲 軍と 大內 の若黨 との^に 戰- 印が 起った こと、 その 直 

前に 神 軍に 奇瑞が 示された とい ふ 注進が 來た。 文永弘 安の 神風が IS び 吹き 拂ふ とも 確信し かねて、 武 

セと いふ 武士 は 一 人と して 落ち ついては ゐられ なかった。 共の 七月に 入って 一 1 日に 賀茂 山の 森の 木が 

數 十本 一時に 枯れた。 常時で あっても 怪事 として 考 へらるべき 事、 それが 人心に 動徭を 惹起 させす に 

はゐ ない。 祈禱 はます く 行 はれた。 然るに 其の 4- 六日に は 熱 K の宫に 希代の 怪異が 起った。 暴風雨 

の 夜に 海の 面 一 一七 町 も 明るい 程の 大 いなる 光り物が 社頭に 飛 入り、 路に當 る民屋 を みんな 顚倒 せしめ 

た 0 少女に よっての 託宣に よれば、 それ はき 勢の 御影 向で 異國 退治の 爲の神 幸で あり、 八幡 神 も 御影 

向に なった の だとい ふ。 二十日に 至って 事 はいよ く 急に なって 薩 摩に はもう 戰が 起った、 唐人に は 

鬼 形の ものが あって、 人力で は對抗 しがたい とか、 異賊 船の 總計は 八萬艘 だと かと 告げて 來た。 そこ 
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へ 唐 船が 一艘 兵 靡 浦へ 着いた とい ふ。 兵船で はなく 使の 船で あつたが、 其、 の來^ の文霄 なる もの は 無 

禮の 限りであった。 滿濟准 后 日記に は、 文 言 凡 存外 也、 所詮 如， 1 文 永 時へ 不レ及 n 是非 I 可 レ被ニ 迫 ¥ 分 御 

治定」 と 記して あるが、 文 永 當時程 武權が 統一 せられて ゐ なかった ので、 當局 武士の 憂苦 は 非 《：5 な も 

のであった らしい。 鎭 西の 武士 は 決死の 覺 悟で 抗戰 し、 月の 二十 六日 を 以て 少貳大 友 菊 池 以下のお が 

對 馬に 於て 侵入軍と 大決戰 を 行った。 幸に して 我が 軍 は 大勝 を 獲て、 敵の 將 ：4 二人 を 生 捕りに した。 

そこ へ 祈りに 祈った 大風が 吹いて 廣 船の 二 萬 五 千艘は 海に 沈んだ。 此の 戰の機 は 七 ni: 十五 n 附を 以て 

探題 持範 より 奉った 注進 狀に詳 かで、 祌 助の 奇瑞 も 夥しく、 味方の 女 大將が 異常な カ景： を 示して 敵の 

三百 人 を 手取りに して 海へ 投げ入れ たと 報告して ある。 軍 は 六月 I 一十 日に 始 つて 早く も 七 バー in に は 

退治て しま ふので あるが、 都 表の 痛心と 動 搖とは 前後 七十 餘日 にわた つた。 私 は 彼の！ i 曲れ .11樂天、 

卽ち廢 帝より 日本の 智惠の 深淺を はかれとの 命 を 受けて 來 た白樂 夭が、 漁夫に 身を變 へて ち迎 へた 

iii 吉明祌 と 詩歌の 優劣 を 論じ、 負けて 遁げ歸 ると いふ 曲、 これ も 神風に 吹き もどさ しめられ るので あ 

るが、 住吉の 外に^ 勢 石 淸水賀 茂 春 曰 鹿 島 三 島 誠 訪熱田 もろく の 武神が 海上に 浮んで 舞 ひ 給 ふこと 

に 叙して あるの は、 都 表の 憂悶 中の 氣休 めか、 又は 退治 後の 喜びの 能と して 作った ものであるべ きを 

S ふ。 さう して それと 同時に 此の 舞曲の 百合 若が 作成 せられた 直接 原因 は、 此の 來 襲 及び 擎 の それ 


であった こと を^ 像す る， - 舞曲に 於て 「天下の 祌逹 高天原に 集會 して 軍 評定 とりどり なり」 とあって 

住 吉明祌 の 召された 神馬に 蒙古 眾の 放った 素の 矢が 屮っ たと あり、 百合^4;が海上遙に押出した.3^に 

も、 祌 集めして 向った ことにして あり、 蒙古 勢が 降らせた 霧 を わが 朝の 神^ 勢 住. f;!: 鹿， 以下の 武祌 

がそれ を 吹き 拂 はせ 給 ひ、 百合 若の 强弓 によって 長箭 三百 六十 三が 射出され、 敵 は 破れて げ ると 

いふ 迄が 此の 曲の 前半 を爲 す。 此の 前半 は 確に 應 永の 外 寇來觀 に！^ かれた ものた る こと を W 心 はし めら 

れる。 歌舞の 二 曲 を 以て 基礎と なす 能に あって は 白樂 天と なり、 武の 趣^に 終始す る举 t お 舞曲に あつ 

て は 百合 若と なって、 奇蹟ゃ翳瑞澤山に叙せられたのは兩^|<;共に北ハの行くべき道を逸んだものとして 

見るべき である。 ナ丄 界が 島に 澄 去りに されてから 以下 は 或は ユリ シスに^ かれた ので も あらう が、 我 

等 は それ を 定める 前に、 此の X 布 職に 於て 作り出された 物 一語の 歐羅 巴に 於け る 傅播狀 態と *  ^^：亞大陸に 

流れ 入った 形跡の 有無と を、 それ. <\ の 専門家と 共に 考 茶して 而 して 後に 決 {ル すべきで あらう。 暗合 

ゃ附會 とい ふ 都合の よい 語 を 使 川して すます は 不忠 實 に陷り はしまい かと 案じて 特に 此の 曲に 關 して 

かく 迄 樓述を 試み 又 疑 をも殘 して 置かう とい ふので ある。 作お は必す y お、 門？ であった と覺 しく、  ^信 

恭敬の 人で も 俗人で は 到底と 思 はれる 處が ある。 總 じて 筋が 劇的に 遝 ばれて ゐ ると いふの 他に、 御 

所が 宇佐 八 幅へ 能 めら れた願 霄を說 かなければ ならぬ であらう。 
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歸命顶 宗 廟 祌、 もしも 大臣 殿歸 朝の 笑 を 含ませ 給 ひ、 二た び、 御 目に かんるなら、 宇佐の 造符 巾すべし。 

玉の 寶殿 磨き 立で、 金の 扉 をのべ 開き 1? 璃の 高欄 やり 渡し、 碑藥の 擬寳珠 みがき 立て、 砌の 砂に は 金 を.： 父ぜ、 

欺に は 七寶鎞 め、 池に は 玉の 橋 を 架け、 齋垣 光耀驚 鏡し、 廻廊と 拜殿 四つの 樓 §: 玉の まく さ をみ がくべし。 

楝 梁の 蹄 をう き やかに、 寢殿腐 を ひろ..^ と、 いかにも 纓絡 紡び 下げ、 華 靈の旌 は 雲 を 分け、 しせん Is お獅 

子 犯 犬 金 を 以てみ がくべし。 大 塔と 朱樓を いかにも 高く 雲の上に 光 を 放って 造るべし。 四季の 祭^ 別 臨， W 花 

の 御幸 をな すべきな り。 九 品の 鳥居 を 高く 立て、 械樂 土 を まなぶべし  

平家物語の 後一 一條 關 白の 母 大政 所の 願 立に 模し たもの ながら、 後の 說經淨 瑠璃 や 何々 くどきと 稱 する 

ものに 於て、 物は盡 しと 共に 文辭の 絢爛に 力 を 致す 條が、 それが 夙に 時代色 鮮 かに 裰り 出されて ゐる 

こと は說き 漏し 難く 感ぜ しめられる。 

滿仲は 身 替說話 を 綴った ものと して 注目すべき 作品で ある。 先の 築 島 は 衆人の 爲に 一身 を 横 牲に供 

したので あるが、 これ は 一箇 人の 爲に 代って 死ぬ ので ある。 卽ち 多田滿 仲が 過去の 罪業 消滅の 爲、 一 

子 美女 御前 を經文 習得に 中 山寺へ 上らせた が、 天性 武勇の 美女 御前 は 日！ 4 ホ擬戰 に 耽って 三年 經 ての 下 

山に、 父の 前で K 仃の經 を も讀み 得なかった。 滿仲は 怒って 唯一 打に と 切りつ けたが、 ひらりと 身 を 
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か はし 經で受 止めて 逃げた つ 滿仲 はます く 怒 

つて 家来の 仲 光に 美女の 頸 を 刎ねよ と 命じた。 

仲 光 は それに は 忍びす、 同じく 寺に 學ば せて 置 

いたわが 子の 幸 壽丸を 身替に 立て、 美女 を 比 叙 

に 送る。 改心して 惠心 院の惯 都に 就いて 舉んだ 

美女 御前 は、 卜 九で 剃 髮しニ ー 五に 及んで 僧都 

に 伴 はれて 仲 光を訪 ひ、 次いで 父の 許に 作 はれ 

て 不思議な 對面 をな し、 幸壽丸 追善の 爲に 一 寺 

が 建 1.- される とい ふが 此 曲の 一 部 始終で ある。 

謠 曲に は 惠心院 の^ 都が 突 女の 爲に 赦免 を 乞 ふ 

ことにして、 题 して 仲 光と あるが、 主人公 は此 

の 人であって、 さう 名 づける のが 妥當 である。 

但し 舞曲に あって は、 刺髮 して 圓學と 名 をつ い 

た 美女 御前 を、 それと 知らす して 滿仲 夫妻が 請 
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うて 家に 止め、 それの 讀誦の 功力に よって、 悲歎の 爲に明 を 失して ゐた 母の 雨 眼 が^き、 そこに 名齿 

り あ ひが 行 はれる ので. ある。 通篇 全く 獨 立の 物語の 體を 持して、 曾 我物 又は 判官 物の 如く、 或- 4^:1 屮 

より 杪錄 したが 如き 臭味の 伴 ふ もので ない。 

身 替りは 旣に應 神紀に 見えて ゐる。 武內宿 漏が 實 弟の 讒言に よって 殺されよ うとした 時、 爱岐 f』 呉 

根子が、 形貌が ^画に 酷 似して ゐ たので 代って 死につ き、 宿 漏 は 探 湯に よって 罪の無い こと を 明かに 

したの はわが 史上に 於け る 最古の 記事で ある。 平 治 物語に は 佐 渡 式部 太夫 成が 而皮 を！！ いで 魏 朝に 

代って 討死す る ことがあり、 太平 記に 村上義 光が 大塔 i 呂に替 る こと、 小山 田 高 家が 義貞に る ことが 

載せて ある。 平 治が 語られ 太平 記が 讀 まれた 當 代に、 幸壽 丸の 事蹟が 仕組まれ、 常 代 武士^ それに 感 

動せ しめられ たの は 自然の 成 行であった とい ふべき であらう。 後^ 竹^ 出 雲 等の 乎に 成る 寺 子 厘の 段 

や 熊 (介 陣屋の 段に 至って 身^ 劇 は 大成され るので あるが、 n 十く 舞曲の 滿 仲と 誰 曲の 仲 光と に 立派な 典 

型が 形成され て ゐるを 等閑 視 して はならぬ ので ある。 

信 m も亦獨 立した 物語で、 百合 若 ゃ滿仲 以上に 劇的の 場面に 富む。 最も 近代 式で 常 代の 御伽草子な 

どの 中には 比類 を 求め 得られない 程に 變 化が ある。 一言に すれば、 領地の 全部 押領 せられて 流離 g 

迫の 架に 陷 つた 者が、 名 族の 末葉で あつたが 爲に、 W び 倍 舊の榮 華 を 見る とい ふので あるが、 此の^ 
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に奮戰 激闘の 場面 も ある。 さう して 其の 叙述 は 甚だ 明德記 以下の 當代戰 記に 近似して ゐて、 時人に 喜 

ばれた こと は 辨慶ゃ 五郞時 致の 記事と 同一であった ことが 想 察せられる。 や、 委しく いへば、 和 の 

後室が I 耳の 小山に 所領 を 頒與し 過ぎた 結 5^ は、 領地 一切 を押領 され、 子の 小太郞 と共に 訴の爲 に 都へ 

上る。 其の 途で 後室 は 小山の 呪 咀の爲 に 歿し、 小 太郞は 艱苦の 末に 都に 上り 漬 いたが、 訴願の 乎づる 

がない ので、 還って 小山に 降參 して、 追 出される。 せん 方盡 きて 父の 墓に 詣で、 此處で舊ほ浮，：；^^夫 

に邂 返す る。 此處が 劇的 場、 面の 一 つで、 そこ を かう 叙して ある。 

あ、 ら痛 はしゃ 信 田 殿。 たまく 近くめ ぐり 來て。 父の 御 墓 を 今なら では。 いつの 世に かは拜 むべき と。 御 

墓に 詣リ給 ひ 草木の 花 を 摘み 手 向け。 かほどに果報拙き^！？^を。 一 つ 蓮の 臺に。 迎 取らせ 給 はで。 5^: 世に 残し 

給 ふこと よと。 くどき 歎き 給 へ ども。 亡靈 なれば 土 窟 ょリ。 御？^ 出 づるこ ともなし。 索々 としたる 風の 音 松 

に吟 ずるば かりなり。 蓬々 としたる 草の 露に。 裾 も袂も 打ちし をれ。 盡 きせぬ もの は I ^なり。 かくて 信 田 殿 

御^^；^を下向ぁリける處に。 太刀 脇 挾んだ る 男の。 編 笠. ぽ 々と 引 被うた るが。 怪しき さまに 參リ ふ。 誰なる 

らんと 御覽 すれば 是は 別れて 年 久しき。 浮 島 太夫な リ けり。 かねて は 知らざる 住吉 の。 松と しなれば _乂£ び 

を。 引合せぬ る 幸と て C 具して 河內へ 歸リ。 五 人の子 俱を 近づけ。 これこれ 邦み 申せ。 此の程 汝 等が 戀ひ舉 

りしに。 s^; 大の惠 の あるに より 不慮に 參リぁ ふ 事 は。 一 眼の 龜の たまさかに。 浮 木に 逢へ る 如し。 おめて 十 
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RI ばかりに 包む と も 披露 あ る ベ し.  

と 城廓に 立籠り、 小山の 方より 押 寄せて 大激戰 を 演じ 出す ので ある。 彼の 泉が 城 や 高 館 を 共の ai の 叙 

述、 相 共に 室町 中世の 接戰 を直寫 した ものと して 請 取るべき に 思 ふ。 浮 島 太夫の 一族 は戰 死し、 小 太 

郞は 再び 流浪の 身と なって 人 買の 手に 渡り、 諸 所に 辛苦の 後、 奥州で 國 司に 見出され、 國司は 小太郎 

の 所領 安堵の 爲に h 洛 する。 叉 小 太 郞の姉 は、 小山に 追 出され 尼と なって 弟 を 81： ねて ゐ たのであった 

が、 三年 目に 奥州で 邂 返し、 小 太 郞は奧 州 勢 を 引率して 小山 を滅 し、 再び 家 を 興す とい ふが l^i の 極 

概 である。 文飾 も 曲節 上の 技巧 も 姉と 弟との 流浪 行旅の 處 にあって、 殊に 姉の 道行の あたりに 共の 力 

が 示されて ゐる。 總 じて は 故事の 引用 ゃ樓說 もな く、 冗 if も 見出されない。 他の 作に 比， して は 一 段と 

物語 式の 古 調 を 離れ、 何となく 野 調の 横溢 を 見る。 或は 東北 地方 を遍歷 した 琵琶 法師の， 語り物の 一 つ 

であった ので は あるまい か、 此の 曲の 起 首に r 旣に承 平 は 七 年に て 改元す。 天 慶九ハ 牛に か はる」 と あ 

るが 如き は 平 曲 其の儘の 行き方で ある。 而 して 以下 平將 門に 對 して 何の 憎 惡をも 抱かす、 むしろ 名 

の 末葉と して それ を 尊崇す るが 如き 態度で 一 貫して ゐる。 こ， -に 我等 は將 門が 叛 EH 扱 を 受けた 經路に 

ついて 考へ、 且つ 窒町 時代 はさまで 之 を 極度の 非望 を 抱いた 逆賊と して ゐな かった こと を W めはな けれ 

ばなら ね。 將門は 到底 叛臣の 名 は 免れられ ぬので あるが、 狂暴に して 亂を 好む 武藏權 守 M ハ^; 十： が 無 か 


つたら 叛を 企てなかった であらう。 彼が 官物 を沒收 した S 非は掩 はれぬ にしても、 私闘 關 係が 基 だ複雜 

に 入 組んで ゐ たので、 それ 程の 罪人と して は考 へられて ゐ なかった ので はない かと 思 ふ。 

日本 記 は 1K 地 開闢の 叙述で、 其の 陰陽 五行 說と 佛說 とより 成る 處に、 當 代の 精神 生活の 一 面が 表示 

されて ゐ ると 思 ふ。 殊に 

大日の 梵字の 上に。 出で 來 はじめし 國 なれば 大。 曰 本！！ と は 申すな り。 日本 國の 淡路島。 芥子の 精に 出で 來 

て、 天竺 も 開け リ。 さて 大廣 も始 れリ。 さし もに 廣き 天竺 國。 月 を かたどる 國 なれば。 月 氏 國とは 申すな り。 

廣 土も廣 しと 中せ とも 震旦 國と名 づけつつ。 星 を かたどる 國 にて ぁリ。 日本 我が 朝 は。 小國 なりと は. E せど 

も 0 域と 名 づけ つ つ 日 を。 かたどれる 國 にて。 三國 一 の 我が 朝に。 心の ままの。 壽命 にて 長く。 榮 うる = 出 

と 結んで あるに 至って は、 大陸 文化の 疆 束を脫 して、 ともかくも 自覺 期に 入った 鎌倉時代の 思潮 を繼 

承して、 對 外的の 意氣を 示した ものと いふべき である。 彼の 謠 曲の 春 日 龍神に 於て、 入^波 犬の 御暇 

乞に 詣 でた 明 惠に、 卷 日の 山 は靈鷲 山、 比 叙の 山 は 天台 山、 吉野筑 波 は五臺 山で あれば 思 ひ，^ - まれと 

明祌が 論し 給 ふと 同巧異 曲であって、 明かに 武家 期 時代の 對外意 氣の發 露と 考定 すべく、 恐らく は 
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應 永の 入寇 後間 もな く 作り出された ので あらう と 思 ふ。 

張 良に 至って は 疑 も 無く 佛 徒の 作、 治國の 要缔を 得ん として 鷲峯 山に 詣 でた 張 良が、 觀音の 示驗を 

奉じて 淨名國 に 入り 危 橋の 邊に 於て 老翁の 試練に 合格して、 代の 吉凶 を 卜すべき 陰陽の 卷物、 延命^ 

逾海 浮な どい ふ 寶物を 賜り て歸 ると いふに 終る 祝賀 曲 である。 張 良が 兵書 の 來を說 くの が 生 想 で あ 

れば、 これ も 亦 S 町の 世が 隨 成した 作品と なすべく、 能が 幽玄な 歌舞の 上に 立つ に對 して 飽く迄も 耐 

苦 待 期の 武の道 を 鼓吹す る ものであった。 

以上 を 以て 舞曲の 概觀は 略.. 說き 明かされ たと 思 ふ。 た^ 說 いて 盡 さざる もの は、 《：£ 代文藝 との 交 

涉 と 後代 文藝 への 影響と である。 但 併行 藝 との 交 涉に關 して は 成るべく それに 接觸 する を 心掛けて 叙 

して 来たので あれば、 此虚) に は 後代 文藝 への 影響に 關 して 一 言す る だけに 止めようと ふ。 最も 舞： m 

に tf かれた もの は德川 初期の 淨 i? 璃 である。 もと 專ら 散文の 平家物語 を 語る 平 曲に 校して 起った^ 瑠 

璃は、 散文と 律語との 合 綴 酷と 見るべき 短篇 物の 謠 曲より は、 此の舞曲ゃ御伽草子を輸入して^":1るの 

が當然 であった。 曾 我物 や 判官 物から は 和 田 酒 盛と 高 館と を 其の儘 ^ ひられた ものの 奸 適例と する。 

更に 舞曲 特有 物に 就いて いへば、 大職冠 は 些少の 改删增 補の 下に 井上 播磨橡 の 語り物 大 職 冠 I" 略 玉 

£ となり、 岡 本文 彌の大 職 冠 方便 玉と なった。 又 江戸の 土 佐 掾橘正 勝の 大職冠 二度 玉 取と なった" さ 


うして、 近 松 門左衞 門が、 竹 本義 太夫の 爲に 作った 大職 冠に 至って は、 舞曲の 入 鹿 を も 打って 一圃と 

なして、 例の 絢爛な まに よって 曲折 多岐に 綴り 出された。 又 百合 若 は 井上 捲 磨 操の 百合 _4SS となり、 

岡 本文 彌の 百合 若 高麗 攻 となり、 竹 本義 太夫の 百合 若 大臣 野 守 鏡と なった。 W より 改删補 によって 

面目 は 一新せられ、 構想の 新奇 や 均 齊等は 舞曲と 日 を 同じう して 語るべき でない 迄に 改まったが、 源 

泉と して は 舞曲 以外に それ を：： 出し 得られな いので ある。 特に 劇的の 場而に {:E む 信 W の 如き は、 山 本 

角 太夫の 語り物に 川 ひられた が、 全曲 を.； ハ 段に 分って： S の 起 竹に 「去积 に」 の！！^ i を m はいた だけに 止ま 

つて ゐる。 此等淨 §f 璃 と聯關 して 歌舞伎と もまた 徵 からぬ 交涉を おする ので あるが、 こ- -に はた そ 

れの ある こと だけ を 述べ て、 詳細 は異 日の 記載に 讓る ことと する， - 

CC 隆替 

初 祖幸若 丸 1^ 詮が 文明 一  一 M 年に 七十 八 歳で した 後 は、 長 Ei- の と^女の 婿の 安^とが 藝を傳 へ 

た。 { 至 町の 季 世に は 八 郞九郞 家、 彌ニ郞 家、 小八郞 家の 三に 分れ、 その ま. -江戶 時代に 入って 將 の 

保護 を 受ける ので あるが、 直 繼は北 ハの八 郞九郎 家の 祖、 安義 は 彌ニ郞 家の 祖 であって、 小 八郞家 は 八 

郎九郞 家から 分岐した ので ある。 此 等の 家名 は $： 糖 承 者の 幼名が さう 呼ぶ 惯 例で あつたが 爲に 得た 稱 
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呼であった。 

此處 に斯の 舞の 隆替 を 叙 せんとして は、 先 づ窒町 時代に 於け る 起伏より 說く ベく、 それに は 常 代の 

名手と 保護者と を說 くべき であるが、 舞曲の 研究 を 主と すべき 場合に 屬す るので、 努めて 簡略に 說述 

して、 附記 叉 は附說 とい ふが 如くに 极ふ 態度 をと る ことにする。 

紹述に 於 て は當然 直繼を 推す ベ く、 弘 布に 於 て は諸國 を遍歷 して 演技に 從 事した 安義の 功 を：？. I む ベ 

きであった。 而 して 其 伎倆の 卓拔に 至って は、 文祿四 年に 殁 した 小八郞 家の 吉信 を擧 ぐべき である。 

世に 名人 小 八郞と 呼ばれた のは斯 人であって、 織 m 信 長に 仕へ て 一 背 曲 を 以て 三百 四十 六 石の 采" 3 を领 

有して ゐた。 其の 子の 白 也 は 信 長 秀吉家 康秀忠 の 四 將に歷 仕して、 特に 秀忠 に寵 せられた。 かって 小 

八 郞の藝 を 一方に 居 ゑ， 天下の 諸藝 をして 對立 せしめたなら、 それ は 皆 辟易して 週げ 去る であらう と 

迄 秀忠に 激賞せ しめたと 傳 へて ゐる。 八 郞九郞 家で は慶長 十九 年に 投じた 六 代 目の 義 門が すぐれて ゐ 

た。 家康に 仕へ、 越 前 國の目 付 役 を 命ぜられて 佩刀 ゃ黑 印を與 へられ、 又駿 倚に 於て の藝 を： g じた 

ことが 駿府 記に 見えて ゐる。 彌 一 1 郞家 では 慶長十 一 年に 授 した 誠 重と 同じき 十四 年に した 誠 直とが 

傑出して ゐた。 共に 家康に 愛せられ たので ある。 

幸 若 舞曲が 明治維新 迄 傳統を 維持し 得た の は、 源氏 出の 桃 井の 末葉が 源氏 を稱 する t 似 川 氏に 馬して、 
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其の h: 心 顧の 下にぶ 邑を越 前の 國に 於て 相當に 給せられ てゐ たが 爲 であった。 けれども それ 以前にお つ 

て は、 信 長が 斯藝を 喜んだ ので ある。 資性 峻辣の 信 長の 好みに は當に 合すべき 流 風で、 信 長 公 記に 僧 

夭 澤が武 田 信玄の 問に 答へ て、 信 長の 好む もの は 舞と 小歌で あると いひ、 幸 若 太夫が 來 るかと 問 はれ 

て、 淸洲の 町人 友 閑 を 呼んで 舞 はせられ る、 特に 敦盛を 喜ぶ と 語った ことが 晃 えて ゐる. - W より 越 前 

より 出る 正系の 人の 藝をも 好んだ のであって、 同 害に 八 郞九郞 に 大職冠 を 舞 はせ たこ とが 錄 して あ 

る。 それ は 天 正 十 年 五月 安土の 總見 寺で 家康 を饗應 した 時で、 幸 若の 舞が 終って から 梅 若に 能 を 演ぜ 

しめたが、 出来が だ惡 かった ので、 八 郞九郞 の 樂屋へ 使 を 派して、 更に 和^ 酒 盛 を 舞 はせ、 褒， おと 

して 黄金 を與 へた。 其の 時の 使の 口上に 「卜： 意の 趣、 能の 跡に て 舞 を： S 候 事雖レ 非， 一木 式 1 御所 §H 候 問 

今一 称 仕 候へ と 被 二 仰 出 1 候」 と ある。 舞曲 は 武士の 餘技 として 取扱 はれて ゐ たので ある。 江戶 時代に 

於ても 此の 待遇 は繼 承せられ て、 武鑑の 上に も 舞 太夫と 標 して 能 太夫の 上に 揭 げられ た。 

幸 若 舞曲 はた^に 武門の 問の みならす、 禁裡 叉 は 高 *： の 御所に も 召された のであった。 それ は 初代 

彌次郞 の 門から 出て 京 住居 をして ゐた山 本四郞 太夫の 流 風 を 奉す る 一 派であって、 曲舞と 呼ばれた。 

又 年頭に 召される 北 as の 千秋 萬歲も 亦、 幸 若 舞曲の 一 部 I 節 を 借用して 演じて、 同じく 曲舞と 呼ばれ 

た。 此の こと は 山 科 言 繼卿 記に 殆ど 年々 錄 せられて ゐる。 試に 其の 二三 を 抄出 すれば、 
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--ズ ^ 勿 0 

IK 文 一 一年 正 H 五日 …： 北嶷 聲聞師 千秋 萬 歳 二人 參候 了。 如 レ例參 二 議定 所 御 庭； 曲舞 輸 

私に いふ、 盛 長 夢物語 は ^合、 賴朝都 入は濱 出を稱 する ので ある。 

天文 十四 年 六 Hi: 日從 ，1 靑建 院宮， 御 書 被， 下。 午 時 以前 可レ參 之. H 候 問。 其 時分 參候。 inw- 院ぉ老 

納凉之 二 沙汰 1 也 …… 

先 食 籠に て 御盃參 候。 次 山 本 I 大藤 井. 彥 郞 三人 曲舞 II の 舞 了。 次 叉  一 了。 次 一 M 舞 候。 

次 はう 飯 有 レ之次 卜 乎 分 切 舞 候。  

天文 十五 年 三月 九日 今日 禁裏に 山 本 § ラ 曲舞 了 …… 舞 者 張 良、 和 E 酒 盛、 夜討^ 我、 所 知 入、 

多 K 滿仲 …… 等 也. -  • 

； 4 にい ふ 所 知 入 は. M 出の 後半 を いふら しい。  ， 

天文 二十 年 正 tz: 五日 自 禁裏 千秋 萬 歳に 可 參之由 有 之 間 …… 北，： 之 千秋 萬歲參 曲舞。 和 田 酒 盛 次 

腰 越。 次 百合 若 少等也 

以上の 外 永 祿 天 正 年間の 記事 中に 所 演曲 名 を 拾へば、 鞍馬^^盤、 木 # 願書、 演出、 ^^子 折、 教盛、 

秀衔、 錄田、 那须與 一、 箱 根詣、 夜 討 曾 我等が ある.^ 秀衔は 恐らく 和，：：^ が 城の 一節なる ベく、 15 极詣 

は 元服 曾 我の 前半で、 五郎が ェ 藤に 對 面の 慮で あらう.^ 通計 二 4- 二 曲， § ち 舞曲の 過 牛が 川 ひられた の 


である。 

爱に書 添 へて おくべき は 山 本の 流を大 頭と 呼んだ ことで ある。 此の 流れ を 汲む 筑 後の 大 江の 系 圖に 

は此 人が 一， 天性 異相 而大頭 大聲、 故人 皆大頭 云々」 とあって、 山 本の 異桕 による ことにして ある。 然 

るに 元祿 年中に 出た 圓光 大師 行狀畫 岡翼赘 (華 15 山義山 一容) の 延年 舞曲の 藝 を列舉 した 巾に 大 頭と あ 

るので、 延年 舞 伎の 稱 呼で、 町 時代 以前よりの 名： n: ではない かと 疑 ふ 者 も 出る であらう が、 大頭は 

他の 延年 記事に は兑 出されない 名目であって、 私 は 却って 大 頭の 舞が 延年の 中へ 入 込んだ ので あらう 

と 忍 ふ。 千秋 萬 歳が 借 W する こと は 後世に 迄 及んで、 德 川の 末季 迄濱 出の 一節 は廢 せられなかった の 

である。 

江戸時代に 於け る 幸 若 舞 は 家 厳 や 秀忠の 好みに 合した h に、 寬永正 保廣安 時代の 古武士に も 吉；： ばれ 

たので あつたが、 明 曆萬治 以降の 泰平 時代に 入って、 古老 は 次第に 调 落して、 歌舞の 地 ゃ銷金 窩が榮 

える に 至って、 遂に 顧みられない ことにな つた。 此の 問の 消息 を 詳に傳 へる もの は 新 見 法 入の 八十 翁 

疇 昔 物語で ある。 曰く 

むかし は 幸 若の 舞 はやり。 振 廻の 節 呼ぶ。 幸 若 八 郎九郎 其の 外 傳右衞 門 巿右衞 1： など 数十 人 4^ レ之。 麻 上下に 
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て來 る。 ，：^同 前に 料现 馳走す。 膀 過ぎて- m 敷へ 出で 一 禮 有リ。 客 も 御大 儀と いふ。 何 ぞ？^ りたし と 所望。 一 

流 物た とへば 大職 冠、 きょす け、 しんき 能、 敦盛とかさま，^數を伺ふ。 舞仕迥 ひて 11^ 乞して 歸る 昨、 み 所 

すれば 不 レ歸。 近^ はすき となし。 

隆達節 ゃ弄齋 節に 代って. 土手 節ゃ投 節が 行 はれ、 淨璁璃 や 歌舞伎 芝居 も れの の 多い ものが S: ば 

れる 世に なって は、 幸 若の 行 はれよう 箸 はない。 少壯 武士の 會 合に、 喰 ひ 物 や 遊興 乃至 は报 川む 利 勘の 

話が 一座に 喜ばれた とい ふ 世に、 どうして 武 一 方の 此の 舞が 歡迎 せられよう。 大 頭の 流が 女に よって 

演ぜられる こと は 早く 天 正 年中に 起った ので あるが、 寬文六 七 年の 交に 下って は、 柏木 や 笠 展 三 勝 新 

勝 等が 女 舞と 稱 して 名代 赦免 を 得た。 越 前 在住の 宗家 並に 分家 一 統は それと 伍せ しめられ るの を 派う 

たに 相 遠な く、 さう して 古來 わが 流に は 音曲の みで、 舞はなかった と唱 へしめ るに 至った のが、 彼の 

貞享の 書 上げで あると 思 ふ。 玆に 到れば もう 舞 を 棄て上 音曲 だけで 傳統を 維持し よ うとした ので あ 

る。 それ も 古 來の三 家が 年 を 隔て. - 交互に 幕府へ 參 仕して、 四月 參府 五パ 御^と いふ ことにな つた。 

享 保の 頃に は 三 家が 五家と なり、 幕末の 安政 や 慶應の 頃に は 四 家と なっても、 一 曲 だけ は 傅へ て來た 

ので あつたが、 明治維新 後 間もなく 絕ぇ たこと は、 前に 先行 藝 との 關 係に 於て 述べた 如くであった。 

甲子 夜話の I 縱篇明 和 年中の 條に、 始めて 越 前 居住の 幸 若 を いて 兒 たとい ふ 記事が ある.^ 曲 は 開：！ が 
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時^^風で、 八 島、 那須與 市、 木 曾 願書， 馬 揃、 松の 枝と いふ 順で 聽 いたが、 平家より はい さぎよ く、 

今のう た ひより は 大いに 古雅で ある。 正座して 扇で 拍子 を 打つ、 曲節 は 甚だ 簡單な もの だ、 今筑 後の 

柳 河 侯に は 此の 音曲が あ 

つて、 輕卒の 輩に Si ふ 者 

が 多い とい ふ。 これに 一. 

舞 も ある. E だが、 まだ 見 

ない と 書 添 へて ある。 音 

藝に 興味 を冇 して ゐた肥 

前 平 戸の 藩主 松 浦 靜山公 

にも、 隣國に 遣って ゐた 

幸 若が 耳新しく 感ぜられ 

たとい ふ 位に 世に 忘れられて ゐ たので ある。 それが たと へ 正系で ない 一 分派に もせよ、 舊柳河 領内の 

大 江に 昭和の 今 もな ほ遣存 する こと は 奇蹟と も 目すべく、 確に 驚歎に 値する であらう。 (揷 畫參 照) 
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大 江の 幸 若 舞の _^統 は、 此 處に傳 へて ゐる系 圖 によれば、 大 頭の 祖山本 四 郎左銜 e: から 出た ので あ 

る。 四 郞左衞 門の 弟子に 京の 町人 百足 屋善 兵衞 とい ふが あった。 やはり 素 襖挎 に，：： n 帽子 小さ 刀の スで 

舞った。 此の 門人に 大澤次 助 幸 次と いふ 者が あった。 やはり 京の 町人で あつたが、 筑 後！： 山 下の 城主 

蒲地鑑 運が！ K 正 卜 年に 其の 城下へ 招いて 諸士に それ を傳 習せ しめた。 これが 幸 若 舞 の 筑後 に 入った 抑 

である。 天 正 十五 年に 蒲 地の 山 下の 城は沒 落した。 けれども 幸 次の 門 から 出た m 巾" d 種が 文武の 道に 

達した 才人で、 音曲 や 舞 を 整理して、 所謂 假名 開 合 字音の 淸濁を も穽墜 して、 所 傅の W 十二 I に 失、 あ 

なから しめたの である。 承應 元年に 七十 四 歳で 殁 した。 北ハの 子の 直 俊、 直 俊の E: から 出た 狱 nigl 勝、 

此の iEl 勝から 樱井 次左衞 E: 直 邦に 傳 へた。 直 邦 は 柳 河 領の小 田 村の 人であった。 Ig! 邦から！： 地の &.窗 

ますお き  , 

次 郞吉直 元に 傳へ、 直 元から 大 江村の 松 尾 平 三郞增 襖に 傳 へた。 これが 今の 大 江の 舞の 起り で、 ；人明 

七 年 正 H に系圖 装束 直傳 正本 等が 附屬 せしめられ たので ある。 此の 增澳 から 松 尾 源右衞 e: 秋 I はへ、 秋 

實 から 子の 七左衞 門 實秀 へ、 實秀 から 後繼 者の 彌左 衞門增 信へ、 それより.： K 秀のお 子 松お，： £ 助^^ を 

經て、 實秀の 二 mR 貞 右衛門 實 房に 傅へ た。 實房は明治ニ十四年に系圖北ハの他を1:人の松1:^^船蔽秋说.に 

附 して 同年 十 一 月 に^した。 秋廣は 秋實の 孫で、 明治 二十 二 年に Is? 京へ 出て： 汲 じたの は、 此の 人 以下 

であった ので ある。 私が 瀬 高 町の 一 部落た る大 江へ 幸 若 舞の 現狀を 見に 行った の は 明 ユ^ 叫 卜ハ やの 八 n 
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であった が、 (U5 時 は 此の 秋廣の 他に 松 尾德藏 • 江峪東 il 郞のニ 老手が Ci5 つて、 少年 を 率ゐて 同地の 鹿 

土 祌天滿 宮の拜 殿に 於て 日本 記 を 舞って 見せて くれ、 他に 數桥の 小 Si ひを聽 かせて くれた" 共の 後 郡 

の 敎育會 から 斯藝の 保お^ を 給し、 同 四十 四 年に は 秋實が 八十 二 歳で 此の世 を 1^ したが、 地の 天滿 

宮境內 に は 舞に m ひる 堂が 造營 された。 次いで 大正 二 年に W び 訪ねた 時には、 常時 八 七 一歳の 德藏を 

長老に、 四十 人 近い 述中 があった ので、 當 分返轉 はしまい と m わった。 然るに、 生の 不安 を！ g り 立てる 

波 は 此の 部落 を も 襲うて 舞 は 危急に 瀕して ゐ ると いふ 通知に 接した こと も 一 度 一 一度でなかった。 けれ 

ども 幸に して 大正の 御代 を 持 緩して 昭和 1 1 年の 今に 迄 傅へ て來 た。 松 尾眞多 平の 六十 一一； 歳 をお 老 にし 

て (追記 昭和 七 年 g-) 共の 下に 松 尾 重 藏同敬 治 郞同驛 等が ある。 他に 五十 九 歳の 松 尾 幸太郎 もお る。 

さう して 大江 十二 曲のう ち、 日 木 記、 安宅、 夜 討 曾 我、 那須與 市、 八 島、 高 館、 ，：： 水が 城の 七 = ^は確 

實に^ はれ 且つ 舞 はれる。 秩祿が 無かった 爲に、 名 族の 出 だとい ふ 誇が 無かった 爲に、 柳 河 藩から は 

些少の 保 謹し か 受けなかった 大 江の 舞が、 正系の 絶滅した 今日に、 五 百年 來の藝 の 傅統を 保持して ゐ 

る こと は資に 有りが たく 且つ 尊い こと だとい はなければ ならぬ ので ある。 曲節 墨 譜を附 した 正本 だけ 

はま.-名古屋ゃ^5-京の諸家の藏に遣存してゐるが、 一見 謠 曲に 類す るので、 さう 见 定めて 當 今に は 川 

のない 物と して 輕く 取扱 はれて ゐる らしい。 SI 曲に 比して は遙 に長篇 であれば、 判刖の 上に 困難 は 無 
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いので ある。 國書 刊行 會の新 群 書類 從に收 めた 四十 一種 は、 王と して寬 永 板に 依った もので、 決して 良 

本と なすべき でない。 曲節 墨譜の 無い もの だけに、 讀み物 風に 書き改められた 虞が ある。 私 は 何卒し 

て 墨譜の ある 木に 基いた 舞曲 集の 刊行 せられん こと を 切望して 止まぬ ので ある。 謠曲 のみが、 狂 一一 n の 

みが、 決して 窒町 時代の 音 藝文擧 を 代表す るので なく 舞曲が 此の間に 屹立 して、 江戶 時代の S: 瑞璁文 

舉 の基材 となった こと を E 心 へ ば、 質の よき 書の 刊行 を 希望しても 決して 物 數奇に 過ぎる とい ふ 批難に 

は 出合 ふまい と W 心 ふ。 最近 聞けば 瀨高 町に は 幸 若 保存 會が 設けられ たとい ふ。 希く は 北 ハの 地に 祀られ 

て ゐる文 藝の祌 天 滿天祌 の 加護に よって、 永く 失墜 亡 減の 憂 g: にあ はない こと を IS るので ある。 
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11 天 和貞享 よ り 延享 寬延ま で 11 

(昭和 五き 九月 稿、 欲 舞 伎 粉 大成 所載) 

1 時代 槪說 

歌舞伎 史上の 元 f§ 時代 は、 これに 名づ くるに、 よろしく 第一 煥發期 を 以てすべき である。 而し てこ 

れに 先立つ 慶 長から 寬 文延寳 迄の 六十 年間 は、 わが 歌舞伎 劇に とっての 黎明期 • 漸進 向上 期であった。 

通 $5 元綠 とい ふ 語に は 廣狹の I 一義が ある。 其の 狹 いもの は江戶 五代 將軍 綱吉の 治下の 一： 儿綠 卜.： ハハキ 問 

を 指し、 其の 廣 いもの は、 上に 天 和 貞享の 七 八 年 を 加へ、 下に 寳永正 德の十 幾年 を 加へ て， 前後 通じ 

て 三十 餘ギを かう 稱 する ものが 多い。 然るに 此の 「歌舞伎 絡 大成」 にあって は、 元祿の 初頭より 寶永 

德莩保 を經、 更に 元文寬 保延 享寬延 までの 通計 六十 餘年 問に 名づ くるに、 元 fi 期の 名 を 以てして あ 

るので ある。 卽ち せの 惯 用に 合しない ので あるが、 これ は 割 期 的な 俳優 及び 畫 家の 出現 情勢 に^みた 

が爲 で、 假に 江戸 俳優 を 例に 採る とすれば、 市 川 團十郞 の 初代 及び 二 代 目 時代 を かう 稱し、 畫 家に 就 

三 歌舞伎 史上の 元祿期 


三 欲 舞 伎 史上の 元 fi^ 

いていへば、 菱川師 宜の晚 年、 鳥居 派で は淸 信. 淸 ^より 淸滿 にわたり、 別に 懐 M 觉 安度 を：^ 合し、 

奥 村 政 信 • 西 川祐信 • 西 村 重 長 等 も 此の 時代に 馬 するとい ふこと になる。 すな はち 元 期と 名づ くる 

に ま、 餘 りに 長期に 失して、 自ら 前後の 二期に 區 分せられ るので ある。 人 を 以てい ベば 初： ^園. r,u 時 

代 を 前期と なし、 二 代 目 圑十郞 時代 を 後期と なし、 前 揭の畫 家 は 概ね 此の 後期に 愿 する ことになるの 

である。 

2 前期 時代 

前期 は 歌舞伎 劇が 向上 速 進の 結 菜、 名優が 緊 出し、 作者に も拔 群の 人が 出て、 前代 無^の 盛觀 を， にあ 

したので ある。 國劇. 1- の 重要な 仕組 や 演出 法 は 夙く も 此の 期 に 案出 せられて、 許す に^ 一  火 成 期の 

名 を 以てしなければ ならぬ。 けれども 他の 文藝 又は 音藝に 比して、 決して 先行の 地位に 立った のでな 

く、 太平の 美酒が 四民の 口に 近づく と共に 榮 えたので なく、 諸般の 興行 物 巾 大の お八 = 竊： A 術た る だけ 

に、 他の 文藝ゃ 技術に 比して は， 尠くとも 二十 年 近くの 歲：^ を 後れて 漸く 渾成 したので あった。 

元 和偃武 後の 昌平 は、 次第に 武力よりも 金力が 光輝 を 放つ に 至った。 世に 菩 ばれる もの は 先 づ^ 衣 

で、 次いで 美 衣から 美食へ、 美食から 行樂 へ、 觀戯 へ、 美 居へ、 更に 進んで は耿吹 場裡ゃ ュ" 见城. で 


の 耽溺へ であった。 而 して 其の 豪華と 榮耀と は出來 商人と 稱 する 暴 富^の みが 之 を 味 は ひ て、 兹に 

いふ 元祿期 はま さに 町人 商^の 歡樂 時代であった。 屮暦 以下の 武士 や 百姓 は 町人の 驕^ を 羨望す るに 

終始した" いつの 世 も 人目 を ひく 潜 越と 奢侈と は、 俄分限と 呼ぶ 素養の 無い 幸述 T 祈、 謙譲の 心が なく 

遠大の m 心 慮を缺 く短兑 *? が 行 ふので ある。 此 等の 人に あって は、 投機的 行爲 による 利得と、 共の 消^ 

による： 樂 との 以外に 快 樂の存 する こと を 知らないので ある。 萬 治 i= ^文より 元 祿 にかけ て は、 此の 投 

機 成功者が 驕奢 を恣 にした 不健全 時代で ある。 換言すれば、 i: 公 六お 制度の 下に 立って、 秩綠 によつ 

て 生活す る 高祿の 武士 や、 買 占と いふ 勝手な こと をす る 商人に 對 して、 金力 を 以て 對抗 し^ない 農耕 

おや H 作お は、 羨望 以上に 愤懇 と：^ 抗と、 ra^ て は 呪詛に 近い 心情の 下に 傍觀 して ゐ たのであった。 元 

綠： 兀年 刊行の 日 木 永代 藏 (井原西鶴 作) に 「近代の 出來 商人 三十 年 此の方の 仕出しな り」 とい ひ 「惣 

じて 大阪の 手前よ ろしき 人、 代々 っピ きしに は あらす、 大方 は士 n 藏 三助が 成 上り、 銀 持に なり 共の 時 

を 得て、 詩歌、 鞠、 揚弓、 琴、 ^、 鼓、 香會、 茶 湯 もお のづ からに 覺 えてよ き 人 づき あ ひ、 昔の^ 言 

も 失さり ぬ」 とい ふは實 情で、 銅山 成金. 漆 成金. 舟 成金. 土地" 厘 成金の 多かった 時代で ある" 成金 

ひ 4S 出の 時代 は 金 遣 ひの 荒い 時代で ある。 其の 金 は 多く 遊里に 於け る 流述と = (はの 豪齊 生活と に „ せ 消せ 

られ たのであって、 遊里と いふうち に は、 淸艷な 野良 を寶 物にする 劇場 附近の 消 金 窩をも 含む ので あ 

H  ^舞 伎 史上の 元 r お 


275 一 
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つた。 主人が 旣 にかくの 如くで あれば、 妻 も 亦 家政 内助 を 疎かに して、 身なり を 浮 氣に兑 せかけ、 髮 

は 茶屋 女に 模し、 遊女の 八文字 を まねて 鰐足に 歩き， すわらぬ 腰 をす ゑて、 そり かへ つて 牛ソ くの は、 

まるで 土 佐 綺の女 その ま、 であった。 しかも 芝居 をた び/ \ 見物して 心を 淫奔に し、 無粹 なくせに 流 

行 詞を使 ひ、 役者の 紋を 櫛に つけ、 流行の 鎗 草紙 を 世 問 憚らす 買 ひに 出し、 遊女 模様の 染 小袖 を- IS ち 

ら かして、 家の 世帶 のこと に は 手 を觸れ す、 身嗜に I 日 かけて、 出入の 者に もろく/、 挨拨 をせ す、 

滔を飮 みながら 三味線 をなら し、 とかく 身 を賫る 者の 眞似 をして 召 仕の 者の 身 持まで を惡 くす ると、 

同じく 此の 日本 永代 藏に 見えて ゐる。 固より 誇張の ある 記事で は あらう が、 元綠時代は^5^:^に於て；？| 

盡者 破産者の 多かった 世で あれば、 此の程 度の 糜爛 情 態 は 三ケ津 以外に 於ても 所在に 见 出された こと 

であらう。 

か、 る 時代で あれば こそ、 歌舞 演劇の 類が 榮ぇ 得た ので ある。 江戸 初期 以來の 舞踊 は M 外と 3ffi 内と 

を 問 はす 行 はれ、 種々 の 流行歌 は 相次いで 習得 吟誦 を 促した。 彼の 松の 葉 (元 祿 十.： ハハ 牛刊) 落！^ 太 狼 Q3: 

永 元 年刊， - 增補 松の 落葉 (寶永 六 年刊) の 如き は 何れも 此の 歌の 集で、 ひとり 通 や 粋 を 誇る 人た ち 

だけでなく、 一般人 も 喜んで 之 を 手に した。 歌舞伎 劇と は 姉妹 藝 術の 木 偶 劇すな はち 操の 興行 は、 共 

の 起原が 古く、 發達も 早かった だけに、 決して 輕視 する ことの 出来ない 併行 藝 であった。 殊に 近 松 門 
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4^ 衞 門と 呼ぶ 偉大な 作者が、 歌舞伎 劇と 木 偶 劇との 兩 者に 雄.^. 執り、 寶 永の 中年より 大阪に 定住す る 

に 至って、 歌舞伎 は 時々 成 を 操に 仰がなければ ならぬ のであった。 併しながら それ は 仕組と 演出との 

上に あって、 姿 色に よる 魅惑 は 歌舞伎 俳優の みがお 冇 して ゐ たので、 彼等 は 獨特の 別天地 を 有して、 

其の 翳 奢 生活の S< 用 を負擔 すべき 觀衆を 吸 集す る ことに、 何の 困難 を も 感じなかった ので ある。 

とはいへ、 財界の 況 不況 は此 等の 熱閙場 裏に 對 して、 直接に 影響 を 及すべき であるが、 「不 景氣の 

時 ま 芝居に 入りが ある」 こと は 此の 時代に も 通じた ことであって、 芝居 國 なる もの は 飽く迄も 特殊な 

地位に 立つ のであった。 上に 好學な 五代 將軍 があって、 江戸の 湯 島に 聖堂 を 起して 懦 敎を弘 め、 之 を 

管掌す る 林 家の 他に、 伊藤 仁 齋* 荻 生徂徠 等が 復古 擧 や 古文^ 擧を 標榜し、 新井^^石ゃ窒鴻巢等は林 

家と 同じく 朱 子學を 奉じて、 世 道 人心の 與 起に 力 を 致した。 けれども それ は、 學^ 叉 は 儒お と稱 する 

特殊 空論家の 言 だとして、 一般 町人 は 表 は それに 尊敬の 意 を 示し、 襄に經 侮の 念を藏 して、 舉 者の 貧 

にして、 展 11 せられて ゐる n 前の 快樂 にも ひたり 得ない こと を 笑って ゐた。 町民 は 治國平 天下と いふ 

空說 よりも、 劇の 御家騷 動物に 於け る 結末の めでたし くに 終る 演出に 興味 を 有して ゐ たので あつ 

た。 俳優 は 亦 非人 河原者の 類 だとい つて、 空論家 や 官權に は 侮蔑せられ. て も、 人氣 と榮耀 と金と 漁色 

とに 滿 足して ゐ たのが 此の 前期 時代で ある。 

三 歌舞伎 史上の 元 fi 期 
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かく 叙し 來れ ばと て、 元 綠 町：^ を 醉生夢 死した ものと 視て はならぬ。 驕齊 生お の 爲に. 現今の 如く 輸 

入超 過と いふが 如き 對外關 係 はさう 無かった が、 金銀の 硬貨が 年々 尠 からす 海外に 持 去られて. 漸く 

其の 缺乏を 補 ふ 策に 出なければ ならなかった ので ある。 幕府 は 元 綠八年 を 以て 货幣 の^ y を 行って 哲 

貨幣と 引換へ しめた。 これが 元 字 金銀で、 欵に 元の 字が あつたが 爲に、 かう Ij はれた ので あるが、 一， - 

貨幣の 行 はれる こと は實 にこの 時に 始まる ので ある。 次いで 幕府 は全國 各地に 於て 鑛脈 を兑 化したら 

自. H に 採掘せ よと 諸 大名に 論 示した。 慶長以 來の佐 波の 金鑛も 心細く、  ^01餘の銀山ゃ銅山も^外へ流 

出した 硬貨の 孔を 埋め 得 なくなった 情勢 はこれ によって 知られる であらう。 ^府は 他の 一 而に は勤儉 

緊縮 を發 令した。 劇場 や 俳優の 服飾に 關 して は 過去の 法令の 履行 を 迫って、 ヒ』 に 過酷の 制， 裁 を も 下し 

た。 里 巷の 舞踊 を禁 4- し 村鄕に 於け る 寺社 境 內の典 行 物に も干涉 した。 又禁 i*Kn を 布いて は 美服の^ 

用 を 停止し、 諸 大名 諸士の 遊里に 出入す る を 戒め、 傾城 町に 關 する 害の 出版者に は 嚴刑を 科する こと 

も IT つた。 殊に 物惯 調節 は 幕府 當事 者の 最も 力 を 致した 處で、 買お を 禁じた ことが 幾度であった かケ、 

れ なかった が、 飢饉と 風水害と 火災と は 遠慮なく 襲って 來た。 元 祿，： ハ ハヤに 本州 巾 部が 米穀の 不熟 を. お 

へて、 米 一 石が 銀 六十 匆を 値する を 以て 苦痛と すれば、 翌七年 は 奥 關 おが 不作で、 一 石が ヒ 1,.^ 近 

くに ii 貴した。 八 年、 九 年と 相次いで 天候が 米作に 適せす、 九ハ やの 冬 は 肥 後 米 一石が 大阪で "r^ 五^と 
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いふ 高 似に 上った。 幕府が 長峻 商人に 交： え 額の 九 千 貫 匁 中 五 千 貫 匁 は 物々 交換に して 金 銀貨 を 波す 

なと 發 令した の も 此の 年であって、 米惯は 如何に 騰貴しても、 珍奇を好む人の情は海外からの布^£雜 

貨 類の 輸入 形勢 を 挫折せ しめなかった ので ある。 五代 將 軍の 晩年に 汚點を 印す る 生類 憐润は 此の， か 

ら行 はれて、 市民の 困惑 は容 ならぬ ものと なった。 大火 は 時々 都下 を黑 こげに した。 1::^ 府 はこれ が 

賑 血に 力 を 致さなければ ならなかった。 同 十二 年 も 風水害が あって 酒の 醸造 高 を 五分の 一 に减 額せ し 

めた が、 江 戶府. 2： は 米穀の 缺 乏を訴 へて、 幕" 肘 は 各地よりの 回漕と 救恤 とに 奔走し なければ ならな か 

つた。 大奥に は 節 儉を强 ひ、 薄給 小身 者に は 臨時の 救濟を 施さなければ ならなかった。 節約 令 • 物慣 

調節 令 • 博奕 禁止 令 は 元祿の 末年に 頻發 せられ、 連年の 凶作 は 米 一 石が 九十.^ を 下らす して、 萬 民 は 決 

して 太平 夢裡に 起臥す るので 無かった" けれども 奢侈 遊蕩の 惰性 は 俄に 正路に 引返さし めす、 人々 は 

前途に 衰滅と 呼ぶ 魔の 淵の 横た はるを 知りながら、 佚 樂の阪 を ひた 下りに 下る のであった。 當 代の 小 

說類 たと へ ば 井原西鶴の 著した 好色 一 代 男. 好色 一 代 女. 好色 五 人 女 .Ef^ 色 大鑑. 世 胸算 川の 類、 又 世 

に 八文字 屋 物と 稱 する 浮世草子の 幾 十 部 は餘蕴 なく 之 を 語り、 諸の 禁令 • 判決 等 も些の 誇張な く 之 を 

告げる。 彼の 石 川 六 兵衞は 江戸で 此の 尖端 を 走った もので あり、 淀屋辰 五郎と 難 波屋十 右衛門と は 上 

方に 於て 驕奢の 極 到 を 示した ものであった。 紀伊國屋 文左衞 門の 吉 原に 於け る 豪遊、 辰 五郎の 邸宅の I 

I 二 欲 舞 伎 史上の 元 期  ^ 


三 歌舞伎 史上の 元祿期 

輪 奥 美の 如き は、 士と いはや 農工と いはす 羡 仰の 情に たへ なかった ので ある。 蓋し 產 ある もの は ある 

にに せ、 無き もの は 無き に隨 つて 佚楽に 耽る のが 當 代であった。 演劇が かう いふ 時代に 發途し 盛 行す 

るの は、 ひとり 此：： 儿 fS の 時に^ら 

チ、 後代 も 現代 も 之れ を 證 する の 

である。 幕府が 美服の^ 出 を 戒め 


風 


方 

展 


た元祿 元年に は、 、江 戶の中 村 座で 

やっこめ さ ひなお ほい そがよ ひ 

奴 朝 比 奈大礎 通 を 出して、 市川阁 


樂 "uffi へ 人り し C; おさかな の 一 句 は此 時の 詠と して 傳 へられる * 


十郞の 五郞、 せ！ 1 崎傅吉 の十郞 に， 

M 竹中庄 太夫 (後の 花 井 あづま) の 

虎、 中 村 傳九郞 の 朝比奈 であった 

が、 大 好評で、 かの 北ハ 角の 朝 比奈が 

又 山村 座 は 古今 兄お 兵 我 を、 村」 M は 


11^5 は 初戀曾 我を出して、 中 村 七三 郞が 十郞 に、 野 田 藏之助 (後の生^^新五郞) が t が 土 丸に 扮し 

た， - 吉例と して 春 狂 一 百に 曾 我を出す こと は、 寶永六 年からの ことで あるが、 共の 起り は 此の 元綠 冗^ 
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の 時に あると いってよ い。 翌ニ 年に も禁 奢の 令が 下った ので あるが、 不破名 古屋の 狂言が 歡 ばれ、 元 

祿三 年に は 女形の^ 膝 小 太夫、 ^四 年に 水木 辰 之 助が 上方から 下って 艷技を 演じた。 前者の 着せし 鹿 

i  ^ 子 は 江戸に 行 はれて 小 太夫 鹿 子と 

H  稱し、 上方に あって は 江戶鹿 子と 

稱 して 世に 喜ばれた のであった。 

元 祿六年 は 上方に 風水害が あり、 

米穀 も不 熟であった。 江戸で は 諸 

大名 諸士に 淫蕩 行爲を 戒め、 ，wi 民 

に も 華麗な 家屋 の 築造 を 禁じた 年 

であるが、 段 十 郞は團 十郞と 改め 

て 上方に 上り、 其の 地の 名優 坂 田 

藤十郞 の溫柔 技巧に 對 して.' 江戸 一流の 剛爽味 を 演じ 出した。 團十郞 と 比して 勝る とも 劣る ことの 無 

かった が 村 七三 郞も 上方に 招かれて、 傾城 淺問嶽 に 不朽の 名 を 揚げた の は、 元祿 十一 年の ことで あつ 

た。 此の間に. 島 新 五郎の 如き 立 役、 水木. iK 之 助 や 荻 野 澤之丞 の 如き 女形が 東西 を 往復して 劇場に 人 

三 欲 舞 伎 史上の 元祿期 


方 

屏 


H 歌舞伎 史上の 元祿期  ^ 

2 

氣を集 沖した。 當時 上方の 釗埴に は 傾城 買の 名人た る 坂 口藤 十郞、 武道の 詰 開に すぐれた 竹お 幸左衞 一 

門 • 山 下半 左衞 門 • 大和 屋甚兵 衞、 前古 無比の 女形で ある 芳澤 あやめ、 片岡仁 左衞門 以下の 敵役、 金 

子 吉左衞 門 以下の 道化 没 者が 輩出して 居り、 それに 富 永 平 兵衞. 近 松 門 左衞門 等の 作者が 巧に 仕組ん 

で此 等の 役者の 活躍 を II つて、 そ 

れが 極めてよ く 成功して ゐ たので 

風 あった。 これに 刺戟され た： d 戶歌 

流 舞 伎は剛 快味 以外に 筲に努 する 

^ に 至って、 元祿の 末年に あって は 

屏 時運が 漸く 傾いて、 人， P 心に f 安 

風 の 雲が 横た はった にも 係らす、 耿 

舞 伎 劇 は 向上 發逹の 一 路 のみ をた 

どった のであった. - 大幅 帳の 參會 

名 古屋、 草 招 鬼の 兵 根元 曾 我、 嗚祌 上人の 源平 雷傳 記が 初代 團十郞 によって 演出せられ、 淺 ii 狂 一 fn の 

他に 書 我 狂言の 卜郞は 幾度と なく 七三 郞 によって 反復 せられた。 兩 人の 他に 中 村 傳九郞 •  {a 崎傳士 3  • 


山中 平 九郞等 は江戶 一流の 演出 を 以て 觀 衆の 歩み を 頻繁なら しめて ゐた。 凶作 も、 米價の 暴騰 も、 ェ 

貧の 低下 を 知らぬ 額に 過して 1^ た。 今 我等が 百 金 二百 金 を 投じて 其の 一 册を購 ひ 求める 綺入狂 一一 一 n 筋 書 

本 は rtlT 居 風の 繪を 挟んで、 此の 十 年の 參會名 古屋の 時から 綾々 刊行せられ たのであった。 上方に あつ 

て は 稍 古くより 刊行され たが、 それ も 元祿に 入って からと おぼしくて、 歌舞伎 劇 は どの 方面から 考へ 

て も 元祿年 に 人 つ て眞の 興起 を 見た と 判じなければ ならぬ。 

寳永 はすべ て元綠 年間の 繼 承を爲 すに 終始した。 國の柬 西に 水害が あり、 大火が あり、 飢 沙汰 も 

起った。 幕府 は 相 か はらす 節約 令 を 下して は 救恤に 力めた。 當然 のこと 幕府の 內帑も 乏しくなった、 

ia. お 部に 緊縮が 令せられ た。 それだけで はやりく りが つかす、 劣 惡な寳 字 銀が 鑄 造 頒布せられ るに 至 

つた。 銅 分の 增 加が 其の 惯似を 低減せ しめた。 極印に 寳 字の 二つあった ニ寳字 銀、 -1 二つあった 三寶字 

銀 共に 智惡 I：：； の もので あり、 四竇字 銀に 至って は 銀 二 銅 八と いふ 驚くべき ものであった。 元 綠鏡迭 の 

元金 も 小形に 送り 改められて、 極印の 乾 字に 基いて 乾 字 金と 呼ばれた。 これ だけ は 金 質を慶 長の 古 鑄 

制に 復 したので あって、 それが 爲に僞 造は絕 えたが、 其の 價は慶 長 貨幣の 半ば 程度に 止まる と 斷ぜし 

めて、 物價 を騰賣 せしめた 結 菜 は、 徒らに 四民の 窮迫 を增 すだけ であった， - 次いで 寳永 通寶の 大錢鑄 

三 欲 舞 伎 史上の 元錄期 
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迭は 更に 民衆 を 苦め た。 けれども 劇場の 繁榮 は； 兀祿 年中と 更に 異る處 が 無かった。 江戸 は 中 村 • 市 村. 

山村 • 森 田の 四 座、 京 は 都. 早 雲 • 布袋 (時に 蛭子屋 又は 龜屋) の 三 座、 大阪は 松. 本 • 大和 屋， 火 阪了塱 

屋の四 座が 定期 舆行を 怠らなかった。 俳優 も 亦元祿 以来の 分業 法 を 奉じて、 立 役 敵役. 道化方 • 

親 仁 方 • 花 車 方 • 若 女形 • 若衆 形の 類別の 下に、 夫々 の 役 を 演じて ゐた。 此 等の 俳優に 對 する 批評 は、 

當初 尊ら 其の 姿 色の 品隨に 限られた が、 元 fi 十二 年の 役者 口三味線 以降 は、 共の 技藝の 巧拙 を 論す る 

ことと なり、 役者 評判記と 呼ばれて、 三 都の 分 三册が 一部と なって 刊行 せられた。 此の 资永ハ 4^ 屮も之 

を繼 承して、 永く 絕 えざる 礎 を 形成した。 

江戶 歌舞伎の 寶 永年間 は 困 厄 時であった。 作者 を も 兼ねた 荒事の 11 山^ 川 團ト郞 が、 蜜 永 元た 牛の 二 

月に、 生 島 半 六と いふ 役者に 刺されて 山村 座の 舞臺に 横死 を 遂げた。 上方から 下って 江片の 女形と し 

て 永年 特技 を發 揮して ゐた荻 野 澤之丞 は 圑十郞 に 後れる こと 半 歳に して 歿した。 名物の 中 村 七三 郞は 

同 五 年 1 1 月 中 村 座の 舞臺に 出演 中 病を發 して 歿した。 中 村傳九 郞も寶 永の 末年に は 足 疾の爲 に 活躍 を 

絶った。 此の 時よ、 まさに 煥發 期の 項點は 通過して、 二 代 目 圃十郞 以下が 機 承と 充. とに 向って 其の 

足 を 踏み入れた 時であった。 正德も 同様で あつたが、 其の 四 年に 生 島 新 五郎と 大奥の 女中 紛， おとの 事 

件に よって 山村 座が 取りつ ぶされ * 他の 三 座に も 劇場の 構造、 附屬 茶屋の 設備、 俳 俊の 服飾 等に 關し 
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て 一大 制^ を 加 へられた。 こ. -に 至って、 さし も 花やかであった 江戶 歌舞伎の 一： 儿 fi 時代、 こ、 でい ふ 

前期 時代 は 其の 肩 を すぼめて 一 先づ 萎縮の 幕 をし めなければ ならなかった ので ある。 

綺島察 件 こそ 無 けれ、 上方に あっても. M 永 正德の 頃に は 全盛の 山 を 通り越して ゐた。 二 代 目- M 三 右 

衞門は 元祿の 十四 年 に^し、 寳永 元年の 正月に は 大阪の 座 木と しても 知られた 立 役の 大和 屋 ^ 兵衞が 

歿した。 同 六 年に は 夕霧 劇の 開山、 傾城 買の 名人と して 京都 人が 誇りと して ゐた坂 田 藤 十郎が し 

た。 著名な 女形 水木 辰 之 助 は 此の頃に 引退した。 作^ を 襲ね た 道化 ガの 金子. lai- 衞？： も 脚界を 離れ 

た 0 殘餘の 人た ちの 老境に 人った こと は爭ひ 難く、 正德 三年に は 立 役の 竹，：：？ 幸左衞 門 も して、 京阪 

にあっても、 煥發 期と いふ 幕 は 此の頃に 閉 ぢられ なければ ならない SE 勢であった。 

3 後期 時代 

一 弛 一 張 は 情勢 推移の 上に 必す あるべき ことと はいへ、 將 車綱吉 の晚ハ や、 { 豕宣家 繼以來 の 弛緩 を 承 

けて、 紀 伊から 入って 八 代の 將軍 となった 吉宗の 緊張ぶ り は、 まさに； Snn に惯 する ものであった。 必 

すし も 名 奉行 大岡越 前 守 忠相を 任用した が爲に いふので ない。 勤 儉令を 幾度と なく 下した 爲 にい ふ の 

でな く、 悪 貨幣の 改 に 力めた 爲 でもな く、 防火 設備に 意 を 川 ひた 爲 でもな く、 善行 を 表彰して、 博 一 
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突 を 禁じた 爲 でもな く、 米價 調節に 苦心した 爲 でもな く、 甘 諸 を 栽培せ しめた 爲 でもない。 心中 駔落 

の 厳禁 や 私娼の 撲滅 等の 風紀 肅正 は、 此の 將 軍の 治下でなくて も 行 はれる。 只 其の 發 令と 履行の 徹底 

とに 於て 前代に 見るべからざる 成績 を擧げ て、 il 民の 苦痛 を 減殺し、 凶 歉に備 へ、 臣庶 に寃抂 の怨を 

抱かし めす、 偏に 厚生 濟 民に 努めた こと をい ふので ある。 享保 元年より 延享ニ 年迄將 軍の 職に ある こ 

と は 三十 年の 久しき に 及び、 これに 隱 居より 薨 時の 寶曆 元年に 至る 迄の 五 年 を 加へ た 三 卜 ハゃ は .1:3: 

にこ.^ にい ふ 後期 時代の 全部で ある。 此の 長年 月 問に 風水害 ゃ惡疫 凶作 等の 觀來は 免れ 難く、 時に W 

民が 起って 米問屋 を 打 毀した こと もあった が、 幕府 は 直に 救恤の 手を盡 して 萬 民の 凝 を 除く を 先と し 

た。 しかも 好 擧で碩 擧名懦 に經史 を講述 せしめて、 相 共に 治 國の道 を 討ね た。 こ. -に 綱紀の 張らざる 

理 はなく、 德川 中興の 主と 目せられ たのであった。 

江戶ー f 府に 取るべき は、 其の 政治に 人情味が 適度に 加って ゐ たこと である。 特に 大岡忠 相 は 北ハの 要 

諦に 通じて ゐて、 背德ゃ 奢侈に 陷らぬ を 限度と して 督勵の \ ^一  を 弛べ た。 寬假 誘^と いふ こと を 心 て 

ゐ たので ある。 歌舞伎 ゃ淨 瑠璃 等は必 すし も 其の 排斥す る處 でな く、 た^ 助長 や 救 拨の乎 を かざさな 

かった だけで ある。 太 宰春臺 は 其の 著の 「獨 語」 に. 

今の 世に 淫樂 多き 中に、 絲 竹の 屬は三 線、 うた ひ 物の たぐ ひに は 淨溜璃 に 過ぐ る 5^1^ な L  此の 
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に 行 はれて より 此の方、 江戸の 男女！^ 奔 する こと 數を 知らず。 元 文の 年に 及びて は士大 夫の 族 はいふに 及ばず 

高貴 官 人の 中に も、 人の 女に 通じ、 或は 妻 をぬ すまれ、 親族の 中に て 姦通す るた ぐ ひ、 いくらと いふ 數を 知ら 

ず、 是 まさしく 淫 樂の禍 なリ。 

と說 いたが、 江戶半 太夫 以前の 武勇 本位の 作品 や 金平 淨 瑠璃 又は 土佐淨 瑠璃の 類を考 へて ゐ たので あ 

る。 さう して 京都に 成立した 宇治 加賀緣 や、 大阪で 大成した 竹 本義 太夫 等の S:S?&= の 曲 風が、 ：： 儿祿以 

降の 人心に 緊密な 觸接を 保って ゐる こと を 知らす、 江戶 人の 心 も 年毎に 武を 去って、 今や 濡氣澤 山 

な浮氣 沙汰に 倾 倒す るに 至った 實情を 知らなかった ので ある。 否 平安朝 時代に 大成され た 樂を傳 習 

する ことが 聖人の 敎を 奉す る 所以で あると 考 へて ゐた 此の 人に とって は、 時勢 相 應の樂 は 卑俗 聞く に 

堪 へぬ もので あつたので ある。 此の 人 は 更に 寳 永の 頃 京都から 郤 一中が 下り、 享 保の 始 に大阪 から 竹 

本の 淨 瑠璃が 下り、 更に 一 中 門下の 宫 古路が 下って 來て、 悲しい 聲で、 いやしい 世話の あさましく 取 

亂し たこと を 誤り、 江戸の 上下が これにぶ ち 込んで、 年頭の 祝宴に も、 壽 ぎの 筵に も、 それ を 聞いて 

嬉しがる と は 何 だと 同じ 書の 中に 慨歎して ゐる。 歌舞伎に 關 して は、 男女の 色に 耽り、 愁を恣 にし、 

淫奔して 身 を 失 ひ、 家 を 亡した 者の こと を 演じて、 ひたすら 淫 佚を勸 むる 伎 をのみ 爲 すと 排し 去り、 

それ を 喜んで 見る^ は、 

三 歌舞伎 史上の 元祿期 
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ものい ひ 立ち ふるま ひより 姿 形、 ^^^のょそほひ* 衣服 調度まで こと-^  く 野， H 役者 を ゆびて、 かりそめに^ 合 

ひ 物語す るに も、 戯場の を かしかり しこと をい ひ、 野良 役者の 名 を 指して、 それ はかく ぁリ >  誰 はと ぁリ とい 一 

ひて、 已が 心に よしと 思 ふ を ほめ. 惡 しと 思 ふ を そしれば、 人々 すき きら ひ ぁリて 互に， ふ^に、 後に は 怒 を 

起して 訶 あらく、 額 打 あかめ、 女な どはいき まきて す、 り 泣きす る もぁリ C 賤 者の みかく あるに 非ず、 士  子 

の 品よ き 人に も 此の 類 多し、 人の 風俗の 日々 に惡 しくな りく だる こと {且 なり。  一 

といって ゐる。 常時の 歌舞 仪劇ゃ 一 

^H^^IK^^^^I^^^^^iili^ 宮 古路 豐 後の 淨瑠璁 は、 疑 もな く 一 

世 好風尙 の 尖端 を 走 15^ もので あつ： 

た。 仁義 孔孟の 逬を說 く 儒者の 目： 

から は、 まさに 風 を 根 ひ 俗 を 壊る； 

ものと！：： 儿 たこと であらう。 等 

は 時の 執政の 門に 屮 I 人して ゐた。 

豐 後の 流 風が 嚴林 ^ せられて、 |>勉 

は 京都に 引返さなければ ならな か 


め？ *.v.、<,4^ 


― 288 


つたが、 それ は春臺 等の 策動と 江戶淨 瑠璃 諸派の 迫害と に 因った ことで あらう。 けれども 人心の 歸趨 

に 合する もの は、 官權も 因 も 之 を 抑壓し 得る もので ない。 豐 後の 門人 常磐津 文字 太夫が 江戸に 下つ 

て、 享 保の 末年より 元 文寬保 を經て 次第に 北 ハの流 風 を 大成し、 遂に 江戸の 歌舞伎に 缺 くべ からぬ もの 

となる に 至った が， £•  取 早 幕府 はこれ に 禁止 令 を 下さう ともせす、 江 戶の諸 流 は 到底 對抗し はない もの 

としたら しい。 江戸 風から は^に^く • 細く • むつ かしく  • 氣 取った 河 束 節と いふ もの を 起して 命脈 

を 維いだ。 當時 京都 は淨 瑠璃の 盛 行 を 見す、 大阪は 義太夫節 による 木 偶 劇と 俳優に よる 歌舞伎 劇と 兩 

兩相榮 えて、 仕組と 演 伎と 相 共に 進歩 をした が、 それ は 竹 田 W 雪 等の 手に、 演出して 而 白い 處の木 偶 

劇の 脚 木すな はち 淨瑶璃 が 綾々 作り出されて 一 世の 好評 を 博し、 それが 歌舞伎 劇に 輸入 せられて 同 じ 

く歡迎 せられた が爲 であった。 而 して 東西 共に 官憲 は 過酷の 制裁 を 下さす、 大 弊の 酸 さるべき 虞の 無 

い 限り は、 見て 兑ぬ ふり を するとい ふ 態度 を 取った のであった。 私が 江戶 せせ-^ の 政治 を 人 味に {3 む 

とい ふのに は、 此の 態度の よさ を 大いに 考慮して ゐ るので ある。 

又 一 つに は 名優の 綾 出が 歌舞伎に 對 する 世 好 を 驚いだ のであった。 否つな ぐと いふより は 之 を 動か 

して、 遂にお 憲 をして これ を 世の 推移で あると 觀ぜ しめて、 制裁の 手 を 出す に 躊躇せ しめた 結 栗で あ 

つたこと が考 へられる。 您 じて は 此の 後期に 繼承 期の 名を附 けなければ ならぬ が、 二 代 目 市 川 團十郞 ！ 
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の 如き はかの 市 川 家 十八番と 稱 する 當り 狂言に 關し て、 初代が 不破 • 鳴 神 • 暫 • 嬲 • 象 引. 勸進 帳の 

六番 だけで あつたに 係らす、 彼 は 不動 • 助 六 • 外 郞* 矢 根 • 押 戻 • 景淸 *關 羽 • 七つ 面 • 毛拔 の火桥 

を創演 して ゐ るので ある。 繼承 以上に 創造の 功 をた \ へなければ ならぬ であらう。 和 事と .Kieil- と 多 方 

面な 技藝を 有して ゐた澤 村 宗十郞 にも 繼 承と いひ 充實 とい ふ 以上に 功績 を 認めなければ ならぬ。 たビ 

松 本 幸四郞 • 市 川阐藏 • 大谷廣 次 • 坂 東 彥三郞 等の 諸 立 役 は 獨特の 技 を 以て 世に 1= 一 傅せられ たと は い 

へ、 此の 人た ち は 恐らく 繼 承に 終始した ものと いはなければ ならぬ であらう。 敵役の 屮， はさ 一 1^ 右衞 n 

や 一 一世 大谷廣 右衛門に も 前期の それ を 凌ぐ 程の 腕はなかった。 若衆 形の 佐 野 川 市松 も 世に 市松 校 様の 

名を遗 したの を 以て 望外の 幸慶 となすべき であった。  - 

京阪 地方 も 江戶と 大差な き 情勢であった" 前期 時代よりの 練達 者 柴崎林 左衞門 • 小 佐 川 十 右衞門 . 

音 羽 次 郞三郞 • 大和 山 甚左衞 門 は 何れも 繼承を 事と して 享保 年中に 歿し、 ただ 一 人澤 村長 卜郞の 卓出 

せる を 兄る だけであった。 此の 人 は 二 代 目 圑十郞 にも 對比 すべき 名手で、 京阪に 於け る 此の 後期 時代 

の 劇壇 は 此の 人に よって 光輝 を 放った のであった。 但し 其の 長所 は 先行 者の 長所 を 折衷して、 何 役に 

も當 惑し なかった だけ だと 聞いたなら 思 ひ 半ばに 過ぐ るで あらう。 や-" 後れて は姊川 新叫郞 • 屮村十 

藏* 中 村 新九郞 等が あつたが、 十藏新 九郞は 次の 天明 期に 入れて 考ふ ベく、 新四郎 だけが 俠容ゃ 人 
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に扮 して 鮮やかな 伎を兑 せて ゐ たのであった。 女形に は 前期からの 芳澤 あやめの 他に、 荻 野 八 東 桐. 

市村エ 柏を擧 ぐべ く、 それ 以上に 瀨川菊 之丞が 所作事に 長 じて、 柬 E: 劇 ig を往 反して、 絶えす 名聲を 

博した ことと 佐^ 川^ 菊と いふ 堅實な 演技 を 以て 立った 者の あった こと を吿げ 得る だけで ある。 割 期 

的な 俳優 は 遂に どの 方而 にも 出ない のであった。 

享 保から 延享 の吉宗 時代に 來り、 劇界 のみでな く、 どの 方面に も 劃期的な 偉人の 出なかった のに は 

恐らく 何の 不可思議 も 無いで あらう。 飽く迄も 消極 主義の 緊縮 態度に 出て、 堅實と 安全と にの み 力め 

たのが 此の 時代であった。 前代の 餘弊を 根絶 せんとして は 侈 沙汰の 如き 崩潰の 虞 ある ものに は、 警 

吿と 制裁と を 加へ るのに 何の^ 豫を もしなかった 時代で ある。 此の 問に 紀文ゃ 奈良茂 は 死し、 白 石 や 

徂徠の 如き 硕$- も 歿して、 舉界 にも 淋し さが 加った。 m. 徠の 歿した 盟 年の 享保卜 四 年 七月に 江 戶四座 

の綺 看板 や 役者の 似顔^に 長 じて ゐた 鳥居 淸 信が 六十 六 歳で 歿した。 市 川 家 十八番の 暫ゃ免 引 ゃ關羽 

の 扮裝ゃ 小道具 は 此の 人の 意匠で あつたと いふ。 市民に 取って は 白 石 や 徂徠の 死 以上に 淋し さと 惜し 

さと を 感じた ことで あらう。 元 文 以降 出る もの は禁奢 令であった。 それでも 泰平が 鑌 いたので、 庶民 

は それに 惯れ て、 佚 遊の 氣分は 里 巷 市塵の 內に充 ちて ゐた。 吉 宗が將 軍を辭 した 延享ニ 年の 春の 流行 

物に、 

一二 欲 舞 伎 史上の 元 祿 期 
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三 歌舞伎 史上の 元 祿耶： 

志 道 軒講釋 富が！： の 吹 矢 丁字 屋喜 左衞門 香具 女 角力 辻寶引 拳 角力 兩面帶 正燈 

寺 紅葉 薩摩芋 吉原燈 籠 釋迦 坊主 麒鱗之 助 ？ま川 帽子 通？： 後 節 羽織 長 紐 狂言 作 

者 打 治兵衞 八人藝 扇屋染 狂^ 坊 

の 類 を數多 擧げて ある。 人 は 到底 緊縮 づ くめの 下にの み 生き 續 ける もので ない。 

此の 延享 一 一年 を 去る 三十 一 年 前に 近 松 門左衞 門は殁 し、 三年 前に 紀海音 は 歿し、 此の 年に 八 文 《+舍 

自 笑が 歿する。 さう して 翌 三年に 菅原傳 授乎習 鑑が大 阪の竹 本 座に 於て 始めて 演ぜられる。 其の ^四 

年に 義經千 本樱が 成り、 太 宰春臺 は 此の 夏に 歿する。 翌寬延 元年に 假名 手本 忠 K1 藏が 作られ、 大^ 忠 

相 は 此の 年 を 以て 諸侯に 列せられ る。 翌ニ 年に 千 本 櫻の 作者 並木 宗輔が 歿し、 一年 を經て 吉宗が g たじ 

西川祐 信が する。 それが 寳曆 元年で ある 0 


― 292 


四 歌舞伎 叢 話 

1 鞘當狂  一一 一一 口 

(昭和 五 年、 國舉院 大學國 文 學會に 於て) 

◊ 意義 

靴當 は元來 武士の 刀の 鞘に 觸れた 者に 對 して 無 禮咎 をす る ことの 謂で、 小 尻 咎と同 一 なので ある。 

然るに 今 は 同一 の 女 を 得ん として 男 二人が 爭 ふの を かう 呼ぶ が、 それ は 劇道で 生れた 言葉が 世に 弘ま 

つたので ある。 

劇に 於け る 靴 當とは 市 川 家 十八番の 一 なる 不破 名古屋 狂言の ことで、 彼等 兩 人の 廓に 於け る出會 を 

いふので ある。 餘 りに 耳に 熟して ゐる劇 話で あるが、 之 を 中心に して 初代 圑卜郎 時代の 江 戶釗の 傾向 

を 略述し、 かた，， ^以て 上方 劇に も 觸れて 見る であらう。 

◊ 傾城 事 • 廓 場 

わが 歌舞伎 劇が、 出 雲 巫女の 阿國 によって 創められる 前に、 能 樂ゃ狂 一一 目が あの 通りに- 〔兀 成せられ て 

0 欲 舞 伎 叢 話 
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四 歌舞伎 叢 話， 

ゐて、 狂 雷の 如き は 低級ながら も 純正 劇に 近接して ゐる ものであった。 然るに 歌舞伎 劇 は それに 起ら 

すして、 此 等と 略 同時代に 發 生した 念怫 踊に よって 起り、 それと 室町 時代 末に 行 はれた 踊 や 狂言の 小 

舞と いふが 如き 舞踊と を土臺 とし て 起った のであった。 

それが 物眞 似を演 する に 至って、 能 や 狂言より もう 一 段 世俗的に くだけて、 一 般 民衆に 興行 費の 全 

部 や 俳優 一 座の 生活費 を も負擔 して 貰へ る やうに なった。 其の物 眞似は 茶屋 女と戯れる こと を 演じて 

見せた のが 最初で あるが、 これが 世人の 好みに 合した。 阿國 歌舞伎なる もの は實 にこれ であった ので 

ある。 

阿國の 出た 慶長 以後 寛 文延寳 迄の 四 五十 年 はい はビ 歌舞伎 劇の 黎明期であった。 右の 如き 一 場^り 

の 物 は 二 場 または 三 場. の 物に 進んで、 仕組 や 演出 も 次第に 複雜 になる こと はなった が、 爲政 家が： S の 

弊害 を 重大視して、 大きな 干 涉の手 を 下した が爲 に、 世の 昌平で あると 共に、 急 促に 進歩すべき や ：！ の 

劇が 進歩せ すして、 停頓 情 態に 止って ゐ たので ある。 それでも 此の^ 絶えす 傾城 事 叉 は， は 原物と 稱し 

て、 遊女と 客との 間に 涌て 濡れ ゃロ說 をう つし 出す ことが 行 はれた。 これと いふ も 一 つに は 阿 國の先 

縱を 追うた もので あり、 叉 一 つに は 世 問が 之 を歡迎 したが 爲 であった。 

まさに 慶長 以來元 祿寶永 正德を 經て享 保の 初年に 至る 迄 は 遊里の 全盛期であった。 さう して 金に 惠 
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まれた 者 はこ &に 豪奢 を 極めて、 名君と 呼ばれる 處の 品位 あり 素養 あり 情味 ある 遊女 を わがせ f 有 態 

にす る ことが 辰 第一 の 誇りで あり、 同時に 一般人の 羨望す る 標的で あつたつ 能の 如くに 幽玄 を ねら は 

す、 踊の 如くに 同一 の 手披を 反復す る を 嫌って、 新に 寫 賞 を 以て 立った 歌舞伎 劇 は、 當然 のこと 遊里 

を 共の ほせ 場に すべく、 所謂 廓 場 は ー篇の 劇の 展 部に は缺 くべ からざる ものの 如くに なった。 さう 

して それが 長く 行 はれて 卽 ち因鶬 となって、 江戶 三百 年間の 劇に は 遊里 趣味の 無い もの は 殆んど 無い 

と斷 じても 過誤に 陷ら ない 程に なった。 此の 遊里 情調なる もの は 阿 國の据 ゑた 礎に よると はいへ、 時 

人の 歡迎 いや 要求が かう あらしめ たので ある。 而 して 江戶に 於て は 鞘當が 最も 窖 ばれ、 ヒ かに 於て は 

略が ばれた。 これが 東西 人情の 相違で あり、 同時に 東西に 於け る 劇の 分野 を 示す ものであった。 

◊ 遊女 論 

我等が 今 鞘 當と稱 する 劇の 起源 は 延寳八 年 三月、 江 戶巿村 座に 於て 興行した、  . 

伴左衞 h: 

名 古 屋山三 郞甚女 論  山三郞 

不破 伴左衞 門.、 おさき  £ 

葛 ^ 

を 最初と する。 此の 時 團十郞 は 一 一十 一 歳であった。 遊女 論と いふ 外題 は 遊女 を 品評し 遊女に 關 して 意 

四 歌舞伎 叢 話 
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四 歌舞伎 叢 話  I 

見 を 闘 はした ものと も 解せられ るで あらう が、 劇の ことで あれば、 口頭 だけで 爭 ふので はない。 鞘 常 1 

とも 呼ばれる が 如く、 賴當咎 をして、 葛城とぃふ遊君を不破と名古屋とでハ^^ふのでぁる。 おぬ 城 は 利 寄 

觀念を 去って 名. fn 屋を 愛さう とし、 名 古 屋も葛 城 を 愛する 處へ、 不 破が 橫戀慕 をして、 _ お 城 を 我が も 

のとしょう として 19- 傷 沙汰に 及ぶ とい ふ、 き はめて 有り ふれた 出來 事で ある。 寬 ii 薪 侈 現世 快樂、 H.: 魏 

がー 世 を 風靡して ゐ た元祿 時代 は、 やがて 緊縮の 唱 へられ 且つ 實行 せられる 享保 時代なる ものが、 二 

十^ 後に 廻り 來 るを豫 想し 得す、 金銀 を蕩盡 して 產を 破る 者の 多かった 時代であった。 隨 つて 遊里に 

迷して 買 論卽ち 遊女 論が 所在に 見出された のであった。 それ を 誇張して 演出した のが 此の 不破名 十：！ 

屋釗 なので ある。 遊女 論の 作者 も 傅 はらす 仕組 もよ く は 傅って ゐ ない。 彼の 繪入 狂言 本と 呼ばれる 输 

人の 詳細な 筋 書 は 元 祿 以前に はさう 刊行せられ なかった ので、 遣憾 ながら も 其の 筋 立 を 知り 悉し な 

い。 併しながら 之 を 想像せ しめる 處の材 1^ が 無い ので はない。 卽ち 延寶天 和より 元 綠齊 永に かけて、 

江戸で 操 人形芝居 を 興行して ゐた土 佐 掾橘正 勝の 正本 「名 古屋山 三」 がそれ である。 

◊ 名 古 屋山三 

比の 作と 遊女 論との 間に 於け る 趣向 上の 貸借 關係は 明かで ない が、 團十郞 の 藝は賴 光の 四 天； 土 わけ 


て 坂 田 公 時の 子の 公平 を 主人公に した 公平 淨 瑠璃から 得た ものが 多い。 此の 公平 物 は 京阪 地方の 興行 

物に も 影響 を 被らし めた 世に 迎 へられた ものであった。 元 來江戶 の釗は 操と いはす 耿舞 伎と いはす 

超人 問 式の 武！^ 味の 勝った もので なければ 迎 へられなかった ので、 土 依掾の 如き は 「フシ は 利 休の 茶 

构 子よりも しほら しく」 とい ふ 流 風の も • の だが、 それ迄が 時々 淨 瑠璃の 仕組 を 公平 風に した もの を 興 

行した。 而 して 元祿 時代の 歌舞伎の 外題と 此の 土 佐の 淨 瑠璃の 外題と 酷似して ゐる ものの 多い 此の 點 

より 考へ て は、 圑十郞 の 演じた ものに は 操から 出た ものの 多き を 想定し、 同時に 遊女 論 は 土 佐緣の 「名 

古屋山 三」 から 出た ものと して 考 へたい。 さう 考 へて 其の 梗 槪を說 いて 見る。 最も これが 反對 であつ 

て も 筋 を 知らう とい ふに は 別に 差 支の 無い 事で ある。 

第 一 

北面の 侍 名 古屋三 郞左衞 門 の 子 山三郞 は、 伏見にすむ富裕の浪人不破伴左衞門と共に北野の社人梅^^掙部を-訪 

ね、 起稿 中の 「うき 世 つれ-^」 に そそられて、 三人 相携 へて 島 原に 遊び、 山三郞は^:„?械* 不破は 柏木 を 相手 

に 遊ぶ。 折 ふし 急用が 生じて 山 三が 歸れ ば、 不破は 柏木 をす て、 葛 城 をく どいて、 手ごめにせんとして^？！出さ 

れる。 

第二  . 

四 歌舞伎 叢 話 
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四 歌舞伎 叢 話 

山 11; が 靡で 不 破に 逢 ひ、 訶を かけた が、 不破 はお 前 は 知らぬ 者 だと 答へ て、 恥 1^ ハを與 へる。 山 三が いひ かへ せ 

ば 不破は 詰って 切って かかり、 山 三に 受 止められて、 戯に いひ 紛らして 遁げて 行く。 ここが 鞘當 なので ある。 

さて 不破は 山 三の 父が li: の 靡 通 を やめさ せんとて 來る にあ ひ、 名のり かけ もせず 討ちと める。 山 三 郞は 知ら 

せを閉 いて 版け つける が、 f5 しい IW. で 成 を 逸する。 

第 三 

.W 三 は 浪人と なり 木幡の 里に 居る。 

城 は 靡 を 脱して 來て、 同 精が 出來 

ずば. a 害する とい ふに、 さらば 北 野 

參 の^を 果して、 七 本 松で 死 せん 

とて 行く  (SS 行) すでに 危ぃ 返へ 梅 

津掃 部が 速 歌の 席よりの 歸る さに 之 

を见 つけて 兩 人の 死 を. め、 不破は 

西國方 へ のきた るよ し、 山 三 は それ 

を ャ；！ へ、 ぉ械は へ歸 り、 必ず ね 

來 るべ き 不破を 待って 引き とめおけ 


ず 

一丁 .l、.5.ft!r 

一一 ス v!5$i?i 

あば」 


男 

女 
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と 諭し、 一 先づ わが 家へ つれ Ji る e  . 

^«?城は 局女郞 に お ろ さ れ て な や ま し 

い 口 を 送る o( お 城 1W 下りと 呼ぶ^ 璨. 一 

璃 もあって 哀れな 虚) 梅 は 廻國の 一 

僧に 身 を や つして お 械を訪 ひ 來リ， - 

山三の歸^^も近ぃ といつ て 慰める！ 

が、 城 は いつしか 狂女と なって、 

大阪ロ へ すてられる。 そこ へ 山 三 は; 

立身して 歸リ 來リ、 ぉ械 をいた はる。 

笫 五  一 

山 三が i::? 城 を 伴って 梅 律を訪 ひ、 不一 

破が 又 廓に 通 ふと 問いて、 相 共に 廓へ 行く。 山 三先づ せ？ 械を かか へ て ゐた上 林 泣 順に 昔 物 を とらせて、 お 城 を； 

身 請 するとい ふ。 道 陋は窮 して 「葛 城 は 狂人と なって 死に 失せた」 とい ふ。 その 時 山 三 さしまねけば、 耦笠 

の^ 二人 入り 來る。 笠を^げばすなはち梅|^:と葛城とでぁって^5順が恥入る。 道順の 妻 は 夜な く 不思議の 者 

四 歌舞伎 叢 話  一 


さと ゾュ 一ん 

一 ズ /，-  A  *^  rri 

ハ そ>4, ノ へん； ーポ 

どず？ \c* 
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が數人 入り 來 つて 籬々 を 物す ると 話を轉 ずれば、 必定 不破 一 味に 相違ない と 討 取る 手喾 をな す。 

笫 六 

不破 まがき をめ ぐって 上 林へ 來る。 空蝉と いふ 女郧戯 にし かけて 不 破の 編 笠 覆面 をと る。 山 三 あら はれ 出で、 

名のり かけて 斬 かけ、 めでたく 本望 を とげて、 父の 靈を 弔って 本領 安 猪。 

とい ふの が 荒 筋で、 之 を 歌舞伎の 「遊女 論」 に 仕組んだ ので あらう と 思 ふ。 貞享 ニ^ 正 刊行 (菱川 

やしゃ をと こ 

師宜 第) の 1 紘男 なさけの 遊女」 (上下 ニ册 物) は 此の 筋 通りに 描いて、 r 此な ごや 山 三 郎^ づ くし 

頃日 人の もてはやす により 其 品 を あつめて 綾に して 令 板 行者 也」 と 臭 書に 記して ある。 特に 研究して 

見ようと なさる 方 も 稀書 複製 會 本で 十分で あれば、 就いて 御覽 になる がよ い。 叉 元祿板 (八^より は 

前の 刊行) の 「役者 繪づ くし」 に 七 本 松への 道行と 圑十 郞の不 破の せりふと を收 めて あれば、 iji: じく 

1 讀 される がよ い。 これ も 複製 本が 出來 て. る。 

◊ 初代 市 川 圑十郞 の不破 

團十郞 の 父 は 甲 州士の 末裔で ある。 額に 向疵 があった ので 「つらき す篾 藏」 と 呼ばれた ¥<; で、 三 河 

武士の 肩聳 やかす 江戸に も氣を 負うて 立った。 其の重藏の妻は遲蒔重兵衞と呼ばれた遊俠^^；の娘でぁ 
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つた J 此の 二人の 血を享 けて 生れた 子どもに 江戶 著名の 俠客瞎 犬 十 右衛門が 海老 藏と 命名した。 これ 

が 初代 市 川 團十郞 である。 圑十郞 は 劇場 附近に 生長した ので、 俳優に 志し、 十四 歳の 時の 初 舞 臺には 

金 時に 扮 して 大 好評 を 博した こと は 著名な 話で あるが、 廿 一 歳の 時の 此の 不破 も實に はまり 役で あつ 

た。 自然 大歡迎 を 受けて 此の 年の 內に 三回 迄 も 反復して 興行した が、 山 三よりも 葛 城よりも 不 破が最 

も 好評であった (役者 二 挺 三味線) 天 和 三年に は 之 を淸水 淸玄の 話に 作り 合せて 角に 義 ^ 古屋山 ーュ 郞 

淸 玄， ー と 3a いて、 

不破 伴三郞 ，-」 レマ 

女 若 二 河 白 道  森 田 座 

と 題して 演じた。 桌享に 入って は 

名 越 今 班 女 ^  ^  n  H^^^a?  中ォ座 

葛 城 女 梅 若 不破. 身 雷  キ .k- .l=ia 

と 題して 隅 m 川の 事蹟に 作り 合せて 演じた。 元祿に 入って は 北ハの 二た 牛に 

^左 唐門 面影 

藤 梅 津を慕 ふ 名古屋 大ス 土  中 村 座 

連理 葛 城 
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と 題して 出した。 山 三 や 葛 城 は 毎々 顏が 違った が、 不破 はいつ でも 團十郞 であった。 卽ち不 破が 人 を 

呼んだ のであって、 江戶 劇に 於て 惡に對 する 歎美と いふ 奇異な 倾向 は、 すでに 明かに 此の 時に 起って 

ゐ たので ある。 此の 翌 三年に は 水木 辰 之 助の 當り 慕なる 馬の 藤 を 作り 込めて、 

鶴 纏 不破伴 左 衛門島 原 狐  巾 村 座 

と 題して 出した が、 これ も 不破は 團十郞 であった. - 我等 は 圑十郞 が 公平 淨 瑠璃 劇の 演出の 機 を 校して 

荒事 を 始めた とい ふ記錄 のみ をお 互に 記憶す るので あるが、 貞享 元年の 役者 評判記 「野郎 立 役 一 一町 弓」 

に は、 團卜郞 を 「三千世界に 並びなき 好色 第一 の ぬれ 男」 で 丹前で は 無比、 せりふ は IKH: 道具、 

を させても 悪人 を させても 巧で、 其の上 擧 問が あるので、 作 も出來 ると 激賞して ゐ る。 恐らく は 述 

の 幾つかの 不破名 古， M 狂 言 に は 團十郞 の 作が 存す る であらう。 

◊ 鞘當 狂言 は 江戶向 

團十郞 の 評 1^ は 上方の 好 劇 家 を 動した 結果で あらう が、 彼は迎 へられて 元 fi 六 年の 冬 京都の 村 山 平 

右衞門 座へ 上った。 此の 上洛 演技 は、 圑十郞 に 取って は 全く 他流試合 である。 七ハ 牛の 芝； 1" に は 朝 
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比^の 門 破 を 出して 大 好評で あつたが、 あと 落が して 八 年に は 大阪の 岩 井 座に 轉じ、 其の 冬 江戸に 歸 

つて 來た。 江戶 一流の 荒事 や 丹前 姿 や^ 促 激越な せりふ 等 は 上方 人の 歡迎 する 處 とならす して、 却つ 

て 其の 短所の み を 認められて、 顔に 哀愁の 皺を疊 んで歸 つたので あった。 此の 事 は 常時の 役者 評判記 

によって 知られる， - 

歸 つてから は、 直に 彼と 正 反 對の藝 風で 立って ゐる濡 事 師の和 事師の 好男子の 中 村 七三 郞に山 三 を 

つきあって 實 つて、 彼 は 不破を 演じた。 葛 城は澤 村小傳 次であった。 外題 は 

^Ms!s 葛 城 弘徽殿  森 田 座 

で、 大當 りであった こと はいふ 迄 もない。 それにしても 何故に 彼 は 不破名 古尾の 劇 を 上方で 出さな か 

つたので あらう、 葛 城 役者 はあり 餘 る程當 時の 上方 役者に あった。 山 三役 者に も 適任者 はあった。 け 

れ ども 如何せん、 上方 人 は 情の 濃 やかなる 遊女 を 愛でて、 張の ある を 喜ばす、 同時に 鞘當の 如き も 

遠き 寬永ゃ 慶安ゃ 萬 治と いった 頃 は ともかくも、 元 fi の 頃に はさう 廓の 中で も 見る ことが 出来す、 X 

京都の 觀衆も それに 興味 を 持ち さう も 無かった ので あらう。 そこで 見切 をつ けて 歸 つて 來 たが、 歸る 

や 否や、 それ を 出した ものと して 考 ふべき であらう。 角より 判 すれば それ は 原作に 近い ものであった 
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と 思 はれる。 翌八 年に 至って、 岡 田 左 馬 之 助卽ち 後の 荻 野 澤之丞 が 江戶に 下った。 そこで 小傳 次が 東 

の 葛 城、 澤之 一が 都の 葛 城で、 

不破名 古 屋初冠  中 村 座 

と 外題 をして 二人 葛 城 を 出した。 女方に は 常に 不足 を 感じて ゐ た江戶 人士 は、 これに 喝釆を 惜しまな 

かったら しい。 

江戸 芝居 年代記に よれば 葛 城 弘徽殿 は 元祿七 年の 部に 出して あり、 初 冠の 興行 を 八 年の ことにして あるが、 

圑十郎 は 七 年に はま だ 上方に 勤めて ゐ たの で、 弘徽殿 は 疑 もな く 八 年歸東 後の 所演と 認めて かう 說 くので あ 

る 0  . 

◊ 大 福 帳 • 暫 

上方の 不成績に 豫期を 外して 歸 つた 圑十郞 は、 九 年 一 ばい を 沈思 工夫に 費して、 十 年の 正月に 至つ 

て、 上方 狂言の 御家騷 動物に 此の 不破名 古屋を 作り 入れ 

-髓駄 參會名 古尾  中 村 虔 
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と 題して 出した。 彼と 中 村 淸三郞 との 合作で ある。 有名な 大福帳と はこれ の 謂で， 鞘當 狂言 は 此の 作 

の 上に 大成せられ たので ある。 卽ち廓 場の み を 兌せ 物にせす、 荒事 も la 事 も 見せる とい ふ 仕組に 改め 

たので ある。 立 筋 は 足利義 政の 子の 舂 王が まだ 幼少な の を 除いて、 叔父の 正 親 町 太 宰之丞 が 足 利 家 を 

横領しょう とする が、 結局 はお 約束の 如く 正義 派が 奸計 派を滅 して 御 家 は 安泰と いふ 型通りの 物で あ 

る。 けれども 後世 何々 の 場と 數 へ て 呼び物と した もの 又は 動かすべからざる 様式 则ち 型と した もの は 

此の 作の 中に 少 からす 含まれて ゐ るので、 煩 を 厭 はす 略述す る。 

4 がー 番目 

正月 芝居 だけに 春 駒 踊 や 獅子舞の ある 賑やかな ところ へ 怪し い 偽 盲 ゃロ慵 取が 出て 太 宰之丞 の 1 味の 赤松 や 

仁 木の 奸計が 暴露し はじめる。 

笫 二番目 

御 家 物に 於け る 幼、 王 取 除きの 奸計 は簡捷 法と して 燕藥 をす すめる ので あるが、 これに 早く それが 演出せられ 

てゐ る。 而して{^-町時代ょリ漸く盛んに行はれた緣-:!^^は江戶の初世を經て元祿の顷には馬以外に船舶戯場そ 

の 他の 風俗 畫ゃ 武者 緣 など を 描いた もの 又は 刀敛ゃ 弓の 的の 如き 實物 を取リ つけた もの を泰納 したので あつ 

た。 此の 劇で は 利用して、 太 宰之丞 が 北 野天 滿宫へ 参詣して、 卷 王の 奉納した 大福帳の 額 を て 俗 だとい つ 
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て 侍 どもに 下ろさせよう とする。 そこへ 大紋 をた めつ けて 

暫 

と 叫んで 不破 伴左衞 門が 出る。 さう して 大福帳の めでたい いはれ を 物語る。 これが 市 川 家 十八番の 慙 の 起り 

であり 其の ッラネ である。 春 王が ここ へ參 詣に來 るが、 毒酒で 害する とい ふ 謀 は 露 顯 し、 伴左衞 門と 梅^ 掃 

部と が 春 王の 伴 をして 歸る。 ここに 水木 辰 之 助の 工夫に 起った とい ふ 槍 踊 風な 奴 踊が ある。 

さて 梅^が 色 徒然 草 を 起稿して ゐる處 へ 傾城れ？ 城が 尋ねて 來て、 其の後 名古屋 山三郞 から 音 づ れの絕 えて ゐ 

るを慨 き、 梅 に 伴って 來る こと を依賴 する。 此處 迄が 二番目で 隨分 入り組んで ゐる。 

第三 番目  . 

劇の 肝心な 處 とて ここに 鞘當が あり、 葛 城が 伴左衞 門の 爲に する 髮梳が あり、 葛 城が 驚いて 逃げる 處に帶 引 

が あり、 山 三郞の 伴左衞 門に 對 する 草履 打が あり、 之 を 見て 伴左衞 門の 女 1;^ が 憤慨の 極みに 於て する 腹切が 

あり、 伴左衞 門 もこれ に勵 まされて 腹 を 切る とい ふ、 き はめて 江戶 向の 場面に {S む。 

第 四 番目 

山 三と 葛 城が 七 本 松へ の逍 行が ある。 そこ へ法體 姿と なって 惡意 をつつ みか く 1 -てゐ る 太 宰之丞 一 味が 現 は 

れる が、 梅 津の手 を かりて 山 三が 之 を 打取る〕 

山 三の 病 篤くなる。 そこ へ 奸計 派の 幽靈が 出て 恨 をい ふ處が あり， 大森彥 七の 事件に 附^した 名 效^: 取の 投 


が ある c そこ へ 伴左衞 門の 靈が 鱷馗 となって 現 はれ、 太 宰之丞 一 味の 靈 ども を 追 ひのける。 

かくの 如き 筋で、 延. M の 遊女 論に窒 町 時代と いふ 北：：： 景を加 へて 御 動物と 化せし むる 爲に 種々 の 人 

物 を 出した もので、 江戶 劇の 上方 化を認 むべき 好適 例で ある" 作者 は 中 村 淸三郞 と 市 川 團十郞 とに し 

て あるが、 恐らく は 阁十郞 一 人の 作で あらう。 これ 以前に も 彼 一 人の 作 はあった ので あらう が、 せり 

ふ 一 切 を 記しつ ける if 入 狂言 本の 刊行 は 此の 作に はじ まるの であって、 それ 以前の こと は 知られな 

圑 4. 郞ー 代の 當り藝 は 此の 不 破と 鳴 神と であった。 殊に 不破は 、江戸の 中 村 市 村 山村 森 田の 四 座に 於 

て 元 の 末年 迄に 與行 する ことが 二十 餘 度で、 其の 半 は團十 郞の不 破に よって 客 を 呼んだ ので あつ 

た 0 演出の 巧であった 爲 とはいへ、 一 つに は隨處 にある 事相 を 誇張して 見せる のに 對 して、 見物 は 興 

味 を もった ので ある。 又 以て 世相の 發現 となすべき である. - 來 遊里に は 買 論が あって 始めて そこに 

花が 唤く。 利害 觀念を 超越して 熱愛す る 遊女と 客との 間に 横戀 慕が あって、 こ. -に 意志の 葛藤が 生じ 

て 始めて 劇的 場面が 展開す る。 金に 緣の ある 武士 ゃ遊俠 者に は 鬼 角 此の 横戀慕 を爲す もの \ 多かった 

時代で ある ことが 想 見され る。 

◊ 稻妻模 樣と濡 燕  一 

7 
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序 を 以てい ふ、 不破 といへば 雲に 稻妻 もやう の 羽織、 又 名 古屋は 雨に 燕と いふが 如くに 思 はれて ゐ 

るが、 名 古屋の ぬれ 燕 は、 後に 山 東京 傳が讀 本稻妻 草紙 を 作った 時に 「からかさ にね ぐら かさうよ Si 

燕」 とい ふ 其 角の 句に よって こしら へた ものであった。 不 破の は 古くて 圑十郞 が 荷！^ とい ふ 俳人の 句 

に 「稻 妻の はじまり 見たり 不 破の 關」 と あるに よって 案出した の だとい ふこと が、 俳 寄のお だまき に 

載せて あると いふ。 それ はいつ の 時で あらう か、 師宜の 総に はま だ 見えて ゐ ない。 參會名 古 崖の 不破 

は 雲に 百足の もやう で、 元綠 十三 年の 四方 屏風に も 同じ もやう の 羽織 を 着けし めて ゐる。 彼の 團十郞 

の 三 升の 紋 はかの 稻 妻の 雷 紋を や-^ 改めた もので. それ は不 破の もやう から 出た とい ふが、 參會名 古 

屋の 揷畫を 見る と、 名 古屋の 羽織の 模様に 驚ぎ 三 升が 見えて ゐる。 元 綠 十一 年に 圃卜郞 は. g 平 ssi^ 記 

を 作って、 その 時から 作者 名 を 三 升屋兵 庫と 記した。 其の 狂言 本の 揷畫を 見る と、 團十郞 の 鳴 神が 雷 

神と 問答の 處に 雲に 三 升の 紋を つけた 着物 をき てゐ る。 これ は 參會名 古屋の 翌年の ことで あれば 泥 同 

せられた のであって、 三 升 は 鳴 神 上人に 扮 する 時の 考案で は あるまい か。 

◊ 中 村 七三 郞の 演出  . 

かゆ まさい ゥ. 0 ちもんに ふ 

圑十郞 の 作 は 今 十 幾つか 遣存 する。 其の 中に 於て 景政 I 田 問答 は 名高い ものであるが、 それ は 元 十 
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三年に、 此の 參會名 古 屋と、 源平 雷傳 記と、 もう 一 つ 元 ft 時代 釗の 代表と も 見るべき 倾城淺 問 嶽とを 

加味した ものであった。 こ- -に轉 じて 當 代の 名優 

中 村 七三 郞 

を說 かねば ならぬ ことになる。 此の 人の 藝風は 前述の 如くであって、 同じく 招かれて 元 fi 十 年の 冬 京 

の 山 下半 左衞 門の 座に 行った。 ヒ方は 坂 ^ 藤 十 郞の略 を 喜んで ゐた 時で ある， - 略と は 身分の よい もの 

又は 分^者が 遊蕩の 爲に 落魄して 窮迫 生活 をな しながら も、 どこ やらに^ 氣な あかぬけ のした 處がぁ 

つて、 おや あてこすり を 面白可笑しく 演出す る こと をい ふので ある。 これ も 世相の 一 つで、 近 松 門 左 

衞 門の やに これが 多かった。 そこへ 上って 行った 江戸の 七三 郞が、 同じく 略で 競 はう としたので、 最 

初 は 見事に 失敗した。 けれども 其の 翌年 傾城 淺間嶽 を 出す に 至って は 京の 人 をして 上 を 下へ とかへ さ 

しめて 百 廿日 餘りも 與行を 緩け た。 これ はたし かに 元祿 時代の 寫實派 を 代表せ しむべき 作で、 作 は 七 

三^ 自身 だとい ふが、 眞 にさうなら 彼 はこの 一 作 だけで 名作 者の 中に 加 はるべき 惯 値が 存 する であら 

う. - 近 松 も 坂 田 もこれ に は 抵抗し かねて 散々 に 敗北す るので ある。 

七三 郞は これに 次いで 江 戶の不 破 名古屋 狂言 を 上方 化して 演じて 見せた。 いふ 迄 もな く 自身 は 山 三 

に、 不破は 座 本の 山 下に 常って 赏 つたので あって、 外題 は 
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名古屋 山 三 六條通 

であった。 い は^江 戶で 演じた 狂言の 後日 譚と でもい ひたい 筋 立で、 上方に よく 行 はれる 二の 後 曰 又 

は 三の 後 RI に 見る やうな 仕組で ある。 

これに は 伴 左 衞門山 三 郎の兩 人 を 九重 家の 家來 として ゐる。 伴 左 衞門は 後室 I 味の 奸計 派 の^に 八 丈 ^：? に 流 

され、 太赦に 遭って 島で 設けた 娘のお とらを 速れ て歸 る。 上陸す ると 今し も 山 三の 所へ 嫁入 をす ろ^ 城に あ 

ひ， 話を聽 いて 自ら 親分と なって 伴れ 行き、 おとら を 養女に やって 歸る。 これが 序で ある。 

山 三 は江戶 芝居 以上の 大の 濡れ もの に 仕組んで ある。 彼 は 九重 家の あと をつ、 ぐべ き； +: 藤 姬に迎 じて ゐ るの だ 

が、 同じく 後室の つれ 子の 若殿に も 特別な 濃厚 關係を 結んで ゐる とい ふこと にして ある。 傾城の^ 城 を^に 

したと いふので、 姬が 恨んで 水 を 浴びせた 後に 恨 を 述べ る 一條の 如 さは、 到底 常 今なら 其の^から 許されな 

い 大變な i ル貧 暴露 を やる。 けれども 當代 一 般の文 學ょリ して 判 ずれば、 觀 衆が 大いに 之 を 喜んだ こと は： IT か 

無い。 伴 左が 奸計 派に 乘 せられて 山 三に 詰 腹 を 切らせようと する 1 段が あるが、 ここで はおとら の 踊に 二人 

とも 氣を 挫く 哀れな 場面が ぁリ、 あてこすり だらけな 謠 をうた ひあった 後に、 なめ 城の いひ ほどきで 和解と な 

る。 そこ へ 奸計 派が 切 込み、 二人 は 葛 城 やお とらを つれて 立 返く とい ふの がト： の卷 である。 

中 下の 卷は 未見であって、 委しい こと は 述べ かねる が 評判に よって い へば、 伴 左 山 ：1; 共に- 洛魄 して 作ん は 小 
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揚 人足と なリ、 山 三 は 鏡 研ぎと なる。 これが やつし で 大きに 請けた 虚 らしい。 蓋し 巾の 卷は廓 場 を iu- せた も 

ので、 八千代 陸 奥の 二人の 遊女と 伴 左 山 三との 間に 戀の いきさつ があって、 そこの ロ說も 喜ばれた らしい。 

此虚に 或は 鞘 當の場 を 見せて あつたの かも 知れない が、 評判記の 上 だけで は 知られない。 ^3?城はゃり手に身 

を 落して ゐて、 おとら は 百兩の 金に 目 をつ けた ゃリ 手と 下人との 爲に 殺されて しま ふが、 その 金 は 玉 藤姬を 

救 ひ 出す 爲の金 だと あれば 如何にも 芝居のお 約束に 合する が、 そこの 點も 明に しがたい。 けれども 結：！^ は 俘 

• 左 山 三が 詮方つ きて 死なう として 梅津掃 部に 止められ、 意を飜 して 主家の 難に 常り、 奸計 派を滅 す。 

とい ふこと らしい。 江戸の 不破名 古屋が 散々 に 改作され て、 薄氣 味の： 恋い 程、 いやむ づ St さ を 感ぜし 

めら れる 程に 濡の こもって ゐる 作に なって ゐる。 作者 は 誰か 七三 郞と 半左衞 門との 合作で でも あらう 

が、 極めて 新しい 趣向に 富む もので 臺詞の 如き も 大いに 洗鍊 せられて ゐる。 評 刺 記に よれば 突？； 子 は 

とかくに びた つくもの だが、 七三 郞は 飽く迄も きり- - として ゐ るので 喜ばれた のであった。 然 顧客 

は 婦人 達であった。 最も 請けた の は 玉 藤姬に 異見 をして 家 を嗣げ とい ひながら も. - 底に 千 萬 無 i の濡 

を もたせ 以心 傳 心の 目 づ かひ をして 見せる 處 であった とい ふ。 同時に 山の手 奴の 娘 も 出 來れば 資 事に 

も 長 じて ゐた。 「いかなる ぼつと り 者の 辯 舌 者に、 七日 七夜く どかせても 露 も か- -らぬ 古文 露 资」 と 

評して あれば、 正 反對な 演出に も 長 じて ゐ たので ある。 七三 郞 はかくの 如く 惜しまれながら 上方 を辭 

四 歌舞伎 叢 話 
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して 江 戶へ歸 つたので あった。 さう して 京 土 

產と 題して 淺 間狂言に 更に 名 を 揚げた。 

◊ 鞘當の 反覆 

もし それ 七三 團 十の 一 一人 を 一 座に おき 彼等 

に 不破名 古屋を 演ぜし めたら、 それ は 絶好の 

與行 物であった であらう が、 與行 政策 は 此の 

1 1 人 を 分離して 置く 方に 利が あると 認めし め 

て、 彼等 は從 前の 如く 一  座す る こと は 出來な 

かった。 さう して 團十郞 は寶永 ー兀ギ 二月 十九 

日 生 島 半 六の 爲に 刺されて， 叫 十五 歲を 一 期 

として 市 村 1- の 舞毫の 上に 横死し、 七三 郞も 

寳永五 年 一 一月 一 jrn に 略 Hi: 一  年齢 (四. Tra とも 

七と もい ふ) で屮村 座で 御 息 所 花見 車の： 奴 技 


313 一 


を 了へ ると 共に 樂屋 で^した。 

彼等 一 一人に は晚 年と いふ ものが なく 惜しい 

盛りに^ したが、 彼等の 當り藝 は 反復 興行せ 

られ た。 七三の は淺 間、 團卜郞 の は 鞘當. 鳴 

同 神 • 草摺 鬼 • 不動。 特に 鞘當 だけで いへば、 

元祿十六年の「けぃせぃ淺間^^に於て卜郞 

を 七三 郞に本 田の 次郞を 四宮平 八に 演ぜし め 

て 廓の 出會を 加へ たを始 とし、 寶永七 年の 星 

上 合 名古屋 (中 村 座) 正德四 年の 三 升 名 古尾 (中 

村 座) 等 もあった が、 もっとく 注意すべき 

は正德 三年に 助 六 狂 言 (花 館 愛護 樱) が 新作 せ 

られ、 次いで 同 六 年 卽ち享 保 元年に 式 例 和 

が I- が 作り出されて、 鞘當が 此の 助 六 狂言の 

中に おり！：^」 めら れた 事で ある。 いふ 迄 もな く 


四 敬 舞 伎穀話 

助 六 は 山 三に 當り髯 の 意 休は不 破、 あげ 卷は葛 城に 該當 する ので ある。 助 六の 江戸 芝： ^5 として 设も代 

表 的の ものである こと は 改めて いふ 迄 もな く、 江戸前 を 以て 誇る 河 束 節が 助 六 物 を 以て 名曲と する こ 

とに よっても それ は 知られる であらう C 此の 芝居が 出れば いつでも 江戸の 人氣が 涌いた. - 靴 常が 京傳 

の稻妻 表紙と なって もてはやされ 再び 歌舞伎に 仕組まれて 文化 文政 年中に 行 はれた が、 それ 以上に 助 

六 劇 は歡迎 せられた。 さう して 明治に 入って は俠客 春雨 伞 となった こと は 人々 の 熟知す る處 であり、 

又 踊に は 不破名 古屋が r 對の編 笠」 と 題して 演ぜられる こと も 周知の 事實 である。 いなく それより 

も 鞘 常と いふ 事實は 過去 は 勿論 現在に 於ても そこ こ.^ の 色里、 いや カフェ あたりに 於ても 度々 見せら 

れる ことで あらう。 劇の 鞘當は 貞操 を 以て 立ち 得なかった 流れの 女に 對 しての 取り合 ひで ある。 今や 

1 般 女子 は 知らす 若き 新しき 婦人に は、 どうか すれば ひどく 貞操の 念の 薄らいだ 人 も ある ど 問く。 そ 

の 人た ちが 止む を 得ざる 事淸の 下に、 顏に 紅白の 粉末 をぬ り 立てて、 媚を 示して ゐる あたりに は 靴 (W 

は 絡えない ことで あらう。 然り 現在の みとい はす 將來に 於ても さう であらう。 北ハの 然る は 之 を 誇張し 

て 見せる 鞘當 狂言 はいつ 迄 も 喜んで 見られる こ とで あらう、 或は 不破名 古 屋の名 は 改まる でも あら 

う、 助 六 揚卷の 名 も 改まる でも あらう、 歌舞伎 ■ も 面目 を 改める であらう。 たと へどう それが 改まつ 

て も、 一 人の 女 を 一 一 人の 男が 爭 ふとい ふ 事 實の絕 えぬ 限り は鞘當 とい ふ 趣向 は迎へ られる こと を ：！^ じ 
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て 疑 はぬ。 「香具 山 は 畝 傍 を を をし と 耳 梨と 相爭 ひき」 とい ふ 萬 葉 集の 三 山の 歌に も、 「祌 世よりか く 

なる らし。 古 もし かなれ こそ 現 身 もつ まを爭 ふらしき」 と あるが、 神の 世よりの 事實 であって、 而し 

て 未來永 幼に わたって 人類の 生息 せん 限りく りかへ さるべき 事で あり、 劇に 於ても くり かへ さるべき 

ことで あらう。 

2 縱談七 則 

(昭和 七 年 十月 稿) 

ィ 三 都 三 樣 

初代 市 川 團十郞 の 荒事 は 江戸に 請けて 京に 嫌 はれ、 嵐 三 右衛門の 鳴 物 入の 六法 は大 阪に迎 へられ、 

坂 田 藤十郎 の！！ と峪は 導ら 京都 人に 喜ばれた。 此の上に、 武士の 都， 町人の 都、 公 柳と 女の 都が あり 

ありと 反映して ゐ る。 團十郞 は 一度で 懲りて、 二度と は 上方へ 行かなかった。 嵐 は 江 戶で名 を 揚げて 

大阪に 住 着いた。 藤 十郞は 京阪 を往來 したが、 江戸へ は 一度 も 下らなかった。 賢い。 下ったら 盛名が 

半減した らう。 ひとり 中 村 七三 郞 だけ は江戶 役者 だが、 京都に も大 請で、 傾城賈 の 狂言で 藤 十 郞を壓 

倒して 見せた。 好 Ei- 子であった 爲だ。 團十郞 は 生 島 半 六の 不倫 を 責めて、 彼に 刺されて、 四十 五で 舞 一 

5 
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臺の 上で 横死し、 は 西 鹤のニ 代 男の 三樂 で、 酒で 五十六で 死に、 藤 十郞は 米の 中の 石 を 拾 はせ る 程 

の 用心 をして 六十 三で した。 此の 死 方の 上に も、 三 都の 姿 は 現れて ゐる。 いひ 添へ る、 七三 郞は女 

が 好きで 四十 七で 死んだ。 四十 四 だと もい ふ。 

口 役者の 享年 

さすがの 坂 田 藤 十 郞も晚 年に はもう 白粉で は 皺が かくし きれす T 火 吹忡を 煮物に して、 昔 は^だ 賞 

味し ろと い はれても 喰へ やしない」 とい ふ 譬喩の 下にく さ.^ れた。 若 女方の 水木 辰 之 助 は g::: かった。 

三十 二三の 時に 末を兒 越して 町人に なり、 七十 三に なって 死んだ。 江戶惡 方の 山中 平.？： -郞は 八十 三 ま 

で 長生 をして、 二 代 目 圑七郞 を、 何の 此の 小 枠め がと、 精々 意地の 惡ぃ所 を 舞臺で 見せて、 怖がられ 

て 死んだ。 上方の 敵役 藤 川 武左衞 門 は 九十 八 歳と いふ 無類の 長命 をして、 つい 死ぬ 少し まで 舞 1:3- に 

出た。 とかく 好 子の 文 役 や 若 女方 は 中年と いふ 所で 死に、 敵役 は惡 まれながら 長生 をす る。 どっち 

がい.^ か 疑問 だ 0 

藝 人に は 年が 無い とい ふ。 ある 方が い、。 老後に は藝が 下る。 痛々 しくて 見られなくなる。 それで 

も、 おれが 出な くち やとい ふの が 役者の 通有性-たが、 見物 は 迷惑 だ。 何も 役お に 限る こと ぢ やない 

が 大抵の 所で 引 込む もの だ。  • 
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ハ 美しい 

若 ま 方 鈴 氷 平 八 の 死 は 美し か つ た。 


死 


5\i  、 ふ ,.ACV^^  i- 、一 


日 身分 ありさうな 美しい 娘が、 平 八に 見とれて 棧 敷で 氣 絶し 

I n ^ I  , た。 水よ 藥 よと 騷 いだ 末に 蘇生し 

たが、 役者の 中毒 は醫 者の 力に 及 

ばす、 それと 打明けて いはな かつ 

た ra^ は、 かぬ ま、 で、 花 は 三月 

八日に 散った。 平 八 此の 日 はよ そ 

で 竹 本義 太夫の 淨瑶璃 を 問いて 歸 

つたが、 春ながら 秋 吹く 風の 心地 

といって 惱み 初めた。 次第 弱りに 

弱った。 どうやらもうと 兑定 めた 

念 友の 櫻 山林 之 助 は 日々 枕に 近く 問 ひ 寄った。 上 村 吉彌も 京から 下って 來て、 1^ を 交して 泣い て^れ 

た。 人 こそ 知らね、 執心 かけた 者に は 身 を まかせた 事の 數 知れす、 不斷の 心 持に 申 分が 無く、 あつば 

れ 日本 若 道の 鑑 よと M された 平 八 だが、 かの 戀の 力に は 敵はなかった。 現世 後世と て 百 萬遍の 大珠数 
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を 繰らせても 見た。 定業 亦 能轉の 經も讀 ませて 見た。 一切 何の 功力 もな く、 幻に 美しい 娘が 見える と 

いって、 関 三月 八日に. 二十 三で 死んだ。 

ユ 醜い 死 

江戸の 若衆 歌舞伎 役者 瀧 井山 三郞 は、 最も 美しい 者の 一 人で、 岩 佐 勝 重が 描いた 此の 5:- の 姿 紛に林 

羅 山が 讃 をして 

瀧 水 漲 流 驚 二 動 人！ 井 楊 容色 入， 圖 新 

山 端 出 月 愧，， 其 靓 1 三十 二相 屬， ー此 身, 

といって ゐる。 寬文五 年巿村 座で 梅が 妻 を 演じて 大 好評、 加 賀節ゃ 伊勢 踊 も 巧であった。 其の 緣 とい 

ふで も あるまい が、 町奉行 島 田 伊勢 守の 特寵を 受けて、 言語 道 斷の事 もあった とい ふ。 山， 三郞 はっけ 

上って、 新 座 建立の 大望 を 起した。 伊勢 守 もさう してやり たいと は 思 ふが、 江 戶は四 座 だけと 極って 

ゐ るので どうに もなら ない。 山 三郞は それなら I 座 もみつ ぶして 取って 代らう と、 同志の 者と 謀つ 

て、 江戶 最初の 中 村 座の 太夫 勘 三郞を 毒殺しょう としたが、 先方へ： S れて しまった。 さう して 先方の 

手に よって 毒殺され た。 醜い 死 だ。 伊勢 守 も その後 間もなく 御 役 御免に なった。 

ホ 氏神 詣 
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サ 衆 耿舞伎 時代 は、 離 狂言と て  一 ^^^物だが、 今 演出しても 大いに 面白さうな 諷刺 物が ある。 氏祌詣 

だ。 殿様が 氏祌詣 をして、 祌主 方に 休憩 中、 奴 どもが 小姓の 器ュ ST: の 評判 をす る- - お 祌樂が 始まり、 パ 

姓の^ 之 丞が祌 前で 祈願 をす る" その 袖 を 茶道の 珍齋が 引いて 「其 許 一人 だと m 心ったら、 殿 は 此の頃 

友彌 殿に 鼻毛 を 延ばされる、 御油 斷 あるな」 とたき つける。 殿のお 立ちに なって 「艷 之丞 もはや；！ ら 

う、 これへ 來ぃ」 と 手 を 取って 引 寄せ 給 ふと、 物 もい はす 殿の 額 を 見て、 ふいと 娘 切り 橋 懸へは ひ 

る。 「これ はさて、 ふいと 行き 居った」 と、 草履 取 を 呼んで 「艷 之丞が 仕方 はどう ぢゃ あろと 思 ふぞ」 

と 尋ね 給 ふと、 これ も 殿の 顔 を 兄て、 ふいと 披 切り、 ついと は ひる。 ク ^ 來 ども を 一人一人 呼んで 問 ひ 

給 ふのに、 みんなが みんな 披 切って は ひる 。「さても 面妖な 事、 今 はは や 引 馬ば かりにな つた」 と、 

馬 を 引 寄せ 「こり や 馬よ、 艷之丞 がふい といた 心 はどうで あろ」 と 問 ひ 給 ふと、 馬 も 殿の 顔 を 見て、 

ついと は ひるの が 幕。 

荒木 與次兵 衞の手 負で 知られた 續狂言 非人 敵 討 は 福井彌 五左衛門の 作で、 二 米 m 綾が 原形 だが、 よく 

わからない。 享保八 华に姉 川 新 ^ 郞が 演じた 時の はかう だ。 津 山の 藩士 須藤 が赛藤 家へ 緣談を 巾 込ん 

で斷 られ、 (上 卷^ 一場) 下役と 共に 泰藤 家の 老父 を 害する。 長子の 次郞 右衛門 は 弟 二人と 敵 討に 出 
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る。 (同 第二 場) 下卷 になって、 次 弟が、 郡 山で 敵 二人が 加 村 茶に かくま はれて ゐ るの を 見出す。 (1^ 

三 場) 次 郞右衞 門 は 幼年の 新 七と 非人に 身 を やつし、 大正 寺の 墓に 小屋 住居、 新 七の-招 守に、 加 村 は 

高 市 父子 を案內 して 來て、 腰の 立たぬ 次郞 右衛門に 「命が 所望 試 切 だ」 「本望 成就まで は」 「それなら 


刀 を 1 「ごら うじ ませ、 靑 江助定 よう 切れます る」 で歸. 


その 夜 加 村 は 須 藤た ち を 導 いて 次 郞；； ：衞 

一 門 を 襲 ふ。 (1$ 四 場) これが 與次 丘ハ 

衞の名 を 揚げた 所で、 後の 大： $1 寺 

^ 堤 だ。 高 市に 救 はれた 次 郞ぉ衞 門 

^ 等は疵 平癒の 後 本望 を 遂げる。 

(第五 場) 

ト 明： が 茶屋 

元 祿十年 坂 田 藤十郞 等に よつ て 

生 世話物の 明 が 茶 厘が 演ぜられ 

た。 役者の 一 人が 兑 聞した at に 仕 

組んだ もの だ。 松 坂の 問 厘の Hii^ 乎 
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♦、 

力 
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代が 主人の 紙 人より 錢 箱の 鍵を盜 

み 取り、 朋輩の 一 人が 同じ 紙 入 か 

ら明 が 茶屋の 女から 來た文 を 取 

出す の を 見つけて 一 札 取り、 金の 

盜み 手に して 追 出させる。 其 上 か 

の 女 を 手に 人れ ようとして、 抱 主 

の 後家 を だきこむ。 追 出された 手 

代 は 桑 名に ゐる 叔父の 浪人の 許に 

来たが、 寄せつ けられす、 恨み を 

^んで 茶屋へ 來 ると、 女と 惡乎代 

と は 今夜 祝言 だとの こと、 女 は 伴れ て 逃げて くれと いふが、 疑って 脇差で 刺し、 茶屋の 後家 を 切り ふ 

せ、 仲介者の 彝を そぎ 惡 手代 を 散々 に 切る。 大騷 ぎの 處へ 叔父が 出て 取 捌き、 盜 人は惡 手代と 分って 

代官 所へ で 慕。 後の 何人 斬の 先驅。 紙 入からの 拔取は 近 松が 後に 生 玉 心中に 仕組み、 更に 大經師 昔 唇 

にも 川 ひた。 
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3 名優の 老苦 

― -坂 田 藤 十 郞の晚 年 一 - . 

寳永 五^、 京の 龜屋 座の 初 狂言 「福引 閏正 巧」 は大當 りで、 明日が らくと いふ rn に、 いつもより や 

や 後れて 歸 つた 坂^ 藤十郞 はかう m 心った。 長十郞 (「係 村) の 奴鹿藏 はいつ もの 出來 だのに、 なぜか 八 

わた 丘 ハ衞の 自分が 仕 負けた やうな 氣 がする。 明 曰 も か うだらう か。 それならもう 年の 加減 だ。 巾の 

歳 (齊永 元) から 酉へ かけての 大病が、 若い 時から 無理 をして 來た 此の 體に、 本當 に木復 しないの だ。 

戌の 歳に 夕霧 を 出して 御最 負の 方々 に まだく 御 見物が 願へ る こと をお 見せした ものの、 昨ギの 亥の 

年 は 何とい つても、 もう 本卦 がへ りなので、 引き 時 だと 思って、 „s 左衞 1： に 紙 衣 を 譲って、 決心の 

を兒 せた が、 まだ 引かれて は 困る、 緣起 のい. - 名の 龜屋 座へ 出て、 千 萬^も 生きながら へて くれと い 

ふ 座元の 小四郞 (榊 山) の賴 みが 斷 りきれ ないで、 出る こと は 出た の だが. - どうも W 心 ふやう に 役が 出 

來 ない。 自分の 子どもの やうな 長十郞 (二十 九 歳) に 仕 負ける やうで は、 此の 藤 十 郞も老 導した とい 

はれても 土方がない。 二の 替 りに は 左官の 藤 助 だとい ふから、 これ は刖 に苦勞 する にも 及ぶまい。 秋 


は 一世 一 ^こ， 夕霧 狂言 を やらう。 それから は 何でも かで も 樂隱居 をす る。 枠の 丘 ハ七郞 はや はり 若 女方 

で 行く がよ からう」 などと 思ひ繽 けて、 夕餉 も そこぐ に寢 問 に 入った。 

滔の氣 が 失せる と、 目の 覺 める のが^で、 丑の刻に はもう 行燈を 明るく して 藤 十郞は 役者 評 刺 記 を 

ひろげて ゐた。 四 五日 前に 板 元から 届けて くれたの だが、 忙し さに 位附 を！： る だけにして m はいたの 

だ。 それが 今夜に 限って 彼 は 細 評 迄 見た くな つて、 次の に 寢てゐ る！^ に氣づ かれない やうに そっと 

五六 册 持って 來 たので ある。 正月に 出た 役者 稽古 三味線 は 後 ま はしに して、 二月 さし 入りに 出た 役者 

色將恭 大全 綱 の 京の 部 を 手に した。 それに ある 初 狂言の 藝 評が 見たい ので ある。 自分 を 立 役 之 部の 

首位に 据 ゑて、 上上 吉と 記して あるの は 例年の ことで、 別に 嬉しく もない。 萬 太夫 座の 山 下 京右衞 門 

や、 早 雪 座の 柴崎 林左衞 門が 自分と 同じ 位附 にされ てゐ るのに も、 別に 異存 はない。 彼 は a: 分で も老 

衰を 感じて ゐる 共の 藝に對 して、 どう 批評 をして ゐ るか ビ 見たい ので ある。 殊に 出 來の惡 かった 今日 

は 何 かしら 寂英を 感じて、 今 目の あいたの を 幸す ぐ 持つ て 來て披 いて 兌た ので ある。 

およそ 三 ケの津 にあら ゆるの 役者とう まちく いの ごとく 龜リ、 我 先と きり やうの 花 を せ、 膝 色 見せん とさ 

くぜつ A , ； ごと 

わぎ 給へ ど、 此大 E に 似る 人 もな し。 いっとても あたらしき 口舌 聞窜 なり。 また 牢 人に 取って は， 御 ぞんじ 

の 曾 我 紙子 すがたの 其う つり、 その外 ぬれ 事の かいさん、 やつし の 名人、 地 狂言 萬 能の 達人、 上上 古 〔5 流 至 
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極の 大 E 赏正 E,::! なり。 

の處迄 は、 1  母 年 反覆され る 評言と て、 別に 嬉しい とも 感じなかった が、 非難 者が 現れて、 

先 三 ケの津 に 坂 田 殿 程の 大 E なしと は 心得ず。 京大 阪 にて は 御 大臣、 ぉ江戶 にて は 中 村 七 一一： 郞殿、 坂 m 氏と 

合て は、 きり やう 七三 郞 殿方ば つぐん よし。 それ ゆへ 諸人のお も ひっき 各 別な り。 分てけぃせぃ^^ぬれには 

わかいと きり やうが 第一、 七三 郎殿 きり やうで おとし わか、 それ ゆへ しょ 藝 はんな りと してよ し。 いはば^ 

の 櫻 を 見る 心地せ り。 坂 E 殿 は-秋の 紅葉と 存る。 今 三ケの 律で 當 流の 大臣と. e- は 七 n; 郞. 古風の 火 E は 藤 十 

郞 • とかくき りゃうと 年若で なけねば、 うつらず とお ぼしめ して、 大和 山 殿に 紙子 羽織 をゅづ り^ ふ。 しか 

れば當 流 は 七三 郞、 古風 は 坂 田と いふべき を ：：： … 

と、 くどい が 上に もくどく 七三 郞を持 上げて あるので、 藤十郞 もよ い 心 持 はしない。 「それでなくて 

も、 元祿 十一 年に 七三 郞の 傾城 淺間嶽 におされ て、 苦 戰惡鬪 をした ことが 思 ひ 出され、 ロ說も ぬれ も 

略し も 一切 彼に してやられ たやうな 氣 がする。 成程 色白の 好男子で、 ふり 出し は-ぼ 三 郞四郞 に 似た 好 

色 第一 のつ や 男であった。 地體京 向きの Ef- だ。 自分より たしか ー 五 歳 年下の 笞 だから、 今^は 四十 七 

歳お。 當り 前の 町人なら もうい、 歳 だが、 もとく 藝 人に は 年がない。 c 分 も 四十七^の 時には M: 太 

夫墜の 二の 替、 怫母 摩耶山 開帳に 總領掃 部と なって、 大いに 若い 處を 見せて 請けた のであった。 rt:^ 分 
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が 自信 を 持った の も、 本當は 此の頃 からだ。 して 見る と、 七三 郞の 前途 は 多望 多幸 だ。 自分と 比べて 

評判記に かう い はれても 仕方 あるまい」 と 出 心 ひ 直して 次を兑 ると、 a: 分 を 庇護して くれる 人まで、 七 

三郞は 我が 朝 は 巾す に 及ばす 毛 人まで も 知らぬ 者な くな どと いふので、 讀み つに ける 氣も なくなつ 

たが、 反抗と 失望と あきらめと 入 交った やうな 心情で また 讀んで 行った" 

當流 古風 樱 紅葉の たが ひ、 それ 程の 事 は 坂 田 殿腹屮 にも 合點は ある。 それ ゆへ. K 和 山 殿に 古風 を や はらげ 赏 

流と なし  >  紙子 羽織 を ゆ づリ給 ふ。 しのう ェ商 だに 親 は 子 を 跡め となし、 師は弟子にゅづる第是^^!=天地陰陽 

の 理 なリ。 

と ある を：：： 儿て は、 SI 分の 心 持が わかって いふの か、 分らす にい ふの か、 わからな いやうな 氣 がした。 

彼 は 耐えて 讀 みつ^けた。 

此度 餌み せの 狂言、 たへ まの ぜ うと 成りて 龜之丞 との 濡. しつ ぼり としてよ し。 きリに 下男と 成りて、 くき 

大根つ けられし 所作 別してお かし。 とかくけ いせい EM の 元祖、 一 とい ふて 二の 御 大臣とう やまって. &。 子の 

正月 初 狂言に、 八 わた 五兵衛の 御 役目 大出 來。 

藤 4« 郞は s;^ 終まで 讀ん で、 これ もお itj なり だと 獨語 をした。 「一とい ふて 二の」 次に 「ない」 の 二字 

の 落ちて ゐる こと 迄 ま 分が 侮辱され たやうな 氣 がした。 さう して 自分の 次に は、 山 下 京右衞 門の 評が 一 
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あって、 

都 御 馴染 立 役の 開. 山山 下掛 りの 一流、 天せ いと 藝に位 ありて、 お 今の 出來 物、 殊に 狂 首の あたり をよ くお ぼ 

へ、 かる 口にての あたり、 今 都 日の出の 聞 役者、 第一 武道の 名人、 たと へば 一 國の 家老と 成り、 上下いた め 

つけて、 ひや うりあるね いじんの 家老 をお もしろう おかしう とひお とし、 惡^ を あら はせ 取て をと し  

云々 と、 自分の 不得手な 處を 大袈裟に ほめて あるのに 輕ぃ愤 り を 感じて、 評 執 記 を 抛り w:! して k 

を 細めた。 眠らう とする が、 ます/ \ 目が. 冴えて 來た。 明 方なら ぬに 塞 さが 加 はり、 常にな く 天井で 

哑が騷 ぐ。 尊 十郞は 夜具から のり 出して また 行燈を 明るく した。 さう して 今度 は 「役^す， S 文」 の 1 ん び- 

卷を披 いて 見た。 先 づ彼は 京 三 芝居 您 役者 目 錄の立 役 之 部に 於て、 山 下 京 右衛門に 上上 大 の 位附を 

して、 彼の 上位に 置. いて あるのに 少 からぬ 不愉快 を 感じた。 勿論 彼 も その上 上 大吉に して あるの だ 

^» 第二 位に 居 ゑら れ たこと は 十 幾年 來な いこと であった。 自然 氣を らして 中.： >  翻- ョ = は まない 

ことにしようかと も 思った。 殊に 序文の 末に ある 洛鬼 野史 友 松と は 誰の 變名 か、 c: 分と は 馴染の ない 

人、 おまけに 小夜 梅 小 野 霧と いふ 二人の 女の 評 だとあって は、 どうせ 本 當な處 は 兌て ゐ ない 乎 八 = の 言 

分 だと は 思 ふ もの、. やはり 氣 にか、 - るので 讀み 始めた。 七 八 行 目になる と、 あ ひに 皴を よせた。 

それ も その 箸で ある。 


<Jr 'で. H ぬ丄事 は^と やらう つらぬ 樣に见 へ.^ \ 尤 すいな 殿 .逮 は、 すがたが 戀を する 物 か、 戀 はいき ぢ をた 

t. い 

て、 心い きの 誠 を！^ る こそお もしろ けれと 御 巾 候 方 も 候へば、 それ も ひと 造 は へまし 候へ 共 * その 推な 殿 

たちから して、 いかにい きぢ がお もしろ いとても、 年よ リ 女に 戀 はなされ まひと おもわれ まし 候。 さもしい 

たと へな しど- 火 吹け を 煮物に して、 人 を もてなし、 此火吹 竹 も 北 u はや はら かな 竹の子 なれば、 今 かたく 

と. や はら かな 竹の子 時 を 思 ひ 出して 參れ とい ふに、 いかな 竹の子ず きで も、 今 火 吹 竹に なりて か、 り-" 1 

口 もなる まじき かとお も ひ<?/1- 

病 の 自分に は、 昔の やうな 色模様 は 舞臺の 上で 出せない にもせ よ、 火 吹 竹 だと は餘 りに も當 てつけ 

過ぎた と 思った。 さう してす ぐい やな 氣持 になった が、 先づ/ \- と 胸 を 押し しづめ て 北ハの 次を讀 下し 

た。 

さリ ながら、 もと，^ 言に て、 何事も^ うそ なれば、 美男 老男 のせん さくな しに 上手の しこなし、 思 ひ 入を隨 

分 心 をと めて 见る物 じ やといわん すお 人様が あれ ど、 それ は極摧 なとの たちの 御^、 わしら が 様な ぐちな 女 

は^れの 言 を见 ましても、 そのまま しんじつ 誠 じ やとお も ひ、 あはれ なる^に はなみ だ を こぼし、 おそろ 

しき^3^にはむねをとどろかし、 ぬれの 狂言に は上氣 して、 心 もい な 物に なり.？。 それく に 心が うつ リ攸 

ゆへ、 官も 一 入お もしろ くお も ひまし 候。 かならず 御 氣には 拱て くだんすな。 女の 心から は、 おがの たく 

さん ある 巾に、 いかに^ 一 H なれば とて、 年よ つたお 方に 女の 方から ほれた リ戀 をな さるる は、 ぢぃ 様のお な 
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かへ らしに、 孫 ごと かくれんぼうな さるる 樣に おも ひ <?/t,o しかし 推な 殿 立のお 目から はさ も 御らん なされ 

まじき が、 是 だけが ぐちな 女心と 御はづ かしく 書 さし 

いかにも 三十 前の 若 女方と 自分との 間に 演出す る濡 はう つるまい。 若い 女 ごが 其の 身の 戀に 引き くら 

ベて、 かう いふの も尤 だ。 決して 愚痴で ない。 眞實 をい つたら、 誰し も必 すか うだらう。 自分に はも 

う 傾城 買もう つるまい。 略に しても 同じ こと だ。 退隱の 時が とうに 來てゐ る こと はよ く 知って ゐ るの 

だと 思って、 强 ひて 慰めて 次 を讀ん だ。 

額 見 世に 姬 松た へまの ぜ うにな らんして、 龜 の丞檬 とさ ま-^ のせり ふお かしく、 後に 卞 mf- の や つし^い ろ 

いろお かしきな され 方、 さりと は 御上 手、 いつ 見ましても おもしろく、 外のお 人様の なされて はすこし もう 

つらぬ 御 事々、 三 ケの津 に 又となら ぶ 方な き 名 取のお 名人 樣と おも ひ <：^。 藝の內 にち よつ くと 口 もと を 

なでさんす御事少さもしき檬に見 このお 人様 を 雨が つば じ やとい ひます は、 ぬれが 下へ うつらぬ と 

いふ 心に や、 かしく。 

雨合羽と は うれしくない 評 だが、 さう 思 ふとい ふの ぢゃ 喧嘩に もなら ぬ。 元來 今年の 顔兑世 は、 若 女 

方が よそに 比べて 負けて ゐた。 早 雲 座に 中 村 千彌、 あれ は 上上 大吉と いふ 所、 萬太夬 座に 津川中 太 

4<、 これ は 上上 吉、 山本哥 門と 巿村玉 柏 は 上上と いふ 處、 次が 一 座の 山 下 龜之丞 とい ふ處 だ。 此の 男 
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の 位附は 何かとい ひながら、 其の 部 を くりひろげて 見た。 

上上 山 下 龜之丞 

お 餌う つくしく して 物 ごしのに ほや かさ、 cli- は 今更なら ぬ 御 事、 近年たん と藝を 御し あげなされ、 传 人樣大 

ぶんき も を 御つ ぶし、 笫 一 御 器量よ し樣 ゆへ、 ぬれ 事 おもしろく 所作事よ し、 取 分けい せい^の よさ. 引 舟 

木ノ マ 、 

かけて 七 拾 六.^ を 紙 礼 もろ ふて 場 せんば かリ にて 見る はめう がお そろし ととち 申 候 方 犬 ぶんく。 颜 世に 

藤 川 樣の妹 ご 梅が へ樣 にならん して、 藤 十 郞樣と ぬれ 事、 何れも 御上 手樣 にて、 一 入う っリ. ？。 しかしち 

よつ くとうつ ぶかんす くせが 出來 ましたとの 取 さた、 そんな こまかな 事 はわ しらは 氣 がっき 不屮 候。 それ 

で 此君樣 を ぼ さ つじ やとい ひます も、 實が 入ば う つぶかん すとの なぞに やとお かしく おも ひ 0^。 

藤 十 郞は之 を讀ん で、 さんぐ 自分 を こきおろした 末に、 魄之丞 との 濡 がうつつ たとい ふ は、 これ は 

龜之丞 を ほめる 爲に 仕方なし に 自分 を も ほめた の だ。 これ は 客に お膳 を据 ゑる 處へ 行き 合せて、 自分 

にもお 膳が 据っ たやうな もの だ。 御 ふるま ひが 咽へ 通り さう もない。 芝居へ 來 るの を 廓へ 行く 積り で 

來 るの だから 手に おへない。 太夫の 揚代 六十 匁に 引 舟が 十六 匁 を、 三十 二 文で 見るなら まだよ いが、 

攝 待の 紙 札で 見ようと いふの だから、 やりきれない。 一 體 今度の 顔 見 世 「子 祭 二 福 神」 三^ as は、 藤 

川の 實 事が よい 出 來 なの だが と 思って、 藤 十郞は 敵役 之 部の 首位 を 見た。 
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上上 吉 藤 川 武左衞 e: 

Il^、 なわての 芝 にて、 っぽ 屋平 兵衞 どの 鹿 本の ころ、 花 山 娘つ まあら そ ひの i ^言の 時分まで は、 此のお 

人様 w 方の ャ匕ざ かり に て 御 ざんした が、 請 洒の 味と 人の 心と は 日々 にか はり やすく、 ど こ 共な うさめ 行^ 

の氣を くんで、 惡人 方に ならん した は、 权 もよ ひ 覺し召 入、 根が 御上 手の すがり なれば、 言葉の はづ みに あ 

ぢ なおと しあって、 藝に 所お ほく、 惡を ひるが へして 赏 にならん すお も ひ 入、 又 ほかにお ひとりと 御 ざん 

せ ぬ。 货 惡の 御名 人様、 お 大名の しらがつ ぶ" などに ならん して は、 自然お 位 そな はって、 よくう つ" <：^。 

額 見 世に 舟橋 源 次 兵衞檬 ならん して、 れいの 惡 ながら、 此 度は惡 すくなく、 赏^ おほし。 藝に =1 あって 见 

ざめ のせぬ はお 功 者 故と お も ひ 此 の お 人様 を煮賣 i 椚 じ やとい ひます は、 あくで もっとの， 心 かとさつ し 

AM/0 かしく。 . 

先づ よく 見て ゐる。 藤 川が 惡 方に 變 つたの は 元綠の 十一 年頃であった。 翌 十二 年の けいせい 佛のー S に 

は、 浪人 乾 介 太夫と なって よい 出来であった。 あの 時 座 本 をした 自分が 金 を まう けて、 今 ゐろ風 n,::,fei 

町の 此の 屋敷、 表口 九 間に 奥行 三十 間、 ざっと 芝居の 敷地 程な 地面 を n 求めた の も、 此の 人 や、 太夫 

の 霧 波 千壽、 5 石 井 左 源 太、 若衆 方の 村 上 竹 之丞、 外に 立 役の 柴崎 林左衞 門の 何れもが 好評であった 結 

果だ" あの 時、 敵， ゅは として は 三 笠-城 右衛門が 看板で、 藤 川 はや はり 立 役と して 勤めた のおが、 あの-ひ， 


の 評判記の 役者 口三味線に は 藤 川 をもう 敵役 之 部に 入れて ゐ たやう に 記憶して ゐる" 夭 性 大昔で， 面 

體 も あれ だから 役替 が出來 たの だ." こんな こと を 思って、 ふと 顔 見 世 狂言の 揷綺の 所 を ひろげた。 小 

書に、 

橋 本 平 助こう しっと 成。 坂 W 政 右 衞門望 月大 はらの ぜ うと 成。 澤 村長 十郞^ 松 あさまの ぜ うと 成 • 大 でけ。 

と ある。 成程 長十郞 も出來 た。 橋 本 は 今の 花 車 方で は 及ぶ 者がない。 目の 巾に 光あって すさまじく、 

聲も 大きくて、 わ k しい 事が 上手、 嫁 や 繼子を どうよ くにする にくさ 加減 ゃ怫頂 面、 第一 横にら みが 

利く。 今度の 繼子 かづら き姬 をに くむ 處の思 入な ど 他に 眞似 てがない" けれども 担な 役 だ." 小 寄に は 

大 でけ ともない。 觅角は 若い者で なければ 勤まらぬ 世ぢ やと、 淋しく あきらめて、 長 十 郞の部 を さが 

し 求めた。  - 

上上 澤 村長 十郞 

思 ひ川絕 ずな がる  >- 水ぐ きの 跡はづ かしながら 申入^^;^。 我 身 ふたりに かぎらず、 お ほく 女のお も ひよ る 風 

俗、 六方 やつし、 あら 事 ひやう し 事、 なんでも おめず なさる る 手.、 つよい 御 方、 山 下樣庙 本の， M、 後の 嫁 鏡の 

狂言よ リ始て 御出で 候が、 其 時の 事 をお もべば， 今時 は 天 晴御立 役な らんと ぞんじ.？ が、 おも ひの 外ね 入 

たんと きのどくに おも ひまし 候。 藝の 仕出しす こし 下輩に て かるく 敷、 物 毎 上手ぶ つてな めさん す 樣に见 
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へ ぬれ 事 は 若き ゆ へ おもしろく 候へ 共、 肩 を ゆす リ 手足 をな やし、 口の 内 にて 何やら わらん ベ のい ふ 

樣な事 を 御 巾し 候 ゆへ あじゃら けて、 おかし からず。 殿 立 はしらず、 わしら は あのような ひよこく した 戀 

のうつ リは いやにお も ひ <:y-lo 武道 事 も 少なまぬ るく、 何と やらまぬ けす る 樣に见 へ oc^。 しかし 今で^て 

の 御 立 役 *  SlfS 藝 ずいぶん 手づ よく、 御 こなしな さるれば、 すへたのもしくぉもひ^?。 額见 世に わか 松 あさ 

まの ぜぅ樣 にならん して、 夜番の やつし おかしく、 其 後 喜 世 之介檬 のな らんした おんり やう 取 付ての 所作事 

出來 まし 候。 此ぉ 人檬を ふい ご 祭 じ やとい ひます は、 下に 嬉しが らんす 人が お ほいとの 事に やと、 かしく。 

長 十郞は 何でも やって 拔く ST 今に 此の 男の 時代が 來る だら う。 新 嫁 鏡 を 出した の は 山 下の 座 本の 時 

のこと だ。 新 役者の 長 十郞に 大役 を させて 人 を 引く とい ふ 策 はうまい 事 を やった もの だ。 あれの 兄が 

若衆 方から 若 女方に 轉 じて 評判の よかった 澤村 小傳次 だ。 江戸で も 請けた si- だ。 長 4. 郎は 其の で、 

太鼓が うまい。 北 ハの 太鼓 を 酒に 醉 つて 打つ とい ふ 役で あつたが 評判であった。 たしか あれが 二 卜 二の 

時 だ。 此の 京大 阪に 於て 二の 替 りに は 傾城 事、 盆替 りに は 曾 我 狂言と 定めて、 一^の 內に ニ^ 大入を 

見る やうに したの も、 うまい 行き方の 一 つで、 此の 私が 始めた こと だが、 今の 人た ち は 忘れて ゐるゃ 

うだ。 忘れても 構 はない。 そんな こと は 自分 も 忘れて ゐ るの だ。 さて 長 十郞の 相手に なった 政右銜 e: 

を どう 書いて あるかと 其の 條を 明けて 見た。 
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上 坂 田 政 右衛門 

袖 鳥 巿彌檬 と. S. ました 時の 御颜 のこり 候 ゆへ、 御 器量よ し。 中 比 は 花 車 方に て 御 入 候が. - いつの 間に やら 惡- 

人 方に ならん して、 殊の外 藝御 しあげ、 第 I 色白に てきれいなる 御 生れ 付 なれば、 武士の t お 殿な どの 惡 事よ 

わけ  めし. U き 

く、 ぉ聲 たしかにして、 さつば リと譯 よく 間 しかし 食燒女 3 うつくし いと、 惡人 方のお 色の しろい と 

は 何と やらう つらぬ ものに て、 すこ し揚の な い ゃぅに見 へ^9^。 鼓 見 世に 望月 小 原之丞 にならん して、 榊 山 

様と武^^事ょく、 共 後長 十 郎樣に 惡を見 あら はされ て、 喜 世 之 助樣を ころさん すうつ リ よし。 大出來 との 評 

判。 此ぉ 人様 を わらの 灰 じ やとい ひます は、 あくに してきがない との 御 事に や、 せんだ くやの かかの 謎 か 知 

ら ぬまで、 かしく。 

綺麗 だと、 綺麗す ぎて うつらぬ とい ふ。 うるさい 世 だ。 座 本の 榊 山 小 四郞は 何でも やる が、 取 柄の な 

い ei- だ。 それが 政 右衛門と のせり 合 ひ は 一通りに 行った。 喜 世 之 介の 藤戶を 殺す 處も大 評判 か。 近年 

は 目先の 變 つた 慘 酷な 場が 喜ばれる。 最も 廓 場 はもう あきられる のが 當然 で、 近 松 も 操へ にげて、 人 

形の 廓 場で 評判 を 取って ゐる" あの 近 松と は 長い間 だ。 特に 骨折って 貰った の は、 元祿六 年の 佛母摩 

耶山 開帳からで、 八 年の 今 源氏 六十 帖ゃ 傾城 阿波の 鳴門に は 註文 以上の 新 工夫が 出 來てゐ た。 辰 之 助 

の 餞披舞 もよ かった が、 何 をい つても 十 一 年の 一 心 二 河 白 道 は 仕組が 變 つて ゐて、 骨の ある 狂言で あ 
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つた" 十二 年の 佛の原 や、 十五 年の 壬. 生 大念怫 は 誰が 何とい つても 大作 だ。 しが ひの ある 狂 一一 一：：： であつ 

た。 自分 も 近 松に だけ は 頭 を 下げる。 その 近 松が 自分の 大煩 ひの 頃から 操の 方へ 取られた。 操 は 作お 

の 書く ま. -に 演じて、 役者の やうに 註文 は 出さない から、 作者と して はおの 方が ぃ&笋 だ。 木 《：H なら 

歌舞伎の 方から 手 を 下げて、 もう 一度 こっちの 作 も 出して 貰 ふとよ いの だが、 それ は 近 松よりも iij 本 

の 竹 田の 方で 承知すまい。 自分 も かう 弱って 來て は、 是非に ともい ひ 出し かねる。 こんな こと を m やつ 

て、 揷畫 の殘り 一 面 を た。 小 書に、 

高 島お のへ、 かづら き舰と 成。. 村 3# 之 助お しほの まへ と 成。 わか. W 喜 世 之 助 ふぢと 成. おんれ うしよ さ 大 

でけ。 稱山 小四郞 とき はの ぜぅ。 藤 E 小 太 郞三ゎ 之 介。 おの へ 袖 之 助 花 月介大 でけ。 

と ある。 藤十郞 はもう 何處 まで も 若 女方と 若衆 方の 世 だと 思った。 さう して 自分の 舞臺 姿が 揷 に 出 

てゐ ない の を 物 足らな く 思って、 江 戶歸の 喜 世 之^の 部 を さがした。 まだ 無い かなと W 心ったら あつ 

た 0 

巾ノ上 和歌 山 喜 世 之 助 

都 なれさん してお 江戸な まリ もな く、 御物 ごしゃ はらぎ <：^。 よい 女郞樣 にからん した ほどに の、 お^たい 

て いなれ どい としら 敷、 藝ぶリ きっとい たし 候 ゆ へ、 武道 事よ く、 所作 拍子 事の 御上 手、 第 I おん リゃ う^ 
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よし。 しかし どうやらき ごつ なげにて、 ぬれ^お も はしからず。 ^：!^， に 應戶樣 にならん して. 畏十郎 様へ 

よめいり 

娶 入の 取な リ おかしく、 果之助 様と リん きのうつ リ よし。 其 後 政 右 衞門樣 にころ されさん してのお んリ やう 

^、 是ぉ 家の 物 なれば、 一 入出來 まし 候。 此君樣 をい ばらの 花 じ やとい ひます は、 はリの ある 色 じ やとの 心 

にや かしく。 

喜 世 之 助に は、 成^ 江戶 張が あると 藤 十郞も 思った。 さう して 自分が 江戸へ 一 度 も 下らない のを贤 

いこと に m 心った。 近 松 も 行って ゐ ない。 お FiTi に 富士山 は 見て ゐ ない。 それでも 二人とも 口木 一 だ。 と 

はい へ、 0 分が 漸く I： に 知られた の は 延寳四 年 三十 歳の 時で、 大阪の 荒木 與次兵 衞 座の 瀧 口 横， ポ狂霄 

に、 山 下半 左衞 門の 越 中の 次郞ぉ 銜に對 して、 瀧 口 を 勤めた 時からで ある。 給金 はたった 年 三十 五： € 

であった。 次いで 同 六 年の 夕霧 狂言から 名の 揚 つたこと も £ゎ ひ 出して、 つい 微笑 を 浮べた が、 かう 獨 

語 をした 。「大 阪 より 京が 自分の 性に 合 ふ、 加 茂 川の 水に 限る。 江戸の 水道の 水 は 到底 口に 八：： ひさう も 

ない。 、江戶 へ 下らなかった の はよ かった。 何も 中 村 七三 郞が 怖い ので はない」 と、 一人でい ひわけ も 

して 兑た. - 此の 二月 二  口に 七三 郞が 病死した の だが、 其の 便りが、 まだ 京へ いて ゐな いので、 藤 十 

郞には 何の B? ひ 心 も 起らなかった。 高 島 尾 上 は江戶 から 歸 つて 來ても 昔の ま. -の藝 だ。 あれ はま だ 評 

に 上る 程に なって ゐ まいと £ 心ったら、 喜 世 之 助の 次に あった。 
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巾ノ上 高 鳥 尾 上 

久しぶ リ にて 珍 敷お 親 を 見 < ；^。 過に し S- の 年 座 本 をな され、 其 年の 冬 江戸へ 御 下リ、 ひと 51! 御 勤攸て 御上 

ひめ 

リと 聞^ が、 それより^ は 御 休に や とお も ひ <:»^。 い つ 見ましても うつくしき 御^ 娘 ごぜ、 りしき ハ糾 とりな 

り、 藝 もまへ にか はらず、 お 娘 様^よ く、 物 ごし あざやか なれ 共、 少 うれ ひ 斗に て、 あはれ 成 御お に はよ く 

うつ woc-^., 。た：. 物 や はら かにて、 は の ある 役に あしく、 ぬれ 察よ し、 所作^なら ず。 しかし 藝は よほど 

こなれ さんしたとの 取 さた、 額 見 世に かづら き姬樣 にならん して、 長 十郎樣 に， おかぶと しゃう ぞくき せまし 

て、 若松 あさまの！ ^様 じ やとお も ふて 詞をか はすとの うれ ひ 察 あはれ にお も ひまし 候。 今から どこ へ も 御 ざ 

んせ ずと、 京のお 上手 様にならん せとお も ひ 此^？^樣を花巾の^じゃとぃひますは、 お？！ 斗が すこし はな 

へ 入る との 御 事 かしらず 。かしく。  . 

藤 十郞は 詰らなく なって、 評 1: 記 を 抛り 出し さう にした が、 竄 子の 兵 七 郞が早 雲 座へ 若 女方で 出て ゐ 

る。 たと へ 一行で もあって くれれば と 思って 終の 方を兑 たら、 中と 位を附 けて-パ行 齊 いて あるので 喜 

んだ。 しかし 子どもの 將來は 案ぜす に は ゐられ なかった。 最後に 若衆 方の 小 野 川 字源 次 は大阪 の-:^ 座 

へ 取り 切りに 取られて、 今 京で は 尾 上 袖 之 助が 第一 だ。 上上 吉は 當然 だ。 颜も 美しく、 物 ごし も あざ 

やかで、 身 振 もり & しく、 長い 刀 を ふりま はしての 擬勢 や、 武道の 詰 開きに は雙ぶ 者がない の だが と 
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ひながら、 繰って 兑て、 

瓿見 世に 野の 宮 花 月の 助樣 にならん して 1W 山 小 四 郎樣と 衆 道の ぬれ^よ く、 後に 政 右衛門 樣と武 泣の ぎせ い 

爱ぞ 狂言 一 ばんの 见 所との 評判 さ リとは 御上 手樣、 

と あるの は、 見所 は 見ての 評 だな と 安心した が、 すぐ 共 後に、 

此君樣 を 欲 ざい もんじ やとい ひます は、 との 立よ リ女屮 樣が大 ぶん 御す きな さる  >- との 御 事 か、 そんなら わ 

しから さきへ 一ばん 帳に 付て もら ひました し。 命 も いっそた へな ばた へね、 玉のお のへ の 袖 之 助樣、 戀 にく 

ちなん 名 こそお しけれ。 

と あるの を 見て、 いやにな つた。 どうせ 女の 口吻 を 借りて 惡ロ どもの 業 だら うと 思った のに、 これで 

は 本 常に 女 1 1 人の 合評 かなと m 心 ひもした。 

曉 方の 寒氣は 身に こたへ て來 たので、 藤 十郞は 行燈を 消して、 頷の 下 迄 夜着 を 引 寄せた。 勿論 眠ら 

うとしても 眠られす、 一時 餘りを 身の 將來 に關 して 考 へた。 

飽屋座 は 此の 年の 二の 替に 「傾城 曉の 鐘」 を 出した。 これ も 御家騒動 物で 兑せ 場の 多い 物であった。 

藤 十郞は 左官の 藤 藏に扮 して、 異母 弟に 親の 敵 を 討つ 迄 は、 倾城 奥州と 緣を 切れと 長 意見 をして、 さ 

四 歌舞伎 叢 話 
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おれ も 前方 は惡 性で、 女郎 狂 ひもし、 勘 (3 の 

身と なって は古粕 買と なったり、 紙子 を^て 

夜番と なつたり、 鰺 をす リ 相の 山を謠 つて 人 

領  の 門に 立った こと もあった。 

城 と追懷 をして きかせる 場が あった。 いふ 迄 も 

壬 なく、 古粕 は元祿 十五 ハ やに 大 好評であった 

生 倾城壬 生 大念怫 の 高遠 民 部の やつし、 紙子の 

大 夜番 は 同 十二 年の 梅 永 文藏、 相の 山 は」 お々： が 

r じた 夕霧 狂言の 伊左衛門 のこと だが、 此の 十 

月に、 彼 は 一世 一 代と して 夕霧の 狂言 を 出さ 

せた。 翌六 年に は 最も 緣 故の 深、 都お 太夫 应 

に 出て、 初 狂言の 大飾； 1 壽草 庭に 大和 山^ 左 

衞！： ゃ屮村 S: 郞五郞 と 一 座して、 CI 分 は 神主 


间 


上 


の 作 太夫と いふ 輕 い 役 を 勤め 

た。 いはば 觀 容に對 して 生きて 

ゐ ますと いふ 御 挨拶の 積り であ 

つた。 天 はもう 彼に 簿を かさな 

かった。 いや、 彼 は あきらめて 

ゐた。 ^世の 歌 も 句 も 造 さなか 

つたから、 本當 にあ きらめ 且つ 

滿 足して ゐ たの だと 思 ふ。 此の 

十 一 H 1 日、 今：：： から： g 兑世狂 

言 だとい ふ nl の 朝に^ した。 一： 子 

年 は 六十 三、 決して 短命で はな 

く長壽 でもない。 

殁 時が 殁 時であった だけに、 疑 はれて 逆宣傳 だな どと も 解せられ たが、 萬 事實な ことが すぐに！： 明 

して， 滿 城の 子女 は 爲に紅 淚を濺 いだ。 ひとり 子女の みで 無かった。 口 常 後 華の 引 立に 力 を 川 ひて 來 

四 ^舞 伎 叢 話 
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たので、 此の 人 だけ は * 去る 者 は 日々 に 棘し とい ふ 例外に 立った。 年 三十 五雨の 時よりも、 八 Hn 兩ど 

りに なって、 上上 大吉 上方 隨 一と 呼ばれた 時の 方が 內證は 不如意であった。 勿論 榮耀 もした の だが、 

その 大様な 生活が、 あの人の 藝を 大成せ しめたの であった。 

生 老病 死の 四 苦 は 何人も 免れぬ 處 ながら、 俳優 ほど 老苦を 痛感す る もの は あるまい。 老 苦を感 する 

迄、 舞臺に 立つ のが 惡 いか、 立た せる のが 惡 いか、 俄に 定め 難く も あらう が、 見物の 方で 引退 を 土ん 

でゐる 役者に 對 して、 强 ひて 出勤させる など は、 興行 政策の 爲 とはいへ、 殘 酷な 話 だ。 敢て 誰彼と は 

指さない が、 現代に 於ても それに 三 四 指 を 屈する こと は 容易で ある。 靈 傷で 息 も絕々 な 外 記に 「めで 

たいな、 一 さし 舞へ」 とい ふやうな 殘酷さ を、 今の 老優の 上に 及ぼす の はよ くない。 そ，^ な ことが 歌 

舞 伎 劇 を 滅亡の 淵 へ 尊く レ. I ル となる の だ。 
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五 近 松の 時代 淨 §f 璃 

(昭和 八华 二月 廿 八日、 時事 新報 社の 藝術感 谢デ. -に 於て) 

◊ 世話物 槪觀 

近 松 作の 淨 i? 璃は 世話物と 時代物と にニ刖 する のが 通例で、 世話物 は その 名の 如く、 其の 當 時に 於 

て 世の^に 上った 心中 • g 落 • 私通 • 姦通 • 殺人 强盜 • 委託 金费 消と いった 類 を 仕組んだ もので、 大 

刖 したら、 

情死 物  > 逸 通 物 處刑物 假 作物 

の 四つ 位に する のが 適當 であらう。 いはば、 今の 新聞の 三面記事の 類 を 種に して、 悲劇の 途を たどつ 

て、 行きつ く處迄 行った 當事 者に 對 して、 十分の 同情 を 寄せて、 巧に 義理と 人情との 衝突、 劇の 一一 一一 口 葉 

でい へば 意志と 意志との 爭ひ、 卽ち 葛藤 を 描き出して、 人世の 機微に 觸れ てゐる こと は、 世の 周く 知 

る ことで、 改めて 說く 必要が あるまい。 あると すれば、 世話物 二十 四 篇は近 松が 十一 歳の 時からの 

五 近 松の 時代？ Sf? 璃 
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作で、 やう やく 枯淡 味の 勝つべき 年配で あるのに、 艷も潤 も 十分に 行渡って ゐて、 晚ハ 牛の 作 ほど 優れ 

てゐ ると いふ 一 であらう。 これに 關 して、 我等 は 此の 老人の 日常生活 や 妻 君 や 子供のお 無 等にまで 

考へを 及ぼして 勝手な 想像 說を 立てる よりも、 天分 裕 かな 此の 人が-: ハ卜 七十に なつ てても ますく 努 

力す る こと を 厭はなかった その 謹厳 さ を賞譜 すべきで あらう， - 心 巾 物で は 天の 網岛、 姦；. ^物で は ti の 

權三 m, 帷子、 腿^ 物で は 冥途の 飛脚， 殺人 强盜 物で は 女 殺 油 地獄 此等は 西洋の 戯曲 論 を 尺度と して 計 

つても 立派な 作品と して 許され 且つ 愛讀 されて ゐる もので あり、 此の 他 海賊 を 仕組んだ 博 多 小 女郎 淡 

よ ど ご ひ し ゆ つ せ の li /t- の -f^y 

枕、 富豪の 落魄 を 綴った 淀 鯉 出世 瀧德、 遊女の 死 を 哀悼した ものと して は 夕霧 阿波^ 渡、 全くの 本 • 想 

に 成る ものと して は 丹波與 作、 此等 は讀ん でも、 演じ 出しても、 今の 我等に は而， 闩 さう に H 心 はれる。 

その 當 時の 人 は 心中な り 駅 落な りの 露 事 實をも 一 應は 知って ゐて 見物す るので あれば、 ^外 M ハ 味が^ 

かった であらう。 何と なれば、 近 松 は 事件 を 如何に 戯曲 化し たかを 見て、 北ハの 巧拙 をお へながら：： 儿る 

とい ふが 如き は、 今の 我等の する ことで、 近松當 時の 人た ちの 劇に 對 する 考へ は、 ：^して八/の我等^^ 

に は嚴肅 でな く、 飽く迄も 娱 樂の爲 であった。 而 して、 仕組の 巧拙よりも 人形 や 太夫の 技に ほ と环と 

を 傾け、 多く は 其の 末節 をのみ 玩 賞した のであった。 此の こと は 歌舞伎に 於け る 役者. slT^i によって 

も 類推され る。 當然 のこと， ま 話 物の 演出 は 寫實が 肝要で、 服装 其の 他 も、 その^の 様に 擬 したので、 
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見物人に 取って はさう 珍しい 場面と いふ はなく、 時代物の 如くに 奔放な 想像力 を 動かして 味って 見る 

とい ふこと も出來 す、 自然 淋しい 食 ひ 足らない 心地が したで あらう。 文章 は實に 巧妙 を 極めて ゐて 

も、 人形の 上に は 表し 難く、 左まで 敎 養の 無かった 見物 は聽 いても その 意 は 汲み取れな いとい ふこと 

があった と ふ。 これが 世話物が 繰返しく 興行され なかった 所以で ある。 

◊ 時代物 槪觀 

時代物 はこれ に反して 場數が 多くて、 仕組が 大きに 變 化に 富み、 猛將 勇士 や 神仙 怪異 化 現の 類が 出 

て、 超人 ii 的の 業 をす るので、 局面 を轉換 する こと も 極めて 容易で、 作者が 時に 勝 乎な 纏め 方 をす 

る。 けれども、 時代と いふ 霧に 隔てられて ゐ るので、 うそと は 知りながら も、 見物の 我等 をな めて ゐ 

る ぞとは 忍 ひながら も、 つ ひ 面白く 感じて 笑 はされ もし、 泣かされ もす る。 もと/ \寫實 でない の 

で、 人形 ゃ機關 によって 思 ひ 切った 科 や 場面 を 見せる に 都合が よい。 近 松 は 比類な き 博識 家であった 

が、 當 代の 觀 客の 敎 養の 程度 を 十分に 知悉して ゐ たので、 史實 ゃ故寳 や 風習 典禮を 無視して、 た^た 

だ 面白 かるべく、 感動 を 起さし むべき を 標的と して 班 を 執った. - 總 じて は 政局 當事 者の 方針に 支配 さ 

れて、 忠孝 節義の 權 化の 如き 人物 を點 出して、 勸 善懲惡 主義に 作り上げて あるの だが、 件 本義 太夫 を 

五 近 松の 時代 淨瑶璃 
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始め 操 座の 關係者 I 同 は 彼 を 唯 一 無二の 指導者と して、 其の 作 を 演じ 生かす ことに 全力 をつ くした。 

自然 作者 も 演出 者 も 見物の 感動す る 時代物に は、 世話物 以上の 力 を 用 ひたので ある。 ょって^^！；：ら時代 

物に 就いて、 詩 村の 性質 や 曲の 構造 ゃ觀客 吸收の 手段 等 を 略述し、 それが 如何に 時の 人に 迎 へられ、 

また 後世への 模範と なった かの 一 端 を 述べて 見ようと 思 ふ。 説明 者から いへば 簡單で 人情の つんで ゐ 

る もの をよ そに、 ごたくして ゐる もの を說 くこと で、 甚だ 以て 不利で は あるが、 これが 近 松に 忠な 

る 所以で あり、 且つ 感謝の 意 を 表する ことになると 思考す る。 

. ◊ 詩 材 

そ もぐ 近 松の 時代物 は 如何なる 內容を 有つ ので あらう。 これ は その 詩材 とその 類別と によって 明 

かに せらるべき である。 先づ 系統的に 見て 類別す る ことが 第一 である。 換首 すれば 先行 藝の材 を 取つ 

て 如何に 近 松が 之 を 改善し たかを 見る ので ある。 もっと 分り やすくい へば、 先行 者の 畔 i 曲. 举 t 右 舞曲 

等から 取った もの は 何 か、 説經 から 取った もの 及び 之に 類似の もの は 何 か、 武勇 を 主眼に した 金平 

if 璃に 近い 物 は 何 か、 又 歌舞伎の 方から 來 たもの は 何かとい ふが 如くに、 詩 村の 系統 上から 兑る こと 

が 一 つの 方法で あり、 第二に は 詩材を 時代の 上から 兑て、 ト： 代物 • 王朝 物. 源平 物.； J" 我物. 太平 記 
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時代物. 江戶當 代物と いった やうな 類別の 下に 撿 討す るの も 一 つの 方法で ある。 而 して：：； 儿 に附屬 させ 

て、 性 Ic- の 上から は 時代 世話の 混合と いった やうな I 類 を 別に 立てる こと も 必要であって、 科舉 上に 

於ての 如く 一定の 規準に 基いて 截然たる 區分 は爲し 難い。 それで 此 等の 分類の 下に fSf する 作物 は 多 

いのに なると、 ある 一 類 だけで 七 數篇も あらう か。 一ばん 目につく のが、 ^曲 や 幸 若 舞曲から 出た 一 

類 だが、 これに 判官 物 •  $2 我物の 二 別が ある。 兩者 共に 戰亂の 多かった 窒町 時代に、 弱-?^ 问情 义は復 

籌の 快感と いった 心情が 上下 一般に 抱かれて ゐた結 謠曲ゃ i:if4 お 舞曲に 多く 作り出され、 江戶 時代 

に 入っても 同様な 人心で あつたが、 近 松に 至って 味と 變 化と 刺戟と 潤と に 富む も の に 作り 改められ 

て、 平家物語 や 義經記 曾 我物 語 等の 話が、 遣憾 なく 元祿 化せられ、 戯曲 化せられた のであった。 而し 

た 》p せん 

て判官物には源氏^！：！帽子折ゃ十ニ段を始として七八の作がぁり、 "我物に は 世 繼曾我 - s^^^  .  # 

我會 山 等十篇 程が 作り出された。 叉讅 曲と 幸 若 舞曲と に は、 前 二者 以外に 上古 以来の 古傳說 話が 多 

く 川 ひられて ゐて、 操 劇に 拔 るべき ものが 尠 からすあった。 博識で あり 炯^で ある 近 松 は、 何とて 之 

を 33- 遁 がさう、 探 用し 得る もの は 識くを 採らう とい ふが 如き 態度で、 幸 若 舞曲 特.！ ^の 村から 取って、 

m 明！ K 皇 職人 鑑* 百合 若 大臣 野 守 鏡 又は 大職 冠の 如き 作 を 出した。 一た び謠 曲に 取られた もので、 近 

松に よって 複雜 化された もの は 更に/ \ 多く ある。 それ 等 は 謠曲經 .E 物と でも 名づ くべき だが、 それ I 

近 松 9 時代 璃  ^ 
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もみ ぢがり  こもち  ふたご  . 

にも 佐々 木 先陣 • 松風 村雨 束帶鑑 • 蟬丸 • 絶 狩 劎本地 • 艇 山姥 • 井筒 業 平 河內通 • 雙生隅 田 川と いつ 

たもの が 十 幾篇か ある。 宗敎的 色彩 は此 等の 作に も 多少 は 出て ゐ るので あるが、 本 地 物と でも 名 づけ 

たい もの、 卽ち 伊呂波 物語 • 聖德 太子 繪傳 記. 釋迦 如来 誕生 會の 如き 類 は 信仰の 念 も 濃 やかで、 それ 

で 人情の 機微 を 穿つ ものに 作り立てられて ゐる。 た ビ說經 だけ は 好みに 合しなかった と见 えて、 當流 

小 栗 判官の 一作が ある だけで、 それ も 果して 近作の 作で あるか 否か 疑 はしい 心地が する" 近 松 はもと 

祭文 を 評して 花も實 もない ものと いって ゐ たが、 說經 にも さう 興味 を 有たなかった と兑 えて、 三 注 太 

あい- *) のれ か 

夫の 話 ゃ俊德 丸の 話、 愛護 若 等を淨 瑠璃に 作り かへ なかった。 察する 所 これら 定形 を備 へて ゐる もの 

に は 手 をつ けす、 自由に 想 を 構へ 得る 物に 眼 を 向けた のであった らう。 さて 見方 を轉 じて 時顺 の.^, か 

ら詩 材を說 いて 見る。 先づ擧 ぐべき は 上代 物で ある。 芝居に 大時代 物と いふ 言 紫が あるが、 此 所に は 

それと は 別で、 普通 歷史 でい ふ 上代から 取った ものに、 此の 名を附 ける ことにする。 祌 代からの もの 

に 素盞嗚 尊に 關 する 日本 振袖 始、 人皇の 世に 及んで 日本 武尊 吾妻 鑑、 浦島ハ半代記 • 天智天^^  •  ：^統天 

皇歌 軍法の 四 作、 これが 奈良朝 以前に 材を 求めた もので、 これに 次ぐ のが 奈良朝 だが、 近 松 はお^ 狼 

を味讀 しなかった と 見えて、 材を それに 求めて ゐ ない。 次 は 平安朝 時代 卽ち 王朝 時代で、 これ は 歌 物 

語の 多く 出た 時代であって 概ね 謠 曲に 採られ、 それが 近 松に よって 諸 所に 利用 せられて ゐる。 歌 物. 詰 
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に 次いで は 武勇 物 卽ち賴 光の 四天王 物で、 洒荐宣 子 枕 一一 一 n 葉 や 弘徽殿 鵜 羽 産 { 豕、 關 八州 驚 馬の 三 作が お 

る。 此の 次 はも はや 源平 時代で、 平家 一 族の 盛衰 を 細 叙した 平家物語 や 義經ゃ 曾 我の^ 蹟 は戯： m 詩 村 

の寶 it で、 謠 曲が 之 を 探り 盡 して ゐ るの だが、 近 松 は 巧に それ を 元 fi 化して 活用して ゐる こと は 驚く 

べき^で ある。 近 松 は 義經辨 慶十郞 五 郞朝比 奈等を 一切 元祿 式の 通人 ：1  小 客苦勞 人に 描き出し、 常 盤 や 

^や 虎 は，： 12 原 か 新 町の 廓 あたりの 太夫 天神 局 女 郞と異 る 所がな く、 頭から 男に g! れ かけて、 乎 練い 管 

で 相手の 男 を まろめ こむ 者に 寫し 出して ゐる。 これが 常 代人の 經驗を 刺-成して 大いに 歡迎 された ので 

あった。 次 は謠 曲の 完成され た 室町 幕府 時代に 關 する 材料 だが、 謠曲 がその 代の 事件 を 仕組む のに 遠 

慮した ので、 謠 曲 を ふんで 立った 古淨 瑞 璃 にも 此の 時代の 物は少 く、  .R 然近 松の 作に もさう 多く はな 

い。 けれども 太平 記讀 とて 之 を讀ん で、 くらし を 立てる 人 もあった 元 fi 時代、 徒然 草が 愛讀 された 元 

祿の 時代 だけに、 阿 新 丸 や 兼 好 や 今 川 了 俊 や 楠 家 や、 降って は 信 長 や 謙 信に 關 して 級った ものが あつ 

て、 合せて は 七 八篇か ある。 次 は 江戸時代で、 近 松に 取って は その 時代から 材料 をと るので ある。 m 

曲が その 時代 を 遠慮した と 同様な 用意の 下に 近 松 も餘り 多く を とらす、 怖に 島 原 一 揆ゃ國 性 爺 ゃ赤穗 

義士の 事蹟 位 を 取る に 止めた。 凡そ その 時代に 材を 取る とすれば、 諷刺 物が 最も 請ける 笞 だが、 これ 

に は 興行が 禁止され ると いふ 危險が 伴 ふので、 かの 高 m 御殿と いふが 本當 だとい ふ吉田 御殿と 五代 g 
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軍 綱吉の 生類 憐愁と を 綴った だけに 終った。. 前者 は 平家 女 護 島で、 大分 際どい 描冩に 富む。 今の^な j 

ら 何とか 制裁の 手が 延ばされ さうな 濃艷な 場面が ある。 後者 は相模 入道 千 匹 犬で、 これ も 深 酷 さ 加減 

は 相當な もの、 あの 一 代の 擧者 政治家た る 新 井 白 石 を 犬に して あり、 それが 白 石の 在世中な ので 一 寸 

驚かされる。 此等は 公儀 卽ち 幕府に 關係 ある 大事 件な ので、 世界 を 過去に 取って 一 切に ぼかし を かけ 

て ある。 次に 市井の出来事 を 綴った の はかの 世話物 だが、 石 川 五右衛門と 狩 野 元 信と 新 町の 遊女， fej の 

茨木 屋幸齋 との 三人の 事蹟に は 時代と 世話との 中間 叙述 を 試みて ある。 これが 前にい ふ 時代 世話で、 

空想 を たっぷり 交へ た 結果、 こんな 作と なった ので あらう。 他に は 歌舞伎から 借用した ものに 天 鼓が 

あり、 瀧 ロ橫^ を 綴った 娥歌 加留多、 こんな 類が 三 四 ある。 而 して 此等を 合^ すれば 時代物が 八 I 篇 

近く も あると 閜 かば、. その 取材が 如何に 廣汎 であるか は 十分に 知られる であらう。 此の 多數の 作が 人 

情味 豐富 に 元 ft 人に 感動 を與 へる やうに 仕組み 且つ 綴られて ゐ るので ある。 

◊ 構 造 

さて 其の 各篇の 構造 はどうで あつたか。 世話物 はすべ て 上中下の 三卷 から 出来、 時代物 は槪ね 191 

から 第五までの 五段から 成り、 三 段から 成る もの も 四 五篇は あると いへば 問 遠がない。 此の1^-段形式 


は 全く 讅 曲に 於て、 序 破< ぼの 三部 を 立て、 其の 中心 をな す 破の 部 を、 更に 序 破へ 一:- の 三に 分って 綴る と 

いふ 方式， かの 世 阿 彌元淸 の 大成した 跡 を 追った ものである。 それで 文の 絢爛 巧緻 は 道行と 景 事と： I： 

何|^^§:しとかに於て曲盡することになってゐたが、 それ 等は必 すし もどの 段に とい ふ 定まりが なく、 世 

話 物に はいきな り 道行から 始まる ものが あり、 時代物に は 終の 第：. 段に 道行の ある もの も あると いつ 

た 工合、 景事も 何々^ しも 亦 同様であった" 但し 五段 物に 於て は 華やかな 廓 場 は 多く i が 二 段に 配し、 

最も 人 を 感動せ しむる 所 を 屮央卽 ち 破の 破に S  くこと にして ある。 所謂 三 切れ §： の n がそれ で、 此の 

處 はし つ かりした 太夫 や 人形 遣が 受持 つ ことにな つて ゐた。 

◊ 敍 述 

序と して 此 等の 作 は 如何なる 叙述に 成る か を 述べなければ ならぬ。 と 故實を 無視して ゐ るの 

で、 用語な ど はまる で，：！： 山、 名 こそ は 過去の 英雄 偉人で あれ、 其の 生活 狀態ゃ 服装 や 心 持 は 元 ft 人と 

殆ど 變り のない 者に して ある。 ぉ姬 様で も おぼこ 娘で も 男に 逢へば _ ^に 持ち かける。 是は 人形 を 操る 

ので あるから， 殊 にさう させた ので あらう が、 此の はすつ ばな 浮いた 心 は元祿 女の 誰に も 宿って ゐ 

たので 請けた ので あると 思 ふ。 緣談 が出來 たのに 式が 後れる ので 遠し くて たまらない、 一 R も：： 十め 

五 近 松の 時代^？? 璃 
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て くれと 自分で 催促に 來 るお 姬様も あれば 村の 娘 も ある。 腰元と 小姓との 跃落 や、 道で 伴れ になって 

すぐ 屮 Z 來て しま ふ 男女 や、 戀に 上下の 隔の ない 取組 を 極めて 寫實 的に 描寫 して ある。 それ 等が 兀 祿 

人の 心 持に 近かった ので 見物 は 喜んだ ので ある。 

活 歷と稱 して 史實ゃ 故實の 詮義立 をして 本物の 馬に 乘 つて 舞 臺へ 出、 馬が 小便 をした ので 困った と 

いふの は それ は 明治の 一 一十 何年 かの 事で ある。 苦勞 人の 近 松 は その 世の 見物人と 與行 主の 懷 H 合と を 

考へ て 破綻の 起らぬ やうに する えらものであった。 人 を 食った とい へば 食った ので も あらう が、 ハ M 朝 

と惡 源太義 平と に 一騎 打の 勝負 を させたり、 西 光の 代りに 辨慶 をして 淸 盛と 問答 をさせる 位 は 何とも 

思って ゐ ない。 大織冠 鎌足 時代に 唐人が 行列 を 立てて 來て 土産の 品 は 華 原 Ivt 泗濱石 面向不背の； 十； の 外 

に 象が 一 匹 虎 豹が 二 匹、 花の 咬く 根の ある 伽羅が 五本、 實 のなる 枝 珊瑚 樹が 十本、 のた け.； ハ寸の 小 

人 島の 夫婦、 废獅 の 蒲團 三十 枚、 赤 栴攛の 水 風 KI 桶、 命々 鳥の ひよ子、 孔子 自 の 論 大ゅ、 一 

里 四方の 毛氈 百 枚、 五色の 氷砂糖 千 斤、 八疊 敷の 落雁 二 箱、 八 尺 廻りの 金 米辦ー 折、 麒麟の 粕淸、 0 

堕の 人魚に 龍 門の 生 鯉なん どと 書き も 書いたり でたらめ をと いひたい。 こんなよ い 加減な 敍述は 大抵 

もん， Ti  く 

の 作に ある。 又 文 作と て ふざけた 系圖ゃ 騒ぎの 言 立なん どが あれこれの 作に 見えて、 兑 物が 之 を歡迎 

したので あった。 力 わざ は どの 作に も 緩 込んで あると もい ひたい。 大木の 松を极 こぎに して 敵 を 打^ 


― 350 


ますと いふ 勇士た ちに、 首 引 を させたり、 草 指曳を させたり、 馬 や 卒塔婆の. a 合 もさせる。 惡黨 はお 

ほむね 最後に 首 を引拔 かれる。 さう かと 思へば、 廓 場 は 大きに 寫 實描寫 で、 大礎 あたり は 新町& 原と 

何の 變る所 もない。 女郎の 名 寄せ 位なら まだし も だが、 手練 手 や 錦の 裘の 暴露 は遣憾 なく 描き出し 

て ある。 それば かり か 下級の 遊女、 宿々 の 飯 盛 女の 生活 迄を敍 して あるのに は、 兑物も m わ 出 を 禁じ 兼 

ねた ことで あらう。 泣かせる 所に は うんと 泣かせ、 笑 はせ る 所に は 腹 を か.^ へさせて、 情の 轉換 とい 

ふこと に は 申 分な き 仕組に 出來 上って ゐる。 

當 時の 歌舞伎 役者に は 立 役 • 敵役 • 若 女方 • 若衆 方 • 道化方 . 花 車 方 • 親 仁 方 • 子方と 立派に 分業 

になって ゐた。 近 松 は當初 歌舞伎に 力を入れ、 中年 後に 至って 淨 瑠璃に 主力 を 用 ひたので あって、 歌 

舞 伎の 方で 當 てた 所 を 人形に 移さう とした。 それから 後 は 人形 遣の 上に も 此の 分業が はっきりと 現れ 

て、 歌舞伎に 劣らない 複雜な 作が 出る ことと なった。 

◊ 曲節の 集成 

當然 のこと 作者 は 曲節の 上に 變化 があって 觀 客が 聽き あかぬ やうに 工夫し、 人形 を 遣 ふ 上に も 利便 

なやう に 立案す べきで、 近 松 は それに 注意 を 怠らす、 SI 曲 や 舞曲、 和譜ゃ 祭文 等の 語句の S: 入に よつ 一 

五 近 松の 時代 淨瑠瑰  ^ 
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て 古来の フシ を 保存せ しめ、 その 時代の 流行歌 ゃ勞 働に 怦ふ 歌、 例へば 舟 阳ぐ 馬子^. 木 やり •  >H 踏 • 

捧 打の 唄な ど を 綴り 入れ、 門 附物貰 ひの 歌、 すな はち 正月の 萬 歳 や 春 駒. 大黑 舞の 類から 始めて、 敲 • 

猿 廻 • 門說經 • 相の 山 • 歌念怫 • 巡禮歌 • 盆 踊 歌な ど は 同より、 鉢敲 や、 年の ii* の 疫拂の 文.！？ 迄も收 

め 入れ、 他方に は 歌舞伎の 所作事 用の 歌 も 多く 取 入れた。 江戶淨 瑠璃の 文句 を も 引用した。 詩 村 は 上 

下 二 千 幾 百年に わたり、 文句 は 十：： 今 雅俗の 渾融に 成り、 作 中の 人物 は 槪ね元 fi 人の 心を備 へて ゐ ると 

いふので あれば、 義太夫 等の 語 手 や 三味線 ひきの 竹澤 權右衞 門 等 作曲者の 苦心 も實 に容 H 勿なら ぬ 辜で 

あつたと 思 ふ。 今の 我等が 長唄 や 猙瑶璃 の 文 を 綴る とすれば、 踊 や n 說ゃ轉 調 上の 都合 も考 へて、 ま 

ひ 手 又は 語り手の 特長 を發 揮し 得る こと を 努める。 作曲 は 三味線 方の 人が 多く これに 《：：H るが、 作 =s お 

が 文句の 作者 から^に 說 明して 貰はなくて も 手の つくもの が 最もよ く 成功す る。 近 松と 作曲者との 

に は 十分 此の 了解が 存在した。 いや 義太夫 等 は 近 松に 指導され た。 近 松が gg つた 目 も あやの、 あの 文 

章に は 決して 平凡な 變化 のない 曲は附 けられす して、 再三 近 松に 文意 を說 明して K つて は フシ を附け 

たこと が 想 見され る。 

◊ 結 語 


回顧 すれば 我が 國に 於て 古 說話ゃ 談の 上に 音樂の 結びつけられ たの は 平 曲 を 以て 第一 とし、 畔 ^ 曲 

に 於て を 第二と し、 淨瑞埚 に 於て を 第三と する。 而 して 最も^ 成の 廣く 且つ 深き は 義太夫節 を 以て 最 

第一 とする。 現今 邦樂 各派の フシ は 悉皆 義太夫節の 中に 求め 得られる と稱 せられて ゐる。 此の 一事に 

徴 しても 集大成の 實の擧 つて ゐる こと を 知 了し 得る であらう。 それで その 集大成 は 作者の 近 松が 之 を 

强ひ 且つ 指導した ことが 基礎に なって ゐる こと は、 上 來說く 所で 明白々 であらう。 

しかしながら 操 芝居の 最 全盛期 は、 次の 竹 田 出 雲 や 並木 宗輔. 三 好松洛 等が 作者と して 立ち、 三人 

m 人時に 五六 人で 合作した 時代であった。 今 も 繰 返す 蘆 屋道滿 大內鑑 や 平 假名 盛衰 記 や 假名 手本 忠臣 

藏 • 菅 原傳授 手習鑑 • 義經千 本 櫻 等 は 皆 此の 近 松 以後の 延 享寬延 といった 時代に 演ぜられ たので あつ 

た。 けれども それら は 屋上に 屋を 架して 人の 意表に 出る こと をのみ 努めて、 決して 近 松の 作の 如く、 

筋の よく 通り かつ 纏って ゐる もので なく、 後に は 趣向に 窮 して 一時 衰退の 色 を發し * 栂 の 作者 近 松 

半 二に よって、 本朝 1 一十 四 孝 や 關取千 兩熾ゃ 近 江 源氏 先陣 館 • 妹 背 山 婦女 庭訓 等が 作り出されて 輕く 

はく ひ 止めて 見た が、 遂に 繼績 が出來 す、 さしもの 竹 本 座 も返轉 しなければ ならなかった ので ある。 

今 操 芝居 や 歌舞伎 芝居に 於て 近 松の 原作 通りに 演 する もの はいくら も 無い。 國性 爺の 樓 門の 場、 娠 

山姥の 八重 桐の 廓 話の 場の 類 四 五に 止まる らしい が、 前に 擧 げた 近 松 以後の 當り作 も 想 を 近 松に 借り 

五 近 松の 時代！ ^ぼ？？ 璃 
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てゐる 處が少 からす ある。 かの 時雨の 炬燒ゃ 封印 切、 重の 井子 別れ 等 は、 誰も 知る が 如く 近 松の 作 を 

殆ど 其の儘に 演 する ものである。 更にい へば 寶曆 以降の 戀 女房 染分 手綱 や、 名築倾 城鑑、 薩摩 歌妓鑑 

こ ひのお もに 

や、 お 初 德兵衞 曾极崎 模様、 京 羽二重 娘氣 質、 心中 紙屋 治 兵衞、 夏 浴衣 淸十 郞染、 博 多織戀 ，，.： 等 は 何 

れも近 松の 作 を 作り 改めて 拙劣な ものにし たもの だが、 進歩して 來た 人形の 技 を 示す 上に は那 合が よ 

く出來 たので、 却って これが 繰返し- ^興行され た。 而 して 近 松の 原作の ま &に演 する こと は、 明治 

の 三. ー 年代から 四十 年代に かけて 新派の 俳優 や 女優 達に よって 行 はれ、 時に 舊 派の 役者に よって 大舞 

臺 でも 演ぜられる ことと なった。 曾 根 崎 心中 • 鐽の權 三 東 帷子 • 堀川 波の 鼓 • 淀 鯉 出世 瀧德 • 心中 H< 

の 網き？  • 女 殺 油 地獄の 類 世話物が 多く 出た が、 時代物に も 吉野都 女 楠 や 碁盤 太平 記が： § ぜられ たこと 

は 諸人の 記憶に 新な ことで あらう。 私 は 新人の 喜ぶ 新作の 興行 を も歡迎 する が、 近 松の 作 ももつ と復 

輿 させて 演出 を するがよいと 思 ふ。 

今や 我が 國は第 四 次 目の 集大成 をな すべき 時期に 到達して ゐる。 現代人の 敎養 ある^の すべての 歡 

迎 すべき 新 音樂新 演劇 作成の 必要 は唱 へられて からもう 三十 年 以上 を經 過して ゐる. - 必？ 女は滿 される 

のが 原則 だが、 偉人の 出現 を俟 つての み滿 される 藝 術に 關 して は、 滿 たされる 時の 兑^ めが つきさう 

もない。 S し國際 聯盟 脫退 問題に 當 面しても 國民 一同が 歩調 を亂 さす 正義の 上に 立って、 いざと いへ 
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ば鐵と 血と による 解決 を も 版 はぬ といって 立つ 此の際に 於て、 邦 樂ゃ邦 劇界の 功勞 者に 對 して 表彰 を 

行 ひ 且つ 其の 感謝 デ I を 設けて， 過去の 藝術 家に も 改めて 感謝 をしょう とい ふ 程の 餘裕が あるので あ 

れば、 遠から す 第 四 次の 集成 も 行 はるべく、 又 行 はれなければ ならぬ こと を 思 ひ、 新 近 松、 新 義太夫 

等の 繽出 せんこと を 希望す ると 共に、 1 1 百年の 昔に 於て 偉大なる 範を 垂れた 近 松に 向って 改めて 北 ハの 

功績 を 感謝した いと 思 ふ。 


五 近 松の 時代^ 瑠璃 
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六 役者 評判 記 

I 槪  き n 

役者 評判記 は 歌舞伎 劇の 研究に とって は 無上の 貴重 資料で ある。 もし これが 無かった なら、 極めて 

稀に 存 する 艙入 狂言 本 や、 番附 や、 諸家の 見聞 錄ゃ、 日 乘隨筆 等のう ちから、 零細な 記事 を も 贯资視 

して 拾ひ來 り、 煩琪な 考證と 奔放な 想像と を 以て、 史 なり 論な り を 組立て なければ ならぬ であらう。 

しかして その 苦心の 餘. に 成った もの も、 其の 確 實性は 評判記 を 基礎と する ものの 半ばに も 達し E£ ない 

であらう。 されば 役者 評判記 を 有する 我等 は惠 まれて ゐる とい はなければ ならぬ。 それが 歌舞伎 劇の 

形成 後の 一 一 百年 間に 四百 幾 十 部 愛 千 幾百册 とい ふ 多種 多量の 物が 刊行 せられて ゐ ると 聞いたなら、 誰 

人 も 驚と 悅とを 禁じ 得ないで あらう。 殊に かくの 如き 長年 月に I«i つて 觀 者の 感銘 を 記録した もの は、 

東西の 諸國を 通じて 類例の 無い こと を 知ったなら" そぞろに 淚ぐ ましい 迄に 感謝 をした くなる であら 

う。 
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役者 評判記 は 多數兑 物の 意見 を徵 して、 其の 歎赏 する J^、 批難す る 所、 要望す る 所、 斥 非す る 所 を 

列擧 した もので ない。 劇通 子 一 人、 多くて 兩三 子の 筆に 成った ものである。 隨っ て 創作 分子の 多い こ 

とを考 へなければ ならぬ。 當然 史料と しての 價値 は輕減 せらるべき である。 けれども それ は 決して 一 

家の 放.； 一一 口で はない。 多く は 世故 を閱 して 來た 苦勞 人が 頭取と なって、 ：ぉ士 町人 北ハ 他の 男女 老壯 等に 忌 

諱 なく 意見 を 交換せ しめる とい ふ 様式の 下に 品評が 試みられて ゐる。 それにしても 偏好 は 避け 難い も 

の だとの 憾は あらう が、 世に 賫れた 品であった こと を考 へれば、 必す や！^ 當性を 有して ゐ たもので あ 

るべ く、 史料と しても 決して 恥 かしから ぬ ものであると しなければ ならぬ。 

元來 演劇 は 見 かつ 聞く ものであって、 其の 脚本 ゃ筋窨 を讀ん でも、 與味は 索然と して 目^の 幾分の 

1 にも 達する もので ない。 隨 つて 之 を味讀 する 者が 尠ぃ。 5^ ん やその 評判記 を や。 之 を 手に する おは 

千 百 人中に 辛うじて 一 人 を 得べ く、 その 人た る ゃ必す 劇の 研究 であり、 然ら ざれば 古 寄 や 古 畫に淫 

する 人で ある。 少く とも 往時の 刊行物た る 評判記 を 縮く 現代人に 對 して は、 かう いへ るので ある。 私 

はこ こに 现時 興行の 劇 を視て 喜ばう とする 人の 爲に、 此の 稿 を 起した のでな く、 往時の 歌舞伎 劇 を 研 

究 しょうと する 人の 爲 にす るので ある。 よって 一般人の 倦怠すべき や 否や を 顧慮せ す、 名 を 問けば 面 

白 さう で、 其の 寶は 極めて 花やかで ない 此の 役者 評判記 を 沿 . 體様 。 窨目 年表の 三に 分って 說明を 

六 役者 評判記 
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致す であらう。 但し 筆 を 執る 以上 は讀者 をして 誤解せ しめぬ 限りに 於て、 卽ち 引例 や 短評 や isg 赂 やに 

於て、 努めて 興味の 饒 多なる べき を圖 るで あらう。 

2 沿 革 

役者 評判記 は 遊女の 評判記に 模 ねて 起った ものである。 最も 古いの は 「役者の 曄」 ニ卷 で、 明 勝 二 

年の 刊行 だとい ふが、 寓： = した ことがない。 之に 次いで は、 萬 治 年間の 版行と 稱 する 「野郎 虫」 京都 

版の 中 本ー卷 で、 卷 末に 四 ni: 上句 正 本屋 五郎兵衛 開 板と ある ものである。 これと 共に 擧 ぐべき は、 男 

色 大鑑の 卷 五に 「ほめ 草野郞 虫に も、 この 身の 事 あだに は *1 す」 と ある 「ほめ 草」 だが、. これ もま だ 

むきと ころ  えん. ^5 の とぜんぐ さ 

見た ことがない。 次の 寬文 年間に 入って は剝 野老. 赤 烏帽子 • 野郎 大怫. 垣 下 徒然 草 等の 外に、 野良 

古た、 みや それ を 難 じた もの や、 一本 草 等が 出、 延寳 年中に は 一年間に 三部 も 部 も 出た ことがあ 

り、 此の 形勢 は 大した 失墜 もな く續 いた。 さう して、 貞享 元祿に 入って は、 眞の評 刺 記と して 尊 東す 

べき ものが 年々 繽々 として 刊行 せられた。 

◊ 野郞 評判記 
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萬 治より 延寳の 末年 あたり 迄の もの は、 總 ベて 野郎 役お に關 する もので、 技に おいて はす、 尊ら 

姿 色 を 品評した ものである。 遊女 評判記と 同様、 その 道の *? に 需要され て 供給した の だが、 野郎の 名 

と 年と 抱 主と を 示す ことに 於て 手 落が なく、 遊女 同様 譜 歎の 维を惜 む 所な く 走らせて ある。 詳細 は^ 

様の 部に 於て 述べる ことと し、 此 所に は 書名 又は 序跌 等に 內容を 語りき かせる ものの ある 一 端 だけ を 

告げる であらう， - 野郞 虫の 序に かう ある。 

やらう むしと いふ もの は、 年の^、 十五 六の 人の 大きさ 計に て、 手足 口 鼻み >1 め を そな へ、 かしらに は、 く 

り や- r 'ざん 

ろ づきん を かづきて、 紙 鬧圆山 1^ 山 あた リへ とびめ ぐリ て、 人の きんちゃく をね らふ 也と いふ。 それ は 四 條 

か はらの かぶき 子の 事に て 候 はぬ かとい へば、 大手 をう つて わら ひて、 されば とよ、 その かぶき 子と いふ も 

こ を 

の、 去年 ことし 就レ巾 はびこりて、 いやしき ゑった 乞食の 子 共の、 はなけ だかく むまれ たる をと リ あげて、 

かほに，：：： 粉 をた へ さず、 羅錢の 衣 を、 身に まと はせ て、 舞 i-s おに 出して、 まひうた はすれば、 老^ E 力 か * こし を 

さく 

ぬかし 御作ち よい，^ しにます ると、 聲^. - によば はる。 口にい ふの みか は、 かの やつばらのと ろと ろ まな 

こに、 たらされて、 しば ゐ 終れば * ひんが し 山に ともな ひ， あんだの リ物 にの せられて、 はいく をろ せく 

とい さみす、 む、 奴 も かたじけない、 おなさけ かな、 一夜の ちぎ リに、 あまたの 金銀め しあげら るれば 身 體 

日々 に をと ろへ、 寺々 の ひょうきん 憎 共 は、 かひた く はあり、 かね はなし、 代々 寺に つた はる 什 もつ のかけ 

六 役者 評判記 
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物、 ちゃのゆの 逍具 をう リ、 それにて たら ざれ は 竹 木 をき U た をし、 其 あた ひに て やらう を かふ、  

序文に は、 かくの 如く 弊の 恐るべき を說き 示しながら、 傅に は 及ぶ たけの 誘惑 をして ゐる。 戰！： 時 

代の 餘習 か、 女人禁制の^^侶の践區した爲か、 女に 飽きた 遊蕩 者が 多かった 結 か、 ともかくも 變態 

性 愁^の 多かった 世で、 此の 誨淫の 宿が、 遊女 評 刹 記と 同じく 迎 へられた のであった。 E;^ もこれ に は 

！ 藝 を賞づ るが 爲 にと いふ 美名の 下 


に隱れ 得る 利便 もあった。 .Gn 然こ 

れが相 當に購 ひ 求められ たこと も 

想像され るので ある。 

野郎 虫と ぃふ嘗 名 は、 一 の 蟹 

が、 剝野老 も 亦 それで ある。 石 塚 

豐 芥子 は、 その 所藏 S: の始に 一 紙 

を 加 へ て かう 記して ゐる。 

一 剝， A 老と云 ふ 外 题は此 s^, 酐老を 

お 一して 茶^子に 出す。 .2^ をむ くと 


大 


ぶ a 


i 


ん 

ま- 


ぜ輕 

， ¥, ノ.， 


4  ^1  -ゝ ，、, 

f《>  尊 ゥ  >  ン 

-ゲー お i\(.^c  //一く  ノ， 

Ji  IFJ 


上 


至て 色 n く， 入. E:.K なる ゆへ に 舞 

子の 氣置 のよ きに なぞ-り へて、 か 

く は 名 づけし なる ベ し。 

ところ  やら ふ 

义野老 を 野 老と云 故に 野 郞野老 の 


音 


ひ ところ 

よりて、 ^^野老と せし もの 


か。 總て此 ころ は 役者の 事 を 野郎 

と稱 せし 也。 

又此 節の 評判記 は、 藝 道に は あま 

りか、 わらず、 只 見め 形ち のよ き 

を譽 しのみ なり。 男色の 盛なる こ 

と n;i- にて しる ベ し。 


夭 保 六 半に 誌した もの だが、 補 造の 必： のない 說明 であれば、 私 は 一 語 を も 添へ ない ことにする。 野 

郞 歌舞伎 以前に 若衆 歌舞伎が あり、 その 前に 女歌舞伎が あった。 此等は 出 雲の 阿國が 創始の 跡 を 追つ 

て、 次々 に 出た の だが、 藝の銜 惑 以外に 寶 色と いふ 餘 弊が あって、 數年 にして は 禁ぜられた。 殊に 若 

衆 歌舞伎に 至って は士 共に 耽溺した ので、 承應 元年 七月 法度に なり、 翌ニ 年から は 舞臺に 出る 少年 

六 役者 評判記 
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3 

に は 一 切 前髮を 剃り 落させた。 之 を 野郎と 呼んだ。 薩 摩の 野郎 姿に 似た からだと もい ふ。 顔の 様子が I 

奇異で、 环を 切った 猫の やうに 見えた ので、 血の 淚を 流して 慨 く？^ もあった が、 額の 上に 結 頭巾すな 

はち 野郞 帽子 を 着ける に 至って、 却って 新しい 姿に 見えて、 また これに 血 を わかす 者が 多かった。 明 

曆萬 治より 寬 文の 初まで は 其の 野郎 歌舞伎の 全盛 時で ある。 明曆 一 一年に 役者 の^が 刊行され たと すれ 

ば、 それ は野郞 役者の 姿 色 評で あつたと 定めても 問 違 は あるまい。 前記の 野郞 虫と 釗野老 と は Is! に 共 

の 弊 寄の 恐るべき 時代に 板 行され たので ある。 京都で は 寛 文 元年に 共の 根を斷 たうと しておから 制裁 

の 手 を 下した。 すると 野郎 ども は 江戸 や 伊勢の 神 都に 移 居して 冶 艷の姿 色で 眩惑に 力めた。 寬文ニ 年 

に江戶 から 前記の 剝針老 が 出、 翌 三年の 夏に 伊勢で 赤 烏帽子が 出 板 きれた ので ある。 後者 は 古.^ と屮 

の 地蔵の 芝居に 出た 野郎 役者 三 拾 四 人 を 評した もので、 如是 亭我聞 子と いふ 人の 後 序が ある。 野郞は 

到底 禁遏 しっくし 難く、 其の 品評 書 も ぼつく 出、 寬文十 一 年に は 花 村 幸 助 一 人 を？ 歎した 一 木 草 さ 

へ 出た。 

◊ 姿 色 本位 評と 技藝 本位 評 

延賛犬 和 頃から 元祿の 中年に かけて、 姿 色と 共に 技能 をも玩 賞す る ことにな り、 役お； 評 利 記 もお の 
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づ から 相 分れる ことと なった。 お 郞三座 I は (貞享 元 年刊) 蓑 張 草 0 兀祿四 年刊) 雨 夜 三！^ 機嫌 (元 祿 

六 年刊) 姿 記 評 林 (元 綠 十三 年刊) 等 は 姿 色 本位 評の 代表者で、 難 波立 聞 昔 語 (貞享 三 年刊) 野郎 立 

役 舞 臺大鏡 (貞享 四 年刊) 等 は技藝 品評 木 位の 代表者と 兒 なすべく、 京大 阪役， S<; ともぐい 評！： (元祿 

十 年刊) も 此の 一 類と 0 すべきで ある。 三 鹿 詫 は 天照大神 • 八幡. 春 日の 三 社の 詰宜 をもぢ つた もの、 

蓑 張 草 は 反故の 意で、 ^紙 や 桐油 合羽の 下 張に 佻すべき 無用の 書き物と いふ こと、 雨 夜 三！^ は 水道の 

水、 難 波の 水、 白河の水卽ち三都の水を 一 盃づ っ三盃を\1^まぬ人のならぬ181|-の品々を.：1^-めたとぃふの 

でかう 名 づけた のであった.^ 姿 記の 史 記から 出た こと は 巾す まで も あるまい。 何れも 作^ は^ 名で あ 

る. - その ふざけた 名 は 一 々に此 所に 擧げる ことの 煩 はし さ を 避けて、 書目 年表の 部に 諼 るリ 難 波立 ira 

昔 語 は 上述の ものに 反して、 姿 色 をよ そに 技藝を 主にして、 共の 給金 や 年 龄をも 記した。 加 ふるに： g 

見 世 狂言の 舞臺 光景より 始めて、 中 狂言 切 狂言 等の 舞臺面 を揷綺 にして あるの が うれしい。 野郎 虫以 

來舞 臺函を 示す ことが 無い ので はない が、 これに 至って 鮮明の 極致 を 見せて ゐる。 次の 野郎 立^ 舞臺 

大 鏡に 至って は、 特に 立 役と 斷 つて あるが 如く、 野郎の 前に 立 役 を 細かに 批評して ある。 立 役 は 劇 一 

篇の 主耍な 地位に 立って、 葛藤の S4< や 局面の 轉換 や、 終の 解：^ に 向って 重大な 役目 を演 する ものの 

ことで ある。 此の 書 は 共の 人た ちの 技能 を 評論して、 後來 によき 範を 示した 處の、 最も 注目すべく 且 
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っ譜赏 すべき 立派な 著作物で ある。 外題に は 役者 大評 1： とだけ あって、 大阪 の- M 三 右衞門 座. 荒木 與 

次 兵衞座 • 大和 屋甚丘 〈衞 座 • 京の- M 三 郞四郞 座 等へ 出勤す る 俳優、 立 役 三十 六 人、 若衆 方 一 一 十 人に 就 

いて 細 評 を 下して ある。 これ は 貞享四 丁 卯の 歳の 版行で あるが、 翌元祿 元年 戊辰、 翌々 元 fi 二 年己已 

以下に は、 右の 大鏡を 基礎と して、 これに 些少の 筆 を 加へ て、 役者 辰 鑑 • 役者 己 鑑. 役者 午鑑. 役者 未 

鑑と题 して 刊行した のであった。 而 して 元 綠 五 年に 至って は、 特に 役者 大鑑 合 彩と 題して、 女方 K 女 

方 合せて 二十 三人、 若衆 方 十四 人、 立 役 二十 人、 敵役 五 人、 道化 二人の 評 を 載せて ゐる。 女方の 水木 

辰 之 助 • 荻 野 左 馬之丞 • 袖 崎哥流 • 芳澤 あやめ • 若衆 方の 櫻 山林 之 助 • 村 上 竹之丞 • 山下ネ 三郞 • 小 

野 川 宇 源 次、 立 役と して は 山 下半 左衞門 • 大和 屋甚 兵衞 • ，ぼ 三 右衛門 • 藤 田 小 平 次 . 井 半叫郞 • 荒 

木與次 兵衞 • 坂 m 藤 十郞、 實 方の 竹 島 幸 左衞門 • 柴崎林 左衞門 • 小 佐 川 軍； 右衛門、 武道の 膝 川 武左衞 

門、 敵役お として 篠塚次 郞左衞 門. 三 原 十 太夫 • 田 村 又 右衛門 • 小 野 山 宇治 右衛門、 道化方の 山出^ 

八 *恍 渡 島傳八 等當代 京阪 在勤の 目 ぼしい 人 を 品評して 剩す處 のない ものであった。 而 して 略 同等に 

榮 えて ゐ た江戶 の 俳優 を 漏して ゐる ことに 至って は 一 大缺點 としなければ ならぬ。 然るに 一： 儿 綠，； ハ.^ に 

なって 役者 三 國酉鑑 が 出た。 未見の 書ながら、 三國と あるに よって 江戶 役-おの 網羅され てゐる ことが 

想兑 される。 何と なれば 此の 年の 雨 夜三盃 機嫌に 三 都の 役-おが 品評され て 居り、 爾後の 三！： と ある も 
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の は 三 都 を 意味して ゐ るからで ある， - 酉 II 以後 も华々 多少の 改正 を 加へ て は 刊行した が、 最初 刊行の 

時から は 幾年 かを經 て、 役^の 技の 上に も黑 白の 相 遠 を 生す るに 至った。 そこで 元祿十 一年に 至り、 

十 一 月 恒例の 顔 見 世 狂言が 行 はれた 後に、 三 都の 役お の 技 を 品評して 三 國舞臺 鏡と 題して 刊行した。 

これは大ぃに藝に119^きを置ぃたもので、 役者 評 1： 記と しての I 進歩で あつたが、 まだ 諸道 具の 圖を示 

し.^ り、 役者の^ 名 寄ゃ紋 しに も 力 を 用 ひて、 まだぐ いくらか 不純の 點 があった。 

◊ 八文字 屋 評判記の 出現 

一： 儿 fi 十！  K キの 三月に 及んで、 京の 八文字 屋 八左衞 E: から 三 都の 役者 を 細 評した 書、 役者 口三味線 三 

冊が 刊行され た。 これが 以後 氷く 繼鑌 される 八文字 厘 役者 評 1： 記の 最初の ものであって、 體 機が 整然 

として 1:15 り、 評の 妥當 曲盡 等に 於ても 空^と 稱 すべき ものであった。 執筆者 は 後に 詳述す ると ころの 

江 島其磧 である。 

常時 俳優の 分業 は 割 然として、 

立 役 ^役 造 外 親方 若 女方 若衆 方 花 車 方 

の 六に 分れて ゐた。 ？仅者 口三味線 は 此の 一 娘 分の 下にお の 排列 順 を 追うて 主 立ちの 役者に 評 を 下して ゐ 
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る。 如何に その 技藝 方面 を 主にし たかは、 若 女方 若衆 方 を 後に し て あるの 一 事に も 知られる であら 

う. - 當時又 俳優の 技の 巧拙に よって 其の 地位に 位 付 をす るの が 習 はしで、 これに 上中下の I 二階 を 設け 

更に 細別して、 

上上 古  上上  上  中ノ上  中 

の 如くに 分った。 しかして これ 以下の ものに は 概ね 藝名 だけ を 掲げて、 共の 頭に 位 付 を しないの が 通 

例であった。 此の 位 付 は 前に 述べた 貞享四 年刊の 野郎 立 役 舞臺大 鏡から 始まった らしい。 

元 fi はわが 歌舞伎 劇の 完成 期であった。 少 くと も煥發 期であった。 三 都 共に 名優と 稱 すべき ものの 

輩出した 時代で ある。 彼等 は 三 都の 間 を往來 して 技を觀 せた ので あり、 殊に 京 火阪の にあって は 交 

替 せしめる ことが 緊要な 輿 行政 策であった。 江戶 はまた 若 女方に 乏しくて 之 を 京阪に 仰いだ ので あつ 

た。 自然 三 都 各 專屬の 俳優 を 有して ゐ たので はない が、 凡そ は 定まって ゐた。 何れも 北 ハの 出生地が 极 

據 となった。 俳優 自身の 愛鄕 心も與 つて ゐ たので あらう が、 それより は 所の ま M 述屮 がさうな らしめ 

たのであって、 藝 術に 領域 は 無い ものながら さうなら しめたの は 人 自然の 趨勢であった ので ある。 

口三味線に 揭げて あるの は 江戸 役者の 中 村 七三 郞が 上京中で あつたが 爲に、 京役^<;の部に加へてぁる 

の を 除いて 考 へれば、 お ほよ そ は 宜しき に 合する ものである。 よって、 三 都に 分ち、 卑ら 上の 位附以 
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評判記の 地元 だけに、 京都 役者に 對 してや、 俊 遇 をした 嫌 は あるが * 凡そ は： 止しかった ので あらう。 

此の 十二 年 正月、 安樂 坊と 名のる が、 菊 之 離 架と 題して 早 雪 座の 役者 を 評し、 都 一 5! 太夫 座の は 鋸 末 

布袋 屋 座の は 武藏鏺 と 題し 以上 三 座 分 を合卷 にして 苗代 水と 外題 を附 け、 京 は 二 條通寺 町 西へ 入 町の 

正 本屋 喜右衞 門に 版行 させた。 私 は 其のう ちの 鋸 末 だけ を晃 たが、 それに も 

上上 吉 立 役 坂 E 藤十郎  上上 吉 女方 霧 波 千 じゅ 

上 立 役 柴^ 林 左衞門  上 t お 女方 岩 井 左 源 太 

上 敞役 藤川武 左衞門  上 ^衆 方 村 上 竹之丞 

上上 吉^ 外方 金子 古 左衞門  上 若 女方 上村吉 三 郞 

とあって、 2^|ハる所は千じゅ吉三郞の雨人が 一段 高く 優遇せられ、 竹 之丞が 一 段 低く 評惯 されて ゐるだ 

けで、 他の 位附は ^合して. _ ^るので ある。  . 

八文字 屋の 評判記 は 口三味線に 地盤が 出来て、 爾来 年々 新刊 を 出して、 他に 追縱を 許さなかった。 

お ほむね 橫本 (枕 本) 三册 で、 書名 は 年々 改めた。 十三 年の 役^ 萬 年 勝、 十四年の役^<?略請狀、 十五 

年の 役者 二 挺 三味線 等 次第に 微細に わたって、 立 役と 敵役と © 中間に 贊惡を 設け、 道 外の 外に 半道 を 

立て、 かぶろ • 子方 等 を も 分けて 記す ことと なった J 位 付 も 上と 中ノ 上と の^に 巾ノ 上上と いふ 一 階 
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を 設けた。 而 して 各 優に 對 する 評言 は、 觀 察の 奇警 深 酷と 說述の 輕妙洒 跪と によって、 劇 を 見ない 

にも 愛讀 せしめる ことの 出來る ものと なった。  . 

◊ 八文字 屋と江 島 其磺 との 確執 

元祿 歌舞伎の 頂點 を、 評判記に かりてい へば、 役者 口三味線の 十二 年から 役者 二 挺 三^線の 卜 五 年 

あたりであった。 資 永に 入って は坂阳 藤十郞 もと かく 病みが ちで、 此の 六 年 に^した。 大和 屋 丘ハ衞 

はこれ に 先立って 元年に 歿した。 水木 辰 之 助 も 此の 元年から 休み、 霧 浪千壽 や 岡 K 左 馬 之 介：：；； 井 左 

源 太 • 淺 -is4- 次 郎等 も 次第に 舞臺 から 遠ざかった。 江戸に あっても 元祖 市川圑 4- 郞は 元年の 一 一：11： 市 村 

座で 横死し、 中 村 七三 郞は五 年の 二月に 病死した。 大阪 では 二 代 目 嵐 三 右衛門 も 3 お 井 半 叫 郎も 一： 儿 fi の 

末年に 歿して、 寂寥の 氣は三 都の 劇場 を 襲った。 役者 評判記 も常然 のこと 生 氣を缺 くべき であるり 次 

の 正 德以來 はます ます 下降 期、 享 保に 入って は徐々 に 操 芝居に 制せられて、 まさに 逸 巡の 時代で あつ 

た。 評判記 もこれ につれ て、 徒らに 舊型を 追 ひ、 様に 依って 葫_! ^を 描く やうに なった.^ 凡て 事の ー卞な 

る もの は 落 目に 至つ て 生す る ものであるが、 役者 評 利 記の 上に も それが 起った。 

江 島 其磧は 京の 大怫 餅屋の 裔で、 家の 富裕なる に 任せて、 遊蕩 三昧に 日を送 り、 遂に. M を 傾けて、 
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笨を 戯作 物に 執る に 至った ので ある。 確に 西鹤に 次ぐ 當 代の 小說 作- ：!^ で、 前述の 役者 口三味線の 如き 

も， 此の 人の 三. H 二 歳の 時の 作で ある。 それが 大 好評な ので、 以後 ハ牛々 評判記に 箪を 執り、 I 叫 年に 

至って は 傾城 色 三味線 五册を 八文字 屋 から 刊行 させた。 遊女の 名 寄 細見で、 それに 一條の 小話 を附け 

て あり、 その 小話が 本文よりも： li^ く 且つ 面白い ので 大いに 迎 へられた。 そこで 倾城曲 三^線 以下 續々 

世に いふ 浮世草子 八文字 屋物を 著した。 寳永八 年の 倾城禁 短 氣.： ハ册は 殊に 其の 力作で あつたが、 板 元 

の 八文字 屋八左 衞門は 作者 自 笑と 記して 刊行した。 卽ち 自作 だとして 公に した。 從來 役者；^ 判 記に 

も、 草子 類に も、 八文字 屋は 作者 を 示さなかった ので ある，^ 而 して 今 禁短氣 を 書 扉の 主人 自 笑の 作 だ 

として 披. 露した ので ある。 其の 禁短氣 が 好評で あれば ある 程其磧 にと つて は 不快で あらねば ならぬ 0 

そこで 其磧は 自分の 子に 書肆 を 開かせた。 さう して 八文字 屋と相 版で 發行 する ことの 交涉 をした が、 

自笑は 之 を担絕 した。 其 磧の 愤懣は 知るべき である。 ： あ 德四年 正月 役者 目 利講を 江島屋 より 板 行し、 

n 上文 を 以て、 これ 迄の いきさつ を 公開した。 其の 前半 部 を杪錄 する。 

束 西々々 さて 別けて 御斷を 中ます は、 役者 評判 本 は中顷 出水 逝 和泉屋 八左衞 門と 巾^ 子 や 板 行いた し、 年々 

古 板に 書 加へ て、 或は 役者 舞 辜； 鏡义 稷櫚， お ^ など、 外題 を替て 出し 候虚 に、 此 役者 目 利 講 の 作者 其ャ； g と 申す も 

の、 一二 ケ律 を；：； 卷 にわけ、 ひと 切づ つの をつ け、 御 慰に 上中乂 は，；；： 字の h など、 巾 位 付 を 致して 役者 口 三 I 
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昧 線と 題號 をつ け、 ふや 町 八文字 屋 八左衞 門 へ い：！ しゅせば、 早速 板 行に いたしぬ。 それより 毎年せ がまれ、 

斜 酌ながら 年々 仕 遣し 候虚 に、 乂ニ條 通-あ 本屋 かたよりも 一 年餘 儀な く賴 まれ、 止む 事 を 得ず して、 役お 一 

挺つ V みと. B- を 仕 遣し 候。 然れ ども 八文字 屋と 正本 屋兩方 かけ 持に III じ 事な りが たく、 正 本屋 かたは 關 水と 

申す 好.^ へ賴 み、 八文字 屋方は 例年た えず 灶 造し 候。 五六 年以來 は、 評判の 處 ばかり は、 先 格 を 以て i=:; たやの 

狂言の 當りを 見て、 自分に も 成るべき 事と * 評判の 仕方 を敎 へ、 八左衞 H: に 致させ、 外題 H 錄三ケ の.； を 

仕 遣し. 候。 然るに 此 作者 其ャ； g 一所の 江 島屋巿 郎左衞 門と 申す 新 本屋と 役者 評判 本 は、 向後 八文字 厘と 相板に 

いたされ、 末々 迄 入魂に せらる 、やうに と、 作者い ろ^ \ 申せ ども、 八文字 屋 一人して いつまでも、 仆 るべ 

き 由 申き リ、 不同 心に て、 却て 江 島 屋方を さして、 似せ 本乂 はま ぎら はしき 草紙な ど 出し 候と、 八文-^^ぉょ 

リ斷書 出し 候 段、 作卷 自身に 仕 候て は、 心外の 至 リに存 候。  ， 

其磧に 取って 眞に 心外の 至りであった であらう。 これが 眞 相であった ので ある。 八文字： lai は 一 n: 後れ 

て 役者 色 系 圖を出 板して、 其磧を 辯^した が、 てんでな つて ゐ ない。 ただ. JII 字の 上 は n 三^線より 八 

年後の 役者 友 吟味より 始っ た こ と を 指摘す るに 過ぎなかった。 此の 白 字 一 件 は 全く 其 硫 の 記 惊逮ひ 

で、 寶永四 年 三 月刊の 友 吟味に 起った ことで、 例 を 取って い へば、 京の 立 役者 坂 m 藤 十 郞* 山 下 京 右 

衞 門に 次ぐ ものと して 村 山 平 右衛門 を 上上 白吉 とし、 、江戶の立役中村七三郞.竹^^§率左衞門、 ^§ 
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吉 お 新 五郎の 五 人 を 上上 吉 とし、 中島 勘 左 衞門を 上上と し、 樱山 iid 左 衞門を 上白 上と する の雾で 

ある。 但し 八左衛 門が 其碛 から 評判 0 仕方 を敎 へて 貰 ひ、 資物 として 人の 注目 を ひく 肝要な 所、 力 を 

要する 所 は 其 碳を 煩した ことに 關 して は  一 一一 一一 I： の 辯 解 も出來 なかった のであった。 其 磧は前 引の 程度 位 

では 愤激の 情 を 押へ 切れなかった。 そこで 八文字 屋を 引立てて 世 問に 名を弘 めて やった こと 迄 もす つ 

ばぬ いて、 前文に 績 けて かう いって ゐる。 

そ もく 八文字 屋 八左衞 S: と 5. 草子 屋は、 何に て 世間へ .sg く 名 を 發し候 や。 ニ條正 本屋 同鶴屋 は、 古 來ょリ 

淨瑶璃 にて 名 を 取、 八文字 屋は京 芝お の^ 舞妓 本 を 板 行 仕 候 外、 さの み 家名 を 御存知 にても 無 之 候。 然る 虡 

此作. 其^、 松 本 治 太夫 方へ 淨 瑠璃 を作リ 造し、 其 語 リ本を 八文字 屋へ 遣し 板 行 させ 候て ょリ、 ギ々 の 評判 

本 は 5- におよ ばず、 傾城 色 三味線、 乂は m 三味線、 禁 短滅、 傳受 紙子、 色^^？ぁぃ雛形， 御伽 曾 我の 類. なぐ 

さみの書数年ぁまた造し候^！に、 各々 様の 御意に ぃリ、 八文字 屋くと =1^ よ リ浮揪 本 評判 本の名 取の やうに 

罷リ なリ候 *、 八文字 屋の 功に て 候 や. 作者 其磧 のにて 候 や、 此段は かりながら 世上の 人 さま 御 了簡 可 被 

下 候。 殊更 作者の 實名を 出さず、 作者 八文字 屋 in 笑と 致させ 出させ 候 程の 深切 を か ヘリみ ず、 今にて は 八 文 

字 屋と名 を 取 候 上 なれば、 たと へ 烏の 母と 書て 根 行 仕出しても、 八文字 屋と申 名に て資 巾との 所な、 

て 良 弓 かくる とやらん にて * 功 を 立 遣し 候 作^の. S. 分 もち ひず、 作者 一 所の 江 島 屋を创 り、 一人の 功に 可 仕 
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ぞんねん. 是 によって、 當 年より 江 鳥屋 方に 役.！^ 評判 本 板 行 仕 候。 以來は 年 出し 候 問、 御 求. T 被 下 候。 ； 

以下 八文字 屋が 歌舞伎 狂言 本 や 配り 看板に、 江 島 屋板を 似せ 物 だと 小 書き をして 出す のを攻 雞 し、 近 

頃 かたはら 痛い せんさく だと 罵倒した。 自笑 は同藝 相ね たむ ものと して 抗辯 したが、 道理 は 其 碛の方 

にある ので 八 分 九分 迄の 弱味 は掩ひ 難かった。 翌五年 江 鳥屋 は 役者 反 魂 香 を 出して、 八文字 屋方の は 

素人の 新作 者 を 雇って， を 欺く ものと さみし、 少し 後れて 八文字 屋は 役者 懷世帶 を 出して、 卷 頭に 

例年の 評判に 功 成名遂 てあら そ はぬ 凡例 

1 念 を 人れ ねばならざる 物 緣 組と 役者 評判 

一 早 過てう けられぬ 物  1^ の 廻リと 役者 評判 

と 書 起して、 競馬 や 流鏑馬 ゃ番 舟の やうに 早い のがよ いなら、 評判記 は 去年 十一月の 中 にも 出す こ 

とが 出來 る。 それ を 江島屋 では 急いだ 爲 に芳澤 あやめの 紋を さかさに したり、 大阪に 五 芝 US あるの を 

i 二 芝居し か 載せぬな どと、 互に あらの さがし あ ひ を 始めた。 泥仕合と いふ でな くと も、 はたから 兑 

れば 面白い とい ふより は謖 笑の 情の 涌く の を 禁じ 難い。 隨 つて 此の 兩窗肆 の 出す 評 1: 記に 好感 を 有せ 

す、 年と 共に 賨 行が 減少した。 そこで 江 島 屋は鶴 屋ゃ正 本屋と 相板で 出して、 八文字 屋 との 抗爭を ひ， g 

けたが、 享保ー 一三 年の 頃に は 次第に 接近して 1^ 四 年に は 正月 刊行の 役お 金 化 被の 序に： 吶人 連名の 序 を 
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揭げて 

41  »- ん 5> しゃ 5 

去年より いひ あ ふたと がくしい 頸 をつ くりな をし。 わつ さりと 金 化 粒して。 いつ 迄 も か はらぬ 中の 相板。 

すりぁげた額に角の立たぬゃぅにまん^^びた い の置墨の。 濃屮 となった の は 下地が きれぬ 心の 糸の。 …：. 

などと 和睦 妥協 を 公に したが、 漸く 遊里 本位の 芝居に 飽きて 來た 人々 は、 强硬^ 含有の 史譚を 扱った 

淨 瑠璃、 卽ち操 芝居の 時代物に 向って 歡迎の 態度 を 示した。 もう 歌舞伎 芝居 も 一 冋轉 をし なければ な 

ら なかった。 其碛 は小說 方面に 於て は 此の 轉向を 怠らす して 好色 物 を 後に し、 傅奇物 ゃ氣^ 物に 維 を 

つけて 相 當の成 收め 得た。 けれども 歌舞伎 劇の 作^と して 立って、 新しい 脚 木 を 書いて 與 へる だ 

けの 力量が なく、 芝居に 引き すられて、 俳優の 各個に 其の 時の 出來 不出来 を 言 ひ 立てる だけに 終始し 

た。 さう して 歌舞伎が 次第に 氣勢を 失 ひ、 操 芝居が ますます 降昌に 赴くべき を豫 想しながら 元 文 元ハキ 

に 七十 歳で 歿した。 

◊ 役者 評判記の 低下 

其磧 の^ 後 は 多 田 南嶺が 八文字 屋の 作者と なった。 南嶺 は國舉 者の 一 人で ある。 其碛 程の 道 樂-? ^で 

なか つた だけに 刺戟性に 富む 評判記 は 出来な か つ た。 自笑 は. 十に 近い 長 壽を以 つ て 延享 一 ーハ 牛に 歿し 
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た。 後 五 年に して 南嶺も 五十 三 歳で 寬延 三年に 歿した。 かの 評 1^ 記は自 笑の 子の 其 笑 や、 孫の 端 笑の 

名で 公に されて ゐ た。. 寳曆 年中 は 自磧瑞 笑の 合作、 瑞笑は 六^に 李秀と 改名し、 後 また 白露と 改名し 

て、 始め 素 玉と 名のった 自 笑と 合作した。 明 和 年 迄 それが 核いて 五 年から は. GI 笑 だけで 作った。 そ 

れが 安永 天明 寬政享 和文 化 を 通じて 行 はれ、 文政 天 保 頃から. 0! 笑と 泊 驚との 合作で 公に された。 板 元 

も 八文字 屋には 限らす 大阪 から も 江戸から も 出た。 名 古屋ゃ 伊勢 あたりの 役者の 評を收 める ことと な 

つた。 文化の 中頃から 八文字 屋と河 內屋の 相板が 多くて、 天 保 七 年 を 限りに 八文字 屋の名 は 消えて、 

河內屋 又は それと 相板 書肆の 名で 慶應 年中 迄 刊行され た。 寳曆以 來の自 笑 は 一 人で なく • 此の 名 を 餌 

いだ 者が 二人 か 三人あった ものと しなければ ならぬ。 委細 は 後述の 窨目 年表で 知って！；^ ひたい。 

问顧 すれば、 元祿 0 煥發期 以後に、 寬延 寶曆期 • 天明 寬政期 • 文政 天 保 期と でも 名づ くべき 劇の 隆 

昌 時代が あった。 而 して 寬 延寳曆 時代に 立 役に 1 一世 巿川團 十 郞* 澤村宗 十 郞.巿 川團藏 • 姉 川 新 W 郞 • 

中 山 新.？^ 郞 • 嵐 三 五郎の 如き 名人 上手が あり、 女方に は 瀬 川 菊之丞 • 佐^^川萬菊 • 巾 村 富十郞 等が あ 

り、 作者に も 津打治 兵 衞. 並木 正 三. 奈河龜 助が 並び 立って ゐ たのであった。 天明 宽政 期に は 立 役に 

中 村 歌 右衛門 • 淺尾 爲十郞 • 中 山 文 七 • 中 村仲藏 • 松 本 幸叫郞 • 五代 E:^ 川 團十郞 • 三代 口 火 谷^ 次 

三 £d! 目 澤村宗 十^の 如き 名手が あり、 女方に も 一 一代 E 山 下金 作 • 澤村 國太郞 • 三代 n 瀬 川 貌之丞 • 1 1 


代 目 小 佐 川 常世 等が 居った。 文政 1K 保 は 一 一代 目嵐吉 三郞. 三代 目 中 村 歌右衞 門 • 七 代 目 市 川 團卜郞 . 

阪東三 Sii: 五郎 • 三代 目 阪^ 彥三郞 • 三代 目 尾 上 菊 五郎 • 五代 目 松 本 幸 四郞が あり、 女方に は 1 一代： ni 屮 

村 富 4. 郞 • 一 一代 目澤村 國太郞 • 五代 目 岩 井 半四郞 • 四 代 目 瀬 川 菊之丞 • 澤村 m 之 助 等が 技 を 競 ひ 合つ 

てゐ た。 寬 延寳曆 以降 必す しも 作者が 趣向に 窮 して、 丽 白い 脚本が 出來 なかった ので もない。 舞臺裝 

置が 進まなかった ので もない。 各 期の 俳優が 演出に 拙劣であった 爲 でもない。 役者 評判記の 作者に 其 

の 人 を 得なかった ので ある， - 其磧 ほどの 人が 天明 寬政期 あたりに 江戶に 出たら、 それ こそ は 面目 を 一 

新した 好 讀物を 提供して 近く 明治 頃まで も 其の 餘 光が 及んだ ことで あらう にと、 つくづく^ しく 3 心 は 

れる。 けれども 寶曆 以降 は 文運が 京阪 地方から 江戸に 移って、 彼の地に は 作者 を 求め 難かった ので あ 

る。 江戸の 好 劇 家 立川焉 馬の 如き は、 惰性の 下に 刊行の 持 綾され る 評判記 を 踏襲す る を 潔し とせす、 

刖に市 川 家 讃美の 書 を 著し、 歌舞伎 年代記の 如き 賞諧 すべき 編 S 、に 從專 した。 石塚豐 芥子 は その後 を 

躡 んで績 歌舞伎 年代記に 忠實 克明な 劇通であった こと を 示した。 種彥等 は考證 方面に 力 を m ひて、 江 

戶 文士の 行き方 は 上方と は 全く 異 つて、 徒に 感銘 を記錄 する を 以て 滿 足しなかった。 これが 役者 評判 

記が 江戶 後期に 至って 低下に 低下 を 重ねて、 內容に 何の 尊敬 も拂ひ 難い 物と 成り つ くす 主因で あつ 

た 0  I 
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3 體  樣 

役者の 憚 は 見ない から 形 も 內容も 紹介し かねる が、 萬 治 以後の 役者 評判記の 形から いへば、 三 大別 

すべきで ある。 半紙 本、 中形 本、 枕 本 卽ち橫 本の 三で ある。 而 して 西 鶴の 男色 大鑑 や 四 場 居 百人一首 

を も 評判記と して 扱 ふと すれば、 大形 本 も ある ことになる。 

中形 本 を 略して 後の 年表に は 中 本と 記した が、 それ は 野郎 虫 *剝 野 老を始 として 古い 所に 多い。 半 

紙 本 は 延竇の 可！^ や 役者 八景が それで、 貞享 元祿に 入っても 此の 形が 遣った。 然るに： 兀祿 十二^に 八 

文字 屋 から 役者 口三味線 を 横 本に して 出して 以來 は、 これが 役者 評 1： 記の 定形と なって 近く 俊應 明治 

にまで 及んだ。 さう して 三 都 を 分け 記して 三册 にす るの が 常例と なった。  . 

內容は 姿 色 本位 時代， V 技藝 本位 時代と に 於て 全く 異る。 先づ 前者の 野郞 評判記より 說く であらう。 

ィ 姿 色 本位 物 

野郎 虫 は 前褐の 序文の 後に 野郎 役者 四十 二人の 評判 を 記す に、 先づ 共の 人の 紋を 揭げ、 出勤の， M 又 

は 抱 主 を 記して ある。 まだ 肖像 は 出して なく、 容姿 や^ 齢 や いくらか は技藝 にわた つても 述べて、 さ 
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て 狂詩と 和歌と を贊 にした。 その 一 例 を 示す。 

(紋) 村 山 座  玉 川 千之丞 

面 體藝。 いづく を 難すべき やうな し。 をん なよ リ すきこのまれ 給 ふ槊。 在 五屮將 にも をと る まじ。 され 共。 

年の よは ゐサ： n ばかりの 月 をみ る ごとく なれば。 やらう のよ はい も。 今少しに て 1 しほ をし くお も はる。 は 

な はさ か リに月 はくまな きをの み 見る 物 か はと。 いひし 人 も あれば 乂 たのもし。 

玉 容 輝 ii3 隣 1 河畔 往來人 千歳 一時 樂 丞民 陷 II 溺 身 一 

玉 川の ながれ をた つ る 身なりと も、 そでに なみこす 人 をと は や。 

此の 人の 次に は 市 郞兵衞 内の 吉田 伊織 を あげて あるが、 それに は 「これから かう 西の方の 太夫 

さまの 風 あり。 舞臺 つき しとやか にして。 かの 有度濱 に。 あまくだりし 人の。 舞の すがた かと を も 

はる。 いつ 比に か。 やっこの ちゃの 湯に あ ひて。 かう だいす こし そこねて ありし を Mi 谷 や。 おしこう 

ぢ のやき 物師 がっくろ ふとの 取 さたな り。 此 ほど は。 よきつ るに つきて。 さつ まの 山の やうなる。 仕 

合 有と いふ」 とすつ ば拔 をして、 此の 後に 詩と 歌と を 擧げて ある。 以下 皆 大同小異。 次いで 永昌 とい 

ふ 人の 著に 花 洛の野 老の評 をした 大全と いふ ものが 出た。 此の こと は 剝野老 の跋に 見えて ゐ るが、 未 

見の 書で、 後の 年表に も 之を收 むべき 年次 を 知らぬ 爲に 省いた。 剝野老 に 至って は 一切 野郞 虫の 體様 

六 役者 評判記 
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に 則った ものである。 

一 進んで は 文字 だけで は 委曲 を^し 難いの を憾 とし、 其の 人の 容姿 を揷鎗 にして、 それに 赞の意 

： で 狂詩 を 添へ る ことが 行 はれた。 

元 fi の 蓑 張 草 や 雨 夜 三盃 機嫌が そ 

れ である。 試に 蓑 張 草から 山下才 

三 郞の分 をぬ き 出して、 揷靈 にし 

て 示す であらう。 虎 洞 軒と いふ 人 

が 此の 書の 践に、 黉の詩 は 初心 初 

會の 客の 指南車に した もの だと あ 

るが、 その 如く、 全く 歸淫が 主 目 

的であった らしい。 

これと 同 ハ+に 野郞 役^ に^ 速 校 

様の 著 物 をつ けさせた 肯像 本位の 書 「としの 花」 が 刊行され た. - 序文に よれば 初 芝居の 役者の 小袖 校 

豫を 示した の だとい ふが、 此の 人に はこん なのが よいと いふ 見立て を 記した ものら しく、 評！： 記と し 
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て擧げ るの はや、 妥當 を.^ くやう にも 感ぜられる。 

雨 夜三盃 機嫌 は 狂詩 を赞 にし、 頭註に 品評 を 加へ たもので、 試に 元祿 期の 名 若 女方の 一 人よ し澤ぁ 

やめの 條に 就いて 說か うか、 此の 人が 三味線 を 彈く姿 を 大きく 圖し、 北ハの 上に 

敏 吉澤菖 蒲 

よし めしの さ た さ かりなれ ど  さは ベの ほたる もっとめ かの ひかり ハ. 'あ" そふ 

⑩凶 沙汰 爲 大小 ⑩ 邊螢務 諍 11 彼 耀- 

あや め まこも は ひき わ づ.. f へど  き-にかわ ^ つつよ ひに も. © かつ さ.；.^.,.0 

@ 蒲眞 薦引勞 共 © 婀娜艷 宵於曉 

と贊 し、 更に 頭註と して 次の 文 を 祸げて ある。 

御 色 芙蓉の ねふリ しつ とりと してに くげな し。 こ ひの うれ ゑ 事に なリて は。 見物 涙 をう つす。 物 ごし かなぎ 

りた X- ど、 きめう に。 こなさる る はげに もと。 あらし 三 右が 敎 こみな リ。 しゃみせん よくなる。 しかし ほう 

のす ぼり たる やうに 见ゅ。 但か はす 手枕 しとやか さしと やか さ。 

比の 書の 價直は 上卷に 於て 此の様 式の 下に 若手 役者 を 評する 外に、 中卷に 於て、 上方の 坂 田， 1 十 Cii 

山 下半 左衞門 以下、 江戸の 市 川 團十郞 宫崎傳 吉等三 都 十二 芝居の 主な 役者に 對 して 肖像 を 見せす、 狂 

詩の 赞 だけ をして ゐる。 これによ く 穿った ものが ある。 例 を 示せば、 

六 役者 評判記 
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六 役者 評判記 

市 川 圑十郞 

ぶ だう たん ぜん ひやう し ぶみ 

武道 丹前 拍子 I 卵 

てん か の ひと - ごみ じャ うこ はに ほめて 

天下 人 籠 情勁褒 

中 村 七三 郞 

せう ねん いろ をう，.' な ふぶ たいの すがた 

少年 失 色 舞臺質 

ろつ ゆ、 フ ふり "-し そそり もま； i す 二し 

六方 振 出揃 又微 


ぉャ か. U てき やく じつ な ゆき 

親 形 敵役 赏啼 哭 

？フ おんの； i-**  ^？ね V いもく を もら そふ 

給 分 山 競 二 1 題 目 1 


を んな ごろし の- U て ねれ。 ずる いち 

女 殺 伊達 灞隨 一 

た；，1まきずぁりと^<じっのなきをかなし；3 

玉 有レ疵 者 悲レ 無レ實 


下卷に は顔兒 呤. 四條 河原 右 行 行の 類、 卜 五 篇の辭 ゃ賦を 載せて、 一 

す ずへぃがさ^-づきをふくむさじきのぉもかゅ たまさん がか つらな リ らも ふぎな もれし こび 


鈴 平 含 桟敷 梯 

た ** が はが うまき ねれ ほほ を もき-ささせ 

玉 川旨濡 祖母 茁 

しゃ、 フ に 、フ つろ ま i* は よ こかんに とどめ 

生 移繼母 留 11 小 勘 1 

あそ はす て おひ あら き とほめ 

爲遊手 負 荒木 褒 


玉 三 乍レ S 漏レ扇 嫣 

そで さ がしつ こさおむ r ゎづら はす 

袖 崎濕濃 御息撋 

き れいろつ はう か せん あり 

奇麗 六方 有, 一 歌 仙 1 

きられて し ま ふ う ぢ が つら 

被レ斬 仕 迴 字 治 顴 


の 如き 含蓄 ある 文字 を揭 げてゐ る。 遊戯 氣 分が 多くて、 どこ 迄 も 消閑の 具た るに 過ぎない としても- 

野郞 虫に 始まった 賛ゃ 歌で 評する 行き方と して は、 これが 極 到 的の ものである-^ 
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元祿 七三 年の 姿 記 評 林 は 遊戯 分子 を 一 歷 多くした もので、 狂詩の 外に 漢和 聯句な ども 加へ て ある、 

その 名の 如く 姿繪を 大きく 示して あるの が うれしく、 人に よって は 長 篇の赘 を 施して ある。 水木 辰 之 

助の 七變 化の 如き は 我等 は 此の 書に よって 始めて 最もよ く 知り 得る。 

ロ技藝 本位 物 

◊ 難 波立 聞 昔 語 

貞享三 年刊 難 波立 聞 昔 語が 技藝 本位 物の 陳吳 である こと は 前述の 如くで ある。 元 祿 時代に 坂 田 藤 十 

郞 と相對 して 永年 座 本と して 立った 山 下半 左衞 門 の條を 其の 例に とる であらう。 曰く、 

(紋) 山 下 牛 左衞門 

山 下と 一 K 珍れ 物。 すゑ 山の 奥 迄 さたせ ぬ 所 もな し。 昔々の物；1^1に夜深と云し折から。 ゎづ かの 給金 七兩取 

し 小づめ 成しが。 今 十^に 山 こ へぬ に。 视も 引かへ たる 其い せい。 5- もなかく おろかに 候。 是も其 身の き 

ようと や。 先 は 仕 合。 视御內 偶 は 難 波 一 のだて こき じ やとの 嗜。 さぞう ぶけものが 悅び たません。 山ドに 

も 玉の きず ある 藝。 どう みても 枕 言葉が お、 くて， せりふ やつし 赏 ともに ながし。 是に氣 がる ものお ほ 

し。 少々 以後 は ぬいあげ 然 ベく 候。 口 跡の はなれ。 またない ものに て 候。 さて こそ 今年 贰百兩 の いせい 隨 一 

六 役^ 評判記 
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六 役者 評判記  ， 

と いわんと すれば 師匠 嵐と 云 くせもの 有。 先 は 第二の たて 物な らん。 

借 宅戎橋 北口 一一  丁ほ來 側 路路有  ， 

货 やつし 何に おろか もな けれども 

なが しき は氣 |§ に 候 

多少の 贅言 や 穴 さがし は あるに しても、 技藝を 主にしての 立言で ある こと を 喜びたい。 給金 高 を 示し 

て ある ことが 役者の 地位 を 知る 上に、 大いに 役立つ。 

◊ 野郎 立 役 舞 臺大鏡 

眞 に技藝 にの み 著 目した ものと して は 同じく 此の 三年の 夏に 記して 翌四 年の 正月に 刊行した 役者 大 

評判 卽ち 野良 立 役 舞臺大 鏡を稱 へなければ ならぬ。 凡例 中に 

一 野良立役は^？！-の兩輪ぁるがごとし。 先輩 野し う を 評して 立 役 をの ぞく 事 一 輸を かくに ひとし 予立役 を 評し 

てげ いの 及不及 をし らしむ。 

とあって、 京都の 村 山 • 萬 太夫 • 岡 村 •  3 石 本の 四 座 • 大阪の 嵐 • 荒木 • 大和 屋の三 座、 合せて 七， M の 

俳優 八十 餘名を 評した ものである。 後 を 承け る 評判記 は 概ね 此の 書の 評に 些少の 加 难を爲 すに 過ぎな 
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いの だが、 位 付 だけ はや. -大阪 役者に 寬 であった かと 思 ふ。 大阪 の- M 三右衞 門と 當時 江戸に ゐた若 女 

方の 伊藤 小 太夫に だけ 上上 吉を 許し、 荒木 與次 兵衞 • 上 村吉彌 • 鈴 木 平右衞 門 • 竹 中 吉三郞 • 藤 ^ 小 

平 次 • 中 村數馬 • 山 下半 左衞 e:  • 藤 田 吉三郞 • 竹 島 幸.；^ -衞門 •  ^^^松歌仙等にまで上を與 へ て も、 坂 田 

藤 十 郞には 中の 位を附 して ゐる。 しかし 徒らに 賞讃を 事と せす、 長短 並べ あげて ある 處に 特色の 存す 

る 良書と 思 ふので、 その 藤.^ 郞の條 を 例に 採って 見る。 

(紋) 屮坂田 藤十郞  - 

諸げ いこうし やにして、 狂言つ くら るれば、 まづ もんもう にて はなさ そうな。 ぬれの やつし 上手に て、 半 左 

衞門 京に まか リし時 は 兩輸の 役者、 ぬり 破に かけても 善惡 はしれ なんだ。 大阪へ くだりても * 夕ぎ リに名 を 

あげ *  本の 兼 子 六 右に 常^ はいかい 銀もう けました によって、 二 年 や 三年 はた いても すぎます る。 それ 

ゆへ 來年 はしば い を やすみます ると、 でっかい 口上い わせた わたが 乂 げぞ。 大きなる 手 がらな リ。 しかれ ど 

も 時世に したが ふなら い、 山 下 を 世 から もてはやせば、 自然と 坂 E の 水お ちて、 巾の 役者と はよ ばる  >1 な 

り。 京ば かリの 評判なら ば、 巾に する 役者で はない もの、 のこりお、 ゐ事じ や。 

1、 やつし げいかる く、 つくろいの なきし だし なれば • 人 ごとに すきます る。 

1、 諸 * こうしゃ にして あい 上手 なれば、 おの づ から 狂言が いきて み ゆるな り。 

六 役者 評判記 
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六 役 * 評判記 

I、 けいせい かいの 大 じんと なって は、 あらしと 1 座しても ひけ はとらぬ ぞ。 

1 、 げ いぶ リこ つ、 いて、 まくらことばお 》  く， せりふな が 過、 彌 生に 鯽く ふこ .1 ちして， しっこい とい ふ 

人 ぁリ。 

夕ぎ リに藝 たちのぼる 坂 田 かな 

これと 共に 特に 讃美せられ ^藤 小 太夫の 條を 示す こと も 無意義で はないで あらう。 錐竞 此の 役者 評判 

記の 紹介に は、 名優の 特技に 關 しても 多少 は 紹介し ようとい ふ 下心 を联が 有つ ので ある。 

(紋) 上上 吉 伊藤 小 太夫 

面體 みやびやか にして、 女の しょさげ いう つらぬと いふ 察な し。  , 

1、 けいせ いの 虱 流 古今 此 君に てと V めた リ。 少 かた をぬ ぎ さげて、 かいど リ こづ ま あしばやに、 しゃな く 

しゃの 造屮、 のぅれんく^-るかるはづ み、 ひとつと してう つらぬと いふ 槊 なし。 あはれ うき 世が むかし 

ならば、 くるわの 太夫た ちに みならわせた きものな り。 1 とせ 都に て 嵐み つ さまとょし£^^^請の；^首に 

諸人 足 を そらにな し、 のリ する か、 まで、 はりばこの そこた たきし は^ 理也。 大阪 でもて はやした る 夕 

ぎりの 狂言に、 お 梅 どのけ いせいの しょさ 事 を うら  >- も 見た が、 その 目で みたれ ぱいよ-/ \- 上手に を も 

われた a 
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J  、 舞ぶ リ、 扇の 手 上手 也。 

1、 繩 わたり ゑ ものに て、 なわの 上に て m あ ふぎ 小^ いづみ も はだしな リ。 

j、 ぬれし うたんの せリふ 上手に て、 大 じんに とリ つき、 うらみな きになき たるて い をみ て は、 ずん どい な 

かの 木 男、 わけ しらぬ やぼまで も 袖 をし ぼらぬ はな かリ けリ。 

0 難に いわく 屮比 大阪へ くだられ、 生 さかな を 賞 1^ いたされ しゅへ にや、 ふと リ すぎた ると、 足の 長短なる 

と、 こわつ きのき、 にくき と、 一二 ケの大 雛 ありと 云々。 

<1 答て いわく、 ふと リ過 たる は 床 入が ゆかし。 こわつ きも な るれば、 問に くから ず。 足の 11:^ 短 は 行列の し 

なと なる。 わけ もない ことい わんと だまり や 0 

古 ふても 本 紫の $ ^藤 かな。 

◊ 役 者 口三味線 

野郎 立 役 舞臺大 鏡の 系統に 立つ 役者 何鑑 とい ふ もの に對 して、 斷然新 面 E を發 禅して 見せた もの 

は、 京の 書肆 八文字 屋 八左衞 門から 出した 役者 口三味線 である。 年； 母に 出版す る 豫定の 下に 執 した 

ので、 俳優の 藝を その 前年の あたり 狂言に よって 說く處 は、 甚だ 適切な ものであった。 叉 時に 芝！ の 

六 役者 評判記 


六 役者 評判記  - 

筋ゃ惯 例の 起原、 競演の 勝 劣等に も說 明が わたるので、 當 代演 劇の 研究に は缺く ベから ざる 書で あ 

る。 形式 上 特に 目に. つくの は、 問答に よって 批判 を 下した 處 である。 其の 京大 阪 江戸の 三 都お 分 三册 

に毎册 序と して 小話 を卷 頭に 置き、 問答 を爲す ものの 身分 職業 等 を 示して ある。 これが また 甚だ 面白 

く 出 來てゐ る。 

先づ 京都の は 野郎の 粹大 盡と惡 口い ひの 法師と が帮 間の けいあん を 側に おいて、 各 俳優の 地位の 上 

下 や 技能の 高低 を 問答す る。 何れ 立 役から 始まる の だが、 卷頭は 上上 吉の坂 田 藤十郞 で、 法師が 問 

ひ、 大盡は 答へ る。 その 中に 

殊に 近年 見る 人の すける 風 をよ くかんが へお ほせ、 二の か はりに はけいせ い 事、 ぼんが はりに は贫 我と さ だ 

め、 1 年の 巾に 兩度 ぜひ 大入 をと り 給 ふ。 是を 外の しば ゐに 見なら ひ、 京 も 大阪も 近年 は 二の かわりけ いせ 

い 事、 ぼん そがと おさだまりの やうに なリし は、 此の 人の はじめられし を见 なら ふ 

とい ふが 如き 參考に 資すべき 記事が あり、 けいせい 怫の 原の 好評 を 得た 場面 を 指示す るな ど、 從^ の 

書と は 大きに 行き方 を 異にした。 當年 京に ゐた 江戸の 名優 中 村 七三 郞に對 する 評 を 取って 例と する。 

上上 吉 (紋) 中 村 七三 郞 替名 七 郞右衞 門 

せ 50 此人 町に て ひようばん、 美男と いひ、 げいしゃと いひ、 とか ふ 一 Ig におよ ばぬ。 打 そろいた る 立 役 


一 388 


とい ヘリ。 あんま リ けっかう 過た る 評判。 我等 はさ もぞん せず。 是は 町の むすめ 内 俄 後家が た、 三 郞四郞 

此 かたの 男つ きょきに 見 とれ、 め つたに よい^- -と いふ を、 內儀 むすめに ほ だされ、 同じ やうに て いしゅ 

迄此 ひやう ばん。 ほうかい リん きはいた さぬ が、 ちとむ つと 氣で ござる。 先 Bi- 小び やうに して、 物い 

ひお ちつかず、 出家の 口から 中 はいな 物ながら、 何 をせられ て も、 精進の すい 物の ごとく、 あんまり かる 

すぎて * ぁぢは ひがお リ ない。 打 そろ ふたと はい われまい 事ぢ や。 

成 ほど 町の ひょうばん にくう ござらぬ。 かぶき やくしゃ は、 きリ やうが 第一 なれば. 是 天 性のお 仕 

合. まねの ならぬ 道具、 殊に 諸げ い 本 問 ごと をたん れんし 給 ひたる とみ へて、 上び たるし よさお ほし。 其 

上 そなたの このまぬ、 かる い 所. がな を 堪能のう へ にあらず ば 成 まじき 事な り。 惣 じて 狂言 體し つ こく は 成 

やすく、 かるう さらり と はならぬ ものと 見へ たり。 物い ひお ちつかぬ やうに きこ ゆる は * あづま 詞ゅ へに 

京の み >1 に は 少した つやう なれ 共- なまぬ かった 口上より は、 はるかに まさ リ てき >t よし。 先 われ/ \ は 

內镇 やむ すめの 腰お してお り やる。 

法師 いやく それ はう つり 氣な 評判。 なぜ それ 程に そろ ふた 名人と 見 給 は 2-、 おと、 しの かほみ せの 時 か 

ら， 今の ごとく 町中に もち ゐは いたさ なんだ。 明ル 正月 ふらう もんの 狂言の 時 は * 迁 うちの しば ゐの やう 

に 世間で 申た。 あさま 1 つが あたった により、 それから 町 巾で よいと 申ス。 それ は ひより をみ て 評判す る 

やうな 物に て， 誠の 上手 下手 を 見 わくる と 申 物で はお じ やらぬ ぞ。 

六 役者 評判記 
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六 役者 評判記 

大 じん さっても 中たり けり。 かほみ せ 正月 二つの 狂言 はつ じかう じに はい まだ 名 を さへ しらぬ 折 ふし。 な 

じみの 水木、 お 江戸よりか へりた ると き >- て、 われ 人 まづ萬 太夫く と 心 ざして、 此 人の せらる 一一： 一：： を 

町 屮に兑 たる 物 すくなく、 泥中に うづ もれた る こがねの ごとし。 视 けいせい あさまが たけの かんばん を ：；^ 

て、 さりと はおせ うし やけいせ いかいの 元祖 藤 十郞- けいせいの 名人 水木、 一所に いらる、 お 太夬を さし 

おき、 七 n 一と やらい ふ あづま 物が きて、 何 をした とて 十日と 入が ある 物 かと、 人々 此の 人 を ぬ さき なれ 

ば、 あなどり * あざけ リが てらに 見物して、 はじめて よこ 手 を 打てかん じ、 おなじ あさま を、 おれ は 卜 口 

見た、 われら はサ HI つづけて たが、 まだ 見 あかぬ とい ふ ひやう ばん、 それ^ 町に 见 あなどられ てんた し 

ばゐ を、 引お こし あまつ さへ、 百 十日 あま リが 間 狂言 一つで しま はる、 事、 どうも におよ ばぬ 名人 じ 

や。 殊に 此度花 いかだに 布引との もと 成、 はり まやへ 來り、 きて うに あ ふて 病# のて い、 物. いはる、. 2： に 

咳る、 やうす、 さりと はこ まかに 心 を 付ら る 、事 かな。 くる はでれ うり 人と 成て、 たこ を もっての あてこ 

と、 外つ ど，， ^にの ベが たし。 とかくた てから 見ても、 よこから 见て も、 古今む るいのお 上手、 同じく 

は 京に 萬 年 も ござれ かし，^。 

七三 郞を傳 へて 遣 漏の ない ものと いふべ く、 叉 當代第 一 の名剠 傾城 淺間嶽 初演 常時の 勢 を 報じて 無 

二の 好 史料た る ものである。 以下な ほ 法師が 妥協して、 今度の 名 古 KJ: 山： 一； の 狂 一一 n は兑 物が 舞^の 上に 

迄 上る が、 その 評判 を 聞きたい と 望み、 大盡 はい やそれ は 又^に ー册の 本に して 出す からと、 とんだ 
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處 で麋吿 に轉 じて ゐる。 此 所ら は自 笑の 參 加した 處 であらう。  ■ 

大阪の 評 は、 大 富裕 者の 娘と 生れながら 芝居 兒 たさに 切髮 姿と なって くらす とい ふ 女大盡 と粹 だて 

をす る 男との 問答に して あるつ 立 役で ない 敵役の 筆頭に 居る 者 を 例に とらう。 

上上 吉 (紋) 片岡. U 左衞門 

此人 やくしゃ かう もり * へん ふくさい ともい ひつべし。 その ゆへ は 敵 やく かと 见れば .K 方、 どちら 

でも うんくな リ。 其內敵 やく は 御 家 なれば よし。 實 がた 

ちと そら をむ いて n 上 をい はる、。 たいかく 物 ごし 年寄の 


にして は あしし。 第一 物い ひじゅつ なさう に、 

やうに して 立 役に はつん とおち つき ませぬ。 惡 


人が たにして は义 顿に是 ほどの しても ないじ やまで。 

は！； f 近年げ いが あが リ ましたと 人 さま も おっしゃる。 わ 

つ いての 座 もとさん す 事、 いかいお 手 がらで ござんす。 

とおな じ 御 ことにて あらむしゃの るい をよう さんす。 惡ょ 

ざん す。 立 役者が 惡人 がた をす るが、 とがで も ござんせ ぬ 

しょさ をさん するとお なじ ことで ご ざん すれば、 善 511 共 に 

ぬ 事で ござんせ ぬか。 とりわけ 過し 年の しゅてん どうじに 

いひろ 袖の きる 物 をき て、 まなこ をい つかう 見出さん して 

六 役者 評判記 


しも さう 見 ま I た。 ことさら きょねん ことし、 

じつが たもよ ほどさん すけ れど是 も 村 山 平十郎 

り 善に もとづき 給 ふ 思 ひ 入、 なを もってよ うご 

。 武道 をす る 人が や つし をさん すれば、 逍 外の 

つとめさん する は その 身が 上手で なければ なら 

ならん して、 かぶろ の かづら、 大^^ぎにひとし 

、 し- * むら を ひきさき 參 りました おくち もと、 
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六 役者 評判記 

ほんに 人 の やうに は ござんせ なんだ。 ようう つりまして こ はう ござんした。 せりふう はがれ、 かひな う 

きこ へます けれど、 しこなし で 入 くんだ 長 口上 も 見物の のみこむ やうに ようい はんす。 らう にんな どよ し。 

ぬれごと うれ ひもよ ほどさん する は、 きょねん かほみ せまへ の 六角堂 む ね あ げ のき や、 つげんで、 わし ら さ 

へが をお リ ました。 其 上 切き やう げんの 圑七 近來 のでき き やう げんじ やと、 いかう ひや、 つばん が ござんす 

も、 此ぉ 人の 國七 となって、 惡 人ながら さま-^ のしよ さ をよ くさし やん す ゆへ に、 ふゆと しから^に 成 

ても大 あたりが いたしました。 いかさま 此ぉ人 は 何でも 赏前 のこと を その ま X しぐ まし やん す ことが、 得 

もので ござん すげ な〕 とかく 善 惡ニ瀨 の兩德 のお やくしゃと は 此片岡 殿の ことで ござんす。 

江戸の 部 は 東 見物に 上った 封 巾 間の 吉 介から 大書： が 江戸 芝居の 話 を 閒く體 に 仕組んで ある。 問 ひ 乎 はい 

ふ 迄 もな く大 §f 吉 介が 中 村. 巿村 • 森 田* 山村の 四 座の 顏見 世の 景況 を說く あたりに も^だ 參 考に资 

すべき 記事 を 含む が、 評判の 例と して は 何 をお いても 江 戶隨ー の 市 川 團十郞 を 引かなければ ならぬ。 

江戸 芝居 は 又聞きで、 目の あたり 見た ので 無い が爲、 力の 入れ 方 も 弱く、 位 付 も 上方に 比して は 下げ 

て ある。 

上上 (紋) 市 川 圑十郞 

^i/w 此人ー とせ 京 村 山 鹿へ のぼられし 時、 尤 一たん 京の 物く ふた やうに は あつたれ 共- ^一  あらい 事 

が ゑ ものな リ。 是京 にく はぬ ふうな リ。 ぬれ 事が ぶ ゑて さうな。 其う へ 物い はる、 にいき つぎせ はしく > 
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じゅつな さ ふに 見へ てきの どく。 げいは こな りたる 所お ほし。 お 江戸に て はどう ある ぞ。 

^^^^^^ りよぐ わいながら 井の かいる、 大海 を しらぬ と はだんな の 事で ご はります。 外 を 御 ぞんじない ゆ 

へ じ や。 北： la 市 村 座に て、 名古屋 山三郞 遊女 論の 狂言に、 不 破の 伴 左衞 S: となられ た 時、 江戶巾 こぞつ て 

ほめました。 則 それより 三 國に名 を あら はし、 江戶立 役の 開山と よばれ 洽 ふ^むべ なる かな。 諸げ い 何 を 

しられても おとした 事な く、 萬 能 丸と 稱 美いた す。 第 一 實事 武道の つめ あ ひ、 しう たんが ゑ ものな リ。 

世間の 金平、 五郎 正宗な どの あらむしゃ をす る 事み な 此人を まなぶな リ。 すべ てぁらむしゃ^5^- の 祖師と い 

へり。 子の 夏山 村 座に て、 なる 神 上人に なって 大入 をと リ、 寅の 正月 ささき の 家來、 あらおか 源 太 左衞 門 

となって、 江戶 中の 諸见 物の め を よろこばし 給 ふ。 担 ぬれ 事 もぶ ゑて ならぬ せう こに は、 今 京に おはす る 

小 村 七三 殿と 一所に おはして、 七三 殿 はな ごや 山 三、 此 人は不 破の 伴 左衞門 とな つて、 けいせい 買の 大じ 

ん此 二人に 有と、 上がた 迄 も ひやう ばんが ござった。 第一 ひいきつ よく、 いよ./ \ 諸げ い を はげまる 、と 

みへ て、 一日く で 見ます 計で ござる。 江戶 中の (53: 翫訶 にも ふで にもつく しがた し。 

ざっと、 こんな 程度で、 江戶 役者に 對 する 理解 は絕 無と はい はぬ が、 大いに 缺 けて ゐ たこと は (.^ へな 

い。 此の 年 江戸に ゐた若 女方の 上方 役者 袖崎哥 流に 對 して は、 上上 吉の位 をつ けて、 大^が 此の 人の 

藝が はすば に 過ぎて、 堅い 親爺 は 「かかよ 必す是 の 娘に 哥 流が 狂言 は 見せるな とい ふの だが」 とい ふ 

に對 して、 歸 つて 來た封 5 間の 吉 介が、 いやく 身振り. - しく  * 武士の 妻女と なって、 道 を 立て 義を道 

六 役者 評判記 
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六 役者 評判記 

ん する 體 しとやか にして、 江戶 では 折紙 道具 だとい ふな どと ゃ&請 取れない 記事 も あるが、 ともかく 

も 過去に ない 藝評 本位の 著作であった。 

◊ 役者 ニ诞 三味線 

元祿 劇の 最頂時 は 元祿の 末年であった。 當然 のこと 役者 評判記 も それと 併行した。 一た び 口三味線 

に 起った 問答 式の 評 は 爾後 合評 式に 進んで、 各 俳優の 長短 兩面を 論す る ことにな つた。 元 fi 卜五ハ や！ 二 

月 京の 八文字 屋 から 刊行した 役者 一 一挺 三味線 は その 尤なる ものに 属する。 

京都の 部 は 立 役 • 敵役 • 道 外 • 親方の 部と 若 女方の 部と に 分ち、 前半 は 浮世 樂 助と いふ 大！ ^報が： m 取 

で、 祇園の けづ りかけ の 夜に 參詣 した 人た ちと 評し あ ふとい ふ 仕組で、 卷 頭の 坂^ 膝 十郞の 評に 出る 

者 は、 社の 攔 干に もたれ か.^ つて 辰已 あがりな 聲を 出す 男に、 拜 殿の 横から 財布 を かたげて 來る ET 

社の 前の 頭巾き た 男 や、 南 や 北の方から、 鳥居の 方から 來る 者た ちに して あり 俳優に よって 評 をす る 

者 も 違 ふ。 若 女方の 部 は 親讓の 金に 珍しい 遊興の 思案に 耽る 大盡 が、 小姓 どもに 夫々 の 役 に 扮裝さ 

せて、 それ を 評する とい ふ 趣向。 

大阪 はまた 北濱 にかくれ なき 仕 過し 組の 總大將 宵闇の 七 二と いふ 火 じんが、 磁石の 孫 丘 〈衞 とて、 金 


氣を 見る と 離れない 末社 を 伴に 評！： 會を 開く ことにして ある。 若 女方の 評 を 例に して 示す。 

上上 吉 (紋) 荻 野 澤之丞 

▲ 浮世 小路の 妾 肝 奔ー、 目 金の 半 平と いふ もので ござる。 承れば 若 女方の 評判 を、 此 所で 興行な さる 》 よし。 

先 私 申て 见 ませ ふ。 抑 荻野澤 殿と 申 は、 唐 は存ぜ ぬ。 日本の 地に は あるまい 女方 じ やと 存る。 我^ 數^ 妾 も 

の を 肝 煮、 お ほくの 女 を 見ました にあの ごとく 愛敬 そな はリ、 物 ごしで 人 を ころし、 所 體で命 をち める や 

うな、 生れつき はない もので ござる。 尤器 量の すぐれた は ござれ ども * 愛敬 あまる 有て、 何 を せられても 

みぢん 自慢の 氣 味なく、 去 餌 見 世に も、 くれな ゐ姬と 成 給 ひ、 のり 物つ らし 出られ、 こしもと 共に なぜの リ 

物に めし ませぬ とい はれて、 おろかな 事 をい ふ もの ぢゃ難 波 へ 久しぶ リ にて 立 かへ リ、 ^樣 にお 目に か、 る 

に、 そ もや そ もの リ 物に のらる 乂物 かと、 長 口上し み-^ と艷 餌に 愛 を もたせ、 ^is 見物に 油 をのせられ、 こ 

ろり とさせ 給 ふ 事、 たと へば 人が おしへ ましても、 心に けん 成 所 あれば、 何程 あ ぢに云 ま は されても、 见 

物の 心へ うつらぬ もので ござる。 眞 から 思 ひこ ふでい はれし ゆへ か、 其の 時 は 神ぞき ゆる やうに ござ つ た。 

Asf^"s^£i 々半 平、 其方 は此 君の 御 器 景計を ほめて 藝評 をせられ ぬ は ど ふした 事ぞ、 いそいで 藝の 評判 を 

おしゃれ I" いかにもく かんじんの 藝を わきへ いたした。 奴 諸 藝何を せられても 女め き、 しかも それ ^ 

の 役に うつれ リ。 ある 人の 申されけ る は、 水木より 愛 は あれ 共、 諸藝 はおとれ る やうに い へ り。 最近 比 ひが 

六 役者 評判記 
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3 

めかと 存る。 荻^ 水木 は 互に 甲乙の ない 名人、 水木に は自稱 のきみ 有。 此！？？^には其氣味なく、 しかも 愛 ある 一 

ゆ へ に卷 頭に なをし 申す。 先颜見 世の 藝は こしもと 共 を 相手に して、 夫し うげんの 夜 家出 をせられ し 45 咄、 

坂 田 嵐の 佛の 原咄も 機な り。 次に 夫 仙術 をお こな ふゆ へ" 與惣次 殿 を 相手に ぬれ 事、 其う つる 事、 八十に 成 

ば 、さへ をち よこ，/ (^もちあげ しくら ゐ なり (下略) 

とかくに 贅言が 多く 藝評も 少し だれ 氣 味で、 ゃ& 緊縮 を缺ぃ たもので あった。 

江戶の部は役^^の姿鎗を 一 七日 開帳して、 綺 ときをす る 趣向で、 、王の 法師の 外に、 參詣 する 本人、 

當世 男、 もみ 髭 男、 覆面した 女中た ちが 出て 論じ 合 ふやう に 仕組んで ある。 細 評 を 試みよう として 同 

じく だれて は來 たが、 狂言の 沿革 や 筋に 關 する 記事が あって 絕 好の 演劇 史料と 目すべき である。 

ハ體樣 の 固定  ， 

寳永は 名優が 相次いで^した 時代， 評判記 も 亦 自ら 生彩 を缺 き、 其 碛と自 と 前述の & を爲 してよ 

り は、 ますます 低下して、 徒に 舊型を 追 ふだけ であった。 それでも 寶曆明 和 安永の 頃 迄の はさす がに 

參考に 資すべき 揷緯 もあって， 俄かに しりぞけ 去るべき でなかった が、 天明 以後 はます ます 低下して 

內容は i 仝虚 になり がちであった。 時に 姿 色 を 主にした 姿 記 評 林に 案 を 借り、 ■ 相找の 1 附に 校し、 また 


遊女の 細兑に 倣って、 多少 體裁を 改めた こと も あるが、 それ も 非力 者の 窮餘の 拙 計で， 何の 効 架 もな. 

く、 忽ち 從來の 合評 式に 立戾 つた。 

. 熟々 思 ふに、 寬 延寶曆 以降 は、 江戸に 於て 道行 や 所作事が 喜ばれて、 常 盤. t  • 富 本 *淸 元 Q 璺後節 

や江 戶長啦 を 地に した ものが、 殆ど 速 年 新作 せられた。 卽ち 京阪と は異る 方面に 進出して 展 びた" こ 

れが 歌舞伎 釗の 完成に 大いに 與 つて 力あった。 もし 此の際 江戶に 卓越した 劇評 家が あって、 評判記に 

雄 を g: つたなら、 新たなる 口三味線が 生れ 出た であらう。 然るに それが 見られなかった 3 その 理. H は 

文才 ある 人 だけで は 評し 得す、 少く とも 昔 曲 を 理解して 多少 は 自分で もやれ る 者で なければ、 禁を 

以て 論評し 得なかった が爲 である。 由來 文字 ある もの は 音樂に 疎く 音 樂のネ ある 者 は 文字の 無い のが 

常で、 それが 此の 役者 評判記の 上に 現れた ので ある。 

芝居 愛好^ は 江戶に 秘めて 多かった が、 その 人た ち は享保 十三 年の 「金の 麾」 が 二 代 口 市 川 閱卜郞 

に ついての み 記せる 跡 を 追って 代々 の 市 川 圑十郞 • 澤村 宗十郞 • 瀨川 菊之丞 • W 川 八 百 t 威と いった 某 

一家 乂はー 筒 人に 關 する 著作に 力 を 致して、 三 都 を 網羅した 年々 の 評判記 は 一 に 之 を 京の 八文字 屋に 

任せて おいた J 其の 八文字 屋は 惰性で 出す だけで、 新しい 著作に 新しい 努力 を 示さう としなかった。 

しなかった ので はない。 劇 運が 東遷し、 文 の士も 江戸に のみ 續 出して、 上方に は 人が 無かった ので 

六 役者評判^^- 
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ある. - 江戸の 劇通 は、 年代記 や 年表の 作成と ともに 考證 にも 力 を 致して、 烏 亭焉馬 ゃ石缀 i>: 芥子 は 共 

の、 王位に 立った。 種 彥ゃ蜀 山人 等 も その 中に 數 へて よい。 上方に も西澤 一鳳 ゃ濱 松歌國 があった。 け 

れ ども 江戶 のに 比して 大きに 確實 性を缺 いて ゐた。 

役者 評判記 は享保 以後 生 氣を缺 き、 合評 式の 固定した 型 を 追 ふに 過ぎなかった。 けれども 名 投は相 

次いで 出で、 其の 人に 對 する 藝評 は、 不完全ながら も 次々 に記錄 公刊せられ たのが この 評 1^ 記で あ 

る。 網羅と いふ 方面から いへば、 これに 優る もの は 無い。 されば 宜しく 之 を 尊 軍； すべく、 又心徐 かに 

閲讀 して、 先人の 苦心 を 察し、 其の 業績 をた どって、 歌舞伎 劇の 變遷を 知得すべき である。 
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4 害 目 年表 

此の ギ丧は 演劇 史 研究 i?: 1 輯に 載せた ものである。 その後 新に 見た もの も あり、 守 隨 憲^-おの 編纂され た：^ 表 

も 出て、 ^捕 を 加 へ なければ なら なくなった。 備考欄に (守) と あるの は 守隨 君のに よった もの。 


同                同 同 萬 

三 二 元 
廣已戊 
子 亥 戌 

年 4「： 年 

冋 m 
曆 

丁 丙 
西 申 
年 年 

刊 

年 

役 
者 
評 
判 
記 
年 
表 

稿 
本 

ほ  野 

め  郞 

草  虫 
― 中 

% 本 

役 
者 
の 

噂 
卷 

書 

名 
卷 

數 

京 

正 
本 
屋 
五 
郎 
兵 
衞 

土 
地 

版 
元 

ず 虫 男 今兵奧 
し に 色 に 萬 衞 書 
とも 大ょ治 開 に 
あこ 鑑リ年 根つ 
りの 卷本 |1;】 し 四 

°  .# 五 年- のと 月 
の にの 箸 あ 上 

事 -1 部 作 れ 句 
あ ほ に 刊 ど iE 
だ め收 行刊 本 
に：^ むと 年- 屋 
は 野 。す 未 3'\ 
害 郞 る 詳 郞 

未 
见 

評 
判 
記 
の 
は 

ド 

し 

め 
傳 

ふ 

0 

備 
考 
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野 

垣 

野 野 

野 

難 

野 

天 

赤 剝 

下 

野 

郞 

郞 

郞 

郞 

古 

烏 

徒 

人 郞 

古 

沙 

邪 

野 

歌 

然 

大 

た 

乂 

n 

帽 

仙 

草 

虫 ネ山 

佛 

み 

み 

門 

鬼 

子 老 

一中 

一中 

― " 中 

卷 

卷本 

る ^ 

卷本 

卷 卷本 

# 江 

勢 戶 
ま 
す 

屋 


同 二 壬 年 

同 三 癸 卯年 

同 五 乙已年 


同 六 丙午 年 

同 七 丁 未 たや 

同 八 戊 申年 

同 九 已酉ハ 牛 


同 十废 戌年 

同 十一 辛亥 年 二月 

同 十二 壬 子年 I 


後 序に 寬文 三年 仲 ？次ロ 勢 陽 後 

舉 如！：：^ 亭我 ii 子顿 九 邦と あ 

り。 

未見。 書名 難^ 郎 W た k み 巾 

に 0^ ゆ。 三 書 共に 古た、 み以 

前の 刊 なり。 


版元 不叨。 害 名 逸。 稀 複製 

會 命名に 隨ふ。 六 七 ハ牛刊 か。 

卷 末に 「干 時 丁 未歷」 と あ"。 

版元 不明。 - . 

錄に见 ゆ。 (守) 


(守) 
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延黉元 癸丑た や 

同 二 甲 Ki^ 五月 上句 


同 


六月 中旬 


同 


秋 


同 三 乙 卯 ig- 

同 四 丙 ！；^年 七 月 

同 五 丁 巳^ 


やくしゃ，^,  vi- ざ 、 

すがたみ 22 た 力 


野良 げぢ 

役 者 通 鑑 綱 目 


中 本 

1 卷 


新 野郎 花 垣 t II 


ベ く 

花 


見 

谷 


さ 力. つき 、- fv  C 

S  4 紙 本 

I 一  卷 

車 

笠 一 卷 


京 鹤 Ife! 喜 右衞 門 


京 


京 西澤太 郞兵衞 


未兑。 山^*庵造5|の卷物に此 

の 書の 俊お 圖 ありて 「f^ 陽 雲 

鹿 撰， 之 延齊ニ 年 E.iK 五月 下句 

ニ條通 丁， ycsi 町鶴屋 |せ 右衞門 

板」 と ぁリと い ふ。 


未见。 野良 げぢ/. 、奥 書に 

「迫 付 役者？^ 鑑辆 = 出 中 候」 

と あ H-c 

卷 末に 「延齊 二た +屮秋 u」 と 

ぁリ。 版元 不叨。 


京都 萬 太夫 座 評判記。 

未见。 可盃處 書に 「花見 班 熊 

谷 笠 可 盃三礼 評判」 と あり。 

未兑。 元錄五 年刊 廣益 書籍 目 

錄 所載。 
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同 六 戊 午年 

问 七已 未年 

^ 八 S ^巾^ 


天 和 元 辛 酉年 

同 二 壬 戌年 

同 三 癸 亥年 


A 享一兀 B- 子年 


同 二 乙 丑年 


古今 役者 物語 T  ^ 


役者 A 景 f 紙 鉢 


役 者 n 


定 


不 


明 小形 本 


三 芝居 子供 推量 物語 三 卷 


野 ^ 


座 詫 


跋 によれば 西 海お 藏. 13 の 作。 

版元 不叨。 

許 多 脚色 帳 の M 松 歌^, =  ^  -m, 

1^ 惣諭 巾に 延齊 巾の 評判： 叱 "と 

して この 名 あり。 


許 多 脚 <?j 帜 所載。 a 一：； i- 元 fr5 

の刊 か。 濱松 歌^の 說に從 ひ 

天 和 年 屮の刊 として ここに 收 

む 0 

(守) 


還 魂 紙 料に 載す。 ？ ^化烦 (： ^めに 

貞享 二い 4^- 印行と あり。 
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役 と 題 役 都 役 役 野 野 

役  &\>  fiR 
者し 者 者 者 者 立 役 

不  役者 
未の 午^ 巳 辰 二 風 

^  町 流 

鑑花明 鑑鑑鑑 鑑弓鑑 
一半 二  一一  二 中 

紙 

卷本 卷  翁 卷卷本 


卷 卷本 


同 三 丙 寅年 十一月 

同 四 丁 卯年 ffi 月 

1：  正月 

同 

元祿元 戊辰 年 七 H 上句 

同 二 已已年 

M 三 庚 午年 

同 四 辛 未年 五月 廿 八日 

同 


^".a 京、 ぬらり 屋 


大阪深 江 屋太郎 兵衞ー 

反 和 泉屋八 左衞門 i 


江戶 


(安 E 氏 役者 評判記 稿本) 

前 揭と同 一 か。 

井原西鶴 作。 

未见。 

,lo  . ：!  I —1 


江戶 


京 大 K 


リ ネ 7=^ ネ； M 卜 グ さ k  xy  一：！ 1= 


未見。 

未見。 

未 《T 

(安田 氏 年表) 

未見。 


難 波 立 聞 昔 語 紙 I 

役者 立 聞 昔 咄 


男色 大鑑が 

野良 立 役 舞 臺大鏡 1 

役者 卯 鑑 

四 座 評 林 
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役 役 評 野 
者 者 判郞 

み大发 


明 首 嫌 撲鑑鑑 判 鑑みね き こ 

—半 一大 二 半 二 半  一四 一四 四一 

紙      紙 紙 
卷本 卷ポ卷 本卷本         卷卷卷 卷卷卷 


五 壬 申年 


六 癸 酉年 


正月 


六月 


上方 藤 華 軒 

上方 


瘦牛 著。 

未 

未见。 

以ド七部元|1五^刊^^„|^!1轿 

口 錄に觅 ゆ。 未见。 


上方 


夕 籙宿邊 


未兑。 

(守) 

木^ 庵瘦 牛お „ 


短 不足 九；^。 


鑑 合 

、 か 

役者 節 

野人む 

あまの じ や 

野 郞 友 ，c^ ん 

むし 目 力 

役者 か 

役者 大 

東西 鳥 合 f 纏 評 

役 者 三國酉 

元祿酉 

野良 關相 

雨 夜 三 盃 機 

四 場 居 百 人 一 

題 不 


S 半， f 本 

Pt  ニ卷 

彩 一 卷 

き五卷 

用 一 卷 

し 一 卷 
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役 '^お 役 役 

阪 ^ 
. クル ^ 


者 者 


大 

幕 m  ^ 鑑 

m 一半 二 一 
紙 

卷 卷本 卷 卷 


評 位 


錦 ^ 

一 三 半 
紙 

卷 卷本 


役 役 役 野 役 役 野 役 
者  者 郞 者 

者 三者 郞 三 評大 

^  け' ^' 判 鑑 

立 合 


折 ' 

大 

揚 

亥 

戍 

紙 鑑 

弓 

:fi: 半 四 

一 四 

二 巾 

紙 

卷本 卷 册卷 卷本 卷 


同 

同 

问 七 甲 戌年 

问 

同 八 乙 亥年 正月 

同  二月 

同  十月 

0 九 丙 子年 

In 十 丁 五 年 

同 

同 十 一 戊 {贝 年 


上方 


江戸 


江 戶和泉 屋三郎 兵衞： 

和 泉 屋三郞 兵衞ー 

林 久ニ郞 一 


三 


に 和 泉 尾 八 左衞門 


刊年 未詳。 題簽 逸 失、 內 題に 

上の 如く ある。 西^ ま 肚と傳 ふ 

れ ばの 此 人の 歿 年に 收む。 

(守) 

(守) 


京都 明 石貞雲 入 近作" 


都の 沖 丸 作 ( 


(守) 

(守) 

江戸の 部 京大 阪の邻 ニ卷ょ 

なる。 


ぉ監 「；？ 題 芝 

チ 41 訓 蒙圖彙 

ともぐい， § 

者稷憫 


難 波 e 顔 倂勢 e 白粉 1 ま i 

ドば卞 

野良に ぎ ，c>  M ぶし Hi  ^ 
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苗 嵐 新 三 
板 國 
"^淺 役 

代 A 間者 

人 4^ 

評 S 

骨 

水 鬉 判 鑑 

紙 

卷本 卷卷卷 


輪 咄 帶 ご 衝 曆 景 林鼓皴 線 簾 


卷 卷 卷本 


三 一 二 半 
紙 

卷 卷 卷本 


同 

同 

同 十二 己 卯年 正月 


同  三 月 

同  - 

同 十三 庚 辰年 春 

冋 

同  三 月 

同  三 月 

冋 

同 十四 辛 巳：^ 正 月 


京 


_ー^ お 正 本屋 喜 右衛門 


三 八文字 屋 

都 八 左衞 n 


三 都 正 本屋 九兵衞 

兒 玉 新四郞 

三 都 八文字 屋， 


三 都 


正 本屋 太 郞兵衞 

正本 尾 九 兵 衞 


正 本屋 太兵衞 

正 本屋 九兵衞 


傾城 淺閗 嶽 評判。 

(守) 

菊 之 藩 架 (n 十 雲 ii- 評判) 鋸 末 

(都麼 評判) 武藏燈 (布袋 Ki; 痤 

評判) の 三 卷ょリ なる。 

八文字 尾 評判記の 始。 横 本。 


華サ； t 軒 蘭 水 作 • 

(守) 


西澤 一 風 作 * 


役者 千 石 

役者 口 三 味 

役 者 舌 

役者 一挺 

姿  さ IP  評 

武藏野 役者 八 

サ f 代， 役者 萬 年 

役者 評判 記 談 合 

録合瞻 役者 登 はし 

役 者 三 所所 

野 郞 評 林 

役 者 三 鐡 
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ノ ャ 口  yv>»  ~~ ' 

Z に の 

よ 0 粹 

。座 見の 

に 今 
は 年 

元 

祿 

の 

の 

rr, か^ 

t  C 本 

の 

禪 °  # 

役 刊 

十 

ち 

る狂藝 

紫狂藝 

者 の 

四 

き 

と 

0言 評 

雲 Tt 評 
石 本 。 

三 U 

評 

評 

評 

本 C 

ッ 言 

の 

傾 

m 傾 

否 本 

評 

の 

械 

に 城 

と 狐 

判 

石 . 

こ 安 

し 川 

な 

都 

山 

の 養 

る 今 

V 

の 

寺 

名 世 

す 殺 

0 生 

C 

の 

を 界 

判 

揭 , 

石 

記 

4C7 一 


題 寶 

役 

役 

永 

者 

者 

1 又 

不者 

友 

內 

色 

吟 

證 

明 曆 

味 

鑑 

卷 

卷 

大 


ク 

盃 


ft 

題 

役 

役 

役 

'、き 
田 

題 役 

者 

者 

者 

者 

狂 

者 

舞 

色 

不 

萬 

诞 

不 略 

石 

き 害 

明 

線 

線 

記 

明 狀 

卷 

卷 

卷 

卷 卷 

H  三 月 

M  三 月 

同 十五 vf; 午年 三 ほ 

问  三 月 

M 十六 癸未 年 

同  四月 

齊永元 Eis. 年 四 月 


M  二 乙 西 年 二 月 

同 三 丙 戊 年 


M 四 丁亥 年 三 月 

H  三 月 


三 都 八文字 接 

>、 

I ふ 

三 都 文字 屋 

三 都 正 本屋 

菊 M 七郎 丘ハ衞 

江戶正 本屋 

三 都 正 ♦ 本 M 

一二 都 八文字 14 

： 一； 都 八 文 ，〕ナ M 

三 都 八 文 .》 M 


三；^ 八文字 屋 

三 都 正 本屋 


^ru  -^fu  ^ri^  4}U  '^ru  -^ru 
仅仅 仅ィ又 仅仅 

者 者 者 者 者 者 
座 1 直 箱 千大逢 
振 世 傳石福 毛 
舞帶授 通帳 拔 

卷卷卷 卷卷卷 

n  ^  5  S  S 戶 
八 八 八 八 泉 
文 文 文 文 長 
字 字 字 兵 

M   M   M  虽衞 


役 役 難 ま 

者 者 波 75 


同 五 戊 子年 正 月 

同  正月 

S  二月 

同  二月 

同  コ 一 月 

同 六已 丑年 正 月 

同  三 月 

同 七 度 K 年 三 月 


正 德元辛 卯年 春 

同  三月 

同 二 壬 辰年 三 月 

同 三 癸已年 正 月 

同  三 月 


二の 笄塞 評。 

二 の粹藝 評。 

二の 枰藝. 評" 


三 都 八文字 屋 

上方 柏屋 勘右衞 

江戶 小川 彥九郞 

三 都 正本 星 

三 都 

山 本 

三 都 八 文 字 屋 


自笑 作。 

洛來 野史 友 松. が" 

初 狂言 藝評。 


未見。 狂 苜本大 飾 福^^ ii- に 

よる。 

喪 永 六ギ刊 i:! ハ 喾籍； z: 錄 巾に 

この 名 見 ゆ。 未見。 

同上。 


役者 稽古 三 味 線 三 卷 

役 者 落 文 三 卷 

役者 將 * 大全 綱目 六 卷 

の 月見 ニ卷 

入江 船三卷 

色 太鼓 三卷 

胎 ft 搜三卷 

冶郞 ひいな かた 二 卷 

役 者-^^んため評 判 一 卷 

<&  --  仁つ 

役者 謀 火 链三卷 
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役 役 役 役 役 役 役 野 役 役 芝 役 役 役 役 役 役 

* 者 者^ 者 者^- 倾者者 居 者 者 者 者 者 者 
舞不者 

g 藝金 ぽ藝三 髮 色賭晴 願 ^ 我 懷反 色目 

M         ,r         J,  ん 

小 相 化 自 幅 透 茶 双 小 紐 ほ 身 世 魂 系 利 

袖撲粧 氣 慢 對 敵 油 湯 六 袖 解  > 寶 帶 香圖講 
卷卷卷         卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷 卷卷卷 


都 都  都 都 都 都 都 都 都 都： 都 

正 八 江  八 正 江 鶴 八 八 正 江 鶴 八 八 鶴 正 江 八 

文  文 文 文」 &文 文，. 文 

本 鳥  "本岛 _  _ 本岛 . ^ 本ん 

字  字 字 字 字 字  字 

屋 屋屋  屋屋 屋 屋 1^. 屋屋 屋屋屋 屋 屋屋屋 屋 


同 四 甲 午年 正 月 

同  二月 

同 五 乙 未年 五 月 

同  正月 

享保 元 丙 申年 正月 

同  正月 

0  四月 

同 二 丁酉 年 正月 

同  正月 

同  四 月 

R  ；!: 戊 4J{ 年 正月 

同  正月 

同 

同 

R 四已 亥年 正月 

同  正月 

同  三月 


江 島其磴 作。 

二の 替藝 評。 


自笑 作。 

二の 1^ 藝評。 

-H 笑 作。 

二の け 藝評パ 


未兑。 

未見。 

a 笑其績 合作。 

二 の替藝 評。 


三 都 

三 都 


京 


江岛屋 

市 郞左衞 I： 

八 文 《于屋 


三 都 江島屋 


鳥 又兵衞 
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仅 仅仅 仅仅仅 仅 仅 仅仅 仅仅 仅  IX 仅 

者 者 者 者 者 者 者 者 者 ま 者 者 ギ者 

辰 有                   计  為 五 

座 美 三 藝曆， _^ 春と 藝 小 若!^ ^ 三 惣  一 【 

着 野友宗 f 振 签の品 風 評 ^5 へ 名 矢 二相 
挎雀會 論定 舞 酒? ナ定 呂 判 酒す し 物數 笠傳 

卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷本卷 册卷卷 都 卷卷 

正 鶴 八 八 八 江 八 江 正 鶴       江 八 八 江  江 八 八 

_ ^文屋 文 文 &文_  — j         &文文 《^  文 文 

本       t       島島 本         島島  島 

字 ^ 字 字 字 ^             字 字  'へき 字 

屋屋 屋 衞 屋 屋屋 屋 屋屋屋        屋屋 屋屋  屋屋 屋 


同  三月 

同 五 庚 子年 正月 

同  正月 

同  二月 

同  春 

同 六 辛 丑年 正月 

同  正月 

同  三月 

同 七 壬 寅年 正月 

同 八 癸 卯年 正月 

同  三月 

同 九 甲 辰年 正月 

同  正月 

同  三 月 

同 十 乙 巳年 正月 

同  正月 力 


二の 替藝 評。 

自笑 4i (磺介 作。 外題 不明 なれ 

ど 柱に 三 笠と あり 役者 三笠附 

と稱 へ しならん。 

未.： T 

(守) 


自 笑其疲 合作 Q 


自 笑其磴 合作。 


自笑 其績介 作。 


自笑 其^ 合作。 二 の替藝 評。 
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正正 IE  三 三 正正 正 三 二 正正 正 三 正 

月月 月  月月 月月 月月 月月 月月 月月 

役名 役 編 後 役三淺 f 役 役 役 色 役 金 役 役 役 役 

タ、 國 間ノ  ま 

者 ―,』 者 S 1 者 者 者 Z、 者 者 者 者 

r'l        題 ニ朗ー  p'f 

節 ま' き 紫 十 詠の 若 美 登 紙 判 の 遊 袖 拳 正 

- 岸 ノ"  *       替  一 
饗ま 子帽 n ^う 舞 《 見 男 志 の 見 香 相 月 

應さ帶 滿子 仙臺定 取盡男 子 富 麾 始 爐 撲 詞 

— •                                 ―             •  - "~ •                                 一   .          •                                                                                             一                                         一-一   .  — »  — *  .               •  ■!           -                                                                                                         —一  —― 

 **  ■                                                                    一  ~*   *  *  •  -       ―               "  *                                                    I                .  一               .   m. ~_ *  

卷 卷卷卷  卷卷 卷 卷卷卷 卷卷本 卷 卷卷卷 


——一  *  <-      •  •  •       j. し >J、  •    J  ,  --     •  --     •  ―     •  二  •， 

都 都 都都戶 戶戶都 都 都 都 


井 八 八 正 鶴 八 八 
下 

忠 文 文  文 文 
蠢字字 字 字 


和 

泉 
屋 
權 
四 
郞 


奧 八 正 鶴 八 八 


村 文 L 文 文 
源 字 字 字 

六屋崖 屋屋屋 


同 十 一 丙午 年 

同 

同 十二 丁 未年 

问 十三 戊 中年 

同 

同 十四 已 酉年 

问 十五 虎 戌年 

同 十六 辛亥 年 

同 

^ 十七 壬 子年 

同 十八 癸丑 年 


自笑其 合作。  一 

二の 替藝 評。 

a 笑 其 * 飯 合作。 _ 

近藤^^？^^畫。  一 

自笑 作。  _ 

自 笑其碛 合作。 

其せ 奴 著。  一 

自 笑其碛 合作。  < 

節 志 堂 文 赏作川 枝 信 畫_ 

(守) 

節 志 堂 文 貫 作。 

自 笑其磧 合作。 


三 都 八文字 屋 

名古屋 本屋 勘 右衞門 

n 一郎 鶴  屋 

三教 正 本屋 
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正 三 三 正 

月月 月月 


正正 三 IL 
月月 月月 


役 役 役 役 役 役 役 題 役 役 

者 ^ 者 者 者 者 者 者 者 
不 

大紋年 花 滿 多 不福雅 

の 

極！^ 揚德の 友 名 若 花 
舞 鰭 棚 都 家 卸 明 志 美 


卷 卷卷卷 


卷卷 卷卷卷 


IE 
月 


正 
月 


二 正 
月 月 


役 役 富 役 役 役 役 
者 者士者 者 ま' 者 
櫻め 初' ミ見 三 鸚 つ 藝 

ふ  c、 

木ぎ 子:' 加 津 鵡 も 加 

の  ノ 

鴃ま讀 ま 里 物 ffi 車 賃 

紙 一  ― 
卷本卷 卷 卷卷 


都      都 都 

八       八 八 正 鶴 

文      文 文^ 
本 

字       字 字 
屋 屋 屋屋屋 


(守) 

未见。 

自 笑其硫 合作。 

未見。 

自笑 其^ 合作。 

(守) 

(守) 

き. 笑其镇 合作。 

自 笑其碛 合作。 

自笑 作。 

a 笑 作。 二の！^ 藝評。 

(守) 

C 笑 作。 


同 

S 十九 & 寅年 

同 二十 乙 卯年 


US' 

元 文 元 丙 辰年 

同 二 丁 巳年 

同 

R 三 戊午ギ 

同 四已 未年 


江戶 和泉屋 

三 都 八文字 屋 

谷 村 淸兵衞 

三 都 八 文 字 屋 


三 都 

三 都 八文字 屋 

江戶 平^ 屋 善 六 
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齊役役 役 役 役 役 
者 者 者 者 者 者 

の 見 三紋福 夫子 

好 叶 二 壽美住 
槌樱和 色 草 算 


1 又 i>C 13C 1X IX 13C 

者 者 者 者 者 者 
桃 和 彼 柱 二 懷 
野 歌 颜伊追 中 
酒 水 櫻 達 玉 勝 


-^ru  '^TU  -^/u 
ィ义 VL 伩 

者 者 者 

;s —  枕 

方 會 披 
參櫻記 


お ； 'き さき ^ 
化 ぜ せ '& ぜ 


卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


都 

都 

都 

都 

都 都 

都 

都 

都 

都 

都 都 

都 

都 

八 

八 

八 

八 

八 八 正 鶴 

八 

八 

八 

八 

八 八 正 鶴 

八 

八 

八 

文 

文 

文 

文 

文文レ 
本 

字 字 

文 

文 

文 

文 

文 文 

二 本 
字 字 

文 

文 

文 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

屋 

屋 

屋 

屋 

屋屋屋 M 

屋 

屋 

屋 

屋 

屋 屋屋屋 

屋 

M 

M 

同  三月 

同 五庞 3- 年 正 

fc^ 保 元 辛酉ギ 正月 

^  三月 

同 二 壬 戌年 

M  三 月 

M  n; 癸亥ギ 正月 

同  三月 

延享 元 5- 子ハゃ 正月 

H  三月 

同 二 乙 丑年 li- 月 

M  三月 

H 三 丙 K 华 正月 

问  三月 


0 笑 作。、 

(守) 一 


6 笑 其 笑 合作。 

二の 替藝 評。 

自笑其 笑 合作。 

二の 替藝 評。 

自笑其 笑 合作。 

自笑其 笑 介 作。 二の 巷藝 評。 

一 自笑 作。 

二の 替藝 評。 

Q 笑 其 笑 合作。 

自笑 作。 

自笑 作。 

二の 替藝 評。 

未見. 《 
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^ru  ^fu  <ifu 
1X 13C IX 

者 者 者 
艷 ^ 翁-" 枕 

fe: 叟な目 

訓え 鑑 葉 

卷卷卷 
都 都 都 

八 正鹆八 八 
文， 文 文 

太 

字 字 字 
屋 屋屋屋 屋 


三 古 役 役 役 役 役 役 役 題 役 役 
ケ 八 

ノ^ 者 者 者 者 者 者 者 者 者 

P    ： 新 5 歌 敵花大 文蓬不 三矢ッ 

お 者 た 

？  + 詠 4 十 討 双 雛 相 が 輪 的 

評 人 は 

林 全 合せ 鯛 鯛 六 形 撲 島 明 杉 詞 紋 


卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


卷 卷 


三 三 名 三 


都 

都 都 古 

都 

都 都 

, - ^度 

八 

八 正 鶴 八 

八 

八 八 正 鶴 

文 

文 i 文 

文 

文 文— 

字 

本 

字 

字 字 

字 字 

屋 

m 直 

屋 

同 四 丁 卯年 

同 


正月 

1 二月 


^^^延元戊辰年 

同 

0  ニ已 巳年 

0 三 庚 午年 

同 


正 

正月 

三月 

三月 


六月 力 


寶暦 元 辛 未年 正ガ 

同  ！ニ 月 

同 二 壬 申年 正月 


未見。 

其 笑瑞笑 合作。 二の 荐藝 評。 


未見。 

其 笑 端 笑 合作。 二 の 塞 評。 

其 笑瑞笑 合作。  一 

其 笑 端 笑 合作。 二の 替藝 評。 一 

未見。 

未見。 -  一 

其 笑瑞笑 合作。 

二の t: 藝 評に 代へ て 出せる 比 

新 詠 合に 见ゅ。 

(守) 

自？^ 瑞笑介 作。  ： 

き &販瑞 笑 合作。 二の 替翁 評。 

ほ 蹟瑞笑 合作。  j 


名せ 屋 

名古屋 

三 都 八文字 屋 

八文字 屋 
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役 初 競 役 役 役 
者  者 者 者 
改  く 懸 伊 
算  さ 想 勢 
記 鯉 馬め 文參 

卷卷卷 册卷卷 


1x Ik 仅 仅仅仅 

者 者 者 者 者 者 
删大懷 色 秘 獨 
家 峯 相 番事案 
系 入 性 匠枕內 

,ズ-、  ,/-、 ,ん、 ,ム、 /x» 

-舍 -を お も を # 


江 三 二三 三 
戶都都 都 都 

八 八 八 正 鶴 八 

文 文 文 文 
本 

字 字 字 字 

屋 屋屋 屋屋屋 


都 

都 

都 都 

八 

八 

八 八 正 鶴 

文 

文 

文 文, - 

冬 

字 字 

字 

字 

屋 

屋 屋屋屋 

同 

try 

同 

同 


同 


三 癸 酉年 

w 甲 戌年 

五 乙 亥年 

六 丙 子年 


三月 

正月 

三月 

正月 

三月 

正月 

三月 

正月 

正月 


！ ー1 月 

五月 


^ 七 丁 丑年 正月 

0  正月 


.:n 碛瑞笑 合作。 二の： iss 評。 

自磴瑞 笑 合作。 

自 瑞笑 合作。 二の 替藝 評。 

自 笑 合作。 

自琥瑞 笑 合作。 二の 替藝 評。 

自碛瑞 笑 合作。 

自磧瑞 笑 合作。 二の 替藝 評。 

自碛瑞 笑 含 作。 

(守) 


自 蹟李秀 (瑞 笑改) 合作。 二 

の替藝 評。  - 

濱芝 Hi? 子供 評判 (守) 

自 李^ 合作。  一 


子 俳 

評 ^ 


布 袋 


つ i 


役 者 眞 

新 役者 

板 名 物， 


士  Is 


姿 


三 都 八文字 屋 


大阪 大和 屋利 兵衞 


一  M 

一二 都 1 正 本 厘 

文 字 M 

江戶 鱗形屋 孫兵衞 
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役 歌 役 役 役 役 役 役 役 役 役 役 役 褒 評 見 役 

^              ^  判 立 

f 舞 者 =^ 者 者 者 者 者 者 者 者 美 者 

す                 一  ― 

伎 年 志 初 吳段開 談將初 笑 喜 は 
ド 事 じ 越 ^白 服 階 帳 合棊火 上 名^な 

レ  g 

め 始し草 鏡 心 粉 店子 場 膝 經 桶 戶話臺 車 

■r£;ll. 二三 ご- ニニ     ニニ     ニニ 三  ニニ 一一 

卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷  卷 卷卷卷 


S      S 阪 都 SSS  S 

八 八 鱗 八 田 升 八 八 八 正 鶴 八 八 八 八 正 鶴 八正鹤 

文 文 _ 文      文 文 文^文 文 文 文 _ 文 
形 原  本  本本 

字 字 字         ま 字  字      字 字 字 字  字 

屋 屋屋屋 层屋屋 屋 屋屋 屋屋' 屋 屋屋屋 星 屋屋屋 


大屋 名 


^  正月 

0  正月 

同  正月 

0  一一 一月 

同 八 戊^ 年 正月 

同  三月 

同 九已 卯年 正月 

E  ミ月 

^ 十 庚 辰年 正月 

同  三月 

同 十 一 辛 巳年 正！ 

^  三月 

H  十一月 

同 十二 壬 午年 正月 

同  正月 

同  三月 


雁 驚 作。 濱 芝居 子供 評判。 

雁鷺 作。 濱芝 子供 評判。 

李 秀素玉 合作。 二の 替藝 評。 

李 秀自笑 (素 玉改) 合作。 

自 磴李秀 合作。 二の 将藝 評。 

李^ 自笑 合作。 

李秀自 笑 合作。 二の 1^ 藝評。 

,1:1 露 (李 秀改) 自笑 八：： 作。 

露 CI 笑 合作。 

,H 露自笑 合作。 

雁豫 作。 濱芝 3!? 子供 評判。 

A 露 rtl 笑 合作。 

秋 月 ド， z: 露 作。 

,:: 露な 笑 八：： 作。 二の 稃藝 評。 


古 

阪 大和 屋利 兵衞 

大和 屋利 兵衞 
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卷卷卷 


京 


三 江 
都 戶 


都 


京 三 
都 


江 
戶 


— 


)f、 


八 川 須庭八 八 八 正 鶴 

文，， 文 文 文 _^ 
A 村 原 川— 4 山 本 
字      字 字 字 

屋屋 屋屋屋 屋 屋屋屋 


都 

都 

都 

都 

都 

八 

八 

八 

八 

八 

八 正 翻 

文 

文 

文 

文 

文 

文+ 
本 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

屋 

屋 

屋 

屋 

屋屋屋 

役 場， 役 役 

藝^ 

者 品 i 者 者 


十三 癸未 年 正月 

问  三月 


叨和元 G. 中年 


正月 

三月 

三月 


问 二 乙 酉年 正月 

^  三月 

M  三月 

H  十一月 

H 三 丙 戌年 正月 

M  正月 中句 

H  三月 

H  十一月 

M 囚 丁亥 年 正月 

M  正月 中句 


役者 籤宮 

評 判 記 龍 美 野 子 

役者 吉野山 


.nr 露自笑 合作。 

(守) 

a 露自笑 合作。 二の 替藝 評。 

C 露自笑 合作。 

二の 替藝 評。 

京 子供 芝： lis 藝評。 (守) 

,H 露自笑 合作。 

.0 露 G! 笑 合作。 二の 替藝 評。 

(守) 

雀 州 Is 爾合 作。 

n 露自笑 合作。 

露自笑 合作。 子供 芝居 評判。 

二の 替藝 評。 

興 雨 孤立 合作。 

,111 露自笑 合作。 ， 

お 露 a 笑 合作。 京都 寺社 芝： 


初 庚申 三 卷 

今川狀 三 卷 

g 男娼 競 花 一 卷 

ひさし い  も の 

久意物 三 卷 

役者 鬪 S 宴 三 卷 

京都 寺社 內 芝居 亂 4^.;^ 1 卷 

子供 操 藝品定 F.i  ^ 

役者 當時倍 1 卷 

役者 年內 立春 三 卷 

役者 ニッ 紋ー卷 

役 者 雲 雀 笛三卷 

役者 評判記 三 卷 

4， はり  V み 

役 者 巡 炭 三 卷 

三 の 春ー卷 


役 役 役 序 評 役 01! 役 三 役 役 役 役 役 艷 役 役 歌 役 

ケ  者 

者 者者椾 判者 ネロ 者 m 者 1 チ有有 者 者 占者 
襄 龍 美舞不 角 太 4 最花言 双 黨 御 月 

M:  力 花 售 

彩 門 開 三 老 1 へ 勝 お 化 ；: 見 葉 紫 身の 
津  ^  位 

色 瀧 帳 扇 紋鑑附 位 1 鼎 指 鬮花六 選 拭 扇 
卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


三 三 江 
都都戶 


八 八 正 
文 文 
字 字 
M 屋屋 


本 


- — •       ノ』、 • — ■  - — •  \ 

都 都 都 都 
八 八 八 八 
文 文 文 文 

字 字 字 字 
屋 屋屋屋 


^  力 

同  三月 

同 五 戊 子年 正月 

n:  正月 

M  三月 

^  き 

同 六 己 丑年 正月 

^  三月 

冋  五月 

同  七月 

同  十月 

同 七 虎赏年 正月 

ぽ 

^  三月 

n:  三月 

同  ォ H 


子供 芝 評判。 

(守) 

お 露自笑 合作。 二の 荇藝 評。 

ほ 笑 作。 

自笑 作。 子供 操 芝；！ w 評判。 

a 笑 作。 二 の稃藝 評。 

(守) 

d 笑 作。 

一 自笑 作。 二の 特藝 評。 

Q 笑 作。 . 

® 々堂 壶ぉ" 作。 

淡 海の 三. M 作。 

一 A 笑 作。 

役 * 不老 h: の による。 

二の 1^ 藝評 作。 

妓雀 作。 

.S 笑 作" JJWMa 仃， 滞 判。 


三 都 八文字 屋 

t コ 安 達 屋 

わ f 萬  厘 

三 都 八文字 屋 


三 都 八文字 崖 一 

江戸  i 

三 都 八文字 屋， 


同 

问 同 

问 

同 

同 

安 同 

同 同 

同 

同 

同 

同 

同 

水 

元 

八 

努 

壬 

巳 

辰 

卯 

千 

十 

年 

正 

正 

正 

五 

正 

正 

九 

九 

ず 

月 

月 

月- 

月 

月 

月 

秋 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

役 役 一 

5^ 

有 

一， 

淸 陽 T 鄲 

の 

濁 來 >  枕 

卷 卷 


役 
者 
商 


IX 仅 


田 

舍 
土 


物 
見 


ヅ; U  ^ru 
VL 仅 

者 者 

歌 さ 萬 
眞ま年 


古 
今 
役 

者 者 

きん 

urn 


役 役 役 役 役 役 古梅 


今 


ろ 


往 

來產草 座^ 曆 魁 鐫 記 

卷卷 卷卷卷 卷卷 

江 三 三 三  江 


子 

衆 


旦 

帳 


役 は 
者 粹 
名 


綱 

目 有 

Z  ■、  » — -  » — •  - ~ •  ―  一 

卷 卷卷卷 卷卷 


な 
牒 藝 


H 江 


江 屋名 


都 都 
八 ノ乂 

文 文 
字 字 
屋 屋 


戶都都 都 
天上 八 天上 八 


滿總 


女  女 

^ 難 亡 

字  字 

屋 屋屋屋 


門 E 候兵衞 作。 

自笑作 0 

啼花戲 蝶 作。 

自笑 作。 二の 替蘩 評。 

(守) 

(守) 


自笑 作。 

俊 文 作。 

自笑 作。 二の #藝 評。 

(守) 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 二の 替藝 評。 


古 


戶 

戶 

都 


菊 岡 吉右衞 門 

正本 m 一 

八文字 屋 

本屋 八殆郞 

八文字 屋 


戶 本屋 忠次郞 
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役 役 役 役 役 役 役 津役役 役 役 役 役 役 役 
者 者 者 者 者 者 者 加 者 1 者 者 者 ^  ^ 1 
通 細 男 大妻藝 酸す 茂 名 位い 花 位 な 
利 見 風;: 通 子 雛 辛ぶ 名 物 i 下 か 見 彌 B '''  ^ 雛 

句 記 流' 鑑 鑑 形 甘 M ま 集 書 上 # 車 滿 雄 草 祭 
卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷 卷 


江 

戶 

上駭 
總河 


都 

都 戶 

都 

八 

/、 

八 

八 

文 

文 

文 

文 

字 

字 

字 

字 

屋 

屋 

屋 

屋 

江 
戶 


都 


江 三 
戶 都 


江 
戶 


本 八 和 鱗 八 辰 辰 八 正 同 本 菊 

ガ      文 ii  \ 

"泉 形み 屋 屋 本 淸$ 

字 字薛^ 字 g 

m 屋屋 屋屋七 七 屋屋 七門屋 


同 


同 

同 

同 


三月 

閏 三月 


R 三 甲 午年 正月 

同  正月 


四 乙 未年 


五 丙 申年 


三月 

五月 上旬 

九月 

正月 

三月 

春 

正月 

三月 

春 

五月 


羽觴庵 作。 役者 花の 山と もい 

，ス 

ながらみ ちとし 作。 

自笑 作。 

羽觴庵 作。 ， 

二の 替藝 評。 

自笑 作。 


未见。  ， 

自笑 作。 

a 笑 作。 二の 桴藝 評。 

(守) 

自笑 作。 

^"笑作。 二の！^ 藝評。 

(守) 


江戶 伊勢屋 佐兵衞 
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卷 

卷 

都 

卷 

卷 

卷 卷 

卷 

卷 

江 

江 屋名 三 

江 

戶 

都 

都 

戶 

'占 都 

都 

戶 

中 

中 

ノ、 

八 

屮 

八 

八 

山 

山 

文 

文 

山 

文 

文 

字 

字 

字 

七 

七 

屋 

屋 

七 

屋 

屋 

大京 三 三 江 
阪 都都戶 

八 八 八 正上驟 

文 文 文 J= 

字 字 字 fS 

屋 屋 屋厘衞 助 


13C    VL で J ヌ 仅仅 仅仅仅 仅仅仅 仗 虽仅 仗仅仅 
中 

者 *B 夏 者 者 者 者 者 者 _ ^者 者 者 者 

タ商 ^  ^ 

五， 二に ヒ 男 ま 百大 千 穿 蓼 花 世 t き 競 

舟 鑿" "喰の 鳳 f ぃ喝 
俎 全 評 來 先 《花ミ 花 長 數 色' f 湊 論 在虫會 凰き 香 


十 一 月 

六 丁酉 年 正月 

三月 


夏 

十 一 月 

七 戊戌 年 正月 

五月 

ヒ 月 

十 一 月 

八 己 亥年 正月 

三 

四月 

七月 


芝お 人 作。 

n 笑 作。 

,= 笑 作。 二の 替藝 評。 

中 芝お 評判。 

未！： r 

(守) 

自笑 作. - 

自笑 作。 二の 替藝 評。 

自笑 作。 

一 自笑 作。 二の 替藝 評。 

未見。 

(守) 

(守) 


金 


6 

し 

此 4 

たが ひ 

互 

貝 な 
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江 江 江 屋名屋 名 江 三 三 
戶戶戶 古 古 戶都都 

千  八 八 正 中 

本  文 文レ山 

藤  字 字 

七  屋 屋屋 七 


^U-     -J  ft* 

154 仅 


役 首 首 東 東 役 
尾花 者 

^ 吟王三 
岡 


一 花 


王 


ケ 

角 

の 
文 

字 


天明 元 辛 丑年 正月 

同 

1?  二月 

同  n 一月 

R  力 


三 都 八文字 星 


京 松 


M 


三 都 八文字 屋 

江戶 本 


ほ 笑 作。 

未 or 

(守) 

未兑。 

江戶 では 本 の 版、 前^と 共 

に；： 一冊と す。 

自笑 作。 

ニ寸) 


同  十一月 役者 三 升 美 一 

し  ろ  ねず， ひ 

M 九 虎子 年 正月 役者 紫郞鼠 三 

同  三月 一役 者晴 小袖 三 

同  a 月 役者 評判 傻 千金 三 

同  七 H 役者 馴染 衣 I 

同  九月 一役 者 楓葉狩 一 

间  十月 一役 者 新 東 名鑑 一 

同  十一月 一 役者 最負 升價 千金 S 

同  十 一 月 一役 者 三 家 粧 三 


卷 

卷 


(守) 

自笑 作。 

自笑 作。 二の：^ 藝評。 

寫本。 

寫本。 

(守) 

作者 江 鐘。 


役者 榮血蔭 三 卷 

尾  吟 

： 見！：^ 目 一 卷 


極 札三卷 

茶 a 藝 三 卷 
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•fit*  ^K*  'iru づ づ ^rtu  ^Ttt  ^rtt  ^n- ヅ ft*  -j/t*  Az^  ^il. ヅ rt<  -^/u ヅ ft* づ/ u 
IX IX 仅 仅 13C 1X IX 1X 仅 仅仅 IX Ik IX IjC 

者 者 者 者 # 者 者 者 者 者 * 者 者 者 者 者 

初:^ 年 蓼譽 千 風 夕三兒 '々助 三 花 花 白 

地  の 

艷 5 始 Pft 舞 1 兩俗圓 部 手 手 六 靨 實酒虎 

顔;; 狀 虫 臺兩箱 通 居 經柏柄 子 W 面 論 盛 通 

卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷 卷卷卷 

江 三 上 三 江 三 江 屋名 三  江 尾 名 三  三-：: 

P 都 ひ f 都 ，ロ 都 尸せ 都  戶 せ 都  都 


二 壬 寅年 正月 

正 H 

三月 

六月 

三 癸 卯年 正月 

正月 

三月 

三月 

五月 

四 甲 辰年 li- 月 

正月 

三月 

五月 

五 乙 巳年 正月 

正月 


字 屋 自笑 作。 

未 

字 屋 CI 笑 作。 二の 稃藝 評- 

自笑 作。 

沾 七 一 未見。 - 


字 

お n 

字 


屋 

匿 


自笑 作。 

未見。 

自 笑 作。 二の 替藝 評- 

獨悅堂 作 C  . 

自笑 作。 


八文字 屋  一 Q 笑 作。 二の 替藝評 _ 

八 文 字 屋 一 自 笑：^。 


1 . で そ ょゾヒ 

屮山 七； 是 常人 作- 
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f 殳役 三役 
者 者阈者 
眞舞大 


都  都 都      都 都  都 都 都 都 都 

八 正  八  正 八 正 八 正正 越 八 正 

文  文  文 文 文 一 

本  本本 不个 ほり ボ 

字  字  字 if: 


都 

中 八 

山 文 

m 字 
七 屋 


同  三月 

同  三月 

同 六 丙午 年 正月 

问  正月 二日 

同  三月 

M 七 丁 未年 正月 

同  正月 

同  正月 

同 ル戊 申年 正月 


同 

同 , 

同  三月 

同 


役 者 百 囀三卷 

役 者 三ッ叶 三 卷 

極 圖 三 卷 

臺 鏡ニ卷 

功 記三卷 

. 書始 ヨ 卷 

三阈舞 * 鏡 役者 のつ 

未年 叙 見 世評 判 相、 妙 ^ 

未年 顔 見 世評 

ご こく じ やう じゅ 

役者 五 極 成就 三 卷 

役 者 種 袋 1 卷 

^ き I 花 實 合 1 卷 

三 ケ 津 役者 評判 記 一 卷 

役者 人國記 三 卷 

三ケ逮 役者 藝 E»:=, コ， -.5 

fssfii 評^記 替部 


二の 替藝 評。 

未 役者 初 艷颜廣 に 見 ゆ 0 

二 の替藝 評。 

自笑 作。 

正本 堂 如 漆 作し 

自笑 作。 二 の替藝 評。 

自笑 作。 

正本 堂 如 漆 作。 

a 寸) 

自笑 作。 

未见。 役^^^-！！成就廣ぉ巾に 

見 ゆ。 

役者 五标 成就 廣 if "巾に ゆ。 

寫 本に てヂ、 叨ニ 年より 八 迄 

の 評判記なる 出 C  ({.o 

CI 笑 作。 二の！^ 藝^。 

役^ 人^記 糜 ^li: 巾に ゆ。 
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仅 13C 

者 者 
三 惠 
組 方 
S 參 


役 役 役 役 役 役 役 ぼ ヌ役役 役 役 役 役 

者 者 者 者 者 せ 者 世 年 者 ささ 有 者 i 者 

, , 、勸 ゆ 有名 ^  者 ^ 細 姿し 
人 松虽當         e 役 1 卩  ^ 

相 離 土お 振ぬ 圖者用 ， 仏 之 評ミ 


鑑 子 力 舞 鑑會囅 集 勇 i 選 * 圖 林え 
卷卷 卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


子 


江 

江 

江 

京 

大 

大 

戶 

戶 

都 

都 

戶 

都 

都 

阪 

都 

都 都 

都 

阪 

本 

本 

八 

八 

本 

八 

八 

八 

八 

八 正 八 

八 

八 

文 

文 

文 

文 

文 

文 

文 文 

ケ 

文 

本 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 

字 字 

字 

屋 

屋 

淸 

屋 

屋 

屋 

屋 

屋屋 屋 

屋 

屋 

同  七月 

寬政元 「r^ 酉年 正月 

同 二 庚 戌年 "正月 

同  三月 

同 三 辛亥 年 正月 

同  正月 

同 四 壬 子年 正月 

同  三月 

同 五 癸丑 年 正月 

同  三月 

同  三月 

同 六 甲 {K 年 正月 

同 七 乙 卯年 正月 

同  正月 

问  三月 


道頓 堀、 東の 芝居 子供 搡 評判。 

自笑 作。 

(守) 

自笑 作。 

二の 替藝 評。 

自笑 作。 

(守) 

自笑作 C 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 江戶は 名のみ を舉げ 

て 評な し。 

(守) 
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仅 仅 

者 者 
初 出 
相 世 

場 M 


ヅ； t»  ^Tu 
VL 仅 

者 
者 見 

物 
三 左 

衞 
國 門 

跡 
志 追 


■{Ttt  '^rxa  -fru  -^ru  ^rtt  '；; t. 
仅 l3C 仅 仅 仅 仅 

キ 

ニヶ- ニヒ f/i 

-a 

勇 3 大 世 

兵き 雜 鳳 
1 釘 

門 粧 ネ M 揃 ま 書 凰 


見 a  ： 
物 舞 

士  ね 


役 廿當役 役 

々丄 役者 


ハ 


者 , 


渡 日 


大 


御、 


者 


再 


士 

^  口 
初 侍 判 慶?， 魁 


卷 卷卷卷 


:=r  コ四 

卷卷卷 卷卷卷 


卷卷卷 


役 


時 


き、 


三 江 
都 戶 

八 鶴 
文 

字 


江 
戶 

八 

文 

字 


八 京 播大八 江 京大 上 本 

磨阪戶 阪 

，菊 S 和: V 吉 總、 

字 S 田 字' ぎ-  m 


屋 屋屋屋 屋屋屋 ml"; 屋 淸 


江 

江 三 

江 

戶 

都 . 

戸 都 

戶 

都 

本 

八 

本 八 鶴 

中 

八 

文 

文 

山 

文 

字 

字 

f お 

-7- 

淸 

屋 

m 屋屋 

七 

屋 

1!  三月 

ぬ 月 

同 八 丙 辰年 正月 

^  正月 

向 九 丁 巳年 正月 

1：  正月 

^  正月 

同  三月 

,^ 十 戊. It. 年 正月 

同  正月 

问  三月 

lip. 

同  三 月 

同  九月 


同 十 一已 未年 正月 


S 笑 作。 戯場 一 覽 とも いふ。 

二 の替藝 評。 


額 見世藝 評。 

未見。 

自笑 作。 

頭取 作。 

IfjC 妻に^ 候 庵 作 。二の 转藝 評。 

自笑 作。  - 

其 鶴 作。 

自笑 作。 二の 替藝 評。 

养狂 首藝 評。 
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同 同 问 文 

―  化 

二  兀 

乙 甲 

丑 子 
年 年 


三 正 Ih 正 
月月 月月 


ヅ/ U     '^ftt      -^/Lt  ^fta 

IX IX 

者 者 者 
一正 紫 者 
口 札 郞 

商 附鼠壽 


卷 卷翁卷 


三 三 三 
都 都戶都 

八 八 鶴 本 八 
文 文  文 
字 字  字 
屋 屋屋淸 屋 


笑 笑 笑 
作 作 作 


の 
眷 
藝 
評 


同 问 M    R1 同 同 享 

和 

二三  二 兀 

癸  壬 辛 

亥  戌 酉 

年  年年 


三 三 正  十八 it  lb 

月月 月 力 月月 月月 


仅仅 仅 も。 - 仅 
役ケ 

者 者 ^者维 者 


化 


m4 


相番 7  の 
撲雞 始觀眞 


役 
者 
千 
代 


者 ほ 

太 
^ 功 

舟 記 


二三 三 五 半 一 

紙 

卷 卷 卷 卷本 卷 


卷 卷 


江 江 大大京 
戶 戶阪阪 

本 江大 八 
戶 阪 

本， 字 

泉 

Hn  iMm 屋 


屋名屋 名 三 三 
古 古都 都 

八 鶴 八 
文 文 
字 字 
屋屋 屋 


["] 问 R 问 
十 

甲 
申 

年 

正正 正正 
月月 月月 


役 役 役 役 

者 者 * 者 

年 一 
三 桝 細 

顔 

ケ行見 兄 

莊事世 記 


卷 卷卷卷 


自 束 
笑 子 
作 樵 
。 容 
作 

0 

守 


ふ", ふリ 

本 本 


自 
笑 
作 


都 

雜 八 

賀 文 

屋 み 
九 字 

m 屋 


江 
戶 

中 
山 

七 


白 

笑 
作 


守 
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1X 13C 仅 仅 仅 仅 仅 仅 仅 仅 仅 

者 者 者^ # 者 者 者 者 者 者 

者 者  め 
出 新 花        手眞 道く， 大ょ 

情 綿 鳥 ^     柄 草 中 ^極し 

噺船篇 學庸噺 行 記 水 丸 〈 

卷卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


同  八月 

同 三 丙 寅年 正月 

同  三月 

同  五月 

同 四 丁 卯年 正月 

同 五 戊辰 年 正月 

同  二月 


同 六已 巳年 正月 

同 七廣 午年 正月 

同 八 辛 未年 正月 

同 九 壬 申年 正月 

同  九月 

同 十 癸 酉： や 正月 

同  二月 

同 


三 都 

名 古 八文字 匿 

屋 

三 都 . 八文字 屋 

I せ 八文字 屋 

一一 一 鍵 A 文字 屋 

名 古 

名 古屋八 文字 屋 


三 都 八文字 屋 

名古屋 

三 都 八文字 屋 

三 都 八文字 屋 

名 古 屋鶴屋 松屋 鈴屋 

伊勢  < 文字 屋 河内屋 

三 都 鶴屋 松屋 鈴屋 

名 古屋； g 內屋 八文字 屋 

ま Si 鸛屋 河內屋 

三 1? 

名 古 屋鶴屋 松屋 鈴屋 

供勢 八文字 屋 河内 屋 

大阪 鶴屋 松屋 鈴屋 

名 古 屋八夂 {^屋 河内 屋 

大阪 


盆 芝居 屮 芝居 評。 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 

6 笑 作。 

子供 芝居 屮 芝居 評. 《 

自笑 作。 

發句 見立ての 藝 評。 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 

三文 舍 ft: 體作。 

自笑 作。 

自笑 作。 

(守) 


役者 出情噺 三 卷 

東名殘 門出 錦 袖 一 卷 

役者 出 情 噺三卷 

役者 目 利 自慢 三 卷 

中 芝居 藝惣 a:  新 二 卷 

役者 品お ^ ラ 嚷ニ  t 
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卷卷卷 


卷 卷 卷卷卷 卷卷卷 卷卷卷 


道 役 出 役 役 商 役 
中 者 世 者 者 者 

^  名 謎 
案 中 物 ^懸 
內記 合來論 


-^TU  -^/i*   ^ru  ^fu 

仅仅仅 仅仅仅 

者苍 《る 有 有 
幕 拳 糸當繁 
• への 角 調滿榮 
節? 內 カ子 壽話 


江 大京 大 江 


同 十 一 甲 戌年 正月 

同  三月 

问  三月 

H  四月 

M  五月 

^ 十二 乙 亥 3f 正月 

同 十三 丙 子^ 正月 

同  三月 三日 

M 十 四 丁 丑年 正月 

同  三月 

文政 元 戊 黄 年 正月 

同 ニ已 卯年 正月 

同 三褒 辰年 正月 


自笑 作。 

二の 替 三の 替藝 評。 

自笑 作。 二 の替藝 評。 

三の 待藝 評。 

自笑 作。 

自笑 作。 

自笑 作。 春 狂言 二の 替藝 評。 

自笑 作。 

自笑梅 枝 軒 泊 鷲 合作。 屮芝ほ 

子优 芝" 評判。 

自笑 作。 巾 芝居 子供 芝^ 評判。 

自笑 作。 

京大 阪は自 笑 泊 鷲 合作。 江戸 

は 大文舍 他 笑自笑 合作。 

京大 阪は自 笑 泊？^? 合作。 江戸 

は 他 笑 CI 笑 八：： 作。 


とラ  せん き や- rv 

役 者 當 撰 鏡 

役者 優 面 合 

役者 開帳 


=i 八文字 屋 

三ず 河 内 屋 

三 都 八文字 屋 

名 古屋河 屋 

-1 八文字 屋 

ヨぁ 河内 屋 


三 都 鹤屋松 Kil 鈴屋 

名. fci 屋八文 tfm 河内 层 

戶 本 

阪 

八文字 屋 

阪河 內 屋 


鈴 Ini-fe 屋松 g 

八文字 屋 河内 厘 

三 都 八 文 字 屋 

名 古屋河 内 屋 

三 都 鶴屋 松屋 鈴屋 

名 古 屋八文 学 屋 河内 屋 

京 八文字 屋 

大 阪河內 屋 

京 

大阪 


429 一 


卷卷卷 卷       卷卷       卷  卷卷卷 


役役投 
者 者 者 

三み 舞 註;? 

都。 # 眞ぇ 
鏡 鏡 庫 I' 

み 


H 大ぉ 三 
都阪 都 

河 八 河 河 八 

气  ^ 
內 內內 
字 字 

屋屋 屋 屋屋 


同 四 辛 巳年 正月 

同  三月 

同 五 壬 午年 正月 

同 六 癸未 年 正月 

同 七 甲 申年 正月 

同 八 乙 酉年 正月 

同 九 丙 戌年 正月 

同 十 丁亥 年 正月 

同 十一 戊 子年 正月 

同  正月 


じん  .0 う  き 

役者 甚考記 

役者 百 物語 

役者 早料现 

た  みの に：？^ 

役者 多見賑 

じん  じ  ぐら. ハ 

役者 神事 競 

役者 花見 幕 

^  t  づく 

役者 珠玉 盡 


京大 阪の部 は自笑 泊^ 合作。 

江戸の 部 は s 笑 他 笑 合作。 

自笑泊 鷲 合作。 二の 抨藝 評。 

京大 阪の部 は 自笑泊 t^"、 江戶 

の 部 は 自笑他 笑 合作。 


京大 阪の部 は自笑 泊愁、 江戶 

の 部 は. 0 笑 他 笑 合作。 


京大 阪の部 は 9 笑 泊 M:a、 江戶 

の 部 は Q 笑 他 笑 八" 作。 

京大 阪の部 は ^泊^、 江 戶 

の 部 は s 笑 他笑介 作。 


京大 阪の部 は rtl 笑 泊 t^r 江戶 

の 部 は a 笑 楚滿人 <!：： 作。 


京 は 0 笑 泊^ 江戶 はき 笑 の 作。 

泊^^作。 中 芝： 子供 芝 評。 

笑 泊 合作。 


三 都 八文字 屋 

一 名古屋 河 内 屋 

一 京 八文字 屋 

大阪 河內屋 

三 都 八文字 屋 

名 古屋河 內 屋 


FA  . 文字屋 


三 都 鶴 屋鈴屋 松屋 

名古屋 八文字 屋 河内 屋 

三 都 鶴 屋鈴屋 松屋 

名 古屋八 字屋 河内 舉 


三^ 八文字 屋 

三莉河 內 屋 


名 三 名 三 江 

名=^  =^ 

さ 都 古都 戶 

古都 都 

s 都 

都 都 

都 都 

屋 

河 八 河 八 

河 八 河 八 

河 八 河 八 

河 ノ、 河 八 

河 八 河 八 

JC  .1 文 

1 文 1 文 

1 文 1 文 

1 文 t 文 

文 文 

內 内 

内 內 

内 内 

內 内 

內 r^) 

字 字 

字 字 

字 字 

十 + 

字 字 

S^.  f^:, 

jSV ほ jfe 

屋 屋屋屋 

仅仪仅 

者 I 者 
早 


評 
应 步リ 


め 

飾 丁 記 


仅 Ik 

者 者 
手 現に 
柄 銀え 
競 店な 


仅 

者 者 
三 四 
世 季 
相 詠 


あ ヒま役 役 役 役 
近 勇 劣者 -レ ^ 


卷 卷 卷 


卷 卷 


卷 卷 


同 十二 已 r:U 牛 正月 

同  六月 


役者 內百番 H 卷 三 都 

役：， 者 都： *—l^l_JL,iL 


八文字 里 

河内 Kil 


a 笑 泊 合作 < 

(守) 


天 保 元 虎 贫ハ牛 正月 

M  二 辛 卯； 牛 KB 

同 三 壬 辰年 正月 

同  三月 

同 四 癸 巳年 正月 

同 五 甲 午年 ： 止 月 

M 六 乙 未年 ： 止 月 

R 七 丙 中年 正月 

同  冗 月 

M 八丁 酉华 ： 止 月 

问 九， 戊戌； や 正月 


自笑 泊^  4" 作。 

^：^！：-怕^^^！合作。 


.H 笑 泊 鷲 合作。 

自笑泊 Ml- 合作。 狂言 子供 芝 

W 評判。 

自笑泊^^合作。 

京大 阪の部 は a 笑 泊穀， 江戶 

の 部 は. 0 笑 五 柳亭德 升の 合作。 

京大 阪は自 笑 作、 四 文字 舍浪 

磨 前述。 江戶は a 笑德升 合作。 

京大 阪は 笑 作浪丸 補述。 江 

戶は徳 升 作。 

七 文 舍ま笑 狂言 11^ ソ雅好 合作。 

京大 阪自笑 作 浪^ 補。 

自笑 作浪丸 補。 


|< ？始開 暦三卷 

^ 大 福 帳 三 卷 

風俗 三國 志 H 卷 

F 武勇 問答 四 卷 

M 役者 花 威 草 一一 一 卷 


> の ながめ 
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Inj 同  嘉 
永 
元 
戊 
申 

十 

正  正 
# 月  月 

同 同同弘 
化 

四 三 二 元 
丁 丙 乙 甲 
未 午 巳 辰 
年年 年年 

ョ. 正 
月 月 

同       同 同       同  同 

四       三 二       一  已 
癸 壬 辛 庚 亥 

jJn             ^     qpi             不  ^ 

年        年年  年 

正         JE 正         IE  正 
月          月月          月  月 

戯役 役 
場 者 者 
年豐 紫 
中年 源 
鑑藏 氏 

卷卷 卷 

役戯眞 

ま ，猿 
五^ 若 

十年妓 

一 

一中 ^ 
驛 ^ 評 

次 鏡 判 
卷卷卷 

仅仅          仅  仅 

者 者 者 者 
投 t 舞 金 外 
扇 t 臺 剛 題 

曲？ 扇 力 撰 
卷卷 卷 卷 

江 名 三 
戶 古都 
屋 

口  32： 

野 龍 
屋堂 

江 江 

野 龍 
屋堂 

都 都 都 都 

河 河          河        河 八 
文 

內  內内 

字 

屋屋 屋屋屋 

2: 七 丁自 
2； 文 舍笑 
舍 — 'Ij "梅 
i&  mm 
笑 魁齋 
作 舍枝 
。 -m 
人 一 
合 慮 
作齋 
。素 
外 
it: 

a 戯 
笑 場 
作 亭 

全 

m 好 
5 著 

き- S  . 

一 M 

f  # 

% 判 

江 京 京 作 京 の自 
戶大 大 。自 部 笑 
老阪 阪 江 笑 の 四 
丈自 我 戶我 內文 
外 笑 笑 我 笑 題字 
笑 梅 作 笑 作 手舍 
合 若 。 外 ° 柄 我 
作舍 江 笑大 競 笑 

0 老 戶 作阪 と 合 

丈 外 。外 あ 作 
合 笑       笑 り。 
作 作       我 ° 江 
°  °        笑  戶 
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卷卷 篇卷篱 卷 卷 


江 

江 

jji 名 三 

戶 

戶 

都 古都 

屋 

廿 

廿 

金河吉 

泉 

泉 

細內野 

堂 

堂 

屋屋屋 

名 S 江 
古都 戶 
屋 


金河吉 
總內野 
屋屋屋 


安政 元 巾 寅年 

问 

同 


正月 

秋 


役者 武勇 競 三 

顔 見世戯 場の 1 

都鳥 美 £  S^^^E^O^ 初 

通 評判 开 t 名で 顔 一 

都鳥 美男 ！ vffi^ ；、， 匕竟 二 

嘉永 七， S 歲 評判記 三 


同 二 己 酉年 正月 


三 庚 戌年 正月 


问 

同 四 辛亥 年 正月 


同 五 壬 子年 正月 


同 六 癸丑 年 正月 


役者 產物 合 三 卷 


役者 早 料理 三卷 


三 芝居 役者 評判 1 卷 

者 _ 淸 榊 ，三 卷 


役 者 智 惠 篛 三 卷 


役者 四海 浪 三 卷 


京大 阪は自 笑 作、 松 樹亭綠 子 

捕。 江戸 は 枝 聲素外 魁舍、 王 人 

作、 先陣 舍 一 戰補。 

^1笑我笑浪丸綠子^*山亭花樂 

可 樣魁舍 合作。 


(守) 

CI 笑 浪丸魁 舍綠子 花 樂可樣 合 


自笑浪 丸 花 樂魁合 蝶々 舍主人 

二 代 目可樣 合作。 


0 笑 浪丸花 樂魁舍 、王 人 合作 ハ 


自笑浪 丸 花樂山 ft- 合作。 

(守) 

柳 水亭稀 it"s 作。 

乍。 

(守) 


三 都 

名古屋 


三 都 

名古屋 


三 都 

名古屋 


三 都 

名 古 壁 
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正正 正 

月月 月 


月 月 


役 役 役 

者 者 者 
曰 金 5ft: 新 


役 役 

者 者 
商 


本 剛 言 一 
鑑傳 草; 

卷卷卷 


世 往 
帶 來 

卷 卷 


■^rtt  -ffu  j/u  'J It. 
仅仅 仅仅 

ぜ有^  -'r 

糸&名 初 "判 

す  た 

竹 >  橋', {^ 
曲复盡 渡め 嘴 

卷 卷卷卷 

大 京大 京大 京 大 
阪 阪 阪 阪 

金 河 金 河吉河 
內 內 

網^ 細^!]?  了- 內 

口  口 
野 


細 内野 


元 治 元 甲子 年 正月 


役者 當世 


ご 1 丁 字 屋 

三老河 .s 屋 

京 丁字 屋河 內屋 

大阪 吉野屋 


丁字 屋 金網 屋 

三ず Js- 內 屋 

丁字 屋吉 野屋 

三ず 河 內 屋 

河內屋 丁字 屋 

ョ就 吉野屋 金網 屋 


花樂. H  ft? 浪丸自 笑 可樣都 様ん" 

作。 

笑浪丸 花樂， 蝶可樣 合作。 

自笑三 都 子 (京大 阪評〕 可樣 

三 伍 (江戸 評) 合作。 

好^三伍；；^風^：：笑玉池合作。 

俳 俊 堂枣遊 作。 

S 笑 登 世 起  < "作。 

前^ 遊 作。 ， 

夢 遊 作。 二の 替藝 評。 

夢 遊 4? 蝶 合作。 

夢 遊 作。 

夢 遊 作。 


同 二 乙 卯年 正月 

同 三 丙 辰年 正月 

同  十二月 

同 四 丁巳ギ 正月 

同 五 戊 午年 正月 

同 六已 未年 正月 

同  正月 


萬延元 庚申 年 

同 

文 久元辛 酉年 

同 二 壬 4^ 年 

同 三 癸 亥年 


C  ；ー； 都 吉 * お： 屋 

役者 雪 月 花 三 卷 名 £屋 金 - 網、 屋 

, ,、 三 都 古 嵐 河內屋 

役者 都 名所 ョ卷ー 名 古屋金 綱 屋 


役者 正札 附三卷 一 お §屋| 
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役 役 役 
者 者 者 
寫 金 外 
眞 剛 題 
鏡 競 競 

卷卷卷 


附記 一 本 箪. 玉 川 心 淵 雄， 岩 井 半四郞 最期 物語 等の 如き 筒 人の 藝 評に 關 する もの、 おも はく 跃合 

延命 字學 集の 如き 異分子の 混入して ゐる もの は 採って ない。 


慮 應元乙 丑年 正月 

同 一： 丙 寅年 正月 

同  正月 


三 都 河內屋 

大阪 河內屋 


梅 笑 夢 遊 合作。 

戯場堂 夢 遊 作。 

以上 (叨治 以後 略： 
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刷 
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